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序

　

南
種
子
町
は
、
国
史
跡
広
田
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
歴
史
遺
産
を
有
す
る
町
で
あ
り
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
所
在
す
る
科
学

の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
は
、
人
々
が
日
常
生
活
の
中
で
生
み
出
し
、
継
承
し
て
き
た
無
形
の
民
俗
文
化
財
も
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、

国
や
県
の
文
化
財
に
選
択
・
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
「
種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
」
は
、
平
成
七
年
に
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ

た
、
種
子
島
の
民
俗
芸
能
を
象
徴
す
る
重
要
な
無
形
の
文
化
遺
産
で
す
。
こ
の
文
化
財
の
伝
承
に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
平
山
地

区
の
有
志
の
方
々
が
、「
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
」
を
た
ち
あ
げ
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
貴
重
な
文
化
財
の
調
査
・
記
録
作
成
を
行
い
、
後
世
に
こ
の
文
化
財
を
継
承
す
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
よ
り
国
及
び

県
の
補
助
を
受
け
調
査
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
故
向
井
秋
雄
氏
を
は
じ
め
と
す
る
保
存
会
の
皆
様
及
び
地
元

関
係
者
の
皆
様
、
調
査
を
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
民
俗
文
化
財
調
査
委
員
会
の
下
野
敏
見
先
生
は
じ
め
調
査
委
員
会
の
先
生
方
、
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
た
文
化
庁
並
び
に
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
の
皆
様
に
大
変
な
ご
協
力
、ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
書
の
刊
行
に
よ
り
、「
種

子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
」
の
学
術
的
な
評
価
が
な
さ
れ
、後
世
へ
の
伝
承
に
寄
与
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
書
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
に
本
町
の
豊
か
な
民
俗
芸
能
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
南
種
子
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
、
幸
い
で
す
。
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鹿
児
島
県
南
種
子
町
長　

梶
原　

弘
德
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例
　
言

一　
　

本
書
は
、
平
成
七
年
十
二
月
二
十
六
日
に
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き

　
　

無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
た
（
以
下
、
国
選
択
）「
種
子
島
南
種
子
の
座
敷

　
　

舞
」
に
つ
い
て
の
記
録
保
存
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

二　
　

調
査
事
業
は
、「
南
種
子
の
民
俗
文
化
財
調
査
事
業
」
と
称
し
、
南
種
子
町
が
文

　
　

化
庁
・
鹿
児
島
県
の
補
助
を
受
け
て
、
平
成
二
十
四
～
二
十
六
年
度
で
実
施
し
た
。

　
　

同
事
業
で
は
、
既
に
平
成
二
十
五
年
度
に
「
種
子
島
宝
満
神
社
の
お
田
植
祭
」
を
刊

　
　

行
し
て
い
る
。
本
報
告
書
は
、「
種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
」
の
記
録
保
存
調
査
報

　
　

告
書
で
あ
る
。

三　
　

調
査
は
、
南
種
子
町
が
「
南
種
子
の
民
俗
文
化
財
調
査
委
員
会
（
小
島
摩
文
委
員

　
　

長
）」
を
組
織
し
、
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
、
鹿
児
島
県
文
化
財
課
の
指
導

　
　

助
言
の
も
と
実
施
し
た
。

四　
　

事
業
の
事
務
局
は
、
南
種
子
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係
が
担
当
し
た
。

五　
　

本
書
の
執
筆
は
、
調
査
委
員
会
に
お
い
て
構
成
並
び
に
執
筆
者
を
決
め
行
っ
た
。

　
　

執
筆
者
名
は
、
目
次
及
び
文
末
に
記
し
た
。
ま
た
、
国
選
択
「
種
子
島
南
種
子
の
座

　
　

敷
舞
」
は
、「
座
敷
舞
」「
蚕
舞
」「
め
で
た
節
」
の
三
種
の
芸
能
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

　
　

本
書
で
は
、
第
三
章
で
「
座
敷
舞
」、
第
四
章
で
「
蚕
舞
」、
第
五
章
で
「
め
で
た
節
」

　
　

に
つ
い
て
調
査
記
録
を
ま
と
め
、
第
六
章
で
そ
の
意
義
を
記
し
、
第
七
章
で
総
括
を

　
　

行
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
三
章　

第
五
節　

写
真
図
版
・
第
四
章　

第
九
節
は
、
吉

　
　

川
周
平
氏
の
指
導
・
監
修
の
も
と
石
堂
・
豊
島
が
執
筆
し
た
。

六　
　

本
書
に
掲
載
し
た
写
真
、
図
、
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
が
作
成
・
撮
影
し
た

　
　

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
提
供
を
受
け
た
資
料
は
「
資
料
」
と
明
記
し
、
写
真
等
に
つ
い
て
は
提
供

　
　

者
名
、
所
蔵
者
名
を
明
記
し
た
。

七　
　

本
調
査
の
実
施
並
び
に
、
本
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統

　
　

文
化
課
よ
り
ご
指
導
及
び
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
各
芸
能
の
保
存
会
の
皆

　
　

様
の
ご
協
力
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　

な
お
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

　
　

記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

八　
　

調
査
の
際
に
収
集
し
た
資
料
は
、
南
種
子
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
が
保
管
・

　
　

管
理
し
て
い
る
。

九　
　

本
書
の
編
集
は
、
調
査
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、
石
堂
和
博
（
南
種
子
町
教
育
委

　
　

員
会
社
会
教
育
課
文
化
係
学
芸
員
）
が
行
っ
た
。
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第
一
章
　
調
査
事
業
の
概
要

　
第
一
節
　
文
化
財
指
定
の
状
況

　

種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
は
、
平
成
七
年
十
二
月
二
十
六
日
に
、
国
の
記
録
作
成
等
の

措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
（
以
下
、国
選
択
）
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
以
前
に
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
九
日
に
、「
南
種
子
町
平
山
の
座
敷
舞
」「
南
種

子
町
平
山
の
蚕
舞
」
の
名
称
で
鹿
児
島
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
調
査
事
業
は
、
国
選
択
文
化
財
の
記
録
調
査
事
業
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り

実
施
し
た
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
座
敷
舞
」「
め
で
た
節
」「
蚕
舞
」
の
三
つ
の

芸
能
を
ま
と
め
て
、「
種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
」と
し
て
選
択
が
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

本
報
告
書
で
も
、
こ
の
三
つ
の
芸
能
を
記
録
調
査
の
対
象
と
し
、
芸
能
毎
に
章
を
分
け
て

報
告
す
る
。

○
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財

　

名
称　
　
　

種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞

　

選
択
日　
　

平
成
七
年
十
二
月
二
十
六
日

　

保
護
団
体　

平
山
郷
土
文
化
保
存
会

　

解
説　
　
　
　

種
子
島
の
南
端
の
南
種
子
町
で
は
結
婚
式
や
新
築
祝
、
そ
の
他
の
祝
の

　
　
　
　
　
　

席
で
種
々
の
舞
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
席
の
皆
が
手

　
　
　
　
　
　

拍
子
を
打
っ
て
は
や
す
な
か
で
、
な
か
の
一
人
が
歌
い
つ
つ
即
興
的
に
演

　
　
　
　
　
　

じ
る
も
の
で
、
歌
詞
は
地
元
の
種
子
島
の
言
葉
を
ふ
ん
だ
ん
に
含
み
、
特

　
　
　
　
　
　

に
擬
態
語
に
そ
の
特
色
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

祝
宴
で
は
、
ま
ず
「
め
で
た
節
」
と
よ
ば
れ
る
歌
を
全
員
で
歌
い
、
そ

　
　
　
　
　
　

の
後
に
舞
が
披
露
さ
れ
て
い
く
慣
い
で
あ
っ
た
。
踊
り
手
は
、
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　

入
り
口
付
近
に
控
え
て
一
座
に
向
か
っ
て
一
礼
し
、
中
央
に
出
て
舞
う
。

　
　
　
　
　
　

歌
に
よ
っ
て
座
敷
箒
や
手
拭
な
ど
身
近
な
も
の
を
小
道
具
に
使
い
、
一
応

　
　
　
　
　
　

の
舞
振
り
は
決
ま
っ
て
い
る
が
、
主
題
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
い
手

　
　
　
　
　
　

の
工
夫
が
加
え
ら
れ
る
。
周
囲
の
者
が
歌
う
「
何
々
舞
は
み
い
さ
い
な
。

　
　
　
　
　
　

何
々
舞
は
み
い
さ
い
な
」
と
い
う
ハ
ヤ
シ
と
舞
い
手
自
身
の
歌
と
の
掛
け

　
　
　
　
　
　

合
い
で
進
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

演
目
は
「
鳥と

り

刺さ

し
舞
」「
蟹が

に

舞
」「
婆ば

じ
ょ
う
舞
」「
味み

噌そ

す
り
舞
」「
仏

ほ
と
け

舞
」

　
　
　
　
　
　
「
バ
ッ
ク
ー
舞
（
ひ
き
が
え
る
の
舞
）」
な
ど
で
、
こ
の
う
ち
動
物
の
形
態

　
　
　
　
　
　

を
主
題
と
す
る
「
蟹
舞
」
や
「
バ
ッ
ク
ー
舞
」
は
他
に
は
類
例
が
な
い
も

　
　
　
　
　
　

の
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
、
小
正
月
に
「
蚕

か
ー
ご

舞ま
ー

」
と
よ
ば
れ
る
芸
能
が

　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
一
月
十
四
日
と
十
五
日
の
夜
に
、「
嫁
ジ
ョ
ー
」
あ

　
　
　
　
　
　

る
い
は
「
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
」
と
よ
ば
れ
る
晴
着
で
女
装
し
た
青
年
と
道

　
　
　
　
　
　

化
役
の
青
年
、
お
礼
の
鏡
餅
を
い
れ
る
「
カ
ン
ザ
ー
」
と
よ
ば
れ
る
籠
を

　
　
　
　
　
　

持
っ
た
者
を
中
心
に
地
区
の
青
年
た
ち
が
家
々
を
め
ぐ
り
、
各
家
の
座
敷

　
　
　
　
　
　

で
祝
福
の
舞
を
披
露
し
て
い
く
も
の
で
、
養
蚕
の
成
功
や
豊
作
を
祈
願
す

　
　
　
　
　
　

る
舞
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

以
上
の
舞
は
、
い
ず
れ
も
芸
能
の
変
遷
の
過
程
を
示
し
、
地
域
的
特
色

　
　
　
　
　
　

を
持
つ
重
要
な
も
の
で
あ
る
。 （
註
１
）

○
鹿
児
島
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　

名
称　
　
　

南
種
子
町
平
山
の
座
敷
舞

　
　
　
　
　
　

南
種
子
町
平
山
の
蚕
舞

　

指
定
日　
　

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
九
日

　

保
護
団
体　

平
山
郷
土
文
化
保
存
会
（
註
２
）

　

解
説　
　
　

南
種
子
町
平
山
の
座
敷
舞

　
　
　
　
　
　
　

座
敷
舞
は
、
祝
宴
な
ど
の
座
で
舞
わ
れ
る
も
の
で
、
座
に
い
る
も
の
が
、

　
　
　
　
　
　
「
ミ
イ
サ
イ
ナ
、ミ
イ
サ
イ
ナ
」（
見
せ
て
ほ
し
い
な
の
意
か
）と
は
や
す
と
、

　
　
　
　
　
　

舞
手
一
人
が
物
ま
ね
的
な
所
作
で
舞
う
。
広
く
全
国
的
に
あ
っ
た
も
の
が

　
　
　
　
　
　

種
子
島
に
伝
わ
り
、
こ
の
平
山
に
定
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
竿
に
ト

　
　
　
　
　
　

リ
モ
チ
を
つ
け
て
、
鳩
を
と
る
所
作
を
す
る
「
鳥
刺
し
舞
」。
餌
ひ
ろ
い

　
　
　
　
　
　

に
で
た
蟹
が
鳥
に
つ
つ
か
れ
る
「
蟹
舞
」。
婆
さ
ん
が
米
里
、
野
里
、
浜

　
　
　
　
　
　

里
の
娘
に
招
か
れ
、米
飯
、粟
飯
、亀
の
煮
物
を
強
い
ら
れ
困
る
「
婆
じ
ょ

　
　
　
　
　
　

う
舞
」。
仏
と
は
何
か
と
い
う
て
面
白
く
問
答
を
す
る
「
仏
舞
」
な
ど
が

　
　
　
　
　
　

あ
る
。
舞
手
の
台
詞
の
よ
う
な
歌
と
、
見
物
の
ミ
イ
サ
イ
ナ
の
は
や
し
が

　
　
　
　
　
　

調
和
し
て
、
庶
民
的
な
ユ
ー
モ
ア
と
中
世
的
な
仏
教
の
無
常
観
の
た
だ
よ

　
　
　
　
　
　

う
、
異
色
の
芸
能
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

南
種
子
町
平
山
の
蚕
舞

　
　
　
　
　
　
　

一
月
十
四
日
、
十
五
日
の
小
正
月
の
夜
、
部
落
の
男
子
青
年
と
子
ど
も
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が
集
ま
っ
て
家
々
を
回
る
。
舞
い
手
は
女
装
し
、白
い
頭
巾
を
被
っ
た「
嫁

　
　
　
　
　
　

ジ
ョ
ウ
」
一
人
と
、
ゲ
ー
マ
と
い
う
道
化
役
二
人
。
ほ
か
は
、
唄
う
人
が

　
　
　
　
　
　

数
人
で
、
こ
の
蚕
舞
（
カ
ー
ゴ
マ
ー
）
の
一
団
は
、
玄
関
口
に
並
ん
で
叙

　
　
　
　
　
　

事
的
な
養
蚕
を
祝
福
す
る
歌
を
う
た
う
。
舞
い
手
は
、
座
敷
に
上
り
、
舞

　
　
　
　
　
　

い
な
が
ら
、
床
柱
に
さ
し
て
あ
る
ゴ
ー
（
柳
の
枝
に
餅
や
里
芋
を
さ
し
て

　
　
　
　
　
　

マ
ユ
に
似
せ
た
も
の
）を
と
っ
て
、肩
に
担
ぎ
、扇
を
ひ
ら
い
て
舞
う
。ゲ
ー

　
　
　
　
　
　

マ
は
、
そ
の
ま
わ
り
を
道
化
て
回
る
。
舞
が
終
わ
る
と
、
家
の
主
人
は
鏡

　
　
　
　
　
　

餅
を
祝
儀
に
く
れ
る
。
こ
う
し
て
家
々
を
回
る
。
こ
れ
が
、
小
正
月
の
来

　
　
　
　
　
　

訪
神
行
事
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
養
蚕
祝
福
の
た
め
に
、
蚕

　
　
　
　
　
　

神
が
来
訪
す
る
の
は
、
民
俗
学
の
上
か
ら
も
貴
重
な
例
で
あ
る
。（
註
３
）

註
１　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

註
２　

鹿
児
島
県
公
報
五
七
四
一
号
の
三
（
昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
九
日
）
で
は
、
保

護
団
体
は
次
の
表
の
団
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
に
保
護
団
体
の
変
更
登
録
が
行
わ
れ
、

現
在
の
保
護
団
体
名
と
な
っ
て
い
る
。
実
は
、
両
団
体
は
、
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
の
こ

と
な
の
で
あ
る
が
、
指
定
上
の
理
由
で
、
保
護
団
体
と
し
て
分
か
り
や
す
い
名
称
を
付
け

た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
後
に
実
態
に
即
す
る
た
め
に
名
称
を
本
来
の
団
体
名

に
直
し
た
と
み
ら
れ
る
。

名
称

保
持
者
代
表

団
体
名

南
種
子
町
平
山
の
座
敷
舞

山
田　

休
三

南
種
子
町
平
山
座
敷
舞
保
存
会

南
種
子
町
平
山
の
蚕
舞　

上
妻　
　

勝

南
種
子
町
平
山
蚕
舞
保
存
会　

註
３　
『
鹿
児
島
県
の
文
化
財
』
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
編　

昭
和
四
十
八
年
三
月
よ
り

引
用　

　
第
二
節
　
調
査
事
業
の
概
要

　
　

一　

調
査
事
業
の
概
要

　

南
種
子
町
教
育
委
員
会
は
、「
種
子
島
宝
満
神
社
の
お
田
植
祭 

」
と
「 

種
子
島
南
種

子
の
座
敷
舞
」
が
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
民
俗
文
化
財
調
査
事
業
に
よ
り
、「
南
種
子
の
民
俗
文
化
財
調

査
事
業
」
と
し
て
記
録
作
成
事
業
を
平
成
二
十
四
年
か
ら
二
十
六
年
に
か
け
て
実
施
す
る
計

画
を
立
て
た
。

　

調
査
は
、
種
子
島
宝
満
神
社
の
お
田
植
祭
を
平
成
二
十
四
年
か
ら
二
十
五
年
に
か
け
て
行

い
、
種
子
島
平
山
の
座
敷
舞
を
平
成
二
十
四
年
か
ら
二
十
六
年
に
か
け
て
行
う
こ
と
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
の
最
終
年
度
に
報
告
書
を
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

調
査
は
、
調
査
委
員
会
を
組
織
し
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
、
文
化
庁
・
鹿
児
島
県
文
化
財

課
の
指
導
・
協
力
を
受
け
た
。

　　
　

二　

調
査
組
織

　

調
査
委
員
会
は
、
民
俗･

芸
能･

文
献
史
学
等
の
学
識
経
験
者
と
地
元
の
学
識
経
験
者
及

び
有
識
者
で
組
織
し
た
。
調
査
は
、
ま
ず
基
礎
調
査
を
お
こ
な
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

的
見
地
か
ら
個
別
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
の
共
有
や
調
査
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め
に
、

定
期
的
に
会
議
（
調
査
委
員
会
）
を
開
催
し
、
各
種
調
整
を
図
り
実
施
し
た
。
調
査
の
組
織

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
安
室･

徳
永
委
員
は
、「
種
子
島
宝
満
神
社
の
お
田
植
祭
」

の
み
担
当
し
、
座
敷
舞
は
担
当
し
て
い
な
い
。

南
種
子
の
民
俗
文
化
財
調
査
委
員
会
委
員

小
島　

摩
文
（
委
員
長
） 　

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学

羽
生　

源
志
（
副
委
員
長
） 

南
種
子
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

下
野　

敏
見　
　
　
　
　
　

元
鹿
児
島
大
学
教
授
・
鹿
児
島
民
具
学
会
会
長

吉
川　

周
平　
　
　
　
　
　

京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

松
原　

武
実　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
国
際
大
学
名
誉
教
授

安
室　

知　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
大
学
教
授

徳
永　

和
喜　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
図
書
館
史
料
刊
行
委
員

中
畠　

一
三　
　
　
　
　
　

平
山
郷
土
文
化
保
存
会　

会
長

野
首　

久
教　
　
　
　
　
　

島
間
伝
統
文
化
保
存
会　

会
長

調
査
指
導

石
垣　

悟　
　
　
　
　
　
　

文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
文
部
科
学
技
官

金
子　

健　
　
　
　
　
　
　

文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
文
化
財
技
官
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福
永　

広
隆　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課
（
以
下
、
県
文
化
財
課
）
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
主
事
兼
指
定
文
化
財
係
長

前
田　

利
久　
　
　
　
　
　

県
文
化
財
課
主
任
文
化
財
主
事
兼
指
定
文
化
財
係
長

早
﨑　

晋
一　
　
　
　
　
　

県
文
化
財
課
指
定
文
化
財
係
文
化
財
主
事

西
園　

勝
彦　
　
　
　
　
　

県
文
化
財
課
指
定
文
化
財
係
文
化
財
主
事

調
査
実
施
機
関

　

南
種
子
町
教
育
委
員
会
（
調
査
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長　
　
　
　

岩
屋　

秀
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
課
長　

小
西　

嘉
秋　
（
平
成
二
十
四
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
田　

健
一
郎
（
平
成
二
十
五
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
係
長　
　
　

濱
田　

伸
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
係
学
芸
員　

石
堂　

和
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
脇　

有
希
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
補
助
員　
　

萱
岡　

雅
光
（
平
成
二
十
四
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
北　

た
け
る
（
平
成
二
十
四
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
倉　

圭
代
（
平
成
二
十
五
年
度
）

　

南
種
子
町
郷
土
館
学
芸
員　
　
　
　
　
　
　

豊
島　

巧

　
　

三　

調
査
経
過

　

調
査
の
経
過
に
つ
い
て
、「
座
敷
舞
」
の
調
査
を
日
誌
抄
に
ま
と
め
た
。

平
成
二
十
四
年
度

四
月
二
十
七
日　
　
　

事
務
等
調
整
、
県
庁
文
化
財
課
（
石
堂
・
早
﨑
）

五
月
二
十
五
日　
　
　

第
一
回
調
査
委
員
会
（
小
島
・
下
野
・
松
原
・
安
室
・
羽
生
・
中
畠
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
首
・
石
垣
・
早
﨑
・
小
西
・
石
堂
）

九
月
十
日
～
十
月
十
九
日　

第
一
回
基
礎
調
査
（
萱
岡
・
石
堂
）

十
月
二
十
一
日　
　
　

座
敷
舞
調
査
（
小
島
・
下
野
・
松
原
・
羽
生
・
中
畠
・
金
子
・
早
﨑
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西
・
濱
田
・
石
堂
）

十
月
二
十
二
日　
　
　

第
二
回
調
査
委
員
会
（
小
島
・
下
野
・
松
原
・
羽
生
・
中
畠
・
金
子
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
﨑
・
小
西
・
濱
田
・
石
堂
・
萱
岡
）　

三
月
十
一
日　
　
　
　

第
三
回
調
査
委
員
会
（
小
島
・
下
野
・
松
原
・
徳
永
・
羽
生
・
中
畠
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西
・
濱
田
・
石
堂
・
小
脇
）

三
月
十
三
日
～
三
月
二
十
九
日 　

民
俗
文
化
財
調
査
記
録
の
整
理
作
業
等
（
河
北
）

三
月
十
五
日
～
二
十
九
日　

第
二
回
基
礎
調
査
（
萱
岡
・
石
堂
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
度

四
月
三
日　
　
　
　
　

第
四
回
調
査
委
員
会
・
報
告
書
作
成
打
合
会
（
小
島
・
下
野
・
松
原
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
生
・
石
垣
・
髙
田
・
濱
田
・
石
堂
・
小
脇
）

十
一
月
十
八
日　
　
　

第
五
回
調
査
委
員
会
・
現
地
調
査
（
小
島
・
下
野
・
松
原
・
安
室
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
生
・
髙
田
・
濱
田
・
石
堂
・
小
脇
）

十
二
月
一
日
～
一
月
三
十
一
日　

 

民
俗
文
化
財
調
査
記
録
の
整
理
作
業
等
（
朝
倉
）

十
二
月
十
八
日　
　
　

文
化
庁
に
て
事
務
調
整
等
（
文
化
庁
石
垣
調
査
官
、
金
子
調
査
官
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
堂
）

一
月
十
四
日
～
十
五
日　

第
六
回
調
査
委
員
会
・
蚕
舞
、
座
敷
舞
調
査
、
お
田
植
祭
文
献
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　

査
（
小
島
・
下
野
・
松
原
・
羽
生
・
中
畠
・
野
首
・
金
子
・
髙
田
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
・
石
堂
・
小
脇
・
朝
倉
）

三
月
二
十
三
～
二
十
四
日　

個
別
調
査
（
下
野
、
松
原
、
吉
川
、
中
畠
、
石
堂
）

平
成
二
十
六
年
度

六
月
二
十
九
～
三
十
日　

第
七
回
調
査
検
討
委
員
会
、
蚕
舞
・
座
敷
舞
・
め
で
た
節
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
島
、
松
原
、
吉
川
、
羽
生
、
中
畠
、
西
園
、
高
田
、
濱
田
、
石
堂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
脇
）
個
別
調
査
（
芸
態
調
査
、
民
俗
調
査
等
実
施
）

七
月
十
三
～
十
四
日　

個
別
調
査
（
松
原
、
石
堂
）

七
月
二
十
一
～
二
十
二
日　

個
別
調
査
（
吉
川
、
石
堂
、
豊
島
）

八
月
十
五
～
十
七
日　

個
別
調
査
（
吉
川
、
石
堂
、
豊
島
）

八
月
十
六
～
十
八
日　

個
別
調
査
（
松
原
、
石
堂
）　　
　

十
一
月
六
～
七
日　
　

第
八
回
調
査
検
討
委
員
会
（
小
島
、
松
原
、
吉
川
、
羽
生
、
野
首
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
、
西
園
、
高
田
、
濱
田
、
石
堂
、
小
脇
）

十
一
月
八
～
九
日　
　

個
別
調
査
（
小
島
、
石
堂
）
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第
二
章
　
調
査
地
域
の
概
要

　
第
一
節
　
調
査
地
域
の
概
観

　

本
報
告
書
の
調
査
地
域
で
あ
る
南
種
子
町
は
、
鹿
児
島
県
に
属
し
、
種
子
島
の
南
部
に

位
置
し
て
い
る
。
種
子
島
は
、
本
州
最
南
端
の
佐
多
岬
か
ら
南
に
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
海
洋
上
に
あ
り
、
大
隅
諸
島
に
含
ま
れ
る
。
島
内
に
南
種
子
町
の
ほ
か
、
西
之
表
市
、

中
種
子
町
が
あ
り
、
屋
久
島
の
屋
久
町
（
旧
上
屋
久
町
・
屋
久
町
）
と
の
三
町
で
熊
毛
郡

を
構
成
し
て
い
る
。

　

種
子
島
の
大
き
さ
は
、
南
北
五
十
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
五
か
ら
十
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
海
岸
線
の
総
延
長
は
百
八
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
最
も
高
い
天
女
ヶ
倉
で

も
標
高
は
二
百
八
十
二
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
全
体
に
平
板
な
島
で
あ
る
。
熊
毛
郡
を
構
成

す
る
隣
の
島
、
屋
久
島
の
宮
浦
岳
が
九
州
で
最
も
高
い
標
高
一
千
九
百
三
十
六
メ
ー
ト
ル

あ
り
対
照
的
で
あ
る
。
人
口
は
約
三
万
三
千
人
で
鹿
児
島
県
内
の
離
島
で
は
奄
美
大
島
に

次
い
で
二
番
目
に
多
く
、
面
積
は
四
百
四
十
四
・
九
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
二
で
、
奄
美
大
島
、

屋
久
島
に
次
い
で
三
番
目
に
大
き
い
。

　

南
種
子
町
は
、
南
北
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
十
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は

百
十
・
四
〇
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
人
口
は
約
五
千
八
百
人
（
推
計
人
口
、
平
成

二
十
六
年
十
二
月
一
日
） 

で
あ
る
。

　

気
候
区
分
で
は
種
子
島
は
温
帯
に
属
す
る
が
、
黒
潮
本
流
の
影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら

亜
熱
帯
性
気
候
の
性
質
も
持
っ
て
い
る
。
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ

ば
、
サ
ン
ゴ
礁
の
北
限
は
、
日
本
で
は
種
子
島
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
熱
帯
・
亜
熱
帯

地
域
の
河
口
汽
水
域
に
で
き
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
南
種
子
町
大
浦
川
河
口
周
辺
に
メ
ヒ
ル

ギ
の
群
生
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町
は
、
六
つ
の
大
字
と
八
つ
の
校
区
（
地
区
）
に
分
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
大
字
と
は
、
郡
区
町
村
編
成
法
（
明
治
十
一
年
）
の
施
行
に
と
も
な

い
成
立
し
た
茎
永
村
、
上
中
之
村
、
平
山
村
、
下
中
之
村
、
西
之
村
、
島
間
村
が
、
町
村

制
の
施
行
（
明
治
二
十
一
年
）
の
際
に
、
茎
永
、
上
中
之
、
平
山
、
下
中
之
、
西
之
、
島

間
の
六
つ
の
大
字
に
改
め
ら
れ
成
立
し
た
区
分
で
あ
る

　

ま
た
、
ほ
ぼ
同
様
の
区
割
で
小
学
校
の
校
区
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
小
学
生
の
通
学
域

と
し
て
機
能
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
な
ど
を
行
う
単
位
と
な
っ
て
い

る
。
校
区
は
、
茎
永
、
平
山
、
下
中
、
西
之
、
島
間
、
大
川
の
七
校
区
で
は
じ
ま
り
、
昭

和
二
十
二
年
に
長
谷
川
校
区
が
加
わ
っ
た
。
さ
ら
に
戦
後
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て
、
旧
中

之
上
の
大
川
、
旧
西
之
の
立
石
（
上
・
下
）、
旧
島
間
の
牛
野
を
あ
ら
た
に
西
海
校
区
と

し
て
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
校
区
ご
と
に
地
区
公
民
館
が
置
か
れ
る
形
と
な
り
、
平ひ
ら
や
ま山
、
茎く
き
な
が永
、
下し
も
な
か
の

中
之
、

西に
し
の之
、
大お
お
か
わ川
、、
島し
ま
ま間
、
長は

せ谷
、
上か
み
な
か
の

中
之
の
八
地
区
、
対
応
す
る
小
学
校
は
、
平
山
小
学
校
、

茎
南
小
学
校
、
花
峰
小
学
校
、
西
野
小
学
校
、
大
川
小
学
校
、
島
間
小
学
校
、
長
谷
小
学

校
、
中
平
小
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

種
子
島
は
、
古
代
よ
り
、
中
央
と
の
関
わ
り
が
あ
り
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
に

も
た
び
た
び
記
述
が
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』

天
武
天
皇

(1)　

六
年
（
六
七
七
年
）
二
月
、「
多
禰
島
（
種
子
島
）
人
等
に
、
飛
鳥
寺
の
西
の
槻
の

下
に
饗
た
ま
う
。」
と
い
う
の
が
初
見
で
、
も
て
な
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

(2)　

八
年
（
六
七
九
年
）
十
一
月
二
十
三
日
に
、「
大
乙
下
倭
馬
飼
部
造
連
を
大
使
と
し
、

小
乙
下
上
寸
主
光
父
を
小
使
と
し
て
、多
禰
嶋
（
種
子
島
）
に
遺
す
。
仍
、爵
一
級
賜
う
。」

岩
波
古
典
文
学
大
系
の
注
に
は
、「
大
使
・
小
使
が
あ
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
種

子
島
で
は
な
く
高
麗
使
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
と
す
る
が
、
風
俗
部
多
禰
の
項
に

も
同
日
条
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
多
禰
島
視
察
の
た
め
に
特
に
大
規
模
な
使
を
派
遣
し
た

も
の
か
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
を
と
る
な
ら
、
種
子
島
が
す
で
に
朝
廷
か
ら
重
要
な
地

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(3)　

十
年
（
六
八
一
年
）
八
月
二
十
日
「
多
禰
島
に
遣
わ
し
し
使
人
等
、
多
禰
国
の
図
を

貢
れ
り
。
其
の
国
の
、
京
去
る
こ
と
、
五
千
余
里
。
筑
紫
の
南
の
海
中
に
居
り
。
髪
を
切

り
て
草
の
裳
き
た
り
。
粳
稲
常
に
豊
か
な
り
。
一
た
び
植
え
て
ふ
た
た
び
収
む
。
土
毛
は

支
子
、
莞
子
及
び
種
種
の
海
物
等
多
な
り
。」
と
あ
り
、
(2)
で
遣
わ
し
た
馬
飼
部
造
連
ら

が
帰
っ
て
き
て
、
地
図
を
奉
り
、
そ
の
た
位
置
情
報
や
作
物
、
特
に
稲
が
豊
か
で
二
期
作

が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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(4)　

同
年
九
月
十
四
日
に
「
多
禰
島
の
人
等
に
飛
鳥
寺
の
西
の
川
辺
に
饗
た
ま
う
。
種
種

の
楽
を
奏
す
。」
と
あ
り
、
(3)
で
み
た
種
子
島
に
派
遣
し
た
人
々
が
戻
っ
て
き
た
だ
け
で

な
く
、
種
子
島
の
人
々
を
も
京
に
つ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
し
ば
ら
く

滞
在
し
て
い
る
こ
と
も
伺
え
る
。

(5)　

十
一
年
（
六
八
二
年
）
七
月

　

三
日
「
隼
人
、
多
に
来
て
、
方
物
を
貢
れ
り
。
こ
の
日
に
大
隅
の
隼
人
と
阿
多
の
隼
人

と
朝
庭
に
相
撲
る
。
大
隅
の
隼
人
勝
ち
ぬ
。」
と
い
う
有
名
な
一
条
が
あ
る
。

二
十
五
日
「
多
禰
人
・
掖
玖
人
・
阿
麻
弥
人
に
禄
を
賜
う
。
各
々
差
有
り
。」

 　
「
多
禰
人
・
掖
玖
人
・
阿
麻
弥
人
」
は
そ
れ
ぞ
れ
種
子
島
・
屋
久
島
・
奄
美
大
島
の
人
々
。

二
十
七
日
「
隼
人
等
に
明
日
香
寺
の
西
に
饗
た
ま
う
。
種
種
の
楽
を
発
す
。
仍
、
禄
給
う

こ
と
各
差
有
り
。」

　

岩
波
古
典
文
学
大
系
の
注
に
は
「
こ
れ
ら
の
多
禰
・
掖
玖
・
阿
麻
弥
人
は
、
大
隅
・
阿

多
隼
人
と
と
も
に
入
京
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

(6)　

十
二
年
（
六
八
三
年
）
三
月
十
九
日
「
多
禰
に
遣
し
し
使
人
等
返
れ
り
。」
と
あ
る
が
、

い
つ
派
遣
し
た
使
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

持
統
天
皇

　

九
年
（
六
九
五
年
）
三
月
二
十
三
日
「
務
広
貳
文
忌
寸
博
勢
・
進
広
参
下
訳
語
諸
田
等

を
多
禰
に
遣
し
て
、
蛮
の
所
居
を
求
め
し
む
。」

『
続
日
本
紀
』

文
武
天
皇

(1)　

二
年
（
六
九
八
年
）
四
月
十
三
日
「
務
広
貳
文
忌
寸
博
士
等
八
人
を
南
嶋
に
遣
し
て

国
を
覓
め
し
む
。
因
り
て
戎
器
を
給
ふ
。」

(2)　

三
年
（
六
九
九
年
）
七
月
十
九
日
「
多
褹
・
夜
久
・
菴
美
・
度
感
ら
の
人
、
朝
宰
に

従
ひ
て
来
た
り
て
方
物
を
貢
る
。
位
を
授
け
物
賜
う
こ
と
各
差
あ
り
。」

(3)　

三
年
（
六
九
九
年
）
八
月
八
日
「
南
嶋
の
献
物
を
伊
勢
大
神
宮
と
諸
社
と
に
奉
る
。」

(4)　
「
大
宝
二
年（
七
〇
二
年
）八
月「 

薩
摩
・
多
褹
、化
を
隔
て
て
、 

命
に
逆
う
。
こ
こ
に
、

兵
を
発
し
て
征
討
し
、
遂
に
戸
を
校
べ
吏
を
置
く
。」

　

文
武
三
年
（
六
九
九
年
）
に
大
和
朝
廷
の
版
図
に
入
っ
た
種
子
島
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

三
年
後
に
は
反
乱
が
お
こ
っ
た
。
た
だ
ち
に
鎮
圧
さ
れ
、
戸
籍
調
査
が
行
わ
れ
、「
常
駐

の
官
人
す
な
わ
ち
国
司
・
嶋
司
を
お
く
こ
と
」
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
、少
し
長
く
な
る
が
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
続
日
本
紀
一
』
の
補
注
の
「
南

島
の
経
営
」
を
引
用
す
る

　　

南
島
は
南
西
諸
島
を
さ
す
。
は
や
く
推
古
二
十
四
年
紀
に
掖
玖(

屋
久
島)

人
の
渡
来

の
こ
と
を
記
す
が
、
大
隅
・
薩
摩
の
郡
県
化
に
と
も
な
っ
っ
て
、
本
格
的
な
経
営
が
進
め

ら
れ
た
。
天
武
八
年
十
一
月
、
大
使
、
小
使
が
多
禰
島
（
種
子
島
）
に
遣
さ
れ
、
十
年
八

月
に
帰
国
し
て
そ
の
国
情
を
報
告
し
た
が
、
こ
の
嶋
は
郡
県
化
さ
れ
て
和
銅
二
年
六
月
癸

丑
条
に
は
「
薩
摩
・
多
禰
両
国
司
」
と
み
え
、
同
七
年
四
月
辛
巳
条
で
は
島
印
一
面
が
給

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
天
武
十
一
年
七
月
に
阿
麻
美
（
奄
美
大
島
）、
文
武
三
年
七

月
に
度
感
（
徳
之
島
）
な
ど
奄
美
諸
島
が
朝
貢
し
、
和
銅
七
年
十
二
月
に
は
沖
縄
諸
島
の

球
美
（
久
米
島
）
と
先
島
諸
島
の
信
覚
（
石
垣
島
）
の
人
々
が
渡
来
し
た
が
、
以
後
は
経

営
が
消
極
化
し
た
と
み
え
、
多
禰
島
以
外
の
島
名
は
み
え
な
く
な
る
。

　

続
紀
本
条
は
文
忌
寸
博
士
等
八
人
を
南
島
に
派
遣
し
て
覓
国
せ
し
め
、
そ
の
た
め
に
武

器
を
給
し
た
と
い
う
。
覓
国
は
ク
ニ
マ
ギ
で
、
地
方
勢
力
を
招
撫
す
る
こ
と
を
い
い
、
四

年
六
月
庚
辰
条
に
は
覓
国
使
と
記
す
。
文
忌
寸
博
士
は
、
刑
部
真
木
等
と
と
も
に
三
年

十
一
月
に
帰
国
し
た
が
、
か
れ
ら
は
武
力
を
以
て
南
島
の
招
撫
に
あ
た
っ
た
も
の
で
、

赴
任
中
の
三
年
七
月
辛
申
条
に
記
さ
れ
て
い
る
諸
島
の
朝
貢
は
、
そ
の
活
動
の
成
果
で
あ

ろ
う
。

　

種
子
島
と
大
和
朝
廷
と
の
関
係
は
お
客
様
と
し
て
の
外
国
扱
い
か
ら
、
領
土
化
さ
れ
支

配
被
支
配
の
関
係
へ
と
変
化
し
な
が
ら
も
、
緊
密
な
状
況
は
保
っ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
特
に
、
和
銅
七
年
よ
り
「
後
は
経
営
が
消
極
化
し
た
と
み
え
、
多
禰
島
以
外
の
島
名

は
み
え
な
く
な
」
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
南
島
の
う
ち
で
も
特
に
種
子
島
が
大
和
朝
廷
と

の
関
係
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

こ
う
し
た
古
代
か
ら
の
中
央
と
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
が
種
子
島
の
文
化
全
体
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
外
界
と
隔
絶
し
て
い
る
島
で
あ
る
一
方
で
、
海
路
を
通
じ
て
外

の
文
化
が
継
続
的
に
流
れ
込
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
奄
美
・
琉
球
と
本
土
文
化
と
の
中
間
点
に
あ
り
、
双
方
の
文
化
を
吸
収
し
や
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す
い
地
理
的
な
環
境
も
あ
っ
た
。

　

一
般
に
、
種
子
島
は
民
俗
芸
能
、
民
謡
の
宝
庫
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
古
代
か

ら
の
中
央
と
の
接
触
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
つ
つ
、
ま
た
一
方
で
外
の
隔
絶
し
た
環
境
だ

か
ら
こ
そ
残
し
え
た
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
交
流
と
断
絶
を
繰
り
返
す
中
で
種
子

島
独
自
の
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
文
中
の
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
六
八　

日
本

書
紀　

下
』
岩
波
書
店
（
一
九
六
五
刊
）、『
続
日
本
紀
』
の
引
用
文
つ
い
て
は
『
新
日
本

古
典
文
学
大
系
12　

続
日
本
紀　

一
』
岩
波
書
店
（
一
九
八
九
刊
）
に
よ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
島　

摩
文
）
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第
三
章
　
南
種
子
の
座
敷
舞

は
じ
め
に

　

年
中
行
事
の
直
会
や
祝
賀
行
事
の
宴
席
の
座
に
お
い
て
は
、
し
か
る
べ
き
挨
拶
な
ど
が

あ
っ
た
あ
と
、
全
員
（
男
子
中
心
）
が
姿
勢
を
正
し
て
祝
歌
を
歌
う
、
そ
し
て
膝
を
崩
し

て
の
宴
会
が
始
ま
る
、
と
い
う
形
が
種
子
島
の
各
集
落
の
伝
統
的
な
や
り
方
で
あ
っ
た
。

歓
談
が
進
み
、
座
が
盛
り
あ
が
っ
て
き
た
頃
、
座
の
中
央
に
一
人
の
人
物
が
進
み
出
、
会

衆
が
手
拍
子
を
打
ち
つ
つ
は
や
す
の
に
合
わ
せ
て
即
興
的
に
歌
い
つ
つ
舞
う
、
何
々
舞

（
何
々
マ
ー
と
い
う
）
と
呼
ば
れ
る
芸
能
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
種
子
島
全
域
に
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
（
註
１
）
が
、
南
種
子
町
に
は
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
現
在
も
伝
わ
っ
て

い
る
。

　

座
敷
舞
と
い
う
言
葉
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
鹿
児
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
何
種
類
か
あ
る
も
の
を
一
括
し
て
表
現
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た

名
称
で
あ
る
（
註
２
）。
地
元
の
方
々
は
い
ち
い
ち
の
舞
に
つ
い
て
何
々
舞
（
何
々
マ
ー

と
い
う
）
と
呼
ぶ
だ
け
で
あ
る
。「
座
敷
踊ヽ
」
で
は
な
く
「
座
敷
舞ヽ
」
と
し
た
の
は
、何
々

マ
ー
と
い
う
呼
称
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
踊
（
上
下
に
飛
び
跳
ね
る
動
作
を

主
と
す
る
）
の
要
素
よ
り
、
舞
（
横
へ
の
旋
回
を
主
と
す
る
）
の
要
素
が
強
い
。
芸
能
史

や
芸
能
研
究
の
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
も
座
敷
舞
と
い

う
呼
称
を
踏
襲
す
る
。

　
第
一
節
　
座
敷
舞
の
概
要

　

こ
こ
で
い
う
座
敷
舞
は
簡
単
に
い
え
ば
、
あ
る
主
題
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
ど
く
形
の

物
真
似
解か
い
い頤
の
座
興
の
舞
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
竹
竿
の
先
に
ト
リ
モ
チ
を
付
け
て
小
鳥

を
捕
ら
え
る
と
い
う
小
鳥
捕
獲
の
方
法
が
あ
っ
た
。
種
子
島
で
は
子
供
の
遊
び
と
し
て
経

験
し
た
年
配
者
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
れ
ほ
ど
た
や
す
く
な
い
。
上
手

な
大
人
に
対
し
て
は
子
供
た
ち
の
羨
望
の
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鳥
刺

し
舞
は
こ
の
か
つ
て
の
鳥
刺
し
の
様
子
を
面
白
お
か
し
く
表
現
す
る
舞
で
あ
る
。

　

ど
こ
の
集
落
に
も
、
か
つ
て
は
芸
達
者
が
一
人
や
二
人
は
い
た
も
の
で
あ
る
。
宴
席
が

興
に
乗
っ
て
く
る
と
、
誰
か
ら
と
も
な
く
芸
達
者
へ
の
所
望
の
声
が
出
る
。「
ト
リ
サ
シ

舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
」
の
声
が
ど
こ
か
ら
か
あ
が
る
と
す
ぐ
に
全
員
の
唱
和
と
な
り
、
手
拍

子
に
よ
る
所
望
コ
ー
ル
が
沸
き
起
こ
る
。
舞
う
ほ
う
も
、
自
分
の
舞
が
所
望
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
す
ぐ
わ
か
る
。
さ
っ
と
準
備
を
し
、
準
備
と
い
っ
て
も
「
竹
棒
を
持
っ
て
く
る
、

鉢
巻
を
締
め
る
、
着
物
の
裾
を
か
ら
げ
る
」
程
度
の
こ
と
だ
が
、「
ト
リ
サ
シ
舞
と
は
や

さ
れ
て
、
ト
リ
サ
シ
舞
を
や
る
よ
っ
て
、
マ
ー
ダ
準
備
が
デ
ー
ケ
ー
ン
、
も
ひ
と
つ
ハ
ヤ

シ
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
い
な
が
ら
、
ひ
ょ
う
き
ん
な
動
作
で
座
の
中
央
に
出
て
行

く
…
。
太
鼓
な
ど
楽
器
は
い
っ
さ
い
付
か
な
い
。

　

単
独
で
舞
う
こ
の
舞
の
性
格
か
ら
し
て
集
団
で
所
作
を
そ
ろ
え
た
り
、
隊
形
変
化
が

あ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
演
ず
る
人
物
（
個
人
）
が
い
る
か
い
な
い
か

で
伝
承
如
何
が
決
ま
る
。
と
は
い
え
演
者
一
人
で
は
成
り
立
た
ず
、
会
衆
一
同
に
よ
る
囃

子
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
わ
け
だ
が
、
は
や
す
側
は
舞
手
と
の
呼
吸
さ
え
心
得
て
い

れ
ば
い
い
わ
け
で
、
特
に
文
句
を
覚
え
る
必
要
も
な
く
技
能
を
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
も
な

い
。

　

歌
や
芸
能
が
専
門
家
の
そ
れ
と
し
て
分
離
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
前
近
代
の
草
深
い
村
々

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
あ
と
述
べ
る
よ
う
に
こ
う
し
た
舞
は
各
種
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
作

ら
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
種
子
島
全
域
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
南
種
子
町
に

は
こ
れ
を
得
意
と
す
る
人
物
が
近
年
ま
で
何
人
か
い
た
。
そ
の
た
め
に
今
に
至
る
ま
で
座

敷
舞
の
伝
承
が
か
ろ
う
じ
て
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

舞
の
所
作
も
詞
章
も
ア
ド
リ
ブ
（
即
興
）
が
多
く
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
舞
に
は
一
定

の
型
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
れ
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
即
興
的
部
分
に
お
も
し
ろ
さ
の

真
骨
頂
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
伝
承
が
難
し
い
と
い
え
る
。
型
を
覚
え
る
だ
け
で
は
面

白
さ
が
出
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

南
種
子
町
平
山
で
は
昭
和
三
十
八
年
、
芸
能
を
含
む
伝
承
文
化
継
承
を
目
的
と
す
る
平

山
郷
土
文
化
保
存
会
（
註
３
）
が
結
成
さ
れ
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
座
敷
舞
の
継
承

も
企
図
さ
れ
た
。
そ
れ
が
今
に
続
い
て
い
る
わ
け
だ
が
、
同
町
島し

ま
ま間
（
註
４
）
に
も
、
わ

ず
か
な
が
ら
伝
承
者
が
い
る
。

　

詞
章
に
は
種
子
島
方
言
が
丸
出
し
で
出
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
種
子
島
で
作

ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
あ
と
述
べ
る
よ
う
に
、
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
る
「
鳥
刺
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し
舞
」「
婆
じ
ょ
う
舞
」「
バ
ッ
ク
ー
舞
」「
ガ
ニ
舞
」
の
四
つ
は
い
ず
れ
も
種
子
島
方
言

が
横
溢
し
て
お
り
、
こ
れ
以
外
に
詞
章
の
判
明
し
て
い
る
舞
は
共
通
語
を
主
と
す
る
。
つ

ま
り
共
通
語
に
よ
る
も
の
が
絶
え
、
方
言
に
よ
る
も
の
が
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　

所
作
と
詞
章
の
原
型
は
と
も
に
島
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
囃
子
言
葉

「
何
々
舞
を
ミ
ー
サ
イ
ナ
」
は
中
世
的
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
る
。
そ
う
し
た
原
型
を
探
る

研
究
は
座
敷
舞
を
日
本
芸
能
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
不
可
欠
だ
が
、
そ
の
た
め
に

も
本
報
告
で
は
原
資
料
と
な
る
座
敷
舞
の
詞
章
を
掲
げ
、
い
く
つ
か
の
島
外
芸
能
と
の
関

連
も
考
え
て
み
た
い
。

　
　　

第
二
節
　
座
敷
舞
の
伝
承
状
況

　
　

一
．
種
子
島
全
島
の
状
況

　

こ
の
座
敷
舞
の
ル
ー
ツ
と
思
わ
れ
る
舞
の
文
献
上
の
初
出
は
、
私
の
知
る
限
り
『
種
子

島
家
年
中
行
事
』
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
種
子
島
家
の
家
臣
羽は

ぶ生
六
郎
左
衛
門
道
潔(

み

ち
き
よ
、
ま
た
は
ど
う
け
つ)

と
い
う
人
物
が
天
保
年
間(

一
八
三
０
～
四
三)

に
書
い

た
も
の
で
、
郷
土
史
家
の
河
内
和
夫
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
註
５
）。

　

西
之
表
御
館
で
の
七
月
十
六
日
「
御
祭
礼
西
町
人
踊
之
事
」
の
条
は
、
盆
の
祭
礼
と
し

て
い
く
つ
か
の
踊
が
踊
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
本ほ
ん
げ
ん
じ

源
寺
の
庭
で
踊
り
、
二
番

目
に
御
館
の
広
間
の
庭
に
て
三
座
、
三
番
目
に
墓
地
、
四
番
目
に
慈じ
お
ん
じ

遠
寺
、
そ
し
て
五
番

目
に
大だ
い
え
じ

会
寺
に
て
終
了
。
こ
の
三
つ
の
寺
（
註
６
）
で
は
踊
っ
た
あ
と
殿
様
か
ら
は
お
茶

や
煙
草
が
出
さ
れ
、
各
寺
か
ら
は
「
踊
人
数
」
に
対
し
て
焼
酎
と
西
瓜
が
出
た
と
あ
る
。

　

こ
れ
に
続
け
て
著
者
は
「
自
分
の
考
え
だ
が
」
と
断
っ
て
、「
祭
礼
踊
に
蝶
ち
ょ
う
と
い
う
者

が
出
る
。
西に
し
ま
ち町
は
大
黒
の
姿
、
東
ひ
が
し
ま
ち町
は
恵
比
須
の
姿
を
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ

の
蝶
は
何
を
す
る
か
と
い
う
と
、
踊
に
加
わ
る
の
で
は
な
く
、
踊
と
踊
の
間
に
踊
の
内
側

の
輪
を
三
回
走
る
だ
け
で
、
い
わ
れ
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

　

現
在
も
催
行
さ
れ
て
い
る
西
之
表
市
横
山（
市
街
か
ら
車
で
十
分
ほ
ど
）の
盆
踊
に
チ
ョ

ウ
が
出
る
（
註
７
）。
白
い
着
物
を
着
、
七
夕
竿
を
持
っ
た
一
人
の
人
物
が
踊
の
区
切
り

区
切
り
に
円
陣
の
内
側
を
ま
わ
る
だ
け
の
動
作
を
す
る
。
右
の
蝶
と
同
じ
性
格
の
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
右
で
は
二
人
の
蝶
が
登
場
し
、
大
黒
と
恵
比
須
の

格
好
を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
衣
装
は
か
な
り
美
麗
な
も
の
だ
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
続
い
て
著
者
は
「
古
老
の
い
う
に
は
、
昔
は
正
月
元
旦
、
西
町
人
は
御
館
に
呼

ば
れ
て
大
黒
舞
を
、
正
月
二
日
に
は
東
町
人
が
呼
ば
れ
て
恵
比
須
舞
を
演
じ
た
。
蝶
は
そ

の
名
残
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
た
古
い
書
き
付
け
は
な
い
が
、
古
老
の
い
う

こ
と
は
も
っ
と
も
で
あ
る
…
」
と
記
し
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
の
は
、
右
の
書
物
が
書
か
れ
た
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
三
）、

西
町
の
大
黒
と
東
町
の
恵
比
須
は
盆
祭
礼
（
盆
踊
）
に
蝶
と
し
て
出
演
す
る
だ
け
だ
っ
た

が
、
そ
の
昔
は
御
館
に
て
恵
比
須
舞
も
大
黒
舞
も
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
本
土
の
大
黒
舞
・
恵
比
須
舞
の
芸
人
が
来
島
し
、
西
町
や
東
町
の
住
民
に
も
教
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
大
黒
舞
・
恵
比
須
舞
以
外
の
舞
も
同
時
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
西
町
・
東
町
の
名
称
は
、西
之
表
市
街
地
の
中
心
地
区
と
し
て
今
も
残
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
が
原
型
と
な
っ
て
何
々
舞
と
称
す
る
各
種
の
舞
が
周
辺
の
村
々
で
模
倣
創
作
さ

れ
、
新
し
い
舞
と
方
言
に
よ
る
詞
章
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
下
野
敏
見
氏
は
指
摘
し

て
い
る
（
註
８
）。
島
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
詞
章
は
、
地
元
民
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
方
言
化
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
十
年
に
謄
写
印
刷
さ
れ
た
旧
制
種
子
島
中
学
校
編
『
郷
土
研
究
』（
註
９
）
に
大

黒
舞
と
味
噌
舞
の
詞
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
詞
章
を
覚
え
て
い
た
人
が
い
た
わ
け
で
、

西
町
と
東
町
で
細
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
郷
土
研
究
』
に
は
他
の

芸
能
の
歌
詞
も
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。
下
野
敏
見
氏
の
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
註

10
）
に
は
こ
れ
に
収
載
の
「
大
黒
舞
」
の
詞
章
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
座
敷
舞
の
伝
承
者
に
つ
い
て
の
情
報
、
今
は
踊
ら
れ
な
く
な
っ
た
舞
の
詞
章

に
つ
い
て
は
下
野
敏
見
氏
の
諸
報
告
が
基
本
的
な
資
料
で
あ
る
。
特
に
今
述
べ
た
『
種
子

島
民
俗
芸
能
集
』（
昭
和
三
十
八
年
）
は
種
子
島
の
芸
能
全
般
に
わ
た
る
研
究
の
根
本
資

料
で
あ
る
。
こ
れ
に
南
種
子
町
平
山
の
山
田
休
蔵
（
当
時
七
十
一
歳
）・
向
井
長
助
（
当

時
七
十
一
歳
）
か
ら
聞
き
取
っ
た
ガ
ニ
舞
・
味
噌
舞
・
仏
舞
・
婆
上
舞
・
鳥
刺
し
舞
の
五

つ
の
詞
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
註
11
）。
加
え
て
中
種
子
町
納
官
平
鍋
の
春
田
静
哉
か

ら
「
ほ
い
と
う
踊
」
が
あ
っ
た
（
註
12
）
こ
と
も
聞
き
取
っ
て
い
る
（
歌
詞
は
な
い
）。
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こ
れ
は
「
ほ
い
と
う
踊
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
ほ
い
と
う
舞
」
と
見
て
い
い
の
で
は
な

い
か
。「
ほ
い
と
う
」
と
は
田
ん
ぼ
に
馬
を
入
れ
て
踏
ま
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
当
時
西
之
表
市
教
育
委
員
会
に
勤
務
の
平
山
武
章
（
故
人
）
が
西
之
表
市
安
城
に

て
採
集
し
た
鳥
刺
舞
と
ト
ッ
シ
ー
舞
の
二
つ
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
註
13
）。
平
山
武
章

は
西
之
表
市
の
郷
土
史
家
と
し
て
評
価
の
高
い
人
で
あ
っ
た
。
ト
ッ
シ
ー
は
「
年
寄
り
」

の
意
味
だ
か
ら
「
年
寄
り
舞
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
行
の
婆
ジ
ョ
ウ
舞
と
同
じ
趣
向

な
の
で
、
こ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
五
十
四
年
の
『
海
南
民
俗
研
究
』
第
三
号
の
中
で
、
下
野
氏
は
バ
ッ
ク
ー
舞
に
つ

い
て
詳
述
し
て
い
る
（
註
14
）。
こ
れ
は
前
掲
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
昭
和
三
十
八
年
）

に
は
な
か
っ
た
舞
で
あ
る
。
下
野
氏
が
出
会
っ
た
バ
ッ
ク
ー
舞
伝
承
者
は
南
種
子
町
島
間

上
方
の
小
山
種
丸
（
大
正
十
二
年
）
で
、
昭
和
四
十
年
と
昭
和
四
十
八
年
の
二
度
、
見
る

機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
。
小
山
種
丸
は
近
所
の
古
老
西
園
仙
五
郎
（
明
治
初
年
生
）
か
ら

習
っ
た
と
あ
る
。

　

こ
の
『
海
南
民
俗
研
究
』
の
中
で
、
下
野
氏
は
は
じ
め
て
座
敷
舞
は
十
二
種
類
あ
っ
た

と
記
し
、こ
の
時
点
ま
で
に
詞
章
を
採
集
で
き
た
も
の
と
し
て
、バ
ッ
ク
ー
舞
・
鳥
刺
し
舞
・

ガ
ニ
舞
・
味
噌
す
り
舞
・
仏
舞
・
水
舞
・
婆
じ
ょ
う
舞
（
ト
ッ
シ
ー
舞
）・
大
黒
舞
の
八
舞
、

そ
の
他
タ
イ
ト
ル
の
み
確
認
で
き
た
も
の
と
し
て
恵
比
須
舞
・
ユ
ー
ゴ
ー
舞
（
瓢
箪
舞
）・

い
ち
ご
舞
・
う
な
ぎ
舞
の
四
舞
を
あ
げ
、
伝
承
地
と
し
て
新
し
く
中
種
子
町
増
田
も
あ
げ

て
い
る
。

　

昭
和
五
十
五
年
の
下
野
氏
の
『
南
九
州
の
民
俗
芸
能
』（
未
来
社
）
で
は
、
西
之
表
市

の
市
街
地
北
隣
の
美
浜
町
在
住
の
榎
本
宗
秋
（
明
治
三
十
八
年
生
）
か
ら
「
と
っ
し
い
舞

い
」
の
詞
章
を
聞
き
取
っ
て
い
る
（
註
15
）。

  

以
上
の
文
献
や
下
野
氏
の
諸
報
告
、
前
出
の
昭
和
四
十
三
年
『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査

報
告
書
』
第
十
五
集
（
註
16
）
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
座
敷
舞
は
十
四
を
数
え
る
。
そ
の

伝
承
地
と
舞
の
名
称
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
伝
承
地
は
判
明
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
七
地

区
（
集
落
名
と
大
字
名
が
混
在
し
て
い
る
が
）
を
数
え
、
こ
の
こ
と
か
ら
か
つ
て
は
種
子

島
全
域
で
座
敷
舞
が
お
こ
な
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
註
17
）。
こ
こ
ま
で

の
名
称
の
表
記
は
記
載
文
献
の
ま
ま
と
し
た
が
、
こ
の
あ
と
は
下
記
の
よ
う
に
統
一
し
て

表
記
す
る
。

　
　

座
敷
舞
伝
承
地

　
　
　

西
之
表
市
西に

し
ま
ち町          

　
　
　

西
之
表
市
東ひ

が
し
ま
ち
町　

       

　
　
　

西
之
表
市
美み

浜は
ま
ち
ょ
う町        

　
　
　

西
之
表
市
安
城          

　
　
　

中
種
子
町
増
田

　
　
　

中
種
子
町
納の

う
か
ん官          

　
　
　

南
種
子
町
平
山　

　
　
　

南
種
子
町
島し

ま

間ま         

　
　

座
敷
舞
名
称
（
五
十
音
順
、
漢
字
で
な
い
も
の
は
カ
タ
カ
ナ
で
統
一
）

　
　
　

イ
チ
ゴ
舞

　
　
　

ウ
ナ
ギ
舞                  

　
　
　

恵
比
須
舞

　
　
　

ガ
ニ
舞

　
　
　

キ
セ
ル
舞

　
　
　

大
黒
舞

　
　
　

鳥
刺
し
舞

　
　
　

婆
ジ
ョ
ウ
舞
（
ト
ッ
シ
ー
舞
）　

　
　
　

バ
ッ
ク
ー
舞

　
　
　

ホ
イ
ト
ウ
舞

　
　
　

仏
舞

　
　
　

水
舞

　
　
　

味
噌
ス
リ
舞
（
味
噌
舞
）

　
　
　

ユ
ー
ゴ
ー
舞
（
瓢
箪
舞
）

  

現
在
、
座
敷
舞
の
継
承
保
存
に
地
区
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
南
種
子
町
の
平

山
と
島
間
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
有
志
に
よ
っ
て
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
座
敷
舞
も
含
め
た

民
謡
や
芸
能
な
ど
の
伝
統
行
事
の
保
存
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
次
に
こ
の
二
つ
の
保
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存
会
活
動
に
つ
い
て
記
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
原　

武
実
）

　
　

二
．
平
山
郷
土
文
化
保
存
会

　

平
山
郷
土
文
化
保
存
会
は
、
南
種
子
町
平
山
の
地
元
有
志
が
昭
和
三
十
八
年
に
結
成
し

た
郷
土
文
化
の
伝
承
・
記
録
を
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
る
。
会
の
規
約
に
、「
本
会
は
、

平
山
地
区
内
の
有
形
・
無
形
の
文
化
財
の
保
存
・
伝
承
、
歴
史
・
年
中
行
事
・
慣
習
・
伝

説
等
の
保
存
伝
承
、
及
び
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

活
動
対
象
と
す
る
範
囲
は
広
い
。

　

ま
た
、
同
団
体
は
、
鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
「
南
種
子
町
平
山
の
座
敷
舞
」「
南
種
子

町
平
山
の
蚕
舞
」、
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
「
種
子

島
南
種
子
の
座
敷
舞
」
の
保
護
団
体
で
、こ
れ
ら
の
民
俗
芸
能
の
伝
承
活
動
だ
け
で
な
く
、

結
成
以
来
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
地
域
の
小
中
学
校
等
で
の
文
化
財
普
及
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

郷
土
芸
能
の
伝
承
活
動
と
し
て
は
、
主
な
も
の
だ
け
で
も
、
昭
和
四
十
五
年
に
『
大
阪

万
国
博
覧
会
』、
昭
和
五
十
一
年
に
は
『
秩
父
宮
雍
仁
親
王
妃
勢
津
子
殿
下
晩
餐
会
』、
昭

和
五
十
二
・
五
十
六
年
に
『
鹿
児
島
民
俗
芸
能
発
表
大
会
』、
昭
和
五
十
九
年
に
『
九
州
地

区
民
俗
芸
能
大
会
』(

鹿
児
島
代
表)

、
平
成
六
年
に
文
化
庁
主
催
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
う

た
と
お
ど
り
の
祭
典
』(

九
州
代
表)

、
平
成
十
一
年
に
『
第
四
回
伝
承
・
郷
土
芸
能
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
に
出
演
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
出
演
に
あ
た
っ
て
は
伝
承
の
た
め
の
練
習
を

繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
。
巻
頭
カ
ラ
ー
に
示
し
た
練
習
風
景
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
も
の

で
あ
る
が
、
鳥
刺
し
舞
、
蚕
舞
、
め
で
た
節
の
伝
承
は
長
い
年
月
を
か
け
確
実
に
行
わ
れ

て
き
て
い
る
。
一
方
で
、
婆
じ
ょ
う
舞
、
ガ
ニ
舞
に
つ
い
て
は
、
近
年
伝
承
を
再
開
し
た

も
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
九
年
に
は
、
鹿
児
島
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
、
平
成
二
十
五
年

に
は
鹿
児
島
県
文
化
財
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
、
県
内
で
最
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
郷

土
芸
能
伝
承
団
体
の
一
つ
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
特
に
熊
毛
郡
内
で
の
文
化
財
普
及
啓
発
活
動
の
力
を
入
れ
て
い
て
、
毎
年
、

郡
内
の
小
学
校
等
で
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
財
巡
り
な
ど
を

企
画
実
行
し
、
小
中
学
生
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
文
化
財
の
普
及

啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
之
表
市
種
子
島
家
旧
宅
月
窓
亭
の
落
成
式
典
や
熊

毛
地
区
広
域
文
化
祭
で
郷
土
芸
能
を
披
露
す
る
な
ど
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
・
普
及
啓
発
活

動
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
、
国
の
補
助
事
業
「
南
種
子
の
民

俗
文
化
財
調
査
事
業
」
に
よ
っ
て
同
団
体
が
伝
承
す
る
郷
土
芸
能
の
記
録
報
告
書
の
作
成

事
業
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
、
更
な
る
伝
承
体
制
の
強
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
て
、
若
い

世
代
の
会
員
も
多
く
、
次
の
世
代
へ
の
郷
土
芸
能
の
伝
承
も
着
実
に
図
ら
れ
て
い
る
。
歴

代
の
会
長
、
規
約
、
会
員
数
、
主
な
活
動
等
は
附
載
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
畠　

一
三
・
石
堂　

和
博
）

　
　

三
．
島
間
伝
統
文
化
保
存
会

　

島
間
伝
統
文
化
保
存
会
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
五
日
、
村
づ
く
り
組
織
「
島
間
ふ

る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
」
の
内
部
組
織
と
し
て
、
南
種
子
町
島
間
の
地
元
有
志
が
結
成

し
、
郷
土
文
化
の
伝
承
・
記
録
を
目
的
と
し
て
、
柳
田
米
夫
会
長
以
下
三
十
二
名
で
発
足

し
た
団
体
で
あ
る
。

　

毎
年
、
八
月
十
四
日
に
開
催
し
、
会
場
入
場
者
一
万
五
千
人
と
も
い
わ
れ
た
島
間
ふ
る

さ
と
祭
り
で
、
島
間
地
区
内
、
五
集
落
公
民
館
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
郷
土
芸
能
を
披
露
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
い
、
二
代
会
長
故
船
川
太
氏
を
中
心
に
行
っ
た
平
成

十
四
年
第
十
五
回
島
間
ふ
る
さ
と
祭
り
ま
で
、
三
十
を
超
え
る
郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承
に

努
め
て
き
た
。

　

現
在
は
、
三
代
会
長
、
野
首
久
教
氏
を
は
じ
め
二
十
五
名
の
会
員
で
、
集
落
公
民
館
と

連
携
し
な
が
ら
、
座
敷
舞
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
バ
ッ
ク
ー
舞
」
の
保
存
伝
承
活
動
を
は
じ

め
、
島
間
地
区
内
の
郷
土
芸
能
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
承
活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
他
保
存
会
と
比
べ
て
比
較
的
若
い
会
員
が
多
く
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
も
着
実
に
図
り

つ
つ
あ
る
。

　

郷
土
芸
能
の
伝
承
活
動
と
し
て
は
、
島
間
地
区
内
で
の
敬
老
会
や
南
種
子
町
ふ
る
さ
と

祭
な
ど
に
出
演
、
平
成
六
年
に
は
、
文
化
庁
主
催
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
う
た
と
お
ど
り
の
祭

典
』(
九
州
代
表)

、
平
成
七
年
、
平
成
八
年
に
北
九
州
市
主
催
の
郷
土
芸
能
祭
典
、
平

成
十
二
年
に
は
、
鹿
児
島
県
新
生
活
運
動
推
進
大
会
（
現
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進

大
会
）
で
事
例
発
表
を
行
い
、
県
優
良
団
体
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
一

年
西
之
表
市
月
窓
亭
な
ど
へ
出
演
し
て
い
る
他
、
関
東
島
間
会
や
鹿
児
島
島
間
会
な
ど
へ

招
聘
さ
れ
数
多
く
郷
土
芸
能
を
披
露
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
西　

嘉
秋
・
野
首　

久
教
）
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第
三
節
　
座
敷
舞
の
詞
章

　

現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
、
南
種
子
町
平
山
の
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
に
よ
る
鳥
刺

し
舞
と
婆
ジ
ョ
ウ
舞
と
ガ
ニ
舞
（
三
つ
と
も
舞
手
は
中
畠
一
三
氏
）、
南
種
子
町
島
間
文

化
保
存
会
の
バ
ッ
ク
ー
舞
（
舞
手
は
柳
田
拓
男
氏
）
の
四
曲
で
あ
る
。

　

四
曲
と
も
種
子
島
方
言
の
丸
出
し
と
い
っ
て
い
い
が
、
発
音
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
共
通

語
化
（
と
い
っ
て
お
く
）
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
地
元
方
言
本
来
の
発
音
訛
が
ス
ポ
イ
ル

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
座
敷
舞
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
地
元
の

訛
は
弱
め
ら
れ
て
い
く
（
薄
め
ら
れ
て
い
く
）
傾
向
と
轍
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

　

代
表
的
な
例
と
し
て
、「
…
し
た
け
れ
ど
も
」
を
種
子
島
北
部
で
は
「
…
し
た
バ
ッ
テ
」、

南
部
で
は
「
…
し
た
バ
ッ
チ
ェ
」
と
い
う
。
南
部
に
位
置
す
る
南
種
子
町
は
後
者
で
あ
る
。

そ
の
境
界
は
中
種
子
町
の
西
側
北
端
に
位
置
す
る
納
官
浜
津
脇
（
浜
津
脇
は
北
部
圏
の
南

限
）
の
あ
た
り
に
あ
り
そ
う
だ
が
、
も
と
よ
り
こ
れ
は
方
言
研
究
者
で
な
い
筆
者
の
素
人

判
断
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
全
島
的
に
「
…
し
た
バ
ッ
テ
」
と
い
う
傾
向
が
強
い
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
現
在
の
若
い
方
々
（
四
十
代
未
満
）
は
ほ
と
ん
ど
方
言
を
話
さ
な
い
。

小
中
学
生
に
い
た
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
方
言
を
聞
い
て
理
解
は
で
き
る
も
の
の
、

話
す
文
化
は
急
速
に
消
え
つ
つ
あ
る
。

　

以
下
、
座
敷
舞
の
詞
章
を
掲
載
す
る
が
、
現
在
伝
承
中
の
四
曲
は
方
言
で
唱
え
ら
れ
る

こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
今
述
べ
た
よ
う
に
各
所
に
共
通
語
化
へ
の
傾
斜
が
あ
る
。
明

治
生
ま
れ
の
古
老
で
あ
れ
ば
こ
う
は
発
音
し
な
い
だ
ろ
う
な
あ
、
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ

る
の
で
、
そ
う
し
た
部
分
は
な
る
べ
く
方
言
に
戻
し
て
記
載
し
た
。
方
言
の
も
つ
ニ
ュ
ア

ン
ス
こ
そ
が
こ
の
物
真
似
解
頤
芸
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
わ
か
り
に
く
い
部
分
は
括
弧
内
に

解
釈
を
付
し
た
。

　

ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
上
演
の
た
び
に
ア
ド
リ
ブ
が
加
わ
る
の
で
、
テ
キ
ス
ト
に
は

少
し
ず
つ
、
あ
る
い
は
大
き
く
相
違
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
実
際
に
演
じ
て
い
る
映
像

を
見
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
や
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
の
発
行
し
た
冊
子
な
ど
を
参

考
に
し
て
、
省
略
部
分
が
あ
れ
ば
補
う
な
ど
し
て
テ
キ
ス
ト
を
構
成
し
た
。
ま
た
婆
ジ
ョ

ウ
舞
に
つ
い
て
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
違
い
の
ト
ッ
シ
ー
舞
の
詞
章
が
下
野
氏
に
よ
っ
て
記
録
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
並
記
す
る
。

　

続
い
て
判
明
し
て
い
る
そ
の
他
の
詞
章
を
掲
載
す
る
が
、
現
在
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い

の
で
実
演
を
見
つ
つ
テ
キ
ス
ト
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
記
録
さ
れ

た
ま
ま
に
記
載
し
た
。
下
野
氏
の
記
録
し
た
テ
キ
ス
ト
は
現
在
も
入
手
可
能
（『
種
子
島

民
俗
芸
能
集
』
南
方
新
社
）
な
の
で
、
町
外
の
方
の
目
に
触
れ
に
く
い
南
種
子
町
地
名
研

究
会
発
行
『
み
な
み
た
ね
の
民
謡
』（
註
18
）
か
ら
転
載
す
る
。
タ
イ
ト
ル
の
あ
と
に
概

要
（
大
意
な
ど
）
を
記
し
、
そ
の
あ
と
テ
キ
ス
ト
を
示
す
。

　
　
（
一
）　

鳥
刺
し
舞

　
（
概
要
）　

正
月
三
日
、
数
人
を
従
え
て
ル
ン
ル
ン
気
分
で
鳥
刺
に
行
く
。
伴
衆
を
静
か

に
さ
せ
て
鳥
に
近
づ
く
。
ト
リ
モ
チ
を
竿
先
に
つ
け
、
格
好
よ
ろ
し
く
構
え
、
ま
ず
鳩
を

捕
ま
え
た
。
た
も
と
に
入
れ
る
と
バ
タ
バ
タ
と
暴
れ
る
。
次
に
キ
ジ
を
捕
っ
た
。
大
き
い

鳥
な
の
で
縄
で
し
ば
っ
て
腰
に
付
け
た
が
、
キ
ジ
が
バ
タ
バ
タ
と
暴
れ
る
…
、
と
い
う
様

を
描
く
。
最
後
の
三
行
（* 

印
）
は
、
無
形
文
化
財
指
定
申
請
書
（
註
19
）
に
記
載
さ
れ

て
い
る
意
味
不
明
の
語
句
で
あ
る
。
全
員
に
よ
る
お
ふ
ざ
け
調
の
囃
子
で
あ
る
ら
し
い
。

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

ト
リ
サ
シ
舞
と
は
や
さ
れ
て

　
　
　
　

ト
リ
サ
シ
舞
を
や
る
よ
っ
ち
ぇ

　
　
　
　

ま
ー
だ
準
備
が
す
ー
ま
ー
ん

　
　
　
　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

き
ょ
う
は
正
月
ふ
ー
つ
ー
か
（
二
日
）

　
　
　
　

二
日
の
日
は
よ
う
こ
う
ち
ぇ
（
休
ん
で
）

　
　
　
　

三
日
の
日
な
ん
だ
ぁ
ト
リ
サ
シ
な
ん
で
ぇ
ゆ
ー
こ
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
の
日
な
ど
に
は
鳥
刺
に
い
く
よ
）

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

上
（
う
え
）
の
小
山
（
こ
や
ま
）
の
野
っ
原
を
さ
る
け
ー
ば

　
　
　
　

鳩
が
一
羽
（
い
ち
わ
）

　
　
　
　

ク
ク
ー
ト
ゥ
ル
ル
ー
、
ク
ク
ー
ト
ゥ
ル
ル
ー
と



− 19 −

　
　
　
　

ぬ
っ
か
ら
返
す
と
こ
れ
ぇ
（
の
ん
び
り
と
く
り
返
し
鳴
く
の
で
）

　
　
　
　

こ
の
ト
リ
サ
シ
が
耳
に
は
ー
い
っ
ち
ぇ
（
こ
の
鳥
刺
の
耳
に
届
い
て
）

　
　
　
　

さ
ー
そ
ー
ば
い
か
と
思
う
ち
ぇ
（
刺
し
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
て
）

　
　
　
　

お
い
ど
も
子
供
も
ど
う
め
く
な
（
お
前
た
ち
、
子
供
た
ち
、
声
を
出
す
な
）

　
　
　
　

あ
の
よ
か
と
こ
ろ
の

　
　
　
　

ム
ク
ロ
羽
根
も
く
ー
り
ょ
う
ず
（
一
番
い
い
ム
ク
ロ
羽
根
を
あ
げ
る
か
ら
）

　
　
　
　

こ
の
ト
リ
サ
シ
に
ヤ
マ
モ
チ
ョ
ウ
ば
（
こ
の
鳥
刺
竿
に
ヤ
マ
モ
チ
を
）

　
　
　
　

べ
っ
た
り
こ
う
に
ぬ
っ
つ
け
ち
ぇ
（
べ
っ
た
り
と
塗
り
つ
け
て
）

　
　
　
　

ヤ
ッ
、
こ
の
向
き
に
か
ー
ま
え
た
（
こ
う
い
う
感
じ
で
か
ま
え
た
）

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

じ
ー
っ
と
刺
し
て
お
っ
と
っ
ち
ぇ
（
静
か
に
刺
し
て
捕
ま
え
て
）

　
　
　
　

こ
ま
か
鳥
の
こ
と
な
れ
ば
（
小
さ
な
鳥
な
の
で
）

　
　
　
　

左
の
た
も
と
に
バ
ー
タ
バ
タ
（
着
物
の
左
の
袂
に
入
れ
た
ら
バ
タ
バ
タ
す
る
）

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

あ
の
ま
ー
た
上
の
小
山
の
野
っ
原
を
歩
け
ー
ば
、
さ
る
け
ー
ば

　
　
　
　

ケ
ン
ケ
ン
鳥
が
一
羽
（
雉
鳥
が
一
羽
）

　
　
　
　

ケ
ン
ケ
ー
ン
、
ク
ル
ル
、
ケ
ン
ケ
ー
ン

　
　
　
　

ケ
ン
ケ
ー
ン
バ
タ
バ
タ　

ケ
ン
ケ
ー
ン
バ
タ
バ
タ
と

　
　
　
　

ぬ
っ
か
ら
返
す
と
こ
れ
ぇ
（
の
ん
び
り
と
く
り
返
し
鳴
く
の
で
）

　
　
　
　

こ
の
ト
リ
サ
シ
が
耳
に
は
ー
い
っ
ち
ぇ
（
こ
の
鳥
刺
の
耳
に
届
い
て
）

　
　
　
　

さ
ー
そ
ー
ば
い
か
と
思
っ
ち
ぇ
（
刺
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
）

　
　
　
　

お
い
ど
も
子
供
も
ど
う
め
く
な
（
お
前
た
ち
、
子
供
た
ち
、
声
を
だ
す
な
）

　
　
　
　

あ
の
ま
ー
た
よ
か
と
こ
ろ
の

　
　
　
　

矢
は
ぎ
羽
根
な
ん
ろ
も
く
ー
り
ょ
う
ぞ
（
矢
は
ぎ
羽
な
ど
を
や
る
ぞ
）

　
　
　
　

ヤ
マ
モ
チ
ョ
ウ
ば
べ
っ
た
り
こ
う
と
ぬ
っ
つ
け
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヤ
マ
モ
チ
を
べ
っ
た
り
と
塗
り
つ
け
て
）

　
　
　
　

ヤ
ッ
、
こ
の
向
き
に
か
ー
ま
え
た
（
こ
う
い
う
感
じ
で
か
ま
え
た
）

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

（
囃
子
）　

ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ト
リ
サ
シ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

じ
ー
っ
と
刺
し
て
お
っ
と
っ
ち
ぇ
（
静
か
に
刺
し
て
捕
ま
え
て
）

　
　
　
　

ふ
っ
と
か
鳥
の
こ
と
な
れ
ば
（
大
き
な
鳥
な
の
で
）

　
　
　
　

腰
の
縄
に
バ
ー
タ
バ
タ

　
　
　
　

ケ
ン
ケ
ー
ン
バ
タ
バ
タ
イ
ン
タ
ン
タ
ン

　
　
　
　

隣
が
バ
ジ
ョ
ウ
が
モ
チ
く
じ
ろ
う*

（
意
味
不
明
）

　
　
　
　

な
ん
ぜ
く
じ
ろ
か
、
か
ね
ひ
ば
し*

（
意
味
不
明
）

　
　
　
　

ど
ご
ー
さ
く
じ
ろ
か
、
皿
ひ
と
つ*

（
意
味
不
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
二
）　

婆
じ
ょ
う
舞

　
（
概
要
）　

三
人
の
娘
を
も
っ
た
バ
ジ
ョ
ウ
（
婆
上
）
が
娘
の
嫁
ぎ
先
に
招
待
さ
れ
、
亭

主
に
は
留
守
番
を
さ
せ
て
い
そ
い
そ
と
出
か
け
る
。
ご
馳
走
を
独
り
占
め
に
し
よ
う
と
い

う
魂
胆
が
見
え
隠
れ
す
る
。
ま
ず
は
水
田
農
家
へ
嫁
い
だ
娘
の
と
こ
ろ
。
ご
馳
走
を
出
さ

れ
る
が
、
焦
げ
臭
い
飯
を
出
さ
れ
て
ア
テ
が
は
ず
れ
る
。
そ
れ
を
亭
主
に
報
告
す
る
。
次

は
畑
作
農
家
へ
嫁
い
だ
娘
の
と
こ
ろ
。
今
度
は
お
い
し
く
も
な
い
粟
の
飯
を
出
さ
れ
て
ア

テ
が
は
ず
れ
る
。
最
後
に
海
添
い
の
村
に
嫁
い
だ
娘
の
と
こ
ろ
で
は
、
亀
の
肉
が
出
さ
れ

る
。
歯
の
悪
い
バ
ジ
ョ
ウ
は
骨
付
き
が
出
て
ロ
ク
に
食
べ
ら
れ
な
い
…
、
と
い
う
話
。

　（
囃
子
）　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
と
は
や
さ
れ
ち
ぇ

　
　
　
　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
を
や
る
よ
っ
ち
ぇ

　
　
　
　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

（
囃
子
）　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
ー
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

む
す
め
ー
を
三
人
持
っ
ち
ぇ
お
っ
た
れ
ば

　
　
　
　

ひ
と
り
は
米
ザ
テ
ー
（
米
里
へ
）

　
　
　
　

ひ
と
り
は
野
ザ
テ
ー
（
野
里
へ
）

　
　
　
　

ひ
と
り
は
浜
ザ
テ
ー
（
浜
里
へ
）
婿
を
と
っ
た
れ
ば

　
　
　
　

米
里
の
娘
な
ん
ろ
が
（
娘
な
ど
が
）
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し
ょ
う
よ
う*

な
ん
ろ
と
い
う
の
っ
ち
ぇ
（
ご
馳
走
す
る
と
い
う
の
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
請
用
＝
人
を
食
事
な
ど
に
招
待
す
る
こ
と

　
　
　
　

オ
イ
ジ
ョ
ウ
な
ん
ら
ぁ
家
へ
お
う
ら
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亭
主
な
ど
に
は
留
守
番
を
さ
せ
て
）

　
　
　
　

バ
ァ
ジ
ョ
ー
な
ん
ら
ァ
は
片
腰
振
っ
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
そ
い
そ
と
腰
を
振
っ
て
う
れ
し
そ
う
に
）

　
　
　
　

し
ょ
う
よ
う
な
ん
で
ぇ
ゆ
ー
こ
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
馳
走
に
あ
ず
か
り
に
行
く
の
で
あ
る
）

（
囃
子
）　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

米
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば

　
　
　
　

ジ
ャ
コ
く
さ
か
飯
を
釜
よ
り
ひ
っ
つ
け
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
げ
く
さ
い
飯
を
釜
を
こ
す
っ
て
）

　
　
　
　

ま
っ
こ
う
ば
か
り
こ
う
ば
か
り
（
山
の
よ
う
に
こ
ん
な
風
に
）

　
　
　
　

積
み
あ
げ
ち
ぇ
、
盛
り
あ
げ
ち
ぇ

　
　
　
　

そ
ら
バ
ァ
あ
が
れ
、
そ
ら
バ
ァ
あ
が
れ
、
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
れ
婆
さ
ん
、
召
し
あ
が
れ
と
い
う
け
れ
ど
）

　
　
　
　

じ
ゃ
こ
く
さ
か
飯
ョ
釜
よ
り
ひ
っ
つ
け
た
こ
と
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
げ
く
さ
い
飯
を
こ
す
っ
て
盛
り
あ
げ
た
の
で
）

　
　
　
　

サ
ラ
サ
ラ
じ
ゃ
っ
た
と
オ
イ
ジ
ョ
ウ
な
ん
ろ
に
ゆ
お
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
少
し
も
お
い
し
く
な
か
っ
た
と
亭
主
に
は
報
告
し
よ
う
）

（
囃
子
）　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

あ
の
ま
ー
た
野
里
の
娘
な
ん
ろ
が

　
　
　
　

し
ょ
う
よ
う
な
ん
ろ
と
い
う
の
っ
ち
ぇ
（
ご
馳
走
を
す
る
と
い
う
の
で
）

　
　
　
　

オ
イ
ジ
ョ
ウ
な
ん
ら
ぁ
家
へ
お
う
ら
し
ち
ぇ
（
亭
主
な
ど
は
留
守
番
さ
せ
て
）

　
　
　
　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
な
ん
ら
ぁ
片
腰
振
っ
ち
ぇ
（
い
そ
い
そ
と
腰
を
振
っ
て
）

　
　
　
　

し
ょ
う
よ
う
な
ん
で
ぇ
ゆ
ー
こ
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
馳
走
に
あ
ず
か
り
に
行
く
の
で
あ
る
）

（
囃
子
）　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

野
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば
（
畑
作
地
帯
に
嫁
い
だ
娘
の
こ
と
な
の
で
）

　
　
　
　

粟
の
飯
を
ま
っ
こ
う
ば
か
り
こ
う
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
粟
の
飯
を
山
盛
り
に
こ
ん
な
風
に
）

　
　
　
　

積
み
あ
げ
ち
ぇ
、
盛
り
あ
げ
ち
ぇ

　
　
　
　

そ
ら
バ
ア
あ
が
れ
、
バ
ア
あ
が
れ
、
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　

粟
ん
飯
ぶ
か
ん
の
こ
と
な
れ
ば
（
粟
飯
を
好
ま
な
い
の
で
）

　
　
　
　

サ
ラ
サ
ラ
じ
ゃ
っ
た
と
オ
イ
ジ
ョ
ウ
な
ん
で
ぇ
ゆ
う
お
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
い
し
た
こ
と
な
か
っ
た
と
亭
主
に
報
告
し
よ
う
）

（
囃
子
）　

バ
ァ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

あ
の
ま
ー
た
浜
里
の
娘
な
ん
ろ
が

　
　
　
　

し
ょ
う
よ
う
な
ん
ろ
と
い
う
の
っ
ち
ぇ

　
　
　
　

オ
イ
ジ
ョ
ウ
な
ん
ら
ぁ
家
へ
お
う
ら
し
ち
ぇ

　
　
　
　

バ
ア
ジ
ョ
ウ
な
ん
ら
ぁ
片
腰
振
っ
て　
　
　

　
　
　
　

し
ょ
う
よ
う
な
ん
で
ぇ
ゆ
ー
こ
う
よ

（
囃
子
）　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

あ
の
ま
ー
た
浜
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば

　
　
　
　

亀
ん
イ
オ
（
魚
）
の
テ
ー
ラ
を
ま
っ
こ
う
ば
か
り
こ
う
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
の
骨
付
き
の
腕
を
盛
り
あ
げ
て
こ
ん
な
風
に
）

　
　
　
　

盛
り
あ
げ
ち
ぇ
、
積
み
あ
げ
ち
ぇ

　
　
　
　

そ
ら
バ
ァ
あ
が
れ
、
そ
ら
バ
ァ
あ
が
れ
、
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　

も
と
よ
り
歯
の
な
か
バ
ア
の
こ
と
な
れ
ば

　
　
　
　

か
ー
す
ば
ぶ
っ
ち
ゃ
ひ
ん
な
げ
（
し
ゃ
ぶ
っ
て
は
外
に
投
げ
捨
て
）

　
　
　
　

か
ー
す
ば
ぶ
っ
ち
ゃ
ひ
ん
な
げ

　
　
　
　

庭
の
隅
に
お
っ
た
エ
ノ
コ
犬
な
ん
ろ
が
（
犬
な
ど
が
）

　
　
　
　

ホ
ー
メ
ー
じ
ゃ
っ
た
と
オ
イ
ジ
ョ
ウ
な
ん
で
ぇ
ゆ
う
お
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
喜
ん
だ
と
亭
主
に
報
告
し
よ
う
）

（
囃
子
）　

バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ァ
ジ
ョ
ウ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
（
三
）　

ト
ッ
シ
ー
舞

　
（
概
要
）　

婆
ジ
ョ
ウ
舞
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
ト
ッ
シ
ー
と
は
年
寄
り
の
こ
と
。

嫁
い
だ
娘
か
ら
招
待
さ
れ
て
ご
馳
走
に
あ
ず
か
り
に
行
く
の
は
前
掲
と
同
じ
だ
が
、
こ
こ
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で
は
孫
を
連
れ
て
行
く
趣
向
。最
初
の
米
里
の
娘
は
米
の
飯
を
山
盛
り
出
し
て
く
れ
る
が
、

孫
に
分
け
与
え
て
い
る
う
ち
に
自
分
の
分
は
な
く
な
っ
た
。
次
に
粟
ど
こ
ろ
の
娘
の
と
こ

へ
行
く
。
粟
の
飯
を
山
盛
り
出
さ
れ
る
が
、
孫
た
ち
は
こ
れ
を
好
ま
な
い
。
一
人
で
食
べ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
食
べ
過
ぎ
て
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
。
次
に
行
っ
た
漁
村
の
娘
の
と

こ
ろ
で
亀
の
骨
付
き
を
出
さ
れ
て
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
前
掲
と
同
じ
。
こ
れ
は
西
之

表
市
安
城
に
て
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、
下
野
敏
見
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
に
集
録
さ
れ

て
い
る
（
註
20
）。
こ
れ
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
す
る
。

　

と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な

　

私
は
三
人
、
娘
子
を
持
ち
さ
ま
に
、
そ
の
む
こ
の
と
り
よ
う
は

　

一
人
は
米
里
へ
、
一
人
は
粟
里
へ
、
一
人
は
浜
辺
へ
、
む
こ
を
と
り
さ
ま
に

　

正
月
の
こ
と
な
れ
ば
、
米
ど
こ
の
む
こ
の
と
こ
ろ
か
ら

　

年
じ
ょ
う
よ
う
な
ん
ど
と
ご
ざ
る

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
れ
よ
、
ば
じ
ょ
う
行
け

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
れ
よ
、
ば
じ
ょ
う
行
け

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
ら
ん
か
い

　

ば
じ
ょ
う
、
這
っ
て
い
か
ん
か
い

　

し
ょ
う
よ
う
好
き
の
こ
と
な
れ
ば

　

こ
の
と
っ
し
ー
ど
ん
が
這
っ
て
行
こ
う
よ

　

こ
の
か
ま
え
に
か
ま
え
た　

　

と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な

　

い
た
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
米
ど
こ
の
こ
と
な
れ
ば

　

米
の
飯
を
こ
う
ば
っ
か
り
、
こ
ー
ば
っ
か
り
、
つ
ぎ
た
て
て
、
盛
り
た
て
て

　

し
ょ
う
よ
う
に
、
あ
お
う
か
い
と
す
れ
ば

　

あ
の
孫
に
も
さ
し
分
け
、
こ
の
孫
に
も
さ
し
分
け
、

　

し
ょ
ら
っ
た
と
こ
ろ
が
、
あ
と
に
何
が
の
こ
ろ
う
に

　

た
だ
か
ー
口
、
か
ー
さ
で
た

　

と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な

　

今
度
は
粟
ど
こ
の
む
こ
の
と
こ
ろ
か
ら
、

　

年
じ
ょ
う
よ
う
、
な
ん
ど
と
御
座
る

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
れ
よ
、
ば
じ
ょ
う
行
け

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
れ
よ
、
ば
じ
ょ
う
行
け

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
ら
ん
か
い

　

ば
じ
ょ
う
、
這
う
て
行
か
ん
か
い

　

し
ょ
う
よ
う
好
き
の
こ
と
な
れ
ば
、

　

こ
の
ト
ッ
シ
ー
ど
ん
が
、
這
う
て
行
こ
う
よ

　

と
、
こ
の
か
ま
え
に
か
ま
え
た

　

ト
ッ
シ
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
ト
ッ
シ
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
ト
ッ
シ
ー
舞
を
み
さ
い
な

　

行
た
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
粟
ど
こ
の
こ
と
な
れ
ば

　

粟
の
飯
を
こ
う
ば
っ
か
り
、
こ
ー
ば
っ
か
り

　

つ
ぎ
た
て
て
、
盛
り
た
て
て

　

し
ょ
う
よ
う
に
あ
お
う
か
い
と
す
れ
ば
、

　

あ
の
孫
に
も
さ
し
分
け
、
こ
の
孫
に
も
さ
し
分
け

　

食
わ
し
ょ
う
か
い
と
す
れ
ば

　

ど
の
孫
も
粟
の
飯
に
は
、
い
や
が
っ
て

　

し
ょ
う
こ
と
な
り
に
、
こ
の
ト
ッ
シ
ー
ど
ん
は

　

歯
の
な
か
故
に

　

か
ー
ま
ろ
め
ち
ゃ
、
ひ
ん
呑
み
、
か
ー
ま
ろ
め
ち
ゃ
、
ひ
ん
呑
み
、

　

し
ょ
ら
っ
た
と
こ
ろ
が
、
も
ど
り
に
ゃ
腹
が
つ
め
だ
し
て
、
腹
が
つ
め
だ
し
て

　

と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な

　

今
度
は
浜
辺
の
む
こ
の
と
こ
ろ
か
ら

　

年
じ
ょ
う
よ
う
、
な
ん
ど
と
御
座
る

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
れ
よ
、
ば
じ
ょ
う
行
け

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
れ
よ
、
ば
じ
ょ
う
行
け

　

お
い
じ
ょ
う
、
お
じ
ゃ
ら
ん
か
い
、
ば
じ
ょ
う
、
這
っ
て
行
か
ん
か
い

　

し
ょ
う
よ
う
好
き
の
、
こ
と
な
れ
ば

　

こ
の
ト
ッ
シ
ー
ど
ん
が
、
這
っ
て
行
こ
う
よ

　

と
、
こ
の
か
ま
え
に
か
ま
え
た

　

と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な
、
と
っ
し
ー
舞
を
み
さ
い
な

　

行
た
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
浜
辺
の
こ
と
な
れ
ば
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亀
の
い
お
の
て
ー
ら
ー
を
、
こ
ー
ば
っ
か
り
、
こ
ー
ば
っ
か
り

　

つ
ぎ
た
て
て
、
盛
り
た
て
て
、
し
ょ
う
よ
う
に
あ
お
う
か
い
と
す
れ
ば

　

歯
の
な
か
故
に
、
か
ー
す
ば
ぶ
っ
ち
ゃ
、
ひ
ん
投
げ

　

か
ー
す
ば
ぶ
っ
ち
ゃ
、
ひ
ん
投
げ
、
し
よ
っ
た
と
こ
ろ
が　

　

縁
の
下
に
ゃ
え
の
子
犬
が
、
腹
を
と
っ
て
、
腹
と
っ
て

　　
　
（
四
）　

ガ
ニ
舞

　
（
概
要
）　

カ
ニ
は
夜
に
な
っ
た
ら
夜
食
を
食
べ
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
昼
間
は
日

光
浴
。
い
よ
い
よ
夜
に
な
っ
て
出
か
け
た
。
と
こ
ろ
が
カ
ラ
ス
が
降
り
て
き
て
、
カ
ニ
を

突
っ
つ
き
始
め
た
。
カ
ニ
は
甲
羅
を
や
ら
れ
、
ス
ゴ
ス
ゴ
と
も
と
の
穴
に
戻
っ
た
。『
み

な
み
た
ね
の
民
謡
』（
註
21
）
か
ら
転
載
す
る
。

（
囃
子
）　

ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

ガ
ー
ニ
舞
と
は
や
さ
れ
て
、
ガ
ー
ニ
舞
を
や
る
よ
っ
て

　
　
　
　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

（
囃
子
）　

ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

ガ
ー
ニ
な
ん
ど
が
夜
（
よ
）
ば
み
な
ん
ど
と
ゆ
ー
こ
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ニ
な
ど
が
夜
食
を
食
べ
に
行
く
ぞ
）

（
囃
子
）　

ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

ま
ー
だ
日
も
た
っ
か
、
ま
ー
だ
日
も
た
っ
か
（
ま
だ
日
は
高
い
）

　
　
　
　

う
ち
く
り
返
っ
て
腹
甲
（
は
ら
こ
う
）
な
ん
ど
も
ほ
ー
そ
ー
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
っ
く
り
返
っ
て
腹
を
干
そ
う
）

　
　
　
　

あ
ら
ま
た
う
ち
返
っ
ち
ぇ
背
な
甲
な
ん
ど
も
ほ
ー
そ
ー
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
た
ま
た
ひ
っ
く
り
返
っ
て
甲
羅
を
干
そ
う
）

（
囃
子
）　

ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

あ
の
ま
た
日
も
暮
れ
た
、
も
う
ま
た
日
も
暮
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
よ
う
や
く
日
が
暮
れ
た
、
も
う
日
が
暮
れ
た
）　

　
　
　
　
　

夜
ば
み
な
ん
ど
と
ゆ
こ
う
よ
（
夜
食
を
食
べ
に
行
く
ぞ
）

（
囃
子
）　

ガ
ー
ニ
舞
を
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ガ
ー
ニ
舞
を
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

か
ら
す
と
い
う
黒
鳥
が
、
前
の
山
の
エ
ノ
キ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ラ
ス
と
い
う
黒
い
鳥
が
、
前
の
山
の
榎
木
か
ら
）

　
　
　
　

チ
ョ
チ
ョ
チ
ョ
ロ
チ
ョ
イ
と
飛
び
降
り
て

　
　
　
　

コ
ー
カ
ボ
コ
ー
、
コ
ー
カ
ボ
コ
ー
、
ガ
ワ
ッ
ガ
ワ
ッ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ニ
を
攻
撃
し
は
じ
め
た
）

　
　
　
　

ぬ
っ
か
ら
か
え
す
と
こ
ろ
に
こ
の
親
ゆ
ず
り
の
カ
ニ
ば
さ
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
反
撃
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
親
譲
り
の
鋏
で
）

　
　
　
　

や
っ
、
こ
の
向
き
に
か
ー
ま
え
た
（
こ
う
や
っ
て
向
か
っ
て
構
え
た
）

（
囃
子
）　

ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

（
囃
子
）　

ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

何
が
そ
れ
に
も
お
じ
ろ
う
に
腰
の
骨
に
く
じ
入
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ラ
ス
は
そ
れ
に
怖
じ
け
ず
、
カ
ニ
の
腰
に
食
い
つ
い
た
）

　
　
　
　

せ
き
の
油
な
が
し
た
（
カ
ニ
は
脊
髄
の
油
を
流
し
た
）

　
　
　
　

も
と
の
穴
さ
な
ゴ
ー
ソ
ゴ
ソ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ニ
は
も
と
の
穴
へ
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と
逃
げ
込
ん
だ
）

（
囃
子
）　

ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ガ
ー
ニ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
（
五
）　

バ
ッ
ク
ー
舞

　
（
概
要
）　

下
野
敏
見
氏
の
『
海
南
民
俗
研
究
』（
註
22
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
す
ぐ

れ
た
座
敷
舞
で
あ
る
。
現
在
も
島
間
に
伝
承
者
が
健
在
で
あ
る
。
実
際
に
上
演
を
見
、
下

野
氏
の
本
書
や
南
種
子
町
地
名
研
究
会
編
『
み
な
み
た
ね
の
民
謡
』(

註
23
）
な
ど
を
参

考
に
テ
キ
ス
ト
を
組
み
立
て
た
。
蟇
蛙
の
こ
と
を
種
子
島
で
は
バ
ッ
ク
ー
と
い
う
。
餌
を

取
り
に
人
家
の
中
へ
や
っ
て
き
た
バ
ッ
ク
ー
の
受
難
を
面
白
く
表
現
す
る
。
長
大
な
詞
章

は
見
事
で
あ
る
。

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
い
じ
ゃ
あ
し
ゃ
ん
と
頼
も
う
か

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
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（
舞
手
）　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
た
も
ろ
う
ぞ

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
と
い
う
も
な
ァ
（
バ
ッ
ク
ー
舞
と
い
う
も
の
は
）

　
　
　
　

五
月
の
ナ
ガ
シ
な
ん
で
ぇ
で
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
雨
時
期
な
ど
に
這
い
だ
し
て
き
て
）

　
　
　
　

ク
ロ
ジ
ョ
ー
な
ん
ろ
取
っ
ち
ぇ
食
お
う
と
思
う
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
を
取
ろ
う
と
思
っ
て
）

　
　
　
　

こ
の
向
き
に
は
ぁ
だ
し
た
ぁ
（
こ
ん
な
格
好
で
這
い
出
し
た
）

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
考
え
に
ゃ

　
　
　
　

こ
ん
に
ゃ
（
今
夜
）
な
ん
だ
ぁ
わ
ざ
わ
い
夜
も
よ
か
晩
じ
ゃ
と
思
う
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
て
も
い
い
晩
だ
と
思
い
）

　
　
　
　

ク
ロ
ジ
ョ
ー
も
ど
っ
さ
り
お
ん
ろ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゴ
キ
ブ
リ
も
た
く
さ
ん
い
る
だ
ろ
う
と
）

　
　
　
　

あ
の
隅
に
か
ー
ま
え
た
（
あ
の
隅
に
陣
取
っ
た
）

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
ほ
う
ち
ぇ
行
き
よ
っ
た
い
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
這
っ
て
行
く
と
）

　
　
　
　

案
の
定
あ
の
隅
か
ら
ふ
っ
と
か
ク
ロ
ジ
ョ
ー
が
ほ
う
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
い
ゴ
キ
ブ
リ
が
這
っ
て
き
た
の
で
）

　
　
　
　

チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
ひ
ん
呑
う
じ
ぇ
（
チ
ュ
ッ
と
い
っ
て
呑
み
込
ん
で
）

　
　
　
　

ま
ー
た
向
こ
う
の
隅
か
ら
ほ
う
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
た
向
こ
う
か
ら
ゴ
キ
ブ
リ
が
や
っ
て
き
た
の
で
）

　
　
　
　

チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
、
ひ
ん
呑
う
じ
ぇ

　
　
　
　

こ
ん
隅
か
ら
も
あ
ん
隅
か
ら
も
、
グ
ッ
グ
ッ
と
ひ
ん
呑
う
だ
ぁ

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
う
し
よ
っ
た
い
ば
暮
れ
ち
ぇ
き
ち
ぇ
、
夜
も
更
け
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
考
え
に
ゃ

　
　
　
　

こ
ん
に
ゃ
な
ん
だ
ぁ
ど
っ
か
そ
の
辺
に
宿
を
と
ら
ん
ば
じ
ゃ
が
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
夜
は
そ
の
辺
で
寝
る
こ
と
に
し
よ
う
と
）

　
　
　
　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
思
う
た

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
考
え
に
ゃ

　
　
　
　

あ
の
玄
関
の
敷
居
の
下
が
よ
か
た
ぁ
な
っ
か
と
思
う
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敷
居
の
下
辺
り
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
）

　
　
　
　

そ
の
敷
居
の
下
に
か
ぁ
ま
え
た

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
う
し
お
っ
た
い
ば
夜
中
な
ん
ど
に
な
っ
ち
ぇ

　
　
　
　

ジ
イ
な
ん
ろ
が
小
便
し
か
ぁ
な
ん
で
ぇ
起
き
ッ
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　

敷
居
の
下
に
寝
ち
ょ
る
バ
ッ
ク
ー
の
横
ッ
腹
な
ん
ろ
を
ば

　
　
　
　

ポ
コ
リ
と
蹴
飛
ば
し
た
ぁ

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

ま
ぁ
た
晩
方
に
な
っ
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　

こ
ん
に
ゃ
（
今
夜
）
こ
そ
よ
か
晩
じ
ゃ
と
思
う
ち
ぇ

　
　
　
　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
出
だ
し
た
ぁ

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

ほ
し
ち
ぇ
ま
ぁ
た
こ
ん
に
ゃ
（
今
夜
）
も
よ
か
晩
じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
し
て
ま
た
今
夜
も
い
い
晩
じ
ゃ
）

　
　
　
　

南
風
（
は
え
の
か
ぜ
）
の
吹
く
よ
か
晩
じ
ゃ

　
　
　
　

ク
ロ
ジ
ョ
ー
も
お
れ
ば
お
い
も
ん
じ
ゃ
（
ゴ
キ
ブ
リ
も
お
れ
ば
お
る
も
ん
だ
）

　
　
　
　

向
こ
う
の
隅
か
ら
這
う
ち
ぇ
き
た

　
　
　
　

チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ゃ
あ
（
チ
ュ
ッ
と
呑
み
込
ん
で
は
）

　
　
　
　

ま
た
向
こ
う
の
隅
か
ら
や
っ
ち
ぇ
え
き
ち
ゃ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
た
向
こ
う
の
隅
か
ら
出
て
き
て
は
）

　
　
　
　

チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ゃ
あ
し
い
で
ち
ゃ
あ　
（
チ
ュ
ッ
と
い
っ
て
仕
入
れ
て
は
）

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

こ
ん
に
ゃ
（
今
夜
）
こ
さ
ぁ
よ
か
と
こ
れ
ぇ
宿
を
と
ら
ん
ば
じ
ゃ
が
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
夜
こ
そ
は
い
い
場
所
に
寝
る
ぞ
と
）

　
　
　
　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
考
え
た
ァ

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
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（
舞
手
）　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
考
え
に
ゃ

　
　
　
　

あ
の
台
所
の
イ
カ
ダ
の
下
な
ん
ろ
が
（
台
所
の
流
し
の
下
な
ど
が
）

　
　
　
　

よ
か
と
や
な
っ
か
と
思
う
ち
ぇ
（
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
）

　
　
　
　

イ
カ
ダ
の
下
な
ん
ろ
に
か
ぁ
ま
え
た
ぁ

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
う
し
お
っ
た
い
ば
夜
も
明
け
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　

鶏
な
ん
ど
が
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
、
バ
ァ
タ
バ
タ

　
　
　
　

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
、
バ
ァ
タ
バ
タ
と
歌
う
た

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
う
し
お
っ
た
い
ば
ジ
イ
な
ん
ど
が
起
き
ッ
ち
ぇ
き
ち
ぇ
（
起
き
て
き
て
）

　
　
　
　

バ
ジ
ョ
ウ
、
早
う
起
き
ッ
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　

カ
ラ
イ
モ
の
下
ぁ
も
火
も
入
れ
ん
か
い
と
い
う
た
ぁ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ラ
イ
モ
の
釜
に
火
を
入
れ
な
さ
い
と
い
う
た
）

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
う
し
お
っ
た
い
ば
カ
ラ
イ
モ
の
シ
ュ
リ
な
ん
ろ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
カ
ラ
イ
モ
の
釜
の
汁
が
）

　
　
　
　

グ
タ
グ
タ
グ
タ
グ
タ
グ
ー

        　
　

グ
タ
グ
タ
グ
タ
グ
タ
グ
ー
と
た
ぎ
ら
し
た
（
沸
騰
し
だ
し
た
）

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
う
し
お
っ
た
い
ば
（
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
）

　
　
　
　

カ
ラ
イ
モ
な
ん
ど
も
煮
え
た
あ
ん
ば
ぁ
（
カ
ラ
イ
モ
も
煮
え
た
あ
ん
ば
い
で
）

　
　
　
　

バ
ジ
ョ
ウ
な
ん
ど
が

　
　
　
　

ふ
っ
と
か
ハ
ガ
マ
の
シ
ュ
リ
な
ん
ろ
ば
し
た
み
だ
し
た
ぁ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
き
な
釜
の
汁
を
こ
ぼ
し
始
め
た
）

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
の
し
た
み
出
し
た
シ
ュ
リ
な
ん
ろ
が
（
そ
の
こ
ぼ
し
た
汁
が
）

　
　
　
　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
ビ
ン
タ
か
ら
背
中
な
ん
ろ
さ
な
ぁ

　
　
　
　

い
っ
か
け
ら
れ
た
ァ
（
浴
び
せ
か
け
ら
れ
た
）

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

こ
い
じ
ゃ
あ
な
ら
ん
と
思
う
ち
ぇ
（
こ
れ
は
た
ま
ら
ん
と
思
っ
て
）

　
　
　
　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
は
そ
の
場
を
這
ぁ
出
た
ぁ

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

そ
う
し
お
っ
た
い
ば

　
　
　
　

鶏
な
ん
ど
が
起
き
ッ
ち
ぇ
き
ち
ぇ

　
　
　
　

ト
ッ
ト
ッ
ト
ッ
ト
ッ
ト
ッ
と
鳴
き
出
し
た
ァ

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

鶏
な
ん
ろ
が
べ
ち
ゃ
ぁ
ち
ぃ
ち
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
ワ
ト
リ
が
べ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て
き
て
）

　
　
　
　

ヤ
ケ
ジ
ョ
ウ
を
し
た
上
に
（
火
傷
を
し
た
上
に
）

　
　
　
　

バ
ッ
ク
ー
の
ビ
ン
タ
か
ら
背
中
な
ん
ろ
ぅ
ば
（
頭
か
ら
背
中
な
ど
を
）

　
　
　
　

つ
く
じ
い
は
じ
め
た
（
突
っ
つ
き
始
め
た
）

（
囃
子
）　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

ま
ぁ
つ
く
じ
れ
ば
つ
く
じ
る
も
ん
じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
れ
は
も
う
突
っ
つ
け
ば
突
っ
つ
く
も
の
で
）

　
　
　
　

血
も
涙
も
な
か
も
ん
じ
ゃ
と
思
う
ち
ぇ

　
　
　
　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
な
そ
の
向
き
に
返
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ッ
ク
ー
は
つ
い
に
こ
ん
な
格
好
で
ひ
っ
く
り
返
っ
た
）

　
　
（
六
）　

味
噌
ス
リ
舞
（
味
噌
舞
）

　
（
概
要
）　

数
え
歌
の
形
で
の
味
噌
問
答
で
あ
る
。
囃
子
が
問
い
、
舞
手
が
「
何
々
こ
と

も
な
い
」
と
答
え
る
。
囃
子
の
「
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
」
は
下
野
氏
の
記
録
し

た
テ
キ
ス
ト
で
は
、「
味
噌
舞
は
、味
噌
舞
は
、ひ
と
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
」
と
な
っ
て
い
て
、

囃
子
詞
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
方
言
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら

れ
な
い
。『
み
な
み
た
ね
の
民
謡
』（
註
24
）
か
ら
転
載
す
る
。

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

味
噌
ス
リ
舞
と
は
や
さ
れ
て
、
味
噌
ス
リ
舞
を
や
る
よ
っ
て

　
　
　
　

も
ひ
と
つ
囃
子
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
を
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
を
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
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ひ
と
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

ひ
と
つ
人
の
味
噌
、
手
を
や
っ
た
こ
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
人
の
味
噌
を
盗
っ
た
こ
と
は
な
い
）

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
　
　

二
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

二
つ
蓋
（
ふ
た
）
と
っ
た
味
噌
か
び
の
、
ね
ら
ん
こ
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
び
の
生
え
な
い
こ
と
も
な
い
）

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
　
　

三
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

三
つ
見
た
味
噌
、
欲
し
ゅ
う
な
か
こ
と
も
な
い

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
　
　

四
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

四
つ
よ
か
味
噌
、
い
ら
ん
こ
と
も
な
い

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
　
　

五
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

五
つ
煎
っ
た
味
噌
、
か
ば
し
ゅ
う
な
か
こ
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芳
し
く
な
い
こ
と
も
な
い
）

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

        　
　

六
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

六
つ
麦
の
味
噌
、
色
の
つ
か
ん
こ
と
も
な
い

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
ー
イ
ナ
ー

　
　
　
　

七
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

七
つ
投
げ
た
味
噌
、
ご
み
の
つ
か
ん
こ
と
も
な
い

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
　
　

八
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

八
つ
焼
い
た
味
噌
、
灰
の
ま
め
ら
ん
こ
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
灰
に
ま
み
れ
な
い
こ
と
も
な
い
）

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
　
　

九
つ
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

九
つ
買
う
た
味
噌
、
手
を
は
か
ら
ん
こ
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
方
を
確
か
め
な
い
こ
と
も
な
い
）

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

　
　
　
　

十
（
と
お
）
で
な
ん
じ
ゃ
い
ナ
ー

（
舞
手
）　

十
で
と
っ
た
味
噌
、
あ
と
の
へ
ら
ん
こ
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
っ
た
味
噌
＝
盗
っ
た
味
噌
）

（
囃
子
）　

味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
味
噌
ス
リ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー　

　
　
（
七
）
味
噌
舞
（
味
噌
す
り
舞
）

　
（
概
要
）
旧
制
種
子
島
中
学
校
編
『
郷
土
研
究
』（
註
25
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
趣
向

は
前
掲
と
同
じ
数
え
歌
だ
が
、
内
容
は
前
掲
と
少
し
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　

一
つ　

ひ
ね
た
味
噌
に
味
の
つ
か
ぬ
こ
と
も
な
い

　
　

二
つ　

踏
ん
だ
味
噌
に
菌
の
生
え
ぬ
こ
と
も
な
い

　
　

三
つ　

見
事
な
味
噌
に
甘
う
な
い
こ
と
も
な
い

　
　

四
つ　

よ
っ
た
味
噌
に
砂
利
の
つ
か
ぬ
こ
と
も
な
い

　
　

五
つ　

煮
っ
た
味
噌
に
香
ば
し
く
な
い
こ
と
も
な
い

　
　

六
つ　

麦
の
味
噌
に
粕
の
出
ぬ
こ
と
も
な
い

　
　

七
つ　

投
げ
た
味
噌
に
塵
の
つ
か
ぬ
こ
と
も
な
い

　
　

八
つ　

焼
い
た
味
噌
に
灰
の
つ
か
ぬ
こ
と
も
な
い

　
　

九
つ　

買
う
た
味
噌
に
で
（
量
）
の
あ
っ
た
こ
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
買
っ
た
味
噌
は
量
の
多
か
っ
た
た
め
し
が
な
い
）

　
　

十　
　

盗
っ
た
味
噌
に
後
の
減
ら
ぬ
こ
と
も
な
い

　
　
（
八
）
仏
舞

　
（
概
要
）
ま
ず
ホ
ト
ケ
（
た
ぶ
ん
野
に
あ
る
石
像
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
は
カ
ラ
ス
に
負

け
る
か
ら
ホ
ト
ケ
は
カ
ラ
ス
だ
と
い
い
、
そ
し
て
次
々
に
強
い
も
の
を
あ
げ
、
最
後
に
ホ

ト
ケ
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
「
負
け
」
ま
た
は
「
勝
ち
」
つ
な
が
り
で
「
や
は
り
ホ
ト
ケ

が
イ
チ
バ
ン
」
と
歌
わ
れ
る
。
最
初
に
ホ
ト
ケ
が
負
け
る
と
い
う
カ
ラ
ス
と
は
「
八
咫
烏
」
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の
こ
と
か
。
最
後
の
「
ホ
ト
ケ
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ
う
」
に
至
っ
て
「
納
得
！
」
と
い
う
感
じ
。

ト
ン
チ
の
き
い
た
詞
章
で
あ
る
。
方
言
ら
し
き
も
の
は
「
な
し
か
あ
（
何
故
）」
の
み
の

よ
う
で
あ
る
。
南
種
子
町
地
名
研
究
会『
み
な
み
た
ね
の
民
謡
』(

註
26
）か
ら
転
載
す
る
。

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

ホ
ト
キ
ョ
ウ
拝
む
な
ら　

　
　
　
　

な
ぜ
ホ
ト
キ
ャ
ァ
、
カ
ラ
ス
に
負
け
る
か

　
　
　
　

カ
ラ
ス
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

カ
ラ
ス
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と

　
　
　
　

カ
ラ
ス
が
ホ
ト
ケ
な
ら

　
　
　
　

な
し
か
あ
カ
ガ
シ
（
案
山
子
）
に
負
け
る
か

　
　
　
　

カ
ガ
シ
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

カ
ガ
シ
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と

　
　
　
　

カ
ガ
シ
が
ホ
ト
ケ
な
ら

　
　
　
　

な
し
か
あ
火
に
焼
け
る
か

　
　
　
　

火
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ
う

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー

（
舞
手
）　

火
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と
よ

　
　
　
　

火
が
ホ
ト
ケ
な
ら

　
　
　
　

な
し
か
あ
水
に
負
け
る
か

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ

（
舞
手
）　

水
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と

　
　
　
　

水
が
ホ
ト
ケ
な
ら

　
　
　
　

な
し
か
あ
人
に
呑
ま
れ
る
か

　
　
　
　

人
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ
う

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ
ー
、
ホ
ト
ケ
舞
は
ミ
ー
サ
イ
ナ

（
舞
手
）　

人
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と　
　

　
　
　
　

人
が
ホ
ト
ケ
な
ら

　
　
　
　

な
し
か
あ
ホ
ト
ケ
を
拝
む
か

　
　
　
　

ホ
ト
ケ
こ
そ
ホ
ト
ケ
け
よ
う

　
　
（
九
）
仏
舞

　
（
概
要
）『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
十
五
集
（
註
27)

か
ら
転
載
す
る
。
前

掲
ホ
ト
ケ
舞
と
同
じ
趣
向
で
、次
々
に
強
い
も
の
が
出
て
く
る
。
最
後
に
ホ
ト
ケ
に
戻
る
。

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な
、
ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な

（
舞
手
）　

カ
ラ
ス
が
二
羽
お
っ
て

　
　
　
　

オ
レ
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　

な
し
か
あ
カ
ラ
ス
ぁ
じ
ん
ど
う
矢
に
射
ら
る
る
か
い

　
　
　
　

じ
ん
ど
う
矢
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ

　
　
　
　

じ
ん
ど
う
矢
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な
、
ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な

（
舞
手
）　

じ
ん
ど
う
矢
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　

な
し
か
あ
じ
ん
ど
う
矢
は
石
立
た
ん
か
い　

　
　
　
　

石
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ

　
　
　
　

石
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な
、
ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な

（
舞
手
）　

石
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　

な
し
か
あ
石
は
火
に
焼
か
る
い
か
い

　
　
　
　

火
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ

　
　
　
　

火
が
ほ
と
け
じ
ゃ

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な
、
ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な

（
舞
手
）　

火
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　

な
し
か
あ
火
は
水
に
消
ゆ
い
か

　
　
　
　

水
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ

　
　
　
　

水
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な
、
ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な
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（
舞
手
）　

水
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　

な
し
か
あ
水
ぁ
人
に
飲
ま
る
い
か

　
　
　
　

人
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ　

　
　
　
　

人
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ

（
囃
子
）　

ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な
、
ホ
ト
ケ
舞
は
見
え
さ
な

（
舞
手
）　

人
が
ホ
ト
ケ
じ
ゃ
と
い
う
け
れ
ど

　
　
　
　

な
し
か
あ
人
ぁ
ホ
ト
ケ
を
拝
む
か

　
　
　
　

ホ
ト
ケ
こ
そ
ほ
ん
の
ほ
ん
の
ホ
ト
ケ
よ

　
　
（
十
）　

大
黒
舞

　
（
概
要
）　

全
国
的
な
大
黒
舞
の
詞
章
と
大
差
は
な
い
。
種
子
島
に
は
大
黒
信
仰
は
あ
ま

り
行
き
渡
っ
て
い
な
い
の
で
早
く
廃
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
座
敷
舞
の
原
型
と
し
て

重
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

種
子
島
中
学
校
（
旧
制
）
編
『
郷
土
研
究
』（
註
28
）
か
ら

転
載
す
る
。

　

大
黒
様
と
云
う
人
は

　

こ
の
国
の
人
で
な
い

　

天
竺
か
ら
の
天
下
り

　

下
り
た
時
の
お
仕
度
は

　

金
襴
緞
子
干
縮
緬
の
頭
巾

　

こ
の
向
き
に
か
ー
ま
え
た

　

大
黒
舞
を
ミ
ー
サ
イ
ナ

　

こ
の
大
黒
じ
ゃ

　

一
で
俵
ふ
ー
ま
え
て

　

二
で
に
っ
こ
と
笑
う
て

　

三
で
酒
を
造
っ
て

　

四
で
世
の
中
好
か
よ
う
に

　

五
つ
で
い
つ
も
の
通
り
な
り

　

六
つ
で
無
病
息
災
に

　

七
つ
で
何
事
な
い
よ
う
に

　

八
つ
で
屋
敷
を
定
め
て　

　

九
つ
小
倉
を
立
て
列
べ

　

十
で
ト
ン
と
治
っ
た

　
第
四
節
　
座
敷
舞
の
源
流
を
め
ぐ
っ
て

　

鳥
刺
し
舞ヽ
と
似
た
も
の
に
鳥
刺
し
踊ヽ
が
あ
る
。
鹿
児
島
県
で
は
出
水
市
の
六
月
田(

ろ

く
が
つ
だ)

、
同
じ
く
出
水
市
の
西
之
口
、
旧
高
尾
野
町
（
現
出
水
市
）
野
添
、
長
島
町

宮
之
浦
な
ど
、
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
地
区
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
同
系
と

し
て
く
く
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
鳥
刺
し
名
人
が
ヨ
シ
カ
鳥
と
い
う
鳥
を
追
い
か
け

て
い
く
う
ち
に
信
濃
の
善
光
寺
に
た
ど
り
着
く
。
小
僧
が
出
て
き
て
殺
生
を
戒
め
る
が
、

結
局
捕
ま
え
て
し
ま
う
。
鳥
買
人
が
出
て
き
て
一
緒
に
踊
る
、
と
い
う
内
容
。
三
味
線
・

太
鼓
・
拍
子
木
の
伴
奏
が
つ
く
（
註
29
）。

　

種
子
島
の
鳥
刺
し
舞
と
は
明
ら
か
に
違
う
も
の
で
あ
る
。
種
子
島
の
も
の
は
普
通
の
人

が
鳥
を
捕
る
様
子
を
表
現
す
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
鳥
刺
の
専
門
家
を
主
人
公
と
し
、
仏

教
的
な
教
訓
を
挿
入
し
て
舞
踊
を
見
せ
る
趣
向
で
あ
る
。
し
か
し
根
本
で
は
通
底
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
い
つ
か
ど
こ
か
で
鳥
刺
し
舞
（
種
子
島
）
と
鳥
刺
し
踊
に
分
か
れ
た
の
だ

と
思
う
。

　

種
子
島
の
も
の
は
物
真
似
解か

い
い頤
の
猿
楽
狂
言
風
、
後
者
は
歌
舞
伎
踊
調
・
舞
踊
劇
風
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
後
者
は
江
戸
期
に
流
行
し
た
ら
し
く
、
全
国
各
地
に
見
ら
れ
る
。

　

種
子
島
の
座
敷
舞
と
同
系
の
舞
は
鹿
児
島
県
で
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
全
国
に
目
を
転

ず
れ
ば
、
ま
ず
新
潟
県
柏
崎
市
女お

な
だ
に谷
の
綾
子
舞
の
中
の
囃
子
舞
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
綾
子

舞
は
小
歌
踊
・
狂
言
・
囃
子
舞
の
三
つ
の
芸
能
の
総
称
で
、『
新
潟
県
民
俗
芸
能
誌
』（
註

30
）
に
は
囃
子
舞
と
し
て
二
十
二
曲
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
列
挙
す
る
と
、
恵
比
須
舞
・

亀
の
舞
・
大
黒
舞
・
う
れ
し
き
舞
・
出
来
た
り
舞
・
肴
さ
し
舞
・
猩
々
舞
・
か
が
み
と
ぎ
舞
・

さ
ん
ぎ
舞
・
松
の
舞
・
天
ぽ
舞
・
さ
い
と
り
舞
・
笛
の
舞
・
だ
ん
づ
る
舞
・
打
っ
た
り
舞
・

杓
子
舞
・
菊
の
舞
・
蟹
の
舞
・
ひ
じ
り
舞
・
兎
の
舞
・
鶉
舞
・
立
た
り
舞
、
で
あ
る
。
私

は
こ
れ
を
実
見
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
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ば
恵
比
須
舞
の
詞
章
（
註
31
）
に
は
冒
頭
に
「
恵
比
須
舞
と
は
や
さ
れ
た
、
恵
比
須
舞
を

見
さ
え
な
、
見
さ
え
な
」
と
あ
る
か
ら
、
囃
子
手
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
舞
に
は
「
見
さ
え
な
」
が
見
え
な
い
が
、
同
じ
文
句
の
く
り
返
し
な
の
で
省
略
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
恵
比
須
舞
に
は
種
子
島
と
同
じ
囃
子
詞
が
あ
り
、
囃

子
手
が
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

種
子
島
と
の
類
似
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
二
十
二
曲
も
の
テ
ー
マ
の
取
り
方
も
似
て

い
る
し
、
恵
比
須
舞
・
大
黒
舞
・
さ
い
と
り
舞
・
蟹
舞
な
ど
同
名
タ
イ
ト
ル
も
あ
る
。「
さ

い
と
り
舞
」
は
「
鳥
刺
し
舞
」
の
謂
い
で
あ
る
。

　

こ
の
「
さ
い
と
り
舞
」
は
二
十
二
曲
の
中
で
も
も
っ
と
も
長
大
な
詞
章
（
註
32
）
を
持
っ

て
い
る
。
初
日
か
ら
十
日
ま
で
、
鳥
の
名
前
に
従
っ
て
数
え
歌
風
に
日
ご
と
に
違
う
鳥
を

捕
ま
え
る
と
い
う
趣
向
。
一
日
目
は
「
ひ
と
つ
ひ
よ
ど
り
（
鵯
）」、
二
日
目
は
「
ふ
た
つ

ふ
く
ろ
う
」
と
い
う
具
合
。
十
日
目
の
詞
章
が
も
っ
と
も
長
く
、「
十
で
ト
ン
ビ
（
鳶
）、

東
寺
の
塔
に
巣
を
く
う
ト
ン
ビ
…
」
で
始
ま
る
内
容
は
、
ト
ン
ビ
を
追
い
か
け
て
い
く
う

ち
に
諸
国
を
ま
わ
り
、
つ
い
に
信
濃
の
善
光
寺
。
お
寺
に
入
る
と
小
僧
が
い
て
、
や
り
と

り
。
こ
の
や
り
と
り
か
ら
結
末
ま
で
は
詞
章
に
省
略
も
あ
る
た
め
か
、
進
行
状
況
が
筆
者

に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
鹿
児
島
県
（
種
子
島
以
外
）
の
鳥
刺

し
踊
の
内
容
が
こ
の
十
日
目
の
話
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

日
に
ち
ご
と
に
数
え
歌
風
に
鳥
を
捕
ま
え
る
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
趣
向
で
あ
っ
て
、

要
す
る
に
何
種
類
か
の
鳥
を
捕
ま
え
る
話
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
十
日
間
ま
と
め

て
で
は
な
く
、
土
地
に
よ
っ
て
は
い
ず
れ
か
だ
け
が
伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

よ
う
に
し
て
種
子
島
に
も
伝
わ
り
、
そ
し
て
種
子
島
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
も

と
の
舞
は
消
滅
し
た
。
一
方
、
十
日
目
の
話
は
諸
国
巡
り
と
い
う
内
容
か
ら
も
舞
踊
に
な

り
や
す
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
舞
か
ら
踊
り
へ
と
仕
組
み
な
お
さ
れ
、
全
国
に
伝
播
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
「
さ
い
と
り
舞
」
詞
章
に
は
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
十
日
間
す

べ
て
の
詞
章
に
「
見
さ
い
な
」
が
出
て
く
る
が
、
そ
れ
以
外
に
「
こ
の
調
子
に
構
え
て
、

す
ぐ
に
刺
い
て
お
っ
捕
っ
た
」
と
い
う
語
句
が
あ
る
。
日
ご
と
に
違
う
鳥
を
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
最
後
に
こ
の
語
句
が
出
て
く
る
。
鳥
刺
し
人
の
鳥
を
刺
す
格
好
を
表
現
す
る
語
句

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ひ
ょ
う
き
ん
な
格
好
を
し
て
笑
わ
せ
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
種
子
島
に
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

前
述
種
子
島
の
鳥
刺
し
舞
の
詞
章
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
が
、「
ヤ
ッ
、
こ
の

向
き
に
か
ー
ま
え
た
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
話
は
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
、
前
半

で
小
さ
い
鳥
を
、
後
半
で
大
き
い
鳥
を
刺
し
た
。
前
半
と
後
半
、
そ
れ
ぞ
れ
舞
手
の
最
後

の
詞
と
し
て
出
て
く
る
。
ま
さ
に
新
潟
の「
さ
い
と
り
舞
」と
共
通
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ
ッ

ク
ー
舞
に
も
出
て
く
る
。
ま
る
で
歌
舞
伎
の
見
得
を
切
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
に
あ
げ
た
新
潟
県
柏
崎
市
女
谷
の
囃
子
舞
の
中
に
「
杓し

ゃ
く
し子
舞
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
同
書
に
集
録
さ
れ
て
い
る
歌
詞
（
註
33
）
を
見
る
と
囃
子
詞
が
見
え
な
い
が
、

省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
。
杓
子
作
り
の
様
子
を
冷
や
か
す
内
容
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

こ
れ
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
「
杓
子
舞
」
が
青
森
県
五
所
川
原
市
や
秋
田
県
鹿
角
市
に

あ
り
（
註
34
）、
秋
田
県
大
曲
市
に
は
「
杓し

ゃ
く
し
う
り

子
売
唄
」
が
あ
る
。
前
二
者
に
つ
い
て
は
詳

細
を
知
る
機
会
が
な
い
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
歌
詞
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
作
曲
家

の
間ま

み
や宮
芳み

ち
お生
が
歌
曲
を
作
曲
し
、
こ
れ
を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
「
内
田

る
り
子
リ
サ
イ
タ
ル　

間
宮
芳
生　

日
本
民
謡
集
」
添
付
の
解
説
に
そ
の
歌
詞
が
収
録
さ

れ
て
い
る
（
註
35
）。

　

 

「
杓
子
売
唄
」
と
い
う
名
称
か
ら
推
量
す
る
に
、
秋
田
県
大
曲
市
で
は
す
で
に
舞
で
は

な
く
、
そ
の
歌
詞
の
面
白
さ
か
ら
民
謡
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
の
が
作
曲
者
の
興
味
を
引

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
節
だ
け
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　

こ
ら
見
さ
い
な
、
見
さ
い
な

　
　

杓
子
舞
と
は
見
さ
い
な

　
　

コ
ラ
杓
子
売
の
勘
三
郎　
　

　
　

の
み
に
か
ん
な

　
　

め
ぐ
り
刀
を　

み
ん
な
荷
と　

し
っ
か
ら
が
い
て

　
　

ど
っ
こ
い
し
ょ
て　

背
負
い
ま
し
て

　
　

こ
う
い
う
あ
ば
い
に　

か
ん
ま
え
て

　
　

こ
う
い
う
あ
ば
い
に　

か
ん
ま
え
て
…

　

注
目
す
べ
き
は
「
見
さ
い
な
」
と
い
う
囃
子
詞
と
と
も
に
、「
こ
う
い
う
あ
ば
い
に　

か
ん
ま
え
て
」
の
語
句
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
杓
子
作
り
の
道
具
を
背
負
っ
て
、「
こ

ん
な
具
合
の
格
好
を
し
て
」
と
い
い
な
が
ら
形
態
模
写
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
註
36
）。
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新
潟
の
囃
子
舞
、
種
子
島
の
座
敷
舞
、
そ
し
て
秋
田
県
大
曲
の
「
杓
子
売
唄
」
の
も
と

と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
杓
子
舞
が
、
と
も
に
同
じ
ル
ー
ツ
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
こ
の
よ
う

に
し
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

岩
波
新
古
典
文
学
大
系
五
十
六
『
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
・
狂
言
歌
謡
』（
註
37
）
中
の

狂
言
歌
謡
「
地
蔵
舞
」（
註
38
）
は
、
一
夜
の
宿
を
借
り
た
旅
僧
が
酒
盛
り
の
余
興
と
し

て
舞
う
も
の
で
、「
地
蔵
舞
を
見
ま
ひ
な
」
と
い
う
囃
子
に
乗
っ
か
っ
て
、
自
分
で
セ
リ

フ
を
い
い
な
が
ら
舞
う
。
趣
向
は
種
子
島
の
座
敷
舞
と
同
じ
で
あ
る
。
セ
リ
フ
の
途
中
で

囃
子
が
は
い
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

校
注
者
の
橋
本
朝
生
氏
は
「（
こ
の
曲
は
）
中
世
に
流
行
し
た
囃
子
舞
を
模
す
」
と
説

明
し
て
い
る
（
註
39
）。
種
子
島
の
座
敷
舞
は
こ
う
し
た
中
世
の
囃
子
舞
を
ル
ー
ツ
と
す

る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
原　

武
実
）

註　
（
は
じ
め
に
～
第
四
節
）

１　

下
野
敏
見
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
、
平
成
二
十
二
年
）
三
一
四
頁
。

な
お
本
書
に
つ
い
て
は
註
10
を
参
照
。

２　
『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
十
五
集
（
昭
和
四
十
三
年
）。
執
筆
者
は
故
小

野
重
朗
で
、
こ
の
時
点
で
判
明
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
ガ
ニ
舞
・
鳥
刺
し
舞
・
婆
じ
ょ

う
舞
・
仏
舞
・
味
噌
す
り
舞
・
大
黒
舞
・
恵
比
須
舞
・
う
な
ぎ
舞
・
キ
セ
ル
舞
・
ほ
い
と

う
舞
の
十
の
名
称
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

３　

そ
の
活
動
に
つ
い
て
は 

第
二
節
で
取
り
あ
げ
る
。

４　

右
と
同
様
、
第
二
節
で
取
り
あ
げ
る
。

５　

昭
和
三
十
九
年
に
熊
毛
文
学
会
か
ら
謄
写
印
刷
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
内
容

は
二
部
か
ら
な
り
、
第
一
部
は
鹿
児
島
の
御
館
で
の
行
事
、
第
二
部
は
西
之
表
の
居
館
で

行
な
わ
れ
た
行
事
が
月
順
に
従
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

６　

徳
永
和
喜
著
『
種
子
島
の
史
跡
』（
西
之
表
市
の
和
田
書
店
よ
り
刊
行
。
昭
和

五
十
八
年
に
初
版
が
出
て
い
る
が
、平
成
九
年
刊
行
の
第
五
版
を
参
照
し
た
）
に
よ
る
と
、

藩
政
期
に
は
赤
尾
木
三
ヶ
寺
と
さ
れ
（
赤
尾
木
は
西
之
表
の
種
子
島
家
御
館
の
こ
と
を
い

う
）、い
ず
れ
も
種
子
島
家
ゆ
か
り
の
深
い
寺
で
、本
源
寺
は
菩
提
寺
、慈
遠
寺
は
祈
願
寺
、

大
会
寺
は
供
養
寺
だ
っ
た
。
現
存
す
る
の
は
本
源
寺
の
み
。

７　

横
山
の
盆
踊
は
現
在
も
七
月
の
第
二
日
曜
日
の
午
後
七
時
頃
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。

８　

下
野
敏
見
『
海
南
民
俗
研
究
』
第
三
号
（
昭
和
五
十
四
年
）。
こ
れ
は
著
者
の
『
南

西
諸
島
の
民
俗
Ⅱ
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

９　

旧
制
種
子
島
中
学
校
編
『
郷
土
研
究
』
と
い
う
冊
子
が
あ
る
。
地
理
や
植
物
誌
・
宗

教
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
数
冊
か
ら
な
る
当
時
と
し
て
は
か
な
り
充
実
し
た
郷
土
誌
の
試

み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
「
種
子
島
の
文
学
と
民
謡
」
と
題
す
る
冊
子
の
中
に
民
謡
や
芸

能
の
歌
詞
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
私
は
原
本
は
見
て
お
ら
ず
、
二
十
年
ほ
ど
前
に
屋
久
町

教
育
委
員
会
所
蔵
の
コ
ピ
ー
を
さ
ら
に
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
参
照
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
写
り
が
よ
く
な
く
、
刊
行
年
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
同
書
原
本
を
下
野
敏
見
氏
は
見
て

お
り
、
下
野
氏
は
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
、
註
１
０
を
参
照
）
二
五
五
頁

で
昭
和
十
年
と
し
て
い
る
。

10  

下
野
敏
見
氏
の
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
は
昭
和
三
十
八
年
、
タ
イ
プ
印
刷
で
種
子

島
博
物
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
種
子
島
の
民
俗
芸
能
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
画
期
的
な

書
物
で
、
長
い
間
入
手
不
可
だ
っ
た
が
、
平
成
二
十
二
年
、
鹿
児
島
市
の
南
方
新
社
よ
り

増
補
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
は
多
く
の
情
報
を
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
。
大
黒
舞
は

二
五
五
頁
。

11　

下
野
敏
見
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
）
二
四
九
～
二
五
三
頁
。
な
お
本

書
三
一
一
頁
以
下
に
は
、
平
成
四
年
に
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
鹿
児

島
県
の
民
俗
芸
能
ー
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告
書
ー
』
に
収
載
の
「
平
山
の
座
敷
舞
」
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。

12　

下
野
敏
見
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
）
二
五
五
頁
で
、
下
野
氏
は
「
座

踊
と
し
て
あ
っ
た
。
タ
オ
ル
を
被
っ
て
、手
足
を
忙
し
く
動
か
し
て
踊
っ
た
。
ホ
ー
イ
ホ
ー

イ
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
る
が
、
別
に
踊
の
型
は
な
い
」
と
書
い
て
い
る
の
で
、
座
敷
舞

の
一
種
と
見
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

13　

下
野
敏
見
『
種
子
島
民
俗
能
集
』（
南
方
新
社
）
二
五
二
～
二
五
五
頁

14　

著
者
の
『
南
西
諸
島
の
民
俗
Ⅱ
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
（
四
三
三
頁
以
下
）。

15　
『
南
九
州
の
民
俗
芸
能
』（
未
来
社
、
昭
和
五
十
五
年
）
一
七
四
～
一
七
五
頁
。
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16　

註
２
を
参
照
。

17　

註
１
を
参
照
。

18　
『
み
な
み
た
ね
の
民
謡
』
は
平
成
九
年
発
行
の
プ
リ
ン
ト
。
南
種
子
町
教
育
委
員
会

所
蔵
を
参
照
し
た
。

19　

南
種
子
町
教
育
委
員
会
所
蔵
の
保
存
資
料
の
中
に
あ
る
。

20　

下
野
敏
見
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
）
二
五
三
～
二
五
五
頁
。

21　

註
18
に
同
じ
。

22　

註
14
に
同
じ
。

23　

註
18
に
同
じ
。

24　

註
18
に
同
じ
。

25　

註
９
参
照
。

26　

註
18
に
同
じ
。

27　

註
２
参
照
。

28　

註
９
参
照
。

29　

た
と
え
ば
『
出
水
市
の
生
活
伝
承
』（
出
水
市
教
育
委
員
会
、
平
成
六
十
一
年
）
な

ど
に
よ
る
。
旧
高
尾
野
町
（
現
出
水
市
）
の
鳥
刺
踊
も
下
野
氏
の
『
南
九
州
の
民
俗
芸
能
』

（
未
来
社
、
昭
和
五
十
五
年
）
一
七
七
頁
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
県
外
で
は
『
長
崎

県
の
民
謡
』（
長
崎
県
教
育
委
員
会
、昭
和
六
十
三
年
）
に
、長
崎
県
南
高
来
郡
国
見
町
（
現

雲
仙
市
）
他
に
あ
る
同
系
芸
能
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

30　

 

桑
山
太
市
著
『
新
潟
県
民
俗
芸
能
誌
』（
錦
正
社
、
昭
和
四
十
七
年
）
五
〇
六
～

五
〇
七
頁
。

31　

前
掲
書
五
六
二
頁
。

32　

前
掲
書
五
六
九
～
五
七
一
頁
。

33　

前
掲
書
五
七
五
～
五
七
六
頁
。

34　

ウ
ェ
ブ
上
で
「
杓
子
舞
」
を
検
索
す
る
と
い
く
つ
か
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
そ
れ
ら
の
う

ち
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
歌
詞
か
ら
同
系
と
判
断
し
た
。

35　

こ
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
十
数
年
に
わ
た
り
奄
美
な
ど
を
一
緒
に
調
査
し
た
故
内
田
る

り
子
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
た
ま
た
ま
こ
の
曲
が
録
音
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
歌
詞
カ
ー
ド
に
よ
っ
た
。

36　

日
本
放
送
協
会
篇
『
復
刻
日
本
民
謡
大
観
東
北
篇
』
に
付
属
の
Ｃ
Ｄ
解
説
（
八
三
頁
）

に
は
同
系
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
こ
の
種
の
唄
は
、
は
じ
め
か
ら
鳥
刺
し
舞
な

ど
も
含
め
て
、
狂
言
的
な
形
で
、
滑
稽
舞
の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

37　

岩
波
書
店
刊
行
の
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
・
狂
言
歌
謡
』（
平

成
五
年
）

38　

前
掲
書
三
二
六
頁
。

39　

註
38
に
同
じ
。

　
第
五
節
　
座
敷
舞
の
伝
承

　

座
敷
舞
は
一
人
の
舞
手
に
対
し
て
、
大
勢
が
囃
し
手
と
な
り
、
鳥
刺
し
舞
な
ら
ば
「
鳥

刺
し
舞
を
み
さ
い
な
、
鳥
刺
し
舞
を
み
さ
い
な
」
と
、
手
を
打
っ
て
囃
す
も
の
で
あ
る
。

　
　

一
、
鳥
刺
し
舞

　

ま
ず
囃
し
手
と
、
全
員
が
座
っ
て
い
て
、「
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
、
鳥
刺
し
舞
は
み

さ
い
な
」
と
囃
す
と
、
舞
手
は
手
拭
い
を
頭
に
の
せ
る
。
舞
手
が
、「
あ
ー
、
鳥
刺
し
舞

と
は
や
さ
れ
て
、
鳥
刺
し
舞
を
や
る
の
っ
て
、
も
ひ
と
つ
囃
し
を
頼
み
あ
ぎ
ょ
う
」
と
い

い
つ
つ
、
準
備
を
す
る
。
次
に
囃
し
が
「
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い

な
」
と
言
っ
て
、
鳥
刺
し
の
竹
を
持
っ
て
立
ち
あ
が
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
舞
手
は
「
あ

～
、
も
う
ひ
と
つ
囃
し
を
頼
み
あ
ぎ
ょ
う
」
と
言
っ
て
竹
を
持
つ
。
そ
し
て
舞
手
が
立
つ

と
、「
あ
ー
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
舞
手
が
「
今
日
は
正
月
二
日
、
二
日
の
日
は
よ
こ
ー
て
」
と
い
い
、「
あ
ー
、

三
日
の
日
な
ん
だ
ぁ
、鳥
刺
し
な
ん
で
行
こ
う
よ
」と
、構
え
る
。す
る
と
囃
し
手
が「
あ
ー
、

鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
」
と
、
囃
す
。

　

す
る
と
、舞
手
が
「
あ
ー
、上
の
野
っ
原
の
小
山
を
ば
歩
け
ば
、さ
る
け
ば
」
と
歩
み
、「
鳩

が
一
羽
、
ク
ー
ッ
ク
ー
、
ト
ゥ
ル
ー
ッ
、
ク
ー
ッ
ク
ー
、
ト
ゥ
ル
ー
ッ
、
と
ぬ
っ
か
ら
返

す
と
こ
ろ
に
」
と
ひ
と
ま
わ
り
ま
わ
る
。
舞
手
は
「
こ
の
鳥
刺
し
が
耳
に
入
っ
て
、
刺
そ
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う
ま
い
か
と
思
っ
た
」
と
い
い
、「
お
い
ど
も
、
こ
ー
ど
も
、
ど
ー
め
く
な
、
よ
か
所
の

む
く
ろ
羽
根
な
ん
ど
も
く
り
ょ
う
ぞ
」
と
言
っ
て
、
腰
を
落
と
し
、「
山
モ
チ
を
ば
べ
っ

た
り
こ
ー
と
、
塗
っ
つ
け
て
」
と
竹
の
棒
の
先
に
山
モ
チ
を
つ
け
る
。

　

そ
し
て
、「
や
っ
、
こ
の
向
き
と
か
ま
え
た
」
と
鳥
を
め
が
け
る
。
囃
し
方
が
「
あ
ー
、

鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。
舞
手
は
「
あ
ー
、
い
っ
と

刺
し
て
お
っ
と
っ
て
」
と
、
竹
の
棒
を
た
ぐ
り
寄
せ
、
舞
手
は
「
こ
ま
か
鳥
の
こ
と
な
れ

ば
、
左
の
た
も
と
へ
バ
ー
タ
バ
タ
」
と
い
い
、
囃
し
の
「
あ
ー
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
、

鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
」
と
い
う
の
に
合
わ
せ
て
、
左
の
た
も
と
に
入
れ
る
。
そ
こ
で
舞

手
は
「
あ
ー
、
も
ひ
と
つ
囃
し
を
頼
み
あ
ぎ
ょ
う
」
と
い
う
。

　

囃
し
は
「
あ
ー
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。
舞
手

は
棒
を
右
手
に
も
っ
て
右
肩
に
か
つ
ぎ
、
左
手
は
握
っ
て
後
腰
に
ま
わ
し
、
そ
の
場
を
ひ

と
回
り
す
る
。

　

そ
し
て
舞
手
は
「
あ
の
ま
た
上
の
小
山
の
野
原
を
ば
、
ま
た
歩
け
ば
、
さ
る
け
ば
」
と

歩
き
ま
わ
る
。
そ
し
て
舞
手
は
「
ケ
ン
ケ
ン
鳥
が
一
羽
」「
ケ
ー
ン
ケ
ン
、バ
タ
バ
タ
、ケ
ー

ン
ケ
ー
ン
バ
タ
バ
タ
と
ま
た
ぬ
っ
か
ら
返
す
と
こ
ろ
に
、
こ
の
鳥
刺
し
が
耳
に
入
っ
て
、

刺
そ
う
ま
い
か
と
思
っ
た
」
と
キ
ジ
が
い
る
方
向
に
向
か
っ
て
、
鳥
を
刺
そ
う
と
す
る
。

　

ま
た
舞
手
は
後
ろ
に
い
る
子
ど
も
の
方
を
向
い
て
、
右
手
で
さ
と
す
よ
う
に
し
、「
ま

た
山
モ
チ
を
ば
、
べ
っ
た
り
こ
と
塗
つ
け
て
、
や
っ
、
こ
の
向
き
と
か
ま
え
た
」
と
い
う
。

囃
し
は
「
あ
ー
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
、
鳥
刺
し
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
の
に
合
わ

せ
、「
あ
ー
、ぐ
い
っ
と
刺
し
て
お
っ
と
っ
て
、ふ
と
か
鳥
の
こ
と
な
れ
ば
、腰
の
縄
へ
バ
ー

タ
バ
タ
、
ケ
ン
ケ
ン
バ
タ
バ
タ
、
イ
ン
タ
ー
ン
タ
ー
ン
」
と
い
う
の
に
合
わ
せ
、
い
そ
い

で
し
ま
い
に
す
る
。

　
　

二
、
島
間
の
バ
ッ
ク
ー
舞

　

こ
の
舞
い
を
す
る
の
に
、
舞
い
手
は
黒
い
足
袋
を
は
き
、
バ
ッ
ク
ー
舞
（
ひ
き
が
え
る
）

に
ふ
さ
わ
し
い
、
丈
の
短
い
着
物
を
着
て
、
手
拭
い
を
手
に
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
舞
手

は「
バ
ッ
ク
ー
舞
い
を
や
る
に
よ
っ
ち
ぇ
、し
ゃ
ん
と
囃
し
を
た
も
ろ
う
ぞ
」と
言
い
つ
つ
、

手
拭
を
頭
に
か
ぶ
る
。
囃
し
方
は
「
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い

な
」
と
囃
す
、
舞
手
は
「
も
ひ
と
つ
囃
し
を
た
も
ろ
う
か
い
」
と
言
う
。
囃
し
は
「
バ
ッ

ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。

　

舞
手
は
、「
バ
ッ
ク
ー
舞
と
い
う
も
の
は
、
正
月
の
流
し
時
に
出
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
ク
ロ

ジ
ョ
ー
（
ゴ
キ
ブ
リ
）
な
ん
ど
を
取
っ
ち
ぇ
食
お
う
と
思
う
ち
ぇ
、
こ
の
場
所
に
は
み
出

し
た
ぁ
」
と
言
う
。

　

囃
し
方
は
、「
あ
ー
、バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」と
は
や
す
。

こ
の
間
、
舞
手
は
ひ
き
が
え
る
の
よ
う
に
、
四
本
足
が
う
ご
め
き
ま
わ
っ
て
い
る
。

　

舞
手
は
「
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
考
え
に
ゃ
、
今
夜
な
ん
だ
ぁ
、
夜
も
良
か
晩
じ
ゃ
と
思

う
ち
ぇ
、
ク
ロ
ジ
ョ
ー
も
ど
っ
さ
り
お
っ
ち
ゃ
な
っ
か
と
思
う
ち
ぇ
、
こ
の
隅
に
構
え

た
ぁ
ー
」
と
言
う
。
囃
し
は
「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ

い
な
」
と
い
う
。

　
「
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
ほ
う
て
行
っ
こ
っ
た
ば
、
案
の
定
ふ
っ
と
か
ク
ロ
ジ
ョ
ー
が
」
出

て
き
た
の
で
、
身
を
か
が
め
て
、「
ぐ
っ
と
、
ひ
ん
呑
う
じ
ぇ
」
呑
み
こ
ん
だ
さ
ま
を
す

る
。
そ
し
て
、
舞
手
が
「
あ
の
隅
か
ら
も
、
こ
の
隅
か
ら
も
、「
ぐ
っ
と
ひ
ん
呑
う
じ
ぇ
」

と
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、両
手
を
あ
げ
て
呑
み
こ
む
さ
ま
を
す
る
。
囃
子
は
「
あ
ー
、バ
ッ

ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。

　

舞
手
は
「
そ
う
そ
う
し
ょ
う
っ
た
ば
、
い
つ
の
間
に
か
夜
も
更
け
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
バ
ッ

ク
ー
ど
ん
の
考
え
に
ゃ
今
夜
な
ん
だ
ぁ
、
ど
っ
か
そ
の
辺
に
宿
を
と
ら
ん
ば
じ
ゃ
が
と
、

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
考
え
た
ぁ
～
」
と
い
う
。

　

囃
し
は
、「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
、
囃

す
。
舞
手
は
「
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
考
え
に
ゃ
、
こ
の
玄
関
の
敷
居
の
下
な
ん
ど
に
身
を
構

え
た
ぁ
ー
」
と
い
う
。
囃
し
は
「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み

さ
い
な
」
と
言
う
。

　

舞
手
は
「
そ
う
そ
う
し
ょ
う
た
ば
、
夜
中
な
ん
ど
に
な
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
爺
な
ん
ど
が

小
便
し
か
ぁ
な
ん
で
ぇ
起
き
ち
ぇ
、
バ
ッ
ク
ー
の
横
っ
腹
な
ん
ど
を
ば
、
ポ
コ
リ
と
蹴
と

ば
し
た
ぁ
」
と
、い
う
動
作
を
す
る
。
囃
し
は
「
あ
ー
、バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、バ
ッ

ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。

　

舞
手
は
「
次
の
晩
方
に
な
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
今
夜
こ
さ
ぁ
良
か
と
こ
り
ぇ
宿
を
と
ら
ん

ば
じ
ゃ
が
と
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
は
考
え
た
ぁ
」
と
言
う
。

　

囃
し
は
「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。

舞
手
は
、「
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
考
え
に
ゃ
、
あ
の
台
所
の
し
ぇ
し
ぇ
ぇ
な
ぎ
の
イ
カ
な
ん
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ど
の
上
に
、
ポ
コ
リ
と
跳
び
の
っ
た
ぁ
ー
」
と
い
う
。
囃
し
は
、「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞

は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。

　

舞
手
は
「
そ
う
そ
う
し
ょ
っ
た
ば
、
夜
明
け
な
ん
ど
に
な
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、」
と
い
い
、

「
鶏
な
ん
ど
が
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
い
い
、「
バ
タ
バ
タ
バ
タ
ー
、
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
、
バ
タ

バ
タ
バ
タ
ー
と
う
と
う
た
ぁ
」
と
羽
音
を
た
て
る
。
囃
し
は
「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み

さ
い
な
、
あ
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
、
囃
す
。

　

そ
し
て
、
舞
手
は
「
そ
う
そ
う
し
ょ
っ
た
ば
、
爺
な
ん
ど
が
起
き
て
き
ち
ぇ
、
婆
じ
ょ

う
早
う
起
き
ち
ぇ
、
わ
ー
も
カ
ラ
イ
モ
な
ん
で
ぇ
も
、
火
も
入
れ
ん
か
い
と
言
う
た
ぁ
」

と
言
う
。

　

囃
し
が
、「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。

　

舞
手
は
「
そ
う
そ
う
し
ょ
う
た
ば
、
婆
じ
ょ
う
な
ん
ど
が
起
き
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
ふ
っ
と

か
泥
ガ
マ
な
ん
ど
、
火
を
入
れ
た
あ
」
と
い
う
。
そ
し
て
囃
し
は
「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞

は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
囃
す
。

　

舞
手
は
「
そ
う
そ
う
し
ょ
う
た
ば
、
カ
ラ
イ
モ
の
し
ゅ
り
な
ん
ど
が
、
グ
タ
グ
タ
グ
タ

グ
タ
と
、た
ぎ
ら
ぁ
っ
た
ぁ
」
と
い
い
、囃
し
は
「
ア
ー
、バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、バ
ッ

ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
い
う
。

　

舞
手
は
「
そ
う
そ
う
し
ょ
っ
た
ば
、
カ
ラ
イ
モ
な
ん
ど
も
煮
え
た
あ
ん
ば
ぁ
に
、
ふ
っ

と
か
泥
ガ
マ
の
し
ゅ
り
な
ん
ど
う
ば
、し
た
み
出
し
た
ぁ
ー
」
と
言
う
。
囃
し
は
、「
あ
ー
、

バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と

い
う
。

　

舞
手
が
「
そ
の
し
た
み
出
し
た
ぁ
し
ゅ
り
な
ん
ど
が
、
バ
ッ
ク
ー
の
寝
ち
ぇ
る
ビ
ン
タ

か
ら
背
中
な
ん
ど
さ
な
ぁ
、
い
っ
か
け
ら
れ
た
ぁ
ー
」
と
い
い
、
捨
て
ら
れ
た
煮
汁
が
か

け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
ー
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
は
や

さ
れ
る
。

　

舞
手
は
「
こ
こ
じ
ゃ
い
け
ん
と
思
う
ち
ぇ
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
は
そ
の
場
を
と
び
出
し

た
ぁ
ー
」
と
い
う
。
囃
し
方
は
「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み

さ
い
な
」
と
は
や
す
。

　

そ
し
て
、
舞
手
が
「
そ
う
そ
う
し
ょ
う
っ
た
ば
、
鶏
な
ん
ど
が
ヒ
ョ
コ
な
ん
ど
う
は
連

れ
の
ー
ち
ぇ
来
て
、
バ
ッ
ク
ー
の
や
け
じ
ょ
う
を
し
て
る
ビ
ン
タ
か
ら
背
中
な
ん
ど
さ

な
ぁ
、
つ
く
じ
始
め
た
ぁ
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
囃
し
は
「
あ
ー
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ

い
な
、バ
ッ
ク
ー
舞
は
み
さ
い
な
」
と
は
や
す
。
そ
し
て
、ま
た
舞
手
は
「
ま
ぁ
ー
ま
ぁ
ー

突
く
じ
れ
ば
突
く
じ
も
ん
じ
ゃ
、血
も
涙
も
な
か
も
ん
じ
ゃ
と
思
う
ち
ぇ
」と
言
い
、「
バ
ッ

ク
ー
ど
ん
は
、
そ
の
場
に
ひ
っ
く
り
返
っ
た
ぁ
ー
」
と
言
っ
て
終
わ
る
。

　
　

三
、
平
山
の
婆
じ
ょ
う
舞

　

婆
じ
ょ
う
舞
を
始
め
る
の
に
あ
た
り
、
一
座
の
も
の
が
、「
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
、

婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
い
う
。
婆
じ
ょ
う
と
は
婆
さ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
み
ん
な

が
座
っ
て
い
る
の
で
、は
じ
め
は「
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
、婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」

と
は
や
さ
れ
る
。舞
手
は「
あ
ー
、婆
じ
ょ
う
舞
と
は
や
さ
れ
て
、婆
じ
ょ
う
舞
を
や
る
の
っ

て
、
も
う
ひ
と
つ
囃
し
を
頼
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
。
舞
手
は
手
拭
い
で
姉
さ
ん
か
ぶ
り

を
し
、
右
手
で
枝
を
持
つ
。
囃
し
は
「
あ
ー
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
、
婆
じ
ょ
う
舞
は

み
さ
い
な
」
と
い
う
。
舞
手
は
「
あ
ー
、
三
人
の
娘
を
持
っ
て
お
っ
た
れ
ば
、
一
人
は
米

里
て
ぇ
、
一
人
は
野
里
て
ぇ
、
一
人
は
浜
里
て
ぇ
、
婿
を
と
っ
て
お
っ
た
れ
ば
、
米
里
の

娘
な
ん
ど
が
し
ょ
う
よ
う
（
御
馳
走
）
な
ん
ど
と
い
う
の
っ
て
、お
い
じ
ょ
う
（
爺
さ
ん
）

な
ん
だ
ぁ
家
お
ら
し
て
」
と
い
い
、「
か
た
腰
振
っ
て
、し
ょ
う
よ
う
な
ん
で
ぇ
行
こ
う
よ
」

と
い
う
。

　

囃
し
は
「
あ
ー
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
、
前
へ

行
っ
た
り
、
後
ず
さ
り
を
す
る
。
そ
し
て
、
舞
手
は
「
あ
ー
、
米
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば
、

い
ゃ
こ
く
さ
か
（
古
く
さ
い
、か
ま
ひ
っ
つ
け
た
）
飯
を
ば
」
と
い
う
。
座
っ
た
ま
ま
で
、

右
手
で
「
ま
っ
こ
う
ば
か
り
」
と
し
、ま
た
左
手
で
「
こ
う
ば
か
り
」
と
し
、舞
手
が
「
盛

り
上
げ
て
、
積
み
上
げ
て
、
そ
ら
姥
あ
が
れ
、
そ
ら
姥
あ
が
れ
と
言
う
け
れ
ど
」
と
勧
め

ら
れ
る
が
、
舞
手
は
「
さ
ら
さ
ら
い
ゃ
っ
た
と
」
で
、
右
手
を
顔
の
前
で
二
回
振
っ
て
、

お
い
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
仕
草
を
す
る
。

　

そ
し
て
、囃
し
は
「
あ
～
、婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
、婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
、

囃
す
。
舞
手
は
「
も
ひ
と
つ
囃
し
を
頼
み
あ
ぎ
ょ
う
」
と
い
う
。
囃
子
は
、「
あ
ー
婆
じ
ょ

う
舞
は
み
さ
い
な
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
い
っ
て
、
そ
の
場
を
ひ
と
回
り
す
る
。

　

舞
手
は
「
も
ひ
と
つ
囃
し
を
頼
み
あ
ぎ
ょ
う
」
と
言
い
、
囃
し
は
「
あ
ー
、
婆
じ
ょ
う

舞
は
み
さ
い
な
、婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
い
い
、「
あ
の
ま
た
野
里
の
娘
な
ん
ど
が
、



ま
た
し
ょ
う
よ
う
な
ん
ど
と
い
う
の
っ
て
、
ま
た
、
し
ょ
う
よ
う
の
好
き
な
姥
の
こ
と
な

れ
ば
、
あ
い
じ
ょ
う
な
ん
だ
ぁ
家
お
ら
し
て
、
ま
た
、
か
た
腰
振
っ
て
、
し
ょ
う
よ
う
な

ん
で
ぇ
行
こ
よ
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
囃
し
は
「
あ
ー
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と

い
っ
て
、
杖
を
置
く
。
舞
手
は
「
あ
ー
、
野
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば
、
粟
の
飯
を
ば
、
ま

た
、
ま
っ
こ
う
ば
か
り
、
こ
う
ば
か
り
と
い
い
、「
盛
り
上
げ
て
、
積
み
上
げ
て
」
と
い
い
、

「
そ
ら
姥
あ
が
れ
、そ
ら
姥
あ
が
れ
と
い
う
け
れ
ど
」、「
粟
飯
の
好
き
な
姥
の
こ
と
な
れ
ば
、

ま
た
、
さ
ら
さ
ら
じ
ゃ
っ
た
と
お
い
じ
ょ
う
な
な
ん
で
ぇ
言
お
う
よ
」
と
言
う
。
囃
し
は

「
あ
ー
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
言
う
。

舞
手
は
「
あ
ー
、も
ひ
と
つ
囃
子
と
頼
み
あ
ぎ
ょ
う
」
と
い
い
、囃
し
は
「
あ
ー
、婆
じ
ょ

う
舞
は
み
さ
い
な
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
い
っ
て
、
杖
を
つ
い
て
歩
き
な
が
ら
、

そ
の
場
を
ひ
と
回
り
す
る
。

　

舞
手
は
、「
あ
の
ま
た
、
海
里
な
ん
ど
が
、
ま
た
し
ょ
う
よ
う
な
ん
ど
と
い
う
の
っ
て
、

し
ょ
う
の
好
き
な
姥
の
こ
と
な
れ
ば
、
お
い
じ
ょ
う
な
ん
だ
ぁ
家
お
ら
し
て
」
と
い
っ
て

左
手
に
持
ち
替
え
、
爺
さ
ん
が
家
に
い
る
よ
う
な
仕
草
を
す
る
。
舞
手
が
「
か
た
腰
振
っ

て
、
し
ょ
う
よ
う
な
ん
で
ぇ
行
こ
ー
よ
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
囃
し
は
「
あ
ー
、
婆
じ
ょ

う
舞
は
み
さ
い
な
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
い
っ
て
、
座
る
。

　

そ
し
て
、舞
手
が
「
あ
ー
、海
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば
、カ
メ
イ
オ
（
海
亀
）
の
テ
ー
ラ
ー

（
腕
）
を
ば
、
ま
っ
こ
う
ば
か
り
、
こ
う
ば
か
り
」
と
言
い
、「
ま
た
、
盛
り
上
げ
て
、
積

み
上
げ
て
」
と
い
い
、「
そ
ら
姥
あ
が
れ
、
そ
ら
姥
あ
が
れ
と
い
う
け
れ
ど
、
歯
の
な
か

姥
の
こ
と
な
れ
ば
、か
ー
す
い
ば
っ
ち
ゃ
と
い
っ
て
、ひ
ん
投
げ
、か
ー
す
い
ば
っ
ち
ゃ
ー
、

ひ
ん
投
げ
、
縁
の
下
お
っ
た
へ
こ
ん
こ
な
ん
ど
か
ほ
ー
め
い
い
ゃ
っ
た
と
言
お
う
よ
」
と

い
い
、
囃
し
は
「
あ
ー
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
、
婆
じ
ょ
う
舞
は
み
さ
い
な
」
と
い
っ

て
終
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
川　

周
平
）
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平山の鳥刺し舞（１）
１（囃子）｢鳥刺し舞はみーさーいな、鳥刺し舞はみーさいな｣

３（囃子）｢鳥刺し舞はみーさーいな、鳥刺し舞はみーさいな｣

５（囃子）｢鳥刺し舞はみーさーいな、鳥刺し舞はみーさいな｣

２（舞手）｢鳥刺し舞とはやされて、鳥刺し舞をやるのって、もひ　
　　　　　とつ囃子を頼みましょ｣

４（舞手）｢もひとつ囃子を頼みましょ｣

　　鳥刺し舞を始めるにあたり、座にいる人が ｢ 一
いちぞう

三（舞手の名前）、鳥
　刺し舞をやっちぇみらんかよー｣ と鳥刺し舞をするように言って、囃子
　を始める。

　　座にいる人たちは、もう一度、囃子をする。
　　舞手はゆっくり立ち上がりながら、舞いやすいように着物の裾をまく
　り上げる。

　　舞手は囃子の間、頭に巻いた手ぬぐいのずれなどを直しながら、舞の
　準備をする。
　　舞手はまだ準備ができていない場合、準備ができるまで、囃子を頼む
　言葉を繰り返し言う。

　　舞手は囃子をうけて、手ぬぐいを取り出し、頭に巻きながら、「もう一度、
　囃子を頼む」と言う。
　

　　舞手は下にあった鳥刺しの棒を手に取りながら、「もう一度、囃子を頼
　む」と言う。
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平山の鳥刺し舞（２）
６（舞手）｢今日は正月２日｣

８（舞手）｢３日の日なんだぁ｣

10（舞手）｢上の野っ原の小山を歩けーば、さるけーば｣

７（舞手）｢２日の日はよーこーて｣

９（舞手）｢鳥刺しなんでぇ行こうよ｣
　（囃子）｢鳥刺し舞はみーさーいな、鳥刺し舞はみーさいな｣

　　舞手は右手に鳥刺し棒を持って右肩にかけ、左手は「今日は正月２日」
　という言葉に合わせて、ジャンケンのチョキのようにして２日を表す。
　両膝を折って中腰になり、左足を１歩前に出して言う。

　　舞手は右手に鳥刺しの棒を持って右肩にかけ、左手は「３日の日」と
　いうのに合わせて、３本の指を出し、３日を表す。両膝を折って中腰に
　なり、左足を１歩前に出しながら言う。

　　舞手は左手でこぶしをつくって後腰にまわし、右手は棒を持って右
　肩に担ぐ。そして、中腰で前に出していた左足を横に１歩引いて、次
　に右足を左側へ１歩、さらに左足を右後ろへ引き、最後にそのまま後へ
　引く。
　＊これは鳥を探そうと、野原の小山を歩きまわっている様子を表しており、足
　を運ぶ回数などに決まりはない。また、こぶしをつくって後腰にまわす仕草は、
　舞の師匠がそのようにしている仕草をまねたものである

　　舞手は右手に鳥刺しの棒を持って右肩にかけ、左手は「よーこーて
　（休んでという意味）」というのに合わせて、左手でこぶし（枕を表す）
　をつくり、左耳にあてて、寝ている（休んでいる）様子を表す。中腰状態
　で、右足をつま先と踵が横向きになった状態で、１歩前に出す。

　　舞手は両手で鳥刺しの棒を持って、鳥を刺す仕草をする。両膝もしっ
　かり落として構える。
　　ここで囃子となり、舞手は囃子に合わせて、ゆっくりと左足を１歩前
　へ、次に右足を前に出す。
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平山の鳥刺し舞（３）
11（舞手）｢鳩とーが１羽｣

13（舞手）｢この鳥刺しが耳に入って｣

15（舞手）｢おいども、こーども、どーめくな、よか所のむくろ羽　
　　　　　根なんどもくーりょうぞ｣

12（舞手）｢クーックー、トゥルーッ、クーックー、トゥルーッ、
　　　　　　とぬっから返すところに｣

14（舞手）｢刺そうまいかと思った｣

　　舞手は左手を１本指にし、鳩が１羽いることを表す。足は止まったま
　まで中腰。

　　舞手は左手を左耳にあて、鳩の鳴き声が聞こえたことを表す。足は
　止まったまま。

　　舞手は後からついてきている子どもたちの方を向いて、鳩が逃げるか
　ら騒がないようにと、右手で諭すような仕草をする。
　＊「よか所のむくろ羽根もくーりょうぞ」は、良いむくろ羽根（羽子板の羽根）
　をくれるから（騒がないでくれ）の意味。

　　舞手は中腰で、右足をつま先と踵が横向きになった状態で１歩前に出
　し、両手で鳥刺しの棒を持って、鳩のいる方向へ見つからないように忍
　び足で近づきながら、鳩を刺そうとする。

　　舞手は「クーックー」のところで、左手を左腿に置き、「トゥルーッ」の
　ところで、少し早足で左手で左腿を叩きながら（鳩が羽をバタバタさせ
　ている様子を表す）左方向へ回り、２度目の「クーックー、トゥルーッ」で
　同様の動作を行いながら後方向へ回り、その場をひと回りする。
　＊この仕草も鳩の動作をまねてるだけで、必ずこのように動かなければいけない
　ということはないが、舞の師匠の動きをまねてこの動作をしている。（自分で鳩
　を観察して創作したものではない）。

− 36 −
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平
山

の
鳥

刺
し

舞
（

４
） 16

（
舞

手
）

｢山
モ

チ
を

ば
、

べ
っ

た
り

こ
ー

と
、

塗
っ

つ
け

て
｣

18
（

舞
手

）
｢あ

ー
、

じ
ー

っ
と

刺
し

て
お

っ
と

っ
て

｣

17
（

舞
手

）
｢や

っ
、

こ
の

向
き

と
か

ー
ま

え
た

｣
　

   （
囃

子
）「

鳥
刺

し
舞

は
み

ー
さ

ー
い

な
、

鳥
刺

し
舞

は
み

ー
さ

い
な

」

19
（

舞
手

）
｢こ

ー
ま

か
鳥

の
こ

と
な

れ
ば

、
左

の
た

も
と

へ
、

バ
ー

タ
バ

タ
｣

　
（

囃
子

）
｢鳥

刺
し

舞
は

み
ー

さ
ー

い
な

、
鳥

刺
し

舞
は

み
ー

さ
い

な
｣

　
　

舞
手

は
両

膝
を

つ
い

て
座

り
、

捕
え

た
鳥

を
確

認
し

て
、

こ
ま

か
鳥

（
小

さ
い

鳥
）

　
だ

っ
た

の
で

、
左

の
袖

の
た

も
と

に
入

れ
て

い
る

仕
草

を
す

る
。

　
　

こ
こ

で
、

ま
た

囃
子

と
な

る
。

　
　

舞
手

は
山

モ
チ

を
塗

り
つ

け
た

後
、

立
ち

上
が

り
、

鳩
が

木
に

止
ま

っ
て

い
る

方
　

向
に

ね
ら

い
を

定
め

て
鳥

刺
し

の
棒

を
持

っ
て

構
え

る
。

　
　

そ
の

後
、

舞
手

は
囃

子
に

合
わ

せ
て

ゆ
っ

く
り

と
右

足
を

つ
ま

先
と

踵
が

横
向

　
き

に
な

っ
た

状
態

で
1

歩
前

に
出

し
、

次
に

左
足

を
右

前
に

交
差

さ
せ

な
が

ら
1

　
歩

踏
み

出
し

、
さ

ら
に

、
右

足
を

前
に

出
し

て
構

え
る

。

　
　

舞
手

は
左

足
を

立
て

て
し

ゃ
が

み
、

鳥
刺

し
棒

の
先

に
、

山
モ

チ
（

鳥
モ

チ
）

を
べ

っ
　

と
り

塗
り

つ
け

て
い

る
仕

草
を

す
る

。

　
　

舞
手

は
鳩

を
山

モ
チ

の
つ

い
た

棒
で

刺
し

た
後

、
捕

え
た

鳩
を

取
ろ

う
と

棒
を

た
　

ぐ
り

寄
せ

る
。

20
（

舞
手

）
｢も

ひ
と

つ
囃

子
を

頼
み

ま
し

ょ
｣

　
（

囃
子

）
｢鳥

刺
し

舞
は

み
ー

さ
ー

い
な

、
鳥

刺
し

舞
は

み
ー

さ
い

な
｣

　
　

舞
手

は
ゆ

っ
く

り
立

ち
上

が
り

、
再

度
、

囃
子

を
頼

み
、

囃
子

と
な

る
。

　
　

舞
手

は
右

手
に

鳥
刺

し
の

棒
を

持
っ

て
右

肩
に

担
ぎ

、
左

手
は

こ
ぶ

し
を

つ
く

っ
て

　
後

腰
に

ま
わ

し
、

中
腰

で
ゆ

っ
く

り
と

歩
き

な
が

ら
そ

の
場

を
ひ

と
回

り
す

る
。
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平
山

の
鳥

刺
し

舞
（

５
） 21

（
舞

手
）

｢あ
の

ま
た

、
上

の
小

山
の

野
っ

原
を

ば
、

ま
た

歩
け

ー
ば

、
さ

る
　

　
　

　
　

　
け

ー
ば

｣

23
（

舞
手

）
｢ケ

ー
ン

ケ
ー

ン
、バ

タ
バ

タ
、ケ

ー
ン

ケ
ー

ン
、バ

タ
バ

タ
と

ま
た

、

　
　

　
　

　
　

ぬ
っ

か
ら

返
す

と
ー

こ
ろ

に
｣

25
（

舞
手

）
｢刺

そ
う

ま
い

か
と

思
っ

た
｣

22
（

舞
手

）
｢ケ

ン
ケ

ン
鳥

が
１

羽
｣

24
（

舞
手

）
｢こ

の
鳥

刺
し

が
耳

に
入

っ
て

｣

　
　

舞
手

は
左

手
を

1
本

指
に

し
、

ケ
ン

ケ
ン

鳥
（

キ
ジ

の
こ

と
）

が
1

羽
い

る
こ

と
　

を
表

す
。

足
は

止
ま

っ
た

ま
ま

で
中

腰
。

　
　

舞
手

は
左

手
で

こ
ぶ

し
を

つ
く

っ
て

後
腰

に
ま

わ
し

、
右

手
は

鳥
刺

し
の

棒
を

持
っ

　
て

右
肩

に
担

ぐ
。

中
腰

で
右

足
を

左
前

に
交

差
し

な
が

ら
1

歩
踏

み
出

し
、

次
に

左
　

足
を

右
側

に
交

差
し

な
が

ら
1

歩
踏

み
出

す
。

　
＊

こ
れ

は
、

ま
た

、
２

羽
目

の
鳥

を
探

そ
う

と
、

野
原

の
小

山
を

歩
き

回
っ

て
い

る
仕

草
で

、
　

必
ず

こ
の

動
き

と
い

う
わ

け
で

な
く

、
回

り
を

見
渡

す
よ

う
な

仕
草

を
す

れ
ば

良
い

。

　
　

舞
手

は
「

ケ
ー

ン
ケ

ー
ン

」
の

と
こ

ろ
で

、
左

手
を

左
腿

に
置

き
、「

バ
タ

バ
タ

」
　

の
と

こ
ろ

で
、

少
し

早
足

で
左

手
で

左
腿

を
叩

き
な

が
ら

（
キ

ジ
が

羽
を

バ
タ

バ
タ

　
さ

せ
て

い
る

様
子

を
表

す
）

左
方

向
へ

回
り

、
２

度
目

の
「

ケ
ー

ン
ケ

ン
、

バ
タ

バ
タ

」
　

で
同

様
の

動
作

を
し

な
が

ら
、

後
ろ

方
向

へ
回

り
、

そ
の

場
を

ひ
と

回
り

す
る

。

　
　

舞
手

は
左

手
を

左
耳

に
あ

て
、

キ
ジ

の
鳴

き
声

が
聞

こ
え

た
こ

と
を

表
す

。
　

　
足

は
止

ま
っ

た
ま

ま
。

　
　

舞
手

は
中

腰
で

、
右

足
を

つ
ま

先
と

踵
が

横
向

き
に

な
っ

た
状

態
で

1
歩

前
に

出
し

、
　

両
手

で
鳥

刺
し

の
棒

を
持

ち
、

キ
ジ

が
い

る
方

向
（

今
度

は
鳥

刺
し

の
棒

を
下

へ
向

　
け

て
い

る
）

へ
向

け
て

、
鳥

を
刺

そ
う

と
す

る
。
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平
山

の
鳥

刺
し

舞
（

６
） 28

（
舞

手
）

｢や
っ

、
こ

の
向

き
と

か
ー

ま
え

た
｣

　
（

囃
子

）
｢鳥

刺
し

舞
は

み
ー

さ
ー

い
な

、
鳥

刺
し

舞
は

み
ー

さ
い

な
｣

27
（

舞
手

）
｢ま

た
、

山
モ

チ
を

ば
、

べ
っ

た
り

こ
ー

と
、

塗
っ

つ
け

て
｣

29
（

舞
手

）
｢あ

ー
、

じ
ー

っ
と

刺
し

て
お

っ
と

っ
て

｣

30
（

舞
手

）
｢ふ

ー
と

か
鳥

の
こ

と
な

れ
ば

、
腰

の
縄

へ
バ

ー
タ

バ
タ

｣

26
（

舞
手

）
｢ま

た
、

お
い

ど
も

、
こ

ー
ど

も
、

ど
ー

め
く

な
、

よ
か

所
の

矢
は

　
　

　
　

　
　

ぎ
羽

根
な

ん
ど

も
く

ー
り

ょ
う

ぞ
」

　
　

舞
手

は
ま

た
、

後
に

い
る

子
ど

も
た

ち
の

方
を

向
い

て
、「

騒
が

な
い

よ
う

に
」

と
、

　
右

手
で

諭
す

よ
う

な
仕

草
を

す
る

。
　

＊
「

よ
か

所
の

矢
は

ぎ
羽

根
も

く
ー

り
ょ

う
ぞ

」
は

、
良

い
矢

は
ぎ

羽
根

（
弓

矢
の

羽
根

）
を

　
く

れ
る

か
ら

（
騒

が
な

い
で

く
れ

）
の

意
味

。

　
　

舞
手

は
左

足
を

立
て

て
し

ゃ
が

み
、

鳥
刺

し
の

棒
の

先
に

、
山

モ
チ

を
べ

っ
と

り
　

塗
り

つ
け

て
い

る
仕

草
を

す
る

。

　
　

舞
手

は
山

モ
チ

を
塗

り
つ

け
た

後
、

立
ち

上
が

り
、

キ
ジ

が
い

る
方

向
に

ね
ら

い
　

を
定

め
て

鳥
刺

し
の

棒
を

持
っ

て
構

え
る

。
　

　
そ

の
後

、
舞

手
は

囃
子

に
合

わ
せ

て
ゆ

っ
く

り
と

右
足

を
つ

ま
先

と
踵

が
横

向
　

き
に

な
っ

た
状

態
で

1
歩

前
に

出
し

、
次

に
左

足
を

右
前

に
交

差
さ

せ
な

が
ら

1
歩

　
踏

み
出

し
、

さ
ら

に
、

右
足

を
前

に
出

し
て

構
え

る
。

　
　

舞
手

は
鳥

を
山

モ
チ

の
つ

い
た

棒
で

刺
し

た
後

、
捕

え
た

キ
ジ

を
取

ろ
う

と
鳥

刺
　

し
の

棒
を

た
ぐ

り
寄

せ
る

。

　
　

舞
手

は
両

膝
を

つ
い

て
座

り
、

捕
え

た
鳥

を
確

認
し

て
、

ふ
と

か
鳥

（
大

き
い

鳥
）

　
だ

っ
た

の
で

、
腰

の
縄

へ
引

っ
掛

け
て

入
れ

て
い

る
仕

草
を

す
る

。

−
39

−

尋`

｀
 



平山の鳥刺し舞（７）
31（舞手）｢ケンケンバタバタ、インターンターン｣

　　舞手は「ケンケンバタバタ、インターンターン」と言いながら、一度立
　ち上がり、まくりあげた着物の裾を下ろして直したり、頭に巻いていた手
　ぬぐいを取って、舞は終了する。
　＊「ケンケンバタバタ」はキジがバタバタしていることを言っているが、「インター
　ンターン」については、意味が不明であり、師匠から、そういうふうに言うよう習っ
　たそうだ。

＝鳥刺し舞を舞う上で師匠に指導を受けたこと＝
＊鳥の鳴き声や生態をよく理解し、鳥の鳴きまねや仕草をイメージして舞う
　こと。
＊舞は人にわかりやすいように、大きな動作で舞うこと。
＊座敷はあまり広くないので、それを常に意識しながら舞うように心がける
　こと。

＝　そ　の　他　＝
＊舞は言葉に合わせて舞うので、その所作が舞手によって大きく変わること
　はない。
＊祝宴や舞台など、お客さんがいる場合は最後に一礼するが、普段の酒宴の
　席では礼はしない。

＝鳥刺し舞の道具・服装について＝
＊鳥刺し用の棒
＊舞手の服装：紺色の着物
　　　　　　　手ぬぐい（頭に巻く）
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島間のバックー舞（１）
１（囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

３（舞手）｢もひとつ囃子をたもろうかい｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

５（舞手）｢５月のながし時に出ちぇ来ちぇ、クロジョーなんどを取っ
　　　　　ちぇ食おうと思うちぇ｣

２（舞手）｢バックー舞いをやーるによっちぇ、しゃんと囃子をたも
　　　　　   ろうぞ｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

４（舞手）｢バックー舞というものは｣

　　バックー舞を始めるにあたり、座にいる人が「タックーあいじょう（タッ 
　クーは舞手の愛称・あいじょうは、兄さんの意味）バックー舞を踊っちぇ
　もらおうかなぁ」とバックー舞をするように言って、囃子を始める。
　＊バックーは、ヒキガエルのこと。

　　舞手はカエルのようにして、両手・両膝をつきながら、まだ支度が　
　できていないので、「もう一度、囃子を頼む」と言う。
　　座にいる人たちは、さらに再度、囃子をする。

　　舞手は先と同様に、両手両膝をついて、交互に手足を動かしながら　
　歩いている仕草をする。
　＊クロジョーは「ゴキブリ」のこと。
　＊５月のながし時は、「５月の梅雨時」のこと。

　　舞手は手ぬぐいを取り出し、舞の準備をしながら、バックー舞を始　
　めるので、ちゃんと囃子を頼みます」と言う。それに答えて、座にい　
　る人たちが再度、囃子をする。

　　舞手は両手・両膝をついて、ヒキガエルのように交互に手足を動か　
　しながら歩いている仕草をする。
　＊舞手はヒキガエルの仕草をまねるため、一時期、ヒキガエルを飼ったことも　
　あるそうだ。
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島間のバックー舞（２）
６（舞手）｢この場所に這

は

ぁ出したぁ｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

８（舞手）｢クロジョーもどっさりおっちゃーなっかと思うちぇ、こ
　　　　　  の隅に構えたぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

10（舞手）｢ぐっと、ひん呑うじぇ｣

７（舞手）｢バックーどんの考えにゃ、今夜なんだぁ、夜も良か晩じゃ
　　　　　 と思うちぇ｣

９（舞手）｢バックーどんがほうーちぇ行っこったば、案の定、ふっ
　　　　　  とかクロジョーが｣

　　舞手は「這ぁ出したぁ」で、這うように両肘を曲げて、体を少し左　
　右に動かしながら体を低くする。
　　ここで、囃子となり、舞手は囃子に合わせて、両手・両膝をついた　
　まま歩く仕草をする。

　　舞手はゆっくりと這って行った後、隅にいた大きなゴキブリを見つ　
　けた様子で、「ふっとかクロジョーが」で跳びかかってゴキブリを捕ま　
　える仕草をする。
　＊舞手によると、ヒキガエルは、生きている虫（動くもの）しか食べないそうだ。

　　舞手は体を低くして下を向き、捕まえたゴキブリを呑み込もうとして
　いる仕草をする。

　　舞手は向きを変えて動きながら、言葉を言う。
　「この隅にかまえたぁ」で、ゴキブリが出てくるのを待とうと体を低く　
　して構える。ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせて、後ず　
　さりする。

　　舞手は正面を向いてから、少し動きながら、「今夜あたりはゴキブリ　
　などがたくさん出てきそうな良い晩だと思って」と言う。
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島間のバックー舞（３）
11（舞手）｢あの隅からも」「この隅からも｣

14（舞手）｢バックーどんの考えにゃ、あの玄関の敷居の下なんどが
　　　　　  良かとやなっかと思うちぇ、敷居の下なんどに身を構え
　　　　　  たぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

12（舞手）｢ぐっと、ひん呑うじぇー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

13（舞手）｢そうそうしょうったば、いつの間にか夜も更けちぇ来ちぇ、
　　　　　バックーどんの考えにゃ今夜なんだぁ、どっかその辺に
　　　　　宿をとらんばじゃがと、バックーどんが考えたぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

　　舞手は正面を向いて止まり、言葉を言った後、また言葉を続けなが　
　らゆっくりと左へ動き、その後、右へ動く。夜も更けてきたので、今夜、
　寝る場所を探そうと、あちこち動きまわっている仕草をする。
　　ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせてゆっくりと動く。

　　舞手は今度は正面を向いて、両手をお腹のところに持って来て、ゴ　
　キブリを呑み込んだ仕草をする。
　　ここで、囃子となり、舞手は囃子に合わせて、ゆっくりと動く。
　＊舞手によると、ヒキガエルは虫などを呑み込んだ後、お腹に手を持ってくる　
　仕草をするそうだ。

　　舞手は今度は反対側へ向かって跳びかかり、またゴキブリを捕まえ　
　ている仕草をする。また、チュッ　チュッと言って、ゴキブリを呑み　
　込む仕草もする。

　　舞手はゆっくり後ずさりしながら、「敷居の下なんどに構えたぁ」で、
　体を低くして構える。
　　ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせて、体を低くしたま　
　ま後ずさりする。

15（舞手）｢そうそうしょうったば、夜中なんどになっちぇ来ちぇ、
　　　　　　爺なんどが小便しかぁなんでぇ起きちぇ来ちぇ、バックー
　　　　　　の横っ腹なんどをば｣

　　舞手はまた、言葉を言いながらゆっくりと動く。
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島間のバックー舞（４）
16（舞手）｢ボコリと蹴とばしたぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

18（舞手）｢バックーどんの考えにゃ、あの台所のしぇしぇなぎのイ
　　　　　カダなんどの上なんどが良かとやなっかと思うちぇ、イ
　　　　　カダの上なんどにボコリと跳びのーたぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

20（舞手）｢そうそうしょうったば爺なんどが起きちぇ、婆じょう、
　　　　　  早う起きちぇ、わーもカライモの下なんでぇも、火も入
　　　　　  れ んかいと言うたぁー｣
　   （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

17（舞手）｢次の晩方になっちぇ来ちぇ、今夜こさぁ良かとこりぇー
　　　　　　宿をとらんばじゃがと、バックーどんは考えたぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

　　舞手は横っ腹を蹴られて、ひっくり返る仕草をする。
　　ここで、また囃子となり、舞手はゆっくりと起き上がる。

　　舞手は１回正面を向いてから、左へゆっくり動いては止まり、また動いて　
　は止まった後、「ボコリと跳びのーたぁ」で、一呼吸置いてから台所の流し台　
　の下水溜めの上に跳び乗る仕草をする。ここで、また囃子となり、舞手は囃　
　子に合わせて、体を低くして一度左右に体を動かす。
　＊「しぇしぇなぎ」は台所の下水溜めのことで、その下水を溜めるカメの上には竹など
　をイカダ状（スノコ状）に結んだものが置かれており、ヒキガエルは、よくその上にい
　たそうだ。

　　舞手は言葉を言いながら、正面を向いて止まってから、また動き出す。
　　ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせて動く。

　　舞手は左や右へゆっくりと動きながら、今夜こそは良い場所に宿を　
　とろうと、あちこち動きまわっている仕草をする。
　　ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせて動く。

19（舞手）｢そうそうしょうったば、夜明けなんどになっちぇ来ちぇ、
　　　　　  鶏なんどがコケコッコー、バタバタバタ、コケコッコー、
　　　　　  バタバタバタと、うとーたぁー｣
　   （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣
　　舞手は左へ動いた後、正面を向いて止まり、「コケコッコー」と鶏の　
　鳴きまねをする。その後、両手を広げて「バタバタバタ」といいながら、
　両手首を動かして鶏が羽根を広げてバタバタさせている仕草をする。
　　また、「コケコッコー、バタバタバタ」でも同様の仕草をして、夜明　
　けになったことを表す。
　　ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせて動く。
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島間のバックー舞（５）
21（舞手）｢そうそうしょうったば、婆じょうなんどが起きちぇ来
　　　　　   ちぇ、ふっとか泥ガマなんどに火を入れたぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

22（舞手）｢そうそうしょうったば、カライモのしゅりなんどが、グ
　　　　　  タグタグタグタグッ、グタグタグタグタグッと、たぎらー
　　　　　   したぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

　　舞手は体を低くして後ずさりしながら、右手で頭をさするようにして、
　捨てられたカライモ（さつまいも）の煮汁が寝ていたヒキガエルの頭か　
　ら背中にかけられたことを表す。
　　ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせて、前へ動き出す。

　　舞手は言葉を言いながら、正面を向いて止まったり、前や左右へ少　
　し動いたりする。
　　ここで、また囃子が入る。舞手は囃子に合わせて、右へヒキガエル　
　の仕草で動く。
　＊カライモは、サツマイモのこと。
　＊しゅりは、汁のこと。
　＊たぎらしたは、沸騰したという意味。

　　舞手は正面を向いてから後ずさり、体を低くして「火を入れたぁー」
　と言う。
　　ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせて、後ずさりする。
　＊泥ガマ：泥土でつくった竈（カマド）のこと。

　　舞手は正面を向いて止まった後、少し後ずさりする。また、「したみ　
　出したぁー」で、右手を上げて、ゆっくりと床につける。
　　ここで、また囃子となり、舞手は囃子に合わせて、後ずさりする。
　＊あんばぁは、塩梅の意味で、サツマイモが煮えた具合（様子）のこと。
　＊したみ出したは、煮汁を捨てるという意味。

　　舞手はこれまでとは違って少し早足で、逃げるように走り出す。
　　ここで、また囃子となり、舞手は体を低くして左右に体を動かし、痛々
　しそうな仕草をする。

23（舞手）｢そうそうしょうったば、カライモなんども煮えたあんばぁ
　　　　　  に、ふっとか羽釜のしゅりなんどうば、したみ出したぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

25（舞手）｢ここじゃいけんと思うちぇ、バックーどんは、その場を
　　　　　   とび出したぁー」
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣

24（舞手）｢そのしたみ出したぁしゅりなんどが、バックーの寝ちぇ
　　　　　  るビンタから背中なんどさなぁ、いっかけられたぁー｣
　  （囃子）｢バックー舞はみーさいな、バックー舞はみーさいな｣
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平山の婆ジョウ舞（１）
１（囃子）｢婆じょう舞はみーさーいな、婆じょう舞はみーさいな｣

３（囃子）｢婆じょう舞はみーさーいな、婆じょう舞はみーさいな｣

２（舞手）｢婆じょう舞とはやされて、婆じょう舞をやるのって、
　　　　　 もひとつ囃子を頼みましょ｣

４（舞手）｢３人の娘をもっておったれば｣

　　舞手は左手で３本の指を出し、３人の娘がいることを表す。

　　舞手は手ぬぐいで姉さんかぶりをし、右手に杖に見立てた棒を持って、
　ゆっくり立ち上がりながら「もう一度、囃子を頼む」という。

　　婆じょう舞を始めるにあたり、座にいる人が「一
いちぞう

三（舞手の名前）、婆
　じょう舞をやっちぇみらんかよー」と婆じょう舞をするように言って、
　囃子を始める。
　＊婆じょうは、婆さんのこと。

　　舞手は囃子の間、少し背中を丸めて、左手はこぶしをつくって後腰　
　に置き、右手で棒をつきながら婆さんの格好でゆっくりと歩く。舞手　
　はまだ準備ができていない場合、準備ができるまで囃子を頼む言葉を　
　繰り返し言う。

５（舞手）｢１人は米里てぇ、１人は野里てぇ、１人は浜里てぇ、
　　　　　  婿をとっておったれば｣

　　舞手は左手の３本の指を１本ずつ折って、３人の娘が米里・野里・浜　
　里にそれぞれ婿をとっていることを表す。
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平山の婆ジョウ舞（２）
６（舞手）｢米里の娘なんどがしょうようなんどというのって、おい
　　　　　  じょうなんだぁ家おーらして｣

８（囃子）｢婆じょう舞はみーさーいな、婆じょう舞はみーさいな｣

10（舞手）｢まっこうばかり、こうばかり｣

７（舞手）｢かた腰振って、しょうようなんでぇ行こーよ｣

９（舞手）｢米里の娘のことなれば、じゃこくさか、釜ひっつけた飯
　　　　　  をば｣

　　舞手は「おいじょうなんだぁ家おーらして」で、棒を左手に持ち替え、
　右手を後ろにやって、爺さん（夫）を家にいさせるような仕草をする。
　＊しょうようは、ごちそうの意味。

　舞手は囃子の間、前へ行ったり、後ずさったりする。

　　舞手は「まっこうばかり」で右手、「こうばかり」で左手で、ご飯を　
　盛り上げる仕草をする。

　舞手は膝をついて座り、棒を右横に置く。
　＊じゃこくさかは、古臭いという意味。
　＊釜ひっつけた飯は、焦げつかせたご飯のこと。

　　舞手はまた、棒を右手に持ち替え、左手でこぶしをつくって後腰に置き、
　「かた腰振って」で、腰を２～３回振って、米里に嫁いだ娘のところへ
　大好きなごちそうを食べに行く喜びを表す。
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平山の婆ジョウ舞（４）
16（舞手）｢あのまた、野里の娘なんどが、また、しょうようなんど
　　　　　  というのって、また、しょうようの好きな姥のことなれ
　　　　　   ば、おいじょうなんだぁ家おーらして｣

18（囃子）｢婆じょう舞はみーさーいな、婆じょう舞はみーさいな｣

20（舞手）｢また、まっこうばかり、こうばかり｣

17（舞手）｢また、かた腰振って、しょうようなんでぇ行こーよ｣

19（舞手）｢野里の娘のことなれば、粟の飯をば｣

　　舞手は「おいじょうなんだぁ家おーらして」で、棒を左手に持ち替え、
　右手を後ろにやって、爺さん（夫）を家にいさせるような仕草をする。
　＊しょうようは、ごちそうの意味。

　　舞手は、ゆっくりと膝をつきながら座る。

　　舞手はまた、「また、まっこうばかり」で右手、「こうばかり」で左手で、
　粟ご飯を盛り上げる仕草をする。

　　舞手は、棒を右横に置いて正座する。

　　舞手はまた、棒を右手に持ち替え、左手でこぶしをつくって後腰に置き、
　「かた腰振って」で、腰を２～３回振って、今度は野里に嫁いだ娘のと　
　ころへ大好きなごちそうを食べに行く喜びを表す。
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平山の婆ジョウ舞（５）
21（舞手）｢盛り上げて、積み上げて｣

23（舞手）｢粟の飯の好きな姥のことなれば、また、さらさらじゃっ

　　　　　   たとおいじょうなんでぇ言おーよ｣

22（舞手）｢そら、姥あがれ、そら、姥あがれというけれど」

24（囃子）｢婆じょう舞はみーさーいな、婆じょう舞はみーさいな｣

　　ここで囃子となり、舞手は棒をついてゆっくり立ち上がり、歩く。

　　舞手は右手と左手をそれぞれ１回ずつ前に出して、粟ご飯を召し上　
　がれと勧める仕草をする。

　　舞手はまた、「盛り上げて」と「積み上げて」で、今度は両手を使って、
　１回、さらにもう１回、粟ご飯を山盛りにする仕草をする。
　＊この盛り上げる仕草は、片手で行う場合もあり、特に決まっていない。

　　舞手は「また、さらさらじゃったと」で、右手を顔の前で２回左右に
　振って、またおいしくなかったという仕草をする。

25（舞手）｢もひとつ囃子を頼みましょ｣
　（囃子）｢婆じょう舞はみーさーいな、婆じょう舞はみーさいな｣

　舞手は棒をついて歩きながら、再び囃子を頼み、その場をひと回りする。
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平山の婆ジョウ舞（６）
26（舞手）｢あのまた、浜里の娘なんどが、また、しょうようなんど
　　　　　  というのって、しょうようの好きな姥のことなれば、ま
　　　　　   た、おいじょうなんだぁ家おーらして｣

28（囃子）｢婆じょう舞はみーさーいな、婆じょう舞はみーさいな｣

30（舞手）｢まっこうばかり、こうばかり｣

27（舞手）｢かた腰振って、しょうようなんでぇ行こーよ｣

29（舞手）｢また、浜里の娘のことなれば、カメイオのテーラーをば｣

　　舞手はまた、「おいじょうなんだぁ家おーらして」で、棒を左手に持　
　ち替え、右手を後ろにやって爺さんを家にいさせるような仕草をする。

　　舞手は、ゆっくりと膝をつきながら座る。

　　舞手はまた、「また、まっこうばかり」で右手、「こうばかり」で左手
　で、海亀の腕を盛り上げる仕草をする。

　　舞手は、棒を右横に置いて正座する。
　　＊カメイオは海亀、テーラーは腕のこと。

　　舞手はまた、棒を右手に持ち替え、左手でこぶしをつくって後腰に置
　き、「かた腰振って」で、腰を２～３回振って、今度は浜里に嫁いだ娘　
　のところへ大好きなごちそうを食べに行く喜びを表す。
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平山の婆ジョウ舞（７）
31（舞手）｢また、盛り上げて、積み上げて｣

34（舞手）｢ひん投げ、かーすいばっちゃー、ひん投げ、縁の下おっ
　　　　　  たへこんこなんどがほーめいじゃったと言おーよ｣

　　舞手は「ひん投げ」で、吸った海亀の腕を右手で外へ投げ捨てる仕　
　草をする。同様に「かーすいばちゃー」で、今度は左手を口に持って　
　きて吸う仕草をし、「ひん投げ」で左手で外へ投げ捨てる仕草をする。
　＊「縁の下おったへこんこなんどがほーめいじゃったと、おいじょうなんでぇ　
　言おーよ」は、婆さんが吸って投げ捨てた海亀の腕を、「縁の下にいた子犬が食　
　べて喜んでいたと爺さんに言おう」という意味。

32（舞手）｢そら、姥あがれ、そら姥あがれというけれど」

　　舞手は右手と左手をそれぞれ１回ずつ前に出して、海亀の腕を召し　
　上がれと勧める仕草をする。

　　舞手は、同様に「盛り上げて」で右手、「積み上げて」で左手で、さ　
　らにもう１回、海亀の腕を山盛りにする仕草をする。

33（舞手）｢歯のなか姥のことなれば、かーすいばっちゃー｣

　　舞手は「かーすいばっちゃー」で、右手を口に持ってきて、歯がな　
　い婆さんが海亀の腕の中身を吸うような仕草をする。
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平山の婆ジョウ舞（８）
35（囃子）｢婆じょう舞はみーさーいな、婆じょう舞はみーさいな｣

　　ここで囃子となり、舞手は棒をついてゆっくり立ち上がり、歩く仕　
　草をして、舞は終了する。

＝「婆ジョウ舞」を舞う上で師匠に指導されたこと＝
＊舞は人にわかりやすいように、大きな動作で舞うこと。
＊座敷舞は、あまり広くないので、それを常に意識しながら舞うことを心が
　けること。

＝　そ　の　他　＝
＊舞は言葉に合わせて舞うので、その所作が舞手によって大きく変わること
　はない。
＊祝宴や舞台など、客がいる場合は最後に一礼するが、普段の酒宴の席では
　礼はしない。

＝鳥刺し舞の道具・服装について＝
＊杖に見立てた棒
＊舞手の服装：濃紺の着物
　　　　　　　手ぬぐい（姉さんかぶりにする）
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第
四
章
　
南
種
子
の
蚕
舞

は
じ
め
に

　

か
つ
て
は
種
子
島
全
域
に
わ
た
っ
て
、
近
年
は
南
種
子
町
の
一
部
で
ご
く
わ
ず
か
の
伝

承
者
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
中
世
風
囃
子
舞
を
「
座
敷
舞
」
と
い
う
名
称
で
く
く
る

こ
と
に
な
っ
た
事
情
は
第
三
章
で
述
べ
た
通
り
だ
が
、
座
敷
舞
と
い
う
呼
称
に
ふ
さ
わ
し

く
か
つ
重
要
な
芸
能
が
種
子
島
に
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
蚕か

い
こ
ま
い舞
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
と
述
べ
る
よ
う
に
西
之
表
市
の
も
の
は
舞
を
伴
わ
な
い
が
、
中
種
子
と
南
種
子

の
両
町
で
は
、
戦
前
ま
で
は
あ
ち
こ
ち
で
お
こ
な
わ
れ
て
（
舞
わ
れ
て
）
い
た
も
の
の
、

現
在
は
南
種
子
で
の
伝
承
に
縮
小
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
で
も
南
種
子
町
平
山
の
も
の

は
昭
和
四
十
三
年
に
、
前
述
「
座
敷
舞
」
と
と
も
に
鹿
児
島
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
（
註
１
）。

　

本
章
で
は
南
種
子
町
の
平
山
の
蚕
舞
を
中
心
に
、
南
種
子
町
各
地
の
伝
承
状
況
や
歌
な

ど
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
あ
と
西
之
表
市
の
舞
を
伴
わ
ず
行
事
自
体
を
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ

な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
若
干
の
比
較
を
し
つ
つ
、
蚕
舞
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
も

考
え
て
み
た
い
。

　
第
一
節
　
蚕
舞
の
概
要

　

蚕
舞
は
正
月
十
四
日
・
十
五
日
の
小
正
月
行
事
と
し
て
、
数
名
よ
り
成
る
一
団
が
各
戸

を
訪
れ
、
女
装
し
た
青
年
が
座
敷
に
あ
が
っ
て
歌
に
合
わ
せ
て
舞
う
芸
能
で
あ
る
。
女
装

を
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
と
か
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
い
う
。
地
元
で
はkaikom

ai

のai

が
長
音
化

し
て
も
っ
ぱ
ら
カ
ー
ゴ
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
。
不
思
議
に
み
ち
た
詞
章
は
意
味
不
明
の
部
分

を
抱
え
た
ま
ま
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
お
お
よ
そ
蚕
の
成
長
過
程
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
は

認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

南
種
子
町
と
中
種
子
町
で
は
だ
い
た
い
舞
を
伴
う
が
、
西
之
表
市
で
は
歌
（
と
い
う
よ

り
掛
け
声
に
近
い
）
の
み
で
、
行
事
の
名
称
も
「
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
」
な
ど
と
い
う
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
あ
と
で
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
南
種
子
町
の
蚕
舞
に
つ
い
て
概

要
を
述
べ
る
。

　

対
語
や
反
復
語
を
含
む
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
詞
章
は
、
調
子
の
よ
い
ゆ
っ
た
り
し
た
二
拍
子

に
乗
っ
て
歌
わ
れ
る
。
リ
ズ
ム
を
刻
む
の
は
、
地
区
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
の
違
い
は
あ
る

が
、
だ
い
た
い
は
太
鼓
踊
（
註
２
）
な
ど
で
使
わ
れ
る
太
鼓
の
う
ち
中
型
の
も
の
と
、
イ

レ
コ
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
も
の
、
そ
し
て
小
皿
型
の
カ
ネ
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
本
来
は

そ
う
し
た
楽
器
は
使
わ
ず
、
石
油
缶
や
バ
ケ
ツ
・
農
機
具
な
ど
を
用
い
た
の
だ
と
い
う
。

太
鼓
や
鉦
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
ど
こ
で
も
子
供
が
付
い
て
ま
わ
っ
た
。
子
供
た
ち
は
カ
ン
ザ
ー

（
背
負
い
籠
）
を
背
負
い
、
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
た
り
叩
い
た
り
し
、
カ
ン
ザ
ー
の
中
に
は

訪
問
先
か
ら
も
ら
っ
た
餅
な
ど
を
入
れ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

　

舞
手
は
前
述
し
た
よ
う
に
女
装
（
婦
人
の
色
物
の
着
物
）
し
た
青
年
で
、
白
い
布
で
頭

か
ら
顔
を
覆
い
、
目
だ
け
を
出
す
。
た
い
し
て
複
雑
な
舞
で
は
な
い
が
、
地
区
に
よ
っ
て

振
り
に
違
い
が
あ
る
。

　

ど
こ
で
も
青
年
が
い
な
い
か
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
壮
年
が
舞
手
を
勤
め
、
歌
も

担
当
す
る
。
だ
い
た
い
四
・
五
名
の
大
人
と
、
現
在
で
も
何
名
か
の
子
供
（
小
学
生
）
が

付
い
て
各
戸
を
ま
わ
る
地
区
も
あ
る
。
こ
れ
を
ひ
と
グ
ル
ー
プ
と
し
、
戸
数
の
多
い
集
落

で
は
二
組
か
ら
数
組
で
手
分
け
し
て
ま
わ
る
。

　

夕
方
暗
く
な
る
頃
（
冬
季
の
種
子
島
は
五
時
頃
に
は
暗
く
な
る
）
公
民
館
に
集
合
。
女

装
な
ど
の
準
備
は
婦
人
の
手
伝
い
の
も
と
、
済
ま
せ
て
あ
る
。
一
行
の
リ
ー
ダ
ー
格
は
昭

和
四
十
年
代
頃
ま
で
は
黒
の
着
物
に
紋
付
の
羽
織
を
着
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
決
ま
っ
た
服
装
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
開
始
前
の
儀
式
な
ど
は
な
い
。
複
数
組
で

ま
わ
る
場
合
の
組
み
分
け
（
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
で
す
む
）
も
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

人
員
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
公
民
館
の
中
で
打
ち
込
み
と
称
し
て
ひ
と
踊
り
す
る
。
複
数

組
あ
る
場
合
、
複
数
の
舞
手
が
同
時
に
踊
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
済
ん
で
か
ら
各
戸
の

訪
問
に
出
か
け
る
。

　

玄
関
口
で
「
お
祝
い
申
す
、
お
祝
い
申
す
」
と
い
っ
て
か
ら
歌
が
始
ま
る
。
以
前
は
家

人
と
の
間
に
も
う
少
し
丁
寧
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
模
様
だ
。
訪
問
側
が
玄
関
の
戸
を
あ

け
て
「
お
祝
い
申
そ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
家
の
主
人
は
「
祝
う
て
く
や
ん
せ
」
と
答

え
、
そ
こ
か
ら
歌
が
始
ま
っ
た
。

　

種
子
島
の
家
は
、
玄
関
を
あ
け
た
と
こ
ろ
が
下
の
座
、
そ
の
右
横
な
い
し
左
横
が
床
の
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間
の
あ
る
上
座
で
、
仕
切
り
の
障
子
や
襖
は
開
け
放
た
れ
て
い
る
。
一
行
が
来
る
と
主
人

夫
妻
は
玄
関
か
ら
見
え
る
位
置
に
坐
っ
て
迎
え
る
。
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
（
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
）

は
玄
関
の
外
で
し
ば
ら
く
立
っ
た
ま
ま
だ
が
、
歌
が
「
ヤ
ー
、
ラ
ラ
ン
、
ラ
ン
ラ
」
な
ど

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
座
敷
に
あ
が
り
、ひ
と
続
き
と
な
っ
た
下
座
と
上
座
を
動
い
て
舞
う
。

現
在
は
家
の
間
取
り
も
違
っ
て
い
る
し
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
も
訪
問
す
る
と
す
ぐ
に
座
敷
に
あ

が
る
な
ど
の
変
化
も
生
じ
て
い
る
。

　

全
県
的
に
小
正
月
行
事
に
特
有
の
飾
り
物
と
し
て
メ
ノ
モ
チ
が
あ
っ
た
（
註
３
）。
柳

や
榎
の
枝
付
き
の
葉
を
落
と
し
、
小
さ
く
切
っ
た
紅
白
の
餅
片
を
差
す
。
種
子
島
で
は
メ

ノ
モ
チ
と
は
い
わ
な
い
。
下
野
敏
見
氏
に
よ
る
と
中
種
子
町
で
ゴ
ー
サ
シ
と
呼
ん
だ
例
が

報
告
さ
れ
て
い
る
（
註
４
）
が
、
南
種
子
町
で
は
そ
う
も
い
わ
ず
、
た
だ
ダ
ゴ
と
い
う
。

本
稿
で
も
ダ
ゴ
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
数
十
年
前
ま
で
は
各
戸
が
ダ
ゴ
を
作
り
、
座
敷
や

門
口
な
ど
に
差
し
た
も
の
だ
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
す
た
れ
て
い
る
。

　

玄
関
か
ら
座
敷
に
あ
が
っ
て
舞
う
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
、
し
ば
ら
く
踊
っ
て
か
ら
柱
（
だ
い

た
い
は
亭
主
柱
）
に
掛
け
て
あ
る
ダ
ゴ
を
取
っ
て
肩
に
担
い
で
舞
を
続
け
る
。
現
在
は
、

訪
問
の
一
行
が
ダ
ゴ
を
あ
ら
か
じ
め
持
参
し
て
家
人
に
渡
し
、
始
ま
る
前
に
柱
に
掛
け
て

も
ら
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
ダ
ゴ
を
作
っ
て
柱
に
掛
け
て
い
る
家
も

た
ま
に
は
あ
る
。
ま
た
柱
か
ら
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
が
取
る
の
で
は
な
く
、
主
人
が
そ
れ
を
は
ず

し
て
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
に
手
渡
し
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

平
山
や
茎
永
で
は
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
が
舞
っ
て
い
る
途
中
に
、
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
の
面
を
か
ぶ
っ

た
道
化
が
出
て
く
る
。
こ
れ
を
ゲ
ー
マ
ー
と
い
い
、
ゲ
ー
マ
ー
は
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
ま
わ
り

を
ひ
ょ
う
げ
た
所
作
を
し
つ
つ
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
舞
が
終
わ
る
頃
、
主
人
の
前
に
坐
し
て

祝
儀
を
も
ら
い
、
持
参
し
た
ト
ッ
ク
リ
に
焼
酎
を
注
ぎ
こ
ん
で
も
ら
う
。
そ
し
て
退
場
。

ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
舞
が
終
わ
る
と
主
人
の
前
に
正
座
し
て
礼
を
し
、
ダ
ゴ
を
持
っ
て
退
出
す

る
。
家
人
は
一
行
に
御
茶
や
焼
酎
な
ど
を
出
し
て
持
て
な
そ
う
と
す
る
が
、
一
行
は
形
だ

け
手
を
つ
け
て
、最
後
に
「
お
祝
い
申
し
た
」
と
挨
拶
し
て
次
の
家
に
ま
わ
る
。
ゲ
ー
マ
ー

は
も
と
も
と
な
か
っ
た
も
の
だ
と
い
う（
註
５
）。  

上か
み
な
か中
地
区
・
下し

も
な
か中
地
区
で
は
ゲ
ー
マ
ー

は
出
な
い
。

　

子
供
た
ち
が
い
る
場
合
は
、
子
供
た
ち
は
舞
の
間
は
大
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
歌
い
、

ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
が
家
か
ら
出
て
く
る
と
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
肩
に
あ
る
ダ
ゴ
を
受
け
と
り
、
家

人
か
ら
も
ら
っ
た
餅
や
お
菓
子
な
ど
を
袋
に
入
れ
る
（
前
述
し
た
よ
う
に
、
昔
は
背
中
の

カ
ン
ザ
ー
に
入
れ
た
）。
す
べ
て
の
訪
問
が
終
わ
る
と
公
民
館
に
戻
り
、
大
人
た
ち
が
打

ち
上
げ
を
す
る
中
で
子
供
達
は
餅
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
ゼ
ン
ザ
イ
に
し
て
食
べ
た
り
し

た
。
祝
儀
は
集
落
の
も
の
に
な
っ
た
。

　

青
年
と
子
供
が
少
な
く
な
っ
た
現
在
、
壮
年
を
中
心
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
子
供
な

し
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
な
子
供
が
形
だ
け
付
い
て
ま
わ
る
と
こ
ろ
な
ど
、
行

事
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
各
地
で
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
茎
永
地
区
は
地
区
合
同
の
行

事
と
し
て
や
っ
て
お
り
、
高
校
生
も
参
加
し
て
各
戸
を
訪
問
し
て
い
る
。

　

蚕
舞
は
舞
な
の
だ
か
ら
「
お
ど
り
」
で
は
な
く
「
ま
い
」
と
い
う
べ
き
だ
し
、
動
詞
と

し
て
は
「
踊
る
」
で
は
な
く
「
舞
う
」
と
す
べ
き
だ
が
、地
元
の
方
々
は
「
お
ど
り
」「
お

ど
る
」
と
普
通
に
表
現
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
第
二
節
　
南
種
子
に
お
け
る
蚕
舞
の
伝
承
状
況

　

南
種
子
町
は
藩
政
期
に
は
下し

も
の
こ
お
り

ノ
郡
と
呼
ば
れ
、
平
山
・
上か

み
ざ
と里
・
茎
永
・
中な

か
の之
・
島し

ま
ま間
・

西に
し
の之
の
六
ヶ
村
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
明
治
以
後
何
度
か
の
変
遷
を
経
て
上
里
は
茎
永
に

入
り
、
中
之
は
上か

み
な
か中
と
下し

も
な
か中
と
大
川
に
分
か
れ
、
戦
後
の
開
拓
に
よ
る
長は

せ谷
地
区
が
新
し

く
加
わ
る
な
ど
し
て
現
在
、
平
山
・
茎
永
・
上
中
・
下
中
・
島
間
・
大
川
・
西
之
・
長
谷

の
八
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
区
は
四
か
ら
十
以
上
の
集
落
を
含
む
。
古
い
地
区
で
は
そ
れ
（
集
落
）
を

チ
ョ
ウ
（
町
ま
た
は
丁
の
字
を
宛
て
る
）
と
呼
び
、
数
チ
ョ
ウ
を
ま
と
め
て
オ
オ
チ
ョ
ウ

（
大
町
）
と
呼
ん
だ
り
す
る
。

　

藩
政
時
代
、
蚕
舞
が
ど
の
集
落
（
チ
ョ
ウ
）
で
な
さ
れ
て
い
た
の
か
は
も
は
や
確
か
め

よ
う
が
な
い
。
現
在
伝
承
し
て
い
る
集
落
（* 

印
な
し
）
と
、
か
つ
て
踊
っ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
集
落
（* 

印
あ
り
）
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

蚕
舞
伝
承
地
区
（* 

は
か
つ
て
伝
承
し
て
い
た
）

　
　

平
山
地
区　

浜
田
・
中な

か
の之
町ち

ょ
う・
西に

し
の之
町ち

ょ
う・
広
田　
　

茎
永
地
区
（
地
区
単
位
）

　
　

上か
み
な
か中
地
区　

大お
お

宇う

と都
・
上う

え

之の

平た
い
ら

・
本も

と
ま
ち町
・
上
野
・
仲
西
・
西に

し

之の

町ち
ょ
う*

・
焼や

き

野や*

・
新

　
　

栄
町*

・
河か

わ

内ち*
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下し
も
な
か中

地
区　

山や
ま
が
み神

・
郡こ

お
り
ば
ろ原*

・
真ま

ど
こ
ろ所*

　
　

長は

せ谷
地
区
（
地
区
単
位
） 

　

南
種
子
町
は
中
種
子
町
か
ら
続
く
中
央
台
地
部
が
南
端
の
門
倉
岬
ま
で
貫
か
れ
、
市
街

地
は
ほ
ぼ
そ
の
中
央
の
上
中
地
区
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
を
挟
ん
だ
西
側
と
東
側
で
は

大
き
く
地
形
を
異
に
す
る
。
西
側
が
東
シ
ナ
海
ま
で
な
だ
ら
か
に
傾
斜
す
る
畑
作
地
帯
で

あ
る
の
に
対
し
、
東
側
は
大
き
く
陥
没
し
て
谷
を
作
り
、
海
岸
沿
い
の
小
山
地
お
よ
び
防

風
砂
丘
林
と
の
間
に
大
き
く
三
つ
の
平
地
（
北
か
ら
平
山
・
茎
永
・
下
中
）
が
形
成
さ
れ
、

種
子
島
で
も
っ
と
も
広
大
な
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

右
一
覧
か
ら
見
え
る
分
布
上
の
特
徴
は
、
南
種
子
町
の
中
央
部
か
ら
東
側
の
地
区
に
大

き
く
偏
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
稲
作
文
化
と
の
関
わ
り
が
直
ち
に
想
起
さ
れ

る
と
こ
ろ
だ
が
、
全
島
的
に
み
れ
ば
、
水
田
の
多
い
と
こ
ろ
に
必
ず
し
も
あ
る
わ
け
で
は

な
い
し
、
当
町
の
田
ん
ぼ
の
少
な
い
西
側
や
南
部
（
西
之
地
区
）
で
過
去
に
踊
ら
な
か
っ

た
と
い
う
確
証
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
蚕
舞
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
っ
て
稲
作
文
化
と

の
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
は
控
え
た
い
。
む
し
ろ
第
七
節
以
下
で
取
り
あ
げ
る
が
、「
殿

様
が
養
蚕
振
興
の
た
め
に
お
こ
な
わ
せ
た
」
と
い
う
口
碑
が
示
す
よ
う
に
、
養
蚕
の
予
祝

芸
能
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
以
下
、
地
区
ご
と
に
伝
承
状

況
の
概
要
を
述
べ
る
。

　
（
一
）　

平
山
地
区

　

平
山
地
区
は
浜
田
・
中
之
町
・
西
之
町
・
広
田
の
四
つ
の
集
落
（
チ
ョ
ウ
）
か
ら
な
り
、

踊
の
細
部
に
は
四
集
落
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
が
、
舞
も
詞
章
も
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ

る
。
昭
和
四
十
三
年
三
月
に
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
数
年
前
か
ら

指
定
を
確
実
に
す
る
目
的
も
あ
っ
て
、
当
時
も
っ
と
も
確
実
に
踊
を
継
承
し
て
い
た
浜
田

の
も
の
を
平
山
地
区
全
体
を
代
表
す
る
蚕
舞
と
し
て
、
地
区
全
体
で
支
え
よ
う
と
い
う
機

運
が
盛
り
あ
が
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
は
平
山
の
伝
統
文
化
の
継
承
を
目
的
と
し
た
平

山
郷
土
文
化
保
存
会
（
註
６
）
が
で
き
、
県
指
定
に
向
け
て
こ
の
保
存
会
の
活
動
は
大
き

な
力
と
な
っ
た
。

　

以
後
浜
田
は
、
直
近
に
集
落
内
で
不
幸
が
続
い
た
場
合
を
除
い
て
ほ
ぼ
毎
年
続
け
て
い

る
。
一
月
十
四
日
は
浜
田
地
区
の
氏
神
で
あ
る
岩
屋
八
幡
神
社
に
お
参
り
す
る
行
事
（
カ

ラ
コ
ン
参
り
と
い
う
）
が
あ
る
の
で
、
蚕
舞
は
翌
十
五
日
に
や
る
。
伴
奏
と
し
て
今
は
太

鼓
と
カ
ネ
を
叩
い
て
い
る
が
、
も
と
も
と
太
鼓
や
カ
ネ
な
ど
は
使
わ
ず
、
子
供
達
が
石
油

缶
な
ど
を
叩
き
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
付
い
て
ま
わ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
十
六
日
以
後
、
青
年
た
ち
数
人
が
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
中
種
子

町
の
野
間
の
商
店
街
（
当
時
は
上
中
の
商
店
街
よ
り
大
き
く
、
ま
た
上
中
の
市
街
地
で
は

地
元
集
落
に
よ
る
同
じ
行
事
が
あ
っ
た
）
に
踊
り
に
行
く
も
の
だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
商

店
街
か
ら
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
お
花
（
ご
祝
儀
）
が
魅
力
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

後
、
何
年
か
続
け
て
行
っ
た
と
い
う
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
蚕
舞
は
浜
田
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
三
つ
の
集
落
で
も
続

い
て
い
る
。
平
山
地
区
の
中
心
に
あ
た
る
中
之
町
で
は
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
今
年
（
平

成
二
十
六
年
）
ま
で
や
っ
て
い
な
い
が
、
戦
後
し
ば
ら
く
途
絶
え
た
以
外
は
、
不
幸
が
出

た
時
な
ど
を
除
い
て
ほ
ぼ
毎
年
や
っ
て
き
て
い
る
。
ど
こ
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
芸
能

の
主
体
で
あ
る
青
年
の
減
少
と
、
付
い
て
ま
わ
る
子
供
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
が
こ
の
と

こ
ろ
の
中
断
の
原
因
で
あ
る
。
と
は
い
え
行
事
と
し
て
や
っ
て
い
な
い
だ
け
で
、
壮
年
た

ち
に
よ
る
歌
と
踊
り
は
健
在
で
あ
る
。
本
稿
で
は
継
続
し
て
い
る
地
区
と
し
て
あ
つ
か
っ

た
。

　

西
之
町
は
平
山
地
区
の
西
南
部
を
占
め
る
地
区
で
、
こ
こ
で
も
青
年
不
足
・
子
供
不
足

に
悩
み
な
が
ら
も
ほ
ぼ
毎
年
や
っ
て
い
る
。
一
月
十
四
日
と
十
五
日
の
晩
の
両
方
か
、
あ

る
い
は
ひ
と
晩
だ
け
や
る
。
西
之
町
も
戦
後
、
中
種
子
町
野
間
の
商
店
街
に
踊
り
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

広
田
は
平
山
東
端
の
集
落
。
こ
こ
は
戦
後
途
切
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
若
い
人
か
ら
順
に

ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
（
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
）
を
一
年
交
代
で
や
り
、
き
ち
ん
と
覚
え
な
い
う
ち
に

次
々
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
る
う
ち
に
踊
の
振
り
が
お
か
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
と

ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
や
っ
て
い
た
が
、
集
落
も
蚕
舞
に
熱
心
で
な
く
な
り
、
昭
和
四
十
年
代
の

中
頃
、
つ
い
に
完
全
に
途
絶
え
た
時
期
が
あ
っ
た
。
青
年
が
少
な
く
な
り
、
青
年
団
が
成

り
立
た
な
く
な
っ
た
こ
と
と
並
行
し
て
自
然
消
滅
の
形
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
集
落
の
壮
年
が
何
人
か
集
ま
っ
て
村
お
こ
し
を
目
的
と
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
「
や
っ
ち
ゃ
ー
み
ろ
う
会
」（
ス
タ
ー
ト
時
は
三
・
四
人
）
を
作

り
、
蚕
舞
も
再
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
茎
永
出
身
で
茎
永
の
蚕
舞
を
よ
く

覚
え
て
い
た
佐
藤
勇
氏
（
昭
和
五
年
生
で
健
在)

か
ら
歌
と
舞
を
改
め
て
教
わ
り
、
昭
和

六
十
年
頃
か
ら
復
活
し
た
。
や
っ
ち
ゃ
ー
み
ろ
う
会
の
会
員
は
現
在
十
五
・
六
人
（
三
十
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歳
代
後
半
か
ら
六
十
歳
）
で
、
集
落
か
ら
依
頼
さ
れ
る
形
で
蚕
舞
も
続
け
て
い
る
。
正
月

二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ぐ
ら
い
の
間
の
適
日
に
ひ
と
晩
だ
け
、
二
組
に
分
か
れ
て
各
戸
を

ま
わ
っ
て
い
る
。

　
（
二
）　

茎
永
地
区

　

現
在
の
茎
永
は
十
集
落
か
ら
成
り
、
次
の
よ
う
に
上か

み

之の

町ち
ょ
う・
中
之
町
・
下し

も

之の

町ち
ょ
うと
い
う

三
つ
の
大お

お
ち
ょ
う町
に
大
別
さ
れ
る
。

　

上
之
町　

上か
み
ざ
と里
・
新
上
里
・
菅
原
・
雨
田
・
中な

か
べ部

　

中
之
町　

仲
之
町
・
宇
都
浦

　

下
之
町　

松
原
・
阿あ

ら
い
き
ょ
う

多
羅
経
・
竹
崎

　　

ほ
と
ん
ど
の
集
落
が
平
地
に
位
置
す
る
茎
永
の
中
で
、
上
里
と
新
上
里
は
北
か
ら
北
西

部
に
か
け
て
の
台
地
と
そ
の
麓
を
占
め
て
い
る
。
小
さ
い
な
が
ら
も
明
治
に
な
る
ま
で
は

茎
永
と
は
別
の
ひ
と
つ
の
地
区
（
上
里
村
）
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
上
之
町
は
も
と
も
と

菅
原
・
雨
田
・
中
部
の
三
集
落
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

茎
永
で
は
右
に
あ
げ
た
集
落
の
こ
と
を
小こ

町ち
ょ
う

と
も
い
い
、
複
数
の
小
町
が
集
ま
っ
た
も

の
を
大お

お
ち
ょ
う
町
と
い
う
。
上
之
町
・
中
之
町
・
下
之
町
は
大
町
に
当
た
る
。
ひ
と
つ
の
集
落
（
小

町
）
で
は
で
き
な
い
事
業
や
行
事
を
す
る
と
き
の
単
位
が
大
町
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、

も
と
も
と
大
町
の
内
部
は
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
早
く
か
ら
住
居
の
分
散
化
が

進
ん
だ
た
め
に
複
数
の
集
落
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
を
ひ
と
ま
と
め
と
し
て
く
く
る
た
め
の

名
称
が
大
町
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
町
は
藩
政
期
に
は
統と

う

と
い
わ
れ
た

が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
大
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

茎
永
で
は
こ
の
三
つ
の
大
町
ご
と
に
蚕
舞
の
行
事
を
し
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
藩
政

期
の
上
里
村
は
茎
永
村
と
は
別
だ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
現
在
の
茎
永
地
区
に
は
、
旧
茎
永

村
の
三
つ
の
大
町
と
旧
上
里
村
、合
わ
せ
て
四
つ
の
蚕
舞
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

と
い
っ
て
も
旧
上
里
村
で
独
自
に
蚕
舞
が
な
さ
れ
て
い
た
と
の
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
上
里
村
は
新
し
い
集
落
で
は
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
や
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
の
茎
永
は
大
町
ご
と
の
蚕
舞
行
事
を
や
め
、茎
永
地
区
（
茎け

い
な
ん南
小
学
校
区
に
相
当
）

全
体
で
組
織
さ
れ
る
茎
永
青
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
催
行
し
て
い
る
。
正
確
に
い
つ
か
ら

こ
う
し
た
形
に
な
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
昭
和
四
十
年
前
後
の
こ
と
ら
し
い
。

　

蚕
舞
は
各
大
町
ご
と
に
多
少
の
違
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
捨
象
さ
れ

て
ひ
と
つ
の
歌
と
踊
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ど
の
大
町
の
も
の
を
引
き
継

い
だ
の
か
、
ど
の
大
町
の
も
の
を
引
き
継
ぐ
か
で
議
論
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
あ
た

り
の
事
情
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

蚕
舞
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
十
二
月
ま
た
は
一
月
初
め
の
青
年
団
の
会
議
で
決
め
る
。

日
程
は
一
月
七
日
の
大
町
内
各
集
落
ご
と
の
ク
サ
イ
モ
ン
（
福
祭
文
）
の
あ
と
の
日
曜
か

ら
一
週
間
か
け
て
や
り
、
二
十
日
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

　

当
日
は
中
高
生
も
交
え
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
夜
七
時
頃
よ
り
各
戸
を
ま

わ
っ
て
い
る
。
初
日
は
公
民
館
で
一
度
踊
っ
て
か
ら
二
手
に
分
か
れ
て
出
か
け
る
。
ダ
ゴ

は
青
年
団
で
作
り
、
訪
問
グ
ル
ー
プ
が
持
参
す
る
。
と
は
い
え
作
っ
て
い
る
家
も
た
ま
に

は
あ
る
。

　
（
三
）　

上か
み
な
か中

　

南
種
子
町
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
あ
た
り
を
上か

み
な
か中
と
い
う
。
藩

政
期
に
は
閑
散
と
し
た
台
地
上
の
畑
作
地
帯
で
、
現
在
の
下し

も
な
か中
と
合
わ
せ
た
中
之
村
の
一

部
だ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
人
口
が
増
え
、
市
街
が
形
成
さ
れ
、
役
場
も
こ
こ
に
設
置
さ

れ
た
た
め
に
、中
之
村
を
上
と
下
に
分
け
、上
を
上
中
、下
を
下
中
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

上
中
の
中
心
は
も
と
も
と
台
地
東
側
の
麓
、
水
田
地
帯
を
臨
む
河か

わ

内ち

に
あ
っ
た
。
こ
こ

に
鎮
座
す
る
河
内
神
社
は
上
中
神
社
と
も
呼
ば
れ
、
上
中
全
体
の
鎮
守
社
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
人
口
減
少
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
台
地
部
は
明
治
以
後
一
貫
し

て
戸
数
が
増
え
続
け
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
地
区
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

上
中
神
社
（
河
内
神
社
）
の
秋
の
願
成
就
祭
に
は
、
上
中
を
東
西
に
分
け
て
年
交
代
で

踊
り
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。* 

は
蚕
舞
を
現
在
も
や
っ
て
い
る
集
落
、** 

は
以
前

や
っ
て
い
た
集
落
を
示
す
。

　　

東　

大
宇
都*

・
上う

え
の
た
い
ら

之
平*

・
本も

と
ま
ち町*

・
新
栄
町**

・
河か

わ

内ち**

　

西　

仲
西*
・
西
之
町**

・
上
野*

・
山
崎
・
共
栄
・
焼や

き

野や**

　

新
栄
町
と
か
共
栄
な
ど
、名
称
か
ら
し
て
新
興
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
集
落
も
あ
る
。
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大
宇
都
は
上
中
地
区
の
最
北
に
位
置
し
、
も
と
も
と
上
之
平
に
属
し
、
昭
和
十
三
年
に
分

離
独
立
し
た
。
蚕
舞
は
集
落
か
ら
青
壮
年
部
に
依
頼
す
る
形
で
催
行
さ
れ
、
ほ
ぼ
途
切
れ

な
く
続
い
て
い
る
。
以
前
は
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
と
な
る
踊
子
は
体
格
の
小
さ
い
人
を
選
ん
で
い

た
が
、
今
は
青
壮
年
が
交
代
で
勤
め
て
い
る
。
一
月
十
四
日
も
し
く
は
十
五
日
の
晩
、
三

組
に
分
か
れ
て
合
計
五
十
戸
ぐ
ら
い
を
ま
わ
る
。
一
つ
の
組
は
十
人
程
度
で
、
こ
れ
に
小

学
生
が
付
く
。

　

上
之
平
は
古
い
集
落
で
、
ほ
ぼ
中
断
な
く
踊
っ
て
き
た
。
一
月
十
五
日
の
晩
、
二
組
か

三
組
に
分
け
て
六
十
数
戸
を
ま
わ
る
。
大
宇
都
の
踊
り
は
も
と
も
と
こ
こ
の
も
の
で
あ
っ

た
。

  

本
町
は
市
街
地
中
心
部
。
一
月
十
五
日
の
晩
、
三
班
か
ら
四
班
に
分
か
れ
、
各
班
約

三
十
戸
ぐ
ら
い
を
担
当
す
る
。
青
壮
年
も
子
供
も
比
較
的
多
い
地
区
で
あ
る
。

　

河
内
は
前
述
の
よ
う
に
、
上
中
の
鎮
守
社
の
あ
る
と
こ
ろ
。
市
街
地
か
ら
東
方
向
、
下

中
方
面
へ
降
り
て
い
く
麓
に
位
置
す
る
古
い
集
落
で
あ
る
。
現
在
の
戸
数
は
十
数
戸
。
蚕

舞
は
昭
和
四
十
六
・
四
十
七
年
頃
ま
で
や
っ
て
い
た
。

　

仲
西
は
市
街
地
の
西
、
島
間
へ
通
じ
る
国
道
五
十
八
号
線
の
北
側
の
地
区
。
ほ
ぼ
途
切

れ
る
こ
と
な
く
や
っ
て
い
る
。
上
野
は
役
場
か
ら
西
の
あ
た
り
の
古
い
集
落
。
一
月
十
五

日
の
晩
に
三
班
に
分
か
れ
て
ま
わ
る
。
ほ
ぼ
中
断
は
な
い
。
西
之
町
は
十
五
年
ほ
ど
前
ま

で
や
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
中
断
し
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
年
代
の
中
頃
、
上
中
地
区
全
体
で
組
織
さ
れ
る
青
年
団
が
上
之
平
の
蚕
舞
を

習
い
、
当
時
蚕
舞
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
地
区
を
踊
っ
て
ま
わ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
刺
激
さ
れ
て
蚕
舞
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
新
栄
町
と
焼
野
で
あ
る
。
山
崎
と
共

栄
も
同
様
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
詳
細
は
不
明
。
新
栄
町
は
市
街
地
の
南
東
部
に
位
置

し
て
い
る
。
現
在
は
や
っ
て
い
な
い
。
焼
野
は
市
街
地
か
ら
南
西
へ
少
し
離
れ
た
場
所
で
、

こ
こ
で
も
数
年
前
ま
で
や
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
中
断
し
て
い
る
。

　
（
四
）　

下し
も
な
か中

　

下
中
は
上
中
の
南
に
隣
接
す
る
田
園
地
帯
で
、
山
神
・
里
・
郡こ

お
り
ば
ろ原
・
夏な

つ

田だ

・
真ま

ど
こ
ろ所
の
五

つ
の
集
落
が
あ
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
花は

な
み
ね峰
小
学
校
が
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
が
山
神
、
そ
の
南

側
の
平
地
が
里
、
上
中
線
を
少
し
戻
っ
た
と
こ
ろ
が
郡
原
と
夏
田
、
田
園
を
西
方
向
へ
進

ん
だ
と
こ
ろ
が
真
所
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
現
在
も
や
っ
て
い
る
の
は
山
神
の
み
で
あ
る
。
山
神
は
現
在
は
十
七
戸
で
、

一
月
十
四
日
と
十
五
日
の
二
晩
を
か
け
て
全
戸
を
ま
わ
っ
て
い
る
。
一
組
の
み
で
ま
わ
る

の
で
二
日
か
か
る
。
か
つ
て
は
近
く
の
田
代
集
落（
西
之
に
属
す
る
）な
ど
に
踊
っ
て
行
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
郡
原
（
十
七
戸
）
は
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
、
真
所
（
十
三
戸
）
は
昭
和

五
十
年
頃
ま
で
や
っ
て
い
た
。

　
（
五
）　

長は

せ谷

　

長
谷
地
区
は
新
長
谷
・
赤
谷
・
第
一
長
谷
・
長
谷
野
・
有
尾
・
摺す

り

久く

ぼ保
の
六
つ
の
集
落

か
ら
成
り
、
い
ず
れ
も
戦
後
の
開
拓
に
よ
っ
て
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
神
社
も
寺
院
も
な

い
。
新
興
の
地
区
な
の
で
蚕
舞
も
も
と
も
と
な
か
っ
た
。

　

四
十
年
ほ
ど
前
（
昭
和
四
十
七
年
か
四
十
八
年
の
頃
）
長
谷
地
区
の
青
年
が
中
心
と
な

り
、
上
中
の
大
宇
都
（
長
谷
の
南
隣
）
か
ら
習
い
、
以
後
青
年
た
ち
（「
若
人
の
会
」
と

い
う
）
の
手
で
継
承
。
二
班
に
分
か
れ
、
二
日
間
か
け
て
六
十
戸
ほ
ど
を
ま
わ
っ
た
が
、

次
第
に
青
年
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
年
頃
か
ら
長
谷
地
区
（
長
谷
小
学
校
区

と
同
じ
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。
以
後
長
谷
地
区
公
民
館
の
活
動
と
し
て
や
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
三
年
と
二
十
四
年
に
は
中
断
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
復
活
し
て
い
る
。

　

今
は
ま
わ
る
家
が
少
な
い
（
す
べ
て
の
家
が
希
望
す
る
わ
け
で
は
な
い
）
の
で
、
一
組

で
巡
回
し
て
い
る
。
ダ
ゴ
は
今
で
も
各
戸
が
準
備
し
、
舞
の
あ
と
は
こ
れ
を
も
ら
っ
て
帰

る
。
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
の
間
の
適
日
を
選
び
、
一
日
（
一
晩
）
で
や
る
。
だ
い
た

い
土
曜
日
で
あ
る
。
十
二
月
末
の
地
区
総
会
で
決
め
る
。
夕
方
長
谷
地
区
公
民
館
に
集
合

し
、
そ
こ
で
集
合
し
て
一
度
踊
り
、
ル
ー
ト
を
決
め
て
か
ら
出
か
け
る
。

　
第
三
節
　
蚕
舞
の
詞
章

　

ふ
し
ぎ
に
満
ち
た
蚕
舞
の
歌
詞
は
も
っ
ぱ
ら
口
頭
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
南
種

子
町
の
蚕
舞
の
歌
詞
が
書
き
留
め
ら
れ
た
の
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
は
、
下
野
敏
見
氏

に
よ
る
昭
和
三
十
八
年
の
報
告『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
註
７
）が
初
め
て
と
思
わ
れ
る
。

　

口
頭
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
に
漢
字
を
宛
て
て
記
述
す
る
場
合
、
語
句
の
解
釈
を
伴
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う
。
下
野
氏
に
よ
る
初
め
て
の
文
字
化
資
料
は
解
釈
の
嚆
矢
で
も
あ
る
。
そ
の
後
、
地
元

民
に
よ
っ
て
も
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
ず
は
こ
の
下
野
敏
見
氏
に
よ
る
平
山

の
歌
詞
を
掲
載
し
、
そ
の
あ
と
そ
の
ほ
か
の
地
区
の
歌
詞
を
掲
載
す
る
。

　

下
野
氏
は
平
山
西
之
町
の
中
畠
泉
氏
か
ら
聞
き
取
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
註
８
）。
語

句
の
意
味
や
詞
章
の
構
成
な
ど
に
つ
い
て
は
次
節
で
と
り
扱
う
。

　
　

　
（
一
）　

平
山
浜
田

　
　

祝
い
申
す
こ
れ
か
ら
申
す
、
門
か
ら
申
す
、
こ
の
家
、
家
は
裕
福
舞
い
の
家
と
見
か

け
申
す
よ
、
ま
し
て
こ
の
家
祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
祝
い
申
す
よ
、
九
十
九
階
の
蚕

の
宮
城
を
廻
し
ま
す
る
さ
き
は
、
綾
を
は
え
錦
を
ひ
ろ
め
、
ヤ
ー
ラ
ラ
ン
ラ
ン
ラ
と
と
く

と
ふ
ま
せ
て
、
こ
れ
よ
り
東
の
朝
ひ
ら
峠
の
ケ
ン
ケ
ン
鳥
の
メ
ン
ド
リ
の
右
の
お
ぼ
り
羽

根
、
左
の
風
切
り
、
お
っ
と
り
合
わ
せ
て
、
一
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
千
枚
す
く
う
、
二

羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
二
千
枚
す
く
う
、
三
千
枚
の
蚕
種
を
よ
せ
よ
集
め
よ
、
ア
リ
児
に

な
る
と
き
ゃ
、
ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
、
ツ
ブ
レ
に
な
る
と
き
ゃ
、
ツ
ル
ツ
ル
と
申
す
、

フ
シ
児
に
な
る
と
き
ゃ
、
ハ
ジ
の
舞
を
召
す
、
長
雨
に
な
る
と
き
ゃ
、
雨
桑
も
き
ら
わ
ず
、

露
桑
も
き
ら
わ
ず
、
赤
ま
ゆ
白
ま
ゆ
か
が
せ
給
う
れ
、
そ
の
ま
ゆ
の
固
さ
は
天
河
原
の
石

よ
り
も
固
と
う
ご
ざ
る
、
ど
の
駒
か
春
駒
の
勇
む
如
く
に
、
夢
に
見
て
さ
や
も
の
ゆ
き
も

の
よ
、
母
女
さ
ま
か
よ
娘
女
か
よ
、
町
の
お
祝
い
お
通
り
や
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
野
敏
見『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』よ
り
）

　

平
山
四
地
区
（
浜
田
・
中
之
町
・
西
之
町
・
広
田
）
は
い
ず
れ
も
、
右
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
歌
詞
と
考
え
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
細
部
に
違
い
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、
広
田
で
は
最
後

の
「
町ち

ょ
う

の
お
祝
い
お
通
り
や
れ
」
の
直
前
に
「
で
き
も
よ
か
よ　

し
ょ
ち
ゅ
な
も
よ
し
」

と
い
う
語
句
（
意
味
は
わ
か
ら
な
い
）
が
挿
入
さ
れ
る
。

　
（
二
）　

茎
永

　

茎
永
の
歌
詞
は
平
山
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
前
節
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
茎
永
は

三
つ
の
大
町
（
オ
オ
チ
ョ
ウ
）
ご
と
に
や
っ
て
い
た
も
の
を
、
茎
永
地
区
青
年
団
が
統
一

し
て
継
承
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
大
町
ご
と
に
多
少
の
違
い
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
現
在

で
は
確
認
で
き
な
い
。
青
年
団
の
作
成
し
た
歌
詞
カ
ー
ド
か
ら
転
載
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
申
す
よ
、
門
か
ら
申
す
よ
、
こ
の
家
は
、
お
家
は
、
裕
福
住
ま
い
の
家
と
見

か
け
申
す
よ
、
ま
し
て
こ
の
家
、
祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
お
祝
い
申
す
よ
、
九
十
九

階
の
蚕
の
宮
城
、
舞
わ
し
ま
す
先
に
、
綾
を
は
え
錦
を
ひ
ろ
め
、
ヤ
ー
サ
ー
、
ラ
ー
ラ
ン

ラ
ン
ラ
と
と
く
と
踏
ま
せ
て
、
こ
れ
よ
り
東
の
朝
日
来
の
峠
の
、
ケ
ン
ケ
ン
鳥
の
め
ん
鳥

の
、
右
の
お
ぼ
り
羽
左
の
風
切
り
、
お
取
り
合
わ
せ
て
一
羽
が
い
で
す
く
え
ば
千
枚
す
く

う
、
二
羽
が
い
で
す
く
え
ば
二
千
枚
す
く
う
、
三
千
枚
の
蚕
種
を
寄
せ
て
集
め
て
、
春
蚕

に
な
る
と
き
ゃ
ハ
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
よ
、つ
ゆ
蚕
に
な
る
と
き
ゃ
ツ
ル
ツ
ル
と
申
す
よ
、

長
雨
に
な
る
と
き
ゃ
、
雨
桑
も
嫌
わ
ず
、
露
桑
も
嫌
わ
ず
、
赤
繭
白
繭
か
が
わ
せ
給
う
れ
、

そ
の
繭
の
硬
さ
は
、
天
河
原
の
石
よ
り
も
固
う
ご
ざ
る
、
ど
の
駒
か
春
駒
の
勇
む
ご
と
く

に
、
夢
に
見
て
さ
え
も
の
ゆ
き
も
の
よ
、
母
上
様
、
娘
上
様
、
町
の
お
祝
い
お
く
み
や
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
年
団
作
成
の
歌
詞
カ
ー
ド
）

　
（
三
）　

上
中
上
野

　

上
中
で
は
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
五
つ
の
集
落
が
現
在
も
伝
承
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

少
し
ず
つ
違
い
が
あ
る
が
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
は
同
じ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
代
表
と
し

て
上
野
の
も
の
を
掲
載
す
る
。
地
元
作
成
の
歌
詞
プ
リ
ン
ト
を
転
載
す
る
。
平
山
と
茎
永

は
基
本
的
に
同
じ
だ
っ
た
が
、
上
野
の
も
の
は
こ
れ
と
は
い
く
ぶ
ん
違
っ
て
い
る
。
そ
の

違
い
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
詞
章
を
見
た
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
次
節
で
取

り
あ
げ
る
。

　

こ
れ
か
ら
申
す
、
門
か
ら
申
す
、
こ
れ
の
ご
家
は
、
裕
福
な
ご
家
と
見
か
け
申
す
が
、

九
十
九
界
の
こ
の
み
や
じ
ょ
う
、
ま
わ
し
ま
す
先
に
、
綾
を
は
え
錦
を
広
げ
て
、
こ
れ
か

ら
思
え
ば
、
東
の
峠
の
あ
さ
い
ら
い
の
こ
か
げ
の
、
ケ
ン
ケ
ン
鳥
の
め
ん
ど
り
の
、
右
の

お
ご
り
羽
根
左
の
風
切
ィ
お
っ
と
り
合
せ
て
、ひ
と
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
千
枚
す
く
う
、

二
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
二
千
枚
す
く
う
、
三
千
枚
の
子
だ
ね
を
寄
せ
集
め
て
、
え
と
く

と
ふ
ま
え
て
、
は
る
ご
に
な
る
と
き
ゃ
、
ハ
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
、
ツ
ン
ダ
ゴ
に
な
る
と

き
ゃ
つ
ん
と
つ
ん
と
申
す
、
虫
に
お
き
る
と
や
甘
桑
も
き
ら
わ
ず
、
露
桑
も
き
ら
わ
ず
、

な
が
め
に
な
る
と
き
ゃ
は
い
の
ま
い
の
召
す
が
、
春
ご
ま
は
夢
に
み
て
さ
え
も
の
ゆ
き
も

の
と
、
聞
き
え
申
す
が
、
ア
ー
り
ゅ
う
の
こ
ま
か
よ
、
ヤ
ッ
サ
だ
ん
だ
ん
、
ま
ゆ
に
ま
わ
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せ
て
、
そ
ー
の
ー　

ま
ゆ
の
固
さ
は
ー
、
天
川
原
の
ォ
石
よ
り
も
ォ
ま
だ
ま
だ
固
い
、
こ

の
み
や
じ
ょ
う
祝
い
に
、
祝
う
お
て
ー
お
じ
ゃ
る
ど
う
か
ら
、
あ
か
が
せ
給
え
よ
、
お
ば

ば
じ
ょ
う
さ
ま
ァ
、
娘
じ
ょ
う
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
お
祝
い
お
米
や
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
元
プ
リ
ン
ト
）

　
（
四
）　

下
中
山
神

　

下
中
で
唯
一
伝
承
を
続
け
て
い
る
山
神
の
歌
詞
は
、
基
本
的
に
前
掲
上
中
上
野
の
も
の

と
同
じ
と
見
て
よ
い
。
地
元
作
成
の
歌
詞
プ
リ
ン
ト
を
転
載
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
申
す
、
門
か
ら
申
す
、
こ
れ
の
御
家
は
、
御
福
な
御
家
と
、
み
か
け
申
す
が
、

九
十
九
階
の
こ
の
宮
城
、
舞
わ
し
ま
す
る
先
に
、
あ
や
を
は
え
、
錦
を
広
げ
て
、
こ
れ
か

ら
思
え
ば
、
東
の
峠
の
、
あ
さ
ひ
ら
い
の
こ
か
げ
の
、
け
ん
け
ん
鳥
の
め
ん
鳥
の
、
右
の

お
ぼ
り
羽
、
左
の
風
き
り
、
お
っ
と
り
合
わ
せ
て
、
一
羽
が
い
す
く
え
ば
、
一
千
ま
い
す

く
う
、
二
羽
が
い
で
す
く
え
ば
、
二
千
枚
も
す
く
う
、
三
千
枚
の
蚕
だ
ね
を
よ
せ
て
あ
つ

め
て
、
と
く
と
生
ま
せ
て
、
蟻
子
に
な
る
時
は
、
ハ
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
、
ツ
ン
ム
ラ
ゴ

に
な
る
と
き
は
、
ツ
ム
ツ
ム
ツ
ン
と
申
す
、
虫
に
お
き
る
と
き
は
、
雨
桑
も
嫌
わ
ず
、
露

桑
も
嫌
わ
ず
、
長
雨
に
な
る
と
き
は
、
は
じ
の
舞
を
メ
ー
ス
が
、
春
ゴ
マ
は
、
夢
に
み
て

さ
や
も
の
ゆ
き
も
の
と
、
聞
き
え
申
す
が
、
粒
の
細
か
ヨ
、
ヤ
ッ
サ
ー
ラ
ー
ン
ラ
ー
ン
、

ま
ゆ
に
舞
わ
せ
て
、
そ
の
ま
ゆ
の
固
さ
は
ア
・
ア
ン
マ
ガ
ワ
ラ
の
、
石
よ
り
も
ま
ー
だ
固

い
、
赤
ま
ゆ
、
黄
ま
ゆ
こ
の
宮
城
、
祝
い
に
祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
、
か
が
せ
給
え

よ
、
母
上
様
、
娘
嬢
ま
で
、
町
の
お
祝
い
お
米
あ
れ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
元
プ
リ
ン
ト
）

　

以
上
見
て
き
た
歌
詞
の
地
区
に
よ
る
具
体
的
な
違
い
に
つ
い
て
は
次
節
で
取
り
あ
げ
る

が
、
大
き
く
は
平
山
・
茎
永
と
上
中
・
下
中
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
第
四
節
　
詞
章
の
構
成
と
語
釈

　

右
に
掲
げ
た
蚕
舞
の
詞
章
は
あ
く
ま
で
記
録
さ
れ
た
（
文
字
化
さ
れ
た
）
そ
れ
で
あ
る
。

下
野
氏
に
よ
る
平
山
の
も
の
は
五
十
年
ほ
ど
前
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
他
の
地
区
も
数
年

か
ら
十
年
ほ
ど
前
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
最
近
の
実
演
か
ら
歌
詞
を
起
こ

し
、
詞
章
の
構
造
や
語
句
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
音
楽
に
つ
い
て
は
次
節
で
と
り

あ
げ
る
。

　

歌
詞
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
漢
字
を
用
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
下
野
敏
見
氏
に

よ
る
報
告
や
地
元
の
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、私
の
解
釈
に
基
づ
い
て
宛
て
た
。

意
味
の
取
り
に
く
い
（
漢
字
を
宛
て
に
く
い
）
言
葉
に
つ
い
て
は
仮
名
の
ま
ま
に
し
た
。

読
み
に
く
い
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
ル
ビ
で
読
み
を
示
し
た
。「
は
」
は
「
ハ
」
と
発
音

す
る
場
合
と
、
格
助
詞
と
し
て
「
ワ
」
と
発
音
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
そ
の
違
い
を
示

す
た
め
に
格
助
詞
の
場
合
は
音
の
通
り
「
わ
」
と
表
記
し
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
は
こ
の
あ
と
の

考
察
の
た
め
に
私
が
付
し
た
。
句
読
点
は
い
っ
さ
い
付
け
な
か
っ
た
が
、
句
点
を
入
れ
た

ほ
う
が
読
み
や
す
く
な
る
場
合
は
一
字
分
あ
け
た
。改
行
は
こ
の
あ
と
考
察
す
る
音
楽（
旋

律
の
区
切
り
）
を
視
野
に
い
れ
て
お
こ
な
っ
た
。

　
（
一
）
平
山
の
浜
田

　

ま
ず
は
も
っ
と
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
思
わ
れ
る
平
山
の
浜
田
地
区
を
取
り
あ
げ
る
。
平

成
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
に
、
記
録
作
成
の
た
め
に
演
じ
て
も
ら
っ
た
映
像
か
ら
起
こ

し
た
。
つ
い
で
な
が
ら
広
田
で
は
一
ヶ
所
（
最
後
か
ら
二
行
目
）
だ
け
、
浜
田
に
は
な
い

語
句
が
入
る
（
括
弧
で
示
し
た
）。

　
　
　

お
祝
い
申
す
、
お
祝
い
申
す                      

　

Ａ　

こ
れ
か
ら
申
す
よ　

門か
ど

か
ら
申
す
よ            

　
　
　

こ
の
家
わ　

家
わ                              

　
　
　

裕
福
繭ま

ゆ

の
家
と
見
か
け
申
す
よ            

　
　
　

ま
し
て
こ
の
家い

や

わ    

　
　
　

祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
祝
い
申
す
よ          

　
　
　

九
十
九
か
い
の                 

　
　
　

蚕こ

のの

宮み
や

ジ
ョ
ウ
を
舞
わ
し
ま
す
先
に        

　
　
　

綾
を
は
え　

錦
を
広
げ                          

　
　
　

ヤ
ー　

ラ
ラ
ン　

ラ
ン
ラ
と　

と
く
と
踏
ま
せ
て          
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Ｂ　

こ
れ
よ
り
東
の
あ
さ
び
ら
い
の
峠
の                

　
　
　

ケ
ン
ケ
ン
鳥
の
メ
ン
ド
リ
の

　
　
　

右
の
お
ぼ
り
羽
根　

左
の
風
切
り                  　

　
　
　

お
っ
と
り
合
わ
せ
て                            　

　
　
　

ひ
と
羽
根
匙が

い

で
す
く
え
ば
千
枚
も
す
く
う  　

　
　
　

ふ
た
羽
根
匙
で
す
く
え
ば
二
千
枚
も
す
く
う        　

　
　
　

三
千
枚
の
蚕こ

種だ
ね

を
寄
せ
よ
集
め
よ      　

　

Ｃ　

ア
リ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ

　
　
　

ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
よ                   

　
　
　

ツ
ー
ブ
ラ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ                        　

　
　
　

ツ
ー
ル
ツ
ル
と
申
す
よ                            

　
　
　

長
雨
（
な
が
め
）
に
な
る
と
き
ゃ                    

　
　
　

ハ
ジ
の
マ
イ
を
め
す
よ                            

　
　
　

フ
シ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ                        

　
　
　

雨あ
ま

桑か

も
嫌
わ
ず                

　
　
　

露つ
ゆ

桑か

も
嫌
わ
ず                    

　
　
　

赤あ
か
ま
い繭　

白し
ろ
ま
い繭           

　
　
　

か
が
せ
た
も
う
れ                           

　

Ｄ　

そ
の
繭
の
固
さ
わ

　
　
　

あ
ん
ま
河
原
の
石
よ
り
も
固
と
う
ご
ざ
る            

　
　
　

ど
の
駒
か　

春
駒
の
勇
む
ご
と
く
に                

　
　
　

夢
に
見
て
さ
え
も
の
ゆ
き
も
の
よ                  

　
　
　

婆ば
ば

ジ
ョ
様
か
よ　

娘
ジ
ョ
ウ
か
よ 

　
　
　
（
で
き
も
よ
か
よ　

し
ょ
ち
ゅ
な
も
よ
し
）

　
　
　

き
ょ
う
の
お
祝
い
お
く
み
あ
れ 

　

詞
章
全
体
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
付
し
た
四
つ
の
部
分
に
分
け
て
検
討
す
る
。
四
つ
に
は
お
よ

そ
次
の
よ
う
な
構
成
上
の
役
割
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ａ　

第
一
部　

導
入
（
舞
の
趣
旨
説
明
）

　

Ｂ　

第
二
部　

蚕
種
を
集
め
る

　

Ｃ　

第
三
部　

蚕
の
成
長
と
営え

い
け
ん繭
ま
で

　

Ｄ　

第
四
部　

繭
の
称
讃
と
締
め
く
く
り

　

歌
に
し
て
全
体
は
五
分
足
ら
ず
で
、
祝
福
の
趣
旨
説
明
か
ら
蚕こ

種だ
ね

が
成
長
し
繭
を
形
成

す
る
ま
で
が
簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
養
蚕
技
術
に
関
わ
る
用
語
や
古
風
な
言
い
ま
わ

し
も
あ
っ
て
完
全
に
意
味
を
と
ら
え
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
私
の
子
供
時
代
の
実
家

で
も
蚕
を
飼
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
体
験
が
歌
詞
理
解
に
役
立
っ
た
。
と
は
い
っ
て
も
完

全
に
理
解
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、可
能
な
か
ぎ
り
の
解
釈
を
試
み
て
み
よ
う（
註
９
）。

　

◆
お
祝
い
申
す　

お
祝
い
申
す

　

こ
の
冒
頭
句
は
歌
う
の
で
は
な
く
、
蚕
舞
一
行
の
来
訪
を
告
げ
る
言
葉
で
あ
る
。
地
区

に
よ
っ
て
、
玄
関
の
前
で
玄
関
の
戸
を
開
け
ず
に
外
に
立
っ
た
ま
ま
発
す
る
場
合
と
、
玄

関
の
戸
を
開
け
て
か
ら
発
す
る
場
合
と
あ
る
が
、
浜
田
で
は
前
者
の
形
を
取
っ
て
お
り
、

こ
の
言
葉
を
発
し
て
か
ら
玄
関
の
戸
を
開
け
て
カ
ネ
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
歌
が
始
ま

り
、
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
（
舞
手
）
は
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
中
へ
は
い
る
。
主
人
夫
妻
は
こ

の
声
が
聞
こ
え
る
と
、
焼
酎
の
は
い
っ
た
徳
利
と
小
盃
を
載
せ
た
盆
を
持
っ
て
床
の
間
の

あ
る
座
敷
に
移
動
し
、
正
座
し
て
待
つ
。
古
い
民
家
で
あ
れ
ば
、
部
屋
の
仕
切
り
と
な
る

襖
や
障
子
は
す
べ
て
開
け
放
さ
れ
て
い
る
の
で
、
床
の
間
の
座
敷
か
ら
玄
関
が
見
え
る
。

亭
主
柱
に
は
ダ
ゴ
を
差
し
て
お
く
も
の
だ
っ
た
が
、
現
在
は
蚕
舞
一
行
が
あ
ら
か
じ
め
持

参
し
て
柱
に
掛
け
て
お
い
て
も
ら
う
。

　

◆
こ
れ
か
ら
申
す
よ　

門
か
ら
申
す
よ

　

玄
関
の
戸
（
引
き
戸
）
を
開
け
、
一
行
は
外
に
立
っ
た
ま
ま
太
鼓
や
カ
ネ
を
軽
快
に
打

ち
始
め
、
続
い
て
こ
の
文
句
が
歌
い
出
さ
れ
る
。
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
は
床
の
間
か
ら
は
ま

だ
見
え
な
い
。
門か

ど

は
正
確
に
は
門か

ど
ぐ
ち口
で
あ
っ
て
玄
関
で
は
な
く
、
敷
地
へ
の
入
口
の
こ
と

で
あ
る
。
蚕
舞
は
本
来
、
玄
関
で
は
な
く
、
文
字
通
り
敷
地
の
入
口
（
門
口
）
で
ま
ず
歌

い
始
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　

◆
裕
福
繭
の
家
と
見
か
け
申
す

　

ゆ
う
ふ
く
ま
い
の
…
と
も
聞
こ
え
る
の
で「
裕
福
舞
」と
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、「
裕

福
な
繭
を
育
て
る
（
有
徳
の
）
家
と
お
見
受
け
す
る
の
で
」
と
解
釈
し
う
る
の
で
、「
ま
い
」

は
繭
（
ま
ゆ
）
と
し
た
。

　

◆
ま
し
て
こ
の
家
わ　

祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
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「
こ
の
家
わ
」
は
実
際
の
歌
唱
で
は
「
こ
の
イ
ヤ
」
と
発
音
さ
れ
る
。「
ま
し
て
こ
の
イ

ヤ
、
祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
」
は
「
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
家
は
、
お
祝
い
を
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
」
の
意
。「
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
」
は
特
に
種
子
島
方

言
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
種
子
島
で
も
一
部
の
年
配
者
を
除
い
て
こ
ん
な
言
い
方
は

し
な
く
な
っ
た
。
や
や
発
音
が
し
に
く
い
た
め
に
、「
お
じ
ゃ
ン
ろ
う
か
ら
」と
か「
お
じ
ゃ

ン
ど
う
か
ら
」
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。　

　

◆
く
じ
ゅ
う
く
か
い
の

　

蚕
舞
の
主
人
公
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
の
出
自
を
示
す
言
葉
で
、
解
釈
の
も
っ
と
も
難
し
い

語
句
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
諸
報
告
や
ノ
ー
ト
類
に
は
「
九
十
九
回
の
」「
九
十
九
階
の
」

「
九
十
九
界
の
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。「
九
十
九
カ
イ
の
蚕
の
宮
ジ
ョ
ウ
」
と
は
何
か
。

無
理
に
解
釈
す
る
と
付
会
を
お
か
す
危
険
を
承
知
で
探
っ
て
み
よ
う
。
ク
ジ
ュ
ウ
ク
は
数

を
示
す
九
十
九
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
九
十
九
島
（
く
じ
ゅ
う
く
し
ま
）
と
か
九
十
九
里

浜
（
く
じ
ゅ
う
く
り
は
ま
）
な
ど
と
い
う
風
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ

う
。「
カ
イ
」
は
何
か
。
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
を
「
蚕
の
宮
城
」
と
見
れ
ば
、
九
十
九
階
も

の
高
層
の
城
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ど
こ
か
仏
教
的
な
に
お
い
も
す
る
。

こ
こ
で
は
ジ
ョ
ウ
は
城
で
は
な
く
尊
称
の
ジ
ョ
ウ
で
「
嬢
」
か
「
上
」
の
意
味
と
見
て
お

く
。
続
く
語
句
が
「
舞
わ
し
ま
す
先
に
」
だ
か
ら
、
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
を
「
九
十
九
回
も

舞
わ
す
」
つ
ま
り
「
何
度
も
舞
わ
す
（
舞
う
）」
と
い
う
意
味
と
見
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

◆
蚕
の
宮
ジ
ョ
ウ
を
舞
わ
し
ま
す
先
に

　

宮み
や

は
皇
族
に
見
立
て
た
尊
称
、
ジ
ョ
ウ
は
今
述
べ
た
よ
う
に
嬢
か
上
で
あ
ろ
う
。
種
子

島
で
は
敬
意
を
表
す
接
尾
語
と
し
て
男
女
関
係
な
く
、バ
ジ
ョ
ウ（
婆
ジ
ョ
ウ
）・
オ
イ
ジ
ョ

ウ
（
老
ジ
ョ
ウ
）・
ア
イ
ジ
ョ
ウ
（
兄
ジ
ョ
ウ
）
な
ど
と
し
き
り
に
使
わ
れ
る
が
、
古
く

は
中
央
で
も
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
猿
楽
に
出
る
黒
式
尉
・
白
式
尉
な
ど
の
言
葉
も

想
起
さ
れ
る
。
後
半
の
「
舞
わ
し
ま
す
」
に
つ
い
て
は
「
廻
す
」「
回
す
」
と
い
う
表
記

が
よ
く
見
ら
る
。
む
し
ろ
問
題
は
「
ま
わ
し
ま
す
」
の
表
現
に
、
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
の
背

後
で
こ
れ
を
あ
や
つ
る
者
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
を
あ
や

つ
る
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
は
人
形
、
ま
た
は
人
形
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。と
は
い
え
こ
れ
を
確
認
す
る
手
だ
て
は
な
い
。

「
ま
わ
し
ま
す
」
と
い
う
わ
ず
か
な
表
現
に
、
こ
れ
を
舞
わ
す
者
の
存
在
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
こ
と
を
か
す
か
に
感
ず
る
の
み
で
あ
る
。

　

◆
綾
を
は
え
錦
を
広
げ
…
と
く
と
踏
ま
せ
て

　
「
綾
を
は
え
」
は
「
綾
を
延
え
」
で
あ
ろ
う
。
綾
を
延
え
、
錦
を
広
げ
て
、
そ
の
上
を

と
く
と
（
し
っ
か
り
と
）
踏
ま
せ
て
舞
わ
せ
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
意
味
と
解
釈
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

◆
Ｂ
部
分

　

以
上
が
導
入
部
で
あ
る
。
祝
福
の
舞
を
舞
う
こ
と
の
許
可
を
求
め
、
趣
旨
を
説
明
し
、

い
よ
い
よ
第
二
部
（
Ｂ
）
へ
は
い
る
。
こ
こ
で
は
蚕
の
幼
虫
を
集
め
る
作
業
を
表
現
す
る
。

卵
か
ら
孵
化
し
た
ば
か
り
の
二
～
三
ミ
リ
の
幼
虫
は
、
毛
が
生
え
て
い
る
の
で
毛け

ご蚕
と
い

い
、
ア
リ
の
よ
う
で
も
あ
る
の
で
蟻ぎ

蚕さ
ん

と
も
い
う
。
こ
の
状
態
が
一
齢
で
、
脱
皮
を
四
回

く
り
返
し
て
五
齢
と
な
っ
た
あ
と
、
糸
を
吐
い
て
繭
作
り
（
営
繭
）
を
始
め
る
。
蟻
蚕
か

ら
営
繭
ま
で
約
二
十
日
間
ほ
ど
は
養
蚕
を
経
験
し
た
者
に
と
っ
て
は
感
動
の
体
験
で
あ

る
。
孵
化
し
た
蟻
蚕
（
毛
蚕
）
に
細
分
し
た
桑
葉
を
与
え
、
こ
れ
を
別
の
床
に
移
す
作
業

を
掃
立(

は
き
た
て)

と
い
う
が
、
こ
れ
は
初
期
の
も
っ
と
も
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
バ

イ
菌
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、
蟻
蚕
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
う
。
掃
立
の

た
め
に
は
羽
根
箒
を
使
う
。
こ
れ
は
こ
の
あ
と
の
蚕
の
成
長
を
左
右
す
る
重
要
な
道
具
と

な
る
。
Ｂ
で
は
こ
の
羽
根
箒
の
神
聖
性
を
歌
う
。

　

◆
東
の
あ
さ
び
ら
い
の
峠
の

　
「
あ
さ
び
ら
い
」
に
「
朝
日
来
」
と
漢
字
を
宛
て
た
地
元
プ
リ
ン
ト
も
あ
る
。
正
確
な

意
味
は
取
り
に
く
い
が
、「
朝
日
が
来
る
方
向
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
東
の
峠
は

朝
の
到
来
す
る
（
日
の
昇
る
）
方
向
、
一
日
の
中
で
も
っ
と
も
清
浄
な
方
向
で
あ
る
。
そ

の
清
浄
な
方
向
に
い
る
鳥
も
ま
た
清
浄
な
の
で
あ
る
。

　

◆
ケ
ン
ケ
ン
鳥
の
メ
ン
ド
リ
の

　

ケ
ン
ケ
ン
は
キ
ジ
（
雉
）
の
鳴
き
声
で
、
ケ
ン
ケ
ン
ド
リ
と
は
キ
ジ
（
雉
子
）
の
こ
と

で
あ
る
。
キ
ジ
は
種
子
島
で
も
普
通
に
見
ら
れ
る
野
生
の
鳥
で
、
種
子
島
で
は
キ
ジ
に
似

た
ヤ
マ
ド
リ
も
含
め
て
ケ
ン
ケ
ン
と
い
っ
た
（
最
近
は
ケ
ン
ケ
ン
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の

が
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
）。
ケ
ン
ケ
ン
は
特
に
種
子
島
独
自
の
言
い
方
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
北
原
白
秋
の
童
謡
「
雉
子
ぐ
る
ま
」
に
は
「
雉
は
け
ん
け
ん
、
鳩
ぽ
っ
ぽ
」
と
あ

る
。
オ
ン
ド
リ
で
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
メ
ン
ド
リ
の
ほ
う
が
羽
根
が
や
わ
ら
か
い

と
い
う
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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◆
右
の
お
ぼ
り
羽
根　

左
の
風
切
り

　
「
お
ぼ
り
バ
ネ
」
を
「
大
覆
羽
」
と
解
釈
す
る
下
野
敏
見
氏
（
註
10
）
に
従
い
た
い
。

風
切
り(
か
ざ
き
り)

は
主
翼
の
こ
と
で
、要
す
る
に
ど
ち
ら
も
主
翼
の
こ
と
で
あ
る
。「
右

の
…
左
の
…
」
と
同
じ
内
容
を
表
現
を
変
え
て
並
べ
る
対
句
的
表
現
が
調
子
の
よ
さ
を
生

み
出
し
て
い
る
。

　

◆
お
っ
と
り
合
わ
せ
て

　

羽
根
を
合
わ
せ
て
、
次
に
出
て
く
る
羽は

根ね

匙が
い

を
作
る
の
だ
が
、
そ
の
様
子
を
「
お
っ
と

り
」
と
表
現
し
て
い
る
。「
や
さ
し
く
」
の
意
味
で
あ
る
。

　

◆
ひ
と
羽
根
匙
で
す
く
え
ば
千
枚
も
す
く
う

　
「
ひ
と
は
ね
が
い
」
に
本
稿
で
は
「
ひ
と
羽
根
匙
」
の
字
を
宛
て
た
。
ご
飯
を
盛
る
シ
ャ

モ
ジ
の
こ
と
を
種
子
島
で
は
メ
シ
ガ
ー（
メ
シ
ガ
イ
の
長
音
化
）と
い
う
。
匙
は
サ
ジ（
ス

プ
ー
ン
）
で
も
あ
る
が
、
カ
イ
と
も
い
う
。「
ひ
と
羽
根
匙
で
す
く
え
ば
」
と
は
「
羽
根

匙
で
一
回
す
く
え
ば
」
の
意
味
。
千
枚
の
マ
イ
は
蟻
蚕
の
数
を
い
う
。

　

◆
Ｃ
部
分

　

第
三
部
は
蚕
の
成
長
を
表
現
す
る
。
そ
の
成
長
過
程
は
ひ
た
す
ら
桑
を
食
べ
続
け
、
脱

皮
を
く
り
返
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
脱
皮
の
た
び
に
お
と
ず
れ
る
活
動
停
止
（
桑
を
食

べ
な
い
）
状
態
は
ま
る
で
蚕
が
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
眠み

ん

と
い
う
。
脱
皮
前

に
外
皮
の
内
側
に
新
し
い
皮
を
形
成
す
る
。
そ
の
時
、
桑
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
じ
っ
と

し
て
い
る
。
脱
皮
直
後
も
、
柔
ら
か
い
新
し
い
外
皮
が
固
ま
る
ま
で
活
動
は
し
な
い
。

　

◆
ア
リ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ　

ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
よ

　

ア
リ
ゴ
は
蟻
蚕
（
孵
化
し
た
ば
か
り
の
毛
蚕
）
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
蚕
の
小
さ
い
様

子
を
表
現
し
て
い
る
。
ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
は
ア
リ
ゴ
の
「
ア
リ
」
の
連
想
か
ら
生
ま
れ
た
擬

態
語
で
あ
る
。
音
を
立
て
て
桑
を
食
べ
る
様
子
は
ま
る
で
「
ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
い
っ
て
い

る
よ
う
だ
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

◆
ツ
ー
ブ
ラ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ　

ツ
ー
ル
ツ
ル
と
申
す
よ

　

ツ
ブ
ラ
ゴ
は
眠
に
入
っ
た
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
ツ
ー
ブ
ラ
と
ツ
ー
ル
ツ
ル
に
は
似
た

語
音
を
く
り
返
す
と
い
う
遊
び
が
あ
っ
て
、
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ミ

ン
状
態
の
蚕
は
事
実
、
白
く
光
っ
て
い
る
の
で
「
ツ
ー
ル
ツ
ル
」
に
は
そ
の
こ
と
か
ら
の

連
想
が
あ
ろ
う
。

　

◆
長
雨
に
な
る
と
き
ゃ

　

蚕
の
餌
と
な
る
桑
は
梅
雨
時
期
に
も
っ
と
も
よ
く
成
長
す
る
。
蚕
の
食
欲
旺
盛
の
時
期

に
合
わ
せ
て
桑
を
栽
培
す
る
必
要
が
あ
る
。
数
万
の
蚕
が
桑
の
葉
を
食
べ
る
様
は
、
夜
と

な
く
昼
と
な
く
さ
ざ
波
の
よ
う
な
音
が
わ
き
上
が
っ
て
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
。
農
家

は
朝
と
夕
方
、
新
鮮
な
桑
を
確
実
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
雨
は
梅
雨
時
期
の
こ

と
で
、
桑
が
も
っ
と
も
生
育
し
、
蚕
の
食
欲
の
も
っ
と
も
旺
盛
な
時
期
で
あ
る
。

　

◆
ハ
ジ
の
繭
を
め
す
よ

　

下
野
敏
見
氏
は
の
中
で「
ハ
ジ
は
竹
で
編
ん
だ
モ
ッ
コ
」の
こ
と
と
説
明
し
て
い
る（
註

11
）。
モ
ッ
コ
は
運
搬
用
の
籠
。
こ
れ
を
ハ
ジ
と
い
っ
た
と
す
る
の
は
種
子
島
の
民
俗
を

知
悉
す
る
下
野
氏
な
ら
で
は
の
解
釈
で
あ
る
。
蚕
は
竹
箒
の
よ
う
な
隙
間
の
あ
る
と
こ
ろ

で
繭
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
小
さ
な
モ
ッ
コ
形
の
ベ
ッ
ド
を
し
つ
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ベ
ッ
ド
の
こ
と
を
一
般
に
は
マ
ブ
シ
と
い
う
。「
ハ
ジ
の
マ
イ
」
は
「
ハ
ジ
の
舞
」

と
す
る
地
元
プ
リ
ン
ト
も
あ
る
が
、「
ハ
ジ
の
繭
」
と
解
釈
し
た
。「
ハ
ジ
の
中
で
り
っ
ぱ

な
繭
を
お
作
り
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
少
し
ば
か
り
疑
問
も
残
る
。
と
い
う
の
は
詞
章
の
流
れ
か
ら
見
て
、
こ
こ
は

ま
だ
桑
を
食
べ
る
時
期
で
あ
っ
て
繭
を
作
る
に
は
若
干
早
い
の
で
あ
る
。
詞
章
に
錯
綜
が

お
き
て
い
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

　

◆
フ
シ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ　

雨
桑
も
嫌
わ
ず
…

　

フ
シ
ゴ
は
節
蚕
で
あ
ろ
う
。
蚕
は
脱
皮
を
重
ね
る
ご
と
に
体た

い
せ
つ節
が
明
瞭
と
な
り
、
食
欲

は
旺
盛
に
な
る
。
桑
の
葉
が
少
々
濡
れ
て
い
て
も
嫌
う
こ
と
は
な
い
。

　

◆
赤
繭
白
繭　

か
が
せ
た
も
う
れ

　

ア
カ
マ
イ
・
シ
ロ
マ
イ
と
発
音
さ
れ
る
。
繭
と
い
え
ば
白
が
普
通
だ
が
、
黄
色
っ
ぽ
い

も
の
・
赤
っ
ぽ
い
も
の
も
混
じ
っ
て
い
る
。
近
代
日
本
を
支
え
た
養
蚕
製
糸
業
で
は
、
改

良
さ
れ
た
蚕さ

ん
し
ゅ種
の
生
産
技
術
が
進
み
、
養
蚕
農
家
は
こ
れ
を
入
手
し
て
育
て
、
繭
と
な
っ

た
段
階
で
出
荷
す
る
体
制
が
取
ら
れ
た
が
、そ
れ
以
前
は
す
べ
て
を
農
家
が
お
こ
な
っ
た
。

だ
か
ら
白
一
色
で
は
な
く
、
大
半
は
白
で
あ
っ
て
も
薄
い
色
の
つ
い
た
繭
が
混
じ
る
の
は

普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
赤
繭
と
は
「
真
っ
赤
な
繭
」
で
は
な
く
、
紅
が
か
っ
た
繭
、
黄

色
味
を
帯
び
た
繭
の
こ
と
を
い
う
。「
か
が
せ
た
も
う
れ
」
は
「
繭
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
繭
を
マ
ブ
シ
（
繭
を
作
る
網
の
よ
う
な
蚕
座
）
か
ら
は
ず
す
作

業
を
「
か
く
」
と
い
う
の
で
、「
り
っ
ぱ
な
繭
と
な
っ
て
取
り
外
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、
そ
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の
よ
う
な
立
派
な
繭
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

◆
Ｄ

　

第
四
部
は
締
め
く
く
り
で
あ
る
。
繭
を
ほ
め
、
舞
の
趣
旨
を
確
認
し
、
舞
の
出
自
を
述

べ
て
終
わ
っ
て
い
る
と
見
た
い
が
、
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
の
出
自
は
十
分
に
は
明
か
さ
れ
な

い
。

　

◆
あ
ん
ま
河
原
の
石
よ
り
も
固
う
ご
ざ
る

　

繭
と
な
っ
た
直
後
は
柔
ら
か
く
て
ま
だ
収し

ゅ
う
け
ん繭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
固
く
な
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
固
さ
を
天
の
川
の
河
原
の
石
に
た
と
え
た
。

　

◆
ど
の
駒
か
…
夢
に
見
て
さ
え
も
の
ゆ
き
も
の
よ

　

突
然
、
春
駒
の
代
表
的
な
決
ま
り
文
句
が
出
て
き
て
、
今
舞
っ
た
舞
が
春
駒
で
あ
る
こ

と
を
物
語
る
。
春
駒
は
全
国
的
に
も
絶
滅
危
惧
種
で
、
わ
ず
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
地
区

で
は
一
般
的
に
は
「
春
駒
は
夢
に
見
て
さ
え
よ
い
と
や
申
す
」
と
歌
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は

最
後
が
「
も
の
ゆ
き
も
の
よ
」
と
変
化
し
て
い
る
が
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。「
夢
に
見

て
さ
え
、
さ
い
さ
き
よ
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
。
全
国
に
散
在
す
る
春
駒
の
詞
章

の
中
で
蚕
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
何
故
そ
う
な
の
か
は
ま

だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

◆
婆
（
ば
ば
）
ジ
ョ
様
か
よ　

娘
ジ
ョ
ウ
か
よ　

　

ジ
ョ
も
ジ
ョ
ウ
も
前
述
し
た
「
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
」
の
ジ
ョ
ウ
と
同
じ
く
「
上
」
の
字

が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
家
に
い
る
婆
ジ
ョ
と
娘
ジ
ョ
ウ
に
呼
び
か
け
て
い
る
。「
母
上
」

と
書
か
れ
る
地
区
も
あ
る
。
男
で
は
な
く
女
の
み
が
出
て
く
る
の
は
、
女
た
ち
を
コ
ノ
ミ

ヤ
ジ
ョ
ウ
の
保
護
者
（
蚕
を
育
て
る
の
は
一
家
の
主
婦
が
中
心
だ
っ
た
）
と
見
て
い
る

か
、
あ
る
い
は
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
そ
の
も
の
と
見
立
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
コ
ノ
ミ

ヤ
ジ
ョ
ウ
が
舞
い
終
わ
っ
て
去
る
に
あ
た
り
、
舞
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
家
の
女
た
ち

に
憑
依
し
た
と
考
え
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
蚕
舞
は
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ

ウ
を
家
々
の
女
た
ち
に
憑
け
て
ま
わ
る
行
為
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

  

◆
で
き
も
よ
か
よ　

し
ょ
ち
ゅ
な
も
よ
し

　

こ
の
一
行
は
浜
田
に
は
な
く
広
田
だ
け
で
歌
わ
れ
る
語
句
で
、参
考
の
た
め
に
掲
げ
た
。

「
で
き
も
よ
か
よ
」
は
「
繭
の
で
き
が
よ
ろ
し
い
」
と
い
う
意
味
と
取
れ
る
が
、「
し
ょ
ち
ゅ

な
も
よ
し
」
は
ま
っ
た
く
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
別
の
箇
所
に
あ
っ
た
語
句
が
こ

こ
に
紛
れ
込
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

◆
き
ょ
う
の
お
祝
い
お
く
み
あ
れ

　
「
き
ょ
う
の
」
は
「
ち
ょ
う
の
」
と
聞
こ
え
る
場
合
も
あ
り
、「
町
の
」
と
書
か
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
種
子
島
で
は
大
字（
江
戸
時
代
の
村
に
当
た
る
）の
中
の
集
落（
部
落
）を「
中

之
町
（
な
か
の
ち
ょ
う
）」「
西
之
町
（
に
し
の
ち
ょ
う
）」
な
ど
と
チ
ョ
ウ
（
町
）
と
呼

ぶ
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
「
町
の
お
祝
い
」
と
も
解
釈
し
う
る
わ
け
だ
が
、
本

稿
で
は
「
本
日
の
」
の
意
味
と
解
釈
し
た
。「
お
く
み
あ
れ
」
は
「
汲
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
受
け
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
意
味
で
あ
る
。

　

以
上
、
現
行
平
山
浜
田
の
蚕
舞
の
映
像
か
ら
歌
詞
を
お
こ
し
、
語
句
の
解
釈
を
試
み
た
。

五
分
足
ら
ず
の
短
い
詞
章
の
中
に
導
入
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
蚕
種
を
集
め
、
蚕
が
成
長

し
、
繭
を
形
成
す
る
ま
で
が
う
ま
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
各
部
分
は
あ
ま
り

に
も
短
か
す
ぎ
る
し
、
も
っ
と
多
く
の
詞
章
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
を
示
唆
す

る
の
が
、浜
田
に
は
な
く
広
田
に
あ
る
最
後
か
ら
二
行
目
の「
で
き
も
よ
か
よ　

し
ょ
ち
ゅ

な
も
よ
し
」
で
あ
る
。
意
味
は
わ
か
ら
な
い
が
、
実
は
こ
う
し
た
詞
章
の
脱
落
が
ほ
か
に

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
そ
れ
ら
は
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
た
め
に
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

各
戸
を
踊
っ
て
ま
わ
る
た
め
に
は
、一
戸
で
多
く
の
時
間
を
費
や
す
わ
け
に
い
か
な
い
。

詞
章
が
省
略
さ
れ
た
と
す
れ
ば
そ
の
た
め
も
あ
ろ
う
。
音
楽
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る

が
、似
た
よ
う
な
調
子
の
言
葉
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
旋
律
の
く
り
返
し
で
で
き
て
い
る
の
で
、

省
略
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

平
山
・
茎
永
と
上
中
・
下
中
と
で
詞
章
が
大
き
く
違
う
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
。
そ
の

違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
歌
詞
を
比
較
す
る
形
で
示
し
て
お
こ
う
。
上
中
の
代

表
と
し
て
上う

え
の
た
い
ら

之
平
の
も
の
を
掲
載
す
る
。

平
山
浜
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
中
上
之
平

お
祝
い
申
す
、
お
祝
い
申
す
、　　
　
　
　
　
　

 　

Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
申
す　

門
（
か
ど
）
か
ら
申
す　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
申
す　

門
か
ら
申
す
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こ
の
家
わ　

家
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
の
お
家
わ

裕
福
繭
（
ま
ゆ
）
の
家
と
見
か
け
申
す
よ　
　
　
　
　

裕
福
な
お
家
と
み
か
け
申
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ュ
ウ
の
駒
か
よ

ま
し
て
こ
の
家
わ
（
い
や
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 　

ヤ
ー
サ　

ラ
ン
ラ
ン
ラ 

ヤ
春
駒
わ

祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
祝
い
申
す
よ　
　
　
　
　

夢
に
見
て
さ
え
も
の
ゆ
き
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
か
け
申
す
が

九
十
九
か
い
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
十
九
か
い
の

蚕
の
宮
ジ
ョ
ウ
を
舞
わ
し
ま
す
先
に　
　
　
　
　
　
　

蚕
の
宮
ジ
ョ
ウ
を
舞
わ
し
ま
す
先
に

綾
を
は
え　

錦
を
広
げ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
を
は
え　

錦
を
ひ
ろ
げ

ヤ
ー  

ラ
ラ
ン  

ラ
ン
ラ
と  

と
く
と
踏
ま
せ
て　
　

Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
お
も
え
ば
東
の
峠
の
あ
さ
い

こ
れ
よ
り
東
の
あ
さ
び
ら
い
の
峠
の　
　
　
　
　
　
　

ら
い
の
こ
か
げ
の

ケ
ン
ケ
ン
鳥
の
メ
ン
ド
リ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ン
ケ
ン
鳥
の
メ
ン 

ド
リ
の

右
の
お
ぼ
り
羽
根
、
東
の
風
切
り　
　
　
　
　
　
　
　

右
の
お
ぼ
り
羽
根　

左
の
風
切
り

お
っ
と
り
合
わ
せ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
っ
と
り
合
わ
せ
て

ひ
と
羽
根
匙
で
す
く
え
ば　

千
枚
も
す
く
う
、　　

  　

ひ
と
羽
根
匙
で
す
く
え
ば
一
千
枚
す
く
う

ふ
た
羽
根
匙
で
す
く
え
ば　

二
千
枚
も
す
く
う　
　
　

ふ
た
羽
根
匙
で
す
く
え
ば
二
千
枚
す
く
う

三
千
枚
の
蚕
種
（
こ
だ
ね
）
を
寄
せ
よ
集
め
よ　
　
　

三
千
枚
の
蚕
種
を
寄
せ
集
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
く
と
踏
ま
せ
て

Ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
リ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ

ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
よ

ツ
ブ
ラ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
蚕
に
な
る
と
き
ゃ

ツ
ー
ル
ツ
ル
と
申
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ジ
の
舞
と
申
す

長
雨
（
な
が
め
）
に
な
る
と
き
ゃ　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
ン
ブ
ラ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ

ハ
ジ
の
舞
を
め
す
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
ル
ン
ト
ツ
ン
と
申
す

フ
シ
ゴ
に
な
る
と
き
ゃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
シ
起
き
る
と
き
ゃ

雨
桑
（
あ
ま
か
）
も
嫌
わ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
桑
も
嫌
わ
ず

露
桑
（
つ
ゆ
か
）
も
嫌
わ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
桑
も
嫌
わ
ず

赤
繭
（
あ
か
ま
い
）
白
繭
（
し
ろ
ま
い
）　　
　
　

  　

長
雨
に
な
る
と
き
ゃ

か
が
せ
た
も
う
れ                                                  

ハ
ジ
の
舞
を
め
さ
す

Ｄ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
繭
黄
繭

そ
の
繭
の
固
さ
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ー
サ　

ラ
ン
ラ
ン
ラ
ヤ
舞
に
合
わ
せ
て

あ
ん
ま
河
原
の
石
よ
り
も
固
う
ご
ざ
る　
　
　
　
　
　

そ
の
繭
の
固
さ
わ

ど
の
駒
か　

春
駒
の
勇
む
ご
と
く
に　
　
　
　
　
　
　

あ
ん
ま
川
原
の
石
よ
り
も
ま
だ
固
い

夢
に
見
て
さ
え
も
の
ゆ
き
も
の
よ　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
の
宮
ジ
ョ
ウ
の
祝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ど
う
か
ら

婆
（
ば
ば
）
ジ
ョ
様
か
よ　

娘
ジ
ョ
ウ
か
よ
、　　

  　

か
が
せ
給
え
よ

き
ょ
う
の
お
祝
い
お
く
み
あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ば
ば
ジ
ョ
ウ
様　

娘
ジ
ョ
ウ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ょ
う
の
お
祝
い
お
く
み
あ
れ

　

上
と
下
で
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
何
ヶ
所
も
あ
っ
て
、
両
者
の
違
い
が
大
き
い
こ
と
が
わ

か
る
。
詞
章
の
展
開
が
平
山
浜
田
の
も
の
は
整
然
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
上
中
上
之
平

の
も
の
は
混
乱
が
著
し
い
。

　

伝
承
状
況
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、藩
政
期
の
上
中
の
中
心
は
東
側
麓
の
河
内
で
、

現
在
の
市
街
地
周
辺
は
閑
散
と
し
て
い
た
。
市
街
地
は
長
い
年
月
を
か
け
て
各
地
か
ら
の

移
住
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
市
街
地
集
落
の
詞
章
は

河
内
や
平
山
や
茎
永
か
ら
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
音
楽
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
が
、

調
子
が
よ
く
か
つ
単
調
な
旋
律
と
詞
章
は
容
易
に
前
後
関
係
を
混
乱
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
、
伝
え
ら
れ
た
時
に
大
き
な
変
化
を
蒙
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

舞
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
現
行
の
上
中
の
舞
は
平
山
・
茎
永
に
比
べ
て

明
ら
か
に
複
雑
な
動
き
を
す
る
の
で
、
今
述
べ
た
詞
章
と
の
整
合
性
を
ど
う
考
え
る
か
が

検
討
課
題
で
あ
る
。

　
第
五
節
　
蚕
舞
の
音
楽

　

三
地
区
の
蚕
舞
の
音
楽
に
つ
い
て
分
析
的
な
考
察
を
試
み
る
。
平
山
浜
田
の
実
況
映
像
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か
ら
楽
譜
を
起
こ
し
た
の
が
楽
譜
１
で
あ
る
。
ト
短
調
で
採
譜
し
て
い
る
が
、
洋
楽
の
調

性
と
同
じ
よ
う
に
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
日
本
の
伝
統
音
楽
の
採
譜
を
読
む
と
き
の

心
得
で
あ
る
。
特
に
変
ロ
音
と
変
ホ
音
は
楽
譜
よ
り
も
若
干
高
く
、
調
と
し
て
は
ト
短
調

と
ト
長
調
の
中
間
、
や
や
ト
短
調
に
近
い
。
そ
の
上
で
、
こ
の
採
譜
を
少
し
詳
し
く
分
析

的
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

拍
子
は
単
純
な
二
拍
子
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
は
太
鼓
・
カ
ネ
な
ど

の
楽
器
を
使
う
の
で
は
な
く
、
農
具
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を
子
供
た
ち
も
混
じ
っ
て
叩
く
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
楽
器
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
せ
い
ぜ
い
戦
後

の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
特
に
楽
器
に
つ
い
て
は
と
り
あ
げ
な
い
。

　

リ
ズ
ム
も
ま
た
決
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
鳴
り
物
を
持
っ
て
単
純
な
二

拍
子
の
拍
の
頭
を
叩
く
だ
け
だ
っ
た
。
粗
野
で
は
あ
っ
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
感
あ
ふ
れ
る
に

ぎ
や
か
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
現
在
は
大
太
鼓
が
小
節
の
頭
を
叩
き
、
小
太
鼓
や
鉦
は
あ

と
の
拍
と
裏
拍
を
叩
く
が
、
時
々
大
太
鼓
が
二
拍
目
を
叩
く
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
少
々

お
し
ゃ
れ
な
叩
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
楽
譜
１
に
は
大
太
鼓
の
叩
か
れ
る
場
所
に
×
印
を

付
け
て
お
い
た
。

　

旋
律
の
音
域
は
最
低
音
が
ト
音
で
あ
る
。
最
高
音
は
一
オ
ク
タ
ー
ブ
上
の
ト
音
だ
が

時
々
瞬
間
的
に
出
て
く
る
だ
け
な
の
で
、
実
質
的
に
は
変
ホ
音
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
と
最
低
音
ト
音
～
最
高
音
変
ホ
音
と
い
う
六
度
の
音
域
で
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
地
方
の
伝
統
芸
能
の
旋
律
と
し
て
も
決
し
て
広
い
と
は
い
え
な
い
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、
旋
律
は
き
わ
め
て
流
暢
、
ほ
の
か
な
郷
愁
を
漂
わ
せ
る
独
特
の
魅

力
が
あ
る
。
わ
ず
か
五
分
足
ら
ず
だ
が
、
民
俗
音
楽
の
白
眉
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ほ
の
か
な
郷
愁
と
い
っ
た
が
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
主
原
因
は
、
変
ロ
音
と
変
ホ
音
に

あ
る
。
楽
譜
の
上
で
は
ロ
音
が
半
音
下
が
っ
て
変
ロ
、
ホ
音
が
半
音
下
が
っ
て
変
ホ
に
な

る
。
し
か
し
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
洋
楽
の
よ
う
に
完
全
に
半
音
下
が
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
ロ
と
変
ロ
、
ホ
と
変
ホ
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
と
も
取

れ
る
よ
う
な
音
程
な
の
で
あ
る
。

　

旋
律
は
似
た
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
が
く
り
返
さ
れ
、音
域
も
一
定
、リ
ズ
ム
も
ワ
ン
パ
タ
ー

ン
で
あ
る
。
詞
章
も
対
語
や
反
復
語
が
多
く
調
子
も
よ
い
。
い
わ
ゆ
る
サ
ビ
と
な
る
部
分

も
な
い
。
と
な
る
と
ど
こ
を
歌
っ
て
い
る
の
か
一
瞬
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
、
上
演
者

た
ち
に
は
た
ぶ
ん
あ
る
の
だ
と
思
う
。
他
地
区
で
詞
章
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
は
そ
の
こ

と
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

　

楽
譜
１
に
は
前
節
で
見
た
詞
章
の
四
つ
の
部
分
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
を
書
き
込
ん
で
お
い
た
。

細
部
に
わ
た
る
が
、
明
ら
か
な
旋
律
の
反
復
フ
レ
ー
ズ
を
い
く
つ
か
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

Ａ
部
分
で
は
２
小
節
目
の
「
も
オ
す
よ
」
が
執
拗
に
く
り
返
さ
れ
る
。
同
じ
語
句
で
同

じ
旋
律
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
別
の
語
句
で
も
同
じ
旋
律
で
歌
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
同
じ

旋
律
部
分
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　

２
小
節　

も
オ
す
よ

　
　

４
小
節　

も
オ
す
よ

　
　

13
小
節　

も
オ
す
よ

　
　

15
小
節　

こ
の
い
や

　
　

18
小
節
～
19
小
節　

ど
オ
か
ら

　
　

20
小
節
～
21
小
節　

も
オ
す
よ

　
　

22
小
節
～
23
小
節
節　

く
か
い
の

　
　

24
小
節
～
25
小
節　

じ
ょ
う
オ
を

　
　

26
小
節
～
27
小
節　

さ
き
に

　
　

32
小
節
～
33
小
節　

ラ
ン
ラ
と

　

Ｂ
部
分
は
「
こ
れ
よ
り
東
の
あ
さ
び
ら
い
の
峠
の
」
を
ひ
と
つ
の
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、

こ
れ
が
五
回
く
り
返
さ
れ
、
六
回
目
の
後
半
が
変
化
す
る
。
楽
譜
１
に
Ｂ
１
～
Ｂ
６
を
書

き
込
ん
で
お
い
た
。

　

Ｃ
部
分
は「
あ
り
ご
に
な
る
と
き
ゃ
ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
も
オ
す
よ
」を
ひ
と
つ
の
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
、
こ
れ
が
三
回
く
り
返
さ
れ
、
四
回
目
の
後
半
が
変
化
す
る
。

　

Ｄ
部
分
は
「
ま
ゆ
の
か
た
さ
わ
」
を
一
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
十
二
回
く
り
返
さ
れ
、
十
三

回
目
に
変
化
し
て
全
曲
の
締
め
く
く
り
と
な
る
。

　

四
つ
の
部
分
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
レ
ー
ズ
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
Ａ
部
分
の
フ
レ
ー
ズ
と
Ｂ
部
分
の
そ
れ
も
よ
く
似
て
い

る
の
で
あ
る
。
Ｂ
の
フ
レ
ー
ズ
は
「
こ
れ
よ
り
ひ
が
し
の
あ
さ
び
ら
い
の
と
う
げ
の
」
だ

が
、
最
後
の
「
と
う
げ
の
」
は
Ａ
の
フ
レ
ー
ズ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

　

Ｃ
の
フ
レ
ー
ズ
「
あ
り
ご
に
な
る
と
き
ゃ
ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
も
オ
す
よ
」
の
後
半
「
ア

イ
ラ
イ
ラ
イ
と
も
オ
す
よ
」は
Ｂ
の
フ
レ
ー
ズ
の
前
半
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。Ｄ
の
フ
レ
ー
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ズ
は
も
っ
と
も
短
い
も
の
だ
が
、
そ
の
後
半
は
Ａ
の
フ
レ
ー
ズ
と
よ
く
似
て
い
る
。
か
く

し
て
全
体
は
ど
こ
ま
で
も
似
た
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
の
く
り
返
し
と
し
て
聞
こ
え
る
。

　

旋
律
は
基
本
的
に
順
次
進
行
で
動
き
、
し
か
も
音
域
六
度
の
範
囲
で
動
く
と
な
れ
ば
、

ど
の
み
ち
似
た
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
の
く
り
返
し
と
な
る
。

  

全
曲
の
白
眉
は
最
後
の
ホ
音
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
変
ホ
と
し
て
記
譜
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
音
が
、
こ
こ
に
き
て
突
然
明
確
な
明
る
い
ホ
音
と
な
り
、
転
調
し
た
か
の
よ
う

な
印
象
を
与
え
る
。
全
曲
の
最
後
に
ふ
さ
わ
し
い
、
鮮
や
か
な
締
め
く
く
り
で
あ
る
。
こ

の
あ
と
述
べ
る
楽
譜
２
・
楽
譜
３
に
は
こ
う
し
た
現
象
は
な
い
。

　

楽
譜
２
は
茎
永
の
採
譜
で
あ
る
。
第
三
節
・
第
四
節
で
茎
永
の
詞
章
は
平
山
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
旋
律
も
大
筋
で
平
山
と
変
わ
ら
な
い
。
へ
短
調
と
い
う
調

性
で
取
っ
た
。
楽
譜
１
よ
り
譜
面
が
す
っ
き
り
し
て
見
え
る
の
は
、
旋
律
の
細
か
い
動
き

が
あ
ま
り
な
い
た
め
で
あ
る
。
耳
で
聞
く
と
、
ま
る
で
楽
譜
を
見
な
が
ら
音
符
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
歌
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
楽
譜
１
は
進
行
に
伴
っ
て
細
か
い
揺
れ
が
ふ

ん
だ
ん
に
伴
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
伝
統
的
な
歌
い
方
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
少
し
希

薄
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
茎
永
は
大お

お
ち
ょ
う町
ご
と
に
や
っ
て
い
た
も
の
を
、
あ
る
時
か
ら

茎
永
区
と
し
て
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
歌
い
方
に
変
化
が
お
き
た
の
で
は
な
い

か
。
楽
譜
１
（
平
山
浜
田
）
の
伝
承
者
が
中
高
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
楽
譜
２
（
茎
永
）

は
は
る
か
に
若
い
。
彼
ら
は
伝
統
的
な
歌
い
方
（
旋
律
の
細
か
い
動
か
し
方
）
に
は
な
じ

み
が
薄
い
で
あ
ろ
う
。

　

楽
譜
３
は
上か

み
な
か中
の
上
野
の
採
譜
で
あ
る
。
第
三
節
に
記
載
し
た
歌
詞
と
は
細
部
で
若
干

の
食
い
違
い
が
あ
る
が
、
楽
譜
３
は
録
音
の
通
り
に
起
こ
し
た
。
上
中
地
区
内
で
は
歌
詞

は
だ
い
た
い
こ
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
お
り
、
大
き
く
は
同
じ
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
平
山
・
茎
永
の
詞
章
と
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
こ
と
と
は
前
節
で
指

摘
し
た
。
音
楽
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

楽
譜
３
を
見
る
と
、
細
か
い
音
符
が
楽
譜
２
よ
り
も
さ
ら
に
少
な
く
な
り
、
譜
面
は
さ

ら
に
す
っ
き
り
と
し
て
見
え
る
。
旋
律
か
ら
装
飾
的
な
細
か
い
動
き
（
こ
ぶ
し
）
が
消
え
、

旋
律
の
骨
組
み
だ
け
を
歌
っ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
し
か
も
ブ
レ
ス
記
号
が
頻
出
す
る
。

伝
統
的
な
歌
い
方
か
ら
遠
く
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
唱
は
旋

律
を
歌
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
も
う
少
し
簡
略
化
が
進
む
と
掛
け
声
に
な
り
そ
う
な
気
配

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
西
之
表
市
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
行
事
の
歌
い
方
へ
の
変
化
を
暗

示
し
て
い
る
。

　

楽
譜
３
は
音
階
（
音
階
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
が
、
音
階
と
い
っ
て
お

く
）
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ヘ
音
を
最
低
音
と
し
、
最
高
音
は
オ
ク
タ
ー
ブ
上

の
瞬
間
的
な
不
安
定
な
ヘ
音
な
の
で
、
こ
れ
を
除
く
と
、
旋
律
は
お
も
に
最
低
音
（
へ
音
）

と
六
度
上
の
ニ
音
と
の
間
で
動
い
て
い
る
。
こ
の
六
度
の
音
域
は
楽
譜
１
・
楽
譜
２
と
同

じ
で
あ
る
。
し
か
し
音
階
に
か
な
り
大
き
な
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
は
っ
き
り
示
す
た
め
に
、
三
つ
の
楽
譜
の
調
を
そ
ろ
え
て
比
較
し
た
楽
譜
４
を

掲
げ
て
お
く
。３
つ
と
も
最
高
音
は
瞬
間
的
に
出
る
不
安
定
な
音
な
の
で
括
弧
に
入
れ
た
。

楽
譜
１
～
３
と
も
に
最
大
一
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
域
を
持
ち
、
主
要
に
は
六
度
内
で
動
い
て

い
る
。
そ
の
六
度
の
位
置
に
注
目
す
る
と
、楽
譜
１
と
楽
譜
２
が
下
方
に
六
度
を
形
成
し
、

楽
譜
３
が
上
方
に
形
成
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。六
度
の
位
置
が
ず
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
楽
譜
４
で
は
３
つ
は
い
ず
れ
も
ソ
音
を
中
心
音
と
す
る
と
見
て
い
い
が
、
そ
う
す

る
と
、
楽
譜
１
・
楽
譜
２
は
主
に
中
心
音
ソ
の
下
方
で
動
き
、
楽
譜
３
は
上
で
動
い
て
い

る
。
し
か
も
楽
譜
１
・
楽
譜
２
は
六
度
を
形
成
す
る
音
が
五
音
な
の
に
対
し
、
楽
譜
３
は

四
音
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
三
つ
の
音
の
連
続
の
有
無
に
影
響
し
て
い
る
。
前
者
は
ソ
音

の
下
、
最
低
音
ド
音
の
上
に
レ
音
・
ミ
音
と
い
う
連
続
す
る
三
音
を
持
っ
て
い
る
。
し
か

し
後
者
に
は
そ
れ
が
な
い
。
こ
れ
が
旋
律
の
性
格
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

　

平
山
→
茎
永
→
上
中
上
野
と
旋
律
は
次
第
に
単
純
化
し
、
音
階
も
変
化
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
六
節
　
中
種
子
町
の
蚕
舞
と
西
之
表
市
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ

　

南
種
子
町
の
北
隣
の
中
種
子
町
に
は
、
今
は
全
滅
状
態
だ
が
、
か
つ
て
は
蚕
舞
が
点
々

と
あ
っ
た
こ
と
が
下
野
敏
見
氏
の
諸
報
告
（
註
12
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

坂
井
東
目(
ひ
が
し
め)

の
も
の
は
録
音
も
残
っ
て
お
り
、
平
山
の
も
の
と
詞
章
も
旋
律

も
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。南
種
子
町
で
ダ
ゴ
と
い
う
メ
ノ
モ
チ
は
、中
種
子
町
で
は
ゴ
ー

サ
シ
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
下
野
氏
の
報
告
（
註
13
）
が
教
え
て
く
れ
る
。
ゴ
ー
サ
シ
は
お

そ
ら
く
ダ
ゴ
サ
シ
の
縮
ま
っ
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
が
西
之
表
市
で
は
行
事
の
様
子
が
か
な
り
違
う
。
小
正
月
行
事
と
し
て
催
行
さ

れ
る
の
は
同
じ
だ
が
、舞
を
伴
わ
ず
、従
っ
て
カ
ー
ゴ
マ
ー
と
は
い
わ
ず
「
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ

ウ
」
と
か
「
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
。
完
全
に
子
供
達
の
行
事
で
、
歌
と
い
っ

て
い
い
も
の
か
ら
唱
え
言
葉
に
近
い
も
の
ま
で
あ
る
（
註
14
）。

　

安
納
の
沖
ヶ
浜
田
集
落
で
は
正
月
十
五
日
の
夕
方
暗
く
な
る
頃
、
子
供
達
（
男
女
）
は

海
岸
に
集
ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
青
年
か
ら
潮
で
オ
ハ
ラ
イ
を
し
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
ま
ず

神
社
に
奉
納
（
全
員
で
文
句
を
唱
え
る
）
し
て
か
ら
各
戸
を
ま
わ
る
。
各
戸
で
は
全
員
玄

関
の
タ
タ
キ
ま
た
は
座
敷
に
あ
が
り
、
立
っ
た
ま
ま
、
あ
る
い
は
坐
っ
た
ま
ま
で
唱
え
る
。

終
わ
る
と
餅
や
ミ
カ
ン
や
お
菓
子
を
貰
う
。

　

住
吉
地
区
で
は
各
集
落
が
子
供
会
の
行
事
と
し
て
や
っ
て
い
る
。
子
供
達
は
各
自
ト
ク

ト
ク
棒
と
い
う
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
細
棒
を
持
っ
て
各
戸
を
訪
れ
、
こ
れ
を
突
き
な
が
ら

文
句
を
唱
え
る
。
ト
ク
ト
ク
棒
は
大
隅
半
島
南
部
の
ハ
ラ
メ
ウ
チ
行
事
で
使
わ
れ
る
ハ
ラ

メ
棒
と
同
じ
で
あ
る
。

　

西
之
表
市
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
行
事
を
や
っ
て
い
る
地
区
を
示
し
て
お
こ
う
。
現
在
も

や
っ
て
い
る
地
区
、
つ
い
最
近
ま
で
や
っ
て
い
た
地
区
に
は*
を
付
す
。
何
も
印
が
な
い

の
は
過
去
に
や
っ
て
い
た
地
区
で
、
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
た
下
野
敏
見
氏
の
諸
報
告
に

よ
っ
た
。

　

つ
い
で
な
が
ら
中
種
子
町
の
北
部
西
海
岸
に
面
す
る
浜
津
脇
は
、
す
ぐ
北
を
西
之
表
市

住
吉
と
接
し
て
お
り
、
こ
こ
の
行
事
は
高
齢
の
経
験
者
の
話
に
よ
る
と
住
吉
の
も
の
と
似

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

西
之
表
市
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
（* 

印
は
現
在
や
っ
て
い
る
か
、
最
近
ま
で
や
っ
て
い
た
）

　
　

国く
に
が
み上
地
区　

浦
田*

・
湊*

・
寺て

ら

之の

門か
ど

　
　

井
関
地
区　

浜
脇　

　
　

安あ
ん
の
う納
地
区　

沖
ヶ
浜
田

　
　

現げ
ん

和な

地
区　

浅あ
さ
ご
う川
・
西
俣*

・
田
之
脇　

　
　

安あ
ん
じ
ょ
う城
地
区　

上か
み

之の

町
ち
ょ
う

　
　

下し
も
に
し西
地
区　

塰あ
ま
ど
ま
り泊
・
川か

わ
む
か
え迎*

　
　

住
吉
地
区  

能よ
き

野の*

・
形か

た

之の

山や
ま*

・
浜は

ま

之の

町ち
ょ
う*

・
中な

か

之の

町ち
ょ
う*

・
里さ

と

之の

町ち
ょ
う*

　

参
考
の
た
め
に
安
納
の
沖
ヶ
浜
田
の
歌
詞
を
あ
げ
て
お
こ
う
（
註
15
）。
平
山
の
も
の

と
比
べ
た
時
、
詞
章
の
い
ち
じ
る
し
い
変
貌
が
よ
く
わ
か
る
。

　

お
っ
き
ゃ
い
申
す
か
、
お
っ
き
ゃ
い
申
す
か
、
こ
れ
か
ら
申
す
、
門
か
ら
申
す
、
こ
れ

の
お
家
は
、
い
く
く
の
お
家
と
、
見
か
け
申
し
そ
う
ろ
う
、
さ
だ
め
し
こ
の
み
な
、
祝
う

て
お
じ
ゃ
る
は
、
六
十
九
か
い
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
よ
、
ま
わ
し
ま
す
先
に
、　

あ
や
を

あ
え
、
に
し
き
を
ひ
ろ
め
、
ヤ
ー
、
と
く
と
う
ま
せ
て
、
こ
れ
よ
り
ゃ
東
の
、
あ
さ
ひ
だ

い
の
と
り
げ
ん
の
、
け
ん
け
ん
ど
い
の
、
め
ん
ど
り
で
、
右
に
思
え
ば
左
の
は
さ
き
に
、

お
っ
と
り
合
わ
せ
て
、
一
羽
が
い
で
す
く
え
ば
千
ま
ゆ
す
く
う
、
二
羽
が
い
で
す
く
え
ば

二
千
ま
ゆ
す
く
う
、三
千
ま
ゆ
の
こ
だ
ね
を
、よ
せ
あ
つ
め
て
、あ
り
ご
に
な
っ
た
と
き
ゃ
、

つ
ぶ
ら
ご
と
申
す
、
つ
ぶ
ら
ご
に
な
っ
た
と
き
ゃ
、
ハ
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
、
ヤ
ー
、
節

に
お
き
ろ
ば
、
は
い
の
じ
ゅ
を
み
さ
る
、
は
る
こ
ま
を
、
ゆ
め
に
み
て
さ
え
も
の
ゆ
き
も

の
と
、
ま
し
て
ゆ
わ
ゆ
わ
、
じ
ゅ
う
の
て
ま
か
ら
、
ダ
ラ
ー
ン
ダ
ラ
ン
、
や
は
じ
ゅ
う
の

く
か
い
は
、
あ
ま
か
も
き
ら
わ
ん
、
つ
ゆ
か
も
き
ら
わ
ん
、
赤
ま
ゆ
白
ま
ゆ
、
か
が
せ
た

も
れ
、
母
女
さ
ま
か
ら
、
ダ
ラ
ー
ン
ダ
ラ
ん
、
こ
の
ま
ゆ
の
固
さ
は
、
天
川
原
の
石
よ
り
ゃ

ま
だ
固
う
ご
ざ
ん
ど
、
ダ
ラ
ー
ン
ダ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沖
ヶ
浜
田
）

　

西
之
表
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
南
種
子
の
蚕
舞
の
違
い
を
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う

か
。
は
じ
め
か
ら
別
の
芸
能
だ
っ
た
の
か
、
も
と
同
じ
も
の
が
変
化
し
て
こ
う
な
っ
た
の

か
。
現
行
平
山
の
蚕
舞
を
構
成
す
る
要
素
を
細
分
し
て
あ
げ
て
み
よ
う
。

　　

①
小
正
月
行
事
で
あ
る
。

　

②
各
戸
は
メ
ノ
モ
チ
（
ダ
ゴ
）
を
飾
る
。

　

③
数
人
一
組
で
各
戸
を
訪
問
す
る
。

　

④
舞
手
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
は
青
年
の
女
装
で
、
白
い
覆
面
を
す
る
。

　

⑤
舞
は
特
別
難
し
い
も
の
で
は
な
い
。

　

⑥
舞
の
途
中
で
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
は
柱
に
掛
け
て
あ
る
メ
ノ
モ
チ
を
取
る
。

　

⑦
蚕
の
成
長
過
程
を
詠
ん
だ
歌
を
集
団
で
歌
う
。
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⑧
太
鼓
や
カ
ネ
の
伴
奏
が
付
く
が
、
本
来
は
オ
ケ
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を
叩
い
た
。

　

⑨
子
供
が
付
い
て
ま
わ
っ
た
。　

　

⑩
舞
の
途
中
で
道
化
が
出
る
が
、
も
と
も
と
こ
れ
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　　

西
之
表
が
南
種
子
と
違
う
の
は
舞
が
な
い
（
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
が
登
場
し
な
い
）
こ
と

と
、
歌
が
唱
え
言
に
近
い
こ
と
で
あ
る
。
⑩
は
南
種
子
で
も
も
と
も
と
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
、違
い
に
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。
歌
が
唱
え
言
に
近
い
と
は
い
っ
て
も
、大
き
く
は
「
歌
っ

て
い
る
」
と
考
え
て
も
い
い
。
た
だ
し
西
之
表
の
場
合
、
詞
章
に
錯
綜
や
脱
落
が
激
し
い

こ
と
に
は
注
意
が
必
要
だ
が
、
結
局
大
き
な
違
い
は
ひ
と
つ
、
舞
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

結
論
を
い
え
ば
、
西
之
表
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
に
舞
が
な
い
の
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た

舞
が
消
失
し
た
結
果
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
蚕
舞
の
詞
章
は
春
駒
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
。
全
国
の
春
駒
（
註
16
）
は
今
や
消
滅
寸
前
に
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
残

る
事
例
（
た
と
え
ば
群
馬
県
川
場
村
な
ど
）
の
中
に
は
南
種
子
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
女
装
の
覆
面
の
舞
手
が
い
る
。

　

舞
な
し
で
種
子
島
に
伝
わ
り
、
そ
の
後
南
種
子
で
舞
が
考
案
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ

こ
う
も
そ
っ
く
り
な
の
か
説
明
が
つ
か
な
い
。
偶
然
の
一
致
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
舞

も
ま
た
同
時
に
伝
え
ら
れ
、
西
之
表
で
は
何
ら
か
の
事
情
で
消
失
し
た
と
見
る
ほ
か
は
な

い
。

　
第
七
節  

種
子
島
家
の
養
蚕
振
興

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
下
野
敏
見
氏
は
「
蚕
舞
は
種
子
島
の
殿
様
が
養
蚕
振
興
の
た

め
に
お
こ
な
わ
せ
た
」
と
い
う
伝
承
を
聞
き
取
っ
て
い
る
（
註
17
）。
蚕
舞
の
成
立
に
関

わ
る
こ
と
だ
か
ら
、
単
な
る
言
い
伝
え
と
し
て
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
可
能
な

限
り
の
検
証
を
試
み
て
み
よ
う
。
種
子
島
で
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
養
蚕
振
興
が
お
こ

な
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
引
用
す
る
の
で
、
Ａ
Ｂ
…
を
付
す
。

　

昭
和
十
五
年
の
『
鹿
児
島
県
史
』
第
二
巻
に
は
、
藩
政
期
の
養
蚕
事
情
に
つ
い
て

「
重し

げ
ひ
で豪
公
の
時
代
に
絹
織
物
の
織
局
を
設
け
、
養
蚕
を
奨
励
し
、
文
化
頃
に
は
近
江
よ
り

技
術
者
及
び
女
工
を
聘
し
、
各
郷
に
伝
習
せ
し
め
た
」（
註
18
）
と
の
み
あ
る
だ
け
だ
が
、

種
子
島
家
の
養
蚕
振
興
に
つ
い
て
触
れ
た
部
分
が
あ
る
の
で
、
引
用
し
よ
う
。
漢
字
や
平

仮
名
は
現
代
風
に
改
め
、
西
暦
年
号
は
私
が
書
き
添
え
た
。

　

Ａ　

天
保
財
政
改
革
の
際
に
も
、
調
所
廣
郷
は
織
局
を
再
興
す
る
と
共
に
、
養
蚕
を
奨

励
し
、
ま
た
近
江
よ
り
女
師
数
名
を
雇
い
、
諸
所
に
養
蚕
所
を
建
て
、
桑
を
植
え
た
が
、

充
分
に
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
な
お
重
豪
の
影
響
と
思
わ
れ
る
が
、
種
子

島
家
で
も
、そ
の
私
領
に
養
蚕
を
勧
め
る
事
が
あ
っ
た
。
即
ち
文
化
十
四
年(

一
八
一
七)

、

種
子
島
家
臣
羽
生
道
潔
（
六
郎
左
衛
門
）
は
当
時
藩
が
招
聘
し
て
い
た
近
江
の
人
松
村
儀

兵
衛
に
伝
を
受
け
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
春
、
種
子
島
に
養
蚕
を
始
め
た
。
そ
の
後

川
辺
田
部
田
村
の
市
左
衛
門
を
同
島
に
聘
し
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇)

に
は
、
養
蚕
戸

数
百
三
十
戸
に
及
ん
だ
。
た
ま
た
ま
同
年
、
同
島
に
蚕
類
似
の
甘
藷
害
虫
が
発
生
し
、
被

害
甚
大
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
六
郎
虫
と
称
し
、
養
蚕
に
対
す
る
誹
謗
起
こ
り
、
民
心

不
安
な
る
に
至
り
、
遂
に
養
蚕
を
禁
じ
た
。
羽
生
道
潔
は
慨
嘆
し
、
蚕
徳
弁
論
を
著
し
て

抗
弁
し
た
と
い
い
、
そ
の
後
、
養
蚕
は
再
び
お
こ
な
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

    　
　
　

        　
　
　
　
　
　
　
　

              （『
鹿
児
島
県
史
』
第
二
巻
、昭
和
十
五
年
）

　

こ
の
本
の
中
で
、
藩
政
期
の
養
蚕
振
興
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
は

種
子
島
だ
け
で
あ
る
。
種
子
島
が
藩
内
で
も
知
ら
れ
た
養
蚕
振
興
地
域
だ
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
し
、
文
中
に
出
て
く
る
、
こ
の
あ
と
述
べ
る
種
子
島
家
臣
羽
生
道
潔
（
註
19
）
の
養

蚕
振
興
政
策
が
藩
に
も
注
目
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
中
に
「
羽
生
は
川

辺
か
ら
市
左
衛
門
を
種
子
島
に
呼
ん
だ
」
と
あ
る
の
は
、
川
辺
が
先
進
地
だ
っ
た
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
羽
生
の
導
入
し
た
養
蚕
が
害
虫
を
発
生
さ
せ
た
と
し
て
島
民

か
ら
誹
謗
さ
れ
、
一
時
中
止
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
の

ち
ほ
ど
取
り
あ
げ
る
。

　

も
う
少
し
詳
し
い
藩
政
期
の
養
蚕
振
興
を
知
り
た
い
も
の
だ
が
、
史
料
に
暗
い
私
に
は

手
が
出
な
い
。
昭
和
二
十
八
年
の
『
川
辺
町
郷
土
誌
』
に
や
や
詳
し
い
こ
と
が
載
っ
て
い

る
（
註
20
）。

　

Ｂ　

元
禄
元
年(
一
六
八
八)

に
一
般
農
民
に
蚕
の
飼
育
方
を
奨
励
し
、
女
子
に
白
糸

の
取
り
方
を
習
わ
せ
…
、
明
和
六
年(

一
七
六
九)

に
養
蚕
奨
励
の
達
し
の
あ
っ
た
こ
と
、
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文
化
元
年(

一
八
〇
四)

「
蚕
飼
方
指
南
人
肥
後
国
伝
吉
と
い
う
者
を
差
し
遣
わ
さ
れ
る

か
ら
大
戸
原
辺
ま
で
案
内
人
を
出
し
か
つ
そ
の
宿
舎
を
周
旋
す
る
よ
う
に
」
と
加
世
田
よ

り
通
知
が
来
た
こ
と
、
同
五
年(

一
八
〇
八
）「
蚕
種
を
渡
す
の
で
織
屋
へ
受
け
取
り
に

役
目
の
者
が
出
頭
す
る
よ
う
に
」
と
の
指
示
が
川
辺
蚕
方
郷
士
年
寄
へ
あ
っ
た
こ
と
、
な

ど
の
記
録
が
あ
る
… 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
川
辺
町
郷
土
誌
』
昭
和
二
十
八
年
）

　

川
辺
町
の
西
隣『
加
世
田
市
誌
』上
巻
は
、本
県
蚕
糸
発
祥
地
を
加
世
田
と
し
て
い
る（
註

21
）。
つ
ま
り
加
世
田
や
川
辺
の
あ
た
り
で
は
古
く
か
ら
養
蚕
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
の
「
肥
後
の
伝
吉
が
加
世
田
か
ら
来
る
か
ら
…
」
と
い
う
意
味

の
記
述
は
、
藩
外
か
ら
招
か
れ
た
専
門
家
が
各
地
を
ま
わ
っ
て
指
導
し
た
こ
と
を
物
語
っ

て
お
り
、先
進
地
帯
の
加
世
田
や
川
辺
で
は
熱
心
に
指
導
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

右
の
『
川
辺
町
郷
土
誌
』
は
そ
の
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
種
子
島
に
関
わ

る
記
述
が
あ
る
（
註
22
）。

　

Ｃ　

川
辺
は
当
時
既
に
養
蚕
地
と
し
て
聞
こ
え
て
い
た
の
で
、
松
村
儀
兵
衛
と
い

う
者
が
派
遣
さ
れ
、
両
添
村
に
伝
習
所
を
設
け
て
指
導
せ
し
め
た
。
…
文
政
十
一
年

(

一
八
二
八)

に
は
江
州
彦
根
の
忠
三
郎
・
す
え
・
く
ま
の
三
人
、
蚕
飼
い
と
し
て
両
添

村
松
村
方
に
来
り
、技
術
伝
習
に
つ
と
め
た
。
こ
れ
よ
り
先
、文
化
十
四
年(
一
八
一
七)

、

種
子
島
の
家
臣
羽
生
六
郎
左
衛
門
は
松
村
儀
兵
衛
に
養
蚕
の
技
術
を
伝
習
し
、
翌
文
政
元

年
（
一
八
一
八
）
種
子
島
で
養
蚕
を
始
め
た
。
そ
の
後
田
部
田
村
大
薗
門
市
左
衛
門
も
松

村
儀
兵
衛
か
ら
養
蚕
の
法
を
伝
習
し
て
い
た
が
、
種
子
島
に
招
か
れ
、
六
郎
左
衛
門
を
助

け
て
養
蚕
技
術
を
伝
授
し
、
文
政
三
年(

一
八
二
〇)

に
は
養
蚕
戸
数
素
百
三
十
戸
に
及

ん
だ
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
川
辺
町
郷
土
誌
』
昭
和
二
十
八
年
）

　

こ
れ
は
Ａ
（
県
史
）
の
記
述
と
符
号
し
て
い
る
。
羽
生
は
麑げ

い

府ふ

の
種
子
島
家
に
勤
務
の

か
た
わ
ら
、
種
子
島
の
殖
産
政
策
と
し
て
新
蚕
種
に
よ
る
養
蚕
導
入
を
は
か
っ
て
い
た
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。

　

そ
の
羽
生
六
郎
左
衛
門
道
潔
は
天
保
年
間(

一
八
三
〇
～
四
三)

に
「
種
子
島
家
年
中

行
事
」を
誌
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
九
年
に
同
名
タ
イ
ト
ル
で
翻
刻
出
版
さ
れ
て
い
る（
註

23
）。
以
下
、
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
種
子
島
の
養
蚕
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
長
く
な
る
の
で
要
点
を
記
す
。

　

Ｄ　

享
保
の
頃(

一
七
一
六
～
三
五)

、
質
の
よ
い
蚕
種
（
絹
蚕
）
を
導
入
し
て
三
年

ば
か
り
養
蚕
を
や
っ
た
が
、
方
法
が
未
熟
で
失
敗
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
後
は
地

蚕
を
飼
っ
て
い
る
が
、
質
も
よ
く
な
く
量
も
少
な
い
。
文
化
年
間(

一
八
〇
四
～
一
七)

、

（
私
は
）
鹿
児
島
に
て
（
勤
務
の
折
）
藩
の
養
蚕
部
門
所
属
の
専
門
家
松
村
儀
兵
衛
な
る

人
物
を
訪
ね
（
指
南
を
受
け
）、
種
子
島
で
の
技
術
指
導
の
た
め
に
川
辺
の
百
姓
市
右
衛

門
な
る
人
物
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八)

こ
れ
を
雇
っ
て
種
子
島

に
連
れ
て
行
っ
た
。
三
・
四
年
間
も
の
熱
心
な
指
導
の
か
い
あ
っ
て
、
麓
近
郷
で
は
百
戸

以
上
の
養
蚕
農
家
が
上
質
の
糸
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
種
子
島
産
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
も
確
立
し
つ
つ
あ
り
、
収
入
も
増
え
た
。
と
こ
ろ
が
文
政
九
年(

一
八
二
六)

よ
り

カ
ラ
イ
モ
虫
が
大
量
発
生
し
た
。
こ
れ
を
絹
蚕
を
導
入
し
た
せ
い
だ
（
蚕
が
カ
ラ
イ
モ
虫

に
な
っ
た
）
と
す
る
妄
説
を
唱
え
る
者
が
現
れ
、
風
説
と
な
っ
て
広
ま
り
、
養
蚕
を
排
斥

し
よ
う
と
い
う
世
論
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
新
蚕
種
導
入
と
は
無
関
係
の
い
わ
れ
な
き
言

い
が
か
り
だ
が
、
世
論
に
抗
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
、
天
保
元
年(

一
八
三
〇)

か
ら
三
年

間
、
養
蚕
停
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
な
の
に
世
上
は
コ
ノ
ミ
ヤ
マ
ツ
リ
は
や
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
は
、
カ
ラ
イ
モ
虫
が
養
蚕
の
た
め
だ
と
い
っ
て
い
た
連
中
も
加
わ
っ
て
い

る
の
は
ス
ジ
が
通
ら
な
い
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
種
子
島
家
年
中
行
事
』）

　

右
文
中
に
あ
る
市
右
衛
門
は
、
Ｃ
『
川
辺
町
郷
土
誌
』
に
い
う
田
部
田
村
大
薗
門
市
左

衛
門
と
同
じ
人
物
と
考
え
て
よ
い
。

　

Ｄ
に
よ
る
と
、
享
保(

一
七
一
六
～
三
五)

の
頃
に
す
で
に
新
蚕
種
に
よ
る
養
蚕
導
入

が
な
さ
れ
て
い
る
。
羽
生
が
こ
れ
を
書
い
た
時
代
か
ら
す
れ
ば
百
年
も
前
の
話
で
あ
る
。

新
蚕
種
を
導
入
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
古
い
蚕
種
（
地
蚕
）
に
よ
る
養
蚕
は
そ
れ
以
前
か

ら
や
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
こ
と
を
い
う
の
は
、
蚕
舞
が
養

蚕
繁
昌
の
目
的
を
も
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
い
つ
頃
か
ら
新
し
い
養
蚕
が
導
入

さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
古
い
蚕
種
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
の
時
期
に
そ
の
振
興
が
は
か
ら

れ
た
の
か
は
で
き
る
か
ぎ
り
明
確
に
し
て
お
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
享
保
を

遡
る
養
蚕
振
興
時
期
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
私
に
は
見
い
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
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第
八
節
　
蚕
舞
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
っ
て

　

蚕
舞
が
養
蚕
振
興
に
と
も
な
っ
て
導
入
さ
れ
た
と
い
う
前
提
で
論
を
進
め
て
い
る
。
養

蚕
振
興
と
同
時
で
は
な
く
そ
の
あ
と
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
養
蚕
振
興
と

は
無
関
係
に
伝
来
し
た
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
の
点
の
検
討
は
意

味
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

文
化
文
政
期
、
藩
の
奨
励
策
に
応
じ
て
種
子
島
家
と
し
て
は
何
度
目
か
の
養
蚕
振
興
を

は
か
っ
た
。
こ
の
時
、
養
蚕
の
成
功
を
祈
願
す
る
た
め
に
蚕
舞
も
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
ま

ず
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
新
し
す
ぎ
は
し
な
い
か
と
い
う
疑
問

が
つ
き
ま
と
う
。
も
う
少
し
は
古
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
は
、
西
之
表
の
現
行
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
南
種
子
の
蚕
舞
は
も
と
は
同
じ
も

の
を
ル
ー
ツ
と
し
て
、
西
之
表
の
も
の
は
舞
を
失
っ
た
結
果
だ
と
先
に
述
べ
た
が
、
何
し

ろ
舞
を
し
な
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
そ
の
差
は
小
さ
く
は
な
い
。
小
さ
く
な
い
変
化
が
お
き

る
た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
歳
月
が
必
要
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
文
化
文
政
期
は
、
蚕
舞
の

導
入
時
期
と
し
て
は
近
す
ぎ
る
。

　

で
あ
れ
ば
Ｄ
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
享
保
年
間
だ
ろ
う
か
。
享
保
は
文
化
文
政
期
よ
り

お
よ
そ
百
年
前
の
十
八
世
紀
前
半
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
記
述
が
、
同
じ
羽
生

の
次
の
文
章
（
Ｅ
）
の
中
に
あ
る
。
こ
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
事
項
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
引
用
の
あ
と
整
理
し
て
考
え
る
。
＊
は
欠
字
を
示
す
。

　

Ｅ　

今
日
、
こ
の
み
や
の
祭
り
と
て
、
榎
の
木
の
枝
に
団
子
と
芋
の
子
＊
交
へ
て
座
敷

の
壁
諸
所
に
祭
る
事
、
寛
永
の
頃
迄
は
此
許
御
館
に
お
ひ
て
も
其
御
式
あ
り
た
ら
ん
、
今

も
鹿
児
島
の
御
館
に
お
ひ
て
ハ
、其
御
式
あ
り
伝
り
た
り
。是
、寛
永
二
十
年（
一
六
四
三
）、

上
様
方
種
子
島
を
御
引
は
ら
ひ
鹿
児
島
へ
御
移
住
遊
さ
れ
た
る
時
、
御
持
越
に
て
今
に
伝

り
来
る
成
べ
し
。
然
れ
ば
古
へ
に
は
御
館
に
も
蚕
を
御
養
ひ
遊
ば
さ
れ
た
り
し
と
見
ゆ
。

晴
曇
院
殿
妙
詠
大
姉
御
在
世
中
迄
は
蚕
養
ひ
遊
さ
れ
た
り
し
と
ぞ
仕
へ
奉
り
し
。
女
中
＊

古
老
の
物
語
相
違
な
く
、
手
繰
道
具
絹
織
は
た
迄
も
御
用
意
あ
り
し
と
ぞ
。
今
世
に
は
蚕

養
ひ
遊
さ
れ
ぬ
な
れ
ど
も
、
十
四
日
蚕
の
宮
の
御
祭
式
あ
り
伝
り
し
事
、
古
風
成
ル
御
事

か
。
種
子
島
ニ
お
ひ
て
も
猶
然
り
。
蚕
の
宮
の
祭
り
は
養
蚕
す
る
人
も
せ
ぬ
人
も
一
統
お

し
な
べ
て
其
式
を
伝
へ
来
り
た
り
。
鹿
児
島
世
上
に
は
今
世
此
式
絶
え
な
ん
と
や
。
此
島

に
限
り
、
上
下
お
し
な
べ
て
此
式
を
伝
へ
来
る
事
…
（
中
略
）
斯
る
端
島
に
さ
へ
、
古
へ

ニ
は
お
し
な
べ
て
養
蚕
信
仰
し
た
り
け
ん
。
養
蚕
の
故
実
さ
ま
ざ
ま
伝
へ
居
た
り
。
彼
の

蚕
の
宮
と
い
ふ
も
、
蚕
の
繭
を
作
り
込
メ
た
る
躰
を
祝
う
＊
也
と
ぞ
。
又
今
夜
（
一
月

十
四
日
）
は
下
部
の
若
き
者
共
組
合
て
方
々
へ
流
行
し
、
諸
家
の
門
を
か
ぞ
へ
、
庭
上
よ

り
内
へ
向
ひ
、
祝
ひ
申
ス
と
高
音
に
申
通
し
置
、
蟻
子
の
如
く
蚕
の
出
生
し
た
る
時
よ
り

追
々
成
長
し
繭
を
作
り
糸
繰
り
し
て
綾
や
錦
の
織
物
し
は
へ
た
る
よ
う
の
趣
向
め
で
た
き

を
謡
ふ
。
此
式
四
十
年
計
以
前
迄
は
麓
内
に
て
も
流
行
し
た
り
が
、
近
来
は
何
事
も
立
派

風
に
成
来
り
た
れ
ば
、
右
様
の
振
舞
を
田
舎
風
の
や
う
に
お
も
ひ
な
し
て
や
、
何
と
な
く

衰
へ
止
ミ
ぬ
。
田
舎
に
ハ
今
に
も
む
か
し
に
替
ら
ず
此
式
を
伝
へ
て
催
す
と
な
り
。
古
風

感
あ
る
事
な
ら
ん
か
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
種
子
島
家
年
中
行
事
』）

　

右
文
中
の
蚕
舞
導
入
が
享
保
年
間
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
記
述
に
つ
い
て
述
べ
る
前

に
、
若
干
わ
か
り
に
く
く
、
し
か
し
重
要
事
項
も
含
ま
れ
る
の
で
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と

と
重
複
部
分
も
あ
る
が
要
点
を
わ
か
り
や
す
く
箇
条
書
き
に
す
る
。「
今
」
と
い
う
の
は

こ
れ
が
書
か
れ
た
天
保
年
間(

一
八
三
〇
～
四
三)

で
あ
る
。

　　

①
コ
ノ
ミ
ヤ
ノ
マ
ツ
リ
と
い
っ
て
メ
ノ
モ
チ
を
座
敷
に
飾
る
こ
と
を
、
種
子
島
の
御
館

で
は
寛
永
年
間(

一
六
二
四
～
四
三
）
ま
で
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

②
鹿
児
島
御
館
で
は
今
も
や
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
寛
永
時
に
種
子
島
家
が
麑
府
へ
移

住
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
し
き
た
り
も
持
っ
て
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。　

　

③
古
く
は
御
館
で
も
蚕
を
飼
っ
て
い
た
ら
し
い
。
古
老
は
そ
の
よ
う
に
言
い
伝
え
て
い

る
し
、
道
具
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

④
種
子
島
で
は
蚕
を
飼
う
人
も
飼
わ
な
い
人
も
一
様
に
コ
ノ
ミ
ヤ
ノ
マ
ツ
リ
を
し
て
い

る
が
、
鹿
児
島
で
は
こ
の
祭
り
は
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

⑤
種
子
島
の
よ
う
な
端
っ
こ
の
島
で
も
、
昔
は
全
島
的
に
養
蚕
信
仰
（
コ
ノ
ミ
ヤ
ノ
マ

ツ
リ
）
が
あ
っ
た
模
様
だ
。
そ
れ
は
蚕
が
繭
を
作
る
様
子
を
祝
う
の
で
あ
る
。

　

⑥
こ
の
夜
（
一
月
十
四
日
）
は
下
々
の
若
者
が
組
を
な
し
て
各
戸
を
訪
れ
、庭
か
ら
「
祝

い
申
す
」
と
呼
び
か
け
て
、
繭
の
成
長
か
ら
織
物
に
な
る
ま
で
を
歌
う
。

　

⑦
こ
れ
は
四
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
麓
内
（
士
族
集
落
）
で
も
や
っ
て
い
た
が
、
こ
う
し

た
行
事
を
田
舎
く
さ
い
と
思
っ
た
た
め
、
何
と
な
く
や
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
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⑧
し
か
し
田
舎
で
は
今
も
昔
通
り
や
っ
て
い
る
。
実
に
古
風
な
こ
と
だ
。

　

寛
永
期
（
一
六
二
四
～
四
三
）
以
前
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
コ
ノ
ミ
ヤ
ノ
マ
ツ
リ
は
、

①
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
メ
ノ
モ
チ
飾
り
は
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
し
、
御
館
で
や
っ
て

い
た
の
で
あ
れ
ば
衆
庶
も
や
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
歌
や
舞
を
伴
っ
て
い
た
か
ど

う
か
は
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
と
は
い
え
⑤
で
羽
生
は
、
古
く
か
ら
（
つ
ま
り
寛

永
以
前
か
ら
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
）
歌
を
歌
っ
て
歩
く
こ
と
は
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
測

し
て
い
る
。

　

先
ほ
ど
の
課
題
に
戻
ろ
う
。
右
の
箇
条
書
き
⑦
に
よ
っ
て
、
蚕
舞
の
始
ま
り
は
文
化
文

政
期
よ
り
も
以
前
に
遡
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
書
か
れ
た
の
は
天

保
年
間
で
、
そ
れ
よ
り
四
十
年
ほ
ど
前
と
い
う
の
は
、
天
明
か
寛
政
に
な
る
。
そ
の
時
は

す
で
に
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
前
に
大
き
な
養
蚕
振
興
策
が
取
ら
れ
た
時
期
は
享
保
年
間

と
思
わ
れ
る
か
ら
、
蚕
舞
の
始
ま
り
は
少
な
く
と
も
享
保
年
間
に
は
遡
る
と
推
定
す
る
こ

と
が
、
一
応
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

享
保
年
間
に
蚕
舞
が
始
ま
っ
た
と
し
て
、
西
之
表
で
の
舞
の
消
失
は
い
つ
頃
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
示
す
直
接
的
表
現
は
な
い
の
だ
が
、
右
の
箇
条
書
き
の
う
ち
⑦
に

わ
ず
か
な
手
が
か
り
が
あ
る
。

　

⑦
は
蚕
舞
の
芸
能
と
し
て
の
基
本
性
格
に
関
す
る
こ
と
が
ら
を
含
ん
で
い
る
と
思
う
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
田
舎
く
さ
い
と
思
っ
て
と
り
や
め
た
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

　
「
田
舎
く
さ
い
」
と
思
っ
た
の
は
麓
内
（
士
族
集
落
）
の
青
年
で
あ
る
。
た
だ
歌
だ
け

を
歌
っ
て
各
戸
を
ま
わ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
「
田
舎
く
さ
い
」
と
思

う
だ
ろ
う
か
。
な
に
が
し
か
の
舞
を
舞
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
麓
内
の
青
年
（
士
族
）
に
は

あ
ま
り
品
が
よ
ろ
し
く
な
い
と
思
え
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
女
装
を
し
、
白

い
布
で
顔
を
覆
い
、
ま
じ
な
い
じ
み
た
詞
章
を
歌
い
つ
つ
、
能
楽
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
違

う
所
作
を
す
る
の
で
あ
る
。
種
子
島
と
は
い
え
、
ま
た
下
級
士
族
と
は
い
え
、
四
書
五
経

や
論
語
の
い
く
ば
く
か
の
素
養
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
謡
曲
の
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
は
教
養

と
し
て
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
彼
等
が
品
が
よ
ろ
し
く
な
い
と
思
っ
た
の
は
、

詞
章
の
内
容
に
加
え
て
舞
の
故
で
は
な
い
か
。

　

関
連
し
て
④
の
後
半
も
吟
味
し
て
み
よ
う
。「
鹿
児
島
で
は
こ
の
祭
は
絶
え
て
し
ま
っ

た
と
い
う
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
絶
え
た
の
は
メ
ノ
モ
チ
を
飾
る
こ
と
で
は
な
く
（
メ

ノ
モ
チ
飾
り
は
続
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
）、「
各
戸
を
ま
わ
っ
て
歌
う
コ
ノ
ミ
ヤ
マ
ツ
リ
」

の
こ
と
と
思
っ
て
い
い
で
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
「
鹿
児
島
で
も
各
戸
を
歌
っ
て
ま
わ

る
行
事
は
や
っ
て
い
た
」こ
と
を
示
し
て
い
る
。
鹿
児
島
で
や
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、い
っ

た
い
誰
が
や
っ
て
い
た
の
か
。
鹿
児
島
の
町
人
や
農
民
が
や
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
も
可
能
性
な
し
と
し
な
い
が
、城
下
町
で
あ
る
麑
府
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、専
門
家
が
や
っ

て
い
た
と
見
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

も
う
一
度
⑦
に
も
ど
る
。
西
之
表
の
麓
内
（
士
族
部
落
）
で
は
こ
れ
を
「
田
舎
く
さ
い
」

と
し
て
や
ら
な
く
な
っ
た
。
士
族
の
青
年
た
ち
が
「
田
舎
く
さ
い
」
と
感
じ
た
理
由
は
、

そ
の
歌
と
舞
が
品
性
に
乏
し
い
と
思
っ
た
か
ら
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
別
の
問
題
も
喚
起

す
る
。

　

田
舎
く
さ
い
＝
品
が
よ
ろ
し
く
な
い
、
と
し
て
や
め
て
し
ま
う
芸
能
を
何
故
こ
の
時
点

ま
で
や
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
初
め
は
田
舎
く
さ
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
か
。
思
わ
な
か
っ
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
幕
藩
体
制
が
確
立
さ
れ
る

頃
ま
で
、
士
族
子
弟
の
教
育
体
制
が
整
う
前
で
あ
れ
ば
、
下
級
士
族
青
年
と
い
え
ど
も
弓

馬
の
道
に
関
わ
る
部
分
を
除
け
ば
衆
庶
と
似
た
よ
う
な
教
養
レ
ベ
ル
だ
っ
た
可
能
性
は
あ

る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
事
実
は
「
や
ら
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
殿
様
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
強
制
力
が
弱
ま
っ
た
（
殿
様
が
や
ら
せ
た
こ
と
を
忘
れ
る
ほ

ど
の
歳
月
が
経
過
し
た
）
の
で
や
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
麓
内
で
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ノ
マ
ツ
リ

の
取
り
や
め
は
、
村
々
に
も
伝
播
し
た
が
、
他
に
娯
楽
と
て
な
い
村
々
で
は
、
歌
っ
て
歩

く
こ
と
だ
け
は
他
の
行
事
（
た
と
え
ば
住
吉
の
ハ
ラ
メ
ウ
チ
な
ど
）
と
習
合
し
な
が
ら
続

け
ら
れ
た
（
註
24
）。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
蚕
舞
の
も
と
も
と
の
担
い
手
は
島
民
で
は
な
く
、
芸
能

の
専
門
家
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。
鹿
児
島
で
や
っ
て
い
た
養
蚕
予
祝
の

春
駒
芸
が
種
子
島
で
の
養
蚕
祈
願
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
。
賤
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
の
遊
芸
人
が
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
殿
様
（
実
際
は
殿
様

で
は
な
く
殖
産
政
策
に
あ
た
る
家
臣
の
ト
ッ
プ
で
あ
ろ
う
）
が
全
島
に
奨
励
し
、
麓
内
に

は
模
範
と
な
る
べ
く
強
制
し
た
。

　

南
種
子
の
蚕
舞
も
一
見
、
集
落
全
体
に
よ
る
集
落
の
行
事
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
か
つ
て
は
青
年
団
に
、
最
近
は
壮
年
有
志
に
「
委
託
し
て
催
行
す
る
」
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と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
同
じ
正
月
七
日
夜
の
ク
サ
イ
モ
ン
と
は
微
妙
な
位

置
づ
け
の
違
い
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
打
楽
器
の
伴
奏
に
関
し
て
も
、
今
は
太
鼓
や
カ
ネ

と
い
っ
た
ち
ゃ
ん
と
し
た
楽
器
を
使
用
す
る
が
、
本
来
は
石
油
缶
や
バ
ケ
ツ
な
ど
何
で
も

叩
く
も
の
だ
っ
た
と
い
う
（
註
25
）。
伝
統
的
な
祝
賀
行
事
と
し
て
は
そ
ぐ
わ
な
い
印
象

が
あ
る
の
で
あ
る
。

  

結
論
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
南
種
子
の
蚕
舞
は
春
駒
と
同
類
の
芸
能
で
あ
る
。
麑
府
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
門
付
芸
人
に
よ
る
春
駒
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
一
応
享
保
期

（
一
七
一
六
～
三
五
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寛
永
期
（
一
六
二
四
～
四
三
）
以
前
に
遡
る

可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
後
西
之
表
で
は
麓
内
集
落
が
コ
ノ
ミ
ヤ
ノ
マ
ツ
リ
そ
の
も
の
を
や

め
、
西
之
表
の
村
々
で
は
舞
を
捨
て
た
。
そ
の
時
期
は
天
明
・
寛
政
期
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

最
後
に
全
国
の
春
駒
と
の
類
似
点
に
つ
い
て
少
し
見
て
お
こ
う
。
春
駒
は
も
と
も
と
遊

行
の
芸
能
者
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
（
舞
わ
れ
）、
各
地
に
伝
播
し
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
北
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
か
ら
春
駒
の
名
残
を
留
め
る
芸
能
が
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
今
は
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
希
少
春
駒
の
詞
章
の
中
か
ら
、
種
子

島
の
蚕
舞
と
そ
っ
く
り
同
じ
詞
章
を
見
い
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
断
片
的
に
同
様

の
語
句
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
る
。

　
「
ど
の
駒
か
、
春
駒
の
勇
む
如
く
に
」
は
春
駒
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
を

除
い
て
も
「
ひ
と
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
、
千
枚
す
く
う
、
ふ
た
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
、

二
千
枚
す
く
う
」
と
類
似
の
表
現
は
愛
知
県
鳳
来
寺
の
田
楽
の
中
の
一
曲
（
註
26
）、
群

馬
県
川
場
村
の
春
駒
（
註
27
）
な
ど
に
出
て
く
る
。
岐
阜
県
白
川
村
の
春
駒
（
註
28
）
に

は
「
み
ぎ
り
の
袂
に
三
日
三
夜
、
左
の
袂
に
三
日
三
夜
、
両
日
合
わ
せ
て
六
日
六
夜
…
」

な
ど
と
い
う
文
句
も
見
え
る
。

　

川
場
村
の
春
駒
は
女
装
し
た
青
年
が
各
戸
を
訪
問
し
右
手
に
馬
の
人
形
を
持
っ
て
踊
る

も
の
で
、
馬
の
人
形
こ
そ
種
子
島
に
は
な
い
が
、
種
子
島
の
蚕
舞
と
通
底
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
さ
せ
る
。

　
『
新
潟
県
民
俗
芸
能
誌
』（
註
29
）
に
所
収
の
魚
沼
地
方
の
春
駒
詞
章
の
主
題
は
蚕
の
成

長
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
一
枚
は
け
ば
千
両
に
な
る
、
二
枚
は
け
ば
二
千
両
に
な
る
、
三

枚
は
け
ば
万
両
に
及
ぶ
」
と
あ
る
（
註
30
）。

　

蚕
舞
と
の
こ
の
よ
う
な
類
似
の
語
句
は
、
今
後
も
つ
ぶ
さ
に
当
た
れ
ば
ま
だ
ま
だ
発
見

で
き
る
だ
ろ
う
。
興
味
が
尽
き
な
い
の
は
、
そ
の
先
に
ぼ
ん
や
り
と
だ
が
、
馬
娘
婚
姻
譚

(

ば
ろ
う
こ
ん
い
ん
た
ん)

（
註
31
）
を
主
題
と
す
る
蚕
の
出
自
を
語
る
オ
シ
ラ
祭
文
の

影
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
い
う
言
葉
が
神
秘
的
だ

し
、「
ま
わ
す
」
と
い
う
言
葉
に
も
意
味
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
蚕
舞
の
最
後
で
バ
バ
ジ
ョ

と
娘
ジ
ョ
ウ
を
讃
え
る
の
も
意
味
あ
り
げ
で
あ
る
。
ジ
ョ
や
ジ
ョ
ウ
を
種
子
島
方
言
と
の

み
解
釈
し
て
い
け
な
い
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。

　

蚕
舞
に
は
、
こ
れ
が
生
ま
れ
出
た
母
体
の
遠
い
痕
跡
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
芸
態
か
ら
も
芸
能
史
の
上
か
ら
も
貴
重
で
あ
り
、
興
味
深
い
も
の
と
い

え
よ
う
（
註
32
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
原　

武
実
）
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楽譜１　平山浜田の蚕舞

　　 　　こ れー か ら　もォー す   よ ー ー　 か  ど  か ら    もォーすーよー　  こ  の  ォー　ー　　　ー　いー　え ー

　　 　わ　　 いー　　え  ー わ　　　 ー　 ゆ  ふ  く　　ー ま ー ゆ  の ー　　 ー ー  い　え とー　　ォー　み　か　け

　　  　もーー   す よーー     ー　ま　し　て　　この ー  い やーー　　 ー  ー　い お  ー　て　  おー　  じゃるー    ど ォ ー

　　    かーらー ーー  い　 わ  いもォー　  す よーー　ー ー く　じゅうーくかー　  い のーー  こ  のー　　み やー  じょうーー

　　     ォ をーーま  わし  ま　す さ  ーー      き にーー ー　   あ　  や  を  は ー　    え　 に  しー　　 き　をーー   ひ  ろ

　　     げ　ヤ　ラ ー　　ラ　ンー　ラ　ンーー　　ラ   とー ー　ー ー  と　  く  と  ふ まー　   せ  てーこ  れー　  よ り ひがー

　　     しーのー あ さび　らいの  と  ーー　　 げー のー　けんけん　ど りのめんどー  りーのーーー  み   ぎ の おぼり

　　     ばねーー　ひ  だー　 り   の  か  ざー　  きー りー  お  っ　と　り  あ わー　  せ てーひとはね がいでーすくー

　　    えばーー せ ん　まいも  す  ーー　　くー ー ー　 ふたはね がいでー すくー　   えばーーにせん まいも  す    ーー

　　    くーーー    さんぜん まいのーこ だー　　ね をーー  ー ー  よ　  せ  よ  あ つー  め よーー あ  り    ご  に  な  る ー

− 75 −

Jo6ox 

心^^ ．` ．出 1x --卜 }l「/i l 旦—．1.-1. 白 1r]、パ—t1:；／マ―』じ-^ I 

訳ーソ・ぐは心7tvーーャ f／口汀―しl[口 丘jー／！、自^．［日J }ャ--／f,/1 

亨旦 t、 9•国］、9 『/p tl l1:-l且•r- t切↑・｝一^［］『一 1]／且、国 I

臼 -r--n▼▲y ¥：-［：国l:y.，中了一 I[I f、玉・ ¥ ：し／・ ‘]，一 l •」-.ご^[上~ l 
ヽ ヽ

ぶ店：i、'●-．！、月 1：卜、 ｝• -戸上•- ¥ i/ 97]、V!/ ¥ ]．卜、［→‘--|i い］j坦1ノ”t| 

』？l】 :［、 V -t r旦l :-t、し`▼＊ 1．，， ―̂ ＾ ¥ ； •平- n 、f、1 ]/ ! !、 U、1:t i．ー一 ［；一互l:r t -tー・、1

い[□ 1x．円 f,、こ巨-.I：ーロ--g...,：り―̂［、-ー-＼心1ピ U じ• Ix、し、ボ• f/1ittt-l 

い元―i:――□¥ :-t ]／ -9＇＼ し,1nし1¥ ｝、tt、ビ▲ 1 :9n.：；；一＾し‘~- ｛ ：日ご且l、L-:

い戸---9,丘．▼-l ：西一書、占一月＼〗4ロー且—1 ，，ーし1· l r;‘ へ.中-.〗、日• I 且▼-•―...'"'

鱈乎←.＼し-▲ーヒ̂1-i/-L_J・ l :＇日tI]、l‘-y[it 1白ー、Cり；ロバ



　　 　と きゃー   アイライ　ライと  も   ォ　   すーよー つ ぶら　ご  に な  るー　 ときゃー ツ ルツ ル  と も ォ

　　   すー よー   な が　  め  に  な  るー　   と きゃー　はじの  まいを  め   ー　　   すーよー  ふ  し　   ご に  な るー

　　    と きゃー   あ まー 　　か も　き  らー　　わ   ず　 つ  ゆー　  か もー  き  らー      わず  あかー   ま い し ろ

　　    まー  い  ー　　　　　  かー  が ー　　せ　　 たー　　も ォ れ　ーー　　　そ  のーー   ー  ー   ま　  ゆ  の  か  た

　　    さ  わーー   ーー　あ　  ん  ま   が    わ　   ら  のーー  ー ー  い　　ー   し  よ ー　　り もーー   ーー か　ー と ご ー

　　    ざ るーー  ーー   ど　　ー  の   こー　　ま　かーー ーー    は　  ー　る　こ ー　　ま  のーー  ー ー  い  さ  む  ごとー

　　     くにーー ー ー    ー　　　　ー　   ゆ  め に　  み  て さ ー え　  も  のーゆ   き　 も  ー   の おーーー       ー　バ バじょ

　　     さ ま かーよーー       ー     む す め   じょォ  かーよーー      ーきょうの　お い わーーい　　お く み  あ   れ ー
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楽譜２　茎永の蚕舞

　　 　　　 こ れー か らー　 もォー  す よ 　 か どーか　ら     もォー す よ　　ォ  こ  の　　  ー い ーえ わー

　　 　　お  い   え  わ　　ァ　ゆー  ふ  くー　　 ゥ　ま  い  の     ォ　い え ー    と　ー   みー　 　か けー も ォー

　　 　   す よ  ォ　 まー　    し  てー こ  の ー　　  い  え   ェ　 い　お ォ て　　ー おーじゃるー     ど ォー  か  ら

　　 　    お いー   わ   い　 もォー   す  よ　　ォ　  く  ゥ じゅ　く　か   い  の　   こ  のー み や   じょう

　　 　    ま  わせ ま   す　   ゥ  さ  き  に     イ   あ や  を　  は　え　　  に し ー  き   を     ひ  ろ  げ

　　 　   ヤ　  ラ　　 ラ ァ ラ  ンー　   ラ  ンー　 ラ　と　　ォ　  とォくと ー　   ふ  ま せ  て   こ れ よ り

　　 　   ひ  が し  の　あさびらいのー    とォー  げ の　 けんけんど りの  めんど  り  の      ォ  みー ぎ  のー

　　 　   お どりば  ね　  ひ がー し  のー　   か ざ   き  り　お っと  り　  あ わ  せ  て　ひとはねがいでー

　　 　   す  く え  ば　  せ ん ま  い　   す ーー   く   ゥ　ふたはねがいでー   す  く   え   ば　に せんま い

　　 　    す  ゥー  く  う　 さんぜんまいのー　  こ  だ  ね  を　 ォ　よ  ォ せ    あ つ  め て   ありーご  にー
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　　 　　な  る  と きゃ アイライライと　  も  ォーす　よ　 つ ぶらご にー　  な  る  と  きゃ ツ ルツル と

　　 　　も ォー す  よ　  な がー  め  にー　  な  る  ときゃ   あ まー か も　  きらー わ ず　つ ゆー か  もー

　　 　   き  ら  わ  ず　   あ かー  ま ゆ　  し ろ ー  ま  ゆ     ー     か  が  ァ　 せ　  ー　たー  も  ー   れ  ーー

　　 　    そ  の  ォ   まー　   ゆ のー  か  た　   さ   わ ア　  あ　   ん ま  が   わ　 ら  の ォ  い　ー   し よーー

　　 　   り  も  ォ　か　  ァ  と  ごオー　  ざ  る  ゥ　 どー　  ォ のー こ ーー　　 ま  か ァ   は　ァ る   こ ーー

　　 　   ま の  ォ   ひー　か るー ご  と　  く   に  ー　  ゆー　  め に  み  て　  さ え   も のー　ゆきー  もォー

　　 　   の  よ  ォ　バ　   ァ バ  じょーー　    さ  ま  ァ　むー　  す めー じょーー　　か ら ァ きょうォ  の  お い

　　 　    わ い  お  くー　　 み  あ ー  れ
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楽譜３　上中上野の蚕舞

　　 　　   こ   れ  か   ら　  も  ォ   す　　　 か   ど   か   ら　 も  ォ   す　　　　こ  れー  の　お  い え わ

　　 　 ゆ   ふ  く  な　  お   い  え   と　　　み かー   け　   も  ォ  す  が  　ア  く  ゥ  じゅ   く   か  い  の

　　 　 こ   の  み  や　じょオ   オ   を　  ま   わし ま  す　  さ　 き   に　　   あ やーを　　 は　  え  ー

　　 　  に  し  き  を　  ひ  ろ   げ  て　  こ   れ  か   ら　　お   も  え   ば　  ひ が  し  の　 とう  げ   の

　　 　 あ  さびらい  の　こ  か   げ の　 けんけんど  りの  めんど  り  の　　　み ぎー  の   お  ぼり ば ね

　　 　 ひ  だ   り  の　  か ざ  き  り　  お  ーっ と   り　  あ  わ  せ   て　 ひと はねがい で    す  く え ば

　　 　 せ えんま   い　 す  ゥ  く　　　 ふた はねがいで　 す  く  え  ば　  に  せんま  い　 す  ゥ く

　　  さんぜんまいのー　  こ  だ   ね を　　  よ  ォー せ　  あ  つ   め   て　　え   と   く  と　  ふ  ま  せ  て

　　   は   る   ご   に　 な  る   と  きゃ　  アイ ライライ と    も  ォ  す　　   つ  むら ご  に   な る と きゃ

　　  ツルントツンと　  も  ォ   す   ゥ　　   ふ  し  イ　  おきる と  きゃ　  あ   ま   か   も　 き  ら  わ ず
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楽譜４　蚕舞３地区の音構成の比較

　　 　つ  ゆー  か　も　 き  ら  わ   ず　   な  がー  め  に　   な る  と きゃ   は じのまいを　  め  す  が

　　 　　  は  ァーる　   こ　 ま  わ　　ア   ゆ   め   に　　み   て  さ  え　   も  の  ゆ  き　  も　 の と

　　 　　 き きー で　　も　す　が　  ア りゅ う    の　  こ ま  か  よ　　  ヤ ー ア サ　 ダ  ン ダンま ー

　　 　  ゆ  にーま　ね　  せ   て　　そ　　ー   の　　ま　 ゆ  の ー か  た     さ   わ     あ　  んー  ま が  わ

　　 　 ら　の　　お　　   い   し   よ　　　り   も    ま   だ　　ま  だ   か　　 た  い  こ の　 み や じょ

　　 　 ォ  を　 い わ　  い   に　  い　　お  う  て　　　　お じゃーる　  どう　か  ら　  ア    か  が  せ

　　 　 た  ま  え  よ　  オ バ  ア   バ　じょうさ ま　  ア  む  す  め　じょうまで　きょうのお祝いおこめやれ

　　 　 　　　６度

　　 　 　　　６度

　　　　 　 　　　　　 ６度

　　 　 　　　　　　中心音

　　 　 　　　　　　 中心音

　　 　 　　　　　　  中心音

楽譜１

楽譜２

楽譜３
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註　
（
は
じ
め
に
～
第
八
節
）

１　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
よ
り
出
さ
れ
た
『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
十
五

集
（
昭
和
四
十
三
年
）
に
「
蚕
舞
」
の
概
要
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
報
告
者
は
故
小
野
重

朗
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
二
年
に
出
さ
れ
た
同
報
告
書
第
二
十
四
号
に
も
報
告
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
内
容
は
前
者
と
同
じ
で
あ
る
。

２　

種
子
島
の
古
い
集
落
は
祭
礼
芸
能
を
踊
の
規
模
に
よ
っ
て
大
踊
（
お
お
お
ど
り
）・

中
踊
（
な
か
お
ど
り
）・
小
踊
（
こ
お
ど
り
）
に
区
分
し
て
伝
承
し
て
い
る
。
本
土
の
太

鼓
踊
に
相
当
す
る
の
は
大
踊
で
あ
る
。

３　

全
県
的
に
小
正
月
に
メ
ノ
モ
チ
を
飾
る
行
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
く
つ
か
の
報
告
書

に
見
ら
れ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
『
鹿
児
島
の
民
俗
暦
』（
海
鳥
社
、
平
成
四
年
）

を
あ
げ
て
お
こ
う
。
執
筆
者
は
故
小
野
重
朗
。

４　

下
野
敏
見
『
種
子
島
の
民
俗
Ⅱ
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
平
成
二
年
）
八
三
頁
。

５　

南
種
子
町
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
話
。
な
ぜ
ゲ
ー
マ
ー
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
は
一
考
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
私
は
そ
の
解
答
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。
ま
た
い
つ
頃
か
ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ

か
ら
な
い
。

６　

平
山
郷
土
文
化
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
二
節
（
二
）
を
参
照
。

７　
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
に
つ
い
て
は
第
三
章
の
註
10
を
参
照
。
本
稿
で
参
照
す
る

の
は
平
成
二
十
年
に
南
方
新
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
増
補
改
訂
版
。
蚕
舞
の
歌
詞
の
戦
前
の

記
録
は
、
昭
和
十
年
に
発
行
さ
れ
た
旧
制
種
子
島
中
学
校
編
『
郷
土
研
究
』
に
あ
る
が
、

地
区
に
よ
っ
て
詞
章
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
ど
の
地
区
の
も
の
か
の
記

載
が
な
い
。
お
そ
ら
く
西
之
表
市
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
郷
土
研
究
』
と
い

う
冊
子
に
つ
い
て
は
第
三
章
の
註
９
を
参
照
。

８　

下
野
敏
見
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
）
二
四
二
頁
。

９　

こ
の
あ
と
蚕
の
成
長
過
程
に
つ
い
て
私
の
浅
学
の
知
識
を
述
べ
る
が
、
参
考
に
な
っ

た
の
は『
伊
集
院
町
誌
』（
平
成
十
四
年
）の
五
一
八
～
五
二
一
頁
に
わ
た
る
記
述
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
蚕
の
一
生
を
わ
か
り
や
す
く
図
解
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
図
は

県
の
「
養
蚕
試
験
場
」
が
ま
と
ま
め
た
も
の
で
あ
る
と
の
解
説
が
あ
る
。

10　

下
野
敏
見
『
種
子
島
の
民
俗
Ⅱ
』
九
五
頁
。

11  『
種
子
島
の
民
俗
Ⅱ
』
九
四
頁
。

12　
『
種
子
島
の
民
俗
Ⅱ
』
九
三
～
九
七
頁
や
、『
タ
ネ
ガ
シ
マ
風
物
誌
』（
未
来
社
、
昭

和
四
十
四
年
）
三
三
頁
な
ど
。

13　
『
種
子
島
の
民
俗
Ⅱ
』
註
４
に
同
じ
。

14  

西
之
表
市
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
行
事
に
つ
い
て
も
『
種
子
島
の
民
俗
Ⅱ
』
九
五
～

九
六
頁
に
詳
し
い
。

15　

西
之
表
市
安
納
（
沖
ヶ
浜
田
）
の
沖
田
一
元
氏
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

16　

全
国
の
春
駒
に
つ
い
て
は
吉
川
弘
文
館
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
下
（
平
成
十
六
年
）

の
「
は
る
こ
ま
」
の
項
目
や
、
小
沢
昭
一
『
放
浪
芸
雑
録
』（
白
水
社
、
平
成
八
年
）、
東

京
堂
出
版
『
民
俗
芸
能
辞
典
』
昭
和
五
十
六
年
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
新
潟
県
内
（
佐
渡

島
を
含
む
）に
つ
い
て
は
桑
山
太
市
著『
新
潟
県
民
俗
芸
能
誌
』（
錦
正
社
、昭
和
四
十
七
年
）

に
詳
し
い
。
群
馬
県
川
場
村
と
長
野
県
木
曽
町
の
春
駒
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

委
員
会
か
ら
地
元
に
あ
る
歌
詞
プ
リ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

17　

こ
の
重
要
な
聞
き
取
り
は
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
二
四
二
頁
と
『
タ
ネ
ガ
シ
マ
風

物
誌
』
三
五
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

18　
『
鹿
児
島
県
史
』
第
二
巻
（
昭
和
十
五
年
）
五
一
六
～
五
一
七
頁
。

19　

種
子
島
家
の
家
臣
羽
生
道
潔
は
『
種
子
島
家
年
中
行
事
』
を
著
し
て
い
る
。
第
三
章

第
二
節
の
冒
頭
と
第
三
章
註
５
を
参
照
。

20　
『
川
辺
町
郷
土
誌
』（
昭
和
二
十
八
年
）
二
三
八
～
二
三
九
頁
。

21　
『
加
世
田
市
誌
』
上
巻
（
昭
和
三
十
九
年
）
三
五
五
頁
。

22　
『
川
辺
町
郷
土
誌
』（
昭
和
二
十
八
年
）
二
三
八
～
二
三
九
頁
。

23　

第
三
章
の
註
５
で
も
述
べ
た
が
、「
種
子
島
家
年
中
行
事
」
は
著
者
自
身
の
感
想
も

交
え
て
綴
っ
た
も
の
で
、
種
子
島
研
究
の
基
本
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
。
昭
和
三
十
九
年

に
熊
毛
文
学
会
よ
り
翻
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
。

24　

西
之
表
各
地
に
つ
い
て
は
下
野
敏
見
『
種
子
島
の
民
俗
Ⅱ
』
九
五
～
九
六
を
参
照
。

ハ
ラ
メ
ウ
チ
と
習
合
し
た
住
吉
地
区
の
様
子
に
つ
い
て
は
私
も
確
認
し
て
い
る
。

25　

本
稿
第
一
節
で
も
述
べ
た
こ
と
が
、
他
の
祭
礼
芸
能
で
使
用
す
る
ち
ゃ
ん
と
し
た
楽

器
は
用
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

26　
『
日
本
歌
謡
集
成
』（
高
野
辰
之
編
、
春
秋
社
、
昭
和
三
年
）
第
五
巻
に
愛
知
県
鳳
来

寺
の
田
楽
の
歌
詞
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
九
曲
目
「
こ
い
の
り
」（
二
三
三

～
二
三
五
頁
）
は
蚕
の
繭
作
り
を
歌
っ
て
お
り
、「
ひ
と
撫
で
れ
ば
千
く
わ
が
蚕
、
ふ
た
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羽
撫
で
れ
ば
三
千
く
わ
が
蚕
…
」
と
か
「
糸
繭
千
石
、
綿
繭
千
石
、
真
繭
千
石
、
三
千
石

の
繭
揃
ひ
…
」
な
ど
の
語
句
が
出
て
く
る
。

27　

川
場
村
教
育
委
員
会
よ
り
い
た
だ
い
た
歌
詞
プ
リ
ン
ト
に
あ
る
。

28　

岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
教
育
委
員
会
企
画
制
作
（
平
成
八
年
）
の
Ｃ
Ｄ
『
白
川
郷
の

民
謡
』
に
添
付
の
歌
詞
に
よ
る
。

29　

桑
山
太
市
著
『
新
潟
県
民
俗
芸
能
誌
』（
錦
正
社
、
昭
和
四
十
七
年
）。
こ
の
書
物
に

は
第
三
章
で
と
り
あ
げ
た
座
敷
舞
に
類
似
の
芸
能
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
り
、
本
報
告
書

で
は
お
お
い
に
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

30　

前
掲
書
八
七
五
頁
。

31　

吉
川
弘
文
館
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
下
巻
（
平
成
十
六
年
）
に
は
項
目
名
「
ば
じ
ょ

う
こ
ん
い
ん
た
ん
」
と
し
て
概
要
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

32　

蚕
舞
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
下
野
敏
見
氏
は
「
ヤ
マ
ト
・
琉
球
船
歌
の
構
造
と
展

開
」（『
鹿
大
史
学
』第
三
十
号
、昭
和
五
十
七
年
）の
中
で
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
の
で
、

紹
介
し
て
お
こ
う
。「
蚕
舞
は
、
東
北
の
オ
シ
ラ
神
信
仰
や
春
駒
舞
と
共
通
す
る
内
容
を

含
み
、
そ
れ
が
ト
カ
ラ
宝
島
ま
で
南
下
し
て
い
る
点
か
ら
、
お
そ
ら
く
中
世
の
頃
、
文
化

の
中
心
地
で
あ
る
上
方
か
ら
伝
播
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
…
要
す
る
に
伝
播
源

の
上
方
か
ら
南
下
す
る
間
に
、
そ
の
途
中
の
ど
こ
か
で
オ
シ
ラ
神
信
仰
と
春
駒
と
小
正
月

来
訪
信
仰
が
結
合
し
、蚕
舞
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
意
味
し
…
」。な
お
こ
の
論
文
は『
ヤ

マ
ト
・
琉
球
民
俗
の
比
較
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、平
成
元
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
第
九
節
　
蚕
舞
の
伝
承

　

本
節
で
は
、
蚕
舞
の
内
容
に
つ
い
て
写
真
を
用
い
て
紹
介
す
る
。
特
に
、
伝
承
の
際
に

伝
承
者
が
先
代
の
伝
承
者
等
よ
り
聞
い
た
舞
う
際
の
注
意
点
や
、
伝
承
者
が
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
舞
っ
て
い
る
か
な
ど
を
各
伝
承
者（
基
本
的
に
本
節
で
紹
介
し
て
い
る
舞
手
）

か
ら
聞
き
書
き
し
た
も
の
も
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、
本
節
収
録
写
真
は
、
本
書
添
付
の
『
種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
付
録
映
像
』
収

録
映
像
を
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
節
の
内
容
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
は
対
応
す
る

の
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
節
で
紹
介
す
る
蚕
舞
は
、
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
が
伝
承
し
て
き
た
も
の
で
、
舞
手

は
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
を
坂
口
晋
一
氏
（
昭
和
五
十
二
年
生
、
平
山
浜
田
出
身
）、
ゲ
ー
マ
ー

を
長
田
隆
一
氏
（
昭
和
五
十
八
年
生
、
平
山
浜
田
出
身
）
が
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

に
も
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
伝
承
者
と
し
て
、長
田
優
樹
氏（
昭
和
六
十
一
年
生
、平
山
浜
田
出
身
）

な
ど
が
い
る
。
小
正
月
の
行
事
と
し
て
浜
田
集
落
で
蚕
舞
を
行
う
際
に
は
、
太
鼓
・
イ
レ

鼓
・
鉦
な
ど
の
鳴
り
物
を
、
浜
田
集
落
の
青
壮
年
の
方
々
が
つ
と
め
る
。
た
だ
し
、
伝
統

芸
能
大
会
等
に
出
演
す
る
際
に
は
、
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
の
中
畠
一
三
氏
（
昭
和
三
十

年
生
、
平
山
西
之
町
出
身
）
や
向
井
康
徳
氏
（
昭
和
十
年
生
、
平
山
浜
田
出
身
）
が
つ
と

め
た
り
し
て
い
る
。

　

映
像
・
写
真
は
、
浜
田
集
落
自
治
公
民
館
で
平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日
に
舞
わ
れ
た

も
の
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

南
種
子
町
に
は
平
山
地
区
の
ほ
か
、
茎
永
地
区
、
下
中
地
区
、
上
中
地
区
、
長
谷
地
区

で
小
正
月
に
蚕
舞
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
上
中
地
区
、
長
谷
地
区
に
つ
い
て
は
、
主
に
昭

和
に
入
っ
て
か
ら
他
地
区
か
ら
習
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
昔
よ
り

伝
承
が
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
平
山
地
区
に
は
、ゲ
ー
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
道
化
役
が
伴
う
。

一
方
、
平
山
以
外
の
地
区
で
は
、
ゲ
ー
マ
ー
は
伴
わ
な
い
。

　

ま
た
、
平
山
地
区
で
は
、
広
田
、
中
之
町
、
西
之
町
、
浜
田
の
四
つ
の
集
落
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
蚕
舞
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
が
伝
承
し
て
い
る
蚕
舞

は
、
そ
の
う
ち
浜
田
集
落
の
も
の
で
あ
る
。
浜
田
集
落
の
蚕
舞
は
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
を
向
井

秋
雄
氏
（
昭
和
二
年
生
、平
山
浜
田
出
身
）、ゲ
ー
マ
ー
を
向
井
睦
雄
氏
（
大
正
十
四
年
生
、

平
山
浜
田
出
身
）
な
ど
が
伝
承
し
て
い
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
浜
田
の
青
壮
年
が
伝
え
て
い

き
、
現
在
の
伝
承
者
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

蚕
舞
は
、
小
正
月
の
浜
田
集
落
の
行
事
と
し
て
、
集
落
内
で
し
っ
か
り
と
し
た
伝
承
体

制
が
で
き
て
お
り
、
踊
り
や
歌
な
ど
の
伝
承
の
精
度
は
高
い
と
み
て
い
い
。

　

な
お
、
本
節
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
吉
川
周
平
氏
の
指
導
・
助
言
を
い
た
だ
い

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
堂　

和
博
・
豊
島　

巧
）
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平山浜田の蚕舞（１）
１（あいさつ）「お祝い申す」「お祝い申す」

３（歌詞）「ヤーサランランラーと」

５（歌詞）「これより東の朝日台の峠の、ケンケン鳥のメン鳥の」

２（歌詞）「これから申すよ、門から申すよ、この家は家は裕福まゆ
　　　　　  の家と見かけ申すよ、ましてこの家、祝うておじゃるど
　　　　　  うから祝い申すよ、九十九界の蚕の宮じょうをまわしま
　　　　　  するさきに、綾をはえ錦をひろげ」

４（歌詞）「とくとふませて」

　　舞手は「ヤーサ」で玄関戸に手のひらを当て、「ランランラーと」で、
　リズムに合わせて３回軽くたたく。

　舞手は屋敷に入り、正座して家主に一礼する。
　＊家主に礼をするタイミングは、玄関や座敷の広さなどによって変わる。

　白頭巾に着物姿で女装した舞手「ヨメジョー」は、玄関の外で待機する。
　＊白頭巾は、蚕を表している。

　　舞手は両手で玄関戸を開けて、屋敷に入る。玄関戸は、歌が聞こえ　
　るように、開けたままになっている。

　　蚕舞を始めるにあたり、玄関を開けて、「お祝　
　い申す」と言う。その後、太鼓や鉦に合わせて、
　蚕舞の歌が高らかに歌われる。
　＊玄関戸は、「お祝い申す」「お祝い申す」のあいさつの後、
　閉めるが、舞手が中に入りやすいように全部締めずに
　少し開けた状態にしておく。
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平山浜田の蚕舞（２）
６（歌詞）「右のおぼり羽根、左の風切り」

８（歌詞）「一
ひと

羽
は ね

根がいで」

10（歌詞）「千枚も」

７（歌詞）「おっとり合わせて」

９（歌詞）「すくえば」

　　舞手は「おっとり」で左足を摺り足で一歩前　
　に出して少し後ろに引きながら、手は両手を目　
　の高さでしなやかに揺れるような所作で左側か　
　ら右側へ運び、次の「合わせて」右足を摺り足　
　で一歩出して、手は一度左右に広げた両手を、　
　胸の前で包み込むように合わせる。
　　＊この辺りから、「ゲーマー」と呼ばれる道化役（舞
　手を引き立たせる役）が座敷の入口で一礼して、登　
　場する。

　　舞手は一礼した後、ゆっくり立ち上がり、舞を始める。「右の」で左　
　足を摺り足で一歩前に出して少し後ろに引きながら、手は両手を目の　
　高さでしなやかに揺れるような所作で左側から右側へ運び、「おぼり羽根」
　で右足を摺り足で一歩前に出して少し後ろに引きながら、今度は両手　
　を目の高さでしなやかに揺れるような所作で右側から左側へ戻す。同　
　様に、「左の」と「風切り」でも、上記の所作をする。
　　＊以上の手足を動かす順番は特に決まりはなく、舞手によって異なる。これ　
　について、師匠から特に指導は受けていない。これ以降の舞についても、同様。
　また、舞い始めるタイミングも座敷の広さなどによって変わる。

　　舞手は「一羽根がいで」で、先程同様、左足を摺り足で一歩前に出し
　て少し後ろに引きながら、手は両手を目の高さでしなやかに揺れるよう
　な所作で左側から右側へ運ぶ。

　　舞手は「千枚も」で、先程同様、左足を摺り足で一歩前に出して少し　
　後ろに引きながら、手は両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作　
　で左側から右側へ運ぶ。

　　舞手は「すくえば」で、右足を一歩前に出して、
　一度左右に広げた両腕ですくいあげるように顔　
　の前まで持ってくる。
　　＊この辺りから、「ゲーマー」が滑稽な振りで、舞　
　い始める。
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平山浜田の蚕舞（３）
11（歌詞）「すくう」

13（歌詞）「すくえば」

15（歌詞）「すくう」

12（歌詞）「二
ふた

羽
は ね

根がいで」

14（歌詞）「二千枚も」

　　舞手は「すくう」で、右足を一歩前に出して、一度左右に広げた両　
　腕ですくいあげるように顔の前まで持ってくる。

　　舞手は「すくえば」で、右足を一歩前に出して、一度左右に広げた　
　両腕ですくいあげるように顔の前まで持ってくる。

　　舞手は「すくう」で、右足を一歩前に出して、一度左右に広げた両　
　腕ですくいあげるように顔の前まで持ってくる。

　　舞手は「二羽根がいで」で、先程同様、左足を摺り足で一歩前に出　
　して少し後ろに引きながら、手は両手を目の高さでしなやかに揺れる　
　ような所作で左側から右側へ運ぶ。

　　舞手は「二千枚も」で、先程同様、左足を摺り足で一歩前に出して　
　少し後ろに引きながら、手は両手を目の高さでしなやかに揺れるよう　
　な所作で左側から右側へ運ぶ。
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平山浜田の蚕舞（４）
16（歌詞）「三千枚の蚕

こ

種
だ ね

子を」

18（歌詞）「アリ蚕
ご

になるときゃ、ハイライライと申すよ」

20（歌詞）「長
な が め

雨になるときゃ、ハジの舞いを召さす」

17（歌詞）「寄せよ集めよ」

19（歌詞）「ツンラ蚕
ご

になるときゃ、ツーンとツンと申すよ」

　　「三千枚の」で左足を摺り足で一歩前に出して少し後ろに引きながら、
　手は両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で左側から右側へ　
　運び、「蚕種子を」で右足を摺り足で一歩前に出して少し後ろに引きな　
　がら、両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で右側から左側　
　へ戻す。

　　舞手は「アリ蚕に」で左足を摺り足で一歩前に出して少し後ろに引　
　きながら、手は両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で左側　
　から右側へ運び、「なるときゃ」で右足を摺り足で一歩前に出して少し　
　後ろに引きながら、両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で　
　右側から左側へ戻す。
　　同様に、「ハイライライと」と「申すよ」で、上記の所作をする。舞　
　手は左まわりに少しずつ向きを変えながら舞う。
　＊この辺りから、ゲーマーも左まわりに、舞手の周りで舞う。

　　舞手は「ツンラ蚕に」で左足を摺り足で一歩前に出して少し後ろに　
　引きながら、手は両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で左　
　側から右側へ運び、「なるときゃ」で右足を摺り足で一歩前に出して少　
　し後ろに引きながら、また両手を目の高さでしなやかに揺れるような　
　所作で右側から左側へ戻す。
　　同様に、「ツーンとツンと」と「申すよ」で、上記の所作をする。舞　
　手は引き続き、左まわりに少しずつ向きを変えながら舞う。
　＊この辺りから、ゲーマーは右まわりに方向を変えて、舞手と向き合うように舞う。

　　舞手は「長雨に」で左足を摺り足で一歩前に出して少し後ろに引き　
　ながら、手は両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で左側か　
　ら右側へ運び、「なるときゃ」で右足を摺り足で一歩前に出して少し後　
　ろに引きながら、両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で右　
　側から左側へ戻す。
　　同様に、「ハジの舞を」と「召さす」で、上記の所作をする。舞手は　
　引き続き、左まわりに少しずつ向きを変えながら舞う。
　＊ゲーマーは右まわりに、舞手の周りで舞う。

　舞手は広げた両手で、蚕種子を寄せて集めるような仕草を２回行う。
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平山浜田の蚕舞（５）
21（歌詞）「フシ蚕

ご

になるときゃ、雨
あ ま か

桑も嫌わず」

24（歌詞）「給うれ」

　舞手はゴーサシを手に取る。
　＊ゴーサシは、蚕のまゆに見立てた紅白の小さな団子状のモチを、柳の枝に刺　
　したもの。

22（歌詞）「露
つ ゆ か

桑も嫌わず、赤まゆ白まゆ」

23（歌詞）「かがせ｣

　　舞手は「露桑も」で左足を摺り足で一歩前に　
　出して少し後ろに引きながら、手は両手を目の　
　高さでしなやかに揺れるような所作で左側から　
　右側へ運び、「嫌わず」で右足を摺り足で一歩　
　前に出して少し後ろに引きながら、両手を目の　
　高さでしなやかに揺れるような所作で右側から　
　左側へ戻す。
　　同様に、「赤まゆ」と「白まゆ」で、上記の　
　所作をする。舞手は、ここで正面を向いた状態　
　になる。
　　＊この辺りで、ゲーマーは舞を止めて正座し、家　
　主に一礼する。

　　舞手は両手を交互に上下しながら、小走りで　
　亭主柱（大黒柱）に掛けてある「ゴーサシ」を　
　取りに行く。
　　＊ゲーマーは、身につけていた「トックリ」を出して、
　家主から中に焼酎を入れてもらう。

　　舞手は「フシ蚕に」で左足を摺り足で一歩前に出して少し後ろに引　
　きながら、手は両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で左側　
　から右側へ運び、「なるときゃ」で右足を摺り足で一歩前に出して少し　
　後ろに引きながら、両手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で　
　右側から左側へ戻す。
　　同様に、「雨桑も」と「嫌わず」で、上記の所作をする。
　　舞手は引き続き、左まわりに向きを変えながら舞う。
　＊ゲーマーは引き続き、右まわりに舞手の周りで舞う。

− 87 −

-蹟--



平山浜田の蚕舞（６）
25（歌詞）「そのまゆの固さは、天

あんまがわら

川原の石よりも」

27（歌詞）｢どの駒か｣

29（歌詞）｢夢に見てさえ、ものゆきものよ｣

26（歌詞）「固うござる」

28（歌詞）｢春駒の、勇む如くに｣

　　舞手は「固う」で左足を摺り足で一歩前に出　
　して少し後ろに引きながら、手はゴーサシを両　
　手で持ち、目の高さでしなやかに揺れるような　
　所作で右側から左側へ運び、「ござる」で右足　
　を摺り足で一歩前に出して少し後ろに引きなが
　ら、両手を目の高さでしなやかに揺れるような　
　所作で左側から右側へ戻す。
　＊この辺りで、ゲーマーは座敷の出口で正座し、一　
　礼する。

　　舞手は「そのまゆの固さは」で座敷の中央に　
　移動し、次の「天川原」から、ゴーサシを持って　
　舞い始める。「天」で左足を摺り足で一歩前に出　
　して少し後ろに引きながら、ゴーサシを両手で　
　持ち、目の高さでしなやかに揺れるような所作　
　で右側から左側へ運び、「川原の」で右足を摺り　
　足で一歩前に出して少し後ろに引きながら、両　
　手を目の高さでしなやかに揺れるような所作で　
　左側から右側へ戻す。同様に、「石」と「よりも」で、 
　上記の所作をする。
　　＊ゲーマーは焼酎を入れてもらったトックリを高ら　
　かと持ち上げて、舞いながら座敷の出口へ向かう。

　　舞手はゴーサシをゆっくり回しながら肩に担ぎ、
　右手で着物の帯に差していたセンスを取り出す。
　＊この辺りで、ゲーマーは屋敷を退場する。

　　舞手は先と同様に、右手にセンスを持ち、しなやかに左右に揺らし　
　ながら優雅に舞う。足も、左右交互に摺り足で前に出して後ろに引く。

　　舞手はセンスを開いて右手に持ち、しなやかに左右に揺らしながら優　
　雅に舞う。ゴーサシは、左手で持って左肩に掛ける。右足、左足交互に　
　摺り足で前に出して後ろに引く。
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平山浜田の蚕舞（７）
30（歌詞）｢ 母

ば ば

じょう様かよ、娘じょうかよ｣

31（歌詞）｢町のお祝い、おくみやれ｣

　　舞手は同様に、右手にセンスを持ち、しなやかに左右に揺らしなが　
　ら優雅に舞う。足も、左右交互に摺り足で前に出して後ろに引く。

　　舞手は「町のお祝い」まで同様に、右手にセンスを持ち、しなやか　
　に左右に揺らしながら優雅に舞う。足も、左右交互に摺り足で前に出　
　して後ろに引く。
　　「おくみやれ」から次第に両膝をつき、センスを持った右手は手首を　
　ひねりながら、ゆっくりセンスをまわして床につける。その後、左手に持っ
　ていたゴーサシも床に置き、家主に一礼して、舞は終了する。

＝　蚕舞を舞う上で師匠から指導されたこと　＝
＊舞をする座敷はあまり広くないので、そのスペースを考えながら舞うこと。
＊手は目の高さで、大きくしなやかに舞うこと。
＊足は膝をおとして舞うこと。
＊舞は方向を変えながら、単調にならないようにすること。
＊センスを開くときは、一方を左指で持ち、（左手にゴーサシを持っている
　ので、親指や人指し指などを使って持つ）右指でゆっくりと音をたてずに
　開くこと。

＝　そ　の　他　＝
＊舞で手足を動かす順番に決まりはない。それについて、特に師匠から、指
　導を受けたことはない。

＝　蚕舞の道具・人数・場所等について　＝
＊道具：太鼓・鉦
＊太鼓兼歌い手師匠（１名）・鉦（１名）
　歌い手（４～５名：集落によって異なる。）
　舞手（１名）・ゲーマー（１名）
　上記の人数は、各班ごとの人数である。蚕舞は集落の各家々を、数班に分
　けてまわる。
＊踊る場所：集落の各家々（最初、集落の公民館に全員集まって１回舞い、
　その後、各班に分かれて各家々をまわる。そして、また最後に公民館に全
　員集まって舞い、終了する。）

＝　そ　の　他　＝
＊家族や身内に不幸があった集落民は、蚕舞の訪問を辞退することがある。
　また、集落民の家族に多数の不幸があった場合や開催間近に集落民の不幸
　があった場合などは、蚕舞自体の行事が中止になることがある。
＊上記の写真及び解説は、その基本形となるものを記しており、集落によっ
　て異なる。
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第
五
章
　
南
種
子
の
め
で
た
節

は
じ
め
に

　

第
三
章
で
取
り
あ
げ
た
座
敷
舞
は
、
電
気
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
娯
楽
の
な
か
っ
た
時
代
、

各
種
の
祝
賀
行
事
な
ど
で
集
落
民
が
一
堂
に
会
し
た
折
に
地
元
住
民
自
身
に
よ
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
芸
能
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
い
き
な
り
出
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
三
章
で
述
べ
た
こ
と
の
く
り
返
し
に
な

る
が
、
ま
ず
挨
拶
が
あ
り
、
全
員
（
男
子
中
心
）
の
正
座
と
斉
唱
に
よ
る
所
定
の
祝
歌
が

粛
々
と
し
て
歌
わ
れ
、
そ
の
あ
と
に
各
種
の
歌
や
踊
が
出
る
と
い
う
順
番
が
あ
っ
た
。
つ

ま
り
座
が
も
り
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
各
種
の
芸
能
や
座
敷
舞
が
引
き
出
さ
れ
た
。

　

中
で
も
座
敷
舞
は
、
単
な
る
歌
上
手
・
踊
り
上
手
に
よ
る
舞
台
芸
で
は
な
い
。
周
囲
会

衆
と
の
掛
け
合
い
を
真
骨
頂
と
す
る
、
一
定
の
型
に
の
っ
と
っ
た
中
世
囃
子
舞
風
の
即
興

を
旨
と
す
る
物
真
似
芸
で
あ
る
。
そ
の
笑
い
に
よ
っ
て
会
衆
は
一
度
に
ど
よ
め
き
、
一
体

感
が
醸
し
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
前
に
儀
式
性
の
強
い
厳
粛
な
場
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
演
出
こ
そ
が
祝
歌
の
役
割
で
あ
り
、
こ
れ
と
の
対
照
こ
そ
が
、
会
衆
の
盛
り
上
が
り

を
い
っ
そ
う
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
だ
や
か
な
種
子
島
の
風
光
の
中
、
座
敷
舞
に
よ

る
高
揚
し
た
会
衆
の
笑
い
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
祝
儀
的
性
格
の
強
い
祝
歌
を
見

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
節
　
祝
歌
の
概
要

　
「
め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ
、
枝
も
栄
え
る
葉
も
し
げ
る
」
は
全
国
で
歌
わ
れ
る
祝

歌
の
も
っ
と
も
普
及
す
る
歌
詞
で
、
節
ま
わ
し
も
曲
名
も
土
地
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
種
子
島
で
は
「
め
で
た
節
」
と
呼
ば
れ
、
古
い
集
落
は
も
ち
ろ
ん
、
新
興
の
集
落
も

古
い
集
落
か
ら
習
い
、
祝
事
を
含
む
諸
行
事
で
男
子
出
席
者
全
員
よ
る
男
声
合
唱
（
無
伴

奏
）
と
し
て
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
歌
わ
れ
た
。

　

集
落
の
祝
賀
行
事
で
の
か
つ
て
の
宴
席
の
様
子
を
素
描
す
る
と
、
列
席
者
全
員
（
男
子

中
心
）
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ
御
膳
が
置
か
れ
て
い
る
。
関
係
者
の
挨
拶
の
あ
と
、
司
会
者
の

「
で
は
こ
れ
よ
り
、
め
で
た
節
…
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
合
わ
せ
て
全
員
が
正
座
し
な
お
し
、

司
会
者
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
音
頭
取
り
が
お
も
む
ろ
に
歌
い
出
す
と
、
全
員
に
よ
る
合

唱
が
唱
和
す
る
。
メ
リ
ス
マ
（
母
音
唱
法
）
の
多
い
細
か
い
動
き
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、
コ

ブ
シ
の
き
い
た
、
拍
節
の
な
い
複
雑
な
旋
律
で
あ
る
。
簡
単
に
は
覚
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
、
青
年
時
代
に
苦
労
し
て
覚
え
、
一
同
が
唱
和
す
る
時
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
高

齢
者
の
語
り
ぐ
さ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
片
鱗
は
現
在
で
も
十
分
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
宴
会
の
あ
り
方
も
ず
い
分
変
化
し
て
い
る
は
ず
で
、
現
在
は
余
興
の
歌
や
踊
に
は
マ

イ
ク
が
付
き
も
の
だ
が
、挨
拶
の
あ
と
に
「
め
で
た
節
」
が
歌
わ
れ
る
の
は
変
わ
ら
な
い
。

　
「
め
で
た
節
」
以
外
に
も
祝
歌
は
あ
っ
た
。
謡
曲
「
高
砂
」
の
一
節
を
歌
う
人
も
い
た

し
、
祝
賀
の
歌
詞
を
の
せ
て
歌
え
ば
な
ん
で
も
祝
歌
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
も
あ

る
（
註
１
）
が
、
伝
統
的
に
種
子
島
の
祝
歌
と
さ
れ
て
い
た
曲
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
。

　
　

(

一)

め
で
た
節　

　
　

(

二)

ゆ
く
い
と
し

　
　

(

三)

う
れ
し
ゅ
め
で
た

　
　

(

四)

西
目
だ
し

　
　

(

五)

え
ん
な
節

　
　

(

六)

ど
ん
さ
か
節

　
　
（
七
）
さ
か
た
節

　
「
め
で
た
節
」
は
他
の
歌
や
踊
り
に
先
ん
じ
て
集
団
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
儀
式
性
の
高

い
曲
で
、
伴
奏
の
付
か
な
い
集
団
に
よ
る
男
声
合
唱
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ

を
伝
承
す
る
地
区
で
は
こ
れ
が
歌
わ
れ
な
い
と
、
そ
の
他
の
い
か
な
る
歌
も
芸
能
も
カ
ラ

オ
ケ
も
出
る
こ
と
が
な
い
。

  

「
め
で
た
節
」
と
同
系
の
も
の
に
「
ゆ
く
い
と
し
」
と
「
う
れ
し
ゅ
め
で
た
」
と
い
う

祝
歌
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
「
め
で
た
節
」
か
ら
派
生
し
た
祝
歌
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

集
落
に
よ
っ
て
「
め
で
た
節
」
だ
け
を
持
つ
場
合
と
、「
ゆ
く
い
と
し
」
や
「
う
れ
し
ゅ

め
で
た
」
を
も
持
つ
場
合
が
あ
っ
た
。
祝
賀
の
性
格
（
年
中
行
事
で
あ
る
と
か
、
結
婚
式
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で
あ
る
と
か
、
新
築
落
成
で
あ
る
と
か
）
に
合
わ
せ
て
「
め
で
た
節
」
に
続
い
て
、
あ
る

い
は
宴
席
の
途
中
や
最
後
に
も
歌
わ
れ
た
り
し
た
。

　

西
之
表
市
で
は
だ
い
た
い
に
お
い
て
衰
微
が
激
し
く
、
現
在
は
「
め
で
た
節
」
ま
た
は

「
う
れ
し
ゅ
め
で
た
」
が
い
く
つ
か
の
集
落
で
歌
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
註
２
）。
中

種
子
町
で
は
「
め
で
た
節
」
が
現
在
も
多
く
の
集
落
で
歌
わ
れ
（
註
３
）、近
年
ま
で
は
「
ゆ

く
い
と
し
」
と
「
う
れ
し
ゅ
め
で
た
」
も
歌
わ
れ
て
い
た
（
註
４
）。

　
「
ゆ
く
い
と
し
」は「
油
久(
ゆ
く)

い
と
し
」の
字
を
宛
て
る
こ
と
が
あ
り
、藩
政
時
代
、

中
種
子
町
の
油
久
（
中
種
子
町
の
中
央
か
ら
南
東
寄
り
）
を
訪
問
し
た
島
主
を
歓
迎
す
る

た
め
に
「
め
で
た
節
」
を
編
曲
し
て
歌
っ
た
と
す
る
言
い
伝
え
が
あ
る
（
註
５
）
が
、
歌

詞
は
普
通
の
祝
歌
の
そ
れ
で
あ
っ
て
油
久
に
関
わ
る
語
句
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
ゆ

く
＝
油
久
」
の
音
の
類
似
か
ら
で
き
た
話
の
よ
う
に
思
え
る
。
名
称
の
正
確
な
由
来
は
不

明
と
い
う
し
か
な
い
が
、「
ゆ
く
い
と
し
」
は
「
ゆ
く
い
年
」
で
、「
お
だ
や
か
な
年
」
を

意
味
す
る
新
年
を
こ
と
ほ
ぐ
歌
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
歌
詞
は

前
掲
「
め
で
た
節
」
と
同
様
の
も
の
が
、
適
宜
選
ば
れ
て
歌
わ
れ
た
よ
う
だ
（
註
６
）。

　

こ
の
「
ゆ
く
い
と
し
」
も
南
種
子
町
で
は
近
年
ま
で
歌
う
集
落
が
あ
っ
た
も
の
の
、
現

在
は
「
め
で
た
節
」
だ
け
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
集
落
で
歌
わ
れ
て
い
る
（
註
７
）。

　

以
上
三
曲
「
め
で
た
節
」「
ゆ
く
い
と
し
」「
う
れ
し
ゅ
め
で
た
」
は
前
述
し
た
よ
う
に

同
じ
様
式
の
歌
で
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
歌
詞
を
も
っ
て
い
る
。
同
じ
様
式
の
歌
が
三
種
類

も
あ
っ
た
こ
と
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
は
全
島
的
に
「
め
で
た
節
」
を
除
い
て
消

え
つ
つ
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

　

四
つ
目
の
「
西
目
だ
し
」
は
、
宴
席
が
す
す
み
座
が
な
ご
や
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
歌

わ
れ
る
娯
楽
性
の
強
い
歌
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
「
め
で
た
節
」「
ゆ

く
い
と
し
」「
う
れ
し
ゅ
め
で
た
」
と
は
ま
っ
た
く
様
式
を
異
に
す
る
歌
で
、
男
子
集
団

に
よ
る
合
唱
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
だ
が
、
太
鼓
と
鉦
の
に
ぎ
や
か
な
伴
奏
が
付
き
、
軽
快

な
テ
ン
ポ
に
乗
せ
て
か
な
り
長
大
な
歌
詞
を
快
調
な
テ
ン
ポ
で
五
分
ほ
ど
も
か
け
て
歌

う
。
人
数
が
揃
わ
な
い
と
息
切
れ
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
複
数
婦
人
（
留
め
袖
の

着
物
を
着
て
踊
る
）
に
よ
る
踊
も
付
い
て
い
る
（
註
８
）。

　
「
西
目
だ
し
」
は
後
述
す
る
よ
う
に
も
と
西
之
表
市
街
で
歌
い
始
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
西
之
表
市
で
も
中
種
子
町
で
も
早
く
か
ら
歌
わ
れ
ず
、
南
種
子
町
の
平
山
な
ど
一

部
で
歌
わ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
主
伝
承
地
で
あ
っ
た
平
山
で
も
最
近
は
ほ
と
ん
ど

歌
わ
れ
な
い
。
た
だ
踊
だ
け
は
録
音
テ
ー
プ
を
再
生
し
て
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
踊
る
地
区

が
あ
る
（
註
９
）。

　
「
え
ん
な
節
」「
ど
ん
さ
か
節
」「
さ
か
た
節
」
は
個
人
の
独
唱
曲
で
、
残
念
な
が
ら
現

在
は
歌
え
る
人
が
少
な
い
。
こ
れ
も
消
え
る
に
は
惜
し
い
。

  

本
稿
で
は
こ
の
あ
と
、
祝
歌
の
主
役
で
、
か
つ
現
在
も
よ
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
南
種
子

町
各
集
落
の
「
め
で
た
節
」
の
う
ち
平
山
浜
田
の
も
の
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
他
の
祝
歌
の

中
か
ら
、
録
音
が
残
さ
れ
て
い
る
平
山
の
「
西
目
だ
し
」
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
る
。

　
第
二
節
　
平
山
浜
田
の
「
め
で
た
節
」
の
歌
詞

　

平
山
浜
田
で
伝
承
さ
れ
る
「
め
で
た
節
」
で
は
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
三
つ
の
歌
詞
が

続
け
て
歌
わ
れ
る
。
全
体
で
約
五
分
程
度
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
伴
奏
楽
器
は
つ
か

な
い
。
揉
み
手
を
し
つ
つ
、
時
々
静
か
に
手
を
打
ち
合
わ
せ
な
が
ら
歌
う
人
も
い
る
が
、

リ
ズ
ム
を
刻
む
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
歌
詞
を
掲
げ
る
が
、
便
宜
上
①
②
③
を
付
し
た
。

①
②
③
は
一
番
・
二
番
・
三
番
の
歌
詞
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
三
つ
（
三
節
）
は
も

ち
ろ
ん
同
じ
旋
律
で
歌
わ
れ
る
。

　

め
で
た
節

　

①
め
で
た
め
で
た
の　

若
松
様
よ　

枝
も
栄
え
る　

葉
も
し
げ
る

　

②
な
お
も
め
で
た
の　

思
う
こ
と
か
の
て　

末
は
鶴
亀　

五
葉
の
松

　

③
峰
の
小
松
に　

ひ
な
鶴
が　

谷
の
い
わ
お
に　

亀
舞
い
遊
ぶ

　

右
の
う
ち
③
は
祝
賀
の
種
類
に
よ
っ
て
別
の
歌
詞
が
歌
わ
れ
た
。
現
在
は
忘
れ
ら
れ
つ

つ
あ
る
が
、
島
間
の
野
首
久
教
氏
は
地
元
島
間
で
か
つ
て
歌
わ
れ
た
次
の
よ
う
な
歌
詞
を

記
録
さ
れ
て
お
ら
れ
る
（
註
10
）。
平
山
浜
田
で
も
、ま
た
南
種
子
町
各
地
で
も
同
様
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

④
こ
れ
の
亭
主
は　

背
細
け
れ
ど　

こ
が
ね
敷
き
寝
に　

銭
枕　
　
　
　
　
　
（
落
成
）

　

⑤
祝
い
半
ば
に　

西
か
ら
曇
る　

こ
が
ね
混
じ
り
の　

雨
が
降
る　
　
　
　
　
（
落
成
）
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⑥
し
ら
ね
硯
の　

そ
ば
に
寝
て　

な
お
も
染
め
た
よ　

す
み
染
め
そ
め
に　
　
（
結
納
）

　

⑦
届
け
届
け　

末
ま
で
届
け　

末
も
は
じ
め
も　

花
の
よ
う
に　
　
　
　
　
（
結
婚
式
）

　

⑧
潮
の
満
つ
時  

こ
の
子
が
で
き
た  

潮
の
満
よ
う
に  

し
お
ら
し
い 　
　
（
子
供
の
祝
）

　

⑨
親
は
百
ま
で　

子
は
九
十
九
ま
で　

孫
に
ゃ
白
髪
の　

は
え
る
ま
で　
　
　
（
敬
老
）

　

⑩
飲
め
や
大
黒　

歌
え
や
エ
ビ
ス　

受
け
て
喜
ぶ　

福
の
神　
　
　
　
　
　
（
進
水
式
）

　

⑪
冨
士
の
裾
野
の　

ひ
と
む
ら
ス
ス
キ　

い
つ
か
穂
に
出
て　

巡
り
会
う　
　
（
送
別
）

　

⑫
加
賀
の
菊
酒　

重
ね
て
あ
が
れ　

御
前
ご
馳
走
に　

取
り
寄
せ
た　
　
　
　
（
招
待
）

　

⑬
門
に
ゃ
門
松　

祝
い
の
松
よ　

祝
う
門
に
は　

福
来
た
る　
　
　
　
　
　
　
（
正
月
）

　

こ
れ
ら
各
種
の
歌
詞
の
中
か
ら
適
宜
選
択
し
て
歌
う
の
で
あ
る
。
同
じ
祝
賀
の
場
で
も

落
成
祝
な
ど
に
は
複
数
の
歌
詞
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
明
治
あ
る
い
は
大
正
や
昭

和
に
な
っ
て
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
祝
歌
を
歌
う
こ
と
は

少
な
く
と
も
明
治
以
前
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
私
た
ち
の
想
像

を
は
る
か
に
こ
え
る
豊
か
な
「
祝
歌
文
化
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。（
註
11
）。

　
　
第
三
節
　「
め
で
た
節
」
の
詞
形

　

右
に
あ
げ
た
歌
詞
の
音
数
律
を
見
る
と
、
①
は
七
七
七
五
、
②
は
七
八
七
五
、
③
は

七
五
七
七
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
第
一
句
・
第
二
句
・
第
三
句
・
第
四
句
と
呼
び
、

第
一
句
・
第
二
句
を
上
句
、
第
三
句
・
第
四
句
を
下
句
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

楽
譜
１
に
平
山
浜
田
で
歌
わ
れ
た
①
の
歌
唱
を
採
譜
し
た
。
旋
律
に
つ
い
て
は
次
節
で

述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
ハ
ヤ
シ
詞
や
産
み
字
（
母
音
）
が
頻
出
し
て
歌
詞
本
文

と
そ
う
で
な
い
語
と
の
区
別
が
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
歌
う
ほ
う
も
、
ど
こ
で

歌
詞
本
文
の
語
を
発
声
す
れ
ば
い
い
の
か
、
迷
っ
て
い
る
風
で
あ
る
。
主
唱
者
も
あ
ま
り

自
信
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
ん
と
な
く
こ
う
い
う
風
に
歌
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

③
の
歌
詞
「
峰
の
小
松
に　

ひ
な
鶴
が　

谷
の
い
わ
お
に　

亀
舞
い
遊
ぶ
」
は

七
五
七
七
で
、
①
に
照
ら
す
と
第
二
句
は
七
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
五
、
第
四
句
は
五
で
あ

る
べ
き
と
こ
ろ
七
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
音
数
律
の
違
い
は
、
産
み
字
が
頻
出
す
る

た
め
に
旋
律
に
吸
収
さ
れ
、
旋
律
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
音
数
律
が
五
で

あ
ろ
う
と
七
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
八
で
あ
ろ
う
と
、
こ
う
い
う
歌
い
方
で
は
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
。

　

ま
た
①
②
の
第
四
句
は
五
だ
が
、
実
際
は
第
四
句
の
途
中
に
「
マ
タ
」
を
入
れ
る
の
で

七
と
変
わ
ら
ぬ
語
数
に
な
っ
て
い
る
。
め
で
た
節
の
歌
詞
の
基
本
は
七
七
七
五
だ
っ
た
と

見
て
よ
く
、
第
四
句
に
「
マ
タ
」
を
入
れ
た
七
七
七
七
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

近
世
小
歌
調
の
音
数
律
は
七
七
七
五
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
よ
う
に
七
が
五
に

な
っ
た
り
、
最
後
の
五
の
途
中
に
「
マ
タ
」
な
ど
が
は
い
っ
て
七
と
な
っ
た
り
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
囃
子
詞
や
産
み
字
が
頻
出
す
る
。
し
か
し
旋
律
は
変
わ
ら

な
い
。
で
は
な
ぜ
音
数
律
を
問
題
に
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
件

に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

集
落
が
変
わ
れ
ば
歌
い
か
た
も
微
妙
に
変
化
す
る
の
は
、
民
謡
で
は
当
た
り
前
の
こ
と

だ
が
、
南
種
子
町
各
地
で
歌
わ
れ
る
こ
の
曲
は
、
ど
の
地
区
も
旋
律
線
の
大
枠
は
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
同
じ
歌
い
方
は
中
種
子
町
の
一
部
ま
で
及
ん
で
い
る
も
よ
う
だ
。
西
之
表
で

は
別
系
統
の
旋
律
が
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
と
確
認
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
（
註
12
）。

　
第
四
節
　
平
山
浜
田
の
「
め
で
た
節
」
の
歌
い
方

　

さ
て
楽
譜
５
は
平
成
二
十
四
年
に
録
音
さ
れ
た
平
山
浜
田
の
歌
唱
か
ら
起
こ
し
た
。
歌

詞
は
三
節
が
連
続
し
て
歌
わ
れ
る
が
、
一
番
①
の
み
を
起
こ
し
た
。
も
ち
ろ
ん
②
③
も
同

じ
旋
律
で
歌
わ
れ
る
。

　

①
で
歌
わ
れ
る
の
は「
め
で
た
め
で
た
の　

若
松
様
よ　

枝
も
栄
え
る　

葉
も
し
げ
る
」

で
、
音
数
律
は
七
七
七
五
で
あ
る
。
多
く
の
産
み
字
が
あ
り
、
母
音
が
引
き
延
ば
さ
れ
る

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
実
際
は
「
め
で
た
め
で
た
の　

若
松
様
よ　

枝
も
栄

え
る　

葉
も
マ
タ
し
げ
る
」
と
い
う
風
に
、
第
四
句
の
途
中
に
「
マ
タ
」
が
挿
入
さ
れ
、

七
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
こ
と
も
前
に
書
い
た
。

　

三
番
③
ま
で
同
じ
旋
律
で
歌
わ
れ
る
。
こ
の
歌
唱
で
は
、三
節
全
体
で
約
五
分
五
十
秒
、

第
一
節
①
の
み
は
二
分
十
秒
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
節
を
追
う
ご
と
に
若
干
テ
ン
ポ
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が
早
く
な
っ
て
い
る
。
歌
の
調
子
が
あ
が
っ
て
く
る
と
や
や
早
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

冒
頭
「
め
ェ
で
ェ
エ
ー
」
が
音
頭
取
り
に
よ
る
独
唱
で
、そ
の
あ
と
全
員
が
唱
和
す
る
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
自
由
リ
ズ
ム
で
、
し
か
も
全
員
の
音
程
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い

の
で
採
譜
は
し
に
く
い
。
変
ロ
長
調
と
い
う
調
性
で
採
譜
し
た
。
実
際
は
楽
譜
よ
り
も
若

干
高
く
な
っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
す
る
。

　

音
域
は
最
低
が
ハ
音
で
あ
る
。
最
高
は
ト
音
だ
が
瞬
間
的
に
出
て
く
る
だ
け
な
の
で
、

事
実
上
の
最
高
音
は
ヘ
音
と
考
え
て
よ
い
。十
一
度
に
及
ぶ
か
な
り
幅
広
い
音
域
で
あ
る
。

歌
い
出
し
は
高
域
か
ら
始
ま
り
、
前
半
高
い
音
域
で
の
動
き
が
あ
っ
た
あ
と
、
次
第
に
低

い
音
域
に
移
動
し
て
い
る
。
明
瞭
な
反
復
句
は
出
現
し
な
い
の
で
、
覚
え
る
に
は
少
し
時

間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

音
符
に
は
非
常
に
短
い
音
符
と
、
中
ぐ
ら
い
の
音
符
と
、
長
い
音
符
の
だ
い
た
い
三
つ

が
あ
る
。
短
い
音
符
は
中
ぐ
ら
い
の
音
符
や
長
い
音
符
の
直
前
か
、
最
後
に
置
か
れ
て
い

る
。
直
前
で
も
最
後
で
も
、
長
い
音
符
を
修
飾
す
る
役
目
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
旋
律

を
豊
か
に
聞
か
せ
る
働
き
が
あ
り
、
こ
れ
を
失
う
と
こ
の
歌
の
魅
力
は
消
え
て
し
ま
う
。

　

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
旋
律
は
歌
詞
の
母
音
を
長
く
引
き
延
ば
し
て
（
産
み
字
を
多

用
し
て
）
歌
う
メ
リ
ス
マ
型
で
あ
る
。
母
音
を
引
き
延
ば
す
の
で
、
ど
こ
ま
で
が
歌
詞
本

体
の
語
か
、
引
き
延
ば
さ
れ
た
母
音
な
の
か
、
ま
た
は
囃
子
詞
な
の
か
、
演
唱
者
も
時
折

わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
現
象
が
お
き
て
い
る
よ
う
だ
。
母
音
も
含
め
て
聞
き
取
れ
る
言

葉
を
お
こ
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
便
宜
上
、
各
行
に
番
号
を
付
す
。

　
　

１ 

め
ェ
で
ェ
エ
ー
、
た
ア
ー
ア
ア
ー
ア
ー
、

　
　

２ 

め
ェ
で
エ
ー
エ
ー
、
た
ア
ー
ア
ー
ア
ー
ア
ー
の
ー
オ
ナ
ア
ー

　
　

３ 

わ
ー
か
ま
ー
ァ
ア
ー
つ
ウ
ウ
さ
ー
ア
ー
ま
ー
、

　
　

４ 

ア
え
だ
ー
ア
ア
ー
も
オ
ー

　
　

５ 

ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ

　
　

６ 

え
ー
エ
ー
エ
だ
ー
ァ
も
ー
ォ
オ
ー

　
　

７ 

さ
ア
ー
ア
ー
か
、
ア
ゆ
ウ
ー
ウ
ー
る
ー
ウ
ー
ウ
、

　
　

８ 

は
ア
ー
ア
ア
ア
も
オ
ー
マ
ア
タ
ー
ア
ー
ア
ー
、

　
　

９ 

し
ー
イ
げ
エ
エ
エ
ー
る
ー
ウ
ー
、

　
　

10 

ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ

　
　

11 

オ
ー
オ
ー
オ
ー
ヨ
オ
ー
オ
ー
、

　
　

12 

ヨ
オ
ー
オ
コ
タ
ー
ア
ア
ー
ァ
ケ
ー
ェ
テ
ー　

　
　

13 

サ
ア
ー
サ
ー
テ
ナ
ー

　

５
行
目
（
一
度
目
）
と
10
行
目
（
二
度
目
）
に
短
い
囃
子
詞
「
ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
」
が
あ

り
、
二
度
目
（
10
行
目
）
の
あ
と
（
11
行
目
以
下
）
は
最
後
ま
で
囃
子
詞
で
あ
る
。
全
曲

を
通
じ
て
同
じ
演
唱
者
た
ち
自
身
が
一
貫
し
て
歌
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
本
来
は
主
唱
グ

ル
ー
プ
に
対
し
て
、
囃
子
詞
は
別
グ
ル
ー
プ
が
歌
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
音
を
引
き
延
ば

し
て
し
か
も
高
い
音
域
で
歌
う
わ
け
だ
か
ら
、呼
吸
を
整
え
る
意
味
で
も
、合
い
の
手
（
囃

子
）
は
別
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
書
き
直
す
と
、

　

一
番
①

　
　

主
唱
グ
ル
ー
プ　

め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ　

枝
も

　
　

囃
子
グ
ル
ー
プ　

ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
（
囃
子
一
度
目
）

　
　

主
唱
グ
ル
ー
プ　

枝
も
栄
え
る　

葉
も
マ
タ
し
げ
る

　
　

囃
子
グ
ル
ー
プ  

ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
（
囃
子
二
度
目
）
以
下
囃
子
詞

と
な
る
。
主
唱
グ
ル
ー
プ
が
「
葉
も
マ
タ
し
げ
る
」
を
歌
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
度
目
の
囃

子
「
ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
」
が
囃
子
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
か
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
囃
子
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
囃
子
詞
が
歌
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
に
は
な
に
が
し
か
の
囃
子
詞
と
し
て
の

ち
ゃ
ん
と
し
た
文
句
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
忘
れ
ら
れ
て
、
意
味
が
あ
る
よ
う
な
な
い
よ

う
な
よ
く
わ
か
ら
な
い
囃
子
と
な
っ
て
い
る
。

　

録
音
で
は
最
終
行
が
歌
い
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、二
番
の
歌
詞
が
歌
い
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
二
つ
の
歌
唱
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
改
め
て
問
題
と
な
る
の
は
、
囃
子
詞
の
位
置
で
あ
る
。「
め
で
た
め
で
た
の　

若
松
様
よ　

枝
も
栄
え
る　

葉
も
し
げ
る
」
の
う
ち
第
三
句
の
頭
の
部
分
「
枝
も
」
だ
け

が
、
一
回
目
の
囃
子
詞
の
前
に
歌
わ
れ
、
囃
子
を
挟
ん
で
再
度
歌
い
直
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
囃
子
を
入
れ
る
な
ら
第
二
句
「
若
松
様
よ
」
の
あ
と
で
い
れ
た
ほ
う
が
自
然
で

あ
る
は
ず
な
の
に
、
第
三
句
を
歌
い
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
第
三
句
を
妨
害
す
る
よ
う
な
形

で
は
い
っ
て
く
る
。
ど
う
し
て
こ
う
い
う
歌
い
方
が
な
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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と
こ
ろ
が
二
番
②
の
歌
詞「
な
お
も
め
で
た
の　

若
松
様
よ　

末
は
鶴
亀　

五
葉
の
松
」

は
、

  

二
番
②

　
　

な
お
も
め
で
た
の　

若
松
様
よ

　
　

ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
〔
囃
子
詞
）

　
　

末
は
鶴
亀　

五
葉
の
松

　
　

ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
（
以
下
囃
子
詞
）

と
歌
わ
れ
、
囃
子
詞
は
上
句
と
下
句
（
第
二
句
と
第
三
句
）
の
間
に
す
ん
な
り
は
い
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
自
然
な
形
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
三
番
③
「
峰
の
小
松
に　

雛
鶴
が　

谷

の
い
わ
お
に　

亀
舞
い
遊
ぶ
」
は
ま
た
一
番
①
と
同
じ
よ
う
に
第
三
句
（
下
句
前
半
）
を

分
断
す
る
形
で
囃
子
が
は
い
っ
て
い
る
。

　

三
番
③

　
　

峰
の
小
松
に
雛
鶴
が　

谷
の

　
　

ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
〔
囃
子
詞
）

　
　

谷
の
い
わ
お
に　

亀
舞
い
遊
ぶ

　
　

ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
（
以
下
囃
子
詞
）

　
　

　

二
番
②
の
歌
い
方
の
ほ
う
が
自
然
に
見
え
る
が
、
む
し
ろ
一
番
①
と
三
番
③
の
歌
い
方

の
ほ
う
が
本
来
の
形
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
そ
う
い
え
る
の
か
。
つ
ま
り
第
三
句

（
下
句
冒
頭
）
を
少
し
歌
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
さ
え
ぎ
る
形
で
囃
子
が
は
い
る
の
が

本
来
で
あ
る
と
、
な
ぜ
い
え
る
の
か
。

　

こ
れ
を
説
明
す
る
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
主
唱
グ
ル
ー
プ
と
囃
子
グ
ル
ー
プ
が
別
々

だ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
、
か
つ
そ
の
間
に
あ
る
種
の
競
争
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
こ
う
し
た
集
団
に
よ
る
祝
歌
は
、
一
般
的
に
（
全
国
的
に
）

Ａ
Ｂ
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
応
答
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
二
グ
ル
ー
プ
の
間
に
は
歌
か
け
の
際
に
発
生
す
る
応
酬
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
。

　

主
唱
グ
ル
ー
プ
が
第
三
句
（
下
句
）
の
頭
ま
で
歌
っ
た
と
こ
ろ
で
、
歌
詞
の
全
体
が
判

明
す
る
。
そ
こ
で
囃
子
グ
ル
ー
プ
が
賛
同
の
意
を
あ
ら
わ
す
注
文
を
つ
け
る
。「
ア
ー
ヨ

イ
サ
ヨ
」
は
「
ア
ー
よ
い
こ
と
じ
ゃ
（
そ
の
通
り
だ
）」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
主
唱
グ
ル
ー

プ
は
中
断
さ
れ
た
の
で
、
再
度
、
下
句
の
頭
か
ら
歌
い
直
す
。

　

主
唱
グ
ル
ー
プ
が
第
二
句
（
上
句
の
終
り
ま
で
）
を
歌
い
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
囃
子
を

か
け
れ
ば
い
い
よ
う
な
も
の
だ
が
、
第
三
句
（
下
句
）
が
始
ま
っ
て
下
句
の
歌
詞
内
容
が

わ
か
っ
た
直
後
に
「
ア
ー
ヨ
イ
サ
ヨ
」
と
賛
同
の
囃
子
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
う
が
は

る
か
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

二
度
目
の
囃
子
詞
（
10
行
目
）
か
ら
長
い
囃
子
詞
の
最
後
（
13
行
目
）
ま
で
を
囃
子
グ

ル
ー
プ
が
歌
っ
て
い
る
間
に
、
主
唱
グ
ル
ー
プ
は
次
の
歌
唱
の
た
め
の
呼
吸
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ス
テ
レ
オ
的
効
果
を
持
っ
た
対
話
唱

（
応
答
唱
）
が
祝
歌
の
基
本
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

昔
か
ら
儀
礼
的
に
ま
ず
は
「
め
で
た
節
」
を
歌
う
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
歌
う
、

と
い
う
だ
け
で
は
「
め
で
た
節
」
の
現
在
ま
で
の
伝
承
を
説
明
し
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
対
話
唱
の
す
ば
ら
し
さ
、
あ
る
い
は
す
ば
ら
し
さ
の
記
憶
が
あ
っ
て
伝
承
に
結
び
つ

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
現
在
は
対
話
唱
で
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
、
同
じ
歌
唱
者
が
囃
子
も
含
め
て

歌
う
の
み
で
あ
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
失
い
、
歌
う
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
と
伝
承
の

力
は
失
わ
れ
る
。
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
歌
か
け
的
な
対
話
唱
の
復
活
が
、
伝
承
を
確

実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
と
は
い
え
、
対
話
唱
で
は
な
い
現

在
の
歌
い
方
も
私
達
を
魅
了
す
る
に
十
分
で
あ
る
。

　
第
五
節
　
平
山
の
「
西
目
だ
し
」
の
歌
詞
と
歌
い
方

　

祝
賀
の
宴
席
の
中
で
ひ
と
き
わ
雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
る
の
が
「
西
目
だ
し
」
で
あ
っ
た
。

右
に
述
べ
た
「
め
で
た
節
」
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
ス
タ
イ
ル
を
異
に
す
る
、
打
楽
器
に
よ

る
早
調
子
の
明
快
な
リ
ズ
ム
を
も
っ
た
集
団
男
声
合
唱
曲
で
、
お
し
ゃ
れ
な
曲
調
が
特
徴

で
あ
る
。
婦
人
の
簡
単
な
手
踊
が
つ
く
。

　

近
年
ま
で
こ
れ
を
や
っ
て
い
た
の
は
種
子
島
全
域
で
も
平
山
だ
け
だ
っ
た
が
、
平
山
で
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も
こ
の
と
こ
ろ
伝
承
が
途
絶
え
つ
つ
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
録
音
テ
ー
プ
を
伴
奏
に
踊

り
だ
け
を
踊
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

次
の
五
つ
の
歌
詞
か
ら
成
り
、
連
続
し
て
歌
わ
れ
る
。
歌
詞
は
長
い
が
、
テ
ン
ポ
が
早

い
の
で
全
体
で
は
五
分
程
度
の
曲
で
あ
る
。

　　

西
目
だ
し

　

①
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
、
参
ろ
う
か
な

　
　

ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
、
踊
り
ゃ
参
ろ
う
か
な

　
　

こ
の
ま
こ
と
に
な
、
若
松
様
よ

　
　

枝
も
栄
え
る
、
葉
も
し
げ
る

　
　

ハ
イ
ラ
ー
ハ
イ
ラ
ー

　
　

踊
り
ゃ
ハ
イ
ラ
ー
ハ
イ
ラ
ー

　

②
西
目
だ
し
か
よ
、
山
川
だ
し
か

　
　

沖
の
小
島
に
、
帆
が
見
え
る

　

③
鹿
の
巻
筆
、
た
が
読
み
そ
め
て

　
　

今
は
恋
路
の
文
を
書
く

　

④
十
三
鐘
の
春
姫
は
ド
コ
ジ
ャ
ノ
セ

　
　

鹿
を
殺
せ
し
そ
の
罪
ゆ
え
に

　
　

今
は
涙
で
鐘
つ
き
め
し
ょ
る

　
　

ア
チ
チ
ツ
、
テ
ー
ン
ツ
ツ
、
テ
ー
ン
ツ
ツ
、

　
　

ア
コ
レ
コ
レ
コ
レ
コ
レ
コ
レ
、
ヤ
ッ
ト
セ
ー
ア
イ
リ
ャ
イ
リ
ャ

　

⑤
お
じ
ゃ
ど
け
行
く
か
日
も
暮
れ
た
ド
コ
ジ
ャ
ノ
セ

　
　

ど
け
も
ま
か
ら
ぬ
そ
り
や
へ
ん
に
ま
か
る

　
　

花
の
振
袖　

袖
ひ
き
ま
わ
す

　
　

コ
ン
ニ
ャ
モ
カ
ラ
イ
モ
ノ
ヨ
ウ
メ
シ
ジ
ャ

　
　

コ
ド
モ
ガ
イ
ヤ
ガ
ル
モ
ッ
ト
モ
ジ
ャ

　
「
西
目
だ
し
」
と
い
う
曲
名
は
②
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
な
逸
話
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
西
目
」と
は
薩
摩
半
島
南
西
部
の
坊
津
の
こ
と
。

鹿
児
島
の
種
子
島
屋
敷
で
の
奉
公
を
終
え
て
帰
島
す
る
場
合
、
七
月
の
西
目
出
し
の
帆
か

け
船
に
乗
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
七
月
旅
と
い
っ
た
。
こ
の
頃
の
種
子
島
沖
を
航
行
す
る

帆
か
け
船
に
は
二
種
類
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
こ
の
西
目
（
坊
津
）
出
し
の
種
子
島
向
け

の
船
、も
う
ひ
と
つ
は
山
川
を
出
て
種
子
島
沖
を
通
過
し
て
琉
球
へ
向
か
う
船
で
あ
っ
た
。

②
に
あ
る
「
沖
の
小
島
」
は
馬
毛
島
の
こ
と
で
、
馬
毛
島
付
近
に
見
え
隠
れ
す
る
船
は
、

山
川
出
し
の
船
だ
ろ
う
か
、西
目
（
坊
津
）
出
し
の
船
だ
ろ
う
か
。
西
目
出
し
の
船
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。
い
と
し
い
人
が
帰
っ
て
く
る
船
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
（
註
13
）。

　

馬
毛
島
は
低
い
島
で
あ
る
。
南
種
子
町
か
ら
も
中
種
子
町
か
ら
も
よ
く
は
見
え
な
い
。

帆
か
け
船
ま
で
が
間
近
に
見
え
る
の
は
西
之
表
市
の
住
吉
以
北
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
右

の
言
い
伝
え
は
西
之
表
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
お
し
ゃ
れ
な
曲
調
か
ら
も
、
ま

ず
は
西
之
表
市
街
に
入
っ
て
き
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

　

こ
の
②
は
七
七
七
五
の
詞
型
で
、詞
の
あ
と
に
何
ら
か
の
囃
子
詞
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

そ
れ
が
失
わ
れ
て
意
味
不
明
の
母
音
の
み
で
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

③
に
歌
わ
れ
る
「
鹿
の
ま
き
筆
」
は
奈
良
春
日
大
社
に
て
請
願
文
を
書
く
と
き
に
用
い

た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、恋
の
成
就
を
願
う
文
を
書
く
と
き
な
ど
に
使
用
さ
れ
た（
註
14
）。

　

奈
良
に
は
、あ
や
ま
っ
て
興
福
寺
の
鹿
を
殺
し
て
死
罪
と
な
っ
た
子
供
を
弔
う
た
め
に
、

明
け
七
つ
と
暮
れ
六
つ
、合
わ
せ
て
十
三
の
鐘
が
撞
か
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る（
註
15
）。

④
「
十
三
鐘
…
」
は
そ
れ
に
ち
な
む
歌
詞
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
鹿
を
殺
し
た
の
は
子

供
で
は
な
く
春
姫
で
、
滅
罪
の
た
め
に
鐘
を
撞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
鹿
殺
し
と
十
三

鐘
と
春
姫
を
結
び
つ
け
た
何
ら
か
の
物
語
が
あ
り
（
註
16
）、
そ
れ
を
歌
い
込
ん
だ
歌
詞

が
作
ら
れ
、種
子
島
ま
で
流
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
半
の
囃
子
詞
「
ア
チ
チ
ツ
、テ
ー

ン
ツ
ツ
、
テ
ー
ン
ツ
ツ
」
は
三
味
線
の
口
唱
歌
で
、
も
と
も
と
の
曲
に
は
三
味
線
の
伴
奏

が
付
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

鹿
児
島
県
内
で
は
薩
摩
半
島
の
南
九
州
市
川
辺
町
中
山
田
の
太
鼓
踊
の
歌
詞
の
一
節

に
、「
十
三
鐘
の
小
春
姫
が
鹿
を
殺
せ
し
そ
の
時
ゃ
よ
い
が　

今
は
涙
で
鐘
つ
く
心
中
」

と
あ
る
。
④
と
同
系
の
歌
詞
で
あ
る
。

　

⑤
「
お
じ
ゃ
ど
け
行
く
…
」
で
始
ま
る
こ
の
歌
詞
は
、「
コ
ン
ニ
ャ
モ
」
以
下
長
い
囃

子
詞
を
持
つ
。
全
曲
の
締
め
く
く
り
で
も
あ
る
。「
お
じ
ゃ
」
は
「
オ
ゼ
は
」
の
縮
ま
っ

た
も
の
で
、
種
子
島
で
は
西
之
表
の
上
層
階
級
で
の
み
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
ゴ
ゼ
ン

（
御
前
）
→
ゴ
ゼ
→
オ
ゼ
と
変
化
し
た
形
で
あ
る
。「
コ
ン
ニ
ャ
」
は
「
今
夜
も
」、「
カ
ラ
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イ
モ
ノ
ヨ
ウ
メ
シ
ジ
ャ
」
は
「
カ
ラ
イ
モ
の
夕
飯
じ
ゃ
」
の
意
味
。
こ
の
囃
子
詞
は
種
子

島
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
五
十
七
年
の
故
長
田
実
氏
に
よ
る
、
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
歌
っ

た
録
音
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

　

前
述
し
た
五
つ
の
歌
詞
が
連
続
し
て
歌
わ
れ
る
。
①
と
②
の
間
、
②
と
③
の
間
に
ひ
と

呼
吸
の
間
が
置
か
れ
る
。
②
と
③
は
歌
詞
本
文
は
さ
し
て
長
く
な
い
が
、
囃
子
詞
や
産
み

字
が
ふ
ん
だ
ん
に
加
わ
っ
て
い
る
。
④
か
ら
調
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
③
と
④
の
間

に
も
ひ
と
呼
吸
ほ
ど
の
間ま

が
あ
る
。
④
と
⑤
は
続
い
て
歌
わ
れ
る
。

　

歌
い
出
し
は
や
や
ゆ
っ
く
り
始
ま
る
。
次
第
に
調
子
は
快
適
に
な
る
。
歌
う
人
数
が
少

な
い
場
合
は
息
が
切
れ
る
の
で
早
調
子
と
な
る
よ
う
だ
。
伴
奏
の
太
鼓
と
カ
ネ
は
、
四
拍

の
す
べ
て
を
ユ
ニ
ゾ
ン
で
叩
く
明
快
で
力
強
い
リ
ズ
ム
を
刻
む
。
全
体
で
五
分
少
々
の
大

曲
で
あ
る
。
前
節
で
見
た
「
め
で
た
節
」
と
は
様
式
の
ま
っ
た
く
ち
が
う
、
し
か
し
華
麗

な
男
声
合
唱
祝
歌
で
あ
る
。

　

旋
律
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
と
、
①
②
③
は
同
じ
調
の
似
た
よ
う
な
旋
律
の
く
り
返

し
で
で
き
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
囃
子
詞
や
産
み
字
が
多
く
、
②
と
③
の
ど
ち
ら
の

後
半
も
ど
れ
が
歌
詞
な
の
か
演
唱
者
も
迷
い
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
歌
詞
の

語
句
は
聞
き
取
り
に
く
い
。

　

①
は
陽
旋
法
（
長
調
）
で
歌
い
出
さ
れ
る
が
、
開
始
後
し
ば
ら
く
し
て
「
踊
り
ゃ
参
ろ

う
か
な
…
」
の
部
分
が
陰
旋
法
（
短
調
）
に
な
り
、
旋
律
に
一
種
の
色
つ
や
が
醸
し
出
さ

れ
る
。

　

②
の
「
西
目
だ
し
…
」
は
こ
の
曲
の
タ
イ
ト
ル
と
な
る
歌
詞
で
あ
る
。
③
「
鹿
の
巻
筆
」

は
も
っ
と
も
長
い
曲
で
あ
る
。
②
と
似
た
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
が
で
て
く
る
。

　

④
以
下
は
明
ら
か
な
陰
旋
法
（
短
調
）
と
な
る
。
④
の
後
半
「
チ
ツ
テ
ー
ン
ツ
ツ
…
」

は
前
述
し
た
よ
う
に
口
三
味
線
で
、
三
味
線
伴
奏
が
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

平
山
で
は
、郷
土
文
化
保
存
会
の
方
々
の
記
憶
す
る
限
り
三
味
線
が
付
い
た
こ
と
は
な
い
。

　

⑤
は
④
と
同
じ
旋
律
で
歌
わ
れ
る
。
後
半
は
口
三
味
線
に
乗
せ
た
囃
子
詞
で
あ
る
。

　

残
さ
れ
た
「
西
目
だ
し
」
の
録
音
は
約
五
分
少
々
だ
が
、
人
数
を
多
く
し
て
交
代
で
ブ

レ
ス
を
す
れ
ば
、
も
う
少
し
ゆ
っ
た
り
と
、
そ
し
て
堂
々
と
歌
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ほ

の
か
に
江
戸
情
緒
の
漂
う
祝
歌
と
し
て
は
異
色
の
名
曲
と
い
え
よ
う
。
歌
舞
伎
踊
の
伴
奏

歌
謡
を
聞
く
心
地
さ
え
す
る
。

　

も
と
も
と
西
之
表
の
西
町(

に
し
ま
ち)

と
か
東
町(

ひ
が
し
ま
ち)

と
い
っ
た
商
家

の
並
ぶ
町
屋
地
区
で
歌
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
町
田
嘉
章
は
日
本
民
謡
大
観
九
州
篇

南
部
の
中
で
「
風
流
踊
の
唄
の
転
用
の
よ
う
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
註
17
）。
ま
さ

し
く
、
歌
舞
伎
踊
を
模
し
た
ど
こ
か
の
風
流
踊
歌
が
模
倣
さ
れ
て
取
り
込
ま
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う
し
た
踊
り
歌
を
歌
う
人
々
が
来
島
し
た
の
か
、
西
之
表
の
商
人
た
ち
が
鹿
児

島
か
上
方
な
ど
に
赴
い
た
折
に
仕
入
れ
て
き
た
も
の
か
。音
楽
の
調
子
の
よ
さ
か
ら
し
て
、

全
島
に
一
気
に
広
ま
っ
た
の
も
納
得
で
き
る
。
そ
れ
が
平
山
で
は
近
年
ま
で
残
っ
た
。
こ

の
ま
ま
消
え
る
の
は
い
か
に
も
惜
し
い
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
原　

武
実
）
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楽譜５　平山浜田のめでた節

　　 （独）  め　 ェ　  で   ェ　　　 ェーー   ーーー ー（合）た　ァ　　　   ァ　ァ ー ー　　ァ　　　め　ェー

　　 　　で   ェ　　　ェ ー　 ェ  ー　た　ァ　　　 ァー ー　ー ー　ー　　ー ー ー　ーー   ー　 ァ　　　の　ー  ー   ォー ー ー   ォ

　　 　　 ァ　　  ー ー ー ー ー　ー ー　わ　　　 かーー ー ー ー  ま　　　  ァー ー  ァ　　　　つ　ゥ　ゥ  さ

　　 　   ァー ー　   ー　　　　　　  ま ー ー　 ー　　　　 　ァ 　 え  ー　だ　　　　　　  ァ　 ァ   　　　　　　　   も　ォ  ー

　　 　   ァー  ヨイサヨ　  え　 ー　　　　 　  ェ 　 　 ェ  ー ー ー　だ　　　　ァ  も   　　　　　　ォ ー   ォ

　　 　　さ  ァ　　  　ー ー ー ー ー　 ァ　   ー　　か　　ァ　ゆ    ゥ　　　ゥ ー ー ー ー　ー　　る　　 　ゥ ー   ー

　　　　ゥ  ー　　 は　ァ　　　 ァー ー　ァ　 ァ　も  ォ　　　　マ  ァ　ァ タ　　　 ー ー　ァ　　 ァ　 ー

　　 　　し  　　 ィ ー ー　げ　ェ ー   ェ　ェ  ー ー　る　　    ゥ ー ー  ー　　　ア　ヨイサー　ヨ　オ   ー ー　 オ

　　　　 ォー   ー  ォー ー  ー　ョ　  ォ  ー　　ォー  ー　　     ョ　ォ　　 ォー ー コ　マ 　　　ァー ー   ァ　　　　　 ァ

　　 　　ケ  　　 　エ テ　　　　 サ  ァ　　    ァ   ー　　　　　テ　 ナ
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註１　

種
子
島
の
民
謡
伝
承
者
を
訪
ね
る
う
ち
に
、「
高
砂
」
な
ど
謡
曲
の
一
部
（
小
謡
）

を
歌
っ
て
く
れ
る
人
物
に
出
逢
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
西
之
表
市
街
の
山
手
は
旧
麓
地
区
で

種
子
島
家
家
臣
の
居
住
地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
士
族
の
居
住
は
こ
こ
だ
け
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
全
島
に
散
在
し
て
お
り
、彼
ら
の
歌
舞
の
教
養
は
謡
曲
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

衆
庶
も
こ
れ
を
模
倣
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
第
三
章
と
第
四
章
で
も
と
り
あ
げ

た
旧
制
種
子
島
中
学
校
篇
『
郷
土
研
究
』（
昭
和
十
年
）
に
は
「
め
で
た
節
」
と
「
う
れ

し
ゅ
め
で
た
」
を
祝
賀
の
儀
式
歌
と
し
、
小
謡
は
そ
の
あ
と
に
歌
わ
れ
た
と
記
さ
れ
、「
ゆ

く
い
と
し
」
は
「
う
れ
し
ゅ
め
で
た
」
の
別
称
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
酒
宴
が
始
ま
っ
て

か
ら
の
歌
と
し
て
「
の
ん
き
節
」「
あ
さ
き
節
」「
ま
ち
ば
ん
だ
ー
節
」「
え
ん
な
節
」
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
現
今
で
は
「
え
ん
な
節
」
以
外
は
、
そ
ん
な
歌
が
あ
っ
た

こ
と
す
ら
語
ら
れ
な
い
の
で
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
も
の
の
、
か
つ
て
の
祝
歌
を

知
る
た
め
に
は
無
視
で
き
な
い
記
述
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
言
及
を
避
け
る
。
な

お
『
郷
土
研
究
』
に
つ
い
て
は
第
三
章
の
註
９
を
参
照
。

２　

西
之
表
市
の
種
子
島
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
西
之
表
市
で
現
在
「
め

で
た
節
」
を
歌
っ
て
い
る
の
は
、
安
城
の
川
脇
、
現げ

ん
な和
の
下し

も
の
ち
ょ
う

ノ
町
・
上か

み
の
ち
ょ
う

ノ
町
、
同
じ
く
現

和
の
西
俣
の
三
地
区
で
あ
る
。

３　

中
種
子
町
教
育
委
員
会
の
ご
教
示
に
よ
る
。

４　

私
の
録
音
資
料
の
中
に
中
種
子
町
の
「
う
れ
し
ゅ
め
で
た
」
が
あ
る
。

５　

こ
の
言
い
伝
え
は
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
発
行
の
小
冊
子
『
平
山
の
民
俗
芸
能
集
』

（
平
成
十
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

６　

か
つ
て
平
山
で
歌
わ
れ
た
「
ゆ
く
い
と
し
」
の
歌
詞
数
首
が
、
前
掲
平
山
郷
土
文
化

保
存
会
発
行
『
平
山
の
民
俗
芸
能
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
第
二

節
に
あ
げ
る
野
首
久
教
氏
記
録
の
歌
詞
に
含
ま
れ
て
い
る
。

７　

南
種
子
町
教
育
委
員
会
が
平
成
二
十
五
年
、
町
内
全
集
落
に
お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、新
開
地
の
長は

せ谷
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
集
落
で
「
め
で
た
節
」

を
現
在
も
歌
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
茎
永
の
上か

み
ざ
と里
で
も「
ゆ
く
い
と
し
」を
歌
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
の
方
々
に
よ
る
と
平
山
の
各
集
落
で

も
歌
っ
て
い
た
。

８　

主
伝
承
地
で
あ
る
平
山
で
は
最
近
歌
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
踊
も
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
長
谷
の
摺す

り
く
ぼ

久
保
で
は
平
山
で
の
録
音
テ
ー
プ
を
再
生
し
て
踊
っ
て

い
る
。　

９　

註
８
に
同
じ
。

10　

島
間
田
尾
の
野
首
久
教
氏
は
、
田
尾
集
落
で
か
つ
て
歌
わ
れ
た
「
め
で
た
節
」
の
歌

詞
十
三
首
を
記
録
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
掲
載
し
た
。

11　

種
子
島
の
「
め
で
た
節
」
の
震
源
に
つ
い
て
、
下
野
敏
見
氏
は
「
ヤ
マ
ト
・
琉
球
船

歌
の
構
造
と
展
開
」（『
鹿
大
史
学
』
第
三
十
号
、
昭
和
五
十
七
年
）
の
中
で
重
要
な
指
摘

を
し
て
い
る
。
か
つ
て
西
之
表
市
の
漁
村
部
数
地
区
に
あ
り
、
近
年
ま
で
は
塰あ

ま
ど
ま
り泊
に
て
歌

わ
れ
て
い
た
船
祝
歌
の
中
の
一
部
が
、
そ
こ
か
ら
溢
し
て
種
子
島
全
島
に
祝
歌
と
し
て
広

ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
下
野
氏
は
こ
れ
を
断
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
そ

ら
く
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
し
か
し
南
種
子
と
一
部
中
種
子
の
、
私
の
手
元
に
あ
る
「
め

で
た
節
」
の
録
音
を
聞
い
た
限
り
で
は
右
船
祝
歌
と
は
一
致
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
中
種

子
の
大
部
分
と
西
之
表
市
の
も
の
を
精
査
す
れ
ば
下
野
氏
の
指
摘
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
が
（
そ
の
可
能
性
は
大
だ
が
）、
今
の
と
こ
ろ
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い

な
い
。
な
お
下
野
氏
の
前
記
論
文
は
『
ヤ
マ
ト
・
琉
球
民
俗
の
比
較
研
究
』（
法
政
大
学

出
版
局
、
平
成
元
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。　

12　

南
種
子
町
各
地
の
録
音
を
聞
く
と
、
旋
律
線
は
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。
中
種
子
町

と
西
之
表
市
に
つ
い
て
は
今
後
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

13　

前
掲
『
平
山
の
民
俗
芸
能
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
下
野
敏
見
氏
の
『
種
子
島

民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
）
二
四
五
頁
に
も
同
様
の
解
説
が
あ
る
。

14　

書
道
に
使
用
す
る
筆
の
ブ
ラ
ン
ド
名
に
も
な
っ
て
い
る
。
鹿
の
毛
で
作
ら
れ
る
と
い

う
。

15　

こ
の
伝
説
の
大
要
は
、
奈
良
市
の
興
福
寺
（
春
日
神
社
）
近
く
の
通
り
際
に
設
置
さ

れ
た
説
明
版
に
書
か
れ
て
い
る
。

16　

鹿
殺
し
と
十
三
鐘
と
春
姫
を
結
び
つ
け
た
物
語
が
あ
る
と
す
れ
ば
、前
記
「
十
三
鐘
」

伝
説
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
思
わ
れ
る
が
、
私
は
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

17　

昭
和
五
十
四
年
刊
行
の
『
日
本
民
謡
大
観
九
州
篇
南
部
』（
三
一
五
頁
）
の
中
で
、

町
田
嘉
章
は
種
子
島
の
祝
歌
に
つ
い
て
、
大
略
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
今
後
の
研
究

の
視
座
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
以
下
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。〈「
め
で
た
節
」
は
屋
久
島

の
「
芋
種
」
な
ど
と
同
時
代
の
古
風
な
も
の
ら
し
い
。「
ゆ
く
い
と
し
」
は
「
お
船
謡
」
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か
「
よ
い
こ
の
節
」
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。「
う
れ
し
ゅ
め
で
た
」
は
瀬
戸
内
辺
り
の

漁
村
で
見
ら
れ
る
祝
歌
な
ど
と
関
係
あ
る
の
で
は
な
い
か
。「
西
目
だ
し
」
は
何
か
風
流

踊
の
歌
の
転
用
の
よ
う
で
あ
る
。〉
こ
の
中
で
町
田
嘉
章
が
「
お
船
謡
」
に
言
及
し
て
い

る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
註
11
で
述
べ
た
よ
う
に
、
種
子
島
に
は
御
船
歌
系
統
の
船
祝

歌
が
あ
り
、「
め
で
た
節
」
は
そ
れ
を
震
源
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
下
野
敏
見
氏

も
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
六
章
　
座
敷
舞
の
意
義

　
　　

第
一
節
　
座
敷
舞
の
意
義

は
じ
め
に

　

祝
宴
の
座
で
、
中
ほ
ど
に
な
り
、
盛
り
上
っ
た
頃
に
行
わ
れ
る
座
敷
舞
は
、
今
で
は
貴

重
な
芸
能
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
座
敷
舞
と
い
う
呼
称
は
、
種
子
島
で
は
い
つ
頃
か
ら
の
も
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
い
。
こ
の
呼
称
は
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
刊
の
『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第

十
五
集
』
に
、
小
野
重
朗
氏
が
「
南
種
子
町
平
山
の
座
敷
舞
」
と
題
し
て
報
告
し
て
以
来

の
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
何
と
い
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、「
見
ー
さ
い
な
」
を
や
ろ
う
か
と
か
、

そ
の
場
に
い
る
顔
見
知
り
の
芸
達
者
の
個
人
芸
を
承
知
の
上
で
、「
そ
ろ
そ
ろ
「
ガ
ー
ニ

マ
ー
を
や
ろ
う
か
」
と
か
「
鳥
刺
し
マ
ー
を
や
ろ
う
じ
ゃ
な
っ
か
」
な
ど
と
小
声
で
言
う

の
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
ま
わ
り
の
者
も
肯
き
、
決
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

舞
手
の
者
が
ち
ょ
っ
と
準
備
し
て
、
一
座
の
下し

も

の
ほ
う
に
座
る
と
、
誰
か
が
「
ガ
ー
ニ

舞
い
は
見
ー
さ
い
な
」
と
は
や
し
出
す
と
、
皆
が
同
調
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
座
敷
舞
と
い
う
言
葉
は
出
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
座
敷
」
と
い
う
言
葉
は
種
子
島
で
は
使
わ
な
か
っ
た
。
種
子
島
で
は
、

座
敷
の
代
り
に
「
座
中
」
と
か
「
座
」
と
い
っ
た
。

　

種
子
島
の
家
は
田
の
字
型
が
多
く
、
縁
側
の
つ
く
南
側
の
座
が
オ
モ
テ
、
次
に
玄
関
の

つ
く
次
の
間
、
そ
の
裏
の
ジ
ロ
ン
マ
（「
火
代
→
地
炉
」
の
間
）、
オ
モ
テ
の
裏
の
オ
ク
ノ

マ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
、
一
般
の
家
で
は
ニ
ワ
（
土
間
）
と
板
の
間
（
炊
事
場
）
が

つ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
庭
は
ホ
カ
と
い
っ
た
。

　

各
座
の
仕
切
り
の
襖

ふ
す
ま
は
あ
る
の
だ
が
、
南
島
の
種
子
島
で
は
、
襖
は
オ
ク
ノ
マ
以
外
は

い
つ
も
開
け
っ
ぱ
な
し
の
家
が
多
い
。
祝
宴
の
折
に
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
モ
テ
、
次
の
間
、

ジ
ロ
ン
マ
は
見
通
し
で
あ
る
。こ
の
う
ち
、主
に
オ
モ
テ
、次
の
間
の
座
を
ま
と
め
て
、「
座
」

あ
る
い
は
「
座ざ

中な
か

」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
座
敷
」
と
い
う
言
葉
は
種
子
島
に
は
な
く
、「
座
敷
舞
」
と
い
う
表
現

も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
八
年
に
出
し
た
筆
著
の
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
で

は
、「
座
舞
」
と
し
て
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
小
野
氏
は
座
敷
舞
と
名
づ
け
た
か
と
い
う
と
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
事
情
を

お
そ
ら
く
よ
く
分
ら
ず
、
本
土
式
に
、
座
敷
で
舞
う
の
だ
か
ら
「
座
敷
舞
」
が
よ
か
ろ
う

と
い
う
こ
と
と
、
本
土
の
分
類
方
式
で
は
同
じ
よ
う
な
傾
向
の
芸
能
を
、
大
道
芸
、
門
付

芸
、
座
敷
芸
と
い
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
う
ち
座
敷
で
舞
わ
れ
る
座
敷
芸
だ
か
ら
、
座
敷

舞
が
よ
か
ろ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

当
時
、
筆
者
は
氏
宅
へ
よ
く
遊
び
（
民
俗
談
話
）
に
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
舞
い

の
あ
る
こ
と
も
話
し
、旧
版
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
も
も
ち
ろ
ん
差
し
上
げ
て
あ
っ
た
。

ま
た
そ
の
頃
、
筆
者
が
何
度
目
か
に
見
た
そ
れ
ら
の
舞
い
に
話
が
お
よ
ぶ
と
、
大
変
興
味

を
示
さ
れ
、
県
文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
見
に
行
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
昭
和
四
十
三
年
の
報
告
書
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
内
容
は
、
小
野
氏
ら
し

い
し
っ
か
り
と
し
た
報
告
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
座
敷
舞
」
と
い
う
呼
称
は
先
に
も

記
し
た
よ
う
に
、
小
野
氏
が
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

座
敷
舞
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
で
き
た
名
称
で
あ
る
が
、
本
土
の
中
央
で
は
以

前
か
ら
類
似
の
舞
を
座
敷
舞
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
地
方
の
種
子
島
と
し
て
も
な
じ
み
や

す
か
っ
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
三
年
に
、
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
長
の
中
畠
一
三
氏
に
、「『
座
敷

舞
』
の
呼
称
は
ど
う
で
す
か
」
と
筆
者
が
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
が
、「
こ
れ
で
よ
い
と
思

う
。
よ
く
、
な
じ
ん
で
い
る
」
と
い
わ
れ
た
。
な
お
、
今
で
は
種
子
島
一
般
の
座
中
呼
称

も
、
本
土
式
に
座
敷
呼
称
に
変
り
つ
つ
あ
る
状
況
も
あ
る
。

　
　

一
、
場
所
、
時
、
島
内
分
布

　

(1)　

場
所
と
時

　
　

座
敷
舞
の
場
所
は
、
右
に
記
し
た
よ
う
に
座ざ

中な
か

す
な
わ
ち
表
の
間
（
上か
み

之
座
）
と
次

の
間
（
下し
も

之
座
）
で
あ
る
が
、
他
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
公
民
館
（
戦
前
は
主
に
会か

い
し
ゃ舎
と

か
会か

い
た
く宅
と
い
い
、
倶く

ら

ぶ
楽
部
と
も
い
っ
た
）
で
舞
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
や
は

り
右
記
の
よ
う
に
祝
い
の
座
で
あ
り
、
進
行
の
中
ほ
ど
で
舞
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
祝
い
の

座
は
、
民
家
、
公
民
館
を
問
わ
ず
に
、
大
勢
で
や
る
場
合
に
は
、
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祝
宴
開
始
→
（
し
ば
ら
く
し
て
）
め
で
た
節
斉
唱
→
祝
宴
続
行
→
（
中
ほ
ど
に
な
っ
て
）

座
敷
舞
（
一
種
類
、
ま
た
は
し
ば
ら
く
し
て
も
う
一
種
類
）
→
祝
宴
続
行
→
祝
宴
終
了

　

と
い
う
順
序
で
行
わ
れ
た
。

　

祝
宴
は
、
屋
外
と
屋
内
の
い
ず
れ
か
が
あ
っ
て
、
主
に
屋
内
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
地
域

に
よ
っ
て
は
、
ま
た
時
期
に
よ
っ
て
は
、
屋
外
で
行
う
場
合
も
見
ら
れ
る
。

　

屋
外
で
あ
る
の
は
、
例
え
ば
、
正
月
十
五
日
の
破
魔
祈
祷
の
直な

お
ら
い会

（
神
社
の
境
内
）
で
、

あ
る
い
は
六
月
初
め
頃
の
牧
祈
祷
の
直
会
（
牧
の
神
の
周
辺
で
）、
あ
る
い
は
六
月
の
瀬せ

風ぶ

ろ呂
（
海
の
瀬
の
壺
に
海
水
を
入
れ
て
焼
石
を
投
げ
入
れ
、
海
水
風
呂
に
し
た
も
の
）
や

九
月
頃
の
岩い

わ

穴な

風
呂
（
岩
穴
で
の
蒸
し
風
呂
）
上あ

が

り
の
慰
労
会
な
ど
が
あ
る
（
後
掲
写
真

ガ
ニ
舞
(3)
参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
慰
労
会
は
、
芝
生
の
上
で
、
あ
る
い
は
茣ご

ざ蓙
を
敷
い
て
円
形
に
あ
る
い
は
四

角
形
に
座
っ
て
飲
食
し
、
興
が
の
れ
ば
座
敷
舞
が
出
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
座
敷
舞
で
は

な
く
、
野
外
舞
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
座
敷
舞
は
本
来
、
座
敷
舞
と
は
い

わ
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

　

で
は
何
と
い
っ
て
い
た
か
。
そ
れ
は
、
一
座
の
中
を
見
渡
し
て
、
得
意
な
舞
手
が
い
る

と
そ
の
演
目
で
、「
鳥
刺
し
舞
を
」
と
か
、「
ガ
ニ
舞
を
」
と
い
い
、
あ
る
い
は
、「
見
ー

さ
い
な
あ
を
や
ろ
う
」
な
ど
と
い
う
。
頃
合
を
見
計
ら
い
、
二
、三
人
で
例
え
ば
、「
鳥
刺

舞
を
見
ー
さ
い
な
あ
、
鳥
刺
舞
を
見
ー
さ
い
な
あ
」
と
歌
い
、
は
や
し
出
す
と
、
そ
の
声

は
や
が
で
合
唱
に
な
り
、拍
手
を
伴
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
き
、昔
は
こ
こ
で
座ざ

見み
ま
あ舞
（
司

会
者
）
が
立
ち
上
り
、「
で
は
こ
れ
か
ら
鳥
刺
し
舞
を
し
申
そ
う
。
誰
々
さ
ん
に
や
っ
て

も
ら
い
申
そ
う
」
と
い
い
、
指
名
さ
れ
た
そ
の
人
は
、
座
の
下し

も

の
方
に
座
り
、
手
拭
を
被

る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
準
備
を
し
て
か
ら
、
き
ち
ん
と
正
座
一
礼
す
る
。
そ
し
て
、
は
や
し

に
応
じ
て
舞
い
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
舞
い
手
は
、
舞
い
な
が
ら
座
の
真
ん
中
に
出
て
行
き
、
舞
が
進
行
す
る
の
で

あ
る
。

　

昔
は
、
い
や
、
地
域
に
よ
っ
て
は
今
も
、
祝
宴
の
座
に
は
、
司
会
者
の
座ざ

見み
ま
あ舞
は
い
る
。

彼
が
頃
合
を
見
て
、「
そ
い
じ
ゃ
ー
、
ガ
ニ
舞
を
し
申
そ
う
か
」
な
ど
と
い
っ
て
、
始
め

る
の
で
あ
る
。

　

(2)　

島
内
分
布
・
継
承

　

座
敷
舞
の
島
内
分
布
は
、
一
九
七
三
年
頃
ま
で
は
①
西
之
表
市
上か

み
に
し西
（
ル
ー
ツ
は
西
之

表
市
安あ

ん
じ
ょ
う

城
で
、芸
は
婆ば

じ
ょ
う尉

舞ま
い

（
ト
ッ
シ
ー
舞
）、鳥
刺
舞
な
ど
）
に
も
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、

②
南
種
子
町
島
間
上う

え
ほ
う方
（
芸
は
、
バ
ッ
ク
ー
舞
）
と
③
南
種
子
町
平
山
（
鳥
刺
舞
、
婆ば

じ
ょ
う尉

舞ま
い

、
ガ
ニ
舞
、
他
）
に
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
頃
ま
で
は
、
西
之
表
市
納の

う
そ曽
の
楢な

ら
は
ら原

タ
カ
女
が
南
種
子
町
の
婆
尉
舞
や

バ
ッ
ク
ー
舞
を
習
っ
て
稽
古
し
て
お
ら
れ
た
が
、
近
年
、
タ
カ
女
が
亡
く
な
ら
れ
、
同
好

の
者
の
継
承
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。

　

二
〇
一
五
年
現
在
、
確
実
に
座
敷
舞
を
継
承
し
て
い
る
所
は
、
島
間
上
方
と
平
山
（
西

之
町ち

ょ
う、
仲
之
町
、
他
）
だ
け
の
よ
う
だ
。

　
　

二
、
人
数
（
舞
手
・
は
や
し
手
）、
採と

り
物
、
楽
器
、
服
装

　
（
一
）　

人
数　

数
名
以
上
（
十
名
以
上
が
望
ま
し
い
）。
舞
手
は
一
人
。
あ
と
は
同
席

者
全
員
が
は
や
し
手
。

　

(

二)　

採と

り
物　

舞
い
に
よ
り
違
う
。
座
敷
舞
は
特
別
な
準
備
な
し
に
即
興
で
、
は

や
し
舞
う
の
が
特
色
で
あ
る
の
で
、
舞
に
よ
っ
て
、
必
要
な
物
も
家
屋
の
中
で
か
ん
た
ん

に
見
つ
か
る
品
物
を
採と

り
物
と
し
た
。
例
え
ば
、
婆
尉
舞
の
手
拭
や
杖
な
ど
。

　

(

三)　

楽
器　

座
敷
舞
に
は
、
楽
器
は
一
切
使
わ
な
い
。

　

(

四)　

服
装　

例
え
ば
、
鳥
刺
舞
で
は
、
着
て
い
る
着
物
の
尻
を
は
し
ょ
っ
て
、
ユ
ー

チ
ェ
（
湯
手
、
手
拭
）
を
被
り
、
あ
る
い
は
ユ
ー
チ
ェ
を
よ
く
た
た
ん
で
の
せ
（
鳥
打
帽

の
真
似
）、
ト
ン
コ
ツ
（
煙き
せ
る管
入
れ
と
煙た
ば
こ草
入
れ
）
を
腰
帯
に
差
し
て
現
れ
る
。
も
っ
と

も
か
ん
た
ん
な
の
は
、
棒
一
本
持
っ
て
現
れ
る
と
よ
い
。
そ
の
棒
も
座
敷
箒
を
持
つ
例
も

あ
る
（
後
掲
写
真
鳥
刺
舞
）。
も
ち
ろ
ん
、
鳥
刺
し
棒
に
使
う
。

　

な
お
、
鰻
舞
で
は
、
手
拭
を
半
分
に
折
っ
て
、
そ
れ
を
両
手
で
縄
を
な
う
よ
う
に
し
て

丸
め
た
も
の
を
持
つ
。
そ
れ
を
鰻
み
た
い
に
扱
っ
て
舞
う
。
ユ
ー
ゴ
ー
舞
（
ひ
ょ
う
た
ん

舞
）
も
手
拭
で
か
ん
た
ん
に
ひ
ょ
う
た
ん
を
作
っ
て
舞
う
。

　

ガ
ニ
舞
は
、
ユ
ー
チ
ェ
を
頬ほ

お

被
り
し
、
両
手
の
親
指
と
人
さ
し
指
を
出
し
て
舞
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
座
敷
舞
の
服
装
は
、
そ
の
時
に
応
じ
て
、
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
身
近

に
あ
る
服
装
を
す
る
の
で
あ
る
。
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採と

り
物
の
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ー
（
蟇

ひ
き
が
え
る）
舞
に
必
要
な
黒
じ
ょ
う
（
ご

き
ぶ
り
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
親
指
ほ
ど
の
黒
布
片
を
、
予
め
、
座
の
中
ほ
ど
に
お
い
て

お
く
。
黒
布
で
な
く
て
も
何
で
も
か
ま
わ
な
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
を
お
け
ば
よ
い
の

だ
。
た
だ
、
黒
布
状
の
も
の
が
一
座
の
目
に
入
り
や
す
く
、
バ
ッ
ク
ー
舞
を
高
揚
さ
せ
る

の
に
効
果
的
だ
。

　
　

三
、
は
や
し
言
葉
と
科せ

り
ふ白
と
芸
態

　

座
敷
舞
は
、
脇
に
座
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
取
り
巻
い
て
い
る
大
勢
の
は
や
し
、
例
え

ば
「
ガ
ー
ニ
舞
い
は
見
ー
さ
い
な
あ
」
の
く
り
返
し
と
、
そ
の
間
に
舞
い
手
の
科
白
が
い

ち
い
ち
入
り
、
舞
い
手
は
主
題
に
そ
っ
て
演
じ
（
舞
っ
）
て
い
く
。

　

大
勢
の
は
や
し
手
は
、
正
座
し
て
は
や
し
た
の
を
、
島
間
の
バ
ッ
ク
ー
舞
で
見
た
こ
と

が
あ
る
が
、
大
方
は
安
座
し
て
は
や
す
。
種
子
島
に
は
、
口
承
文
芸
の
早
物
語
（
早
口
で

昔
話
な
ど
を
話
す
文
芸
）
も
あ
る
が
、
そ
の
と
き
は
正
座
し
て
話
す
の
だ
と
古
老
は
い
わ

れ
た
。
実
際
、
私
が
聞
い
た
た
く
さ
ん
の
早
物
語
も
、
皆
正
座
し
て
話
さ
れ
た
。
座
敷
舞

と
早
物
語
は
、
芸
能
と
文
芸
の
違
い
は
あ
る
が
、
座
敷
舞
は
祝
宴
で
な
い
慰
労
の
折
に
も

昔
は
見
ら
れ
た
の
で
、
正
座
を
し
て
は
や
す
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

で
は
、
い
く
つ
か
事
例
を
引
き
、
は
や
し
言
葉
と
科
白
と
芸
態
に
つ
い
て
、
若
干
の
分

析
を
加
え
て
み
よ
う
。

　

(1)　

 

バ
ッ
ク
ー
舞
に
つ
い
て

　

バ
ッ
ク
ー
舞
は
蟇

ひ
き
が
え
るの

舞
の
こ
と
で
、
時
は
一
九
七
三
年
の
暮
れ
、
場
所
は
南
種
子
町

の
島し

ま
ま間
上う

え
ほ
う方
の
大
久
保
。
舞
手
は
小
山
種
丸
氏
（
大
正
十
二
年
生
）。
種
丸
氏
は
、
若
い

頃
（
数
え
年
の
十
八
歳
の
頃
）、近
所
の
古
老
、西
園
仙
五
郎
氏
（
明
治
初
年
生
）
か
ら
習
っ

た
と
い
う
。

　

一
九
七
三
年
の
折
り
は
祝
宴
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
筆
者
の
願
い
に
よ
っ
て
、
近

所
の
人
達
も
寄
っ
て
、
バ
ッ
ク
ー
舞
い
を
や
っ
て
見
せ
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
氏
と
最

初
に
あ
っ
た
の
は
一
九
六
五
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
舞
の
あ
ら
ま
し
を
聞
い
た
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
三
年
に
は
、
当
時
の
旧
式
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
三
〇
×
四
〇
×

二
〇
セ
ン
チ
位
）
で
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
テ
ー
プ
の
録
音
を
し
、
撮
影
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
録
音
再
生
そ
の
ま
ま
と
写
真
を
、
一
九
七
九
年
三
月
、
私
家
版
の
『
海
南
民
俗
研

究
三
号
』に
発
表
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
れ
に
よ
っ
て
書
い
て
い
く
。
但
し
、バ
ッ

ク
ー
の
科
白
の
中
で
「
黒
虫
」
と
い
う
の
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
、「
黒
ジ
ョ
ウ
（
ゴ

キ
ブ
リ
）」
が
正
し
い
の
で
訂
正
し
て
お
く
。

　

ハ
ヤ
シ
は
ゆ
っ
く
り
と
、「
ア
、
バ
ッ
ク
ー
舞
い
は
見
ー
さ
い
な
あ
、
バ
ッ
ク
ー
舞
い

は
見
ー
さ
い
な
あ
」
と
、
冒
頭
に
「
ア
」
と
い
い
、
そ
し
て
二
回
つ
づ
け
て
い
う
。

　

す
る
と
、
バ
ッ
ク
ー
は
、
皆
に
向
か
い
、
両
ひ
ざ
つ
き
、
斜
め
に
か
ま
え
て
、「
バ
ッ
ク
ー

舞
を
や
る
に
よ
っ
ち
ぇ
、
ハ
ヤ
シ
を
し
ゃ
ん
と
た
の
む
か
ら
な
あ
」
と
い
っ
た
。
こ
こ
で

ま
た
、
皆
の
は
や
し
が
入
り
、
バ
ッ
ク
ー
は
両
手
も
つ
い
て
四
つ
ん
ば
い
に
な
り
、

　
「
バ
ッ
ク
ー
と
い
う
も
の
は
、
五
月
の
な
が
し
ー
な
ん
ど
に
、
は
ー
出だ

ァ
ち
ぇ
、
黒
ジ
ョ

ウ
な
ん
ど
を
取
っ
ち
ぇ
食
お
う
よ
と
思
う
ち
ぇ
、
こ
の
向
ー
き
に
す
ー
わ
っ
た
あ
」

　

と
い
っ
て
、
黒
ジ
ョ
ウ
（
黒
布
片
）
の
方
向
に
向
き
を
変
え
る
。
そ
し
て
、
大
勢
の
は

や
し
。
は
や
し
手
の
人
達
の
拍
手
を
述
べ
る
と
、

　
「
ア
（
拍
手
）、バ
ッ
ク
ー
舞
い
は
見
ー
さ
い
な
あ
（
拍
手
）、バ
ッ
ク
ー
舞
い
は
（
拍
手
）

見
ー
さ
い
な
あ
（
拍
手
）」

　

こ
の
よ
う
に
、最
初
の
「
ア
」
で
皆
の
拍
手
が
一
つ
入
り
、つ
い
で
ゆ
っ
く
り
と
、「
見
ー

さ
い
な
あ
」
で
一
つ
ず
つ
入
り
、
そ
の
あ
と
二
回
入
る
。
平
山
な
ど
の
場
合
は
、「
ア
」

が
入
ら
な
い
よ
う
だ
。
す
る
と
、「
バ
ッ
ク
ー
舞
い
は
（
拍
手
）、見
ー
さ
い
な
あ
（
拍
手
）、

バ
ッ
ク
ー
舞
い
は
（
拍
手
）、見
ー
さ
い
な
あ
（
拍
手
）」
と
一
定
の
調
子
で
四
拍
に
な
る
。

　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
に
は
右
の
最
初
の
出
だ
し
が
合
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
鳥
刺
し
舞
い
、
婆
尉
舞
い
な
ど
は
四
拍
手
が
よ
い
よ
う
だ
。

　

西
園
仙
五
郎
氏
ゆ
ず
り
の
小
山
種
丸
氏
の
バ
ッ
ク
ー
舞
の
科
白
と
内
容
は
、
三
段
か
ら

成
っ
て
い
る
。
第
一
段
は
右
に
つ
づ
け
て
、

　

バ　
「
今こ

ん
に
ゃ
ー夜

だ
ん
だ
（
今
夜
な
ど
は
）、
夜
も
よ
か
晩
じ
ゃ
ー
と
思
う
ち
ぇ
、
バ
ッ
ク
ー

ど
ん
の
考
え
に
は
、
こ
の
向
ー
き
に
匍は

ァ
出だ

ー
た
あ
」

　

大
勢　
「
ア
、
バ
ッ
ク
ー
舞
い
は
見
ー
さ
い
な
あ
。
バ
ッ
ク
ー
舞
い
は
見
ー
さ
い
な
あ
」

　

バ　
「
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
這ほ

う
ち
ぇ
行
っ
ご
っ
た
ー
ば
、
向む

う

こ
の
隅
か
ら
黒
ジ
ョ
ウ
だ

ん
ど
が
、
這
う
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
チ
ュ
ッ
（
舌
の
音
）
ち
ゅ
う
ち
ゃ
、
仕
ー
で
ー
ち
ゃ
（
仕

出
し
て
は
）、ま
ー
た
、む
ー
こ
の
隅
か
ら
這
う
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ゃ
、仕
ー

出
ー
ち
ゃ
、
ま
ー
た
、
む
う
こ
の
隅
か
ら
、
や
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ゃ
ー
、
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し
ー
で
ー
た
あ
」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
ほ
う
し
ー
て
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
考
え
に
は
、
夜
が
ふ
け
ち
ぇ
き
ー
た
の
で
、

こ
ん
に
ゃ
だ
ー
ん
だ
、
ど
う
け
ー
宿
を
取
ろ
う
か
と
思
う
ち
ぇ
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
考
え

出だ

ァ
た
あ
」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
考
え
に
は
、
こ
ん
に
ゃ
ー
だ
ん
だ
、
玄
関
の
敷
居
の
下
だ
ん

ど
が
良
か
ん
ど
う
と
思
う
ち
ぇ
、
こ
の
む
ー
き
に
宿
を
か
ー
ま
え
た
あ
」

　

舞
は
、
こ
の
次
も
連
続
し
て
流
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
こ
こ
ま
で
が
第

一
段
と
な
る
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
旧
五
月
の
梅
雨
期
の
あ
る
晩
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が

黒
ジ
ョ
ウ
と
り
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
が
、
夜
が
ふ
け
て
き
た
の
で
、
あ
る
家
の
玄
関
の
敷

居
の
下
に
宿
を
と
る
、
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。

　

で
は
次
の
第
二
段
に
行
こ
う
。

　

大
勢　
（
ア
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
、
バ
ッ
ク
ー
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
）。

　

バ　
「
夜よ

あ明
け
ー
に
、な
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、爺
ど
ん
が
起
き
っ
ち
ぇ
、小し

ょ
ん
べ
ん便
だ
ん
ど
に
（
小

便
な
ど
に
）
行
っ
ご
っ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
う
し
お
っ
た
ー
ば
、
玄
関
の
敷
居
の
下
だ
ん
ど
に
、
座
っ
ち
ょ
っ
た
ー
ば
、

下
駄
ら
ん
ど
う
じ
ぇ
、
横
腹
ら
ん
ど
、
コ
ボ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ぇ
ー
、
蹴
ら
れ
ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
ま
ァ
た
、晩
方
に
な
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、今こ

ん
に
ゃ
ー夜
こ
ー
そ
、よ
か
晩
じ
ゃ
と
思
う
ち
ぇ
、

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
出
ぇ
だ
し
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
ほ
う
し
ー
て
ー
、
ま
ー
た
ー
、
夜よ

も
よ
か
晩
じ
ゃ
。
南は

え風
の
風
の
吹
く
よ
か
晩

じ
ゃ
、
黒
ジ
ョ
ウ
も
お
ー
れ
ー
ば
、
お
い
も
ん
じ
ゃ
。
む
う
こ
の
隅
か
ら
、
這ほ

う
ち
ぇ
来

た
。
チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ゃ
、
し
ー
で
ー
ち
ゃ
、
ま
ー
た
、
む
う
こ
の
隅
か
ら
や
っ
ち
ぇ
来

ち
ぇ
、チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ゃ
、し
ー
で
ー
ち
ゃ
、ま
ー
た
、む
う
こ
か
ら
や
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、

チ
ュ
ッ
ち
ゅ
う
ち
ゃ
ー
、
し
ー
で
ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
今こ

ん
に
ゃ
ー夜
こ
ー
そ
ー
、よ
か
所
に
宿
を
取
ろ
う
よ
う
と
思
う
ち
ぇ
、ま
ー
た
、バ
ッ
ク
ー

ど
ん
が
考
え
出だ

ァ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
考
え
に
は
、
今こ

ん
に
ゃ
ー夜

こ
ー
そ
ー
は
、
よ
か
と
こ
れ
、
宿
を
取
ろ

よ
と
思
う
ち
ぇ
、
ナ
ガ
シ
（
台
所
）
の
イ
カ
ダ
（
筏

い
か
だ
。
昔
の
家
の
台
所
脇
の
足
洗
い
場
）

の
下
ら
ん
ど
う
に
、
宿
を
取
ろ
う
よ
ー
と
思
う
ち
ぇ
、
こ
の
向
き
に
這は

ァ
お
っ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
ー
し
ー
た
ー
ば
、
今こ

ん
に
ゃ
ー夜
こ
ー
そ
、
よ
か
夜よ

と
思
う
ち
ぇ
、
こ
こ
へ
ん
ら
が
よ

か
ん
ど
う
と
思
う
ち
ぇ
、セ
シ
ナ
ギ
（
台
所
の
汚
水
溜
）
の
脇
だ
ん
ど
う
に
、座
っ
た
あ
。」

　

以
上
は
内
容
的
に
は
第
二
段
と
な
る
。
そ
れ
は
、
夜
明
け
に
爺
に
横
っ
腹
を
け
ら
れ
、

の
ち
ま
た
黒
ジ
ョ
ウ
と
り
に
出
か
け
、
ナ
ガ
シ
の
イ
カ
ダ
の
下
に
宿
を
と
る
ま
で
の
話
で

あ
っ
た
。
次
は
第
三
段
。

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
う
し
ー
た
ー
ば
、
夜
明
け
な
ん
ど
に
な
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
鶏
ら
ん
ど
が
起お

き

っ

ち
ぇ
、「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ウ
、
バ
タ
バ
タ
、
バ
ー
タ
」「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
、
バ
タ
バ
タ
、
バ
ー

タ
」
と
歌
ァ
だ
ァ
し
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
う
し
お
っ
た
ー
ば
、
爺
ど
ん
が
、
婆
じ
ょ
う
ど
ん
に
起
き
れ
よ
う
と
い
う
の

じ
ぇ
、
婆
じ
ょ
う
ら
ん
ど
が
、
竃か

ま

ら
ん
ど
に
火
を
焚
き
だ
し
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
う
し
ー
た
ー
ば
、
婆
じ
ょ
う
ど
ん
が
大
釜
ら
ん
ど
に
、
火
だ
ん
ど
う
お
（
火

な
ど
を
）、
ガ
タ
ガ
タ
ガ
ー
タ
と
炊
き
出
し
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
う
し
お
っ
た
ー
う
ー
ち
に
、カ
ラ
イ
モ
だ
ん
ど
が
、グ
ヮ
ー
タ
ー
、グ
ヮ
ー
タ
ー

と
、
た
ぎ
ら
し
た
あ
、
た
ぎ
ら
し
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
う
し
た
う
ち
に
、カ
ラ
イ
モ
の
汁
だ
ん
ど
、婆
な
ん
ど
う
が
、し
い
か
ぶ
ら
ァ
、

あ
ー
た
ー
（
尻
に
、
落
ち
た
）。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
う
し
お
る
う
ー
ち
に
、
カ
ラ
イ
モ
の
汁
ら
ん
ど
う
が
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
頭

び
ん
た
ー

か
ー
ら
ー
、
い
っ
か
け
ら
れ
ー
た
あ
。」
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大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
こ
い
じ
ゃ
、
な
ー
ら
ん
よ
ー
と
思
う
ち
ぇ
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
が
こ
の
向む

う

き
に
ま

た
這
ァ
出だ

ァ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
そ
う
し
お
っ
た
ば
、
鶏
ら
ん
ど
が
起
き
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ッ
、

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
、
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ッ
、
と
鳴
き
出
ァ
し
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
鶏
ら
ん
ど
う
が
、
焼
け
じ
ょ
う
（
や
け
ど
）
を
し
た
上
に
、
背
中
か
ら
、
目
ぇ

な
ん
ど
う
、
突
く
じ
り
だ
ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
突
く
じ
ー
れ
ー
ば
、
突
く
じ
い
も
ん
じ
ゃ
。
血
ぃ
も
涙
も
な
か
も
ー
ん
じ
ゃ
と
、

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
な
、
こ
の
向む

ー
き
に
返
っ
た
あ
。」

　

以
上
で
バ
ッ
ク
ー
舞
は
終
る
が
、
第
三
段
は
婆ば

あ

が
起
き
て
き
て
、
大
釜
で
カ
ラ
イ
モ
を

炊
き
出
し
た
と
こ
ろ
が
、そ
の
汁
が
婆
の
尻
に
落
ち
、バ
ッ
ク
ー
ど
ん
に
も
落
ち
た
。
バ
ッ

ク
ー
ど
ん
に
は
頭
か
ら
か
か
っ
て
ヤ
ケ
ド
を
し
た
。

　

そ
こ
に
鶏
が
起
き
て
き
て
、
ヤ
ケ
ド
し
た
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
頭
か
ら
背
中
を
突
く
じ
り

だ
し
た
。
そ
し
て
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
は
ひ
っ
く
り
返
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
い
う
話

で
あ
る
。

　

こ
の
芸
は
、
祝
宴
の
座
の
余
興
で
は
あ
る
が
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
生
態
の
活
写
に
座
は

盛
り
上
が
る
。
最
後
は
ヤ
ケ
ド
し
た
頭
や
背
中
を
鶏
に
突
つ
か
れ
、
ひ
っ
く
り
返
っ
て
死

ん
で
し
ま
う
。
皆
、
笑
い
の
う
ち
に
終
了
。
し
か
し
、
ど
こ
か
哀
れ
さ
が
に
じ
む
結
末
だ
。

　

バ
ッ
ク
ー
ど
ん
は
、
イ
ボ
の
あ
る
厚
ぼ
っ
た
い
皮
膚
を
し
、
眼
を
ぎ
ょ
ろ
り
と
向
い
て
、

大
き
な
体
で
の
っ
そ
り
、
の
っ
そ
り
歩
く
。
い
つ
も
陰
湿
な
所
に
い
て
、
餌
を
求
め
て
歩

く
。
こ
の
特
異
な
動
物
の
姿
態
を
芸
能
化
し
た
バ
ッ
ク
ー
舞
は
、
す
ぐ
れ
た
芸
能
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
芸
の
伝
承
者
小
山
種
丸
氏
（
大
正
十
二
年
生
）
の
師
匠
は
、
近
所
の
西
園
仙
五
郎

氏
（
明
治
初
年
生
）
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
仙
五
郎
氏
の
師
匠
も
そ
の
爺
さ
ん
で
、
数
十
年

の
年
齢
差
が
あ
っ
た
と
し
て
、そ
の
先
々
代
と
考
え
る
と
、た
ち
ま
ち
に
し
て
中
世
に
な
っ

て
し
ま
う
。

　

こ
の
単
純
な
舞
は
、
種
子
島
々
民
の
実
生
活
に
即
し
、
笑
い
の
う
ち
に
一
匹
の
蟇
の
生

態
に
迫
っ
て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
芸
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、「
見
ー
さ
い

な
あ
」
の
口
調
、
バ
ッ
ク
ー
ど
ん
の
生
態
演
出
と
も
に
、
狂
言
調
で
あ
る
こ
と
を
注
目
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
出し

ゅ
つ
じ自
が
中
世
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
バ
ッ
ク
ー
舞
の
内
容
の
特
長
に
つ
い
て
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
爺
や
婆
な
ど
の
老
翁
の
出
現
に
加
え
て
、
暁
を
告
げ
る
鶏
の
出
現
な
ど
、

善
や
天
、
光
明
を
表
わ
す
神
性
に
よ
っ
て
、
闇
や
地
の
邪
霊
が
退
治
さ
れ
る
と
い
う
注
目

す
べ
き
内
容
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
中
・
近
世
の
庶
民
生
活
の
一
端
を
活
写
し
つ
つ
、
庶
民
の
哀
れ
さ
を
も
表
わ

し
て
い
て
、
ホ
ロ
リ
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
バ
ッ
ク
ー
舞
は
す
ぐ
れ
た
庶
民
芸
能
で
あ

る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

蟇
ひ
き
が
え
るの
芸
能
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

南
種
子
町
下し

も
な
か中

の
真ま

ど
こ
ろ所

神
社
の
御
田
植
祭
に
出
現
す
る
ガ
マ
オ
イ
ジ
ョ
ウ
で
あ
る
。

　

ガ
マ
オ
イ
ジ
ョ
ウ
（
蟇
老
尉
）
は
、
菅す

げ

笠
を
被
り
、
藁わ

ら

の
注し

め連
縄な

わ

を
背
に
し
て
尻
は
か

ら
げ
、
太
鼓
を
脇
に
抱
え
て
、
御
田
植
の
神
田
に
現
れ
る
。
そ
し
て
、
御
田
植
歌
を
歌
い

は
や
す
。

　

種
子
島
に
現
れ
、
伝
承
す
る
蟇
の
民
俗
は
、
バ
ッ
ク
ー
舞
と
こ
の
ガ
マ
オ
イ
ジ
ョ
ウ
の

二
例
の
み
で
あ
り
、
南
九
州
や
南
西
諸
島
に
も
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
南
九
州
で
は
蟇

に
類
す
る
者
が
現
れ
る
芸
能
は
各
地
に
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
各
地
の
古
い
神
社
の
神か

み
ま
い舞

（
神
楽
）
の
折
に
付
随
し
て
現
れ
る
田
の
神
で
あ

り
、
そ
の
舞
で
あ
る
。

　

田
の
神
は
、
そ
の
舞
の
は
じ
め
に
自
ら
の
出し

ゅ
つ
じ自
を
述
べ
な
が
ら
舞
う
。
例
え
ば
、「
あ

の
山
越
え
、
こ
の
山
越
え
、
十
万
一
千
町
歩
の
田
の
あ
る
所
、
滝
の
水
ス
ト
ン
コ
ロ
リ
、

ス
ト
ン
コ
ロ
リ
と
落
つ
る
所
の
御
田
の
神
な
り
」
と
述
べ
、
自
ら
の
姿
を
、「
ひ
ち
く
り

ゆ
が
み
た
る
見
苦
し
き
も
の
な
れ
ど
、・・・
色
黒
き
も
の
な
れ
ど
も
、
御
田
の
神
な
り
（
伊

佐
市
湯
之
尾
田
の
神
舞
）」
と
い
う
。

　

こ
れ
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
湿
地
に
す
む
一
匹
の
蟇

ひ
き
が
え
るで
あ
ろ
う
。

　

中
世
室
町
期
の
狂
言
を
伝
え
る
か
と
思
わ
れ
る
種
子
島
の
バ
ッ
ク
ー
舞
や
ガ
マ
オ
イ

ジ
ョ
ウ
の
民
俗
は
、南
九
州
の
土
地
神
で
あ
る
田
の
神
の
出
自
に
つ
な
が
る
よ
う
で
あ
る
。

南
九
州
の
田
の
神
は
、蟇
の
民
俗
を
背
景
に
生
ま
れ
た
土
俗
神
で
あ
る
と
い
え
る
よ
う
だ
。

　

小
島
瓔
禮
氏
が
、『
国
学
院
雑
誌
』
第
七
十
八
巻
三
号
』
に
書
か
れ
た
「
谷た

に
ぐ
く蟇
の
さ
渡
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る
極
み
」
に
よ
る
と
、
蟇
は
『
古
事
記
』
に
も
谷た

に
ぐ
く蟆
と
し
て
記
さ
れ
、
大
地
の
主
と
田
の

神
と
の
媒
体
の
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、大
地
の
主
の
神
威
の
代
行
者
と
し
て
、

国
の
す
み
ず
み
ま
で
渡
り
歩
く
役
を
背
負
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
谷た

に
ぐ
く蟆
の
出
自
は
古
く
、
古
代
に
遡
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
芸
能
化
し
、
座
敷

舞
と
な
し
た
例
は
、今
で
は
全
国
に
類
を
見
な
い
。
別
言
す
る
と
谷た

に
ぐ
く蟆
の
伝
承
を
継
承
し
、

座
敷
舞
と
し
て
今
も
伝
承
し
て
い
る
の
が
、
唯
一
、
種
子
島
の
み
で
あ
り
、
島
間
の
バ
ッ

ク
ー
舞
で
あ
る
。

　

し
か
も
、近
隣
の
ガ
マ
オ
イ
ジ
ョ
ウ
や
南
九
州
の
田
の
神
舞
な
ど
を
背
景
に
持
ち
つ
つ
、

す
ぐ
れ
た
狂
言
系
芸
能
を
な
し
て
い
る
の
が
、
バ
ッ
ク
ー
舞
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

南
西
諸
島
の
中
で
、
種
子
島
同
様
、
い
や
そ
れ
以
上
に
古
い
伝
承
を
持
つ
ト
カ
ラ
列
島
、

あ
る
い
は
奄
美
や
沖
縄
の
琉
球
文
化
圏
に
も
、
蟇
の
芸
能
は
な
い
の
か
。
筆
者
の
狭
い
見

聞
で
は
、
そ
れ
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
一
つ
に
は
バ
ッ
ク
ー
舞
い
の
系
脈
に
つ
な
が
る
ガ
マ
オ
イ
ジ
ョ
ウ
や
田
の
神

舞
の
田
の
神
は
、「
田
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
琉
球
の
場
合
、

田
と
い
う
土
地
神
よ
り
も
、
稲
と
い
う
穀
霊
神
を
尊
重
し
、
初
穂
儀
礼
の
シ
チ
ュ
マ
・
シ

キ
ュ
マ
に
見
る
よ
う
に
、
稲
穂
そ
の
も
の
を
神
聖
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

旧
暦
八
月
の
新あ

ら
せ
つ節
の
日
に
行
わ
れ
る
奄
美
大
島
の
竜
郷
町
秋あ

ぎ

名な

の
シ
ョ
ッ
チ
ョ
ガ
マ
の

儀
礼
は
、
そ
こ
で
は
、
ガ
マ
す
な
わ
ち
横
穴
に
、
朝
日
の
差
し
込
む
こ
と
、
つ
ま
り
穂
ば

ら
み
前
の
稲
に
日
光
を
照
射
し
、
稲
米
と
太
陽
と
の
結
合
を
う
な
が
し
て
、
穂
が
た
し
か

に
受
胎
す
る
こ
と
を
祈
る
行
事
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
穀
霊
信
仰
は
あ
る
が
、
田
の
神
信
仰
は
な
い
。
奄
美
で
は
、
田
は
田
袋
と

い
い
、
そ
こ
に
は
田
の
神
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
班
田
収
授
以
来
殊
に
田

を
重
視
し
た
ヤ
マ
ト
文
化
圏
と
、
太
古
の
穂
摘
み
刈
り
の
稲
穂
を
特
に
重
要
視
し
た
琉
球

と
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
違
い
は
、
地
霊
重
視
と
穀
霊
重
視
の
違
い
で
も

あ
る
。

　

(2)　

ガ
ニ
舞
に
つ
い
て

　

ガ
ニ
舞
は
、蟹
の
生
態
を
模
し
た
座
敷
舞
で
あ
る
。
南
種
子
町
平
山
に
伝
承
し
て
い
る
。

　

一
九
六
〇
年
前
後
、
平
山
で
は
向
井
長
助
氏
、
山
田
休
蔵
氏
、
他
と
い
う
ガ
ニ
舞
の
達

者
な
舞
手
が
い
た
。
ガ
ニ
舞
は
、
大
勢
の
「
ガ
ー
ニ
舞
い
は
見
ー
さ
い
な
、
ガ
ー
ニ
舞
は

見
ー
さ
い
な
」
の
は
や
し
に
応
じ
て
、
手
拭
を
盗ぬ

す
っ
と人

被
り
し
た
着
物
姿
で
舞
い
始
め
る
の

で
あ
る
。

　

舞
手
は
座
敷
の
中
央
で
一
人
、
ま
わ
り
を
Ｕ
字
型
あ
る
い
は
床
の
間
を
中
心
に
し
て
縦

二
列
で
皆
が
囲
ん
で
、
は
や
し
を
か
け
る
。

　
「
ガ
ー
ニ
舞
い
は
見
ー
さ
い
な
」で
、皆
は
二
拍
、く
り
返
し
で
四
拍
、は
や
し
を
か
け
る
。

　

話
は
前
後
す
る
が
、
舞
い
手
は
一
座
の
下し

も

に
正
座
し
て
一
礼
し
て
か
ら
、
手
拭
で
頬
被

り
し
、
は
や
し
に
応
じ
て
少
し
進
み
、
舞
い
始
め
る
。

　

膝
を
折
っ
て
座
り
、
左
右
の
手
の
親
指
と
人
さ
し
指
を
Ｖ
字
型
に
開
い
て
、
蟹
の
鋏
に

似
せ
て
舞
い
始
め
て
い
く
。

　

大
勢
の
は
や
し
と
舞
手
の
科
白
は
次
の
と
お
り
。

　

大
勢　
（
は
や
し
）「
ガ
ー
ニ
舞
は
見
ー
さ
い
な
、
ガ
ー
ニ
舞
は
見
ー
さ
い
な
。」

　

ガ　
「
ガ
ー
ニ
舞
と
は
や
さ
れ
て
、
ガ
ー
ニ
舞
を
や
る
に
よ
っ
て
、
は
や
し
を
皆
様
、

た
の
み
あ
ぎ
ょ
う
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

ガ　
「
も
う
日
も
暮
れ
た
、
も
う
日
も
暮
れ
た
。
夜よ

ば
み食
な
ん
ど
に
出
か
き
ょ
う
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

ガ　
「
ま
ー
だ
、
日
も
高
く
、
背せ

のな

甲ご
う

な
ん
ど
も
干
し
ま
し
ょ
う
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

ガ　
「
ま
ー
た
、
う
ち
く
り
返
っ
て
、
腹は

ら
ご
う甲
な
ん
ど
も
干
し
ま
し
ょ
う
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

ガ　
「
カ
ラ
ス
と
い
う
黒
鳥
が
、
前
の
榎

え
の
き
か
ら
飛
び
お
り
て
、
コ
ー
カ
バ
コ
ー
、
コ
ー

カ
バ
コ
ー
、
ガ
ワ
ー
ガ
ワ
ー
と
、
ぬ
っ
か
ら
か
え
す
と
こ
ろ
に
、
親
ゆ
ず
り
の
古
鋏
、
こ
ー

の
向

む
ー
き
に
か
ま
え
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

ガ　
「
そ
れ
で
も
何
が
怖お

じ
ろ
う
に
、
腰

こ
う
し

の
骨
に
食
い
つ
い
て
、
セ
キ
（
せ
き
ず
い
）

の
油
を
流

な
ー
が

ぁ
た
ー
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
元
の
穴
さ
な
、
ご
そ
ご
そ
、
ご
そ
ご
そ
。」

　

以
上
は
平
山
の
ガ
ニ
舞
で
あ
る
。

　

次
に
、
島
間
上
方
の
ガ
ニ
舞
を
記
す
。
伝
承
者
は
小
山
種
丸
氏
（
大
正
十
二
年
生
）
で
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あ
る
。

　

は
や
し
は
大
勢
で
、
手
を
叩
き
な
が
ら
い
う
。
す
る
と
、
舞
手
の
ガ
ニ
は
一
人
で
、
科

白
を
い
い
な
が
ら
舞
う
。

　

大
勢　
（
は
や
し
）「
ガ
ー
ニ
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
。
ガ
ー
ニ
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
。」

　

ガ　
「
ガ
ニ
舞
と
い
う
も
の
ー
は
、
九く

ぐ
わ
つ月
ー
の
稲
の
ー
、
穂
ー
が
出
ー
た
ー
よ
か
晩ば

ん

に
、

オ
ヤ
ジ
ー
の
足
だ
ん
ど
ー
じ
ぇ
、
稲
の
穂
ー
を
取
っ
ち
ぇ
食
ー
お
ー
よ
と
、
思

お
ー
も

ー
ち
ぇ
、

ガ
ン
ど
ん
が
こ
の
向
ー
き
に
這は

ー
出だ

ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
二
回
、
以
下
同
じ
）

　

ガ　
「
ガ
ン
コ
ー
舞
を
や
る
に
よ
っ
ち
ぇ
、
は
や
し
は
し
ゃ
ん
と
、
た
の
も
ー
か
ー
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
今こ

ん
に
ゃ
ー夜
だ
ー
ん
だ
、
凪

な
ー
ぎ
た
よ
か
晩ば

ん

じ
ゃ
と
お
ー
も
ー
ち
ぇ
、
ガ
ー
ン
ど
ん
が
考
え

に
は
、
こ
の
向
ー
き
に
畦あ

ー
ぜ
む
ち道

か
ら
、
這は

ぁ
出だ

ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
ガ
ン
コ
ー
ど
ん
が
考
え
に
は
、
今こ

ん
に
ゃ
ー夜
だ
ー
ん
だ
、
下し

も
あ
ぜ畦
ら
ん
ど
に
構

か
ー
ま

ー
よ
ー
と
、

思お
ー
も

ー
ち
ぇ
、
こ
の
向
ー
き
に
構

か
ー
ま

え
た
ー
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
親
ゆ
ず
り
の
足
ら
ん
ど
ー
じ
ぇ
、
九
月
の
稲
の
穂
ー
の
で
き
た
晩
じ
ゃ
っ
ち
ぇ
、

挟
は
ー
そ
う
じ
ゃ
、
ひ
っ
銜く

わ

え
ち
ゃ
ー
、
噛こ

ー
じ
ゃ
、
吐
き
出
あ
ち
ゃ
ー
と
、
病や

ん
出
ァ
た
ー
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「（
ち
ょ
っ
と
舌
打
ち
し
て
）、
時さ

ー
だ
ち
あ
め

立
雨
ら
ん
ど
ー
が
ー
、
や
っ
ち
ぇ
来
ち
ぇ
、
ガ

ン
コ
ー
ど
ん
が
考
え
に
は
、
あ
ん
ま
り
昼

ひ
ー
る

ー
寝ね

ー

を
し
す
ぎ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
そ
ー
し
ー
た
ー
ば
、
黒

く
ー
ろ
か
鳥
ら
ん
ど
ー
が
や
っ
ち
ぇ
来き

ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
上か

み
あ
ぜ畦
ら
ん
ど
に
、黒

く
ー
ろ
か
鳥

と
ー
り
が
止と

ー

ま
っ
ち
ぇ
、「
カ
ボ
ッ
、カ
ボ
ッ
、ク
ヮ
ー
ク
ヮ
ー
」

と
、
鳴
き
出だ

ー
し
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
そ
う
し
お
っ
た
ー
ば
、黒

く
ー
ろ
か
鳥
ら
ん
ど
ー
が
、背
中
だ
ー
ん
ど
、「
ゴ
ツ
ゴ
ツ
ゴ
ッ
」

と
、
つ
く
じ
ら
ー
た
ー
」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
ガ
ン
ど
ん
が
考
え
に
は
、
親
ゆ
ず
り
の
足
だ
ん
ど
ー
じ
ぇ
、
挟

は
ー
そ

ー
も
ー
よ
と
、

思お
ー
も

ー
ち
ぇ
、
ガ
ン
公
ど
ん
が
ー
、
こ
ー
の
向
ー
き
に
坐

す
ー
わ

っ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
黒

く
ー
ろ
か
鳥

と
ー
り
も
、
は
し
た
な
か
も
ん
じ
ゃ
、
背せ

な
か中
ー
ら
ん
ど
、「
コ
ツ
コ
ツ
コ
ッ
」
と
、

つ
く
じ
ら
ー
た
あ
」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
ど
う
に
か
、こ
う
に
か
あ
、ガ
ン
ど
ん
が
、「
ヤ
ー
（
穴
）」
ら
ん
ど
に
入は

い

っ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
ま
ー
た
ー
、
晩
方
に
な
っ
ち
ぇ
来き

ー
ち
ぇ
、
今こ

ん
に
ゃ夜
ー
こ
ー
そ
ー
、
よ
ー
か
ー
晩

じ
ゃ
ー
と
、
思

お
ー
も

ー
ち
ぇ
、
ガ
ン
公
ど
ん
が
、
こ
の
向
ー
き
に
這は

ぁ
出だ

ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
ま
ー
た
ー
、
夜
明
け
に
な
っ
ち
ぇ
来き

ち
ぇ
、
慌

に
ー
わ

か
雨
が
降
り
出
し
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
ガ
ー
ン
ど
ん
な
、
腹

は
ー
ら
ひ
と
つ
食く

う
取と

ー
ち
ぇ
、
ガ
ン
ど
ん
な
ー
、
ヤ
ー
（
穴
）

ら
ん
ど
ー
を
間ま

ち
ご違

う
た
あ
。」

　

大
勢
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
今き

ょ
う
ー日
こ
そ
、
今け

さ
ー朝
こ
ー
そ
、
ガ
ン
ど
ん
が
ー
眼
じ
ぇ
、
見
ー
た
ァ
ば
、
太

ふ
ー
と
か
も

ん
が
や
っ
ち
ゃ
来き

ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
上か

み
あ
ぜ畦
な
ん
ど
ー
、廻
っ
ち
ぇ
来き

ー
ち
ぇ
、人
間
ど
ん
が
ー
、や
っ
ち
ぇ
来き

ー
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
そ
う
し
ー
た
ー
ば
、
鎌

か
ー
ま

の
刃は

さ
き先

な
ん
ど
に
、
背
中
な
ん
ど
、「
コ
バ
ー
ッ
」
ち
ゅ

う
ち
ぇ
、
突
ー
か
れ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
そ
う
し
ー
た
ー
ば
、ガ
ン
ど
ん
の
ー
足

あ
ー
し

ー
は
、親
ゆ
ず
り
ー
の
、か
ー
ら
ー
と
ー
、

も
っ
ち
ょ
っ
た
あ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）

　

ガ　
「
が
ん
ど
ん
の
左
足
だ
ん
ど
、引
っ
か
ー
ち
ぇ
、虫

む
ー
し

ー
な
ん
ど
に
、刺
さ
れ
た
あ
（
と

い
っ
て
、
ガ
ニ
は
ひ
っ
く
り
返
っ
て
死
ぬ
）。」

　

以
上
、
島
間
の
ガ
ニ
舞
で
あ
る
。
平
山
の
ガ
ニ
舞
と
科
白
は
似
て
は
い
る
が
、
少
し
違
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う
。
違
う
の
は
、
時さ
ー
だ
ち
あ
め

立
雨
が
や
っ
て
く
る
点
や
、
人
間
が
や
っ
て
き
て
鎌
の
刃
先
で
背
中

を
突
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
平
山
で
は
鳥
に
刺
さ
れ
た
。
平
山
は
穴
に
ひ
っ
込
み
、
島
間

は
、
最
後
は
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
哀
れ
な
生
涯
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
を
、
演
戯
の
上

手
さ
に
皆
笑
い
な
が
ら
、
し
か
も
「
見
ー
さ
い
な
あ
」
で
は
や
し
立
て
な
が
ら
見
て
い
る

の
で
あ
る
。
や
は
り
、
ガ
ニ
舞
も
バ
ッ
ク
ー
舞
に
似
て
、
最
後
は
悲
劇
的
な
結
末
に
な
る
。

こ
れ
は
、
動
物
世
界
に
よ
せ
て
人
間
世
界
を
、
そ
れ
も
哀
れ
な
民
衆
の
一
生
を
チ
ラ
と
風

刺
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

科
白
は
そ
ん
な
に
長
く
な
い
け
れ
ど
も
、
蟹
の
生
態
を
描
写
し
た
お
も
し
ろ
い
舞
で
あ

る
。
大
勢
の
者
は
、
は
や
し
を
か
け
な
が
ら
そ
の
生
態
を
面
白
が
っ
て
注
目
し
、
上か

み
あ
ぜ畦
で
、

カ
ラ
ス
に
腰
の
骨
を
食
い
突
つ
か
れ
て
、
脊せ

き
ず
い髄
の
油
を
流
す
場
面
に
は
ホ
ロ
リ
と
な
り
な

が
ら
も
、
舞
手
の
蟹
の
真
似
の
う
ま
さ
に
喝
采
を
送
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
舞
い
も
ま
た
、舞
手
が
い
か
に
蟹
の
生
態
を
上
手
に
演
ず
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

左
右
の
鋏
を
突
き
出
し
、
横
ば
い
に
行
く
さ
ま
や
腹は

ら
ご
う甲
を
干
す
場
面
な
ど
、
年
季
を
つ
む

ほ
ど
模
写
が
上
手
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
芸
は
、
持
っ

て
生
ま
れ
た
芸
の
は
こ
び
の
う
ま
さ
や
そ
の
人
の
品
性
も
あ
る
。

　

著
名
な
国
文
学
者
の
臼
田
甚
五
郎
氏
は
、『
日
本
藝
能
叙
説
』（
新
人
物
往
来
社
、

一
九
七
一
年
）
に
お
い
て
、
筆
者
の
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
自
家
本
、
一
九
六
三
年
）

の
「
ガ
ニ
舞
い
」
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
な
御
意
見
を
書
か
れ
た
。

　
「
笑
ひ
の
餌
食
と
な
る
の
が
蟹
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
多
勢
は
蟹

の
を
か
し
み
を
は
や
す
わ
け
で
あ
る
。
は
や
す
役
割
を
一
人
に
凝
視
し
て
も
よ
い
。
さ
う

す
れ
ば
、
つ
ま
り
太
夫
に
対
す
る
才
蔵
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
、
カ
ニ
舞
ひ
は

元
来
蟹
に
扮
し
た
者
と
そ
れ
に
つ
い
て
は
や
し
た
者
と
で
成
る
乞ほ

か
ひ
び
と

食
者
の
芸
で
あ
っ
た
の

で
あ
ら
う
。」、
そ
し
て
、「
蟹
の
演
出
の
中
心
は
、
何
と
い
つ
て
も
横
這
ひ
に
あ
る
。」

　

乞ほ
か
ひ
び
と

食
者
は
上
代
に
も
遡
る
古
語
で
あ
り
、
そ
の
芸
の
来
源
は
古
い
。
つ
ま
り
、
ガ
ニ
舞

の
よ
う
な
座
敷
舞
の
由
来
は
き
わ
め
て
古
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

臼
田
氏
は
、
島
根
県
津
和
野
町
の
鷺さ

ぎ

舞
の
行
列
に
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
かヽ

ヽ

ヽ
つ
こ
二
人
が

出
て
、
そ
の
芸
に
蟹
の
「
横
這
ひ
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
斜
横
に
這
う
よ
う
に
歩
み
、

身
を
か
が
め
て
腰
の
鼓
を
打
つ
の
で
あ
る
、
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
蟹
の
「
横
這
ひ
」
は
、
両
足
で
歩
き
な
が
ら
鼓
を
打
つ
舞
で
あ
っ
て
、
横
斜
め
に

身
を
か
が
め
て
歩
く
の
が
特
長
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
つ
ん
這
い
の
ガ
ニ
舞
と
は
違

う
し
、
ま
た
あ
く
ま
で
舞
で
あ
っ
て
、
種
子
島
の
座
敷
舞
と
は
違
う
よ
う
だ
。

　

な
お
、
臼
田
氏
は
、
狂
言
の
「
蟹
山
伏
」
に
も
蟹
の
精
が
現
れ
て
「
二に

が
ん眼
天
に
在
り
、

一
向
地
に
着
か
ず
。
大
足
弐
足
小
足
八
足
、
右う

行
ぎ
や
う

左さ

行ぎ
や
うし

て
遊
ぶ
も
の
の
精
に
し
て
有

る
ぞ
よ
」
と
い
う
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
種
子
島
の
「
ガ
ー
ニ
舞
い
は
見
ー
さ

い
な
」
の
は
や
し
言
葉
は
、狂
言
小
歌
を
思
わ
せ
る
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

筆
者
が
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
に
、
ガ
ニ
舞
い
な
ど
を
、
狂
言
口
調
の
芸
で
あ
る
、
と

記
し
て
い
る
こ
と
へ
の
氏
の
御
意
見
で
あ
る
。

　

種
子
島
に
残
る
ガ
ニ
舞
も
ま
た
、
日
本
中
に
同
じ
科
白
、
同
じ
芸
態
の
蟹
の
狂
言
風
座

敷
舞
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
貴
重
な
芸
能
だ
と
い
え
よ
う
。

　

(3)　

鳥
刺
し
舞
に
つ
い
て

　

筆
者
の
鳥
刺
し
舞
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
と
平
成
四

（
一
九
九
二
）
年
の
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
平
山
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者

の
詞
章
が
正
確
な
の
で
、
そ
れ
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

例
に
よ
っ
て
、
舞
手
は
一
人
、
囃
手
は
一
座
の
者
全
員
。
こ
の
折
は
、
囃
手
は
全
員
、

正
座
し
て
拍
手
を
入
れ
な
が
ら
は
や
し
た
。

　

舞
手
は
、ユ
ー
チ
ェ（
湯
手
、手
拭
）を
右
上
向
う
鉢
巻
に
し
、着
物
の
尻
を
は
し
ょ
っ
て
、

細
い
竹
棒
を
持
ち
、
皆
の
は
や
し
に
応
じ
て
下し

も

之ん

座ざ

の
入
口
に
現
わ
れ
、
正
座
し
、
棒
を

目
の
前
下
に
お
い
て
一
礼
す
る
。

　

そ
し
て
舞
い
始
め
る
。
先
の
方
に
山
餅
を
塗
っ
た
棒
を
持
つ
鳥
刺
し
男
の
さ
ま
を
、
二

段
か
ら
成
る
科
白
を
の
べ
な
が
ら
つ
づ
け
て
舞
う
。

　

大
勢　
「
鳥
刺
し
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
、
鳥
刺
し
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
。」

　

ト　
「
鳥
刺
し
と
は
や
さ
れ
て
、鳥
刺
し
舞
を
や
る
に
よ
っ
て
、ま
ー
だ
準
備
が
す
ま
ん
。

も
う
一
つ
は
や
し
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。」（
そ
し
て
右
記
の
よ
う
に
、入
口
に
正
座
す
る
）。

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

ト　
「
今
日
は
正
月
元
日
で
、
二
日
の
日
な
ん
だ
鳥
刺
し
な
ん
ど
に
出
か
き
ょ
う
よ
。」

大
勢
（
は
や
し
）。

　

ト　
「
前
の
野
山
を
歩さ

る

け
ば
、ハ
ト
ト（
鳩は

と

の
鳥と

り

）が
ク
ク
ッ
ク
ー
、ク
ク
ッ
ク
ー
と
、ぬ
っ

か
ら
か
え
す
と
こ
れ
ぇ
、
こ
の
鳥
刺
し
が
耳
ぃ
じ
っ
と
入
っ
て
、
刺
そ
う
ば
い
か
と
思
う

ち
ぇ
、お
い
ど
も
子
供
、ど
う
め
く
な
（
お
前
達
、子
供
達
、さ
わ
ぐ
な
。）
先
に
餅
を
じ
っ
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と
つ
け
て
、
こ
の
向

む
ー
き
に
か
ま
え
た
。
じ
ー
と
刺
し
て
お
っ
と
っ
て
、
こ
ま
か
鳥
の
こ
と
な

れ
ば
、
左
の
袂

た
も
と
に
、
ば
た
ば
た
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

ト　
「
三
日
の
日
に
休
ん
で
、
四
日
の
日
な
ん
だ
、
鳥
刺
し
な
ん
で
行
こ
う
よ
。
上
の

野の

っ
原ぱ

ら

を
歩さ

る

け
ば
、
ケ
ン
ケ
ン
鳥
が
一
羽
、
ケ
ン
ケ
ン
と
ぬ
っ
か
ら
か
え
す
（
鳴
く
）
と

こ
ろ
に
、
こ
の
鳥
刺
し
が
耳
ぃ
入
っ
て
、
刺
そ
う
ば
い
と
思
う
て
、
お
い
ど
も
子
供
、
ど

め
く
な
。
や
は
ぎ
羽
根
も
く
る
ん
ろ
う
、
む
く
ろ
う
羽
根
も
く
る
ん
ろ
う
。
刺
そ
う
ば
い

と
思
う
て
、
こ
の
向

む
ー
き
に
か
ま
え
た
。
じ
ー
と
刺
し
て
お
っ
と
っ
て
、
太
か
鳥
の
こ
と
な
れ

ば
、
腰
の
縄
に
ば
ー
た
ば
ー
た
。」

　

以
上
の
鳥
刺
し
舞
は
、
序
章
、
第
一
段
の
鳩
の
鳥
刺
し
、
第
二
段
の
ケ
ン
ケ
ン
鳥

（
雉き

じ

）
刺
し
の
三
部
か
ら
成
る
。

　

比
較
的
に
短
い
詞
章
で
あ
る
が
、
舞
手
は
棒
を
か
ま
え
、
手
足
を
動
か
し
て
、
鳩
刺
し

や
雉
刺
し
の
さ
ま
を
演
ず
る
。
そ
の
演
じ
方
の
妙
に
よ
っ
て
、
一
座
の
大
勢
は
、
そ
れ
に

見
と
れ
、
笑
い
な
が
ら
手
拍
子
を
と
り
、
元
気
よ
く
は
や
す
。

　

鳥
刺
し
舞
は
、
座
敷
舞
の
中
で
は
好
ま
れ
て
舞
わ
れ
る
の
で
、
舞
手
の
伝
承
者
も
世
代

ご
と
に
何
人
も
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
舞
手
の
言
葉
も
伝
承
者
ご
と
に
少
し
ず
つ
違
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
妙
を
見
せ
た
。

　

臼
田
甚
五
郎
氏
は
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
本
の
中
で
、

　
「
鳥
刺
し
舞
は
、
節
と
い
ひ
、
狂
言
小
歌
調
で
あ
る
か
ら
、
中
世
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

鳥
刺
し
舞
が
庶
民
の
好
尚
を
博
し
た
こ
と
は
、
人
形
の
作つ

く
り
も
の物
の
素
材
に
な
っ
た
こ
と
で
も

分
ろ
う
。」

　
「
鳥
刺
し
の
歌
は
、
江
戸
時
代
の
御
座
船
歌
で
長
い
く
ど
き
を
有
し
て
ゐ
る
も
の
な
ら
、

大
抵
そ
の
曲
目
に
入
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
注
目
し
て
ゐ
た
ら
、
私
自
身
は
、
隠
岐
の
知
夫

利
島
で
老
嫗
か
ら
聴
き
取
り
、
か
つ
踊
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
こ
と
に
愉
快
な
踊
り
で
、
庶

民
に
人
気
が
あ
る
の
も
も
っ
と
も
だ
と
感
じ
た
。」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

中
世
の
狂
言
小
歌
調
か
ら
近
世
の
御
座
船
歌
ま
で
見
ら
れ
る
鳥
刺
し
舞
は
、
民
衆
に
愛

好
さ
れ
、
ほ
ぼ
全
国
に
そ
の
芸
態
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
狂
言
調
の
舞
い

あ
る
い
は
踊
り
と
し
て
ひ
ろ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

種
子
島
の
西
之
表
市
安
城
に
は
、
拙
著
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
、

二
〇
一
〇
年
刊
）
に
記
載
し
て
あ
る
別
の
鳥
刺
し
舞
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
山
武た

け

章あ
や

氏
が

以
前
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
、
秋
の
願
成
就
祭
り
の
折
に
、
余
興
と
し
て
、
神
社
の
境
内

で
舞
っ
た
も
の
で
あ
る
。
は
や
し
手
は
三
名
、
舞
手
一
人
。
服
装
は
紋
付
袴
姿
で
あ
り
、

平
山
の
座
敷
舞
と
い
く
ら
か
違
う
。

　
（
は
や
し
）　

鳥
刺
し
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
、
鳥
刺
し
舞
い
は
見
ー
さ
い
な
あ
、
鳥
刺
し

舞
い
は
見
ー
さ
い
な
あ
（
三
回
く
り
返
す
）。

　

ト　
「
正
月
の
こ
と
な
れ
ば
、元
朝
の
日
は
憩よ

こ

う
て
、二
日
な
る
日
に
は
、裏
の
小
笹
山
、

鳥
刺
し
な
ど
に
行
こ
う
か
い
と
思
う
て
、
行
こ
う
か
い
と
思
う
て
、
こ
の
か
ー
ま
え
に
か

ま
え
た
あ
。」

　
（
三
人
の
は
や
し
）。

　

ト　
「
行
た
て
見
た
と
こ
ろ
が
、裏
の
小
笹
山
、ハ
ト
ト
が
一
羽
、と
ー
ま
っ
て
と
ー
ま
っ

て
、
ク
ク
ー
ク
ー
ク
ー
、
ク
ク
ー
ク
ー
ク
ー
と
、
ぬ
っ
か
ら
か
え
す
と
こ
ろ
。

　

こ
の
鳥
刺
し
ど
ん
が
チ
ョ
イ
と
目
に
か
か
り
、
チ
ョ
イ
と
目
に
か
か
り
、
刺
そ
う
か
い

と
す
れ
ば
、
こ
ど
も
が
大
勢
、
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
、
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
、
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。
子

供
よ
響ど

よ

め
く
な
、
ど
よ
め
く
な
。

　

こ
の
を
じ
さ
ん
が
、
ぶ
ん
ぼ
う
羽
根
を
く
る
ん
ど
う
。
や
は
ぎ
羽
根
も
く
る
ん
ど
う
。

と
子
供
を
だ
ま
か
ー
て
、
こ
の
か
ー
ま
え
に
か
ま
え
た
あ
。」

　
（
三
人
の
は
や
し
）。

　

ト　
「
ひ
ょ
い
と
刺
し
て
お
っ
と
っ
て
、
腰
の
紐
に
ば
さ
ば
さ
、
腰
の
紐
に
ば
さ
ば
さ
。

三
日
な
る
日
に
は
、
上
の
小こ

作さ
く

場
に
鳥
刺
し
な
ん
ど
に
、
行
こ
う
か
い
と
思
う
て
、
行
こ

う
か
い
と
思
う
て
、
こ
の
か
ー
ま
え
に
か
ー
ま
え
た
あ
。」

　
（
三
人
の
は
や
し
）。

　

ト　
「
行
た
て
見
た
と
こ
ろ
が
、上
の
小
作
場
に
は
ヒ
バ
リ
ど
ん
が
一
羽
、と
ー
ま
っ
て
、

と
ー
ま
っ
て
。

　

雀
ど
ん
た
ち
は
い
い
こ
と
な
い
、い
い
こ
と
な
い
。
田
立
て
野
立
て
の
粟あ

わ

稗ひ
え

な
ん
ど
を
、

自
由
に
う
ち
く
ろ
う
て
。
う
ん
ど
も
な
ん
ど
も
は
、
立
て
ば
頭
刺
し
、
座
れ
ば
尻
突
く
。

　

じ
ー
つ
く
、
じ
ー
つ
く
、
じ
ー
つ
く
と
、
ぬ
っ
か
ら
返
す
と
こ
ろ
は
、
こ
の
鳥
刺
し
ど

ん
が
ち
ょ
い
と
目
に
か
か
り
、
ち
ょ
い
と
目
に
か
か
り
、
刺
そ
う
か
い
と
思
う
て
、
こ
の

か
ー
ま
え
に
、
か
ま
え
た
あ
。」

　
（
三
人
の
は
や
し
）。

　

ト　
「
ひ
ょ
い
と
刺
し
た
と
こ
ろ
が
、
何
が
刺
し
が
な
ろ
う
に
、
天て

ん
じ
く竺
天
に
ひ
っ
と
ん
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だ
あ
。
天
竺
天
に
ひ
っ
と
ん
だ
あ
。」

　

以
上
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
、
平
山
武
章
氏
が
安
城
の
榎

本
さ
ん
と
い
う
人
か
ら
聞
書
し
た
と
い
う
。
榎
本
氏
は
父
か
ら
教
わ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

二
、三
代
遡
る
と
、
江
戸
時
代
後
期
頃
に
ま
で
た
ど
り
つ
く
だ
ろ
う
。

　

右
で
、
は
や
し
を
三
回
く
り
返
す
の
は
、
広
い
境
内
で
の
舞
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
安
城

で
も
、
座
敷
で
舞
う
時
は
二
回
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

鳥
刺
し
の
対
象
は
、
平
山
で
は
鳩
と
雉
を
順
々
に
狙
っ
た
。
と
こ
ろ
が
安
城
で
は
、
鳩
、

ヒ
バ
リ
、
雀
と
な
っ
て
い
る
。
科
白
も
両
者
似
て
は
い
る
が
、
異
な
る
所
も
多
い
。
つ
ま

り
、
同
根
の
座
敷
舞
の
鳥
刺
し
舞
が
伝
播
す
る
う
ち
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

中
村
茂
子
・
三
隅
治
雄
編
『
大
衆
芸
能
資
料
集
成
第
二
巻
』（
三
一
書
房
、一
九
八
二
年
）

に
は
、
鳥
刺
し
舞
の
事
例
と
し
て
静
岡
県
、
鳥
取
県
、
沖
縄
県
の
も
の
を
挙
げ
て
あ
る
。

沖
縄
県
の
も
の
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
長
い
科
白
で
あ
り
、
種
子
島
の
鳥
刺
し
舞
が
発
達

し
た
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
狂
言
調
で
あ
る
こ
と
は
、
文
章
か
ら
わ
か
る
。
そ
し

て
舞
か
ら
踊
り
へ
、
変
化
中
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　

鹿
児
島
県
出
水
市
高
尾
野
町
に
は
「
鳥
刺
し
踊
り
」（
拙
著
『
南
九
州
の
民
俗
芸
能
』（
未

来
社
、
一
九
七
〇
年
））
が
あ
る
。
鳥
刺
し
踊
り
は
薩
摩
郡
各
地
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

近
年
は
な
く
な
っ
た
。
高
尾
野
町
の
鳥
刺
し
踊
り
は
、
鳥
刺
し
一
人
、
鳥
買
い
三
人
、
小

僧
二
人
、
楽
器
（
三
味
線
、
太
鼓
、
拍
子
木
）
三
人
と
い
う
多
勢
。
科
白
と
筋
書
は
面
白

い
。
ど
こ
か
、
狂
言
調
の
歌
劇
で
あ
る
。
や
は
り
、
種
子
島
の
鳥
刺
し
舞
の
よ
う
な
単
純

な
狂
言
調
の
舞
が
も
と
の
庭
芸
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
座
敷
舞
か
ら
今
の
よ
う
な
庭
芸
の
姿
に
な
っ
た
の
は
、
右
の
各
県
の
状
況
か

ら
し
て
も
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
中
頃
ま
で
は
遡
る
の
で
は
な
い
か
。

　

(4)　

婆
ジ
ョ
ウ
舞
に
つ
い
て

　

婆
ジ
ョ
ウ
は
、
婆
上
と
も
書
く
が
、
年
上
の
女
性
を
尊
重
し
て
い
う
言
葉
な
の
で
、
漢

字
を
あ
て
る
と
、
婆ば

尉じ
ょ
うが
正
し
い
。
爺
は
爺じ

い
じ
ょ
う尉
と
は
い
わ
な
い
で
、
老お

い
じ
ょ
う尉
と
い
う
。
こ
こ

で
は
婆
尉
を
婆
ジ
ョ
ウ
と
書
く
こ
と
に
す
る
。

　

婆
ジ
ョ
ウ
は
、
ユ
ー
チ
ェ
（
手
拭
）
を
被
り
、
う
し
ろ
を
ひ
と
結
び
に
し
、
杖
を
持
ち
、

少
し
前
か
が
み
に
歩
く
。
で
は
、
婆
ジ
ョ
ウ
舞
の
次
第
を
述
べ
よ
う
。

　

大
勢　
「
婆
ジ
ョ
ウ
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
、
婆
ジ
ョ
ウ
舞
は
見
ー
さ
い
な
あ
。」

　

バ　
「
婆
ジ
ョ
ウ
舞
と
は
や
さ
れ
て
、婆
ジ
ョ
ウ
舞
を
や
る
に
よ
っ
て
、は
や
し
は
皆
様
、

頼
み
あ
ぎ
ょ
う
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
娘
の
子
を
ば
三
人
持
っ
た
れ
ば
、
一
人
は
野
里
に
、
一
人
は
米こ

め

里
に
、
一
人
は

浜
里
に
聟
を
ば
と
っ
た
や
ー
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
今
日
は
、野
里
の
娘
の
請

し
ょ
う

用よ
う

（
ご
ち
そ
う
に
招
く
）
な
ん
ど
と
、あ
る
に
よ
っ
て
、

老お
い

ジ
ョ
ウ
な
ん
だ
、
家
に
お
い
て
、
婆
ジ
ョ
ウ
な
ん
だ
片
腰
振
ぃ
て
、
請
用
な
ん
ど
に
出

か
き
ょ
う
よ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
野
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば
、
粟
の
飯
を
ば
、
真
っ
向こ

う
ば
か
り
こ
う
ば
か
り
（
山

の
よ
う
に
こ
ん
な
に
）
盛
り
立
て
て
積
み
立
て
て
、
姥う

ば

な
れ
ば
も
う
さ
ら
さ
ら
じ
ゃ
っ
た

と
。
う
ち
に
も
ど
っ
て
老お

い

ジ
ョ
ウ
な
ん
ど
に
い
お
う
よ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
今
日
は
、
米
里
の
娘
の
請
用
な
ん
ど
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
老お

い

ジ
ョ
ウ
な
ん
だ
家う

ち

に
お
い
て
、
婆
ジ
ョ
ウ
な
ん
だ
片
腰
振
ぃ
て
出
か
き
ょ
う
よ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
米
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば
、
じ
ゃ
こ
く
さ
か
（
こ
げ
く
さ
か
）
飯
を
ば
、
釜
ま

で
つ
け
て
（
釜
ま
で
こ
す
り
つ
け
て
）、
真
っ
向こ

う
ば
か
り
こ
う
ば
か
り
、
盛
り
立
て
て

積
み
立
て
て
、
姥う

ば

あ
が
れ
姥う

ば

あ
が
れ
と
、
強し

い
れ
ど
も
、
じ
ゃ
こ
く
さ
か
飯
を
ば
釜
ば
か

り
つ
け
た
こ
と
な
れ
ば
、
さ
ら
さ
ら
じ
ゃ
っ
た
と
、
老お

い

ジ
ョ
ウ
な
ん
ど
に
い
お
う
よ
。」

　

大
勢　
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
今
日
は
、
浜
里
の
娘
の
請
用
な
ん
ど
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
老お

い

ジ
ョ
ウ
な
ん
だ
家う

ち

に
お
い
て
、
婆
ジ
ョ
ウ
な
ん
だ
片
腰
振
ぃ
て
出
か
き
ょ
う
よ
。」

大
勢
（
は
や
し
）。

　

バ　
「
浜
里
の
娘
の
こ
と
な
れ
ば
、
亀
の
魚
（
海
亀
）
の
テ
ー
ラ
（
腕
）
を
ば
、
真
っ

向こ

う
ば
か
り
こ
う
ば
か
り
盛
り
立
て
て
、
積
み
立
て
て
、
姥う

ば

あ
が
れ
と
強し

い
ら
れ
ど
も
、

歯
の
な
か
姥
の
こ
と
な
れ
ば
、
か
ー
す
わ
ぶ
っ
ち
ゃ
ー
（
し
わ
ぶ
っ
て
は
ー
）、
ひ
ん
投

げ
、
か
ー
す
わ
ぶ
っ
ち
ゃ
ー
ひ
ん
投
げ
、
え
の
子
犬い

ん

な
ん
ど
が
ほ
う
め
い
て
（
吠
え
立
て

て
）
じ
ゃ
っ
た
ろ
う
（
喰
う
た
ろ
う
）
と
、
老お

い

ジ
ョ
ウ
な
ん
で
い
お
う
よ
。」
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以
上
で
終
了
。
と
こ
ろ
で
、こ
の
婆
ジ
ョ
ウ
舞
は
、序
、第
一
段
（
野
里
の
娘
の
所
へ
）、

第
二
段
（
米
里
の
娘
の
所
へ
）、
第
三
段
（
浜
里
の
娘
の
所
へ
）
と
婆
ジ
ョ
ウ
が
招
か
れ
、

と
ん
で
も
な
い
ご
ち
そ
う
に
あ
っ
た
と
い
う
笑
い
話
で
、
ま
さ
に
狂
言
の
極
地
で
あ
る
。

面
白
い
話
の
展
開
で
あ
る
だ
け
に
、
舞
手
の
腕
が
試
さ
れ
る
。

　

西
之
表
市
安
城
で
は
、
こ
の
舞
を
ト
ッ
シ
ー
舞
（
年
寄
り
舞
）
と
い
う
。
ト
ッ
シ
ー

婆ば

ぁ
の
科
白
は
、婆
ジ
ョ
ウ
舞
と
荒
筋
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
細
部
は
違
う
。（
省
略
）。

　

(5)　

仏
舞
に
つ
い
て

　

こ
の
舞
の
科
白
で
は
、
野
に
立
つ
仏
（
墓
石
か
）
よ
り
も
、
そ
れ
に
止
っ
て
糞
な
ど
す

る
カ
ラ
ス
が
つ
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ラ
ス
こ
そ
仏
じ
ゃ
と
い
う
。
同
様
に
し
て
、
カ

ラ
ス
よ
り
案か

か

し
山
子
が
仏
（
上
）
で
、
案
山
子
よ
り
火
が
つ
よ
く
、
火
よ
り
も
水
が
上
で
、

水
よ
り
人
が
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
よ
り
仏
が
上
だ
と
い
う
わ
け
で
、
ま
た
仏
こ
そ
仏

だ
と
も
ど
る
笑
い
の
舞
で
あ
る
。

　

大
勢　
「
仏
舞
は
見
ー
さ
い
な
、
仏
舞
は
見
ー
さ
い
な
。」

　

舞
手　
「
ホ
ト
キ
ョ
ウ
拝
む
な
ら
、
な
し
か
ァ
（
何
故
）、
ホ
ト
キ
ャ
ー
、
カ
ラ
ス
に
負

け
る
か
。
カ
ラ
ス
こ
そ
ホ
ト
ケ
よ
う
。」

　

大
勢　
「
仏
舞
は
見
さ
い
な
、
仏
舞
は
見
ー
さ
い
な
。」

　

舞
手　
「
カ
ラ
ス
が
仏
じ
ゃ
と
。
カ
ラ
ス
が
仏
な
ら
、な
し
か
ァ
、案か

か

し
山
子
に
負
け
る
か
。

案
山
子
こ
そ
仏
よ
う
。」

　

以
下
、
右
記
の
よ
う
に
展
開
し
、「
仏
こ
そ
仏
よ
う
」
と
い
っ
て
落
ち
つ
く
。

　

と
こ
ろ
が
、『
俚り

謡
集
』（
文
部
省
編
。
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
と
、
熊
毛

郡
（
こ
こ
で
は
種
子
島
）
と
し
て
、
次
の
仏
舞
を
収
録
し
て
あ
る
。

　
「
座
興
の
舞
に
て
、
一
人
囃
せ
ば
舞
手
は
舞
ひ
つ
ゝ
歌
ひ
興
ず
る
な
り
。」

　
「
仏
舞
は
見
さ
い
な
ー
。
仏
舞
と
囃
さ
れ
て
、
仏
舞
を
や
る
か
ら
に
は
、
皆
様
囃
は
頼

み
ま
せ
う
。
仏
舞
の
初
め
に
は
鳥
こ
そ
仏
よ
う
。
鳥
が
仏
な
ら
、
な
し
か
ー
（
何
故
か
）

準じ
ん
じ
ょ
う縄
矢や

に
ゃ
恐
れ
る
か
ー
。
そ
ん
な
ら
矢
こ
そ
仏
よ
。
じ
ん
じ
ょ
う
矢
が
仏
な
ら
、
な

し
か
ー
石
に
ゃ
立
た
ぬ
か
ー
。
そ
ん
な
ら
石
こ
そ
仏
よ
。
石
が
も
し
も
仏
な
ら
、な
し
か
ー

火
に
ゃ
焼
け
る
か
。
そ
ん
な
ら
火
こ
そ
仏
よ
。
火
が
ま
た
仏
な
ら
、
な
し
か
ー
水
に
ゃ
消

ゆ
る
か
。
そ
ん
な
ら
水
こ
そ
仏
よ
。
水
が
ま
た
仏
な
ら
、な
し
か
あ
人
に
ゃ
飲
ま
る
る
か
。

そ
ん
な
ら
人
こ
そ
仏
よ
。
人
が
ま
た
仏
な
ら
、
な
し
か
あ
仏
を
拝
む
か
ー
。
そ
ん
な
ら
、

仏
が
仏
か
、
本も

と

の
仏
よ
ー
。」

　

こ
れ
は
、
前
記
仏
舞
（
全
文
記
載
は
拙
著
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
。

二
〇
一
〇
年
））
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
用
語
の
使
い
方
を
見
る
と
、
俚
謡
集
の
仏
舞
が

古
い
。
江
戸
期
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
座
敷
狂
言
を
思
わ
せ
、
太
夫
と
才
蔵
の
掛

け
合
い
の
歌
に
よ
る
万
歳
と
も
似
て
い
る
。

　

こ
の
平
山
の
座
敷
舞
の
科
白
に
似
た
口こ

う

承
文
芸
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
伊
佐
市
上

市
山
の
泉
家い

え
や
す安
氏
が
語
っ
た
「
の
さ
っ
た
果
報
」（
の
さ
っ
た
は
乗
さ
っ
た
で
、
幸
運
に

恵
ま
れ
る
こ
と
。
拙
著
『
鹿
児
島
ふ
る
さ
と
の
昔
話
３
』（
南
方
新
社
、
二
〇
一
五
年
）

の
昔
話
と
も
似
て
い
る
。
そ
れ
は
、
石
切
り
（
石い

し
く工
）
→
雨
→
風
→
土
手
→
モ
グ
ラ
→
大

き
な
石
→
石
切
り
と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
石
切
り
こ
そ
上
じ
ゃ
、
と
悟
る
話
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
種
子
島
の
民
俗
芸
能
と
南
九
州
の
伊
佐
市
の
口
承
文
芸
は
交
流
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
ち
ら
が
先
か
と
い
え
ば
、
巡
査
の
出
て
く
る
石
切
り
話
よ
り

も
、仏
舞
の
ほ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仏
舞
は
中
世
狂
言
の
脈
を
ひ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

(6)　

味
噌
舞
に
つ
い
て

　

こ
れ
は
、、数
え
歌
式
の
科
白
で
あ
り
、一
か
ら
十
ま
で
数
え
な
が
ら
歌
い
述
べ
て
い
く
。

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
一
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

　

舞
手　
「
一
つ
、
人
の
味
噌
に
手
を
や
っ
た
こ
と
も
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
い
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
二
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

　

舞
手　
「
二
つ
、
蓋(

ふ
た)

を
し
た
味
噌
に
、
カ
ブ
（
カ
ビ
）
の
ね
ん
（
生
え
な
い
）

味
噌
も
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
三
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

　

舞
手　
「
三
つ
、
見
た
味
噌
に
、
欲
し
ゅ
う
な
い
こ
と
も
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
四
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

舞
手
「
四
つ
、
よ
か
店
に
、
味
の
悪
い
店
は
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
五
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

　

舞
手　
「
五
つ
、
煎
っ
た
味
噌
に
、
か
ば
し
ゅ
う
な
か
こ
と
も
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
六
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

　

舞
手　
「
六
つ
、
麦
の
味
噌
に
、
カ
ス
の
な
い
こ
と
も
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
七
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」
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舞
手　
「
七
つ
、
投
げ
た
味
噌
に
ゴ
ミ
の
つ
か
ん
こ
と
も
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
八
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

　

舞
手　
「
八
つ
、
焼
ァ
た
味
噌
に
、
灰は

あ

の
つ
か
ん
こ
と
も
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
ー
噌
舞
は
、
味
ー
噌
舞
は
、
九
つ
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

　

舞
手　
「
九
つ
、買
う
た
味
噌
に
、代し

ろ

（
代
金
）
を
は
か
ら
ん
（
拂
わ
ん
）
こ
と
も
な
い
。」

　

大
勢　
「
味
噌
舞
は
、
味
噌
舞
は
、
十
な
ん
じ
ゃ
い
な
。」

　

舞
手　
「
十と

お

、
取
っ
た
味
噌
に
、
あ
と
の
知
れ
ん
こ
と
も
な
い
。」

　

こ
の
味
噌
舞
の
他
に
味
噌
摺
り
舞
が
あ
る
。
味
噌
摺
り
は
、
味
噌
を
樽た

る

か
ら
取
っ
て
摺

り
鉢
に
入
れ
、
一

い
っ
し
ゃ
く尺
程
の
丸
棒
（
摺
り
こ
ぎ
）
を
両
手
で
持
っ
て
摺
り
、
味
噌
を
摺
り
つ

ぶ
し
て
料
理
に
使
い
や
す
く
す
る
作
業
。
そ
の
時
の
動
作
を
舞
に
仕
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

摺
り
こ
ぎ
を
、
種
子
島
で
は
チ
ョ
ウ
タ
ー
と
い
う
。
そ
れ
で
、
舞
の
と
き
、
手
近
に
短
い

棒
が
あ
る
と
、
あ
る
い
は
扇
子
な
ど
を
、
チ
ョ
ー
タ
ー
代
り
に
使
え
る
。
手
拭
も
折
り
方

で
は
使
え
ん
こ
と
も
な
い
。
右
の
味
噌
舞
と
味
噌
摺
り
舞
は
歌
も
舞
い
方
も
違
う
の
で
あ

る
。

　

西
之
表
に
あ
っ
た
旧
制
種
子
島
中
学
校
編
纂
の
『
郷
土
研
究
』（
昭
和
十
年
）
に
は
、「
味

噌
舞
」
と
し
て
次
の
歌
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ　

ひ
ね
た
味
噌
は
味
の
つ
か
ぬ
こ
と
も
な
い
。

　

二
つ　

踏
ん
だ
味
噌
に
菌
の
生
え
ぬ
こ
と
も
な
い
。

　

三
つ　

見
事
な
味
噌
に
甘
う
な
い
こ
と
も
な
い
。

　

四
つ　

寄
っ
た
味
噌
に
砂
利
の
つ
か
ぬ
こ
と
も
な
い
。

　

五
つ　

煮
っ
た
味
噌
に
香
ば
し
く
な
い
こ
と
も
な
い
。

　

六
つ　

麦
の
味
噌
に
粕か

す

の
出
ぬ
こ
と
も
な
い
。

　

七
つ　

投
げ
た
味
噌
に
塵ち

り

の
つ
か
ぬ
こ
と
も
な
い
。

　

八
つ　

焼
い
た
味
噌
に
灰は

あ

の
つ
か
ぬ
こ
と
も
な
い
。

　

九
つ　

買
う
た
味
噌
に
量で

の
あ
っ
た
こ
と
も
な
い
。

　

十　

盗
っ
た
味
噌
に
後あ

と

の
へ
ら
ぬ
こ
と
も
な
い
。

　

こ
の
報
告
は
、
伝
承
地
も
伝
承
者
名
も
分
ら
な
い
が
、
前
記
平
山
の
味
噌
舞
に
似
て
い

る
。
六
つ
、
八
つ
は
全
く
同
じ
文
句
で
あ
り
、
五
つ
、
七
つ
、
九
つ
は
同
系
文
句
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
郷
土
研
究
本
の
ほ
う
に
新
し
い
用
語
使
い
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
生
徒
の
採

集
時
か
教
員
の
編
集
時
に
、
方
言
調
を
標
準
語
調
に
変
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
味
噌
舞
は
、
相
似
の
点
か
ら
い
え
ば
、
平
山
か
南
種
子
出
身
の
生
徒
の
報
告
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

な
お
、平
山
を
ふ
く
め
た
こ
の
味
噌
舞
い
は
、舞
を
す
る
上
か
ら
は
、摺
り
こ
ぎ
を
持
っ

た
ほ
う
が
舞
い
や
す
く
、
舞
の
意
味
も
分
り
や
す
い
。
そ
れ
で
、
本
来
の
味
噌
摺
り
舞
で

な
く
て
も
、
味
噌
舞
も
味
噌
摺
り
舞
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

で
も
、
先
の
「
味
噌
舞
」
を
歌
い
舞
っ
た
人
達
が
、
明
治
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う

と
、「
味
噌
摺
り
舞
」
は
、
そ
の
前
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
人
達
が
よ
く
歌
っ
た
こ
と
に

な
る
よ
う
だ
。

　

(7)　

大
黒
舞
に
つ
い
て

　

大
黒
舞
、
恵
比
須
舞
は
お
め
で
た
い
神
々
の
舞
と
し
て
、
全
国
的
に
好
ま
れ
、
各
地
で

今
も
正
月
な
ど
に
舞
わ
れ
て
い
る
。

　

①　

種
子
島
で
は
、
今
は
生
き
た
伝
承
は
な
い
が
、
旧
制
種
子
島
中
学
校
編
の
『
郷
土

研
究
』（
昭
和
十
年
刊
）
に
は
、
次
の
舞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
大
黒
様
と
い
ふ
人
は
こ
の
国
の
人
で
な
い
。
天
竺
か
ら
の
天
下
り
。
下く

だ

っ
た
時
の
お

支
度
は
金き

ん
ら
ん襴
緞ど

ん
す子
、
緋ひ

縮ち
り
め
ん緬
の
頭ず

き
ん巾
、
こ
の
向

む
っ
き
に
か
ー
ま
え
た
。

　

大
黒
舞
を
見
ー
さ
い
な
。

　

こ
の
大
黒
じ
ゃ
。
一
で
俵

ひ
ょ
う

ふ
ま
え
て
、
二
で
に
っ
こ
と
笑
う
て
、
三
で
酒
を
造
っ
て
、

四
つ
で
世
の
中
よ
か
よ
う
に
、
五
つ
で
い
つ
も
の
通
り
な
り
。
六
つ
で
無
病
息
災
に
、
七

つ
で
何
事
な
い
よ
う
に
、
八
つ
で
屋
敷
を
定
め
て
、
九
つ
小
倉
を
建
て
並
べ
、
十
で
ト
ン

と
治
っ
た
。」

　

こ
れ
は
前
記
味
噌
舞
と
同
じ
数
え
歌
式
で
あ
る
。

　

全
国
の
大
黒
舞
に
つ
い
て
、
次
に
、
中
村
茂
子
・
三
隅
治
雄
編
『
大
衆
芸
能
資
料
集
成

第
二
章
』
よ
り
「
大
黒
舞
」
の
資
料
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
黒
舞
は
全
国
各
地
に
分
布
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
以
下
の
中

に
は
資
料
の
う
ち
、
舞
の
伝
承
は
失
わ
れ
、
記
録
だ
け
の
も
の
も
い
く
つ
も
あ
ろ
う
。

　

②　

岩
手
県
白
川
の
大
黒
舞

　
「
一
に
は
大
黒
、
二
に
は
布ほ

て
い袋

、
布
袋
さ
ん
ま
の
住
家
詳
し
く
尋
ね
奉
れ
ば
、
こ
れ
よ

り
唐
国
す
み
せ
ん
山
の
村
下
に
は
、
子
供
あ
ま
た
持
た
れ
た
…
…
…
。」

　

③　

宮
城
県
黒
川
郡
の
大
黒
舞
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「
大
黒
と
云
う
神
は
、
一
に
俵
を
踏
ん
ま
え
て
、
二
で
に
こ
り
笑
ふ
て
、
三
に
盃
い
た

だ
い
て
、
四
つ
世
の
中
よ
い
よ
う
に
、
五
つ
泉
が
湧
く
よ
う
に
、
六
つ
無
病
息
災
に
、
七

つ
何
事
な
い
よ
う
に
、
八
つ
屋
敷
を
平
ら
め
て
、
九
つ
小
倉
を
建
て
な
ら
べ
、
十
で
当
年

万
作
だ
。」（
以
下
、
正
月
二
日
の
初
夢
、
舞
い
込
ん
だ
、
な
ど
続
く
）。

　

④　

岩
手
県
江
刺
郡
伊
手
村
の
大
黒
舞

　
「
何
舞
も
か
に
舞
も
追
っ
取
り
巻
い
て
、
取
り
巻
い
て
、
こ
こ
で
一
つ
覚
え
た
大
黒
舞

で
も
舞
っ
て
や
ろ
う
。
大
黒
大
黒
大
黒
よ
、
お
ん
大
黒
と
い
ふ
人
は
、
此
の
国
の
人
で
な

い
。
唐か

ら

大た
い
と
う唐
の
人
で
も
な
い
。
天
竺
の
天
竺
の
摩ま

か

だ
迦
陀
国
の
そ
ば
の
、
須し

ゅ
み
せ
ん

彌
山
の
人
な
れ

ば
、
人
間
を
助
け
る
と
て
…
…
…
」

　

⑤　

宮
城
県
の
大
黒
舞

　
「
何
舞
も
か
に
舞
も
、
見
っ
さ
い
、
見
っ
さ
い
な
。
こ
こ
に
憶
え
た
大
黒
舞
を
見
っ
さ

い
な
。
大
黒
さ
ん
と
い
う
人
は
、
こ
の
国
の
人
で
も
な
い
。
あ
の
国
の
人
で
も
な
い
。
天

竺
の
天
竺
の
、
ま
っ
か
た
わ
ら
の
か
た
わ
ら
の
須し

ゅ
み
せ
ん

彌
山
の
人
な
れ
ば
…
…
…
。」

　

⑥　

宮
城
県
気
仙
沼
地
方
の
大
黒
舞

　
「
ハ
ア
見
ン
さ
い
ナ
、見
ン
さ
い
ナ
。大
黒
舞
を
見
ン
さ
い
ナ
。一
で
大
黒
、二
で
恵
比
須
、

三
で
さ
ら
ば
と
舞
い
込
ん
で
、
四
つ
で
世
並
み
の
よ
い
年
は
、
心
も
楽
に
身
も
楽
に
、
近

所
隣
の
童

わ
ら
ん
べは
…
…
…
。」

　

⑦　

山
形
県
村
山
地
方
の
大
黒
舞

　
「
明あ

き

の
方
か
ら
福
大
黒
が
舞
い
込
ん
だ
。
此こ

な
た方

の
旦
那
様
心
良
し
で
、
商
売
上
手
で
儲

け
出
し
た
。
何
は
そ
の
よ
う
に
儲
け
出
し
た
。
前
に
米
倉
、
黄
金
倉
、
万
の
宝
を
儲
け
出

し
た
。
サ
サ
お
目
出
度
う
。
一
で
俵
を
踏
ん
ま
い
て
、
二
で
に
こ
り
笑
っ
た
、
三
で
盃
頂

い
て
…
…
…
。」

　

⑧　

山
形
県
温
海
温
泉
の
大
黒
舞

　
「
サ
ァ
ー
テ
ハ
ヤ
、
豊
年
は
い
ん
げ
も
よ
し
。
若
水
を
迎
え
ま
し
て
は
、
羽は

黒ぐ
ろ
さ
ん山
に

月が
っ
さ
ん山
並
び
に
鳥ち

ょ
う
か
い
さ
ん

海
山
、
三さ

ん
ざ
ん山
か
け
た
る
是
れ
三
面
の
大
黒
、
一
面
の
大
黒
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
若
い
衆
の
縁
談
も
早
く
…
…
…
。」

　

⑨　

山
形
県
最
上
郡
の
大
黒
舞

　
「
あ
き
の
方ほ

う

か
ら
福
大
黒
が
舞
ひ
込
ん
だ
な
。
サ
ー
サ
、
舞
ひ
込
ん
だ
、
舞
ひ
込
ん
だ

な
あ
。
何
が
さ
て
舞
ひ
込
ん
だ
な
。
お
ー
し
ょ
ー
で
ん
が
先
に
立
ー
ち
、
若
大
黒
が
舞
ひ

込
ん
だ
。
四
方
の
棚
を
見
渡
せ
ば
…
…
…
。」

　

⑩　

山
形
県
北
村
山
郡
の
大
黒
舞

　
「
へ
ー
ざ
い
な
。
へ
ー
ざ
い
な
、
大
き
な
と
に
黒
き
面
を
え
た
だ
い
て
、
ソ
ラ
エ
ー
、

手
作
り
さ
ん
せ
の
。
ま
た
正
月
の
元
朝
の
日
が
、
年
の
初
め
の
…
…
…
。」

　

⑪　

佐
渡
の
大
黒
舞

　
「
エ
ン
ヤ
ウ
で
御
座
っ
た
。
何
が
又
御
座
っ
た
。
当
年
の
惠え

ほ
う方
、福
大
黒
舞
が
ご
ざ
っ
た
。

持
っ
た
る
宝
は
何
々
、
延
命
小
袋
に
打
出
の
小
槌
、
戌い

ぬ
い亥
の
隅
に
納
め
た
。
福
大
黒
舞
を

見
さ
い
の
。
若
水
迎
え
は
御
目
出
度
や
…
…
…
。」

　

⑫　

鳥
取
県
の
大
黒
舞

　
「
大
黒
舞
を
見
っ
さ
い
な
。
さ
て
め
で
た
い
な
。
大
黒
、
始
ま
る
年
の
元
旦
に
、
子
孫

に
伝
わ
る
祝
い
と
て
、
扇
に
神
（
紙
）
を
相
添
え
て
、
末
広
が
り
と
は
さ
て
め
で
た
い
な

大
黒
…
…
…
。」

　

⑬　

徳
島
県
小
松
島
の
大
黒
舞

　
「
大
黒
さ
ん
と
い
う
人
は
、
こ
の
界
の
人
で
は
な
い
。
天
竺
て
ん
ま
の
人
じ
ゃ
げ
な
。

こ
の
界
渡
る
時
、
潮
風
に
も
ま
れ
て
、
川
風
に
か
さ
と
れ
…
…
…
。」

　

以
上
、
全
国
各
地
の
大
黒
舞
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て
並
べ
て
み
る
と
、
注
目

す
べ
き
点
も
出
て
く
る
。

　

①
の
種
子
島
の
大
黒
舞
お
よ
び
種
子
島
座
敷
舞
の
す
べ
て
に
あ
る
囃
の
「
見
ー
さ
い
な

あ
」
は
事
例
で
は
、
⑤
宮
城
県
、
⑥
宮
城
県
、
⑩
山
形
県
、
⑫
鳥
取
県
に
同
類
の
は
や
し

が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、「
見
っ
さ
い
な
」「
見
ン
さ
い
ナ
」「
へ
ー
ざ
い
な
」な
ど
で
あ
る
。

な
お
「
大
黒
舞
は
見
ば
や
な
」
と
い
う
は
や
し
を
い
う
地
も
あ
る
。

　
『
日
本
の
古
典
芸
能
４
狂
言
』（
平
凡
社
、一
九
七
〇
年
）
に
は
、「
ウ
ー
ズ
ラ
舞
い
は
見
ー

ま
い
な
」（
和
泉
流
狂
言
）
と
か
「
サ
イ
ト
リ
サ
シ
マ
イ
を
見
ー
さ
い
な
あ
」（
三
重
県
伊い

雑ぞ
う
の
み
や宮
御
田
植
歌
）
と
い
う
は
や
し
も
記
し
て
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
は
や
し
の
起
源
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
神
田
よ
り
子
・
俵
木
悟
編
『
民
俗
小

事
典
、
神
事
と
芸
能
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
に
よ
る
と
、
狂
言
は
能
の
歌

舞
と
歌
舞
の
合
間
の
芸
能
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
間
狂
言
と
し
て
、
能
の
ま
じ
め
な
幽
玄
の
舞
に
対
し
、
お
か
し
な

笑
い
の
芸
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
狂
言
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
室
町
時
代
と
い
わ

れ
る
。

　

右
の
本
に
よ
る
と
、大
黒
舞
の
文
献
初
出
は
、室
町
時
代
末
期
の
永
禄
一
一（
一
五
六
八
）
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年
だ
と
い
う
。
そ
し
て
夷
舞
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
前
後
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

文
献
初
出
が
永
禄
一
一
年
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
は
も
っ
と
前
の
室
町
中
期
頃
の

十
五
世
紀
中
頃
は
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
見
ー
さ
い
な
あ
」
の
は
や
し
は
、
囃
手
と
舞
手
の
対
応
す
る
二
つ
の
存
在
を
示
す
。

こ
れ
は
、
舞
台
で
も
野
外
で
も
可
能
で
あ
る
が
、
発
生
的
に
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

舞
台
芸
能
よ
り
も
、
村
や
町
を
回
っ
て
門
付
け
す
る
素
朴
な
芸
能
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
い

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

し
た
が
っ
て
、日
本
の
北
部
の
東
北
と
南
部
の
種
子
島
に
多
く
残
っ
て
い
る
こ
の
舞
は
、

元
来
門
付
け
芸
能
系
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
か
の
『
万
葉
集
』
時
代
の
乞ほ

か
い
び
と

食
人
の
流
れ
や
平
安
時
代
の
千せ

ん
ず秋
万ま

ん
ざ
い歳
の

流
れ
を
も
汲
ん
で
、室
町
末
期
に
お
け
る
門
付
万
歳
の
流
れ
を
ひ
く
者
達
の
芸
能
で
あ
り
、

狂
言
の
類
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

門
付
し
て
、
家
の
入
口
か
庭
で
舞
う
者
と
、
座
敷
に
上
っ
て
舞
う
者
の
両
方
が
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
上
級
の
者
（
領
主
や
上
級
武
士
）
や
商
人
と
し
て
富
あ
る
者
な
ど
の
家
で
は
、

座
敷
に
上
っ
て
舞
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
「
座
敷
舞
」
が
誕
生
す
る
根
拠
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
、
日

本
の
各
地
で
そ
う
し
た
状
況
が
起
っ
た
か
ど
う
か
。
少
し
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

四
、
中
世
南
九
州
の
芸
能
と
狂
言
ー
『
上う

わ
い井
覚か

く
け
ん兼
日
記
』
の
検
討
ー

　

種
子
島
の
狂
言
の
種
類
に
入
る
座
敷
舞
の
発
生
状
況
を
知
る
た
め
に
、
関
係
の
深
い
大

隅
、
薩
摩
、
日
向
三
ヵ
国
の
中
世
芸
能
の
記
録
を
『
上
井
覚
兼
日
記
』（
岩
波
書
店
）
に

見
て
み
よ
う
。

　

上
井
覚
兼
は
、
天
正
十
四
（
一
五
四
五
）
年
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
国
分
上
井
に
生
ま
れ

た
。
父
は
上
井
城
主
で
あ
っ
た
。
幼
少
よ
り
文
武
両
道
を
学
び
、十
七
歳
で
初
陣
。
以
来
、

島
津
氏
の
武
将
と
し
て
各
地
の
戦
い
に
参
じ
つ
ゝ
も
、
詳
細
な
日
記
を
記
し
、
特
に
芸
能

に
つ
い
て
も
多
く
の
記
録
を
残
し
た
。

　

ま
た
、
武
将
と
し
て
、
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
各
地
の
城
主
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
任
地
に

お
い
て
、
そ
の
居
城
を
訪
れ
る
芸
能
人
、
狂
言
太
夫
や
門
付
芸
、
城
下
の
民
衆
の
踊
り
な

ど
、
一
言
二
言
の
短
い
語
で
あ
り
な
が
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
記
録
し
て
い
て
、
そ
の
状
況
が

わ
か
る
。
こ
の
日
記
は
、
覚
兼
三
十
歳
の
夏
八
月
一
日
よ
り
始
ま
り
、
四
十
二
歳
の
天
正

十
四
年
十
月
十
五
日
ま
で
の
も
の
で
、
簡
潔
な
文
体
で
克
明
に
書
い
て
あ
る
。

　

覚
兼
は
、
長
じ
て
島
津
氏
よ
り
薩
摩
半
島
の
永
吉
城
主
を
命
ぜ
ら
れ
、
の
ち
宮
崎
城
主

を
永
く
つ
と
め
、
鹿
児
島
、
伊
集
院
の
地
に
も
と
ど
ま
り
、
天
正
十
七
年
伊
集
院
で
病
没
。

　

天
正
九
年
、
覚
兼
は
部
下
の
者
に
対
し
、
武
人
た
る
者
の
心
得
と
し
て
芸
能
に
関
す
る

た
し
な
み
を
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

天
正
十
年
に
は
、
鹿
児
島
の
兵
庫
頭
の
宿
に
、
武
将
た
ち
が
十
一
名
集
っ
て
軍
議
の
あ

と
、
酒
な
ど
出
て
、
狂
言
を
し
た
と
あ
る
。
武
将
た
ち
が
互
い
に
舞
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

狂
言
の
内
容
は
記
し
て
な
い
。

　

こ
れ
が
覚
兼
日
記
の
狂
言
記
録
の
は
じ
め
で
あ
る
が
、
以
下
、「
狂
言
」
が
十
四
例
、

狂
言
太
夫
が
一
例
、
狂
言
舞
が
五
例
ほ
ど
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

狂
言
太
夫
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
三
年
八
月
の
条
に
、「
京
よ
り
下
り
候
狂
言
太
夫
参

り
、
種く

さ
ぐ
さ々

の
義
ど
も
申
候
な
り
。」
と
あ
る
。
京
よ
り
下
っ
て
き
た
狂
言
太
夫
と
い
う
と
、

沖
縄
へ
渡
っ
た
京ち

ょ
ん
だ
ら
ー

太
郎
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
そ
れ
に
近
い
筋
の
者
で
あ
ろ

う
。

　

天
正
十
一
年
十
一
月
に
は
、
薩
摩
の
武
将
た
ち
が
集
っ
て
、

　
「
終
日
、
御
酒
宴
な
り
。
鼓こ

、
太た

い
こ鼓

さ
ま
ざ
ま
な
り
。
幸
若
与
十
郎
一
曲
申
候
也
。
石

原
治
郎
右
衛
門
尉
狂
言
共
に
申
候
。
彼
是
、
種
々
之
御
慰
み
な
り
。」　

と
あ
る
。
つ
ま
り

幸
若
舞
や
狂
言
が
い
ろ
い
ろ
催
さ
れ
た
わ
け
だ
。

　

天
正
十
年
十
二
月
の
項
に
は
、
武
将
達
十
名
ほ
ど
、
鹿
児
島
に
集
っ
て
、「
薄
暮
ま
で

の
御
酒
宴
な
り
。
伊
集
院
若
狭
守
、
狂
言
、
舞
と
も
申
さ
れ
候
」
と
あ
る
。

　

こ
の
舞
と
は
、
能
で
は
な
い
か
ら
、
幸
若
舞
の
よ
う
な
舞
い
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
あ
る
が
、

ざ
っ
と
こ
ん
な
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
狂
言
は
、
す
べ
て
武
将
の
屋
敷
で
の
舞
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
座
敷
舞
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
こ
の
中
に
、
種
子
島
と
同
じ
「
み
ー
さ
い
な
」
の
舞
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。

　

京
下
り
の
狂
言
太
夫
が
舞
い
、
そ
れ
を
見
た
武
将
た
ち
が
打
合
わ
せ
の
軍
議
の
あ
と
や

雨
の
日
な
ど
に
、
十
名
内
外
集
っ
て
狂
言
を
し
、
あ
る
い
は
幸
若
舞
な
ど
舞
う
た
の
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
、「
見
ー
さ
い
な
」
の
狂
言
舞
い
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
状
況
か
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ら
見
る
と
、
む
し
ろ
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
文
献
初
出
年

代
も
ほ
ぼ
近
い
大
黒
舞
で
あ
り
、
夷
舞
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
広
く
分
布
し
、
舞
に
も
踊
り

に
も
な
っ
て
い
る
鳥
刺
し
舞
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
武
将
達
で
あ
る
。
雑
兵

の
す
る
よ
う
な
「
見
ー
さ
い
な
」
は
肌
合
い
が
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

だ
い
じ
な
こ
と
は
、
中
世
の
頃
、
種
子
島
と
同
じ
大
隅
の
国
や
、
薩
摩
、
日
向
な
ど
に
、

京
都
よ
り
直
接
下
向
の
狂
言
師
が
き
て
お
り
、
武
将
の
間
に
幸
若
舞
や
狂
言
が
さ
か
ん
に

舞
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
他
の
舞
や
踊
り
も
ふ
く
め
て
、
領
民
皆
々
参
集
し
て
見
物
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
と
い
う
記
事
も
重
要
だ
。
こ
う
し
た
と
き
、
領
民
た
ち
は
、
座
敷
舞
の
「
み
ー
さ
い
な
」

で
も
あ
れ
ば
、
た
だ
ち
に
ま
ね
て
集
落
な
ど
で
舞
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
座
敷
舞
は
、
薩
摩
、
大
隅
、
日
向
で
の
伝
承
は
不
明
で
、
明
白
な
の
は
種
子

島
だ
け
だ
。
わ
ず
か
に
、
鳥
刺
舞
が
鳥
刺
踊
と
し
て
、
狂
言
劇
化
し
て
薩
摩
各
地
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。「
み
ー
さ
い
な
」
の
は
や
し
の
座
敷
舞
や
庭
舞
は
、
全
国
に
あ
る
こ
と
は

先
ほ
ど
確
認
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
淵
源
地
は
円
周
の
中
心
の
京
都
、
大
坂
に
ち
が
い

な
い
。
そ
の
京
都
か
ら
「
京
下
り
の
狂
言
太
夫
」
が
直
接
南
九
州
ま
で
来
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
、
重
要
な
記
事
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
よ
く
伝
え
ら
れ
る
敵
情
視
察
の
任
務
を
も
つ
狂
言
太
夫
か
も
し
れ
な
い
。
と

も
あ
れ
、
は
る
ば
る
本
土
の
南
端
ま
で
来
て
狂
言
、
舞
い
な
ど
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

五
、
中
世
種
子
島
の
放ほ

う

か

し

下
師

　

十
三
世
紀
初
頭
の
鎌
倉
時
代
以
来
、
十
九
世
紀
半
ば
過
ぎ
の
明
治
維
新
ま
で
、
種
子
島

を
支
配
し
て
き
た
種
子
島
氏
は
、
そ
の
あ
と
、
近
代
に
な
り
、
政
治
的
に
は
支
配
を
解
か

れ
た
と
は
い
え
、
行
事
や
祭
祀
儀
礼
に
お
い
て
今
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と

し
て
、
大
的
初
め
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
種
子
島
の
文
化
は
一
貫
し
た
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

種
子
島
氏
は
、
平
家
の
血
を
ひ
き
な
が
ら
、
北
条
時
政
の
援
助
を
う
け
て
鎌
倉
に
あ
っ

て
種
子
島
地
頭
の
命
を
う
け
、
代
官
上こ

う
づ
ま妻
氏
を
し
て
治
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
第
五
代
島

主
時と

き
も
と基
の
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
下
島
し
、
政
務
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

第
六
代
島
主
、
時と

き
み
つ充
は
、
暦
応
（
一
三
三
八
～
一
三
四
二
）
～
康
永
（
一
三
四
二
～

一
三
四
五
）
年
の
頃
、
屋
敷
を
西
之
表
市
中な

か
め目
松
畠
の
元も

と
じ
ょ
う城
に
構
え
て
い
た
。

　

元
城
は
現
在
、
種
子
島
中
学
校
の
道
路
向
い
に
あ
り
、
東
西
二
百
余
メ
ー
ト
ル
の
細
長

い
凸
地
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
西
端
の
崖
の
上
に
見
張
所
が
あ
っ
た
。
現
在
の
吉き

ら良
氏
邸

の
所
で
あ
る
。

　

そ
こ
は
、
西
町
の
民
家
列
か
ら
三
、四
〇
メ
ー
ト
ル
上
に
あ
た
り
、
吉
良
邸
の
庭
か
ら

眺
め
る
と
、
西
町
の
民
家
と
通
り
路
の
状
況
は
眼
下
に
あ
っ
て
、
手
に
と
る
よ
う
に
分
か

る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
種
子
島
家
譜
』に
よ
る
と
、十
四
世
紀
中
頃
の
当
時
、そ
の
通
り
路
を
歩
き
、

人
び
と
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
一
人
の
人
物
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
人
物
は
、
肥
前
の
平
戸
か
ら
や
っ
て
き
た
放
下
師
で
あ
っ
た
。
人
び
と
が
珍
し
げ

に
よ
く
見
て
い
る
の
で
、
時
充
も
こ
れ
を
聞
い
て
城
内
に
召
し
、
そ
の
術
（
芸
）
を
数
回

や
っ
て
も
ら
っ
た
。
芸
の
内
容
は
『
家
譜
』
に
は
記
し
て
な
い
。

　

そ
の
う
ち
に
、
南
島
航
海
の
拠
点
と
し
て
の
赤
尾
木
浦
（
西
之
表
港
）
に
、
平
戸
の
商

船
が
や
っ
て
き
た
。
そ
の
船
長
は
、
船
員
数
名
を
従
え
、
派
手
な
服
装
を
し
て
、
赤
尾
木

の
市
街
（
西
町
、
東
町
）
を
行
き
交
い
し
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
途
中
で
、
右
の
若
い
放

下
師
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
て
い
ね
い
に
敬
う
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
時
充
は
船
長
を
召
し
て
、
そ
の
わ
け
を
問
う
と
、「
彼
は
松
浦
党
の
一
族
で
、

遠
藤
源
三
郎
頼よ

り

堅か
た

と
い
っ
て
、
少
年
の
頃
、
友
人
を
殺
害
し
た
が
、
幼
年
で
あ
っ
た
た
め

そ
の
罪
を
減
じ
、
国
（
平
戸
）
外
追
放
と
さ
れ
た
人
物
で
、
そ
れ
で
、
放
下
師
と
し
て
諸

国
を
回
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

松
浦
党
は
当
時
、
倭
寇
の
一
団
と
し
て
西
南
日
本
か
ら
琉
球
、
中
国
、
朝
鮮
ま
で
雄
飛

し
、
交
易
だ
け
で
な
く
、
略
奪
、
戦
闘
を
く
り
返
し
て
い
る
海
賊
集
団
で
も
あ
り
、
長
崎

県
平
戸
島
は
そ
の
大
根
拠
地
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
団
の
系
統
の
放
下
師
す
な
わ
ち
遠
藤
源
三
郎
頼
堅
は
、
ま
も
な
く
時
充
に
召
し

か
か
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
時
充
の
あ
と
つ
ぎ
問
題
す
な
わ
ち
種
子
島
家
御
家
騒
動
に
か

か
わ
り
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
、
種
子
島
の
中
央
部
野
間
村
の
地
頭
と
な
り
、
ま
た
種
子
島

家
家
老
職
に
も
な
っ
た
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
平
戸
出
身
で
倭
寇
一
族
の
者
で
あ
り
な
が
ら
、
放
下
師
つ
ま
り
、
諸

国
を
歩
い
て
曲
芸
、
手
品
、
舞
い
、
踊
り
な
ど
し
た
者
が
、
島
主
家
に
と
り
立
て
ら
れ
て
、

種
子
島
中
央
部
の
村
の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
、
武
将
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
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本
来
の
放
下
師
の
芸
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
芸
は
、
遠
藤
氏
が
放
下
師
か
ら
野
間
の
地
頭
と
な
り
、
小
地
域
政
治
家
と
な
っ
た

か
ら
、
急
に
消
滅
し
た
と
い
う
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

地
域
の
祭
礼
の
日
、
あ
る
い
は
余
興
の
折
、
必
ず
や
演
じ
て
見
せ
て
弟
子
の
二
、三
名

は
育
て
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
内
容
の
詳
細
は
不
明
で
も
、
放
下
す
な
わ
ち
中
世
の
大
道
芸
が
種
子
島
に
、
し
か

も
島
の
中
央
部
の
中
種
子
町
に
確
実
に
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
る
証
拠
が
こ
の
一
件
で
あ

る
。

　

遠
藤
氏
の
系
譜
を
探
る
有
力
な
手
が
か
り
は
、野
間
の
伊
原
に
あ
る
遠
藤
氏
の
墓
と
寺
、

西
之
表
中
目
の
榕
城
小
学
校
の
上
に
あ
る
遠
藤
氏
本
家
の
屋
敷
と
そ
の
系
図
な
ど
で
あ
ろ

う
。
今
後
の
究
明
が
待
た
れ
る
。

　

神
田
よ
り
子
・
俵
木
悟
編
『
民
俗
小
事
典
、神
事
と
芸
能
』
は
大
変
す
ぐ
れ
た
本
で
あ
る
。

そ
の
「
放
下
」
の
解
説
に
、「
放
下
の
存
在
は
、『
看
聞
御
記
』
一
四
二
五
（
応
永
三
十
二
）
年
、

二
月
五
日
条
に
み
え
る
も
の
が
早
い
例
で
あ
る
」
と
あ
る
。
で
も
、
種
子
島
に
放
下
師
の

遠
藤
氏
が
武
家
と
し
て
根
を
お
ろ
し
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
百
年
近
く
も
早
い
南
北
朝
時
代

初
め
の
一
三
三
八
～
一
三
四
五
年
の
頃
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
種
子
島
に
、
座
敷
舞
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
に
直

結
す
る
放
下
師
の
確
実
な
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
に
残
る
座
敷
芸
に
何
ら
か
の
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　

六
、
近
世
種
子
島
の
大
黒
舞
と
恵
比
須
舞

　

羽
生
道
潔
著
『
種
子
島
家
年
中
行
事
』
に
よ
る
と
、盆
明
け
の
旧
暦
七
月
十
六
日
に
は
、

西
町
の
踊
り
が
、
本
源
寺
→
種
子
島
氏
御
館
→
島
主
墓
所
→
慈
遠
寺
→
大
会(

だ
い
え)

寺
（
島
で
は
ダ
エ
ン
ジ
と
い
う
）
の
順
に
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
今
も
西
之
表
市
横
山
に
残
る
盆
踊
り
と
同
系
の
男
性
に
よ
る
能
の
舞
い
に
近

い
手
踊
の
盆
踊
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
を
、
右
の
各
所
の
庭
で
何
十
人
か
で
舞
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
踊
り
の
と
き
は
、
盆
踊
に
伴
う
古
風
と
し
て
、
踊
り
始
め
や
一
踊
り
踊
る
ご
と
に
、

「
蝶
」
と
い
う
者
が
現
れ
た
。
蝶
は
、
笹
竹
を
か
つ
い
だ
者
一
人
が
、「
蝶
」
と
い
っ
て
、

踊
り
の
輪
の
中
心
部
を
三
回
ま
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
西
町
の
蝶
は
大
黒
姿
で
、
東

町
の
蝶
は
恵
比
須
姿
で
出
場
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
蝶
は
、
右
記
横
山
盆
踊
で
は
今
も
継
承
さ
れ
て
お
り
、
色
紙
を
垂
ら
し
て
笹
竹
を

か
つ
い
だ
者
が
「
チ
ョ
ウ
」
と
叫
ん
で
、
三
回
ま
わ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
蝶
の
人
は
カ

ス
リ
の
着
物
に
白
鉢
巻
を
し
め
た
姿
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
七
夕
竿
と
同
じ
く
、
精
霊
を
招
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
笹
竹
は
、

ト
カ
ラ
の
神
女
の
持
つ
笹
竹
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
悪
霊
祓
い
の
道
具
で
あ
る
。

　

チ
ョ
ウ
の
持
つ
笹
竹
に
は
、
こ
の
よ
う
な
精
霊
招
き
と
悪
霊
祓
い
の
両
機
能
が
宿
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
笹
竹
を
持
っ
て
、
盆
踊
り
の
輪
の
中
心
を
、「
チ
ョ
ウ
」
と
叫

ん
で
三
回
ま
わ
る
の
は
、
右
の
二
つ
の
機
能
と
共
に
、
踊
り
子
を
励
ま
す
意
味
も
こ
も
っ

て
い
る
と
、
踊
り
を
見
な
が
ら
思
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

横
山
盆
踊
り
は
、
精
霊
す
な
わ
ち
祖
霊
を
招
い
て
盆
踊
り
を
す
る
の
で
あ
る
。
踊
り
子

（
男
性
）
は
皆
、
カ
ム
キ
と
い
う
眼
だ
け
あ
い
て
い
る
仮
面
を
つ
け
て
踊
っ
て
い
る
。
カ

ム
キ
は
冠か

ん
も
く目
の
な
ま
り
で
あ
ろ
う

　

道
潔
は
、「
ま
た
、
古
老
の
説
云
、
西
町
踊
の
蝶
大
黒
の
姿
ハ
古
へ
正
月
元
日
、
西
町

人
御
館
へ
召
さ
れ
、
大
黒
の
舞
を
舞
せ
ら
れ
た
り
。
其
古
風
の
残
り
な
り
と
。
東
町
踊
の

蝶
恵
比
須
の
姿
ハ
古
へ
正
月
二
日
、
東
町
人
御
館
へ
召
さ
れ
、
恵
比
須
の
舞
を
舞
せ
ら
れ

た
り
と
。
其
古
風
を
残
し
た
る
故
実
な
り
と
。」

　

と
述
べ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
「
し
か
し
な
が
ら
、
西
町
の
旧
記
ニ
斯
様
の
子
細
一
向
見

え
ず
、
さ
れ
共
、
古
老
の
説
も
も
っ
と
も
理
に
近
し
と
覚
て
然
り
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
実
は
蝶
の
こ
と
よ
り
も
、
大
黒
舞
、
恵
比
須
舞
の
こ
と
で
あ

る
。
古
老
の
言
に
よ
る
と
、
十
八
世
紀
後
半
よ
り
以
前
の
頃
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
、
島

主
久
時
を
鹿
児
島
よ
り
迎
え
て
の
西
町
お
よ
び
東
町
の
祭
礼
踊
が
あ
っ
た
頃
、
す
な
わ
ち

元
禄
十
二
（
一
六
九
九
）
年
頃
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀

初
頭
を
意
味
す
る
。

　

そ
の
頃
、
西
町
の
人
た
ち
は
正
月
元
日
に
島
主
家
へ
参
り
、
大
黒
舞
を
し
、
東
町
の
人

た
ち
は
翌
正
月
二
日
に
、
島
主
家
で
恵
比
須
舞
を
舞
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
舞
が
、
座
敷
舞
で
あ
っ
た
か
、
庭
舞
で
あ
っ
た
か
は
史
料
に
は
記
し
て
な
い
。

　

一
方
、
盆
の
西
町
の
盆
踊
は
前
記
し
た
よ
う
に
、
庭
踊
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
踊
だ
か

ら
人
数
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
大
黒
舞
・
恵
比
須
舞
は
舞
で
あ
る
の
で
、
人
数
は
、
囃
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手
の
幾
名
か
と
舞
手
一
人
と
思
わ
れ
、
座
敷
で
舞
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
つ
ま
り
、
座

敷
舞
で
あ
る
。

　

そ
の
は
や
し
と
歌
は
、
前
記
（
七
）
大
黒
舞
の
事
例
①
が
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
西
町
・
東
町
の
人
た
ち
が
正
月
、
島
主
の
館
へ
祝
に
伺
っ
た
の
も
、

す
で
に
「
見
ー
さ
い
な
」
の
は
や
し
を
伴
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
道
潔
の
『
種
子
島
家
年
中
行
事
』
に
は
、
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
重
要
な

記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
慶
長
の
頃
（
一
五
九
六
～
一
七
一
四
年
）、
御
当
家
（
種
子
島

家
）
に
正
月
元
日
、
赤
尾
木
千
寿
万
歳
参
る
」
と
あ
り
、「
是
れ
東
山
将
軍
御
時
代
（
室

町
中
期
の
足
利
義
政
時
代
、
一
四
四
九
～
一
四
七
三
年
）
の
御
余
風
に
て
、
古
来
お
家
の

し
る
し
、
感
賞
し
奉
る
事
な
り
」
と
記
さ
れ
、
つ
づ
い
て
、
そ
の
千
寿
万
歳
と
は
、
今
の

「
二
十
家
」（
西
之
表
の
家
臣
団
二
十
家
）
の
家
筋
で
は
な
い
か
と
あ
る
。
同
書
別
記
に
は
、

正
月
元
日
、
万
才
風
の
芸
を
御
館
で
演
じ
た
の
は
、
西
町
の
町
人
達
の
大
黒
舞
で
あ
っ
た
。

す
る
と
、
二
十
家
筋
の
者
達
は
、
西
町
出
身
の
者
が
何
家
か
い
た
こ
と
が
分
る
。
つ
ま
り
、

商
人
出
身
で
あ
っ
た
武
家
で
あ
る
。
そ
し
て
、
千
寿
万
歳
は
大
黒
舞
だ
け
で
は
な
く
、
多

数
の
万
歳
を
伝
承
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
道
潔
は
、
里
の

千
寿
万
歳
も
慶
長
の
頃
の
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ
れ
は
、
上
西
の
門か

ど

の
名み

ょ
う
と
う頭
と

下
西
の
門か

ど

の
名み

ょ
う
と
う頭
の
家
筋
の
者
だ
と
い
う
。こ
こ
に
お
い
て
、赤
尾
木
千
寿
万
歳
の
グ
ル
ー

プ
と
里
の
千
寿
万
歳
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、
種
子
島
家
年
頭
行
事
に
関
係
し
て

い
た
こ
と
が
分
る
。
し
か
も
、
東
町
商
人
た
ち
も
恵
比
須
舞
を
舞
っ
た
の
な
ら
、
正
確
に

は
三
つ
の
万
歳
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。
種
子
島
中
世
（
室
町
中
・
後
期
）
に
は
、
赤
尾
木
を

中
心
と
し
て
万
歳
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

先
に
、
四
の
上
井
覚
兼
日
記
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
正
の
頃
す
な
わ
ち
十
六
世

紀
末
に
、
す
で
に
南
九
州
ま
で
や
っ
て
き
た
狂
言
太
夫
は
、
ま
も
な
く
沖
縄
へ
渡
っ
た

京ち
ょ
ん
だ
ら
ー

太
郎
の
祖
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
の
南
下
の
途
中
と
し
て
当
時
、
南
島
一
円
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
種
子
島
氏
の
許
諾

と
警
護
な
ど
を
も
ら
う
た
め
に
、
そ
の
本
拠
地
赤
尾
木
（
西
之
表
）
に
寄
港
し
な
い
は
ず

は
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
種
子
島
々
民
に
狂
言
の
各
種
と
、
つ
ま
り
「
み
ー
さ
い
な
」

の
は
や
し
舞
も
当
然
伝
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
に
、
狂
言
太
夫
の
南
下
の
流
れ
と
西
町
・
東
町
の
大
黒
舞
・
恵
比
須
舞
の
起
源
が

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

七
、
舞
の
主
役
に
つ
い
て

　

座
敷
舞
は
、
婆
尉じ

ょ
うや
鳥
刺
し
な
ど
の
姿
や
バ
ッ
ク
ー
（
蟇

ひ
き
が
え
る）、
ガ
ニ
（
蟹
）
な
ど
の
生

態
、
味
噌
、
仏
、
ユ
ー
ゴ
ー
（
ひ
ょ
う
た
ん
）、
煙き

せ
る管
、
そ
の
他
の
生
態
や
状
況
を
真
似
し
、

あ
る
い
は
再
現
し
て
、
そ
の
本
質
に
ひ
そ
む
滑
稽
さ
を
追
求
し
、
狂
言
化
し
て
笑
い
の
芸

能
に
す
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
舞
の
中
心
に
な
る
主
役
を
分
類
す
る
と
、動
物
、人
、植
物
、そ
の
他
に
な
ろ
う
。

　

ま
ず
、
種
子
島
座
敷
舞
で
は
、
バ
ッ
ク
ー
（
蟇
）、
ガ
ニ
（
蟹
）、
鳥
な
ど
が
登
場
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
先
ほ
ど
も
紹
介
し
た
『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
は
、
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）

年
五
月
五
日
京
都
下
り
の
狂
言
太
夫
一
行
が
島
津
義
久
の
殿
中
で
、「
蛛く

も

舞
」
を
し
、
種
々

曲く
せ

術
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
時
は
、
貴
賤
群
集
し
て
見
物
し
た
と
い
う
。

　

曲く
せ

術
は
い
わ
ゆ
る
曲く

せ

舞
に
通
ず
る
も
の
で
、
散さ

る
が
く楽
系
の
曲
芸
や
当
時
南
九
州
の
武
将
達

に
も
愛
好
さ
れ
た
幸
若
舞
、
各
種
の
座
敷
芸
な
ど
で
あ
ろ
う
。

　

蛛
舞
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
録
は
何
も
な
い
が
、
座
敷
芸
の
一
種
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
蛛
は
、
白
黄
色
の
腹
と
背
に
、
三
本
の
青
黒
い
帯
の
あ
る
、
鮮
や
か
な
姿
の
女
郎

蛛
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
鹿
児
島
で
は
、
こ
の
蛛
二
匹
を
闘
わ
せ
る
ク
モ
合
戦
と
い
う

の
が
、
姶
良
市
加
治
木
町
に
今
も
残
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
舞
っ
た
京
太
夫
一
行
は
、
南
九
州
の
都
城
あ
る
い
は
鹿
児
島
だ
け
に
駐
在
し
て

い
る
わ
け
は
な
い
。
い
っ
た
い
、
ど
こ
へ
行
っ
た
か
。

　

種
子
島
に
京
太
夫
が
入
っ
た
記
録
は
な
い
が
、
種
子
島
家
と
島
津
家
は
主
従
の
関
係
な

が
ら
、婚
姻
の
や
り
と
り
も
し
て
い
て
、姻
籍
関
係
に
あ
り
、島
主
も
度
々
上
鹿
し
て
い
た
。

　

島
主
の
上
鹿
に
は
、
供
の
者
も
多
数
従
っ
た
。
そ
れ
は
、
武
士
は
も
ち
ろ
ん
、
船ふ

な
と
う人
の

ほ
か
に
農
民
達
も
七な

な
つ
き
た
び

月
旅
と
い
っ
て
、
同
行
し
た
の
で
あ
る
。
上
鹿
し
、
勤
め
を
終
え
下

島
す
る
ま
で
に
七
ヵ
月
か
か
っ
た
と
い
う
。
平
山
の
農
民
達
も
交
替
で
選
ば
れ
て
、
七
月

旅
に
行
っ
た
も
の
だ
と
伝
え
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
諸
階
層
の
人
び
と
の
中
に
は
、
鹿
児
島
滞
在
の
間
、
ひ
と
し
お
芸
能
好
き
な

島
民
性
の
故
も
あ
っ
て
、狂
言
太
夫
の
曲
楽
な
ど
の
催
し
が
あ
れ
ば
必
ず
見
た
で
あ
ろ
う
。
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蛛
舞
を
見
た
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
が
、
狂
言
太
夫
系
の
座
敷
舞
を
見
た
可
能
性
は
大
き

い
。

　

と
こ
ろ
で
、
種
子
島
と
都
の
京
都
と
の
結
び
つ
き
は
も
っ
と
前
に
遡
る
。
天
正
十
三

（
一
五
八
五
）
年
よ
り
百
年
以
上
前
の
一
四
六
三
年
に
は
、
京
都
の
本
能
寺
と
尼
ヶ
崎
本

興
寺
で
法
華
宗
を
学
ん
で
帰
島
し
た
日
典
が
、
邪
宗
を
持
っ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
島
民

に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
年
後
に
は
日
良
と
い
う
僧
が
都
か
ら
や
っ
て
き
て
、
日
典
の
志
を
つ
い

だ
。
以
来
、
特
に
本
能
寺
や
本
興
寺
と
種
子
島
の
僧
の
往
来
は
烈
し
く
、
九
州
東
岸
経
由

で
同
時
に
京
文
化
も
直
接
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
種
子
島
へ
の
京
文
化
の
流
入
は
、
鹿
児
島
経
由
と
日
向
航
路
直
接
の
二
通
り

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
京
下
り
の
狂
言
太
夫
の
曲
楽
も
こ
う
し
て
種
子
島
へ
入
り
、
座

敷
舞
の
背
景
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

薩
摩
の
国
に
あ
っ
て
、
種
子
島
文
化
は
今
も
ど
こ
か
室
町
文
化
を
残
し
て
い
る
。
ま
た

雅み
や
びや
か
な
京
文
化
の
一
端
と
し
て
て
い
ね
い
な
「
申
す
」
言
葉
を
残
し
て
い
て
、
薩
摩
文

化
と
一
味
違
う
の
も
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
。

　

京
文
化
と
種
子
島
文
化
の
交
流
を
語
る
も
う
一
つ
の
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
典
か

ら
三
十
余
年
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
十
二
代
島
主
と
な
る
予
定
の
若
君
、
種
子
島
忠
時
は
、

明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
か
ら
明
応
八
（
一
四
九
九
）
年
ま
で
の
二
年
余
り
も
、
京
都
に

遊
ん
だ
。

　

そ
し
て
、「
弓
馬
お
よ
び
和
歌
、
蹴け

鞠ま
り

」
を
学
び
、
免
状
を
も
ら
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

家
譜
に
明
記
し
て
あ
る
。
忠
時
、
当
時
三
十
歳
。
忠
時
に
は
護
衛
の
家
臣
や
下
働
き
を
す

る
町
民
や
農
民
な
ど
も
同
行
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
者
達
が
京
に
二
年
余
り
も
お
れ
ば
、
主
人
に
倣な

ら

っ
て
、
曲
楽
の
一
端
に
も
ふ

れ
、
門
付
芸
や
座
敷
舞
の
一
つ
二
つ
は
必
ず
習
い
憶
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
芸
能
好

き
な
島
民
性
に
も
よ
っ
て
、
そ
れ
は
成
就
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
『
日
本
の
古
典
芸
能
４
狂
言
』（
平
凡
社
）
に
よ
る
と
、
は
や
し
舞
で
あ
り
、
ま
た
、
祝

言
舞
で
あ
る
「
何
々
舞
を
見
まヽ

ヽ

ヽ
ぃ
な
」
は
、室
町
時
代
か
ら
祝
言
職
に
よ
る
門
付
芸
で
あ
っ

た
大
黒
舞
や
夷
舞
、
鳥
刺
舞
な
ど
の
囃
と
し
て
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　

ま
た
天
正
本
に
は
、
目
録
に
、「
松
の
舞
、
花
の
舞
、
竹
の
子
の
舞
、
大
黒
舞
、
鶉

う
ず
ら

舞
、

田
に
し
舞
、
か
に
舞
、
鳥
刺
舞
、
引
た
る
舞
、
鷺さ

ぎ

舞
」
が
あ
る
と
い
う
。

　

特
に
、
鶉

う
ず
ら

舞
、
田
に
し
舞
、
か
に
舞
、
鳥
刺
舞
、
引
た
る
舞
、
鷺さ

ぎ

舞
な
ど
は
、
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。
鶉
と
鷺
は
鳥
で
あ
り
、
そ
の
生
態
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
田
に
し
舞
」
は
、
種
子
島
で
は
早
物
語
の
一
つ
と
し
て
、「
カ
ラ
ス
口く

ど
き説

」
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
科せ

り
ふ白
は
、「
前
の
田
浦
に
ゃ
タ
ム
シ
（
田
に
し
）
が
一
つ
、
木
戸
の
榎
に
カ

ラ
ス
が
一
羽
、
タ
ム
シ
を
獲
ろ
よ
と
、
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
お
じ
る
。
そ
こ
で
タ
ム

シ
ど
ん
の
言
葉
が
ご
ざ
る
。・
・
・
・
・
」

　

こ
の
カ
ラ
ス
口
説
は
種
子
島
で
は
、
早
物
語
に
も
昔
話
に
も
語
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も

口
承
文
芸
の
範
囲
で
あ
る
。

　

右
の
室
町
時
代
の
門
付
芸
で
あ
っ
た
田
に
し
舞
は
、
口
承
と
楽
曲
を
伴
う
門
付
芸
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
近
縁
の
も
の
が
種
子
島
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
天
正
本
の
「
か
に
舞
」
は
、
や
は
り
「
何
々
舞
を
見
ー
ま
い
な
」
の
は
や
し
を
伴

う
も
の
で
あ
る
の
で
、
蟹
の
生
態
を
歌
い
舞
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
種
子
島
の
ガ

ニ
舞
と
き
わ
め
て
よ
く
似
た
舞
い
で
あ
り
、
座
敷
舞
あ
る
い
は
庭
舞
い
で
あ
っ
た
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
京
文
化
伝
播
の
一
端
と
し
て
、
こ
の
「
か
に
舞
」
が
「
ガ
ニ
舞
」
の
源

流
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
「
鳥
刺
舞
」
も
京
に
も
種
子
島
に
も
あ
る

の
だ
。

　

天
正
本
の
「
引
た
る
舞
」
と
は
、ヒ
キ
の
舞
い
す
な
わ
ち
蟇

ひ
き
が
え
るの

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、「
バ
ッ
ク
ー
舞
」
の
源
流
も
こ
こ
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
、
ガ
ニ
舞
や
、
バ
ッ
ク
ー
舞
の
内
容
や
芸
態
が
い
く
ら
か
違
っ
て
い
て
も
、
大
黒

舞
、
鳥
刺
舞
、
夷
舞
も
あ
る
の
で
あ
り
、
共
通
テ
ー
マ
は
多
い
。
し
か
も
門
付
芸
と
し
て

の
舞
で
あ
る
。
種
子
島
座
敷
舞
の
源
流
は
、
こ
の
天
正
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
年
間

の
京
都
の
舞
に
発
し
て
い
る
と
再
度
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

し
か
も
、
先
に
記
し
た
南
九
州
下
り
の
天
正
年
間
の
狂
言
太
夫
は
、
こ
れ
ら
の
狂
言
は

熟
知
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
て
、『
日
本
歌
謡
集
成
巻
十
二
近
世
編
（
高
野
辰
之
編
）』（
東
京
堂
、
一
九
六
〇
年
）

に
よ
る
と
、
青
森
県
津
軽
郡
中
平
内
村
小
湊
の
舞
踊
歌
と
し
て
、「
杓
子
舞
の
唄
」
と
い

う
の
が
あ
る
。

　
「
杓し

ゃ
く
し子
舞
は
見
さ
い
な
。
奥
山
の
山
中
の
金
平
ど
の
の
弟
の
、
金
四
郎
と
い
ふ
人
は
、

杓
子
う
ち
の
名
人
で
、
杓
子
う
ち
の
道
具
に
は
、
一
分
鑿の

み

に
二
分
鑿の

み

、
前
か
ん
な
に
尻
か
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ん
な
、
番
匠
箱
に
引
入
れ
て
、
引
か
ら
か
っ
て
引
ち
ょ
っ
て
、
一
の
坂
も
せ
こ
せ
こ
、
二

の
坂
も
せ
こ
せ
こ
、
三
の
坂
の
坂
中
で
、
あ
ん
ま
り
腰
も
痛
い
し
、
腰
を
ち
く
と
休
め
て
、

あ
た
り
を
屹き

つ

と
見
た
れ
ば
、
杓
子
木
が
沢
山
で
、
杓
子
木
の
改
め
に
、
一
に
と
っ
て
は
イ

タ
ヤ
の
木
、
二
に
と
っ
て
は
に
か
木
、
三
に
と
っ
て
は
桜
の
木
、
四
に
と
っ
て
は
シ
コ
ロ

の
木
、
五
に
と
っ
て
は
五
葉
の
松
、
六
に
と
っ
て
は
ム
ク
の
木
、
…
…
杓
子
舞
は
見
さ
い

な
、
…
…
杓
子
舞
は
見
さ
い
な
…
…
」

　

と
い
う
よ
う
な
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
見
さ
い
な
」
の
は
や
し
の
歌
で
あ
る
か
ら
、

も
と
は
舞
の
つ
く
歌
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
し
て
、右
に
記
し
た
天
正
本
の
は
や
し
に
も
連
な
る
座
敷
舞
あ
る
い
は
庭
舞
で
あ
り
、

門
付
の
狂
言
舞
の
種
類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
詞
は
長
い
け
れ
ど
も
、
種
子
島
の

煙き
せ
る管
舞
な
ど
に
連
な
る
お
か
し
さ
を
歌
っ
て
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

青
森
は
津
軽
半
島
ま
で
到
達
し
た
門
付
狂
言
は
、歌
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、、
九
州
南
端
を
越
え
た
種
子
島
に
は
、
同
じ
は
や
し
の
座
敷
舞
が
い
く
つ
も
残
っ

て
い
て
今
も
舞
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
や
は
り
、
国
の
両
端
の
中
心
の
京
都
文
化
の
南
北
へ
の
伝
播
に
ち
が
い
な
い
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

天
正
の
頃
の
都
の
門
付
の
狂
言
系
芸
能
は
、
四
四
〇
余
年
を
へ
て
、
一
方
は
歌
と
な
っ

て
残
り
、
も
う
一
方
は
舞
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
、
座
敷
舞
は

沖
縄
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
（
京
太
郎
）
を
含
め
て
鳥
刺
舞
（
鳥
刺
踊
）
は
他
に
も
あ
る
と
は

い
え
、
他
の
座
敷
舞
は
日
本
中
で
種
子
島
だ
け
に
し
か
伝
承
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

じ
つ
に
、
貴
重
な
日
本
の
民
俗
芸
能
だ
と
い
え
よ
う
。

　

筆
者
は
、『
種
子
島
の
民
俗
芸
能
集
』（
南
方
新
社
、
二
〇
一
〇
年
）
の
二
五
五
頁
に
、

座
敷
舞
と
は
別
系
の
「
ほ
い
と
う
踊
」
を
紹
介
し
た
が
、
重
ね
て
こ
の
踊
り
は
、
い
わ
ゆ

る
座
敷
舞
で
は
な
く
、
た
だ
の
座
踊
り
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

　
『
日
本
の
古
典
芸
能
４
狂
言
』
に
よ
る
天
正
本
の
鶉

う
ず
ら

舞
、
鷺さ

ぎ

舞
も
は
や
し
舞
の
種
類
で

あ
り
、
見
ー
さ
い
な
の
歌
で
舞
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
分
ら
な
い
。
鶉
や
鷺

の
生
態
を
模
し
、
そ
れ
を
捕
獲
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
、
笑
わ
せ
る
狂
言
舞
で
あ
ろ
う
か
。

　

な
お
、井
手
幸
男
著
『
中
世
歌
謡
の
史
的
研
究
（
室
町
小
歌
の
時
代
）』（
三
弥
井
書
店
、

一
九
九
五
年
）
に
よ
る
と
、
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
七
月
七
日
、
京
都
北
山
で
、
四
方

に
縄
を
張
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
蛛く

も

舞
を
し
た
と
い
い
、
そ
の
間
々
に
狂
言
も
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年
正
月
二
十
九
日
に
も
天
皇
御
所
で
蛛
舞
・
狂
言
を
し

た
と
い
う
。

　

こ
の
蛛
舞
は
、
種
子
島
の
座
敷
舞
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
時
間
の
か
か
る

舞
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
合
間
に
狂
言
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。「
上
下
七
人
」
す
な
わ
ち
準
備
し

世
話
す
る
人
と
舞
う
人
と
合
計
七
人
や
っ
て
き
て
、
蛛
舞
を
し
た
と
い
う
か
ら
、
も
う
演

劇
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
科
白
は
全
く
分
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
相
当
長
い
劇
風
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
蛛
舞
の
よ
う
な
座
敷
舞
は
、
種
子
島
に
は
到
達
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
動
物

を
主
題
と
し
、
生
態
を
模
し
て
舞
い
、
劇
化
し
た
と
な
れ
ば
、
や
は
り
同
根
の
も
の
で
は

あ
ろ
う
。

　

本
田
安
次
先
生
著
『
語
り
物
・
風
流
二
』（
木
耳
社
、
一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
と
、
新

潟
県
中
部
に
は
、
囃
子
舞
歌
と
し
て
、「
見
さ
い
な
」
の
囃
を
伴
う
舞
と
、
そ
の
囃
は
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
の
系
統
の
歌
・
舞
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

①
え
び
す
舞
、
②
大
黒
舞
、
③
亀
の
舞
、
④
肴さ

か
なさ

し
舞
、
⑤
猩

し
ょ
う
じ
ょ
う々

舞
、
⑥
笛
の
舞
、

⑦
鏡
と
ぎ
舞
、
⑧
松
の
舞
、
⑨
さ
い
と
り
舞
（
鳥
刺
舞
）、
⑩
し
ゃ
く
し
舞
、
⑪
菊
の
舞
、

⑫
蟹
の
舞
、
⑬
聖

ひ
じ
り

舞
、
⑭
兎

う
さ
ぎ

舞
、
⑮
う
づ
ら
舞
、
⑯
天
保
舞
。
ま
だ
あ
る
け
れ
ど
も
、

注
目
す
べ
き
も
の
を
挙
げ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
亀
の
舞
、
兎
舞
は
珍
し
い
。
科
白
も
面
白
い
。
蟹
舞
は
、
甲
羅
を
干
し
た

り
、カ
ラ
ス
に
襲
わ
れ
た
り
し
て
種
子
島
の
ガ
ニ
舞
に
似
て
い
る
。
し
か
も
「
ガ
ニ
ど
ん
」

と
い
っ
て
い
る
。
新
潟
と
種
子
島
と
遠
く
離
れ
た
所
の
一
致
は
、
や
は
り
古
い
時
代
の
原

型
が
京
都
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
種
子
島
の
座
敷
舞
も
ま
た
、
独
特
の
発

達
を
し
、
独
自
の
科
白
の
舞
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
古
く
は
や
っ
ぱ
り
乞ほ

か
い
び
と

食
者
や
門
付

芸
な
ど
の
流
れ
を
汲
み
、
そ
の
わ
ず
か
な
原
型
の
も
と
に
花
咲
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
　

八
、
狂
言
太
夫
（
京
太
郎
）
文
化
の
南
下
と
種
子
島
、
沖
縄

　

(1)　

狂
言
太
夫
の
行
方

　

天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
八
月
、
南
九
州
は
都
城
の
島
津
家
へ
や
っ
て
き
た
『
京
下
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り
の
狂
言
太
夫
』
一
行
は
、
島
津
藩
下
の
武
将
を
頼
っ
て
、
狂
言
を
は
じ
め
数
々
の
舞
を

し
て
回
り
歩
く
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
行
以
前
も
以
後
も
、
南
九
州
は
狂
言
や
諸
芸
能

が
各
地
で
盛
ん
で
あ
っ
た
。
狂
言
太
夫
一
行
は
、
日
向
経
由
薩
摩
入
り
し
て
、
鹿
児
島
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
以
後
、
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

　
『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
も
、
た
く
さ
ん
の
芸
能
や
歌
の
記
録
は
あ
る
が
、
狂
言
太
夫
の

記
録
は
他
に
な
い
。
能
や
歌
舞
、
謡
を
専
門
に
す
る
の
で
な
く
、
狂
言
に
し
ぼ
り
、
し
か

も
さ
ま
ざ
ま
な
狂
言
に
つ
い
て
演
ず
る
専
門
集
団
の
長
で
あ
る
か
ら
狂
言
太
夫
と
い
う
の

だ
ろ
う
。

　

こ
の
一
行
の
足
跡
は
右
以
後
不
明
と
い
う
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
、
覚
兼
の
任
地
外
に
い

て
記
録
に
洩
れ
た
こ
と
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
鹿
児
島
か
ら
忽
然
と
消
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
海
の
彼
方
へ
行
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　

(2)　

琉
球
芸
能
と
薩
摩
芸
能
の
接
触

　

こ
の
接
触
は
、
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
三
月
、
上
井
覚
兼
の
記
録
が
く
わ
し
い
。
琉

球
国
よ
り
使
僧
・
使
者
が
見
え
、
大
酒
盛
に
な
り
、
琉
球
人
は
じ
ゃ
び
せ
ん
を
ひ
い
た
と

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三さ

ん
し
ん線
を
ひ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
歌
っ
た
わ
け
だ
。

　

天
正
三
年
四
月
に
は
、
島
津
義
久
は
鹿
児
島
で
、
琉
球
国
の
使
僧
・
使
者
を
も
て
な
し

た
。
そ
の
時
は
泡
盛
も
出
て
、
松
・
か
ね
な
と
い
う
二
人
の
童
子
が
ま
か
り
出
て
島
津
義

久
に
酌
を
上
げ
、
そ
の
あ
と
、
二
人
は
三さ

ん
し
ん線
を
ひ
き
、
歌
も
う
た
っ
た
。

　

そ
の
後
、
琉
球
側
の
管
絋
衆
が
七
人
出
て
楽
を
奏
し
、
庭
で
は
四
人
が
太
鼓
を
打
ち
、

ま
た
四
人
が
拍
子
を
打
っ
た
。
そ
し
て
ご
ち
そ
う
も
出
て
、
夜
ふ
け
ま
で
酒
宴
が
続
い
た

が
、
琉
球
首
里
の
品
々
も
出
て
に
ぎ
わ
っ
た
。
ま
た
、
鼓
や
太
鼓
の
音
も
た
や
さ
ず
、
薩

摩
側
も
河
野
氏
な
ど
が
舞
も
し
た
。

　

以
上
の
内
容
で
は
、
狂
言
が
出
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
狂
言
は

な
く
て
、
三さ

ん
し
ん線
に
よ
る
歌
や
鼓
、
太
鼓
な
ど
を
伴
う
歌
謡
が
主
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ

は
、
琉
球
・
薩
摩
双
方
と
も
、
専
門
の
芸
人
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

　

(3)　

狂
言
文
化
の
南
下

　

種
子
島
へ
の
放ほ

う
か
し

下
師
の
来
島
お
よ
び
寄
留
は
、
十
四
世
紀
中
頃
以
降
で
あ
っ
た
。
薩
摩

経
由
で
な
く
、
肥
前
か
ら
や
っ
て
き
た
松
浦
党
の
者
で
あ
っ
た
。
曲
や
舞
や
狂
言
な
ど
を

よ
く
し
た
ら
し
い
が
、
種
子
島
に
す
み
つ
き
、
子
孫
も
つ
づ
い
た
。

　

ま
た
、
中
世
に
は
島
主
と
な
る
べ
き
若
君
の
頃
の
忠
元
主
従
は
、
二
年
余
り
も
京
都
に

遊
び
、
蹴け

毬ま
り

な
ど
学
ん
だ
。
狂
言
な
ど
の
芸
も
見
学
し
、
あ
る
い
は
憶
え
た
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
種
子
島
へ
は
鹿
児
島
か
ら
入
っ
た
狂
言
も
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
中
世
種
子
島
の
赤
尾
木
（
麓
・
東
町
・
西
町
）
は
、
南
島
の
権
力
の
中
心

で
あ
る
と
共
に
、
商
業
・
貿
易
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
南
西
諸
島
の
次
の
政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
地
は
、
沖
縄
の
首
里
・
那
覇
で
あ
る
。
南
島
で
は
、
こ
の
二
つ
の
拠

点
を
中
心
に
し
て
一
つ
、
ま
た
双
方
を
結
び
な
が
ら
交
流
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
室
町
狂
言
文
化
が
鹿
児
島
か
ら
、
ま
た
赤
尾
木
か
ら
那
覇
へ
と
流
れ
る
海

上
の
道
が
あ
っ
た
。
そ
の
流
れ
は
、
鹿
児
島
～
赤
尾
木
～
那
覇
と
い
う
大
拠
点
ば
か
り
で

な
く
、
島
々
の
小
拠
点
も
む
す
ん
で
流
れ
、
伝
播
し
た
。

　

１
．
ト
カ
ラ
列
島
口
之
島
の
盆
踊
り
狂
言

　

ト
カ
ラ
列
島
口
之
島
の
盆
踊
り
は
、
踊
り
の
部
と
狂
言
の
部
か
ら
成
る
。
狂
言
は
、
肥

後
の
国
、
木
﨑
原ば

る

合
戦
、
佐
野
源
左
衛
門
常
世
、
さ
ん
ぞ
ー
ろ
味
方
の
軍
勢
、
悪
人
の
五

種
類
あ
る
。

　

そ
の
中
の
肥
後
の
国
は
、
テ
ラ
（
昔
、
寺
が
あ
っ
た
場
所
、
今
墓
地
）
の
庭
で
、
弓
を

持
っ
た
一
人
の
若
者
が
出
て
き
て
、
島
民
注
視
の
中
、
大
声
を
出
し
て
「
肥
後
の
国
」
の

科せ
り
ふ白
を
ゆ
っ
く
り
述
べ
な
が
ら
、
一
人
芝
居
を
す
る
。
そ
の
口
上
は
、

　
「
赤
坂
源
兵
衛
と
い
う
人
が
お
り
ま
し
た
。
そ
の
人
が
一
里
あ
ま
り
あ
る
大
き
な
屋
敷

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
屋
敷
の
東
の
方
の
妻
（
陽
）
に
、大
き
な
大
木
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
木
の
一
の
枝
に
チ
ン
カ
ラ
コ
ウ
、
カ
ラ
コ
ウ
と
い
う
鳥
が
、・
・
・
・
・
」

　

と
い
う
も
の
で
、
途
方
も
な
い
大
き
な
話
を
述
べ
て
い
く
。

　

じ
つ
は
こ
の
狂
言
は
、種
子
島
の
早
物
語
「
赤
坂
源
兵
衛
」
と
よ
く
似
た
物
語
で
あ
る
。

種
子
島
で
は
、

　
「
外げ

だ
い題
は
、
赤
坂
源げ

ん

兵び
ょ
う
え衛
願
い
申
す
。
東
西
東
西
、
国
を
申
さ
ば
（
注
、
国
名
を
欠
く
）、

赤
坂
源
兵
衛
と
い
わ
れ
ま
す
る
エ
ビ
捕
り
の
大
名
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
け
る
。
…
…
…
」

　

と
、
早
口
で
語
っ
て
い
く
。
そ
の
時
は
正
座
し
て
皆
に
語
る
。
し
か
し
、
内
容
は
あ
り

も
し
な
い
途
方
も
な
く
大
き
い
話
で
あ
る
の
で
、
人
び
と
の
哄
笑
を
さ
そ
う
。

　

こ
の
早
物
語
は
、安
間
清
著『
早
物
語
覚
え
書
』（
甲
陽
書
房
、一
九
六
四
年
）に
よ
る
と
、
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「
琵
琶
法
師
な
ど
の
口
頭
の
文
芸
者
が
、
口
で
語
る
と
い
う
技
能
を
修
練
し
練
磨
す
る

た
め
に
、
早
物
語
を
練
習
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
効
用
の
一
つ
と
し
て
考

え
ら
れ
る
」

　

と
述
べ
、
そ
し
て
、「
若
い
盲
目
の
弟
子
た
ち
は
、
平
家
物
語
の
口
演
を
習
う
前
に
、

ま
ず
小
歌
や
早
物
語
を
習
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
つ
ま
り
琵
琶

法
師
と
し
て
の
修
業
の
た
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
琵
琶
法
師
の
語
り
の
合
間
に
、
弟
子
た
ち
が
早
口
に
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、

能
の
合
間
に
行
っ
た
狂
言
と
成
立
工
合
が
似
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ト
カ
ラ
の
口
之
島
の
「
赤
坂
源
兵
衛
」
は
題
名
だ
け
で
な
く
、
話
の
大
ま

か
な
展
開
や
、
チ
ン
カ
ラ
コ
ウ
と
い
う
鳥
の
名
な
ど
、
全
く
同
じ
用
語
を
使
っ
て
い
て
、

こ
の
狂
言
科
白
が
種
子
島
早
物
語
の
「
赤
坂
源
兵
衛
」
の
科
白
と
同
根
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
口
之
島
の
狂
言
の
科
白
は
、
種
子
島
早
物
語
が
南
下
伝
播
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。

　

２
、
奄
美
諸
島
の
シ
バ
ヤ
（
芝
居
）

　

加
計
呂
麻
島
の
諸し

ょ
ど
ん鈍
集
落
で
、
旧
暦
九
月
に
行
わ
れ
る
諸
鈍
芝
居
の
中
で
、「
ダ
ッ
ト

ど
ん
の
川
渡
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

　

ま
た
、
加
計
呂
麻
島
の
対
岸
の
奄
美
大
島
瀬
戸
内
町
油ゆ

い井
に
は
、
旧
暦
八
月
に
行
わ
れ

る
豊
年
祭
の
「
ガ
ッ
ト
ど
ん
の
川
渡
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
は
、
よ
く
似
た
一
人
劇
で
あ
る
が
、
盲
目
の
三さ

ん
し
ん線
弾
き
（
琵
琶
弾
き
）
が
川

渡
を
し
、
脱
糞
す
る
有
様
を
面
白
お
か
し
く
演
ず
る
無
言
劇
で
あ
り
、
狂
言
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
よ
く
似
た
話
が
、
大
隅
半
島
有
明
町
の
蓬ふ

つ
は
ら原
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
西
山
太
吉

氏
（
明
治
二
十
三
年
生
）
が
「
座ざ

っ
つ頭

ど
ん
の
川
渡
り
」
と
い
う
題
で
、
昔
話
を
語
っ
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

諸
鈍
や
油
井
の
場
合
も
、「
…
…
ど
ん
」
と
言
い
、
大
隅
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

内
容
も
表
現
の
仕
方
も
似
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
は
一
方
は
狂
言
で
あ
り
、
一
方
は

昔
話
で
あ
る
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
、
同
根
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

つ
ま
り
、
大
隅
、
広
く
い
え
ば
薩
摩
の
口
承
文
芸
の
一
つ
「
座ざ

っ
つ頭
ど
ん
」
話
が
奄
美
に

伝
播
し
て
、
諸
鈍
芝
居
や
油
井
豊
年
祭
の
芸
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
狂
言
と
し
て
加
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

諸
鈍
芝
居
も
油
井
豊
年
祭
も
、
近
世
初
・
中
期
頃
成
立
し
た
も
の
か
と
思
う
が
、
と
も

か
く
こ
の
よ
う
に
し
て
、
薩
摩
文
化
が
奄
美
諸
島
狂
言
と
し
て
受
容
さ
れ
、
そ
し
て
、
変

容
し
て
奄
美
文
化
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

３
、
沖
縄
八
重
山
諸
島
の
狂き

ょ
ん
ぎ
ん言
リ
ッ
ポ
ウ
、
ル
ッ
ポ
ウ

　

八
重
山
諸
島
に
種
子
島
早
物
語
ロ
ッ
ポ
ウ
が
伝
播
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
実
は
、

こ
こ
で
は
、
八
重
山
よ
り
先
に
沖
縄
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
（
京
太
郎
）
に
つ
い
て
述
べ
る
の

が
順
序
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
項
で
ま
と
め
て
述
べ
る
。

　

さ
て
、八
重
山
諸
島
で
ヤ
マ
ト
狂
言
系
芸
能
が
見
ら
れ
る
。
西

い
り
お
も
て表

島じ
ま

祖そ

納な
い

で
は
、シ
テ
ィ

（
節
祭
り
）
の
日
、
パ
チ
カ
イ
（
早
使
い
）
と
い
っ
て
、
一
人
狂
言
を
す
る
。

　
「
ヘ
ー
ク
、
パ
チ
カ
イ
ヌ
（
飛
脚
、
早
使
い
の
）、
グ
ヨ
ゥ
シ
ヌ
、
ン
マ
、（
御
用
使
の

馬
で
あ
る
が
）、グ
ヨ
ゥ
シ
ラ
ン
テ
ィ
（
御
用
を
忘
れ
て
）、カ
ラ
ド
ゥ
ク
ヌ
ン
ザ
（
し
ま
っ

て
、
こ
い
つ
は
）、
カ
ー
ラ
ヤ
マ
ミ
チ
（
カ
ー
ラ
山
の
山
道
か
ら
）、
…
…
…
」

　

舟
が
渚
に
つ
く
と
、
櫂か

い

を
股
に
は
さ
ん
だ
若
者
が
舟
か
ら
飛
び
お
り
て
走
っ
て
き
て
、

桟さ
し
き敷
（
ミ
ロ
ク
や
ア
ン
ガ
マ
の
い
る
席
）
の
前
へ
行
き
、
右
の
口
上
を
述
べ
る
。
一
人
狂

言
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
祖そ

な
い納
の
下
原
村
の
例
で
あ
り
、
そ
の
話
の
内
容
は
大お

お
ば
な
し話
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
祖
納
の
上う

え
む
ら村
の
場
合
は
、
ル
ッ
ポ
ウ
と
い
い
、
一
人
の
若
者
が
、

　
「
ア
ガ
リ
ク
ム
ヌ
、ク
シ
カ
ラ
（
東
の
雲
の
後
か
ら
）
ヌ
リ
ト
ゥ
ン
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
ル
（
乗

り
飛
び
出
ま
し
た
）、
ミ
ー
ル
ク
ユ
ー
ガ
フ
（
彌み

ろ
く勒
世ゆ

が

ふ
果
報
を
）
…
…
…
」

　

と
述
べ
る
も
の
で
、
語
り
口
調
で
あ
り
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
な
い
。
そ
ん
な
に
早
口
で
も

な
い
が
、
大
勢
の
前
で
勢
い
よ
く
述
べ
る
の
で
、
自
然
に
早
口
に
な
る
。
こ
の
ル
ッ
ポ
ー

に
「
禄
報
」
と
宛
字
し
て
い
る
。
祖そ

な
い納
の
下
原
村
で
は
リ
ッ
ポ
ウ
と
い
う
。

　

こ
の
他
の
村
々
の
口
上
も
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ル
ッ
ポ
ウ
や
リ
ッ
ポ
ウ
は
、
一
人

狂
言
で
あ
り
、
現
地
で
は
キ
ョ
ン
ギ
ン
（
狂
言
）
だ
と
も
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、ル
ッ
ポ
ウ
と
か
リ
ッ
ポ
ウ
と
は
何
か
。
実
は
こ
れ
は
、種
子
島
で
い
う
ロ
ッ

ポ
ウ
で
あ
り
、ハ
ヤ
モ
ン
ガ
タ
リ
（
早
口
物
語
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ッ
ポ
ウ
の
語
源
は
、

六
法
で
あ
り
、
歌
舞
伎
の
六
法
と
同
じ
で
あ
る
。

　

六
法
を
切
る
な
ど
と
い
い
、
大
仰
な
身
振
り
を
い
う
の
と
同
じ
で
、
早
口
物
語
で
は
、

大
話
が
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
狂
言
的
な
の
で
あ
る
。
そ
の
ロ
ッ
ポ
ウ
が
八
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重
山
に
伝
わ
っ
て
、
リ
ッ
ポ
ウ
と
か
ル
ッ
ポ
ウ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
種
子
島
→
八
重
山
の
こ
の
ル
ッ
ポ
ー
伝
播
に
は
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
（
京
太
郎
）

の
介
在
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

４
．
沖
永
良
部
島
の
シ
ュ
ー
ト
マ
イ

　

沖
永
良
部
島
の
久ぐ

し
け
ん

志
検
の
シ
ュ
ー
ト
マ
イ
は
、
十
五
夜
ア
シ
ビ
（
遊
び
）
な
ど
の
折
、

シ
ニ
グ
ド
ゥ
（
シ
ニ
グ
祭
を
し
た
広
場
）
な
ど
で
舞
を
し
て
遊
ん
だ
。

　

こ
の
舞
は
ヤ
マ
ト
系
の
踊
り
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
鉦
（
金
属
片
で
よ
い
）
六
人
、
太
鼓

四
人
、
舞
手
一
人
で
、
鉦
三
人
と
太
鼓
二
人
が
一
列
に
並
ん
で
座
り
、
少
し
間
を
お
い
て

同
様
に
一
列
並
ん
で
座
る
。
そ
の
間
に
舞
手
が
立
つ
、
と
い
う
陣
型
で
あ
っ
た
。

　

舞
手
（
男
）
は
、
紋
付
・
袴

は
か
ま

姿
で
、
編
笠
を
被
り
、
帯
刀
し
、
扇
子
二
本
を
持
っ
て
い

た
。
楽
の
人
達
が
次
の
よ
う
に
歌
う
と
、
舞
手
が
舞
っ
た
。

　
「
シ
ュ
ー
ト
マ
イ
（
収
斗
舞
）
や
見
ー
さ
い
な
あ
。
シ
ュ
ー
ト
マ
イ
と
は
や
さ
れ
て
、」

　

こ
の
と
き
、
舞
手
は
扇
子
二
本
を
持
っ
て
立
ち
、
足
を
踏
ん
で
舞
う
。
そ
の
と
き
の
歌

（
言
葉
）
は
、

　
「
一
万
石
の
シ
ュ
ー
ト
は
、
一
万
一
石
一
斗
一
升
一
合
ま
で
も
、
収
斗
ど
ん
の
お
倉
に

納
め
て
、
受
け
取
り
賜
っ
た
。」

　

次
い
で
、「
シ
ュ
ー
ト
マ
イ
や
、
見
ー
さ
い
な
あ
。
…
…
…
」
と
は
や
す
と
、
舞
手
は
、

　
「
二
万
二
石
の
収
斗
は
、
二
万
二
石
一
斗
一
升
一
合
ま
で
も
…
」
と
歌
っ
て
舞
っ
た
。

こ
う
し
て
順
々
に
、
楽
器
の
皆
、
舞
手
と
い
う
ぐ
あ
い
に
か
わ
る
が
わ
る
、
ハ
ヤ
シ
・
歌

（
言
葉
）・
舞
と
い
う
ぐ
あ
い
に
行
わ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
収
斗
は
、
枡ま

す

に
籾
を
入
れ
、
斗
か
き
を
の
せ
て
ひ
き
、
ぴ
し
ゃ
り
一
斗
（
あ

る
い
は
一
升
）
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。

　

昔
の
上
納
状
況
を
題
材
に
し
た
ヤ
マ
ト
系
芸
能
で
あ
り
、沖
永
良
部
島
で
は
「
遊
び
歌
」

の
一
種
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
貢ぐ

も
ち物
踊
り
の
一
種
だ
と
も
さ
れ
、
島
民
が
薩
摩
の
役
人
に
上
納
す
る
時
の
風

景
だ
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
岩
手
県
北
部
に
も
「
収し

ゅ
う
と斗
舞ま

い

神
楽
」
と
い
う
の
が
あ
る
（
森
口
多
里
著
『
岩

手
県
民
俗
芸
能
誌
』（
錦
正
社
、
一
九
七
一
年
）。
つ
ま
り
、
ヤ
マ
ト
の
奥
深
く
と
、
奄
美

の
沖
永
良
部
島
に
収
斗
舞
は
あ
る
の
だ
。

　

そ
れ
で
、
こ
の
舞
の
系
統
は
ヤ
マ
ト
系
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
沖
縄
の
チ
ョ
ン

ダ
ラ
ー
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
。

　

大
城
學
著
『
沖
縄
の
祭
祀
と
民
俗
芸
能
の
研
究
』（
二
〇
〇
三
年
、
砂
子
屋
書
房
）
に

よ
る
と
、
宜
野
座
の
京
太
郎
の
演
目
は
、
①
早
口
説
、
②
扇
子
の
舞
（
京
下
り
）、
③
御

知
行
（
升
斗
舞
）、
④
鳥
刺
し
舞
、
⑤
馬
舞
の
五
演
目
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

③
の
御
知
行
（
升
斗
舞
）
は
、
沖
縄
語
に
よ
る
科
白
で
あ
る
が
、
基
本
は
沖
永
良
部
島

の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。

　
『
え
ら
ぶ
郷
土
研
究
会
報
』
26
号
の
先
田
光み

つ
の
ぶ演

氏
「
グ
ム
チ
ヲ
ゥ
ド
ゥ
イ
（
貢
物
踊
り
）」

に
よ
る
と
、
高
橋
孝
代
氏
の
著
書
に
根
折
集
落
に
大
黒
舞
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
種
子
島
を
は
じ
め
全
国
に
分
布
す
る
狂
言
系
芸
能
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
沖
永
良
部
島
に
は
、
ヤ
マ
ト
系
の
狂
言
「
見
ー
さ
い
な
あ
」
が
南
下
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

(4)　

チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
（
京
太
郎
）
の
南
下

　

チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
、
沖
縄
の
民
俗
芸
能
で
、
現
在
、
沖
縄
市
泡
瀬
や
宜
野
座
村
宜
野
座

な
ど
に
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
芸
能
は
、
青
年
達
が
一
〇
人
～
三
〇
人
位
で
演
じ
る
舞
台
芸
能
で
あ
る
。
そ
の
芸

の
内
容
は
、
万
歳
、
早
口
説
、
御
知
行
、
馬
舞
、
鳥
刺
し
舞
な
ど
で
、
舞
台
で
行
う
。
元

は
人
形
を
回
す
芝
居
す
な
わ
ち
傀く

ぐ
つ儡
も
し
た
と
い
う
。

　

そ
れ
ら
の
芸
の
う
ち
万
歳
は
、
平
安
時
代
の
千せ

ん
ず
ま
ん
ざ
い

秋
万
歳
の
貴
紳
邸
宅
訪
問
の
流
れ
を
汲

む
門
付
芸
の
沖
縄
版
で
あ
ろ
う
し
、
早
口
説
は
さ
き
ほ
ど
八
重
山
で
見
た
リ
ッ
ポ
ウ
タ
イ

プ
の
、
早
口
狂
言
の
一
人
芝
居
（
い
や
、
沖
縄
で
は
大
人
数
で
の
芝
居
）
で
あ
る
。

　

御
知
行
は
、
升
斗
舞
と
も
書
か
れ
、
沖
縄
語
を
ヤ
マ
ト
語
で
表
わ
す
と
、「
ハ
ー
、
御

升
斗
舞
を
見
ー
さ
い
な
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
み
ー
さ
い
な
」
は
、そ
の
ま
ま
み
ー

さ
い
な
、
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
升
斗
舞
は
、
ヤ
マ
ト
系
の
芸
能
で
あ
り
、
種
子
島
の
座
敷
舞
と
は
演
目
や
歌
詞
・

踊
る
場
所
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
同
類
芸
能
で
あ
る
。

　

馬
舞
は
、
狂
言
調
の
面
白
い
文
句
を
連
ね
る
語
り
踊
り
で
あ
る
。
鳥
刺
し
舞
は
、
ヤ
マ

ト
の
鳥
刺
し
舞
と
似
た
狂
言
口
調
の
踊
り
で
、「
み
ー
さ
い
な
」
の
語
が
入
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
沖
縄
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
芸
は
、
ヤ
マ
ト
系
の
狂
言
芸
能
を
中
心
と
な
し

− 121 −



て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
芸
能
群
は
、
い
つ
頃
、
ヤ
マ
ト
か
ら
沖
縄

す
な
わ
ち
琉
球
へ
入
っ
て
き
た
の
か
。

　

実
は
、こ
れ
を
裏
付
け
る
唯
一
の
文
献
が
先
ほ
ど
来
、引
用
し
て
い
る『
上
井
覚
兼
日
記
』

（
岩
波
書
店
）
で
あ
る
。
同
書
下
巻
一
四
頁
の
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
八
月
二
十
四

日
の
条
を
し
っ
か
り
見
よ
う
。

　

こ
の
夜
、
薩
摩
藩
主
島
津
義
弘
は
都
城
へ
や
っ
て
き
て
、
家
臣
土
持
氏
や
覚
兼
他
武
将

ら
を
招
い
て
の
宴
に
な
り
、
そ
れ
は
鶏
の
鳴
く
頃
ま
で
は
ず
ん
だ
。

　

こ
の
夜
は
、「
京ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

よ
り
下
り
候
狂
言
太
夫
参
り
、
種く

さ
ぐ
さ々

の
義
共
申
し
候
」
と
あ
る
。「
狂

言
」
の
語
は
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
同
書
三
巻
中
、
十
四
カ
所
、
狂
言
舞
は
九
カ
所
あ

る
が
、
狂
言
太
夫
は
こ
の
一
カ
所
し
か
な
い
。

　

こ
の
太
夫
は
、
島
津
氏
の
一
番
の
武
将
義
弘
の
所
で
舞
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
乱
世
の
南
九
州
に
京
都
よ
り
、
薩
摩
一
の
武
将
島
津
義
弘
を
頼
っ
て
の
薩
摩
下
り
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
と
き
、
領ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

内
回
り
の
許
可
も
得
た
か
、
あ
る
い
は
特ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

殊
な
密
命
を
受
け
た

か
で
の
ど
ち
ら
か
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
城
下
町
鹿
児
島
で
も
舞
を
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は

海
を
渡
っ
て
行
く
と
琉
球
に
つ
く
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
一
行
は
京
都
筋
の
命
に
よ
る
、
南

国
の
状
況
を
探
る
密
命
を
お
び
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
覚
兼
日
記
に
も
一
例
し
か
記
さ

れ
て
な
い
「
京
よ
り
下
り
候
狂
言
太
夫
」
一
行
で
あ
る
。
し
か
も
、
門
付
の
貧
し
い
芸
集

団
で
は
な
く
、
殿
が
や
っ
て
来
た
館

や
か
た
へ
も
堂
々
と
招
じ
入
れ
ら
れ
る
上
級
芸
者
で
あ
り
、

京
の
有
力
者
の
紹
介
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
よ
い
よ
、
内
情
視
察

の
密
命
も
お
び
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

京
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
南
九
州
の
都
城
ま
で
や
っ
て
き
た
太
夫
一
行
の
足
跡
は
、
史
料
か
ら

は
絶
え
る
の
で
あ
る
が
、
次
の
目
的
地
と
し
て
鹿
児
島
ま
で
は
行
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
す
ご
い
武
将
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
家
臣
団
を
持
つ
島
津
義
弘
が
さ
と
ら
ぬ
は

ず
は
な
い
し
、
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
逆
に
歓
待
し
、
利

用
し
て
密
命
を
命
じ
沖
縄
へ
下
し
た
と
考
え
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

鹿
児
島
か
ら
先
、
藩
内
を
あ
ち
こ
ち
回
れ
ば
、
覚
兼
日
記
に
も
も
う
少
し
出
て
く
る
は

ず
だ
。
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
忽
然
と
消
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

の
理
由
は
、
つ
ま
り
、
船
に
乗
っ
て
南
下
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
語
は
ど
う
し
て
起
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
右
の
上
井
覚
兼

日
記
文
か
ら
す
る
と
、「
京
太
夫
→
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
」
と
、「
狂

き
ょ
う
げ
ん言
太だ

ゆ
う夫
→
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
」

の
両
方
が
考
え
ら
れ
る
が
、
琉
球
語
法
か
ら
い
え
ば
ど
ち
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
、
京
太
夫
→
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
で
は
な
い
か
、
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、上
井
覚
兼
日
記
の
文
か
ら
の
推
定
で
あ
る
。
日
記
に
唯
一
回
出
て
、

忽
然
と
消
え
る
「
京
よ
り
下
り
候
狂
言
太
夫
」
は
、
何
度
も
記
す
よ
う
に
、
鹿
児
島
か
ら

沖
縄
を
め
ざ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、天
正
十
三
年
秋
頃
。
ニ
シ
（
北
）
の
風
の
吹
く
、八
、九
月
頃
、南
島
へ
向
か
っ

た
か
。
そ
れ
に
は
、
先
ほ
ど
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
京
の
都
の
密
命
と
共
に
、
薩
摩
の
密

命
も
加
わ
っ
て
の
南
下
行
だ
っ
た
か
。
む
し
ろ
、
そ
の
折
は
、
薩
摩
の
命
の
ほ
う
が
つ
よ

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

(5)　

チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
南
下
と
種
子
島

　

大
永
元
（
一
五
二
一
）
年
、
琉
球
三
司
官
の
書
翰か

ん

も
種
子
島
家
に
届
い
て
い
て
、
こ
の

頃
、
種
子
島
家
と
琉
球
国
と
の
交
流
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
弘
治
元
（
一
五
五
五
）
年
に
は
、

琉
球
中
山
王
の
書
も
届
い
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
頃
の
『
種
子
島
家
譜
』
を
見
る
と
、
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
記
事

を
欠
き
、
十
四
、十
五
年
、
十
六
年
も
欠
き
、
十
七
年
、
十
八
年
な
ど
の
項
に
は
、
狂
言

太
夫
が
来
島
し
た
記
事
は
な
い
。

　

十
七
年
十
一
月
に
は
、
島
主
種
子
島
久
時
は
、
島
津
義
弘
に
従
っ
て
京
都
へ
行
き
、

蹴け
ま
り鞠
の
免
状
を
五
通
も
も
ら
っ
て
い
る
。

　

久
時
の
入
洛
は
、
家
来
た
ち
の
者
に
よ
る
京
文
化
、
特
に
こ
こ
で
は
狂
言
文
化
の
習
得
、

流
入
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

京
く
だ
り
の
狂
言
太
夫
が
南
下
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
時
折
、
海
賊
も
出
た
の
で
、
南
島

を
監
視
し
、一
円
の
海
上
権
を
持
つ
種
子
島
氏
の
保
護
下
に
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
中
世
、

赤
尾
木
港
に
寄
港
し
て
琉
球
へ
行
く
船
も
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
赤
尾
木
の
港
は
賑

わ
い
、
東
町
、
西
町
は
そ
の
居
留
地
で
あ
っ
た
。

　

も
し
、『
種
子
島
家
譜
』
に
、
当
時
の
禰ね

じ
め寝
と
種
子
島
と
の
戦
い
や
、
鉄
砲
伝
来
、
秀

吉
の
朝
鮮
の
役
従
軍
な
ど
の
記
事
を
重
視
し
た
た
め
、
狂
言
太
夫
の
寄
留
が
洩
れ
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
惜
し
い
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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な
お
、
京
下
り
の
狂
言
太
夫
一
行
は
、
以
前
か
ら
京
文
化
と
接
触
の
多
か
っ
た
種
子
島

に
一
旦
寄
港
し
て
、
か
つ
、
薩
摩
人
と
一
味
違
っ
て
王
朝
風
の
雅

み
や
び
や
か
な
言
語
文
化
が
残

る
種
子
島
に
寄
り
、
馴
れ
な
い
琉
球
へ
の
案
内
者
と
し
て
、
種
子
島
民
を
一
行
に
加
え
て

南
下
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
水
先
案
内
と
し
て
も
現
地
案
内
と
し
て
も
、
種
子
島
人

の
ほ
う
が
南
島
航
海
に
な
れ
て
い
る
し
、
な
お
、
上
陸
し
て
も
京
言
葉
ふ
う
の
言
語
は
、

怪
し
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

(6)　

沖
縄
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
（
京
太
郎
）

　

大
城
學
著
『
沖
縄
の
祭
祀
と
民
俗
芸
能
の
研
究
』
を
参
考
に
し
て
、
先
ほ
ど
も
若
干
記

し
た
が
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
、
大
ま
か
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　
「
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
、
明
治
初
期
頃
ま
で
、
首
里
の
安
仁
屋
村
（
現
沖
縄
市
首
里
久
場

川
町
の
一
部
）
を
根
拠
地
と
し
て
島
内
を
め
ぐ
り
歩
き
、
人
形
を
使
っ
て
か
ず
か
ず
の
芸

を
演
じ
た
正
月
の
門
付
芸
人
、
お
よ
び
そ
の
芸
能
を
い
う
」
と
あ
る
。

　
『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）
に
は
京
太
郎
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

前
か
ら
い
た
こ
と
が
分
る
と
い
う
。

　

南
九
州
に
、「
京
下
り
の
狂
言
太
夫
」
一
行
が
現
れ
た
の
は
、
一
五
八
五
年
で
あ
っ
た
。

由
来
記
よ
り
一
二
八
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
由
来
記
が
京
太
郎
の
由
来
不
可
考
也
と

い
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
人
形
芝
居
を
し
た
と
あ
る
が
、
上
井
覚
兼
日
記
に
も
、
種
子
島
座
敷

舞
に
も
人
形
芝
居
の
記
載
も
伝
承
も
な
い
。
上
井
本
は
記
載
洩
れ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
「
種く

さ
ぐ
さ々

の
義
申
候
」
に
傀く

ぐ
つ儡
な
ど
の
人
形
芝
居
も
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

神
田
よ
り
子
・
俵
木
悟
編
『
民
俗
小
事
典
・
神
事
と
芸
能
』
に
よ
る
と
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー

は
現
在
は
、
沖
縄
市
泡
瀬
、
宜
野
座
村
宜
野
座
、
石
川
市
伊
波
、
名
護
市
呉ご

が我
、
読よ

み
た
ん谷
村

長
浜
な
ど
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
し
て
、青
年
男
子
十
～
三
十
人
ほ
ど
で
演
じ
ら
れ
る
舞
台
芸
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

近
代
以
前
は
、
人
形
を
使
っ
た
少
人
数
（
人
形
使
い
二
人
、
太
鼓
打
ち
一
人
）
の
門
付
け

芸
能
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
人
形
を
使
う
演
目
と
使
わ
な
い
演
目
が
何
で
あ
っ
た
か
よ
く
分

ら
な
い
。

　

宜
野
座
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
、
前
に
も
記
し
た
の
だ
が
、
早
口く

ど
き説
、
扇
子
の
舞
、
升し

ゅ
う
と斗

舞
、
鳥
刺
し
舞
、
馬
舞
の
五
つ
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
は
、
八
重
山
に
も
伝
播
し
、
特
に
早
口
説
は
リ
ッ
ポ
ウ
（
ル
ッ
ポ
ウ
、
六
法
）

と
な
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
記
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
土
～
種
子
島
～
沖
縄
～
八
重
山
と
分
布
す
る
本
土
系
芸
能
で
あ
り
、
鳥
刺

し
舞
も
全
国
分
布
、
升
斗
舞
も
東
北
に
も
あ
る
本
土
系
、
馬
舞
は
春
駒
と
も
言
っ
て
、
ほ

ぼ
全
国
に
分
布
し
て
い
た
。

　

沖
縄
で
は
、
語
り
や
歌
詞
が
沖
縄
口ぐ

ち

に
な
っ
て
い
る
の
が
特
長
で
あ
る
が
、
話
の
本
筋

は
本
土
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
。

　

沖
縄
市
泡
瀬
の
演
目
は
、
早
口
説
、
扇
子
の
舞
、
御お

知ち
ぎ
ょ
う行

（
升
斗
舞
）、
馬
舞
者
、
鳥

刺
舞
で
あ
り
、
こ
の
順
に
舞
わ
れ
る
と
い
う
。

　

名
護
市
呉ご

が我
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
、
仇
討
物
語
の
歌
劇
で
、「
義
民
（
京
太
郎
）」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
ら
し
い
。
内
容
は
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
芸
を
い
ろ
い
ろ
取
り
こ
ん
だ
の
だ
と

い
う
。

　

そ
の
他
の
所
で
は
、
万
才
、
口
説
、
馬
舞
な
ど
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　

九
、
座
敷
舞
の
ま
と
め

　

①
種
子
島
の
座
敷
舞
は
、祝
宴
の
途
中
で
、余
興
と
し
て
行
わ
れ
る
。「
見
ー
さ
い
な
あ
」

の
囃
の
も
と
に
、
舞
手
は
一
人
、
座
敷
の
中
央
で
科せ

り
ふ白

を
述
べ
な
が
ら
演
じ
て
い
く
。

　

主
題
に
そ
っ
た
舞
を
、
滑
稽
に
あ
る
い
は
忠
実
に
次
々
に
演
じ
る
が
、
そ
れ
は
笑
い
を

さ
そ
う
狂
言
芸
能
で
あ
る
。

　

明
治
ま
で
は
、
座
敷
舞
は
十
二
舞
伝
承
し
て
い
た
と
い
う
が
、
今
で
は
、
バ
ッ
ク
ー

（
蟇

ひ
き
が
え
る）

舞
、
ガ
ニ
（
蟹
）
舞
、
婆ば

じ
ょ
う尉

舞
、
鳥
刺
舞
の
四
つ
、
婆
尉
舞
の
姉
妹
篇
の
ト
ッ
シ
ー

舞
も
加
え
る
と
確
実
な
の
は
五
つ
ぐ
ら
い
し
か
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
仏
舞
、
味
噌
舞
な
ど
も
稽
古
す
れ
ば
、
復
活
は
可
能
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

右
の
五
つ
の
座
敷
舞
は
、
国
内
的
に
見
て
も
重
要
な
よ
う
だ
。
東
北
地
方
で
は
門
付
芸

と
し
て
、
大
黒
舞
、
春
駒
な
ど
が
舞
わ
れ
、
鳥
刺
舞
も
各
地
に
庭
芸
と
し
て
踊
ら
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
今
な
お
集
中
し
て
座
敷
舞
と
し
て
伝
承
し
て
い
る
の
は
、
種
子
島
だ
け
の

よ
う
だ
。

　

し
か
も
、
即
席
の
芸
で
服
装
、
採と

り
物
も
簡
単
で
、
楽
は
な
く
、
一
座
の
手
拍
子
だ
け

で
あ
る
。
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②
種
子
島
の
座
敷
舞
の
源
流
は
、
例
え
ば
ガ
ニ
舞
な
ど
は
、
上
代
の
乞ほ

か
い
び
と

食
者
の
芸
に
も

遡
る
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
の
千せ

ん
ず
ま
ん
ざ
い

秋
万
歳
の
流
れ
を
く
み
、
中
世
の

狂
言
小
歌
や
室
町
末
期
の
門
付
芸
の
流
れ
を
も
汲
む
芸
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

③
史
料
的
に
見
る
な
ら
ば
、
一
三
三
八
～
一
三
四
五
年
頃
、
肥
前
松
浦
党
の
放
下
師
が

や
っ
て
き
て
、
種
子
島
氏
の
家
臣
と
な
り
、
中
種
子
町
野
間
を
領
し
、
そ
の
子
孫
は
つ
づ

い
た
。
放
下
師
の
曲
芸
や
狂
言
、
舞
な
ど
も
往
古
は
伝
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

一
四
六
〇
年
頃
、
種
子
島
出
身
の
僧
日
典
は
、
京
都
本
能
寺
、
尼
ケ
崎
本
興
寺
で
法
華

宗
を
学
ん
で
帰
島
し
、
や
が
て
淡
路
島
生
ま
れ
の
日
良
も
や
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、
法

華
宗
を
通
し
て
京
・
大
坂
と
種
子
島
の
交
流
が
日
向
海
路
を
へ
て
、
深
ま
っ
た
。

　

一
四
九
七
年
か
ら
三
ヵ
年
、
島
主
の
若
君
忠
時
は
上
京
し
、
蹴け

ま
り鞠

な
ど
し
て
三
ヵ
年
も

遊
ん
だ
。
家
臣
も
つ
い
て
行
っ
た
の
で
、
狂
言
な
ど
も
見
聞
、
あ
る
い
は
習
得
し
た
で
あ

ろ
う
。

　

南
九
州
の
都
城
か
ら
鹿
児
島
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
五
八
五
年
京
下
り
の
狂
言
太
夫

が
や
っ
て
き
て
、
島
津
の
武
将
の
屋
敷
で
狂
言
、
舞
な
ど
披
露
し
た
。

　

文
化
十
五
（
一
八
一
八
）
年
、
種
子
島
家
々
臣
の
羽
生
道
潔
が
記
し
た
『
種
子
島
家
年

中
行
事
』
に
よ
る
と
、
古

い
に
し
へ
（
元
禄
頃
、
す
な
わ
ち
十
七
世
紀
末
頃
か
）、
西
町
は
大
黒

舞
を
し
、
東
町
は
恵
比
須
舞
を
し
た
と
い
う
。

　

そ
れ
は
、
元
日
、
島
主
家
を
訪
問
し
て
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
門
付
芸
的
祝
詞
狂
言
舞

で
あ
っ
た
。

　

④
近
世
種
子
島
の
農
民
、
特
に
平
山
の
農
民
は
、
交
替
に
、
七な

な
つ
き
た
び

月
旅
と
い
っ
て
鹿
児
島

の
島
主
邸
へ
奉
公
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
芸
能
好
き
の
平
山
農
民
は
必
ず
や
鹿
児
島
の
諸

芸
能
を
見
聞
し
、
親
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

　

⑤
赤
尾
木
（
西
之
表
）
港
は
、
種
子
島
家
の
主
要
港
で
あ
り
、
種
子
島
家
は
特
に
中
世
・

近
世
初
、
九
州
以
南
の
熊
毛
・
ト
カ
ラ
な
ど
、
南
島
一
円
を
支
配
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

保
護
を
受
け
る
べ
く
、
赤
尾
木
へ
来
航
す
る
必
要
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
赤
尾
木
は
商
港
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

赤
尾
木
は
、
城
下
町
で
あ
っ
た
が
、
鹿
児
島
か
ら
以
南
で
は
、
次
の
城
下
町
は
首
里
・

那
覇
で
あ
っ
た
。

　

⑥
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
、
南
九
州
に
や
っ
て
き
た
「
京
く
だ
り
の
狂
言
太
夫
」

一
座
は
、
そ
の
後
の
南
九
州
内
の
足
跡
が
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
鹿
児
島
か
ら
沖
縄

め
ざ
し
て
南
下
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
、チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
祖
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
京
よ
り
下
り
候
狂
言
太
夫
」
す
な
わ
ち
「
京
太
夫
」
が
京
太
郎(

ち
ょ
ん
だ
ら
ー)

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

⑦
狂
言
太
夫
一
行
が
種
子
島
に
寄
港
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
決
め
手
は
な
い
。
な
れ

な
い
京
の
者
達
だ
け
で
は
不
安
で
あ
ろ
う
し
、
鹿
児
島
人
で
は
言
葉
や
気
性
な
ど
、
沖
縄

密
偵
に
は
向
か
な
い
。

　

そ
こ
で
、
性
温
和
に
し
て
芸
能
好
き
、
し
か
も
「
申
す
言
葉
」
の
よ
う
な
京
に
近
い
言

葉
を
話
し
、
さ
ら
に
沖
縄
と
の
交
流
が
昔
か
ら
あ
っ
た
種
子
島
々
民
を
同
伴
し
、
案
内
人

に
な
っ
て
も
ら
え
ば
、
は
な
は
だ
宜
し
い
。

　

し
か
も
、
京
お
よ
び
薩
摩
藩
の
密
偵
の
役
も
お
び
た
京
太
夫
で
あ
れ
ば
、
薩
摩
藩
下
の

種
子
島
の
島
民
こ
そ
最
適
の
案
内
同
伴
者
と
な
る
。

　

⑧
種
子
島
文
化
は
、
早
口
物
語
の
ロ
ッ
ポ
ー
の
八
重
山
伝
播
の
よ
う
に
、
南
下
し
た
足

跡
も
あ
る
。
こ
の
ロ
ッ
ポ
ー
は
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
を
介
し
た
伝
播
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
を
介
し
な
い
で
も
、
種
子
島
、
ト
カ
ラ
、
奄
美
大
島
、
加
計
呂
麻
島

沖
永
良
部
島
な
ど
へ
の
狂
言
系
文
化
の
南
下
は
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

⑨
座
敷
舞
は
、
も
と
は
種
子
島
全
島
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
や
伝
承
者
は
、
南

種
子
町
の
み
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
島
間
で
も
平
山
で
も
伝
承
継
続
に
意
欲
的
で
あ
り
、

将
来
が
期
待
で
き
る
。

　
第
二
節
　
蚕
舞
の
意
義

は
じ
め
に

　

蚕
舞
、
方
言
で
カ
ー
ゴ
マ
ー
と
い
わ
れ
て
い
る
座
敷
舞
が
、
南
種
子
町
の
大
字
平
山
や

上
中
、
茎
永
、
下
中
な
ど
の
中
の
幾
つ
か
の
（
小
字
）
集
落
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
以
前
は
、
中
種
子
町
坂
井
東

ひ
が
し

目め

や
本ほ

ん
む
ら村
、
田
島
に
も
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
種
子
島
の
中
・
南
部
、
特
に
南
部
に
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今

や
中
種
子
が
消
え
、
南
部
だ
け
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
種
子
島
の
文
化
は
、
北

か
ら
南
へ
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

実
際
に
、
北
部
の
西
之
表
市
は
、
か
つ
て
鹿
児
島
や
九
州
東
・
西
岸
の
文
化
の
流
入
口
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で
あ
る
赤
尾
木
（
西
之
表
）
港
を
ひ
か
え
、
そ
こ
に
は
島
主
館
が
あ
っ
て
府
元
で
あ
り
、

政
治
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
西
之
表
か
ら
中
・
南
種
子
へ
文
化
の
波
は
及
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
一
島
の
中
で
も
文
化
周
圏
説
が
適
用
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
島
の
中
と
は
い
え
、
そ
の
伝
播
の
あ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
若
干
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
土
地
の
蓄
積
し
て
い
る
文
化
風
土
が
、
伝
来
の
文
化
に
影
響
さ

れ
て
い
く
ら
か
変
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

特
に
蚕
舞
に
お
い
て
は
、
南
種
子
特
有
の
芸
能
の
や
さ
し
さ
、
こ
ま
や
か
さ
が
添
加
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
蚕
舞
と
い
う
の
に
、
舞
の
途
中
で
持
つ
ゴ
ー
（
団
子
、
ゴ
ー
差
し
）
は
、
た

く
さ
ん
の
小
さ
く
て
丸
い
赤
餅
や
白
餅
、
さ
ら
に
細
長
く
黄
色
い
餅
や
白
い
餅
を
柳
の
枝

や
榎

え
の
き
の
枝
に
差
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
蚕
の
繭
で
あ
る
と
も
稲
穂
や
粟
穂
で
あ
る
と

も
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蚕
の
舞
い
が
稲
・
粟
作
の
豊
饒
の
舞
も
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
来

の
主
旨
か
ら
い
え
ば
、稲
、粟
の
豊
饒
願
い
は
中
・
南
種
子
で
付
加
さ
れ
た
文
化
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
島
内
伝
播
源
と
思
わ
れ
る
西
之
表
一
円
で
は
、
舞
は
な
く
て
、
小
中
学
生
中
心

の
門
付
祝
い
歌
だ
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
見
落
と
さ
れ
、
軽
視
さ
れ
て
い
る
民
俗

周
圏
論
を
、
こ
こ
で
は
見
事
に
適
用
で
き
る
よ
う
だ
。

　

す
な
わ
ち
、
種
子
島
全
体
を
見
る
と
、
本
来
の
舞
が
抜
け
お
ち
て
、
さ
ら
に
青
年
の
芸

能
か
ら
子
供
の
祝
い
歌
へ
と
変
容
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
北
部
（
西
之
表
市
）
で
は
、

本
来
の
舞
が
脱
落
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

一
、
時
、
場
所

　

(1)　

時

　

蚕
舞
が
行
わ
れ
る
の
は
、
新
暦
一
月
十
四
日
の
晩
を
中
心
に
十
五
日
の
晩
で
あ
る
。

十
六
日
の
晩
ま
で
行
う
所
も
あ
っ
た
。
一
月
十
五
日
は
、
小
正
月
で
あ
る
。
本
当
は
旧
暦

一
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
が
小
正
月
で
あ
る
。
な
お
、
種
子
島
の
正
月
は
、
と
う
に
新
暦

に
切
替
わ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
八
月
十
五
夜
や
、
大
字
氏
神
の
祭
り
（
願
成
就
祭
り
）
な
ど
は
、
例
え
ば
宝

満
神
社
の
祭
り
は
旧
暦
九
月
九
日
と
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、旧
暦
で
行
う
祭
り
も
あ
る
。

　

さ
て
、
一
月
は
、
元
旦
の
次
に
大
事
な
の
は
七
日
だ
。
こ
の
日
は
、
夕
方
に
な
る
と
、

若
者
た
ち
が
民
家
に
や
っ
て
き
て
、
門
松
の
注し

め
な
わ

連
縄
の
前
で
福く

さ
い
も
ん

祭
文
を
合
唱
す
る
。
次
は

十
四
日
が
大
事
だ
。
こ
の
日
の
夕
方
か
ら
、
若
者
た
ち
が
家
々
を
訪
れ
、
蚕か

ー
ご
ま
ー舞
を
舞
う
。

そ
し
て
二
〇
日
に
な
る
と
、
門
松
を
取
り
は
ら
っ
て
、
正
月
行
事
は
終
る
。

　

右
の
一
連
の
行
事
で
は
、
一
日
、
七
日
、
十
四
日
と
七
日
置
き
の
三
ヵ
日
が
大
切
な
日

だ
。
も
っ
と
も
、
一
日
は
そ
の
前
の
晩
の
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
十
二
月
三
十
一
日
の
晩
、
七
日
の
晩
、
十
四
日
の
晩
が
大
事
で
、
こ
れ
ら
の

晩
に
は
、
種
子
島
で
は
門
松
の
注し

め
な
わ

連
縄
を
左
右
と
も
門か

ど
ぎ木
に
く
く
り
つ
け
て
張
り
、
翌
日

の
早
朝
に
注
連
縄
の
片
方
を
は
ず
し
て
、
門
木
に
だ
ら
り
と
垂
ら
す
。

　

こ
の
わ
け
は
、
大
事
な
来
訪
者
の
あ
っ
た
と
き
に
注
連
縄
を
張
り
、
そ
れ
が
す
む
と
、

片
方
を
ほ
ど
い
て
垂
ら
す
の
で
あ
る
。
大
事
な
来
訪
者
と
は
、大
晦
日
の
晩
は
歳
の
神（
先

祖
霊
も
含
む
）、七
日
の
晩
は
福
の
神
（
福
祭
文
の
若
者
た
ち
）、十
四
日
の
晩
は
蚕
神
（
蚕

舞
の
若
者
た
ち
）
で
あ
る
。

　

な
お
、
十
四
日
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
小
正
月
で
あ
り
、
稲
の
神
（
稲い

な
だ
ま魂
）
の
来
訪
日

で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
一
日
は
前
夜
迎
え
た
歳
神
を
祝
う
日
で
あ
り
、
七
日
は
鬼
火
た
き
（
種
子
島
で

は
、
い
ろ
り
で
小
さ
な
柴
火
を
焚
く
）
の
日
で
、
家
の
中
や
村
の
悪
魔
を
追
い
払
う
日
で

あ
る
。

　

そ
し
て
十
四
日
、十
五
日
は
稲
魂
を
迎
え
て
祝
う
の
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

十
四
日
の
ゴ
ー
サ
シ
（
団
子
差
し
（
団
子
は
稲
の
穂
で
あ
り
、
繭
で
あ
る
））、
十
五
日
の

穂
垂
れ
引
き
（
稲
の
穂
が
垂
れ
さ
が
る
模
擬
を
す
る
）
と
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、
十
四
、十
五
日
は
稲
の
豊
作
祈
願
が
主
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
、

左
記
の
よ
う
に
蚕
・
繭
の
豊
饒
願
い
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

蚕
舞
は
右
の
よ
う
な
正
月
行
事
の
状
況
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

(2)　

場
所

　

蚕
舞
の
集
団
の
舞
手
（
一
人
）
は
、
玄
関
か
ら
上
っ
た
玄
関
の
間
に
座
っ
て
挨
拶
し
、

中
之
座
、
上
之
座
で
舞
う
。

　

歌
い
手
多
数
は
、玄
関
の
前
の
庭
で
歌
う（
斉
唱
す
る
）。
家
族
は
ジ
ロ
ン
マ（
火
代（
地

− 125 −



炉
、
い
ろ
り
）
の
間
）
に
座
っ
て
見
て
い
る
。

　

舞
い
手
と
歌
い
手
（
皆
、
青
年
達
）
は
、
各
戸
ご
と
に
訪
問
し
て
、
舞
い
手
が
舞
う
と

い
う
門
付
芸
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

二
、
人
数
と
役
割
、
服
装
、
採と

り
物
、
楽
器

　

(1)　

人
数
と
役
割

　

舞
手
は
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
（
嫁
女
で
は
な
く
、
娘
尉じ

ょ
うす
な
わ
ち
娘
さ
ん
の
こ
と
で
あ
る
）

一
人
、
ゲ
ー
マ
ー
（
芸
回
し
。
ひ
ょ
う
き
ん
な
姿
で
お
か
し
く
舞
う
）
一
人
。

　

但
し
、
ゲ
ー
マ
ー
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
あ
ま
り
見
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か

し
広
田
な
ど
で
は
昔
か
ら
つ
い
て
い
た
と
い
う
。
一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
平
山
な

ど
で
は
恒
常
的
に
つ
い
た
。
な
お
、
一
九
六
〇
年
代
以
前
も
、
た
ま
に
は
芸
達
者
の
人
が

手
拭
な
ど
被
っ
て
出
て
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
ま
じ
め
さ
に
対
し
て
笑
い
の
要
素
と
し
て
踊
っ

た
こ
と
も
自
然
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
じ
め
さ
と
笑
い
と
の
組
合
わ
せ
は
よ
く
つ
り
合
い
、
乞ほ

か
い
び
と

食
人
系
の
門
付
狂
言
の
脈
を

ひ
い
て
い
る
と
も
解
せ
ら
れ
よ
う
。

　

歌
い
手
は
、
多
数
だ
。
数
人
か
ら
そ
れ
以
上
。
正
月
だ
か
ら
よ
い
着
物
や
服
を
着
て
い

る
が
、
普
通
の
人
び
と
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
、
小
中
学
生
も
つ
い
て
く
る
。
一
般
に
、
小
学
六
年
生
の
者
が
代
表
者
と
な
っ

て
、
舞
の
あ
と
、
玄
関
で
そ
の
家
の
主
婦
の
挨
拶
と
、
祝
い
酒
を
盃
一
つ
い
た
だ
く
。

　

そ
し
て
、
床
飾
り
の
大
き
い
餅
を
も
ら
う
。
そ
の
子
は
、
そ
の
あ
と
で
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ

が
持
っ
て
舞
っ
た
ダ
ゴ
（
ゴ
ー
、
ゴ
ー
サ
シ
）
も
も
ら
い
、
か
つ
い
で
行
く
。

　

(2)　

服
装

　

ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
、公
民
館
な
ど
で
身
な
り
を
整
え
て
か
ら
民
家
回
り
を
す
る
。ヨ
メ
ジ
ョ

ウ
の
身
な
り
は
、
上
等
の
着
物
の
ベ
イ
ジ
ョ
ウ
（
紅
衣
裳
、
晴
れ
着
）
を
着
て
、
太
鼓
帯

を
し
め
、
白
足
袋
を
は
き
、
白
い
覆
面
を
す
る
。

　

覆
面
は
、
白
く
長
い
布
を
頭
に
被
り
、
そ
し
て
首
の
所
を
巻
い
て
、
眼
だ
け
あ
い
て
い

る
。
こ
の
白
覆
面
は
、
蚕
の
姿
だ
と
い
い
、
頭
の
左
右
が
少
し
尖と

が

り
気
味
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
蚕
舞
に
な
る
。
ゲ
ー
マ
ー
は
、
ひ
ょ
っ
と
こ
面
を
つ
け
、
豆
し
ぼ
り
の
手
拭
で
頬

被
り
し
、
股
引
に
半
天
な
ど
着
て
、
細
帯
で
し
め
、
腰
に
徳
利
を
さ
げ
る
。

　

歌
い
手
は
、
背
広
か
、
和
服
を
着
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
初
め
頃
ま
で
は
、
和
服
に

黒
足
袋
、
下
駄
ば
き
の
人
が
多
か
っ
た
。

　

(3)　

採と

り
物

　

蚕
舞
の
舞
手
の
採
り
物
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ゴ
ー
で
あ
る
。
先

に
も
記
し
た
が
、
ゴ
ー
は
餅
団
子
で
あ
り
、
こ
れ
を
ゴ
ー
サ
シ
と
も
ダ
ゴ
サ
シ
と
も
い
う
。

　

ゴ
ー
は
、
訪
問
先
の
家
々
で
準
備
し
て
お
く
。
柳
の
枝
に
赤
や
白
の
丸
団
子
を
花
の
よ

う
に
つ
け
た
成
り
餅
で
あ
り
、
細
長
く
黄
色
い
餅
団
子
や
白
い
餅
団
子
も
つ
い
て
い
る
。

黄
色
は
粟
穂
、
白
は
稲
穂
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
豊
作
を
祈
っ
て
い
る
。
丸
団
子
は
繭
の

象
徴
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
ゴ
ー
は
養
蚕
と
稲
作
の
豊
饒
を
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
ゴ
ー
は
、
十
四
日
夕
方
、
蚕
舞
の
舞
手
が
や
っ
て
こ
な
い
う
ち
に
、
そ
の
家
の
主

人
は
、亭
主
柱
に
く
く
り
つ
け
る
の
で
あ
る
が
、平
山
の
あ
る
家
で
は
、玄
関
の
間
の
入
っ

て
右
の
柱
に
つ
け
て
お
く
と
聞
い
た
。

　

ゴ
ー
を
取
っ
て
、
舞
手
が
か
つ
い
で
舞
う
の
は
、
後
述
の
歌
詞
と
芸
態
の
所
で
述
べ
る
。

舞
手
は
日
の
丸
扇
子
を
一
本
持
つ
。
そ
れ
を
い
つ
開
く
か
も
後
述
し
よ
う
。

　

ゲ
ー
マ
ー
は
、
腰
に
ひ
ょ
う
た
ん
ま
た
は
酒
徳
利
を
さ
げ
る
。
子
供
頭
（
小
学
六
年
生

の
男
の
子
）
は
、ミ
チ
シ
バ
（
三
角
藺
）
で
編
ん
だ
カ
ン
ザ
ー
（
背
負
い
笊ざ

る

）
を
背
負
う
。

こ
れ
に
は
、
各
家
で
も
ら
っ
た
鏡
餅
を
入
れ
る
。

　

(4)　

楽
器

　

玄
関
の
前
の
庭
に
立
つ
歌
い
手
は
、楽
器
を
持
つ
。
小
鼓
あ
る
い
は
太
鼓
を
持
つ
者
や
、

鉦
ま
た
は
古
鍬
の
刃
や
古
び
た
鉈
、
洗
面
器
な
ど
あ
り
あ
わ
せ
の
も
の
を
持
っ
て
打
ち
鳴

ら
す
者
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
だ
。
そ
し
て
、
歌
は
合
唱
す
る
。

　
　

三
、
歌
詞
と
芸
態

　

(1)　

歌
詞
と
舞
順

　

ま
ず
、
次
の
蚕
舞
の
歌
は
、
平
山
西
之
町
前
田
の
中
畠
助
十
（
一
八
七
七
年
頃
の
生
れ
）
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が
数
え
の
八
十
四
歳
の
と
き
、
す
な
わ
ち
一
九
五
九
年
十
二
月
二
十
五
日
、
と
弟
の
善
八

氏
が
二
人
で
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
歌
っ
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
お
二
人
に
よ
る
と
、
昔
（
明
治
中
期
頃
）
は
、
た
く
さ
ん
の
若
者
た
ち
が
何
十

人
も
い
っ
し
ょ
に
、十
四
日
の
晩
か
ら
一
晩
中
、ひ
い
て
（
弾
い
て
。
門
付
け
し
て
）
回
っ

た
と
い
う
。
十
五
日
の
昼
に
な
っ
て
も
、「
門か

ど

残
し
は
し
な
い
」
と
い
っ
て
、
全
部
の
家

を
回
っ
た
と
い
う
。
今
（
一
九
五
九
年
）
は
、
こ
の
辺
は
西に

し
の
ち
ょ
う

之
町
中
で
や
る
が
、
町
を
二

分
し
て
二
班
で
や
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

次
は
二
人
に
よ
る
蚕か

ー
ご
ま
ー舞
の
歌
詞
。
あ
と
で
説
明
上
、
段
落
、
番
号
を
付
す
。

　

①
「
こ
れ
か
ら
申
す
。
門か

ど

か
ら
申
す
よ
。

　

②
こ
の
家
、
家
は
、
裕
福
舞
（
繭
）
の
家
と
見
か
け
申
す
よ
。
ま
し
て
こ
の
家
、
祝
う

て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
、
祝
い
申
す
よ
。

　

③
九
十
九
回
の
蚕こ

の
宮
じ
ょ
う
を
回
し
ま
す
さ
ー
き
は
、
綾
を
は
え
、
錦
を
ひ
ろ
げ
、

ヤ
ー
ラ
ラ
ン
ラ
と
、

　

④
と
く
と
ふ
ま
せ
て
、

　

⑤
こ
れ
よ
り
東
の
朝
ひ
ら
峠
の
ケ
ン
ケ
ン
ド
リ（
雉
）の
め
ん
ど
り
の
右
の
お
ぼ
り（
大

覆
）
羽ば

ね

、
左
の
風か

ざ
き
り切
、
お
っ
と
り
合
わ
せ
て
一ひ

と
は
ね

羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
千
枚
す
く
う
。
二

羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
二
千
枚
す
く
う
。
三
千
枚
の
蚕こ

た
ね種
を
寄
せ
よ
、
集
め
よ
。
ア
リ
蚕こ

に
な
る
と
き
ゃ
、ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
。
ツ
ブ
ラ
蚕ご

に
な
る
と
き
ゃ
ツ
ル
ツ
ル
と
申
す
。

ふ
し
蚕ご

に
な
る
と
き
ゃ
ハ
ジ
の
舞
（
繭
）
を
召
す
。
長な

が
め雨
に
な
る
と
き
ゃ
、
雨あ

ま
か桑
も
き
ら

わ
ず
、
露つ

ゆ
か桑
も
き
ら
わ
ず
、

　

⑥
赤あ

か
ま
ゆ繭
、白し

ろ
ま
ゆ繭
か
が
せ
給
う
れ
。
そ
の
繭
の
固
さ
は
天あ

ん
ま
が
わ
ら

河
原
の
石
よ
り
も
固
う
ご
ざ
る
。

ど
の
駒
か
、
春
駒
の
勇
む
ご
と
く
に
、
夢
に
見
て
さ
や
、
も
の
幸ゆ

き
も
の
よ
。
母は

は
ご御
さ
ま

か
よ
、
娘

む
す
め
じ
ょ
う
尉
か
よ
、
町

ち
ょ
う
の
お
祝
い
お
込
め
（
お
汲
み
）
や
れ
。」

　

こ
の
歌
は
、
そ
の
後
、
中
畠
泉
氏
か
ら
再
度
聞
書
き
し
て
ノ
ー
ト
し
た
も
の
を
、『
種

子
島
民
俗
芸
能
集
』（
自
家
版
）
お
よ
び
『
種
子
島
の
民
話
第
二
集
』（
未
来
社
）
に
使
っ

た
が
、
助
十
・
善
八
氏
の
も
の
と
泉
氏
の
も
の
は
少
し
違
う
が
よ
く
似
て
い
る
。
そ
れ
は
、

泉
氏
は
助
十
氏
の
長
男
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

右
は
筆
者
ノ
ー
ト
の
も
っ
と
も
古
い
（
一
九
五
九
年
の
）
蚕
舞
歌
詞
記
録
を
発
表
す
る

も
の
で
あ
る
。
当
時
、
お
二
人
は
平
山
の
最
長
老
で
、
し
か
も
最
高
の
伝
承
者
で
あ
り
、

民
謡
や
芸
能
も
実
に
く
わ
し
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、蚕
舞
の
よ
い
歌
詞
が
採
集
で
き
た
。

　

当
時
、
十
四
日
の
晩
に
す
る
ダ
ゴ
サ
シ
は
、
柳
の
枝
に
赤
丸
・
白
丸
の
餅
（
繭
）
や
細

長
く
て
四
角
い
餅
（
稲
穂
・
粟
穂
）
を
差
し
、
亭
主
柱
、
四
方
の
隅
々
、
床
の
間
、
先
祖

棚
、
火
の
神
（
台
所
）、
門か

ど
ぎ木
（
門
松
の
所
）
な
ど
に
、
大
小
の
別
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
お
い
た
（
飾
っ
た
）。

　

門
木
の
ダ
ゴ
は
子
供
が
盗と

っ
て
よ
か
っ
た
。「
子
供
に
盗と

ら
せ
ん
ば
や
ー
」
と
い
う
た
。

子
供
が
盗
り
に
来
た
ら
、そ
こ
の
大
人
は
わ
ざ
と
追
う
て
、逃
げ
る
子
供
が
倒
れ
る
と
、「
今

年
は
作さ

く

が
よ
い
」
と
い
う
た
。

　

さ
て
、
右
の
歌
詞
の
〇
囲
い
の
番
号
順
に
、
舞
手
の
行
動
と
芸
態
を
述
べ
て
み
よ
う
。

歌
詞
の
意
味
は
あ
と
で
述
べ
る
。

　

蚕
舞
の
一
団
は
、
舞
手
の
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
を
先
頭
に
、
そ
の
あ
と
に
歌
い
手
が
つ
づ
く
。

ま
ず
、
門
木
の
注し

め
な
わ

連
縄
を
く
ぐ
る
と
き
、「
祝
い
申
す
」
と
い
っ
て
入
っ
て
行
く
。
み
ん

な
に
よ
る
歌
が
始
ま
る
。

　
「
①
こ
れ
か
ら
申
す
、
門
か
ら
申
す
よ
」

　

と
歌
い
出
す
。
そ
し
て
、
③
の
あ
た
り
で
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
玄
関
に
入
り
、
玄
関
の
間

に
上
っ
て
、
下
の
座
の
方
か
ら
上
の
座
の
床
の
間
に
向
か
っ
て
お
じ
ぎ
を
す
る
。

　

そ
し
て
、
④
で
舞
い
は
じ
め
る
。
⑤
を
舞
い
な
が
ら
上
之
座
に
行
っ
て
舞
う
。

　

⑥
の
と
き
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
四
方
の
隅
の
柱
に
さ
し
て
あ
る
ゴ
ー
を
取
っ
て
左
肩
に
か

つ
ぎ
、
右
手
に
は
扇
子
を
開
い
て
持
ち
、
歌
に
合
わ
せ
て
舞
う
。
こ
の
と
き
、
ゲ
ー
マ
ー

も
脇
で
ひ
ょ
う
き
ん
な
舞
を
し
、
優
雅
な
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
舞
を
い
っ
そ
う
引
き
立
て
る
。

　

こ
の
と
き
、
子
供
た
ち
は
、
ホ
ー
ホ
ー
と
い
う
て
は
や
す
。

　

歌
が
す
む
と
舞
手
も
す
む
。
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
ゴ
ー
を
か
つ
い
だ
ま
ま
一
礼
す
る
。

　

す
る
と
、主
人
ま
た
は
主
婦
が
、盃
と
テ
ノ
ク
メ（
手
の
ひ
ら
の
大
き
さ
の
米
餅
）と
い
っ

て
、
床
の
間
に
飾
っ
て
あ
っ
た
餅
、
又
は
さ
ら
に
大
き
な
餅
（
マ
ー
モ
ン
。
鏡
餅
）
を
盆

に
の
せ
て
現
れ
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
に
上
げ
る
。
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
盃
を
い
た
だ
い
て
飲
み
、
テ

ノ
ク
メ
と
ゴ
ー
の
枝
（
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
も
い
う
）
は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
り
申
し
た
」

と
い
っ
て
い
た
だ
き
、
青
年
あ
る
い
は
子
供
頭
へ
渡
す
。

　

子
供
頭
は
、
ゴ
ー
を
か
つ
ぎ
、
テ
ノ
ク
メ
は
別
の
者
が
背
負
っ
て
い
る
カ
ン
ザ
ー
に
入

れ
る
。
ま
た
、
子
供
頭
に
も
、
主
人
は
盃
を
ひ
と
つ
と
ら
せ
る
。

　

蚕
舞
の
各
戸
訪
問
が
終
る
と
、
参
加
者
は
子
供
も
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の
人
（
男
性
）
が

公
民
館
に
集
っ
て
、
ア
ガ
リ
の
祝
い
を
す
る
。
但
し
、
こ
れ
は
一
九
六
八
年
頃
の
状
況
で
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あ
る
。
な
お
、
参
加
者
は
青
年
、
子
供
は
ア
ガ
リ
の
祝
い
の
前
に
、
テ
ノ
ク
メ
や
ゴ
ー
な

ど
を
皆
で
分
け
る
。

　

ア
ガ
リ
の
祝
い
は
、
子
供
を
除
い
た
大
人
だ
け
の
小
正
月
の
祝
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

堂
原
キ
ク
さ
ん
（
一
九
〇
〇
年
生
）
か
ら
一
九
七
〇
年
に
聞
い
た
話
で
あ
る
。
そ
の
祝
い

の
は
じ
め
に
「
め
で
た
節
」
を
歌
い
、「
西
目
出
し
」
も
歌
う
。
酒
宴
が
す
す
む
と
他
の

歌
や
芸
も
出
た
。

　

カ
ー
ゴ
マ
ー
は
、
十
四
日
の
晩
に
各
戸
ま
わ
り
が
終
ら
な
い
と
十
五
日
も
し
、
そ
れ
で

も
終
ら
な
け
れ
ば
十
六
日
も
し
た
と
、
西
之
町
で
は
聞
い
た
。
ま
た
、
カ
ー
ゴ
マ
ー
は

二
十
日
ま
で
は
し
て
よ
い
と
い
う
。
正
月
は
二
十
日
で
終
る
。

　

(2)　

歌
詞

　

蚕
舞
の
歌
詞
は
、
先
に
舞
順
を
述
べ
る
た
め
に
番
号
を
付
け
た
が
、
今
度
は
歌
詞
の
意

味
・
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
四
角
囲
み
の
番
号
を
付
し
て
み
よ
う
。

　

１
．
訪
問
挨
拶

　

こ
れ
か
ら
申
す
、
門か

ど

か
ら
申
す
よ
。
こ
の
家
、
家
は
、
裕
福
舞
（
繭
）
の
家
と
見
か
け

申
す
よ
。
ま
し
て
こ
の
家
、
祝
う
て
お
じ
ゃ
る
ろ
う
か
ら
、
祝
い
申
す
よ
。

　

２
．
養
蚕
過
程

　

�
九
十
九
回
の
蚕こ

の
宮
じ
ょ
う
（
様
）
を
回
し
ま
す
る
先
に
、
綾
を
映は

え
、
錦
を
広
げ
、

ヤ
ー
ラ
（
ダ
）
ラ
ン
ラ
と
、
とヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

く
と
生
ま
せ
て
、

　

�
こ
れ
よ
り
東
の
あ
さ
び
ら
峠
の
ケ
ン
ケ
ン
鳥
（
雉
）
の
メ
ン
ド
リ
の
、
右
の
オ
ボ
リ

バ
ネ
（
大
覆
羽
）、左
の
風か

ざ
き
り切
り
、お
っ
と
り
合
わ
せ
て
、一ひ

と
は
ね

羽
根
匙が

い

で
掬す

く

え
ば
、千
枚
掬
う
。

二
羽
根
匙が

い

で
掬す

く

え
ば
、
二
千
枚
掬
う
。
三
千
枚
の
蚕こ

た
ね種
を
寄
せ
よ
集
め
よ
。

　

�
蟻あ

り
ご蚕
に
な
る
と
き
ゃ
、
ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
よ
。
円つ

ぶ
ら
ご蚕
に
な
る
と
き
ゃ
ツ
ル
ツ
ル

と
申
す
。
長な

が
め雨
に
な
る
と
き
ゃ
雨あ

ま
か桑
も
嫌
わ
ず
、
露つ

ゆ
か桑
も
嫌
わ
ず
。

　

�
節ふ

し
ご蚕
に
な
る
と
き
ゃ
、
ハ
ジ
（
簇
ま
ぶ
し
）
の
舞
（
繭
）
を
召
す
。

　

�
赤
繭
、
白
繭
、
か
が
せ
給
う
れ
、
そ
の
繭
の
固
さ
は
天あ

ん
ま
が
わ
ら

河
原
の
石
よ
り
も
固
う
ご
ざ

る
。」

　

３
春
駒

　

ど
の
駒
か
よ
、
春
駒
の
勇
む
如
く
に
、
夢
に
見
て
さ
や
、
も
の
幸ゆ

き
も
の
よ
。

　

４
．
別
れ
の
挨
拶

　

母は
は
ご御
様
か
よ
、
娘
じ
ょ
う
か
よ
、
町
の
お
祝
い
お
込
め
（
お
汲
み
）
や
れ
。

　

以
上
の
歌
詞
は
、
�
訪
問
挨
拶
で
、
す
で
に
「
裕
福
繭
の
家
」
と
繭
が
出
て
い
て
、
�

は
そ
の
養
蚕
過
程
を
簡
潔
に
述
べ
、
�
で
春
駒
が
突
然
出
て
、
�
で
別
れ
の
挨
拶
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
歌
詞
は
、
蚕
の
歌
で
あ
り
、
そ
の
豊
譲
を
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
蚕
繭
の
歌
で
あ
り
、
ま
た
蚕
舞
の
歌
で
あ
る
。

　

す
る
と
、
こ
の
歌
の
核
心
は
�
と
�
で
あ
る
。

　

右
の
２
の
�
と
�
に
傍
線
を
引
い
た
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
記
中
畠
助
十
・
善
八

氏
教
示
の
蚕
舞
歌
詞
を
改
め
た
部
分
で
あ
る
。
改
め
た
根
拠
は
、
文
部
省
編
『
俚り

謡
集
』

（
三
一
書
房
、一
九
七
八
年
）に
よ
る
。（
熊
毛
郡
）と
し
て
紹
介
し
て
あ
る
。
こ
の
出
典
は
、

旧
刊
種
子
島
中
学
校
が
昭
和
十
年
に
刊
行
し
た
『
郷
土
研
究
』
の
文
に
近
い
。
ど
う
い
う

関
係
か
は
分
ら
な
い
が
、
そ
こ
で
改
め
て
�
を
見
る
と
、
右
の
２
の
�
の
傍
点
部
は
、「
と

く
と
踏
ま
せ
」
を
「
と
く
と
生
ま
せ
」
に
改
め
た
。
沢
山
の
蚕こ

た
ね種
を
か
き
集
め
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
ほ
う
が
正
し
い
。

　

�
の
「
九
十
九
回
の
蚕
の
宮
じ
ょ
う
を
回
す
」
と
は
、
繭
を
く
る
く
る
、
く
る
く
る
と
、

何
十
何
百
回
も
回
し
て
糸
を
と
る
こ
と
で
あ
り
、「
綾
を
映
え
、
錦
を
広
げ
・・・・
」
と
は
、

単
色
絹
織
物
の
綾
布
や
多
色
絹
織
物
の
錦
布
を
ヤ
ー
ダ
（
ラ
）、
ラ
ン
ラ
と
機は

た

で
織
っ
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
、
と
く
と
（
さ
っ
そ
く
）
蚕こ

た
ね種
を
生
ま
せ
る
。
そ
し
て
、
�

の
雉
の
雌
の
左
右
の
羽
根
を
と
っ
て
、
そ
れ
を
合
わ
せ
て
サ
ジ
み
た
い
な
匙か

い

型
に
し
て
蚕こ

種た
ね

を
た
く
さ
ん
掬す

く

い
と
り
、
育
て
る
こ
と
だ
。

　

そ
れ
が
�
の
蟻あ

り
ご蚕
か
ら
円つ

ぶ
ら
ご蚕
に
な
り
、
桑
を
ど
ん
ど
ん
食
べ
さ
せ
て
い
る
と
、
�
の

節ふ
し
ご蚕
に
な
っ
て
、竹
編
み
の
ハ
ジ
（
モ
ッ
コ
型
。
の
ち
、藁わ

ら

製
の
蔟

ま
ぶ
し
）
に
変
り
、繭
を
作
る
。

　

そ
し
て
、
�
の
よ
う
に
、
赤
繭
、
白
繭
を
た
く
さ
ん
い
掻か

い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
繭
は

天あ
ん
ま
が
わ
ら

河
原
の
石
よ
り
も
固
い
充
実
し
た
繭
で
す
よ
、
と
な
る
。

　

次
は
一
転
し
て
�
と
な
り
、
ど
の
駒
か
よ
と
歌
っ
て
、
春
駒
の
歌
に
な
る
。
春
駒
が
勇

む
よ
う
に
、
夢
に
見
て
さ
え
、
そ
れ
は
仕
合
せ
な
こ
と
だ
。
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そ
し
て
、
別
れ
の
挨
拶
と
な
り
、
�
で
あ
る
。
そ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
母は

は
ご御

様
か

よ
、
娘
じ
ょ
う
か
よ
。
町

ち
ょ
う
の
お
祝
い
を
お
込
め
（
お
汲
み
）
上
げ
く
だ
さ
い
（
町
は
大
字

に
相
当
す
る
）。

　

以
上
の
歌
詞
は
、
先
述
の
通
り
、
平
山
西
之
町
前
田
の
中
畠
助
十
・
善
八
氏
兄
弟
に
よ

る
一
九
五
九
年
の
聞
書
を
も
と
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

(3)　

芸
態

　
①
蚕
の
姿

　

写
真
を
見
な
が
ら
説
明
し
よ
う
。
写
真「
蚕
舞
(1)
」の
③
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
。
頭
、

首
を
白
布
で
巻
き
包
み
、
目
だ
け
出
し
た
女
装
姿
は
、
白
い
蚕
を
表
し
て
い
る
。
足
袋
は
、

必
ず
白
足
袋
で
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
も
蚕
を
表
す
な
ら
当
然
だ
。

　

月
厄
の
な
い
男
性
が
女
装
し
て
い
る
の
は
、
小
正
月
来
訪
の
蚕
神
の
清
浄
さ
を
表
す
せ

い
で
あ
ろ
う
。
か
つ
い
で
い
る
ゴ
ー
す
な
わ
ち
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
は
、
掌
大
の
丸
餅
が
一

つ
に
、
四
角
で
細
長
い
粟
穂
・
米
穂
の
餅
が
五
個
、
小
さ
い
角
餅
や
丸
餅
が
十
六
個
つ
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
蚕
の
繭
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
扇
子
を
片
手
に
に
ぎ
っ

て
舞
っ
て
い
る
。

　

写
真
④
も
同
じ
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
写
真
(5)
の
①
②
は
、榎

え
の
き
の
ゴ
ー
サ
シ（
コ

ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
）
を
担
い
で
い
る
が
、
中
種
子
町
坂
井
東
目
の
蚕
舞
で
あ
る
。
蚕
舞
の
舞

手
の
姿
は
、
や
は
り
同
じ
よ
う
な
格
好
だ
。
写
真
(5)
の
中
段
の
②
①
も
同
じ
で
あ
る
。

　

写
真
(6)
の
①
③
④
⑤
は
、
一
九
七
六
年
に
平
山
で
見
た
蚕
舞
で
あ
る
が
、
舞
手
の
頭
巾

を
見
る
と
、
頭
頂
の
左
右
は
尖
っ
て
い
る
。
特
に
③
の
写
真
で
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
そ

れ
は
蚕
の
角
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
だ
。
写
真
(6)
下
段
①
も
頭
巾
の
左
右
が
や
や
尖
っ
て

い
る
。
や
は
り
、
蚕
の
頭
だ
。

　
②
手
の
動
き

　

伊
波
普ふ

ゆ
う猷
が
琉
球
芸
能
に
指
摘
し
た
「
押
す
・
こ
ね
る
・
拝う

が

む
」
の
手
の
変
化
型
は
、

ヤ
マ
ト
の
芸
能
で
あ
る
蚕
舞
に
も
生
き
て
い
る
。
写
真
で
説
明
す
る
と
、
写
真
(1)
の
⑦
⑥

⑧
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
途
中
に
歌
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
写
真
で
は
順
番
が
少
し
違
っ

た
が
、
実
際
は
く
り
返
し
が
入
る
の
で
、
⑦
⑥
⑧
の
よ
う
な
舞
い
に
な
る
。

　
「
押
す
・
こ
ね
る
・
拝
む
」は
、日
本
芸
能
の
底
に
も
し
っ
か
り
底
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
琉
球
・
ヤ
マ
ト
を
通
し
て
共
通
す
る
古
層
文
化
は
、
数
千
年
前
に
遡
る
オ
ー

ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
文
化
に
根
ざ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
押
す
・
こ
ね
る
・
拝
む
」
の
拝
む
は
、
本
当
に
拝
む
こ
と
で
あ
り
、
両
掌
上
向
き
で

尊
い
も
の
を
拝
む
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
拝
み
方
も
似
て
い
る
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ロ

ネ
シ
ア
文
化
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
南
岸
、
南
西
諸
島
を
へ
て
本
土
を
通
り
、
ア
イ

ヌ
の
地
ま
で
も
つ
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
古
層
の
文
化
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

　

蚕
舞
に
は
、
そ
の
古
層
文
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

(4)　

小
正
月
門
付
芸

　

写
真
(2)
の
②
③
④
⑤
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
子
供
も
大
人
も
一
列
に
な
っ
て
、
隣
の

家
を
訪
問
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
蚕
舞
の
舞
手
は
、
服
装
を
整
え
て
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て

い
る
。

　

⑦
は
、
玄
関
に
到
着
し
て
、
太
鼓
打
ち
が
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、「
祝
い
申
す
、
こ
れ

か
ら
申
す
、
門
か
ら
申
す
。・
・
・
・
」
と
歌
い
出
し
た
と
こ
ろ
。
や
が
て
、
舞
い
手
は

⑧
の
よ
う
に
玄
関
前
に
立
ち
、
入
っ
て
行
く
。

　

そ
し
て
舞
い
終
る
と
、
写
真
(4)
の
⑩
の
よ
う
に
、
ま
ず
正
面
に
お
じ
ぎ
を
し
、
そ
し
て

写
真
(5)
の
下
段
②
の
よ
う
に
主
人
の
杓
も
う
け
、
③
の
よ
う
に
一
礼
し
て
去
る
。
そ
し
て

次
の
家
へ
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
蚕
舞
は
小
正
月
門
付
芸
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
写
真
に
写
っ

た
舞
手
は
き
れ
い
な
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
姿
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
六
〇
～
八
〇
年
代
の
民
家

を
回
る
カ
ー
ゴ
マ
ー
は
も
う
少
し
質
素
で
あ
っ
た
。

　

平
山
西
之
町ち

ょ
うの
一
九
五
〇
年
よ
り
少
し
前
頃
の
話
に
、
ま
ず
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
、
庭
の

入
口
の
座
（
玄
関
の
間
）
の
柱
に
差
し
て
あ
る
ダ
ゴ
サ
シ
を
取
り
、
そ
れ
を
か
つ
い
で
舞

い
、
あ
と
で
も
ら
う
の
だ
が
、
舞
が
す
ん
だ
あ
と
、
主
人
や
主
婦
か
ら
、
マ
ー
モ
ン
や
テ

ノ
ク
メ
の
餅
な
ど
大
き
い
餅
を
は
じ
め
、
銭
、
焼
酎
な
ど
、
家
に
よ
っ
て
違
う
が
そ
れ
ら

を
も
ら
い
、
あ
と
で
皆
で
分
け
た
。
子
供
達
に
も
ダ
ゴ
を
分
け
与
え
た
。

　

平
山
の
広
田
で
は
、
一
九
六
〇
年
頃
は
、
カ
ー
ゴ
マ
ー
は
東
西
二
組
に
分
れ
て
行
い
、

ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
に
ゲ
ー
マ
ー
が
一
人
つ
い
て
舞
っ
た
。
舞
が
す
む
と
、
主
人
が
ゲ
ー
マ
ー
の

徳
利
に
焼
酎
を
入
れ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
イ
カ
や
タ
コ
の
干
し
た
の
を
コ
ノ
ミ
ヤ
の
枝
に
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さ
げ
、銭
袋
も
コ
ノ
ミ
ヤ
に
さ
げ
て
く
れ
た
。
マ
ー
モ
ン
や
テ
ノ
ク
メ
の
餅
も
も
ら
っ
た
。

　

カ
ン
ザ
ー
（
背
負
い
笊
）
カ
リ
ー
と
い
う
の
が
二
人
い
て
、
も
ら
っ
た
も
の
を
つ
め
て

背
負
っ
た
。
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、叺

か
ま
す
に
移
し
て
、別
の
者
が
背
負
っ
た
。
大
人
、青
年
、

子
供
も
一
団
と
な
っ
て
や
っ
た
。
あ
と
で
、
広
田
の
町

ち
ょ
う
ち
ゅ
う
中
の
人
が
会
宅
（
公
民
館
）
に
集

り
、
め
で
た
節
、
西
目
出
し
な
ど
を
歌
っ
て
祝
っ
た
。

　

同
じ
頃
、
平
山
西
之
町
で
は
、
夕
方
の
九
時
頃
か
ら
各
戸
回
り
を
始
め
た
。
一
月
七
日

の
福く

さ
い祭
文も

ん

は
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
だ
が
、
カ
ー
ゴ
マ
ー
は
義
務
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
青
年
た
ち
は
皆
出
て
や
っ
た
。

　

集
落
の
隅
の
家
か
ら
訪
問
し
て
全
戸
回
っ
た
。
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
は
一
人
、
ド
テ
ラ
を
着
て

徳
利
を
持
つ
ゲ
ー
マ
ー
は
二
人
い
た
。
舞
い
終
る
と
、
亭
主
が
床
飾
り
の
テ
ノ
ク
メ
の
餅

を
盆
に
の
せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
子
供
に
や
る
と
、
子
供
は
カ
ン
ザ
ー
に
入
れ
て
背
負
っ

た
。

　

茎
永
の
大
崎
で
は
、
一
九
五
九
年
の
『
種
子
島
民
俗
』
第
２
号
に
の
せ
た
椎
木
三
男
氏

の
報
告
に
よ
る
と
、「
夕
食
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
す
ん
で
一
休
み
し
て
い
る
と
、「
お
祝

い
申
し
ま
す
」
と
い
っ
て
、
蚕
舞
の
歌
声
と
共
に
、
一
人
は
可
愛
い
和
服
に
ふ
ろ
し
き
を

被
り
、も
う
一
人
の
男
は
焼
酎
び
ん
を
さ
げ
て
ボ
ロ
服
を
着
て
手
足
を
動
か
し
て
踊
っ
た
。

そ
し
て
、中
柱
に
か
け
て
あ
る
木
の
枝
に
差
し
た
団
子
と
お
金
を
も
ら
っ
て
出
て
行
っ
た
。

そ
の
人
達
は
隣
集
落
の
平
山
広
田
の
青
年
達
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、カ
ー
ゴ
マ
ー
は
、実
際
に
小
正
月
門
付
芸
で
あ
り
、ま
た
祝
福
芸
で
あ
っ

た
。
特
定
の
万
才
師
や
そ
の
集
団
で
は
な
く
、
村
び
と
が
主
役
で
あ
っ
た
。
諸
要
素
を
見

る
と
、
今
で
は
養
蚕
は
や
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
特
に
養
蚕
の
祝
福
芸
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
し
て
今
で
は
、
生
業
の
実
態
に
沿
っ
て
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
の
豊
饒

祈
願
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
家
々
の
小
正
月
の
清
め
の
意
味
も
あ
る
。

　

こ
の
カ
ー
ゴ
マ
ー
は
、
本
土
に
お
け
る
中
世
の
万
才
や
古
代
の
乞ほ

か
い
び
と

食
人
の
伝
続
を
そ
の

奥
底
に
う
け
つ
い
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

四
、
西
之
表
市
内
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
（
ヤ
ー
ラ
ヒ
キ
）

　

(1)　

コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
は

　

コ
ノ
ミ
ヤ
は
蚕こ

の
宮
す
な
わ
ち
繭
の
こ
と
で
あ
る
が
、
愛
称
の
ジ
ョ
ウ
を
つ
け
て
コ
ノ

ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
い
う
。
蚕
の
宮
す
な
わ
ち
繭
型
の
餅
を
柳
や
榎
の
枝
に
た
く
さ
ん
差
し
た

餅
花
も
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
い
う
。

　

中
・
南
種
子
町
内
で
は
、
蚕
舞
の
一
行
を
カ
ー
ゴ
マ
ー
と
い
う
が
、
稀
に
中
種
子
な
ど

で
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
も
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
主
に
西
之
表
市
内
で
は
、
蚕
舞
の
歌
だ
け
を
斉
唱
し
て
回
る
集
落
内
の
少

年
・
少
女
た
ち
（
小
・
中
学
生
）
の
歌
を
さ
し
て
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
い
う
。

　

西
之
表
市
内
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
に
は
、
舞
は
つ
か
ず
、
門
木
の
注し

め
な
わ

連
縄
を
張
り
、
そ

の
外
側
か
ら
子
供
た
ち
が
家
に
向
か
っ
て
斉
唱
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
歌
い
終
る
と
、
門
木
に
差
し
て
あ
る
ゴ
ー
サ
シ
（
こ
れ
も
西
之
表
域
内
で
は

コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
い
う
）
を
も
ら
う
。
そ
し
て
、
次
の
家
へ
向
か
う
。
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ

ウ
は
か
つ
い
で
行
く
が
、
一
人
の
少
年
が
大
き
な
袋
に
餅
ば
か
り
入
れ
て
背
負
う
所
も
あ

る
。

　

で
は
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

　

(2)　

コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
（
ヤ
ー
ラ
ヒ
キ
）
の
事
例

　

①
寺
之
内
の
ヤ
ー
ラ
ヒ
キ　

コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
の
一
行
を
ヤ
ー
ラ
ヒ
キ
と
い
う
所
も
あ

る
。

　

例
え
ば
、
西
之
表
市
の
国く

に
が
み上
寺
之
門
で
は
、
落
合
時
雄
氏
（
七
八
歳
）
が
一
九
五
九
年

に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
一
月
十
四
、十
五
日
は
「
作
の
祝
い
」
と
い
っ
て
、
数
え

の
七
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
男
の
子
は
、
夕
方
か
ら
集
落
内
の
各
戸
を
回
っ
て
、
コ
ノ
ミ

ヤ
ジ
ョ
ウ
の
歌
を
歌
っ
て
祝
う
て
回
っ
た
。

　

代
表
者
は
御お

み

き
神
酒
や
お
吸
物
の
膳
を
い
た
だ
き
、
一
行
の
者
に
は
鉛
筆
や
紙
、
あ
る
い

は
餅
を
く
れ
た
。
あ
と
で
、こ
の
餅
は
煮
た
り
焼
い
た
り
し
て
食
べ
、残
り
は
分
け
て
帰
っ

た
。

　

こ
れ
を
ヤ
ー
ラ
ヒ
キ
と
い
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
わ
け
は
、
こ
の
行
事
は
、
は
じ
め
に
、

　
「
祝
い
申
そ
う
、
祝
い
申
そ
う
」

　

と
玄
関
の
前
で
い
う
と
、
中
か
ら
主
人
が
、

　
「
祝
う
て
お
く
や
り
申
せ
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
、

　
「
ヤ
ー
ラ
、
ヤ
ー
ラ
、
こ
れ
か
ら
申
す
。
門か

ど

か
ら
申
す
、
こ
の
家
は
裕
福
な
家
と
見
か

け
申
す
。・
・
・
・
」
と
歌
い
出
す
。
そ
し
て
「
千
秋
万
才
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
る
」
と

− 130 −



結
ん
だ
。
舞
は
な
い
。
こ
の
ヤ
ー
ラ
に
ち
な
ん
で
、
こ
の
行
事
を
ヤ
ー
ラ
弾
き
と
い
う
の

だ
ろ
う
。

　

こ
の
ヤ
ー
ラ
ヒ
キ
は
、
寺
之
門
で
は
明
治
三
十
年
頃
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

②
湊
の
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ　

湊
で
は
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
の
歌
・
行
事
を
行
う
。
大
木
己

知
男
先
生
が
「
社
会
科
郷
土
資
料
」
に
の
せ
た
湊
集
落
の
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
の
歌
を
引
用

す
る
。

　
「
お
っ
き
ゃ
い
申
す
か
（
起
き
て
お
ら
れ
ま
す
か
）、
お
っ
き
ゃ
い
申
す
か
。
年ね

ん

々
の
通

り
、
御
祝
儀
、
祝
い
上
げ
申
す
。

　

ヤ
ー
ラ
、
こ
れ
の
御
家
は
い
ず
く
の
御
家
と
見
か
け
申
す
。
定
め
し
先
に
綾
を
は
え
、

錦
を
ひ
ろ
め
、
ヤ
ー
と
く
と
生
ま
せ
て
、
こ
れ
よ
り
東
の
朝
い
ら
い
の
峠
の
ケ
ン
ケ
ン
ど

り
の
め
ん
ど
り
、
右
を
思
え
ば
東
の
風
切
り
、
お
っ
と
り
合
わ
せ
て
、
一
羽
根
が
い
で
す

く
え
ば
千
枚
す
く
う
。
二
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
二
千
枚
す
く
う
。
三
千
枚
の
こ
た
ね
を

寄
―
せ
集
め
て
、
あ
ん
じ
ん
こ
ん
じ
ん
な
い
と
き
ゃ
、
つ
ぐ
ら
ご
ん
と
申
す
。

　

つ
ぐ
ら
ご
ん
の
な
い
と
き
ゃ
、
ハ
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
。
や
あ
、
ふ
く
に
お
き
れ
ば
、

あ
の
じ
ゅ
を
召
し
、
春
駒
は
夢
に
見
て
さ
え
、
も
の
ゆ
き
も
の
と
。

　

ま
し
て
祝
い
は
、
じ
ゆ
う
の
く
ま
か
ら
、
ラ
ラ
ン
ラ
ン
、
十
九
階
は
雨あ

ま
か桑
も
嫌き

ろ

ま
い
、

し
じ
ゅ
か
（
露つ

ゆ
か桑
か
）
嫌き

ろ

も
ま
い
、、
白し

ろ
ま
ゆ繭
、
赤あ

か
ま
ゆ繭
あ
わ
せ
給
え
と
、
母
じ
ょ
う
様
か
ら
、

ラ
ラ
ン
ラ
ン
、
こ
の
繭
の
固
さ
は
、
天あ

ん
ま
が
わ
ら

河
原
の
石
よ
り
ま
だ
固
う
ご
ざ
ー
る
。
ラ
ラ
ン
ラ

ン
、
し
ん
し
ゅ
う
、
ま
ん
し
ゅ
う
、
祝
儀
お
め
で
と
う
ご
ざ
る
。」

　

こ
の
歌
詞
は
、
先
に
見
た
平
山
蚕
舞
の
歌
詞
と
は
部
分
的
に
違
う
が
、
大
筋
は
同
じ
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
同
系
の
歌
詞
で
あ
る
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
平
山
の
大
人

も
ま
じ
る
歌
と
湊
の
子
供
の
歌
と
で
は
、
一
方
は
優
雅
に
し
っ
か
り
歌
う
が
、
も
う
一
方

は
や
や
ぶ
っ
き
ら
棒
に
歌
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
違
い
を
越
え
て
両
者
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
共
通
性
を
指
摘
で
き
、
や
は
り

同
根
の
歌
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

特
に
湊
の
歌
は
、
ラ
ラ
ン
ラ
ン
の
囃
語
が
何
回
も
使
わ
れ
、
子
供
ら
し
い
歌
に
な
っ
て

い
る
。
舞
は
な
い
。

　

③
安あ

ん
じ
ょ
う城

上か
み
の
ち
ょ
う

之
町
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ　
「
祝
い
申
す
。
こ
れ
か
ら
申
す
。
あ
れ
か
ら
申

す
。
や
あ
、
こ
の
家
は
裕
福
な
家
と
見
か
け
申
す
。

　

い
か
さ
ま
、
蚕
の
宮
祝
う
て
ご
ざ
ん
ど
。
九
十
九
回
の
蚕
の
宮
じ
ょ
う
の
回
し
ま
つ
る

さ
ー
き
に
、
綾
を
は
え
錦
を
ひ
ろ
め
、
と
く
と
ふ
ま
せ
て
、
こ
れ
よ
り
東
の
朝
び
ら
の
峠

の
ケ
ン
ケ
ン
鳥
め
ん
ど
り
の
右
に
お
も
え
ば
左
の
風か

ざ
き
り切

、
お
っ
と
り
合
わ
せ
て
、
一
羽
根

匙が
い

で
す
く
え
ば
千
枚
す
く
う
。

　

二
羽
根
匙が

い

で
す
く
え
ば
二
千
枚
す
く
う
。
三
千
枚
の
蚕こ

た
ね種
を
寄
せ
集
め
て
、
蟻あ

り
ご蚕
に
な

れ
ば
こ
そ
ア
リ
ア
リ
と
申
す
。
ツ
ブ
ラ
蚕こ

は
お
き
た
と
き
は
ツ
ブ
ツ
ブ
と
申
す
。

　

フ
シ
リ
蚕ご

に
お
き
た
と
き
は
春
の
繭め

し

を
申
す
。
ま
し
て
祝
う
は
、
竜
の
駒
か
ど
、
ヤ
ー

ダ
ン
ダ
ン
、
露つ

ゆ
か桑
も
嫌
わ
れ
、
雨あ

ま
か桑
も
嫌
わ
ん
。

　

赤
繭
、
白
繭
か
が
せ
給
う
れ
。
や
あ
、
こ
の
繭
の
固
さ
は
天
の
河
原
の
石
よ
り
や
ま
だ

固
う
ご
ざ
る
。
ヤ
ホ
ダ
ン
ダ
ン
」

　

こ
れ
は
養
蚕
過
程
の
順
序
が
少
し
前
後
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
平
山
の
歌
と
よ
く

似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
は
同
根
の
歌
で
あ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
舞
い
は
な
い
。

　

④
住
吉
片
之
山
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ　
「
祝
い
申
そ
う
、祝
い
申
そ
う
。サ
イ
ト
コ
ナ
ー
、

サ
イ
ト
コ
ナ
ー
。
九
十
九
回
の
蚕
の
宮
ジ
ョ
ウ
よ
。

　

ま
す
ま
す
先
に
綾
を
は
ー
え
て
、
錦
を
ひ
ろ
げ
、
や
あ
、
こ
れ
か
ら
、
朝
の
峠
の
ケ
ン

ケ
ン
鳥
の
メ
ン
ド
リ
、
オ
ン
ド
リ
合
わ
せ
て
、
一
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
千
枚
す
く
う
。

二
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
二
千
枚
す
く
う
。

　

三
千
枚
の
蚕こ

た
ね種
を
寄
せ
集
め
て
、
蟻あ

り
ご蚕
に
な
っ
た
と
き
、
ア
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
。
京

の
空
海
は
雨あ

ま
か桑
も
嫌
わ
ん
、
渋し

ぶ
か桑
も
嫌
わ
ん
。
い
か
せ
給
う
は
い
か
さ
ま
か
。
母
じ
ょ
う

様
か
ら
ダ
ン
ダ
ン
、
ダ
ン
ダ
ン
」

　

以
上
、
片
之
山
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
も
、
文
句
が
だ
い
ぶ
崩
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
子
供

の
歌
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
骨
格
は
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
平
山
の
歌
に
通
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
舞
は
し
な
い
。

　

⑤
現げ

ん
な和
浅あ

さ
ご
う川
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ　

浅
川
で
は
、
一
月
十
四
日
の
日
を
「
作
の
祝
い
」

だ
と
い
っ
て
、
子
供
や
青
年
達
が
、
ま
ず
集
落
神
の
浅あ

ざ
な
み浪
神
社
に
歌
を
奉
納
す
る
。

　

次
い
で
神
社
の
神
主
の
家
、部
落
の
常
会
長
、町

ち
ょ
う
が
し
ら
頭
（
常
会
長
の
小
使
）
の
家
を
皆
い
っ

し
ょ
に
回
る
。
こ
の
あ
と
、
十
人
位
ず
つ
分
れ
て
、
集
落
各
戸
を
回
る
。
歌
は
、
は
じ
め

に
「
お
祝
い
上
げ
申
す
」
と
い
っ
て
か
ら
、
門
木
の
所
に
皆
立
っ
て
、
歌
う
。
舞
は
な
い
。

　
「
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
の
回
し
ま
つ
る
先
の
綾
も
は
え
、
錦
を
ひ
ろ
め
、
ヤ
ー
、
と
く
と

ふ
ま
せ
て
、
あ
れ
よ
り
こ
れ
よ
り
、
東
の
朝
平
の
峠
の
ケ
ン
ケ
ン
鳥
の
め
ん
鳥
を
、
右
に

お
も
え
ば
左
の
風
切
り
、
お
っ
と
り
合
わ
せ
て
一
羽
根
が
い
で
す
く
え
ば
千
枚
す
く
う
。
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二
羽
根
が
い
で
二
千
枚
の
蚕こ

た
ね種

を
寄
せ
や
集
め
て
、
姉
蚕こ

に
起
き
た
と
き
ゃ
、
ハ
イ
ノ

メ
と
申
す
。
節ふ

し
こ蚕

に
な
っ
き
た
と
き
ゃ
、
ハ
イ
ラ
イ
ラ
イ
と
申
す
。

　

ヤ
ー
、
春は

る
こ
ま駒
の
夢
に
見
て
さ
え
、
も
の
幸ゆ

き
も
ー
の
と
申
し
ま
し
て
、
祝
い
は
、
じ
ょ

う
の
九
階
の
も
雨あ

ま
か桑
嫌
わ
ん
、
露つ

ゆ
か桑
も
嫌
わ
ん
。
赤
繭
、
白
繭
、
蚕こ

の
宮
か
が
し
て
給
う

れ
。
ラ
ラ
ー
ン
ラ
ン
」

　

歌
が
す
む
と
、
門
木
に
差
し
て
あ
る
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
を
も
ら
う
。
こ
の
夕
方
、
家
々

で
は
、
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
を
家
の
四
方
の
隅
、
亭て

ー
す
ば
し
た

主
柱
、
床と

こ

、
臼
、
門
木
、
な
ど
に
祝
う
。

こ
れ
ら
は
、
一
月
二
十
日
に
取
り
去
る
。

　

⑥
そ
の
他
　
塰あ

ま
ど
ま
り泊
で
は
、
子
供
達
が
家
々
を
回
り
、
門
木
の
前
で
、
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ

の
歌
を
い
っ
し
ょ
に
歌
い
、門
木
に
差
し
て
あ
る
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
を
も
ら
っ
て
回
っ
た
。

　

沖
ヶ
浜
田
で
は
、
集
落
の
十
八
歳
未
満
の
男
達
が
集
っ
て
、
全
部
の
家
を
回
り
、
コ
ノ

ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
の
歌
を
歌
い
、
門
木
に
差
し
た
コ
ノ
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
の
餅
を
も
ら
っ
た
。
舞
い

は
な
く
、
門
木
前
で
の
斉
唱
だ
け
。

　

以
上
、
西
之
表
の
事
例
は
全
部
で
は
な
く
、
数
ヶ
所
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

の
共
通
性
は
、
家
に
上
っ
て
舞
を
す
る
の
で
は
な
く
、
門
木
の
前
で
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ

（
コ
ー
ミ
ナ
ジ
ョ
ウ
）
の
歌
を
斉
唱
し
、
門
木
に
差
し
て
あ
る
繭
餅
か
ざ
り
の
コ
ノ
ミ
ヤ

ジ
ョ
ウ
を
も
ら
っ
て
回
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
役
は
小
・
中
学
生
を
中
心
と
す
る

子
供
で
あ
る
。
沖
ヶ
浜
田
で
は
高
校
生
も
入
る
。

　

⑦
甦
る
民
俗
周
圏
論　

強
調
し
た
い
の
は
、
西
之
表
市
の
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
は
舞
は
な

い
こ
と
と
、
歌
詞
が
南
種
子
町
よ
り

崩
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歌

詞
の
崩
れ
は
子
供
が
関
与
し
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

種
子
島
全
体
と
し
て
は
、
同
根
の

小
正
月
の
門
付
芸
的
行
事
で
あ
る
と

い
え
る
が
、
南
種
子
町
の
歌
が
も
っ

と
も
原
型
を
と
ど
め
て
い
る
と
思
わ

れ
、
な
か
で
も
平
山
の
も
の
が
も
っ

と
も
し
っ
か
り
し
た
歌
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
図
示
し
て
述
べ
る
と
、
第
一
図
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
て
、
か
つ
て
、
種

子
島
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
赤あ

か
お
ぎ

尾
木
（
西
之
表
）
か
ら
離
れ
て
い
く
ほ

ど
、
す
な
わ
ち
南
下
す
る
ほ
ど
、
歌
は
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
舞
も
あ
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
赤
尾
木
を
中
心
と
し
た
文
化
伝
播
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
中
・
南
種

子
の
地
に
こ
そ
、
元
の
古
い
文
化
が
伝
わ
り
、
生
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

民
俗
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
分
布
の
考
え
方
を
民
俗
周
圏
論
と
い
う
。
近
年
来
、
民
俗

周
圏
論
は
、
地
域
民
俗
分
布
を
面
に
治
っ
て
調
べ
た
こ
と
の
な
い
方
々
に
よ
り
、
否
定
さ

れ
て
い
る
が
、
水
が
高
き
よ
り
低
き
へ
流
れ
る
よ
う
に
、
文
化
も
中
心
地
か
ら
地
方
へ
伝

わ
っ
て
い
く
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
民
俗
周
圏
論
の
適
用
を
試
み
て
み
る
こ
と
は
、
状
況
を
慎
重
に
考
え
て

行
え
ば
妥
当
な
の
で
あ
る
。
種
子
島
の
場
合
、
ぴ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
蚕
舞
は
元
（
昔
）
は
、
現
在
の
よ
う
に
、
南
種
子
町
（
特
に
平
山
な
ど
）

で
行
わ
れ
て
い
る
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
舞
も
つ
い
て
い
た
の
が

本
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
筆
者
の
誤
り
も
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
、
以
前
、
舞
は
南
種
子

に
入
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
記
し
た
が
、こ
こ
に
訂
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
あ
と
で
も
ふ
れ
る
。

　
　

五
、
種
子
島
の
養
蚕
―
羽
生
道
潔
の
記
録
か
ら

　

種
子
島
と
養
蚕
の
関
係
を
少
し
ば
か
り
記
し
て
み
よ
う
。

　

蚕
舞
の
歌
は
、
蚕こ

た
ね種
か
ら
、
蟻あ

り
ご蚕
、
円つ

ぶ
ら
ご蚕
、
節ふ

し
ご蚕
を
へ
て
赤
繭
・
白
繭
に
な
る
と
い
う

養
蚕
過
程
を
歌
っ
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
蚕
に
よ
る
天
然
繭
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

人
家
で
の
養
蚕
技
術
の
成
果
が
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
養
蚕
技
術
は
、
種
子
島
に
い
つ
頃
か
ら
あ
る
の
か
。

　

難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
八
〇
二
年
に
多
褹
国
府
が
設
け
ら
れ
、
熊
毛
郡
（
種
子

島
）、
益
救
郡
（
屋
久
島
）
の
中
心
政
治
都
地
が
、
種
子
島
の
ど
こ
か
に
定
め
ら
れ
、
以

後
一
二
〇
年
間
存
在
し
た
こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
古
代
史
料
に
も
明
白
で
あ
る
。

そ
し
て
、
種
子
島
が
、
南
島
防
衛
・
南
島
お
よ
び
中
国
と
の
交
易
の
要
地
で
も
あ
っ
た
こ
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第一図 種子島の蚕舞南北比較



と
を
思
え
ば
、
絹
布
の
衣
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。

　

当
時
の
一
般
の
麻
布
に
対
し
て
、
支
配
層
や
上
級
来
島
者
は
必
ず
や
絹
布
も
所
有
し
て

い
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
種
子
島
の
古
社
で
あ
る
浦
田
神
社

の
宝
物
と
し
て
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
「
神
様
の
御み

そ衣
」
で
あ
る
。
一
尺
四
方
余
の
絹
布
を
さ

ら
に
小
さ
く
た
た
ん
で
あ
る
が
、
緑
色
を
ベ
ー
ス
に
、
白
、
う
す
い
黄
色
の
模
様
が
入
っ

て
い
る
。

　

そ
の
模
様
は
、
竹
笹
と
屋
敷
が
描
か
れ
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
古

市
神
官
は
、「
笹
宮
」
だ
と
伝
え
て
い
る
絵
だ
と
い
わ
れ
た
。
布
の
四
周
は
絹
糸
が
乱
れ
、

ボ
ロ
に
な
っ
て
い
て
、
か
つ
て
筆
者
が
大
和
の
正
倉
院
宝
物
の
展
示
会
で
拝
見
し
た
古
代

布
片
に
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
。

　

浦
田
神
社
の
古
布
片
は
、
奈
良
時
代
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
相
当
に
古

い
貴
重
な
布
片
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
絹
布
が
種
子
島
の
古
社
、
浦
田
神
社
に
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
を
着
て
い
た
古
代
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
種
子
島
で
も
古
代

（
少
な
く
と
も
平
安
の
頃
）
は
、
国
師
あ
る
い
は
神
職
な
ど
は
絹
布
の
衣
を
着
用
し
て
い

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

そ
の
絹
布
は
、
朝
廷
あ
る
い
は
中
央
権
力
者
か
ら
下
賜
の
も
の
か
、
島
内
で
作
製
し
た

も
の
か
は
分
ら
な
い
。

　

上
等
な
織
り
の
技
術
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
絹
布
は
中
央
で
製
作
さ
れ
て
種
子
島
へ
渡
っ

た
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
今
に
種
子
島
に
あ
る
と
い
う
事
実

に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、種
子
島
々
民
と
絹
と
の
か
か
わ
り
は
、少
な
く
と
も
、奈
良
朝
の
七
〇
二
年（
多

褹
国
開
始
年
）
頃
ま
で
は
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
、
以
来
、
千
三
百
拾
余
年
を
経
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

　

種
子
島
養
蚕
技
術
は
、
そ
れ
か
ら
現
代
ま
で
の
ど
こ
か
で
開
始
さ
れ
、
発
達
し
、
そ
し

て
蚕
舞
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
蚕
舞
の
初
め
は
、
い
っ
た
い
、
い

つ
頃
で
あ
っ
た
か
。古
代
、中
世
の
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、近
世
の
養
蚕
資
料
は
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
種
子
島
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
文
武
両
道
に
す
ぐ
れ
た
家
臣
、
羽
生
道
潔
が
文

化
十
五
（
一
八
一
八
年
）
に
著
し
た
『
種
子
島
家
年
中
行
事
』（
一
九
六
四
年
、
河
内
和

夫
写
本
出
版
、
熊
毛
文
学
会
）
で
あ
る
。

　

そ
の
中
に
「
こ
の
み
や
を
祭
る
事
、こ
の
み
や
は
蚕
の
宮
な
り
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ダ
ゴ
サ
シ
（
ゴ
ー
サ
シ
）
は
、
蚕
の
宮
（
繭
）
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
い
る
さ
ま
を
表
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
寛
永
二
十
（
一
六
四
三
）
年
、
種
子
島
家
の
御お

や
か
た館

が
赤
尾
木
か
ら
鹿
児
島
へ
移
る
ま
で
は
、
種
子
島
の
御
館
で
も
蚕
を
飼
い
、
絹
を
と
っ
て

い
た
と
伝
え
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
蚕こ

が
い養
は
お
と
ろ
え
て
も
、
蚕こ

の
宮
祭
り
（
ダ
ゴ
サ
シ
）
は
今
も
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

な
お
、
鹿
児
島
の
御
館
で
も
、
第
二
十
一
代
島
主
種
子
島
久
芳
（
安
永
四
（
一
七
七
五
）

年
～
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
）
時
代
、
そ
の
夫
人
、
於お

せ
ん千
（
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年

久
芳
に
嫁
ぐ
。
安
永
九
（
一
七
八
九
）
年
卒
す
。
法
号
は
清
雲
院
殿
妙
詠
日
凉
大た

い
し姉
）
の

頃
ま
で
は
、
蚕
を
飼
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
手
繰
り
道
具
、
絹
織
の
機は

た

も
残
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

ま
た
、「
今
夜
（
一
月
十
四
日
夜
）
は
、
下
部
の
若
き
者
共
組
合
っ
て
、
方
々
へ
行
き
、

諸
家
の
門
を
か
ぞ
え
（
次
々
に
訪
問
し
）、
庭ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

上
よ
り
内
へ
向
か
い
、「
祝
い
申
す
」
と
高

音
に
申
し
通
し
、

　
「
蟻あ

り
ご蚕
の
如
く
蚕
の
出
生
し
た
る
時
よ
り
追
々
成
長
し
、
蚕
を
作
り
、
糸
繰
り
し
て
綾

や
錦
の
織
物
し
ほ
え
た
る
よ
う
の
趣し

ゅ
こ
う向
め
で
た
き
」
を
謡
ふ
。

　

此
式
四
十
年
計

ば
か
り

以
前
ま
で
は
、
麓
内
に
て
も
流
行
し
た
り
し
が
、
近
来
は
何
事
も
立

派
風
に
成
来
り
た
れ
ば
、
右
様
の
振
舞
を
田
舎
風
の
や
う
に
お
も
ひ
な
し
て
や
、
何
と
な

く
衰
え
止
み
ぬ
。
田ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

舎
に
は
今
に
も
む
か
し
に
替
ら
ず
、
此
式
を
伝
へ
て
催
す
と
な
り
。」

　

以
上
は
、
四
十
年
ば
か
り
前
（
文
化
十
五
年
よ
り
四
十
年
位
前
、
す
な
わ
ち
安
永
七

（
一
七
七
八
）
年
頃
）
ま
で
は
此
式
が
麓
（
赤
尾
木
）
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

此
式
と
は
、グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
門
付
を
行
な
い
、ま
ず
、「
祝
い
申
す
」と
い
っ
て
か
ら
、

蚕
の
成
長
過
程
の
歌
、
つ
ま
り
、
西
之
表
で
今
も
子
供
達
が
や
っ
て
い
る
よ
う
に
各
戸
訪

問
し
、
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
の
歌
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
。

　

麓
は
、府
元
で
あ
り
、武
家
が
多
い
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、文
化
十
五
（
一
八
一
八
）

年
頃
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
麓
の
周
辺
の
上か

み
に
し西

、
下
西
で
は
今
も
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
し
て
門
付
訪
問
斉

唱
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
、
五
で
見
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

　

右
の
道
潔
文
で
は
、「
譜
家
の
門
を
か
ぞ
へ
、
庭
上
よ
り
内
へ
向
か
い
、
…
…
趣
向
め

− 133 −



で
た
き
を
謡
ふ
」
と
あ
っ
て
、「
舞
う
」
と
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

も
う
こ
の
頃
は
平
山
の
よ
う
な
蚕
舞
で
は
な
く
、
や
は
り
下
西
の
よ
う
な
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ

ウ
の
歌
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
道
潔
は
「
鹿
児
島
世
上
に
は
今

こ
ん
じ
ょ
う世
此
式
絶
え
な
ん
と
か
や
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
実
は
鹿
児
島
県
内
で
「
メ
ノ
モ
ッ
」（
繭
の
餅
）
と
い
っ
て
、
柳
か
榎
の
枝
に
沢

山
の
い
ろ
と
り
ど
り
の
小
餅
を
飾
る
風
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
伊
佐
市
大
口
な
ど
、
毎
年
、

新
聞
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
だ
。
但
し
、
カ
ー
ゴ
マ
ー
の
よ
う
な
戸
別
訪
問
の
行
事
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
注
目
す
べ
き
発
表
を
、
民
俗
音
楽
に
く
わ
し
い
松
原
武
実
氏
が
述
べ
ら
れ

た
。
次
に
記
し
て
み
よ
う
。

　
　

六
、
出
水
市
の
門
付
万
歳
師
と
蚕
宮
神
社
と
種
子
島
の
蚕
舞

　

筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
蚕
の
宮
は
、
さ
つ
ま
町
中
津
川
に
あ
る
大
石
神
社
境
内
に

も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
松
原
武
実
氏
の
力
作
で
、
名
論
文
の
「
蚕
舞
と
出
水
の
蚕
宮
神

社
」（『
鹿
児
島
民
俗
一
四
六
号
』
鹿
児
島
民
俗
学
会
、
二
〇
一
四
年
）
に
よ
る
と
、
出
水

市
政ま

ん
ど
こ
ろ
所
に
も
あ
る
ら
し
い
。

　

す
な
わ
ち
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
、
現
在
の
蚕
の
宮
神
社
の
社
家

に
相
当
す
る
四
つ
の
家
の
者
を
お
い
て
、
蚕
神
を
肩
に
担
ぎ
、　

四
節
万
歳
と
称
し
て
四

季
に
わ
た
っ
て
農
家
を
門
付
巡
回
し
た
と
い
う
。

　

こ
れ
が
も
と
で
、
の
ち
蚕
宮
神
社
が
で
き
、
門
付
万
歳
は
明
治
十
年
ま
で
つ
づ
い
た
と

い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
か
ら
は
筆
者
の
考
え
だ
が
、
実
は
慶
長
よ
り
約
百
年
後
の
元
禄
の
頃

（
一
七
〇
〇
）、
種
子
島
第
十
九
代
島
主
久
基
は
、
島
津
藩
の
家
老
と
し
て
出
水
干
拓
と

五
万
石
堀
の
水
道
工
事
を
総
指
揮
し
て
い
た
。
大
工
事
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

そ
の
と
き
、
種
子
島
々
民
も
士
・
農
・
漁
（
航
）
民
を
多
数
引
き
連
れ
て
行
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
す
る
と
、
芸
能
好
き
な
島
民
性
も
あ
っ
て
、
必
ず
や
出
水
の
芸
態
の
い
く
つ
か

を
吸
収
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
出
水
に
は
「
種
子
島
楽
」
と
い
う
太
鼓
踊
り
が
あ
っ
て
、
県
の
無
形
文
化
財
に

も
な
っ
て
い
る
が
、こ
の
踊
り
は
種
子
島
で
は
「
安

あ
ん
じ
ょ
う城
踊
」
と
い
い
、中
世
末
の
泉
州
「
堺
」

を
歌
っ
た
古
い
舞
踊
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
、
種
子
島
か
ら
出
水
へ
渡
っ
た
と
い
う
確
か
な
証
拠
は
な
い
が
、
久
基
の
大
工

事
に
伴
う
人
夫
を
通
じ
て
伝
播
し
た
と
考
え
る
の
も
一
理
は
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
は
逆
に
、
政
所
の
門
付
万
歳
が
舞
う
て
蚕
神
を
祭
る
舞
す
な
わ
ち
蚕
舞
を
種
子

島
へ
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
取
り
入
れ
た
人
達
は
、
東
町
西
町
の
万
歳
を
よ
く
す
る
人
達
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
赤
尾
木
千せ

ん
ず寿
（
秋ず

）
万
歳
の
人
達
で
あ
る
。
彼
ら
で
あ
れ
ば
、
一

回
習
う
だ
け
で
憶
え
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
、
出
水
の
蚕
神
を
祭
る
門
付
万
歳
と
種
子
島
蚕
舞
の
接
点
が
浮
か
び
上
っ
て
く

る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
と
き
、
伝
播
源
で
あ
る
出
水
市
の
政
所
万
歳
で
や
っ
て
い
た

乗ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

り
駒
型
は
、
中
世
的
な
能
や
盆
踊
り
な
ど
の
盛
ん
な
赤
尾
木
で
は
、
こ
の
時
点
で
脱
落

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
コ
ノ
ミ
ヤ
を
持
つ
舞
い
の
み
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

そ
し
て
、
歌
が
赤
尾
木
千
寿
（
秋
）
万
歳
す
な
わ
ち
東
町
・
西
町
に
伝
わ
り
、
舞
は
種

子
島
ら
し
い
優
雅
な
舞
の
形
式
に
な
り
、
そ
れ
が
麓
の
青
年
衆
に
ひ
ろ
ま
っ
て
、
今
の
平

山
の
よ
う
な
蚕
舞
が
座
敷
で
舞
わ
れ
、
玄
関
口
で
は
多
人
数
が
歌
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

道
潔
は
、
赤
尾
木
千
寿
万
歳
は
、
も
と
も
と
は
、
今
も
二
十
家
と
い
っ
て
い
る
種
子
島

家
を
支
え
る
重
要
旧
士
族
の
二
十
家
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
九
州
や

種
子
島
だ
け
の
視
点
で
は
蚕
舞
の
謎
を
解
く
に
は
少
し
狭
い
。
も
っ
と
広
く
、
全
国
的
視

野
で
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　

七
、
春
駒
に
つ
い
て

　
（
一
）
春
駒
の
出
て
く
る
歌

　

全
国
各
地
の
、
と
い
っ
て
も
東
北
が
多
い
の
だ
が
、
目
に
ふ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
要
点

を
列
記
し
て
み
よ
う
。
傍
線
は
種
子
島
の
蚕
舞
の
歌
詞
と
共
通
す
る
内
容
。

　

ま
ず
、
次
の
春
駒
の
資
料
の
①
～
⑧
は
、
中
村
茂
子
・
三
隅
治
雄
編
『
大
衆
芸
能
資
料

集
成
第
二
巻
』
よ
り
、
摘
出
引
用
す
る
。

　

①
京
の
春
駒
　（
京
都
）　
「
目
出
た
や
目
出
た
や
、
春
の
始
の
春
駒
な
ン
ど
は
、
夢
に
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見
て
さ
へ
よ
い
と
や
申
す
。
年
吉
世
吉
か
、
う
か
い
吉
、
蚕こ

か
い飼

に
取
り
て
は
美
濃
の
国
、

ふ
は
（
桑
）
の
国
や
お
の
山
口
は
留
め
た
る
種
は
の
う
よ
い
種
や
、
蚕
の
女
郎
に
お
渡
申

す
。
…
…
…
一
羽
根
は
け
ば
千
荷
に
余
る
、
二
羽
根
は
け
ば
万
荷
に
余
る
、
三
羽
根
と
は

け
ば
三
千
万
荷
に
余
り
候
や
。
…
…
…
あ
の
子
こ
の
子
と
桑
召
す
よ
う
、
隼
の
駒
か
、
水

た
ゆ
る
水
戸
の
駒
か
。
…
…
…
朝
日
に
向
か
い
て
か
ら
…
…
…
み
よ
る
糸
舞
千
石
、
錦
舞

千
石
、
種
舞
ど
も
に
は
三
千
石
の
、
松
山
ま
ざ
り
て
、
こ
れ
よ
り
東
、
…
…
…
綾
が
上
手

に
錦
が
上
手
、
…
…
…
。」

　

②
佐
渡
の
春
駒
舞　
「
目
出
た
や
目
出
た
や
、
春
の
初
め
の
春
駒
な
ん
ぞ
や
（
ソ
レ
、

エ
ン
エ
ン
夢
に
見
て
さ
へ
よ
い
と
申
す
（
ソ
レ
ハ
エ
ン
エ
ン
）。
…
…
…
」

　

③
長
野
県
白
川
郷
狭
町
の
春
駒　
「
ハ
ァ
ー
、
や
ん
さ
目
出
た
や
。
春
の
初
め
に
春
駒

な
ん
ぞ
、
年
よ
し
世
も
よ
し
蚕こ

が
い飼
も
よ
し
。
越
前
種
じ
ゃ
と
と
め
た
る
種
は
、
…
…
…
浅

間
が
岳
な
る
厚
綿
帽ぶ

し子
よ
、
…
…
…
五
日
に
出
揃
う
た
蚕
、
何
で
掃
く
よ
と
掃
く
べ
き
羽

根
は
、
雉き

じ

の
雌め

ん
ど
り鳥
ゃ
大
と
や
申
す
、
鴨
の
雄お

ん
ど
り鳥
ゃ
小
と
や
申
す
。
大
と
小
と
の
か
ざ
い
を

切
り
て
、
み
ぎ
り
羽
根
よ
い
か
左
羽
根
よ
い
か
、
左
羽
根
よ
い
か
、
左
羽
根
よ
う
ご
ざ
る
。

長
う
て
短
こ
う
て
、
ズ
ン
ベ
ラ
ボ
ウ
で
、
掃
き
よ
う
ご
ざ
る
。
一
羽
根
掃
い
て
は
千
蛾が

の

蚕こ
が
い飼
、
二
羽
根
掃
い
て
は
二
千
蛾
の
蚕
飼
、
三
羽
根
掃
い
て
は
三
千
蛾
の
蚕
飼
、
三
千
蛾

な
る
蚕
を
掃
い
て
、
こ
れ
よ
り
南
の
八
反
畑
の
、
…
…
…
綾
の
長
者
や
錦
の
長
者
、
末
代

蚕
飼
。」

　

④
長
野
県
伊
那
郡
の
春
駒
唄　
「
サ
ッ
サ
舞
い
込
め
舞
い
込
め
、
春
の
初
め
に
春
駒
な

ん
ぞ
、
夢
に
見
て
さ
え
よ
い
と
や
申
す
。
…
…
…
小
池
の
中
に
そ
よ
め
く
鳥
は
、
雉き

じ

の
め

ん
鳥
大
と
や
申
す
。
鴨
の
お
ん
鳥
小
と
や
申
す
。
大
と
小
と
の
一
羽
根
休
め
て
二
の
羽
根

飾
り
、
三
な
る
羽
根
で
一
羽
根
掃
け
ば
、
千
枚
蚕ご

、
二
羽
根
掃
け
ば
二
千
枚
の
蚕ご

、
三
羽

根
と
は
け
ば
三
千
枚
蚕ご

、
…
…
…
。」

　

⑤
群
馬
県
の
春
駒　
「
サ
ー
サ
乗
り
込
め
は
め
込
め
、
蚕こ

が
い飼
の
三
吉
、
春
の
初
め
の
春

駒
な
ん
ぞ
、夢
に
見
て
さ
へ
よ
い
と
や
申
す
。
…
…
…
千
代
の
碁
盤
に
そ
ろ
り
と
掃
い
て
、

一
羽
根
掃
け
ば
千
枚
蚕ご

、
二
羽
根
掃
け
ば
三
千
枚
蚕ご

、
三
羽
根
四
羽
根
を
掃
く
事
な
れ
ば
、

紙
に
も
余
れ
ば
甑
に
も
余
る
。
…
…
…

　

⑥
群
馬
県
吾
妻
郡
高
山
村
の
春
駒
唄　
「
サ
ー
サ
乗
り
込
め
は
ね
込
め
蚕こ

が
い飼

の
三
吉
、

春
の
初
め
の
春
駒
な
ん
ぞ
、
夢
に
見
て
さ
え
よ
い
と
や
申
す
。
蚕こ

が
い飼
に
と
り
て
は
美
濃
の

国
、
…
…
…
取
り
た
る
種
は
よ
い
種
よ
。
あ
の
お
蚕
様
の
桑
召
す
よ
う
に
。
…
…
…
綾
が

上
手
で
、
錦
を
織
ら
せ
、
…
…
…
一
羽
根
掃
い
て
は
千
貫
蚕ご

、
二
羽
根
掃
い
て
は
二
千
貫

蚕ご

、
三
羽
根
掃
い
て
は
三
千
貫
蚕ご

。
…
…
…
桑
の
恵
み
が
よ
い
と
や
申
す
。
…
…
…
」

　

⑦
群
馬
県
利
根
郡
川
場
村
門
前
の
春
駒
唄　
「
サ
ア
サ
、
乗
り
込
め
は
ね
込
め
蚕こ

が
い飼
の

三
吉
、
…
…
…
春
の
初
め
の
春
駒
な
ん
ぞ
、
夢
に
見
て
さ
え
よ
い
と
や
申
す
。
…
…
…
年

も
よ
し
世
も
よ
し
蚕
飼
も
あ
た
る
、
取
り
た
る
種
子
は
さ
て
よ
い
種
子
よ
、
…
…
…
鴨
の

雄お
ん
ど
り鳥
大
と
や
申
す
。
雉き

じ

の
雌め

ん
ど
り鳥
小
と
や
申
す
。
大
と
小
と
の
風
切
り
羽
よ
、
二
羽
根
は
け

ば
二
な
る
羽
根
よ
、
一
羽
根
掃
け
ば
一
千
石
蚕ご

、
二
羽
根
掃
け
ば
二
千
石
蚕
、
三
羽
根
四

羽
根
と
掃
き
ま
し
ょ
な
ら
ば
、
紙
に
も
余
れ
ば
籠
に
も
余
る
。
…
…
…
桑
の
恵
み
が
よ
い

と
や
申
す
、
…
…
…
あ
の
蚕こ

に
も
ち
ら
り
、
こ
の
蚕
に
も
パ
ラ
リ
、
ち
ら
り
ぱ
ら
り
進
ぜ

て
回
る
。
…
…
…
ま
ぶ
し
に
上あ

が

り
て
作
り
し
繭
は
、
…
…
…
瀬
に
す
む
小
石
に
さ
も
よ
く

似
た
り
、
固
さ
も
か
た
い
、
重
さ
も
お
も
し
、
…
…
…
糸
繭
千
石
、
織
繭
千
石
、
種
繭
と

も
に
三
千
石
よ
、
…
…
…
綾
の
長
者
に
錦
の
長
者
、
お
蚕
繁
昌
と
お
祝
い
申
す
。」

　

⑧
新
潟
県
魚
沼
地
方
の
春
駒　
「
春
の
初
め
の
春
駒
、
夢
に
見
て
さ
い
ゆ
い
と
は
申
す
。

二
月
十
六
日
に
四
郎
神
様
が
天
か
ら
お
降
り
な
さ
る
。
こ
う
じ
栗
毛
の
紺
栗
毛
、
ニ
ン
ニ

ン
葦
毛
の
ズ
ン
バ
リ
ケ
。
名
馬
の
駒
に
乗
り
ま
し
て
、
駒
の
葉
草
の
真
北
へ
つ
な
ぎ
、
蚕こ

飼が
い

に
取
り
て
は
美
濃
の
国
、
美
濃
の
国
の
御
野
山
口
の
三
所
の
種
が
よ
い
種
で
、
一
枚
掃

け
ば
千
両
に
な
る
。
三
枚
掃
け
ば
二
千
両
に
な
る
。
三
枚
掃
け
ば
万
両
に
及
ぶ
。
…
…
…

五
日
に
さ
ら
り
と
御
出
な
さ
る
。
こ
の
蚕
に
何
桑
く
れ
よ
う
や
ら
。
こ
れ
よ
り
南
が
皆
桑

畑
、
…
…
…
。」

　

次
は
、
高
野
辰
之
編
『
日
本
歌
謡
集
成
巻
四
（
中
古
・
近
古
編
）』
東
京
堂
・
昭
和

三
十
五
年
に
よ
る
。

　

⑨
群
馬
県
の
春
駒
唄　
「
春
の
初
め
の
春
駒
な
ん
ぞ
は
、
夢
に
見
て
さ
え
よ
い
と
申
す
。

ま
し
て
美

う
つ
つ
い
乗
馬
の
駒
に
、年
よ
し
世
よ
し
蚕こ

が
い飼
よ
し
。
蚕こ

飼か
い

に
と
っ
て
は
美
濃
の
国
よ
、

身み
の
べ延
の
国
や
尾
張
の
国
や
桑
名
郡
や
小
野
山
腰
で
と
め
た
る
種
は
、
さ
て
よ
い
種
じ
ゃ
。

…
…
…
何
で
掃
こ
や
ら
、
掃
く
べ
き
羽
根
は
、
空
跳
ね
鳥
、
長
立
鳥
の
、
八
ツ
の
風
切
り

手
に
持
ち
そ
ろ
え
て
、
一
羽
根
掃
け
ば
、
千
籠
に
飼か

い

蚕ご

、
二
羽
根
掃
け
ば
万
籠
に
飼か

い

蚕ご

、

三
羽
根
掃
け
ば
皆
掃
き
集
め
、
さ
て
ま
た
、
こ
の
蚕
に
何
が
な
食
わ
し
ょ
。
宿
の
小
娘
下

駄
は
い
て
、
綾
の
前
垂
れ
に
錦
の
襷

た
す
き
、
こ
れ
よ
り
南
は
皆
桑
畑
、
戌い

ぬ
い亥
の
方
に
と
差
し
た

る
枝
を
、
し
ん
ま
と
籠か

ご

め
て
さ
ら
さ
ら
扱
い
て
、
手
で
押
も
ん
で
あ
の
蚕
に
は
ら
り
、
こ

の
蚕
に
は
ら
り
、
い
と
え
り
、
ば
ら
り
ば
ら
り
と
皆
ま
き
ち
ら
し
、
そ
の
蚕こ

こ
の
蚕こ

の
桑
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の
食め

す
よ
う
は
、
…
…
…
マ
ブ
シ
に
の
ぼ
り
て
作
り
し
繭
は
、
天あ

ま

の
河か
わ
ら原
の
瀬
に
積
む
石

に
、
重
さ
も
似
た
り
、
堅
さ
も
似
た
り
。
錦
繭
千
石
、
糸
繭
千
石
、
種
繭
と
も
三
千
石
よ
。

…
…
…
」

　

⑩
次
は
、志
田
延
義
編
『
続
日
本
歌
謡
集
成
巻
、中
世
編
』（
東
京
堂
、昭
和
三
十
六
年
）

に
よ
る
も
の
で
、
室
町
頃
の
会
津
城
下
の
正
月
門
付
芸
の
歌
で
あ
る
。

　

福
島
県
会
津
、
蚕こ

種た
ね
か
ぞ
へ
数
の
詞

こ
と
ば
「
ア
ラ
メ
デ
タ
イ
、
新
玉
ノ
、
歳
立
ち
戻
る
朝

あ
し
た
に
は
、
植

木
に
花
咲
き
、
黄
金
に
実
な
り
候
と
、
二
月
き
さ
ら
ぎ
初
午う

ま

の
日
を
ば
、
…
…
…
上
の
蚕こ

飼が
い

な
ど
の
喜
ん
で
、
美
濃
の
国
の
蚕こ

種た
ね

千
枚
、
尾
張
の
国
の
蚕
種
千
枚
、
𠮷き

ち

山や
ま
ぐ
ち口
の
上
子

千
枚
、
合あ

わ

す
れ
ば
三
千
枚
の
蚕こ

種た
ね

な
ど
は
、
よ
い
蚕こ

の
種
よ
。
白
子
に
黒
子
、
あ
い
斑

ま
だ
ら
に

取
り
ま
ぜ
て
、
飼
い
目
の
親
の
、
…
…
…
八
ツ
の
風
切
り
愛
き
ょ
う
ば
ね
た
。
手
に
持
ち

て
蚕
種
白
紙
、
…
…
…
一
羽
根
な
で
れ
ば
千
貫
飼か

蚕こ

売
り
よ
、
二
羽
根
な
で
れ
ば
二
千
貫

飼か

蚕こ

売
り
よ
、
三
羽
根
な
で
れ
ば
三
千
貫
の
御
領
そ
し
は
、
か
か
る
め
で
た
き
も
の
候
へ

け
れ
ば
、
…
…
…
（
蚕こ

飼が
い

の
）
お
育
ち
や
る
は
午う

ま

の
年
の
女
房
達
が
、
カ
ウ
ム
ラ
ガ
ウ
の

（
斑ま

だ
ら
こ
い濃
）
襷

た
す
き
を
掛
け
さ
せ
、
朝
日
さ
し
の
桑
の
元
へ
立
寄
り
て
、
明あ

き

の
方
よ
り
差
し
た
る

枝
を
、
一
枝
撓た

ね

め
、
二
枝
撓た

ね

め
、
三
枚
目
に
は
元
か
ら
先う

ら

へ
、
先う

ら

か
ら
元
へ
、
扱こ

き
取
り

て
、
捥も

ぎ

と
り
て
、
朝
桑
な
ど
は
露
打
ち
払
い
に
、
千せ

ん

と
名
付
け
、
夕
桑
な
ど
は
露
打
ち
込

め
て
甘か

ん
ろ露
と
名
付
け
、
御ご

覧
ず
れ
ば
こ
の
御み

こ子
な
ど
の
桑
召
す
よ
う
は
、
物
に
よ
く
よ
く

例
ふ
れ
ば
、
昔
源
氏
の
…
…
…
マ
ブ
シ
と
名
付
け
、
マ
ブ
シ
に
乗
り
て
糸
を
と
る
よ
う
は

春
の
雨
に
七
日
し
ぐ
れ
、
八
日
目
に
は
…
…
…
加
茂
川
の
瀬
に
ふ
み
立た

て

た
る
女
石
男
石
ろ

ん
し
た
ご
と
く
、
石
の
丸
さ
に
石
の
固
さ
、
…
…
…
美
濃
の
国
の
繭
子
よ
り
上
手
に
繭
を

子
ら
せ
、
尾
張
の
国
の
糸
と
り
上
手
に
糸
を
と
ら
せ
、
…
…
…
こ
の
絹
な
ど
は
織
り
ち
ゅ

う
姫
の
都
に
お
き
て
、
荘
吉
荘
内
小
太
夫
殿
の
乙お

と
ご御
の
頃
は
、
綾
も
上
手
、
錦
も
上
手
、

…
…
…
月つ

き
は
た機
日ひ

ば
た機
織
り
た
る
絹
の
初
を
ば
、
…
…
…
」

　
（
二
）
全
国
春
駒
歌
の
検
討

　

と
こ
ろ
で
、
検
討
に
入
る
前
に
、
種
子
島
蚕か

ー
ご
ま
ぁ
舞
の
歌
を
、
㋑
門
付
挨
拶
か
ら
、
㋺
綾
を

は
え
、
錦
を
ひ
ろ
め
、
㋩
蚕こ

種だ
ね

生
み
・
㋥
よ
せ
集
め
・
蟻
蚕
・
粒つ
ぶ

蚕こ

・
節ふ
し

蚕こ

・
㋭
桑
や
り
、

㋬
繭
か
ぎ
・
天
河
原
の
石
よ
り
堅
い
繭
、
㋣
春
駒
の
勇
み
と
母
じ
ょ
う
娘
じ
ょ
う
。

　

と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
㋑
～
㋣
に
分
類
し
て
、
先
に
挙
げ
た
十
ヵ
所
の
春
駒
の
歌
の
傍
点

部
分
を
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

　

①
京
の
春
駒
―
㋑
㋣
㋩
㋥
㋭
㋺
と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
順
序
は
違
い
な
が
ら
も
七
分
の
六

ま
で
が
種
子
島
の
蚕
舞
の
歌
と
同
趣
旨
の
文
で
あ
る
。

　

②
佐
渡
の
春
駒
舞
―
。
㋑
㋣
こ
れ
は
短
い
歌
詞
で
、
基
本
の
二
項
は
合
致
し
て
い
る
。

七
分
の
二
。

　

③
長
野
県
白
川
郷
狭
町
の
春
駒
―
㋑
㋣
㋩
㋥
㋭
㋺
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
も
七
分
の
六

の
合
致
を
見
せ
て
い
る
。

　

④
長
野
県
伊
那
郡
の
春
駒
唄
―
―
㋑
㋣
㋥
㋭
㋬
七
分
の
五
。

　

⑤
群
馬
県
の
春
駒
―
㋑
㋺
㋣
㋩
㋥
㋭
七
分
の
六
。

　

⑥
群
馬
県
吾
妻
郡
高
山
村
の
春
駒
―
―
㋑
㋣
㋩
㋥
㋭
七
分
の
五
。

　

⑦
群
馬
県
利
根
郡
川
揚
村
門
前
の
春
駒
唄
―
㋑
㋣
㋩
㋥
㋭
㋬
㋠
―
七
分
の
七
。

　

⑧
㋑
㋣
㋩
㋥
㋭
―
七
分
の
五
。

　

⑨
㋣
㋩
㋥
㋺
㋭
㋬
―
七
分
の
六
。

　

⑩
㋑
㋩
㋥
㋭
㋬
㋺
―
七
分
の
六
。

　

以
上
見
る
通
り
、
東
北
、
関
東
・
中
部
の
春
駒
と
種
子
島
の
蚕
舞
の
歌
詞
は
、
半
分
以

上
、
い
や
三
分
二
ま
で
も
そ
の
内
容
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
ま
か
い
こ
と
を
い

え
ば
、
言
葉
の
は
し
ば
し
が
全
て
一
致
す
る
も
の
は
少
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
表
現
す
る
語
句
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
南
北
に
あ
る
春
駒
と
蚕
舞
は
、
も
と
は
同
根
で
あ
り
、
同
じ
頃
、

そ
の
中
心
地
の
京
都
か
ら
東
西
へ
伝
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

そ
の
時
期
は
、
用
語
の
使
用
状
況
か
ら
、
元
歌
は
中
世
の
歌
謡
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
伝
播
の
先
端
が
青
森
・
秋
田
・
岩
手
で
な
く
て
、
そ
れ
以
南
で
あ
り
、
南
は
ト
カ

ラ
・
奄
美
で
な
く
て
種
子
島
で
あ
り
、
そ
の
中
心
が
右
に
述
べ
た
よ
う
に
京
都
が
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
発
生
源
の
時
期
は
室
町
時
代
だ
と
い
え
よ
う
。
ま
た
⑩
に
見
た
よ
う

に
室
町
頃
の
会
津
城
下
の
門
付
芸
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
。

　
（
三
）
蚕
舞
の
種
子
島
伝
播
に
つ
い
て

　

蚕
舞
の
語
句
が
関
東
・
東
北
の
春
駒
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

蚕
舞
が
種
子
島
で
始
ま
っ
た
も
の
で
な
く
、
関
東
・
東
北
の
間
の
中
心
の
地
す
な
わ
ち
京

都
で
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
で
は
、
い
つ
種
子
島
へ
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

室
町
時
代
に
、
特
に
種
子
島
が
京
文
化
と
接
し
た
の
は
、『
種
子
島
家
譜
』
に
よ
る
と
、
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第
十
二
代
島
主
、
種
子
島
忠
時
が
若
君
の
頃
（
明
応
六
（
一
四
九
七
）
年
の
頃
）
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
も
ち
ろ
ん
従
者
を
何
名
も
伴
い
、
二
年
余
り
も
在
京
し
、
そ
の
間
、
京
文
化

に
ど
っ
ぷ
り
で
あ
っ
た
。

　

忠
時
の
上
京
時
代
は
、
室
町
文
化
が
栄
え
た
足
利
義
政
の
東
山
時
代
（
一
四
四
九
～

一
四
七
三
）
の
余
韻
さ
め
や
ら
ぬ
頃
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、種
子
島
と
京
都
と
の
つ
な
が
り
は
、忠
元
よ
り
少
し
早
く
、嘉
吉
元
（
一
四
四
〇

年
）
頃
よ
り
長
禄
元
（
一
四
五
七
）
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

種
子
島
出
身
の
僧
日
典
が
京
都
本
能
寺
や
尼
ケ
崎
本
興
寺
で
法
華
宗
を
学
び
、
帰
島
し

た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
。
彼
に
つ
づ
い
て
、
日
良
、
や
が
て
日
増
も
や
っ
て
き
た
。
こ
う

し
て
、
東
山
文
化
を
浴
び
た
人
び
と
が
次
々
に
種
子
島
へ
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

蚕
舞
お
よ
び
春
駒
の
歌
舞
は
、
文
化
と
産
業
が
進
展
し
た
東
山
文
化
が
震
源
地
だ
ろ
う

と
考
え
る
。
東
国
や
関
東
へ
は
、
そ
の
歌
に
美
濃
や
信
濃
、
越
前
、
桑
名
な
ど
も
歌
い
込

ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
不
思
議
な
の
は
、
関
東
、
東
北
、
中
部
に
対
し
、
西
域
は
種
子
島
だ
け
で
あ

り
、
中
国
や
九
州
に
は
春
駒
の
記
録
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
わ
ず
か
に
、
小
沢
昭
一
著

『
日
本
の
放
浪
芸
』（
番
町
書
房
、
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
と
、
徳
島
県
で
「
ほ
め
ら
」
と

い
う
正
月
の
門
付
芸
が
村
の
青
年
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。東
国
に
較
べ
て
、

西
国
は
養
蚕
振
興
が
さ
ほ
ど
奮
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

蚕
舞
す
な
わ
ち
春
駒
は
、
西
国
へ
は
、
例
え
ば
種
子
島
に
は
、
京
よ
り
一
挙
に
伝
播
し

た
の
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
室
町
中
・
後
期
（
十
五
・
六
世
紀
）
を
想
定
し
得
る
。

　

こ
の
う
ち
、
十
五
世
紀
伝
播
は
右
に
記
し
た
よ
う
な
事
情
で
あ
り
、
十
六
世
紀
は
か
の

『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
よ
る
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
南
九
州
で
の
京
く
だ
り
の
狂

言
太
夫
す
な
わ
ち
京
太
夫
の
動
き
に
象
徴
さ
れ
、
こ
の
頃
か
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、天
正
の
頃
、京
太
夫
一
行
が
種
子
島
へ
来
島
し
た
と
す
れ
ば
、『
種
子
島
家
譜
』

や
道
潔
本
に
も
そ
の
一
端
が
登
場
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
記
載
は
な
い
。
京
太
夫
に

つ
い
て
は
、
第
一
節
の
座
敷
舞
で
も
ふ
れ
た
が
、
確
証
す
る
文
献
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
想

像
が
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

　

東
町
・
西
町
の
千せ

ん

寿ず

（
秋ず

）
万
歳
の
家
（
道
潔
の
い
う
二
十
家
に
象
徴
さ
れ
る
家
々
）

は
、
古
く
考
え
る
と
島
主
家
の
初
来
島
（
種
子
島
時
基
来
島
、
観
応
四
（
一
三
五
一
）
年

頃
）
に
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
門
付
春
駒
（
蚕
舞
）
の
中
央
か
ら
南
北
へ
の
伝
播
、
そ
し
て
、
南
へ

は
種
子
島
あ
る
い
は
南
九
州
を
介
し
て
種
子
島
伝
播
の
状
況
が
や
や
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

薩
摩
・
大
隅
も
古
い
文
化
を
伝
承
す
る
地
で
あ
る
が
、
蚕
舞
の
よ
う
な
春
駒
は
一
例
も

見
あ
た
ら
な
い
。

　

但
し
、
乗
り
駒
の
踊
り
は
、
筆
者
は
伊
佐
市
で
聞
き
、
状
況
を
写
真
に
も
納
め
た
。
そ

れ
は
男
性
の
一
人
踊
り
で
、
駒
踊
り
で
あ
っ
た
。
踊
り
は
、
自
分
で
工
夫
し
て
作
っ
た
と

い
う
が
、
由
来
は
分
ら
な
い
。
松
原
武
実
氏
が
出
水
の
政
所
で
聞
い
た
と
い
う
四
節
狂
言

の
中
に
も
同
じ
よ
う
な
芸
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

南
九
州
で
は
、
薩
摩
で
も
大
隅
で
も
、
蚕
舞
の
よ
う
な
踊
り
を
聞
い
た
り
見
た
り
し
た

こ
と
が
な
い
。
た
だ
、
コ
ノ
ミ
ヤ
と
い
う
語
は
旧
大
口
市
里
町
で
聞
い
た
。
そ
れ
は
納
戸

を
さ
す
語
で
あ
り
、
小
正
月
に
団
子
差
し
の
コ
ノ
ミ
ヤ
を
、
納
戸
の
天
井
の
隅
な
ど
に
差

し
た
と
い
う
。

　

そ
れ
は
、
蚕
の
宮
と
児
の
宮
を
か
け
た
語
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
薩
摩
南
部
な

ど
で
は
、
コ
ノ
ミ
ヤ
の
餅
を
メ
ノ
モ
ッ
（
繭
の
餅
）
と
い
っ
て
い
る
。

　
　

八
、
春
駒
と
蚕
舞

　

春
駒
と
蚕
舞
の
舞
に
つ
い
て
も
っ
と
く
わ
し
く
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
（
一
）
駒
頭
を
持
つ
女
舞
、
駒
型
に
乗
る
男
舞

　

東
北
・
関
東
・
中
部
の
春
駒
は
、
門
付
庭
芸
で
あ
り
、
駒
型
に
ま
た
が
っ
た
、
あ
る
い

は
前
胸
に
さ
げ
た
乗
馬
姿
と
駒
頭
を
手
に
持
つ
姿
の
二
人
舞
が
多
い
の
が
特
長
で
あ
る
。

乗
馬
姿
を
男
駒
、
駒
頭
持
ち
を
女
駒
と
い
っ
た
。
男
駒
は
男
が
演
じ
、
女
駒
は
女
が
演
じ

た
と
い
う
（『
民
俗
小
事
典
・
神
事
と
芸
能
』）。

　

本
田
安
次
著
『
民
俗
藝
能
採
訪
録
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、一
九
七
一
年
）
に
よ
る
と
、

佐
渡
の
相
川
で
も
駒
頭
を
手
に
持
つ
踊
り
と
駒
乗
り
姿
の
踊
り
の
両
方
が
あ
る
と
い
う
。

　

小
沢
昭
一
著『
日
本
の
放
浪
芸
』（
番
町
書
房
、一
九
七
四
年
）に
よ
る
と
、相
川
の
場
合
、

乗
馬
姿
の
男
春
駒
は
黒
っ
ぽ
い
面
を
被
り
、
派
手
な
襦
袢
の
着
流
し
に
手
甲
、
脚
絆
、
黒

足
袋
姿
で
、
右
手
に
は
鳴
り
鈴
を
持
っ
て
い
る
。
脇
に
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
歌
う
者
が
い

て
歌
い
囃
す
の
で
あ
る
。
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春
駒
が
す
む
と
、
駒
型
は
脇
に
お
い
て
、
伊
勢
音
頭
な
ど
の
寺
踊
を
踊
る
と
い
う
進
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
金
山
町
相
川
ら
し
い
変
化
で
あ
る
。

　

駒
型
を
手
に
、
あ
る
い
は
馬
乗
り
す
る
格
好
は
、
歌
の
「
春
駒
」
に
啓
発
さ
れ
て
進
化

し
た
舞
踊
形
態
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
駒
型
を
全
く
持
た
な
い
種
子
島
の
蚕
舞
は
、
コ
ノ
ミ

ヤ
の
団
子
差
し
を
か
つ
い
で
舞
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
、
よ
り
古
い
春
駒
舞
踊
の
姿
で

は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
春
駒
の
も
っ
と
も
古
い
舞
い
方
が
種
子
島
の
蚕
舞
に
は
伝
承

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
日
本
民
俗
芸
能
事
典
』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
と
、

熊
本
県
菊
池
市
玉
祥
寺
春
日
神
社
で
は
、
二
月
二
十
七
日
（
元
は
旧
暦
一
月
二
十
七
日
）、

春
日
神
社
本
祭
り
の
晩
に
「
こ
の
み
や
の
踊
り
」
と
い
っ
て
、
青
年
達
が
各
戸
回
り
し
て

踊
っ
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
、
小
太
鼓
を
持
つ
若
者
二
人
は
、
白
い
手
拭
を
頭
に
女
被
り

に
し
て
被
り
、
前
年
の
村
の
花
嫁
衣
装
を
借
り
て
着
、
白
足
袋
も
は
い
て
、
舞
い
踊
っ
た
。

他
に
も
十
人
ほ
ど
の
子
供
達
も
つ
い
て
、
男
の
子
は
女
装
し
て
舞
っ
た
と
い
う
。

　

歌
は
、は
じ
め
に
「
御
代
の
栄
え
は
改
ま
る
。」
と
歌
い
出
す
と
、全
員
が
「
よ
い
さ
あ
」

と
は
や
し
、
太
鼓
が
打
つ
と
、
全
員
の
斉
唱
と
、
舞
い
踊
る
と
い
う
も
の
で
、
歌
詞
は
全

部
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、以
上
で
大
要
は
つ
か
め
る
。
こ
の
踊
り
は
、「
蚕
の
宮
踊
り
」

で
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
。
と
い
う
の
は
、
二
人
の
若
者
の
女
装
、
し
か
も
前
年
の

花
嫁
の
衣
装
を
借
り
て
の
登
場
で
あ
り
、
ま
た
、
白
手
拭
を
女
被
り
の
頭
。
そ
し
て
白
足

袋
だ
。
種
子
島
の
カ
ー
ゴ
マ
ー
と
そ
っ
く
り
だ
。
菊
池
市
の
こ
の
み
や
踊
り
は
、
種
子
島

の
蚕
舞
と
似
通
う
芸
能
が
九
州
、
い
や
西
日
本
で
は
唯
一
残
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
蚕
舞
は
都
か
ら
九
州
へ
も
漸
次
、
南
下
し
て
ひ
ろ
が
り
、
伝
播
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
な
お
、
本
祭
り
の
日
に
は
、
相
手
を
馬
に
な
ぞ
ら
え
て
い
う
「
馬
替
え
」
と
い
う

儀
式
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
、
養
蚕
に
春
駒
な
の
か
。
種
子
島
の
蚕
舞
に
も
、
東
北
な
ど
の
春
駒
に

も
、
養
蚕
の
豊
饒
を
願
う
の
に
必
ず
春
駒
の
文
句
が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
次

に
見
て
い
こ
う
。

　
（
二
）
オ
シ
ラ
サ
マ
―
東
北
と
種
子
島
の
民
間
巫み

こ女

　

東
北
に
オ
シ
ラ
サ
マ
と
い
っ
て
、
馬ば

と
う頭
の
木
を
色
布
で
包
み
、
も
う
一
つ
は
娘
の
頭
の

木
を
色
布
で
包
ん
だ
二
体
の
人
形
を
イ
タ
コ
と
呼
ぶ
民
間
巫
女
が
両
手
に
持
っ
て
、
捧
げ

持
ち
、
振
り
な
が
ら
、
神
お
ろ
し
を
す
る
巫ふ

ぎ
ょ
う業

が
あ
る
。
こ
れ
を
オ
シ
ラ
サ
マ
遊
ば
せ
と

い
う
。

　

イ
タ
コ
は
、
盲
目
の
女
性
が
修
行
し
て
巫
術
（
依
頼
に
応
じ
て
祈
願
や
卜
占
、
他
を
行

う
こ
と
）
を
な
す
の
に
対
し
、
南
九
州
、
種
子
島
、
屋
久
島
な
ど
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
モ

ノ
シ
リ
と
か
ト
イ
ダ
シ
ド
ン
（
悪
霊
を
取
り
出
す
人
）
な
ど
と
い
っ
て
、
カ
ゼ
（
悪
霊
）

の
取
り
出
し
を
中
心
と
す
る
。

　

イ
タ
コ
と
モ
ノ
シ
リ
は
、
ど
ち
ら
も
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
イ
タ
コ
は
神
ま

た
は
仏
を
自
身
に
お
ろ
し
て
、
神
・
仏
の
言
葉
を
語
る
。
こ
れ
を
「
口
寄
せ
」
と
い
い
、

下
北
半
島
の
恐お

そ
れ
ざ
ん山
な
ど
で
は
、
そ
の
状
況
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
も
現
地
で
つ
ぶ
さ
に
見
た

こ
と
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
南
九
州
や
種
子
島
の
モ
ノ
シ
リ
は
、
依
頼
者
に
憑
い
た
カ
ゼ
（
悪
霊
）

が
何
で
あ
る
か
を
、
自
身
が
神
が
か
り
に
な
っ
て
語
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
口
開
き
」

と
い
う
。
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
と
モ
ノ
シ
リ
の
口
開
き
は
、
共
に
神
意
を
知
る
方
法
で
あ
る

が
、
大
分
違
う
。
そ
れ
は
、
東
北
と
南
九
州
や
種
子
島
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
違
い
で
あ

る
と
共
に
、
風
土
の
違
い
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
、
オ
シ
ラ
サ
マ
と
蚕
が
関
係
が
あ

る
の
か
、
次
に
見
て
い
こ
う
。

　
（
三
）『
搜
神
記
』
→
馬
と
娘
と
蚕
、
桑
の
伝
説

　

イ
タ
コ
が
奉
ず
る
オ
シ
ラ
サ
マ
は
、
南
九
州
や
種
子
島
に
は
な
い
。
い
や
、
西
日
本
に

も
な
い
。
東
北
中
心
に
あ
る
。
オ
シ
ラ
サ
マ
は
家
の
神
で
あ
る
が
、『
民
俗
小
事
典
・
神

事
と
芸
能
』
に
よ
る
と
、
イ
タ
コ
が
語
る
「
オ
シ
ラ
遊
ば
せ
」
の
祭
文
は
、
中
国
の
『
搜そ

う

神じ
ん
き

記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
馬ば

じ
ょ
う娘
交
婚
の
物
語
で
あ
る
と
い
う
。

　
『
搜
神
記
』
は
二
千
年
も
昔
の
中
国
の
伝
説
集
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
太
古
蚕さ

ん
ば馬
記
」
と

し
て
次
の
文
が
あ
る
と
い
う
。
略
記
す
る
と
、「
昔
一
人
の
男
が
い
て
遠
い
旅
に
出
た
。

そ
の
留
守
宅
に
は
一
人
の
娘
と
牡お

す
う
ま馬
が
い
た
。
あ
る
日
、
娘
が
馬
に
戯
れ
て
、「
お
前
が

私
の
父
を
探
し
て
つ
れ
て
く
れ
ば
、
私
は
お
前
の
嫁
に
な
る
」
と
。

　

馬
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
手
綱
を
か
み
切
っ
て
、
女
の
父
の
所
へ
走
っ
て
行
っ
た
。

　

父
は
、
大
そ
う
喜
ん
で
そ
の
馬
に
ま
た
が
り
、
家
へ
急
い
だ
。
と
こ
ろ
が
馬
は
ま
ぐ
さ

な
ど
は
食
わ
ず
、
娘
の
出
入
り
を
見
て
は
、
た
て
髪
を
ふ
る
い
立
た
せ
、
足
で
床
を
蹴
る

な
ど
し
て
さ
わ
い
だ
。
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こ
れ
を
見
た
父
は
、
不
思
議
に
思
っ
て
娘
に
尋
ね
た
。
娘
は
、
こ
う
こ
う
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
と
話
し
、
父
は
驚
い
て
、
こ
の
こ
と
は
誰
に
も
い
う
な
、
家
の
恥
じ
ゃ
と
い
っ
て
、

そ
し
て
、
馬
を
射
殺
し
て
し
ま
い
、
そ
の
皮
を
は
い
で
、
庭
に
さ
ら
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
皮
が
娘
を
巻
き
込
ん
で
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
父
は
娘
を

探
し
た
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

二
、三
日
し
て
、
気
が
付
く
と
、
大
き
な
木
の
枝
の
間
に
、
娘
も
馬
の
皮
も
皆
、
蚕
に

化
け
て
樹
の
上
に
糸
を
つ
く
っ
て
い
た
。
そ
の
繭
は
、
世
の
ほ
か
の
繭
と
違
っ
て
数
倍
の

実
入
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
木
は
、
桑
で
あ
っ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

イ
タ
コ
の
拝
む
オ
シ
ラ
サ
マ
は
、
馬
頭
の
木
を
衣
で
包
ん
だ
も
の
と
、
娘
の
頭
の
木
を

衣
で
包
ん
だ
も
の
二
体
を
手
に
取
っ
て
、
振
り
な
が
ら
こ
れ
ら
の
神
を
、
わ
が
身
に
お
ろ

し
、
ク
チ
ヨ
セ
す
る
。
つ
ま
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
望
に
こ
た
え
て
神
口
を
語
る
の

で
あ
る
。
右
の
『
搜
神
記
』
の
話
は
、
今
野
圓
輔
著
『
馬ば

じ
ょ
う娘
婚こ

ん
い
ん
た
ん

姻
譚
』（
岩
崎
美
術
社
、

一
九
六
六
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

春
駒
は
、
こ
の
よ
う
に
、
東
北
の
イ
タ
コ
の
拝
む
オ
シ
ラ
サ
マ
に
結
び
つ
き
、
そ
の
根

源
は
二
千
年
前
の
中
国
の
『
搜
神
記
』
に
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
が
、『
搜
神
記
』
は
い
つ
頃
、

日
本
の
ど
こ
に
入
っ
た
か
。
こ
れ
は
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
門
付
訪
問
芸

で
あ
る
春
駒
や
蚕
舞
の
震
源
地
の
京
都
で
は
、
と
う
に
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
（
四
）
室
町
文
化
―
特
に
東
山
文
化
の
頃

　

春
駒
は
蚕
舞
に
も
入
っ
て
い
る
か
ら
、
京
都
の
養
蚕
関
係
の
門
付
芸
が
成
立
す
る
頃
、

そ
れ
は
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
室
町
時
代
、
東
山
文
化
の
頃
す
な
わ
ち
十
五
世
紀
の
頃

で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
養
蚕
の
盛
ん
で
あ
っ
た
東
北
、
関
東
、
中
部
の
地
と
、
養
蚕
も
室
町
文
化
も

愛
好
し
た
種
子
島
に
春
駒
系
の
こ
の
芸
能
が
生
き
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、東
北
、

関
東
、
中
部
の
こ
の
芸
能
は
、
今
や
下
火
で
消
滅
同
様
と
聞
く
と
き
、
種
子
島
の
蚕
舞
の

健
在
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

種
子
島
の
室
町
文
化
は
、蚕
舞
の
ほ
か
に
、正
月
十
一
日
の
西
之
表
市
の
「
大
的
初
め
」、

同
日
の
本
源
寺
の
「
温
座
祈
祷
」
な
ど
と
し
て
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
（
五
）
白あ

お
う
ま馬

の
節せ

ち
え会

　

な
お
、『
民
俗
小
事
典
・
神
事
と
芸
能
』
に
よ
る
と
、
春
駒
は
古
く
は
、
正
月
八
日
に

宮
中
で
行
わ
れ
た
白
あ
お
う
ま
の馬
節せ

ち
え会
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
、『
日
本
民
俗

大
群
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
と
、「
あ
お
う
ま
の
せ
ち
え
」
は
、

　
「
一
月
七
日
に
行
わ
れ
た
宮
廷
の
年
中
行
事
で
、
紫し

し
ん宸
殿
に
お
い
て
天
皇
が
左
右
の
馬

寮
が
導
く
白
馬
を
見
る
。
こ
の
日
に
青
馬
を
見
る
と
、
一
年
間
の
邪
気
を
祓
う
と
い
う
中

国
の
故
事
に
よ
っ
た
も
の
で
、事
後
に
は
群
臣
へ
の
宴
が
催
さ
れ
た
。当
初
は
青
馬
で
あ
っ

た
が
、
醍
醐
天
皇
（
八
九
七
～
九
三
〇
年
）
あ
る
い
は
村
上
天
皇
の
頃
か
ら
白
馬
に
変
化

し
た
。
慣
習
的
に
、
白
馬
と
書
い
て
「
あ
お
う
ま
」
と
読
む
。
室
町
時
代
の
頃
に
は
、
白

馬
と
し
て
葦
毛
の
馬
を
用
い
た
。・
・
・
・
」

　

と
記
し
て
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
、
初
春
に
駒
を
見
る
こ
と
の
重
要
性
が
分
る
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
春
駒
を

見
る
意
義
だ
。

　

こ
こ
に
、『
搜
神
記
』
の
馬
と
娘
、
蚕
、
桑
と
、
白あ
お
う
ま馬
の
節せ

ち
え会
の
正
月
新
春
の
行
事
が

合
わ
さ
っ
て
春
駒
、
蚕
舞
と
な
り
、
東
国
は
中
部
、
関
東
、
東
北
へ
と
春
駒
が
伝
播
し
、

西
国
は
種
子
島
に
蚕
舞
と
し
て
伝
播
し
た
。

　

し
か
し
、
今
や
、
東
国
の
春
駒
は
消
滅
寸
前
と
な
り
、
種
子
島
は
今
な
お
盛
ん
に
や
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
重
要
な
芸
能
が
種
子
島
だ
け
に
今
な
お
活
発
に
伝

承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

九
、
沖
縄
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
（
京
太
郎
）

　

沖
縄
で
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
と
い
わ
れ
る
狂
言
的
舞
踊
集
団
が
あ
っ
て
、そ
の
中
に
「
春
駒
」

が
あ
る
。
大
城
學
著
『
沖
縄
の
祭
祀
と
民
俗
芸
能
の
研
究
』（
砂
子
屋
書
房
、二
〇
〇
三
年
）

に
詳
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用
し
な
が
ら
述
べ
よ
う
。

　
（
一
）
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
と
は

　

チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
、
記
録
に
現
れ
る
一
八
世
紀
初
頭
以
前
か
ら
、
明
治
の
初
期
（
十
九

世
紀
後
半
）
ま
で
、
首
里
の
安
仁
屋
村
を
根
拠
地
と
し
て
島
内
を
め
ぐ
り
歩
い
た
芸
人
達

で
、
正
月
門
付
芸
を
し
、
人
形
を
使
っ
た
芸
も
し
た
と
い
う
。
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そ
の
一
部
が
宜
野
湾
村
の
宜
野
座
や
沖
縄
市
泡
瀬
に
も
た
ら
さ
れ
、
今
も
伝
承
さ
れ
て

い
る
。

　

チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
、
祝
儀
に
万
歳
を
し
、
余
興
に
は
鳥
刺
し
舞
や
馬
舞
（
春
駒
）
な
ど

を
舞
い
、
ま
た
人
形
芝
居
も
す
る
。

　

宜
野
座
の
「
馬
舞
」
の
馬
舞
者
は
馬
頭
を
胸
前
に
つ
け
て
、た
え
ず
手
綱
を
に
ぎ
っ
て
、

「
ユ
ー
イ
、
ユ
ー
イ
」
と
掛
け
声
を
か
け
て
舞
う
。

　

泡
瀬
の
「
馬
舞
者
」
も
、
緑
の
陣
羽
織
を
着
て
、
胸
前
の
馬
頭
の
手
綱
を
に
ぎ
っ
て
、

掛
け
声
を
か
け
る
。

　

右
両
者
の
歌
詞
は
似
て
い
る
が
違
う
。

　
（
二
）
東
北
な
ど
の
春
駒
や
種
子
島
の
蚕
舞
と
の
比
較

　

蚕
舞
の
歌
詞
と
は
全
く
ち
が
い
、「
蚕
」
は
全
く
出
な
く
て
、
馬
の
活
躍
だ
け
で
あ
る
。

東
北
の
春
駒
と
も
ち
が
う
。
や
は
り
、
養
蚕
の
こ
と
は
出
な
い
。

　

出
て
く
る
の
は
、
駒
が
首
里
や
那
覇
の
町
や
周
辺
の
村
々
を
回
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
し
か
も
、
口
調
は
、
す
べ
り
が
よ
く
て
早
口
調
で
あ
り
、

そ
し
て
、
大お

お
ば
な
し話
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
笑
い
話
的
で
あ
り
、
狂
言
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
起
源
を
、
先
に
記
し
た
出
水
市
政
所
の
四
節
万
歳
と
結
び
つ
け

る
の
は
無
理
の
よ
う
で
あ
る
。
養
蚕
と
全
く
関
係
が
な
く
て
、
大
話
的
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
養
蚕
過
程
を
歌
い
、
駒
頭
な
ら
ぬ
コ
ノ
ミ
ヤ
の
団
子
を
持
っ
て
舞
う
種
子

島
の
蚕
舞
と
も
ち
が
う
。
し
か
し
、
東
北
や
関
東
、
中
部
の
春
駒
は
、
養
蚕
過
程
を
大
話

的
に
ひ
き
の
ば
し
、
大
げ
さ
に
歌
う
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
駒
頭
を
胸
前
や
腰
に
す
る
男

駒
も
多
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
今
は
舞
台
で
舞
う
が
、
も
と
村
々
を
回

る
と
き
は
、
庭
芸
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
内
容
は
全
く
ち
が
う
け
れ
ど
も
、
東
国
と
沖
縄
の
春
駒
変
容
は
似
て
い
る
。
し

か
し
、
決
定
的
な
ち
が
い
は
、
一
方
は
養
蚕
過
程
を
歌
い
、
一
方
は
そ
れ
を
全
く
歌
わ
な

く
て
、
駒
の
狂
言
的
な
大
暴
れ
だ
け
を
歌
い
演
ず
る
点
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
チ
ョ
ン

ダ
ラ
ー
が
沖
縄
に
入
っ
て
か
ら
の
変
化
に
よ
る
ち
が
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
三
）
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
起
源
―
種
子
島
と
の
関
係
は
あ
る
の
か

　
『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
、琉
球
国
王
府
編
纂
）
は
、京
太
郎
の
由
来
に
つ
い
て
、

　
「
京
太
郎
は
、
人
形
回
し
に
準
じ
た
芸
人
で
あ
る
が
、
昔
、
京
都
の
人
が
や
っ
て
き
て

教
え
た
の
か
、
京
太
郎
と
い
う
人
が
そ
の
芸
を
作
っ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
い
」

　

と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
芸
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
そ
の
演
目
か
ら
は
、
早は

や
く
ど
き

口
説
、
馬
舞
、
升

し
ゅ
う

斗と

舞ま
い

、
鳥
刺
し
舞
な
ど
は
、
ヤ
マ
ト
系
芸
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ヤ
マ
ト
に
見

ら
れ
、
升
斗
舞
な
ど
は
東
北
、
関
東
に
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
早
口
説
（
ハ
ヤ
ク
チ
物
語
）

も
馬
舞
（
春
駒
）
も
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
中
世
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
芸
能
群
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
馬
舞
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
大
き
く
変
容
し
た
の

か
、
蚕
舞
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
の
だ
が
。
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
、
や

は
り
、
ヤ
マ
ト
か
ら
沖
縄
へ
入
り
込
ん
だ
門
付
芸
人
達
の
系
統
を
ひ
く
者
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
は
い
つ
、
何
の
目
的
で
ヤ
マ
ト
か
ら
沖
縄
へ
入
っ
た
の
だ

ろ
う
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

　

先
に
、
春
駒
や
蚕
舞
は
、
室
町
時
代
の
足
利
義
政
の
東
山
文
化
の
頃
（
一
四
四
九
～

一
四
七
三
年
）、
京
都
か
ら
始
ま
っ
て
、
東
北
や
種
子
島
な
ど
、
ヤ
マ
ト
各
地
に
伝
播
し

た
の
だ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
南
九
州
の
「
京
下
り
の
狂
言
太
夫
」
が
南
九
州
へ
南
下
し
て

き
た
の
は
、『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
記
さ
れ
た
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
で
あ
っ
た
。

　

詳
細
な
芸
能
日
誌
で
あ
る
覚
兼
日
記
に
、
狂
言
項
目
は
多
数
出
て
き
て
も
、「
京
下
り

の
狂
言
太
夫
」
は
右
の
一
回
き
り
で
あ
る
。
薩
摩
領
の
ど
ま
ん
中
に
や
っ
て
き
て
、
領
主

島
津
氏
や
武
将
達
を
回
っ
た
は
ず
の
珍
し
い
人
物
が
そ
の
後
、
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
。

　

筆
者
が
推
定
す
る
に
、「
京
下
り
の
狂
言
太
夫
」
は
、
鹿
児
島
か
ら
琉
球
へ
下
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
薩
摩
の
密
命
を
お
び
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
密
命
と

は
、
琉
球
国
の
国
情
偵
察
で
あ
る
。
当
時
、
ヤ
マ
ト
の
各
領
主
間
で
は
、
こ
う
し
た
偵
察

が
は
や
っ
て
い
た
。

　

そ
の
一
行
に
は
、
京
訛
り
の
語
り
口
の
種
子
島
出
身
の
者
を
幾
名
か
同
行
し
て
い
な

か
っ
た
か
。
し
か
し
、
蚕
舞
は
沖
縄
へ
伝
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
種
子
島
に
も
あ
る
早
口
物

語
や
狂
言
調
の
大
口
物
語
は
沖
縄
へ
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
慶
長
十
四
（
一
六
〇
九
）
年
、
薩
摩
に
よ
る
琉
球
出
兵
が
あ
っ

た
こ
と
だ
。
そ
れ
は
綿
密
な
計
画
の
も
と
、
三
月
、
最
後
の
よ
い
北
風
に
乗
っ
て
琉
球
へ
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南
下
し
、
五
月
、
南
風
の
良
風
に
の
っ
て
帰
国
し
た
。
そ
の
往
復
日
程
、
状
況
共
詳
し
く

計
画
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
琉
球
出
兵
は
、「
京
下
り
の
狂
言
太
夫
」
が
島
津
の
武
将
の
も
と
に
現
れ
て
か
ら
、

二
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
し
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
密
偵
が
実
行
さ
れ
て
い
る
と
し

た
ら
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
、
子
の
代
に
な
り
、
そ
ん
な
秘
令
も
忘
れ
て
チ
ョ
ン
ダ

ラ
ー
の
芸
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

十
、八
重
山
の
狂き

ょ
ん
ぎ
ん言
と
ル
ッ
ポ
ウ

　

こ
れ
は
、
蚕
舞
と
の
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
種
子
島
文
化
と
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
に
関
係

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
県
八
重
山
諸
島
の
西

い
り
お
も
て
じ
ま

表
島
祖そ

な
い納
に
、
お
も
し
ろ
い
狂
言
が
あ
る
。
祖
納
で
は
十
一

月
の
節

し
て
ぃ
（
節
祭
）
の
日
、
海
岸
に
集
落
民
が
集
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
儀
礼
や
い
く
つ
か
の
狂

言
が
行
わ
れ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
に
見
た
狂
言
の
第
一
番
は
、
祖
納
の
下す

ん
ば
れ原

村む
ら

の
パ
チ
カ
イ
（
早
使
い
）
で

あ
っ
た
。

　

舟
こ
ぎ
競
走
の
あ
と
、
浜
に
着
い
た
先
頭
の
舟
か
ら
、
一
人
の
若
者
が
飛
び
出
し
、
砂

浜
を
か
け
登
り
、
弥み

ろ
く勒
や
ア
ン
ガ
マ
の
い
る
桟さ

じ
き敷
を
見
上
げ
て
、
口
上
を
述
べ
る
。
そ
の

と
き
、
若
者
は
櫂か

い

を
股
に
は
さ
ん
で
い
う
。
こ
れ
が
、
駒
の
首
を
は
さ
ん
で
い
る
男
駒
に

見
え
る
。
そ
し
て
、
口
上
は
、

　

ヘ
ー
ク　

パ
チ
カ
イ
ヌ　
　
　
　
　
　
　
　

飛
脚　

早
使
い
の

　

グ
ヨ
ゥ
シ
ヌ　

ン
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
使
の　

馬
で
あ
る
が

　

グ
ョ
ウ　

シ
ラ
ン
テ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
を　

忘
れ
て

　

カ
ラ
ド
ゥ　

ク
ヌ
ン
ザ　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
っ
て　
　

こ
い
つ
は

　

カ
ー
ラ
ヤ
マ
ミ
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
垣
島
の
）
カ
ー
ラ
山
の
山
道
か
ら

　

マ
ン
シ
タ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前ま
ん
し
ー
だ
き

勢
岳
ま
で

　

ウ
ド
ィ　

ク
イ
ク
イ
シ　
　
　
　
　
　
　
　

踊
っ
て
越
え
な
が
ら

　

ト
ゥ
ン
ヌ
プ
テ
ィ　

ミ
リ
バ　
　
　
　
　
　

飛
び
登
っ
て　

見
る
と

　

…
…
…
…

　

と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
大
声
で
早
口
で
述
べ
る
。
そ
れ
は
歌
で
は
な
く
、
口
上
で
あ
る
。

こ
れ
は
パ
チ
カ
イ
の
狂き

ょ
ん
ぎ
ん言

で
あ
っ
た
。
次
は
、
や
は
り
祖そ

な
い納

の
上う

え
む
ら村

の
狂
言
で
、
ル
ッ
ポ

ウ
と
い
う
。
若
者
が
シ
テ
ィ
の
浜
で
同
じ
よ
う
に
一
人
で
い
う
。

　

ア
ガ
リ
ク
ム
ヌ　

ク
シ
カ
ラ　
　
　
　
　
　
　

東
の
雲
の　

後
か
ら

　

ヌ
リ
ト
ゥ
ン　

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
ル　
　
　
　
　
　

乗
り
飛
び
出
ま
し
た

　

ミ
ー
リ
ク　

ユ
ー
ガ
フ　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥み
ろ
く勒
世ゆ

が

ふ
果
報
を
（
豊
か
な
世
を
）

　

ム
ッ
チ
ョ
ゥ
ル　

ン
マ
ド
ゥ　
　
　
　
　
　
　

持
っ
て
い
る
馬
に

　

ヌ
ー
テ
ィ　

チ
ョ
ゥ　

ヤ
ビ
ン
ド
ー
サ
イ　
　

乗
っ
て　

来
ま
し
た

　

…
…
…
…

　

右
の
パ
チ
カ
イ
の
若
者
が
櫂
を
股
に
は
さ
ん
で
、
大
声
で
や
や
早
口
に
口
上
を
述
べ
る

の
は
、
東
北
や
佐
渡
の
春
駒
で
、
駒こ

ま
が
し
ら頭

と
首
を
股
あ
る
い
は
前
胸
に
さ
げ
て
い
る
の
に
似

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
姿
は
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
馬
舞
者
の
姿
で
も
あ
る
。

　

右
の
パ
チ
カ
イ
や
ル
ッ
ポ
ウ
の
馬
は
、
は
じ
め
か
ら
途
方
も
な
い
大
き
な
あ
る
い
は
大

げ
さ
な
行
動
で
あ
り
、
こ
れ
も
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
の
歌
詞
に
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
八

重
山
の
こ
れ
ら
の
狂き

ょ
ん
ぎ
ん言
は
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
文
化
が
伝
播
し
た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
ル
ッ
ポ
ー
だ
。
ル
ッ
ポ
ー
は
六ろ

っ
ぽ
う法

が
語
源
で
あ
り
、
歌
舞

伎
の
六
法
に
ち
な
み
、
大
げ
さ
な
演
戯
（
こ
こ
で
は
大
げ
さ
な
口
上
）
を
し
て
、
笑
わ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
狂
言
の
世
界
で
は
あ
る
。

　

こ
の
ル
ッ
ポ
ー
、
ロ
ッ
ポ
ー
と
い
う
口
上
の
表
現
は
、
歌
舞
伎
以
外
で
の
郷
土
芸
能
で

は
、
八
重
山
の
ほ
か
に
種
子
島
以
外
に
は
余
り
聞
か
な
い
よ
う
だ
。

　

種
子
島
で
は
、
ロ
ッ
ポ
ー
と
い
え
ば
、
早
口
物
語
の
こ
と
を
い
う
。
早
口
物
語
は
東
北

を
は
じ
め
若
干
の
他
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
こ
で
は
ロ
ッ
ポ
ー
と
は
い
わ
な

い
。

　

ロ
ッ
ポ
ー
は
、
種
子
島
と
八
重
山
を
結
ぶ
言
葉
で
あ
る
。
都
の
六
法
は
、
種
子
島
を
へ

て
南
下
し
、
八
重
山
に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
を

介
し
て
の
影
響
で
あ
ろ
う
。蚕
舞
の
蚕
頭
女
装
の
影
響
は
な
い
け
れ
ど
も
、八
重
山
の
ロ
ッ

ポ
ー
の
駒
頭
股
乗
り
風
の
処
作
は
東
北
な
ど
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
を
介
す

る
京
文
化
の
余
波
を
見
る
の
で
あ
る
。
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十
一
、
ま
と
め

　

蚕
舞
に
つ
い
て
、
筆
者
は
微
力
な
が
ら
、
種
子
島
に
お
け
る
蚕
舞
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
状

況
、
鹿
児
島
県
内
、
熊
本
県
と
宮
崎
県
の
一
部
を
ふ
く
む
南
九
州
と
種
子
島
の
蚕
舞
、
日

本
本
土
各
地
の
蚕
舞
関
連
芸
能
（
春
駒
）
な
ど
の
歴
史
的
探
究
、
そ
し
て
沖
縄
の
チ
ョ
ン

ダ
ラ
ー
関
連
の
芸
能
と
種
子
島
芸
能
や
口
承
文
芸
な
ど
に
つ
い
て
、
常
に
比
較
し
な
が
ら

見
て
き
た
。
で
は
、
ま
と
め
と
し
て
、
次
に
箇
条
書
き
に
し
て
み
よ
う
。

　

①
蚕
舞
は
、
種
子
島
の
小
正
月
来
訪
祝
賀
芸
能
で
あ
り
、
こ
の
門
付
芸
能
を
、「
蚕
舞
」

と
称
す
る
所
は
、
日
本
中
で
も
種
子
島
に
し
か
な
い
。

　

②
蚕
舞
の
主
旨
は
、
養
蚕
の
豊
饒
を
祈
る
も
の
で
あ
り
、
若
者
が
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
（
娘
）

の
姿
に
女
装
し
て
白
布
を
被
り
、
蚕
の
姿
を
模
し
て
、
座
敷
の
表
の
間
で
舞
う
。

　

③
舞
の
途
中
で
、
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
（
ダ
ゴ
サ
シ
）
と
い
う
紅
白
の
繭
玉
を
た
く
さ
ん

付
け
た
柳
か
榎

え
の
き
の
枝
を
か
つ
い
で
舞
う
。
そ
の
と
き
、
扇
子
も
開
い
て
優
雅
に
舞
う
。

　

④
そ
の
時
、
芸げ

ー
ま
ー回
と
い
う
ひ
ょ
う
き
ん
な
姿
の
男
が
一
人
出
て
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
回
り
で

徳
利
な
ど
持
っ
て
踊
り
、
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
の
聖
（
静
）
に
対
し
、
俗
（
動
）
を
演
ず
る
。

　

⑤
歌
は
、
玄
関
の
外
の
庭
に
立
っ
て
い
る
大
勢
の
若
者
や
歌
好
き
の
一
般
の
人
が
合
唱

す
る
。
楽
器
に
は
小
太
鼓
（
鼓
）
や
あ
り
合
わ
せ
の
鉦
（
鍬
の
刃
、
他
）。

　

蚕
舞
の
歌
の
内
容
は
、「
祝
い
申
す
」
と
い
う
挨
拶
の
言
葉
に
つ
づ
い
て
、「
こ
れ
か
ら

申
す
」
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
つ
い
て
、
あ
と
は
歌
に
な
っ
て
い
く
。

　

次
い
で
、
蚕こ

だ
ね種
を
集
め
て
や
が
て
成
長
し
、
桑
も
や
り
、
赤
繭
、
白
繭
に
な
る
。
そ
し

て
、
春
駒
の
勇
む
よ
う
な
夢
を
見
る
の
は
よ
い
も
の
だ
、
と
歌
う
。

　

養
蚕
の
歌
の
あ
と
に
、
突
然
春
駒
が
出
る
の
は
不
思
議
で
あ
り
、
意
味
が
深
い
よ
う
だ
。

こ
れ
は
あ
と
で
述
べ
る
。

　

⑥
蚕
舞
に
類
す
る
歌
と
芸
能
は
、
東
北
、
関
東
、
中
部
な
ど
に
「
春
駒
」
と
題
し
て
見

ら
れ
た
が
、
今
は
各
地
で
消
滅
同
様
だ
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
春
駒
は
、
若

者
が
駒
頭
を
前
腰
に
し
、あ
る
い
は
前
胸
下
に
し
て
踊
る
が
、女
性
は
駒
頭
を
片
手
に
持
っ

て
躍
る
。
沖
縄
で
は
ジ
ュ
リ
（
遊
女
）
が
駒
頭
を
手
に
持
っ
て
踊
っ
た
と
い
う
。

　

⑦
こ
れ
ら
は
、
四
国
の
一
部
や
薩
摩
の
一
部
な
ど
で
も
昔
見
ら
れ
た
の
で
、
古
く
は
ほ

ぼ
全
国
に
分
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
関
東
な
ど
は
、
の
ち
ま
で
も
養
蚕
が
さ
か
ん
で

あ
っ
た
せ
い
か
、
春
駒
歌
が
よ
く
残
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
布
状
況
か
ら
見
る
と
、
春
駒

の
歌
の
中
心
源
は
京
都
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

⑧
東
国
の
春
駒
と
駒
頭
、
西
国
の
駒
頭
は
同
じ
芸
態
で
あ
る
が
、
種
子
島
の
蚕
舞
は
駒

型
を
用
い
な
い
芸
で
、
よ
り
信
仰
的
で
、
人
が
蚕
神
化
身
の
よ
う
な
姿
で
舞
う
。
種
子
島

の
舞
い
の
形
態
が
よ
り
古
い
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

⑨
春
駒
・
蚕
舞
の
始
源
池
は
、分
布
の
中
心
の
京
都
で
は
な
い
か
。
歴
史
的
に
見
て
、歌
・

舞
の
始
源
は
、
室
町
時
代
中
期
の
東
山
文
化
（
一
四
四
九
～
一
四
七
三
年
）
頃
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

⑩
種
子
島
の
蚕
舞
は
、京
都
中
心
で
東
西
に
分
布
す
る
駒
頭
股
乗
り
（
あ
る
い
は
胸
付
）

と
異
り
、
白
頭
の
蚕
神
化
身
と
な
っ
て
舞
う
。
こ
の
姿
こ
そ
、
蚕
神
の
古
い
舞
い
の
形
で

は
な
い
か
。
養
蚕
振
興
目
的
の
古
い
舞
の
姿
が
京
都
か
ら
種
子
島
へ
直
伝
播
し
た
可
能
性

も
あ
る
。
十
五
世
紀
当
時
、
種
子
島
の
島
主
家
で
は
京
文
化
に
直
接
ふ
れ
て
い
た
。

　

⑪
新
年
に
春
駒
の
歌
を
歌
っ
て
門
付
け
す
る
の
は
、
古
代
の
白あ

お
う
ま馬
の
節せ

ち
え会
を
模
し
た
も

の
と
す
れ
ば
、
非
常
に
古
い
起
源
を
持
つ
行
事
だ
。
し
か
も
そ
れ
が
、
東
北
で
は
オ
シ
ラ

サ
マ
信
仰
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

⑫
オ
シ
ラ
サ
マ
信
仰
は
、
中
国
の
『
搜
神
記
』
に
見
る
馬
と
娘
と
蚕
の
物
語
で
あ
り
、

オ
シ
ラ
様
は
、
駒
頭
の
木
棒
と
娘
頭
の
木
棒
に
布
を
巻
い
て
着
物
と
し
、
神
格
化
し
、
イ

タ
コ
が
家
の
平
安
を
祈
っ
て
拝
ん
だ
。
そ
れ
は
、
養
蚕
の
神
で
も
あ
っ
た
。

　

⑬
春
駒
や
蚕
舞
は
、
馬
と
娘
と
蚕
の
出
て
く
る
歌
で
あ
り
、
こ
の
舞
の
根
源
は
非
常
に

古
い
の
で
あ
る
。

　

⑭
種
子
島
の
蚕
舞
は
、
南
種
子
町
を
中
心
に
し
て
今
も
さ
か
ん
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
古
く
か
ら
の
伝
承
を
守
っ
て
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
小
正
月
門
付
芸
と
し

て
、
各
戸
を
回
っ
て
祝
う
。
女
装
の
蚕
頭
に
な
っ
て
、
繭
玉
を
象
徴
す
る
紅
白
の
餅
を
い

く
つ
も
差
し
た
柳
（
榎
）
の
木
の
枝
（
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
）
を
か
つ
ぎ
、
扇
子
を
開
い
て

優
雅
に
舞
う
。
歌
詞
、
歌
曲
と
も
よ
く
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
す
ぐ
れ
た
伝
承
行
事
で
あ

り
、
ま
た
伝
承
芸
能
で
あ
る
。

　
第
三
節
　
め
で
た
節

は
じ
め
に

　

一
九
五
〇
年
代
初
め
に
、
種
子
島
に
赴
任
し
、
祝
い
の
座
で
初
め
て
、
め
で
た
節
を
聞
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い
た
筆
者
は
、
深
い
感
動
に
包
ま
れ
た
。

　

朝
鮮
戦
争
か
ら
ま
も
な
い
頃
で
、
世
は
す
さ
ん
で
い
た
が
、
種
子
島
は
別
天
地
の
感
が

し
た
。
と
い
う
の
は
、
集
落
の
祝
い
の
折
な
ど
、
会か

い
し
ゃ舎
（
会
宅
、
公
民
館
）
に
集
っ
て
い

る
人
び
と
が
乾
杯
の
あ
と
し
ば
ら
く
し
て
、
相し

ょ
う
ば
ん
に
ん

伴
人
（
司
会
者
）
の
合
図
で
、
全
員
正
座

し
、
音
頭
と
り
が
一
声
あ
げ
て
、
あ
と
を
み
ん
な
で
歌
う
、
す
な
わ
ち
「
め
で
た
節
」
を

斉
唱
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

朗
々
と
し
た
斉
唱
で
、
し
か
も
長
く
ひ
い
て
、
こ
ぶ
し
の
き
い
た
歌
声
だ
。
一
座
の
全

員
が
一
つ
に
な
っ
て
斉
唱
し
、
そ
の
声
は
会
舎
を
ゆ
る
が
し
、
周
り
の
庭
に
も
ひ
び
い
た
。

ま
こ
と
に
う
る
わ
し
く
、
す
が
す
が
し
い
光
景
だ
。
歌
を
通
し
て
一
座
の
心
が
一
つ
に
な

り
、
ま
た
な
ご
や
か
に
な
る
。

　

斉
唱
す
る
と
き
は
、
全
員
が
両
手
を
合
わ
せ
て
調
子
を
取
る
と
こ
ろ
と
、
そ
う
し
な
い

と
こ
ろ
と
あ
る
が
、
近
年
は
拍
手
し
て
歌
う
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
祝
い
の
座
は
い
ろ
い
ろ
だ
。
新
年
の
祝
い
を
は
じ
め
年
間
の
集
落
の
祝
い
、
名

付
祝
い
、
七
つ
祝
い
、
成
人
式
、
そ
の
他
人
生
儀
礼
、
家や

ぎ
と
う

祈
祷
（
新
築
祝
い
）、
進
水
式
、

正
月
二
日
の
浦
祝
い
や
船
祝
い
、
正
月
十
一
日
の
系
図
祝
い
、
そ
の
他
。
こ
れ
ら
は
、
親

族
あ
る
い
は
近
隣
で
、
集
落
で
と
さ
ま
ざ
ま
な
関
り
合
い
の
中
で
行
わ
れ
る
。

　

め
で
た
節
は
、
お
だ
や
か
で
な
ご
や
か
な
島
民
性
を
育

は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、
平
坦
で
し
か
も

農
地
に
恵
ま
れ
、
周
り
を
黒
潮
が
囲
み
、
海
幸
に
も
恵
ま
れ
た
地
に
よ
く
合
っ
た
斉
唱
歌

で
あ
る
。

　
　

一
、
め
で
た
節
斉
唱
の
前
後

　

右
に
記
し
た
め
で
た
節
斉
唱
の
前
後
を
め
ぐ
っ
て
、も
う
少
し
詳
し
く
記
す
。
こ
れ
は
、

一
九
五
九
年
六
月
当
時
の
筆
者
の
記
録
で
あ
る
。

　

祝
い
の
座
に
は
、
各
人
の
前
に
膳
が
出
さ
れ
、
皆
、
正
座
し
て
い
る
。
相
伴
人
の
司
会

で
、
亭
主
側
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
膳
に
乗
せ
た
盃
を
、
ま
ず
相
伴
人
が
と
っ
て
飲
み

干
す
。
こ
の
と
き
、盃
は
最
初
の
一
つ
が
膳
に
の
っ
て
い
る
。
次
々
に
そ
の
膳
を
回
す
が
、

そ
れ
に
は
焼
酎
を
盃
に
注
い
で
や
る
人
も
一
人
、
あ
る
い
は
二
人
付
い
て
い
る
。

　

盃
が
一
巡
し
た
頃
を
見
は
か
ら
っ
て
、
相
伴
人
が
、

　
「
祝
い
も
、
し
申
そ
う
」
と
い
う
と
、
全
員
改
め
て
正
座
し
直
し
、
右
記
の
よ
う
に
め

で
た
節
を
斉
唱
す
る
。

　

中
種
子
町
坂
井
で
は
、
め
で
た
節
を
歌
い
始
め
る
と
き
、
三
五
（
三
献
）
の
盃
を
始
め

る
。
三
五
の
盃
と
は
、
は
じ
め
に
膳
に
お
い
た
三
つ
の
盃
に
焼
酎
を
入
れ
、
相
伴
人
か
ら

飲
み
、次
々
に
座
席
を
回
し
て
飲
む
。
次
い
で
五
つ
の
盃
を
回
し
飲
み
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

坂
井
で
は
、
三
五
の
盃
が
始
ま
る
頃
、
め
で
た
節
を
歌
い
始
め
、
終
る
頃
に
三
五
の
盃

の
巡じ

ゅ
ん
ぱ
い盃
も
終
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
は
、
各
人
、
ひ
ざ
を
崩
し
て
ゆ
っ
く
り
飲
み
、
そ

ば
の
人
と
語
り
合
う
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
余
興
の
歌
や
座
敷
舞
が
出
る
。

　

中
種
子
町
美
座
で
は
、
め
で
た
節
は
三
つ
回
り
も
し
な
い
う
ち
に
行
う
。
そ
し
て
美
座

で
は
、
三
つ
回
り
、
五
つ
回
り
の
あ
と
、
七
つ
回
り
も
し
た
。

　

さ
ら
に
、ホ
ネ
ア
ラ
イ
を
し
た
。
相
伴
人
が
、「
た
だ
今
か
ら
ホ
ネ
ア
ラ
イ
を
し
申
そ
う
。

皆
さ
ん
、
吸
物
椀
の
蓋
を
裏
返
し
て
、
椀
の
魚
の
骨
を
入
れ
、
焼
酎
を
注
い
で
飲
ん
で
も

ら
わ
ん
ば
じ
ゃ
」
と
い
う
と
、
皆
、
そ
の
通
り
に
し
た
。

　

南
種
子
町
上か

み
な
か中
で
は
、
家や

ぎ
と
う

祈
祷
（
新
宅
祝
い
）
の
と
き
、
膳
の
吸
物
を
い
た
だ
き
、
焼

酎
を
少
し
飲
ん
だ
頃
を
見
は
か
ら
っ
て
、相
伴
人
が
「
祝
い
も
し
て
い
た
だ
か
ん
ば
や
ー
」

と
い
っ
て
、
ホ
ネ
ア
ラ
イ
に
な
っ
た
。

　

ホ
ネ
ア
ラ
イ
と
は
、
吸
物
椀
の
蓋
で
魚
骨
ご
し
の
焼
酎
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
あ

と
、
め
で
た
節
を
歌
っ
た
と
い
う
。

　

南
種
子
町
の
平
山
や
島
間
な
ど
で
は
、
四
十
九
年
忌
の
祭
り
の
と
き
、
最
後
に
吸
物
椀

の
蓋
に
焼
酎
を
注
い
で
飲
む
こ
と
を
、
ホ
ネ
ア
ラ
イ
と
い
っ
た
と
い
う
。

　

ホ
ネ
ア
ラ
イ
の
民
俗
学
的
な
意
味
は
大
変
興
味
深
く
、重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
う
が
、

本
稿
で
は
こ
の
く
ら
い
に
と
ど
め
、
め
で
た
節
が
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
歌
わ
れ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
め
で
た
節
に
関
わ
る
行
事
を
記
す
。
そ
れ
は
、
平
山
向
井
里
の
チ

イ
ナ
ビ
キ
で
あ
る
。
チ
イ
ナ
ビ
キ
と
は
露
な
び
く
で
、
稲
穂
が
露
に
打
た
れ
て
、
左
へ
右

へ
と
な
び
き
、
次
は
ま
た
反
対
側
へ
な
び
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

向
井
里
で
は
、
元
朝
の
暁
に
、
各
戸
水
迎
え
（
後
述
）
を
し
た
の
ち
、
昔
、
向
井
里
門か

ど

の
名な

頭と
う

で
あ
っ
た
向
井
正
夫
氏
宅
に
、
戸
主
が
全
員
（
十
三
人
）
集
ま
り
、
上
之
座
に
左

右
二
列
に
並
ん
で
座
る
。

　

相
伴
人
が
「
式
を
し
申
す
」
と
い
う
。
そ
の
と
き
は
、
各
人
の
膳
や
盃
は
出
て
い
る
。

相
伴
人
が
「
一
コ
ン
メ
を
し
申
そ
う
」
と
い
う
と
、
各
人
盃
一
つ
を
飲
む
。
次
い
で
「
二
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コ
ン
メ
は
自
由
に
飲
う
で
く
れ
」
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
次
は
盆
に
盃
三
つ
を
の
せ
て
、
正
面
か
ら
左
右
へ
そ
れ
ぞ
れ
回
す
。
相
伴

人
が
、「
今
年
は
水
も
豊
冨
に
あ
っ
て
、
豊
年
歳ど

し

じ
ゃ
っ
た
。
そ
れ
で
二
俵
ず
つ
、
背
負

わ
し
て
は
間
に
合
わ
ぬ
。
日
が
暮
れ
る
か
ら
、
中
背
に
一
俵
お
い
た
。
…
…
…
中
背
が
重

か
か
ら
盃
に
し
よ
う
」
と
い
っ
て
、
盆
は
盃
を
三
つ
の
せ
て
、
正
面
の
座
か
ら
左
右
へ
回

す
。
各
人
、
盆
が
回
っ
て
き
た
と
き
、
三
つ
の
盃
を
飲
み
干
し
て
隣
り
へ
回
す
。

　

と
こ
ろ
が
盆
は
左
右
か
ら
流
れ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
が
合
流
し
た
人
は
、
両
方
の
盆
の

焼
酎
を
、
つ
ま
り
六
杯
の
焼
酎
を
飲
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
ナ
ガ
レ
モ
ヤ
ー
（
流
れ

模も
あ
い合
）
と
い
う
。

　

次
は
四
コ
ン
メ
。
ネ
ガ
レ
モ
ヤ
ー
に
合
わ
な
い
よ
う
に
、
加
減
し
て
隣
り
へ
渡
す
。
昔

は
七
コ
ン
メ
ま
で
や
っ
た
。

　

相
伴
人
が
「
今
年
ゃ
、
雨
も
順
調
に
降
り
、
水
も
豊
富
で
、
カ
ラ
立
ち
も
よ
く
、
実
入

り
も
わ
ざ
い
よ
か
っ
た
。
西
の
風
が
ソ
ヨ
ソ
ヨ
と
吹
―
け
ー
ば
、
東
の
方
に
畦
を
枕
に
寝

申
す
」
と
い
う
。
す
る
と
、
一
同
は
、
腕
を
枕
に
、
東
（
上か

み

）
の
方
に
寝
る
。

　

す
る
と
、
相
伴
人
が
「
今
度
は
風
が
東
に
風
に
な
っ
ち
ぇ
。
穂
は
西
の
方
さ
な
、
皆
、

倒
れ
申
し
た
」
と
い
う
と
、
皆
は
起
き
直
っ
て
、
今
度
は
西
（
下し

も

）
の
ネ
キ
（
隣
り
）
の

人
の
膝
を
枕
に
寝
る
の
で
あ
る
。

　
「
こ
れ
で
、
式
は
終
り
申
し
た
」
と
い
う
と
、
皆
起
き
て
正
座
し
、
そ
し
て
め
で
た
節

を
斉
唱
す
る
。
め
で
た
節
の
あ
と
、
ま
た
祝
宴
に
な
り
、
各
人
懇
談
し
、
そ
の
あ
と
、
小

学
校
の
拝
賀
式
に
全
員
出
席
す
る
。

　
　

二
、
歌
詞

　

向
井
里
の
め
で
た
節
の
歌
詞
は
、

　

①
め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ
、
枝
も
栄
え
る
葉
も
茂
る
。

　

②
な
お
も
め
で
た
の
思
う
こ
た
叶
う
て
、
末
は
鶴
亀
五
葉
の
松
。

　

③
峰
の
小
松
に
雛ひ

な
づ
る鶴
が
、
谷
の
巖

い
わ
ほ
に
亀
舞
い
遊
ぶ

　

チ
イ
ナ
ビ
キ
の
行
事
は
以
上
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、種
子
島
中
で
も
平
山
向
井
里
に
一
ヵ

所
の
新
年
の
稲
作
祈
願
儀
礼
で
あ
り
、
興
味
深
い
風
習
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
北
薩
の
伊
佐
市
大
口
で
は
正
月
十
四
日
、
穂
垂
れ
引
き
と
い
っ
て
、
一
座

の
人
が
左
に
寝
、
次
に
右
に
座
る
と
い
っ
た
儀
礼
を
す
る
。
名
称
は
違
う
け
れ
ど
も
発
想

は
向
井
里
と
同
じ
で
あ
る
。
大
口
で
は
、
め
で
た
節
は
歌
わ
な
い
。
ま
た
、
南
九
州
各
地

に
ホ
ダ
レ
と
か
ホ
ダ
レ
ヒ
キ
の
言
葉
は
残
り
、
皿
に
一
本
の
大
根
や
魚
な
ど
入
れ
て
祝
う

こ
と
な
ど
す
る
。

　

次
に
各
地
の
め
で
た
節
の
歌
詞
を
記
す
。
右
に
記
し
た
向
井
里
の
め
で
た
節
の
①
②
③

の
番
号
に
つ
づ
け
て
、
同
じ
歌
詞
は
番
号
の
み
示
す
。
中
種
子
町
の
町
山
崎
で
は
、

　

④
嬉
し
ゅ
め
で
た
の
若
松
様
よ
、
枝
も
栄
え
る
葉
も
茂
る

　

⑤
な
お
も
め
で
た
の
若
松
様
よ
、
末
は
鶴
亀
五
葉
の
松
。

　

⑥
と
ど
け
と
ど
け
よ
、
末
ま
で
と
ど
け
、
末
も
初
め
も
花
の
よ
う
に
、

　

南
種
子
町
平
山
西
之
町ち

ょ
うで
は
、
①
②
③
で
、
向
井
里
と
同
じ
。
し
か
し
、
家
祈
祷
の

と
き
は
、
①
②
は
同
じ
で
、
次
は
⑦
で
、「
こ
れ
の
亭
主
は
背せ

い

細
け
れ
ど
、
黄こ

が
ね金
敷
寝
に

銭ぜ
に
ま
く
ら枕
」
と
歌
う
。

　

名
付
祝
い
に
は
、
⑧
親
は
百
ま
で
、
子
は
九
十
九
ま
で
、
孫
に
白し

ら
が髪
の
生
え
る
ま
で
、

と
歌
う
。

　

南
種
子
町
茎
永
の
宇
都
浦
で
は
、
④
の
「
嬉
し
ゅ
め
で
た
」
の
次
に
、

　

⑨
「
ま
た
も
め
で
た
の
思
う
こ
と
叶
え
、
岩
の
は
ざ
ま
に
亀
舞
い
遊
ぶ
」、
と
歌
う
。

　

中
種
子
町
下
田
で
は
、
め
で
た
節
は
、
①
②
⑥
を
歌
う
が
、
⑥
の
最
後
は
、「
花
の
ご
と
」

と
歌
う
。
下
田
で
は
、
正
月
二
日
の
浦
祝
い
や
平
日
の
大た

い
り
ょ
う漁
の
と
き
は
、

　

⑩
飲
め
よ
大
黒
、
歌
え
よ
恵
比
須
、
受
け
て
喜
ぶ
福
の
神
。

　

⑪
鳶と

び

が
舞
う
舞
う
、
恵
比
須
の
前
で
、
鳶と

び

じ
ゃ
ご
ざ
ら
ぬ
エ
バ
の
魚い

を

。

　

と
歌
う
。

　

旧
制
種
子
島
中
学
校
『
郷
土
研
究
』（
昭
和
十
年
刊
）
に
は
、
次
の
歌
も
の
っ
て
い
る
。

　

⑫
叶
た
叶
た
よ
、
思
う
事こ

た

は
叶
た
、
胸
の
辛
苦
が
今
解
け
た
。

　

と
こ
ろ
で
同
書
に
よ
る
と
、
め
で
た
節
を
歌
う
と
き
は
、
嬉
し
ゅ
め
で
た
節
を
つ
づ
け

て
歌
い
、
合
計
五
つ
の
歌
詞
を
歌
う
の
だ
と
い
う
。
め
で
た
節
と
嬉
し
ゅ
め
で
た
節
は
歌

曲
は
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
違
っ
て
い
て
、
嬉
し
ゅ
め
で
た
は
も
っ
と
長
く
引
い
て

歌
う
。

　

同
書
が
挙
げ
て
い
る
め
で
た
節
は
、
①
②
③
で
、
嬉
し
ゅ
め
で
た
節
は
④
⑥
⑫
で
あ
る
。

但
し
、
⑥
は
「
花
の
ご
と
」
と
締
め
く
く
る
。
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三
、
各
県
の
め
で
た
節

　

め
で
た
節
は
、
七
七
七
五
調
型
か
ら
な
る
近
世
小
歌
で
あ
り
、
江
戸
時
代
以
来
、
各
地

で
祝
い
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
。
い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
出
典
は
、
高
野
辰
之

編
『
日
本
歌
謡
集
成
（
巻
十
二
、
近
世
編
）』。

　
（
１
）
埼
玉
県
比
企
郡

　

○
め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ
、
庭
に
鶴
亀
五
葉
の
松
、
先
づ
お
め
で
た
や
。
サ
ー
サ
、

サ
サ
。

　

○
め
で
た
い
も
の
は
、
芋
の
種
子
、
葉
も
茂
る
。
畠
で
つ
く
ら
つ
く
ら
子
が
で
き
る
。

先
づ
お
め
で
た
や
、
サ
ー
サ
サ
サ
。

　
（
２
）
宮
城
県
仙
台
市

　

○
め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ
、枝
も
栄
ゆ
る
葉
も
茂
る
。
ト
コ
ヤ
ッ
サ
イ
、ト
コ
ヤ
ッ

サ
イ
。

　
（
３
）
静
岡
県
濱
松
市

　

○
め
で
た
め
で
た
が
三
つ
重
り
て
、
庭
に
や
鶴
亀
五
葉
の
松
。

　

○
こ
の
座
敷
は
め
で
た
い
座
敷
。
鶴
と
亀
と
が
舞
を
す
る
。

　

○
お
前
百
ま
で
、
私
九
十
九
ま
で
。
共
に
白し

ら
が髪
の
生
え
る
ま
で
。

　

○
酔
う
た
酔
う
た
よ
、
五
勺
の
酒
に
。
一
合
飲
ん
だ
ら
な
ほ
酔
は
ず
。

　
（
４
）
京
都
府
山
城
地
方

　

○
こ
こ
の
座
敷
は
目
出
度
い
座
敷
。
上
か
ら
鶴
が
舞
い
下さ

が

る
。
下
か
ら
亀
が
舞
い
上の

ぼ

る
。

鶴
と
亀
と
は
舞
を
舞
ふ
。
こ
ん
な
目
出
度
い
こ
と
は
な
い
。

　
（
５
）
広
島
県
蘆
品
郡

　

○
お
前
百
ま
で
、
わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で
、
共
に
白
髪
の
生
え
る
ま
で
。

　

○
叶
う
た
叶
う
た
、
思
う
事
は
叶
う
た
、
末
は
鶴
亀
五
葉
の
松
。

　
（
６
）
高
知
県
幡
多
郡

　

○
お
前
百
ま
で
、わ
し
ゃ
九
十
九
ま
で
、共
に
白
髪
の
生
え
る
ま
で
（
婚
礼
の
場
に
て
）。

　

○
こ
こ
の
御
家
の
乾
の
隅
に
、
黄
金
花
咲
く
ゆ
さ
ゆ
さ
と
、
ヨ
イ
ヤ
ナ
ー
。

　

○
こ
こ
の
お
家
は
め
で
た
い
御
家
、
丹
那
大
黒
、
奥
様
恵
比
須
、
ご
ざ
る
お
客
は
福
の

神
ヨ
イ
ヤ
ナ
ー
。

　

○
こ
こ
の
お
家
は
め
で
た
い
お
家
、
後
ろ
茗み

ょ
う
が荷
で
前
蕗ふ

き

植
え
て
、
茗
荷
子
を
さ
し
や
蕗

繁
昌
、
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
（
以
上
、
三
つ
の
歌
は
建
築
祝
い
の
歌
）。

　

○
御み

よ代
は
目
出
度
の
若
松
様
よ
、
ヨ
イ
コ
ハ
ヤ
レ
、
枝
も
栄
え
る
葉
も
茂
る
、
ヨ
イ
ヤ

ナ
ア
。

　

○
枝
も
栄
え
り
や
鬼
葉
も
茂
る
、
ヨ
イ
、
下
ろ
せ
小
松
の
一
の
枝
、
ヨ
イ
ヤ
ナ
ア
、
ヨ

イ
ヤ
ナ
ア
。

　

○
下お

ろ
し
詰
め
た
ら
休
み
ま
し
ょ
と
言
う
た
、
ヨ
イ
、
何
で
休
み
ま
し
ょ
に
、
ま
た
山

ま
で
で
も
、
ヨ
イ
ヤ
ナ
ア
（
正
月
の
式
三
番
の
歌
）。

　

以
上
、
六
府
県
の
例
を
挙
げ
た
。
め
で
た
め
で
た
を
は
じ
め
、
各
歌
詞
は
種
子
島
の
め

で
た
節
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
め
で
た
節
三
つ
に
、
嬉
し
ゅ
め
で
た
か
ら
二
つ
と
っ
て

合
計
五
つ
を
歌
う
種
子
島
の
よ
う
な
所
は
な
い
。
し
か
し
、
正
月
祝
い
や
年
祝
い
、
建
築

祝
い
の
歌
な
ど
の
種
類
は
あ
る
。

　

各
歌
詞
も
「
め
で
た
節
」
に
似
通
っ
て
い
る
が
、
種
子
島
の
ほ
う
こ
そ
、
し
っ
か
り
し

た
文
句
で
あ
り
、
他
府
県
の
も
の
は
少
し
崩
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
発
展
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
歌
詞
か
ら
見
て
も
、
近
世
小
歌
と
は
い
い
な
が
ら
、
種
子
島
の
め

で
た
節
こ
そ
、重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
節
は
松
原
武
実
氏
に
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

独
特
の
よ
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

な
お
（
１
）
埼
玉
県
の
「
め
で
た
い
も
の
は
、
芋
の
種
子
・
・
・
・
・
」
は
、
屋
久
島

の
永
田
の
祝
い
歌
に
同
系
の
文
句
が
見
ら
れ
る
。
屋
久
島
に
は
、
屋
久
杉
伐
採
の
た
め
に

近
世
以
来
、
各
地
の
山や

ま
し師
が
入
り
込
ん
だ
の
で
、
そ
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
種
子
島
「
め
で
た
節
」
の
ま
と
め
と
し
て
、
ひ
と
言
記
し
て
お
き
た
い

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
座
の
者
が
正
座
し
、
朗
々
と
し
か
も
こ
ぶ
し
を
き
か
せ
て
懐

か
し
く
あ
る
い
は
奥
行
き
深
く
斉
唱
す
る
。
そ
の
歌
声
は
会
舎
の
外
に
も
神
社
・
拝
殿
の

外
に
も
、
家
の
外
に
も
、
そ
の
と
き
ど
き
に
よ
っ
て
、
洩
れ
き
こ
え
、
ひ
び
き
渡
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
光
景
は
、
神
を
崇
め
歌
っ
て
い
る
、
例
え
ば
新
春
の
神
を
迎
え
て
祝
い
、
そ
し
て

歌
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
神
と
共
に
あ
っ
て
喜
び
歌
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
気
持

で
あ
り
、
状
況
で
あ
る
。
き
わ
め
て
古
風
な
、
そ
し
て
心
豊
か
な
世
界
で
あ
る
。

　
　

四
、
ゆ
く
い
と
し

　

右
の
三
、四
の
中
で
述
べ
た
種
子
島
の
「
嬉
し
ゅ
め
で
た
」
は
、
別
名
、
ゆ
く
い
と
し
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と
い
う
。
中
種
子
町
坂
井
熊
野
の
ゆ
く
い
と
し
は
、

　

○
嬉
し
ゅ
め
で
た
の
若
松
様
よ
、
枝
も
栄
え
る
葉
も
茂
る
。

　

○
と
ど
け
と
ど
け
よ
、
末
ま
で
と
ど
け
。
末
も
初
め
も
花
の
ご
と
。

　

○
叶か

の

た
よ
叶
た
、
思
う
こ
た
叶
た
。
胸
の
辛し

ん
く苦
が
今
と
け
た
。

　

と
歌
う
。
こ
の
歌
詞
は
、「
三
、歌
詞
」
の
④
、⑥
、⑫
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

中
種
子
町
増
田
で
は
、

　

○
祝
い
半

な
か
ば
に
あ
の
雲
見
や
れ
。
黄こ

が
ね金
ま
じ
り
の
霧
が
降
る
。

　

○
富
士
の
裾
野
の
一ひ

と
む
ら叢
す
す
き
、
い
つ
か
穂
に
出
て
乱
れ
合
う
。

　

○
今
年
ゃ
こ
の
分
、
来
年
お
じ
ゃ
れ
。
道
の
小
草
に
米
が
鳴
る
。

　

と
歌
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
ゆ
く
い
と
し
の
語
源
は
何
だ
ろ
う
か
。
油
久
愛
し
、
行ゆ

く

い
年
、
祝

し
ゅ
く
い
年
と

も
い
わ
れ
、
油
久
の
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
昔
、
西
之
表
の
殿
様
が
油
久
へ
こ
ら
れ
た
と

き
、
杓

し
ゃ
く

取と

り
女
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
油
久
に
歌
の
上
手
な
人
が
い
て
、
そ
の
人
が

め
で
た
節
と
改
良
し
て
歌
わ
せ
た
の
が
、
油
久
愛
し
だ
、
と
い
う
。

　

な
お
、
油
久
い
と
し
の
こ
と
を
、
油
久
で
は
「
油
久
の
ほ
り
ぞ
え
」
と
も
い
う
。
ホ
リ

ゾ
エ
は
、
堀
添
で
、
め
で
た
節
に
堀
り
添
え
た
意
味
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
も
、
も
っ
と
も
ら
し
い
話
に
な
っ
て
い
る
が
、
十
分
な
合
点
と
は
い
か
な
い
。

正
月
の
祝
い
歌
に
発
す
る
と
思
え
ば
、
祝
い
年
の
意
味
の
よ
う
だ
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
音
読
み
が
そ
ぐ
わ
な
い
気
も
す
る
。

　
　

五
、
西
目
出
し

　

こ
れ
は
め
で
た
節
で
は
な
い
。
ま
た
、
ゆ
く
い
と
し
で
も
な
い
。
但
し
、
一
九
五
九
年

当
時
、
平
山
で
は
正
月
や
祝
い
の
座
で
、
め
で
た
節
、
ゆ
く
い
と
し
が
す
ん
で
し
ば
ら
く

し
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
ニ
サ
ー
・
ヨ
メ
ジ
ョ
ウ
達
（
男
女
青
年
達
）
が
外
の
戸
壁
を
と

ん
と
ん
と
叩
く
。
そ
し
て
、「
ヨ
イ
ヨ
イ
参
ろ
か
な
あ
。・
・
・
・
・
」
と
歌
い
な
が
ら
、

踊
り
込
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
座
中
に
上
り
、
西
目
出
し
を
踊
る
。
後
掲
写
真
で
示
す
よ
う
に
、
西
目
出
し

は
、
平
山
の
広
田
で
は
岩い

わ
な穴
風ぶ

ろ呂
の
上
り
（
慰
労
会
）
な
ど
に
も
踊
っ
た
。

　

次
に
歌
詞
を
示
す
が
、
こ
れ
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
平
山

の
郷
土
研
究
の
牽
引
役
で
あ
っ
た
広
田
の
向
井
長
助
氏
（
写
真
、
蚕
舞
（
３
）
９
）
が
メ

モ
を
片
手
に
筆
者
に
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
で
、『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』
に
収

録
し
た
。

　

①
ヨ
イ
ヨ
イ
参
ろ
か
な
ー
。
ア
ー
ヨ
イ
ヨ
イ
。
踊
り
ゃ
参
ろ
か
な
。
サ
イ
エ
ー
、
そ
の

ま
こ
と
に
な
ー
。
若
松
様
よ
、枝
も
栄
ゆ
る
葉
も
茂
る
。
ハ
ラ
ハ
ラ
、踊
り
は
、ハ
イ
リ
ャ
、

ハ
イ
リ
ャ
、
サ
イ
エ
ィ
エ
ー
。

　

②
西
目
出
し
か
よ
、
山
川
出
し
か
、
沖
の
小
島
に
帆
が
見
え
る
。

　

③
鹿
の
巻
筆
、
誰た

が
読
み
そ
め
て
、
今
は
恋こ

い
じ路
の
文ふ

み

を
書
く
。

　

④
、
㋑
十
三
鐘
の
春
姫
は
、
鹿
を
殺
せ
し
そ
の
罪
ゆ
え
に
、
今
は
涙
で
鐘
突
き
し
お
る
。

　
（
は
や
し
）
チ
チ
ツ
ー
テ
ン
ツ
ツ
、チ
チ
ツ
ー
テ
ン
ツ
ツ
ー
、ア
ソ
レ
ソ
レ
、ソ
レ
ソ
レ
、

ソ
レ
ザ
ー
ツ
セ
ー
、
ハ
イ
リ
ャ
リ
ャ
ー
。

　

㋺
お
じ
ゃ
（
御お

ぜ前
は
）
ど
け
行
く
か
、
日
の
暮
れ
に
、
そ
こ
じ
ゃ
ノ
セ
イ
。
ど
け
も
ま

か
ら
ぬ
。
そ
り
ゃ
へ
ん
に
ま
か
る
。
花
の
振
袖
、
そ
で
引
き
回
す
。

　
（
は
や
し
）
今
夜
も
カ
ラ
イ
モ
の
夕よ

う
め
し飯
じ
ゃ
。
子
供
が
い
や
が
る
、
も
っ
と
も
じ
ゃ
。

ソ
レ
ソ
レ
ー
。

　

㋩
島
間
の
町
の
清
四
郎
は
、
ソ
コ
ジ
ャ
ノ
セ
イ
。
出
船
半
ば
に
紺
足
袋
は
い
て
、
手
に

は
傘
持
ち
、
ウ
カ
ウ
カ
ウ
カ
と
、
清
四
郎
も
病
気
の
こ
と
な
れ
ば
、
病
気
に
叶
わ
ぬ
こ
と

じ
ゃ
げ
な
。
ソ
レ
ソ
レ
。

　

㋥
あ
る
茎
永
の
庄
屋
殿
は
、
普ふ

し
ん請
半
ば
に
差
し
下
駄
ふ
ん
で
、
手
に
は
傘
持
ち
、
杖
突

き
回
す
。
庄
屋
も
病
気
の
こ
と
な
れ
ば
、病
気
に
叶
わ
ん
こ
っ
ち
ゃ
げ
な
。
ソ
ー
レ
、ソ
ー

レ
。

　

⑤
㋑
オ
ガ
（
大お

お
の
こ鋸
）
を
振
り
か
た
げ
て
、
ヤ
ス
リ
ょ
手
に
持
ち
、
イ
ー
エ
ー
、
イ
ー
テ

行
こ
う
よ
。
さ
行
こ
う
や
。
ヤ
レ
、
オ
ガ
山
に
。

　
（
は
や
し
）
ヤ
ッ
シ
リ
、
ヤ
ッ
シ
リ
。

　

㋺
オ
ガ
シ
（
オ
ガ
師
、
き
こ
り
）
見
て
さ
や
、
懐
か
し
ゅ
て
な
ら
ぬ
。

　

身
共
が
し
ょ
様
（
主
人
）
も
オ
ガ
山
に
。

　
（
は
や
し
）
ヤ
ッ
シ
リ
、
ヤ
ッ
シ
リ
。

　

⑥
㋑
シ
ョ
ン
ガ
踊
り
を
始
む
る
と
き
は
、
オ
イ
ジ
ョ
ウ
（
爺
さ
ん
）
も
出
て
来
い
。
バ

ジ
ョ
ウ
（
婆
さ
ん
）
も
連
れ
て
。

　
（
は
や
し
）
ヨ
イ
ソ
レ
ヨ
イ
ソ
レ
、
ヨ
イ
ソ
レ
ナ
ー
。
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㋺
オ
イ
ジ
ョ
ウ
を
連
れ
る
と
き
ゃ
、
連
れ
よ
う
が
ご
ざ
る
。
頭
な
で
つ
け
、
帽
子
着
せ

て
。
は
や
し
（
右
同
）。

　

㋩
バ
ジ
ョ
ウ
を
連
れ
く
る
と
き
ゃ
、
連
れ
よ
う
が
ご
ざ
る
。
白し

ら
が髪
な
で
つ
け
、
腰
ょ
た

た
く
。
は
や
し
（
右
同
）。

　

㋥
シ
ョ
ン
ガ
バ
ジ
ョ
ウ
達
ゃ
焼
き
餅
好
き
よ
。
晩
に
九
つ
、朝
七
つ
。
は
や
し（
右
同
）。

西
目
出
し
の
こ
の
歌
は
、
は
じ
め
の
①
で
、
め
で
た
い
若
松
様
の
歌
を
歌
う
ほ
か
は
、
い

ろ
い
ろ
な
歌
が
出
て
く
る
。
②
の
西
目
出
し
と
は
、
山
川
で
な
い
西
目
の
方
の
港
出
し
の

意
味
で
、
笠か

さ
さ沙
、
坊ぼ

う
の
つ津
、
加
世
田
、
川せ

ん
だ
い内
な
ど
、
薩
摩
半
島
西
岸
の
港
出
し
の
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
坊
津
を
さ
す
か
。
神
の
小
島
に
帆
が
見
え
る
は
、
馬
毛
島
の
沖
に
帆
が

見
え
る
意
味
。

　

島
主
の
乗
っ
た
船
を
は
じ
め
鹿
児
島
方
面
か
ら
の
種
子
島
行
き
の
帆
船
は
、
馬
毛
島
の

北
寄
り
の
沖
か
ら
赤
尾
木
港
め
ざ
し
て
や
っ
て
き
た
。

　

②
の
歌
は
、
そ
の
辺
の
状
況
を
歌
っ
て
い
る
。
ま
た
、
藩
政
時
代
は
、
種
子
島
の
百
姓

（
門か

ど

の
名み

ょ
う
と
う頭
か
）
は
、鹿
児
島
の
種
子
島
屋
敷
へ
ご
奉
公
の
た
め
、交
代
で
七
月
旅
を
し
た
。

こ
の
話
は
、
平
山
の
中
畠
善
八
氏
が
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
②
は
、
そ
れ
に
ち
な
む
歌
で

あ
る
よ
う
だ
。

　

④
㋑
の
十
三
鐘
の
春
姫
は
、
奈
良
の
春
日
神
社
の
神
鹿
に
ち
な
む
話
を
歌
っ
て
い
る
。

　

④
の
㋺
㋩
㋥
は
、
種
子
島
の
庶
民
生
活
を
歌
っ
た
も
の
で
、
狂
言
的
な
言
い
ま
わ
し
で

あ
る
。

　

⑤
の
㋑
㋺
の
オ
ガ
（
大
鋸
）
の
歌
は
、
こ
の
二
句
を
も
と
に
オ
ガ
踊
り
と
い
う
の
が
、

中
種
子
町
増
田
の
清
浄
寺
の
僧
（
島
間
出
身
）
が
一
九
七
〇
年
代
は
伝
承
し
て
い
た
。
お

も
し
ろ
い
男
踊
り
で
あ
る
。

　

西
目
出
し
の
踊
り
の
と
き
は
、
鐘
を
鳴
ら
し
た
り
、
道
化
が
つ
い
て
踊
っ
た
り
す
る
。

⑥
の
㋑
～
㋥
は
、
シ
ョ
ン
ガ
節
と
し
て
別
に
歌
と
な
っ
て
い
る
。
南
九
州
市
知
覧
町
塩
屋

で
は
、
正
月
の
祝
い
歌
と
し
て
、
シ
ョ
ン
ガ
節
を
出
会
者
全
員
で
斉
唱
す
る
。

　

シ
ョ
ン
ガ
節
は
、
ト
カ
ラ
列
島
口
之
島
で
も
祝
い
歌
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
シ
ョ
ン

ガ
節
は
、
ト
カ
ラ
列
島
か
ら
薩
南
の
西
岸
の
港
々
で
も
歌
わ
れ
、
さ
ら
に
本
土
の
西
岸
地

方
へ
と
北
上
し
て
い
る
。

　
　

六
、
め
で
た
節
ま
と
め

　

以
上
、
種
子
島
の
祝
い
事
に
は
、
め
で
た
節
、
ゆ
く
い
と
し
（
嬉
し
ゅ
め
で
た
）
が
祝

い
歌
と
し
て
歌
わ
れ
、
そ
れ
が
め
で
た
節
の
中
か
ら
三
つ
、
ゆ
く
い
と
し
の
中
か
ら
二
つ

と
い
う
ぐ
あ
い
に
し
て
合
計
五
つ
の
句
が
歌
わ
れ
る
。
ま
た
、
西
目
出
し
が
右
の
歌
の
あ

と
、
歌
い
踊
ら
れ
、
そ
れ
は
祝
賀
踊
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
祝
い
歌
と
踊
り
は
、
政
治
、
商
工
業
中
心
の
西
之
表
市
街
地
附
近
で
は
消
え

て
、
周
辺
の
集
落
や
中
種
子
町
、
南
種
子
町
の
地
に
よ
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

西
目
出
し
は
、
今
で
は
南
種
子
町
と
中
種
子
町
を
中
心
と
し
た
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
第
四
節
　
福く

さ
い
も
ん

祭
文

は
じ
め
に

　

福く
さ
い
も
ん

祭
文
は
新
暦
正
月
七
日
、
島
内
全
域
の
集
落
ご
と
に
行
わ
れ
る
行
事
で
、
青
年
達
が

各
戸
を
回
り
、
門か
ど
き木
（
門
松
）
の
前
で
、「
…
…
福く

さ
い
も
ん

祭
文
や
候
よ
。
…
…
」
と
い
う
よ
う

な
古
風
な
歌
を
歌
っ
て
祝
う
の
で
あ
る
。

　

福
祭
文
は
、「
供
祭
文
」
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
門
木
の
前
で
家
に
向

か
っ
て
そ
の
年
の
福
を
願
う
祭
文
語
り
だ
か
ら
、
と
い
え
ば
そ
う
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
種
子
島
の
こ
の
祭
文
は
、
山
伏
や
陰お

ん
み
ょ
う
じ

陽
師
が
唱
え
る
宗
教
的
祭
文
を
唱
え
る
の
で
は

な
い
。

　

し
か
も
、
一
軒
ご
と
に
祝
っ
て
歩
く
門
付
芸
風
で
あ
っ
て
、
歌
は
独
特
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
伴
う
歌
祭
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
供
祭
文
よ
り
も
福
祭
文
の
方
が
正
し
い
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
フ
ク
サ
イ
モ
ン
の
フ
が
抜
け
て
ク
サ
イ
モ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

一
、
時

　

七
日
の
朝
は
、
七
才
の
児
の
七
ツ
祝
い
で
、
雑ぞ

う
す
い炊
を
炊
き
、
七
ツ
児
は
七
軒
回
っ
て
雑

炊
を
も
ら
う
。
雑
炊
に
は
、
七
草
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
日
の
六
日
に
は
、
六む

い
か日

年ど
し

と
い
っ
て
、
各
家
で
は
、
ト
ゲ
の
あ
る
ダ
ラ
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の
木
を
一
〇
セ
ン
チ
か
十
五
セ
ン
チ
長
さ
位
ず
つ
に
切
り
、
そ
れ
を
割
っ
て
、
門
木
の
根

元
や
家
の
入
口
の
戸
壁
な
ど
に
差
し
、
パ
チ
パ
チ
の
木
（
ハ
マ
ガ
シ
）
の
葉
っ
パ
の
つ
い

た
小
枝
を
飾
る
。

　

パ
チ
パ
チ
の
葉
は
、
七
日
の
夕
方
、
福
祭
文
の
人
び
と
が
や
っ
て
こ
な
い
う
ち
に
、
母

と
子
供
が
昔
は
ジ
ロ
（
い
ろ
り
）
で
、
今
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
所
で
、
燃
や
し
て
パ
チ
パ
チ

い
わ
せ
る
。
す
る
と
、
悪
霊
が
家
の
中
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、
福
祭
文
は
、
悪
魔
を
追
い
出
し
て
き
れ
い
に
な
っ
た
座
中
に
福
の
神
を
迎
え

る
主
旨
で
あ
る
。

　

な
お
、
九
州
で
は
七
日
に
鬼
火
焚
き
と
い
っ
て
、
村
は
ず
れ
の
田
や
野
な
ど
で
大
き
な

火
を
焚
く
。
こ
れ
は
、
集
落
内
の
悪
霊
を
焼
き
拂
う
主
旨
の
行
事
で
あ
る
。

　

こ
の
鬼
火
焚
き
は
南
島
で
は
、薩
摩
文
化
の
影
響
の
強
か
っ
た
屋
久
島
だ
け
に
あ
る
が
、

他
の
島
に
は
ど
こ
に
も
な
い
。

　

種
子
島
で
は
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
ハ
マ
ガ
シ
の
葉
っ
パ
を
焼
い
て
パ

チ
パ
チ
い
わ
せ
る
小
さ
な
火
祭
り
は
や
っ
て
い
る
。

　

こ
の
小
さ
な
火
祭
り
が
修
験
道
文
化
の
影
響
で
大
き
な
火
祭
り
に
な
っ
た
の
が
、
九
州

の
鬼
火
焚
き
や
本
州
の
サ
ギ
ッ
チ
ョ
な
ど
だ
、
と
い
え
る
よ
う
だ
。

　

種
子
島
は
、
日
本
本
土
の
大
型
火
祭
り
の
雛
型
の
小
さ
な
火
祭
り
す
な
わ
ち
パ
チ
パ
チ

の
地
域
で
あ
り
、
本
土
の
火
祭
り
の
祖
型
の
地
で
あ
る
。
そ
の
小
さ
な
火
祭
り
の
あ
と
、

め
で
た
い
福
祭
文
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
場
所
、
人

　

福
祭
文
は
、
ま
ず
公
民
館
に
集
ま
り
、
福
祭
文
を
斉
唱
す
る
。
そ
し
て
、
幾
組
か
に
編

成
し
て
集
落
内
を
回
る
。
集
落
内
の
担
当
地
域
に
来
る
と
、
門か

ど
ぐ
ち口
で
斉
唱
し
て
歌
う
。
そ

の
編
成
集
団
は
、
南
種
子
町
や
中
種
子
町
で
は
、
高
校
生
や
結
婚
前
の
青
年
達
で
、
男
子

で
あ
る
。
大
き
い
集
落
で
は
二
、三
班
に
分
れ
て
各
戸
を
回
る
。

　

西
之
表
市
内
の
集
落
で
は
、
青
年
を
中
心
と
す
る
所
も
あ
る
が
、
市
街
地
に
近
い
所
な

ど
は
小
中
学
生
の
所
が
多
い
。
全
島
的
に
男
子
を
中
心
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
小
中
学

生
の
場
合
、
男
女
混
成
で
あ
る
。

　

皆
で
歌
う
場
合
は
、
門か

ど
ぎ木

（
門
松
）
の
外
側
で
あ
る
。
門
木
は
、
家
の
玄
関
に
あ
る
所

も
あ
る
が
、
昔
か
ら
の
家
は
庭
を
へ
だ
て
た
外
側
に
あ
る
。

　

そ
の
門
木
に
は
注し

め
な
わ

連
縄
を
張
っ
て
あ
る
。
し
か
し
、
注
連
縄
は
、
大
晦
日
の
晩
、
元
旦

の
晩
、
七
日
の
晩
、
十
四
日
の
晩
に
ぴ
ー
ん
と
張
り
、
そ
れ
以
外
の
日
は
片
方
を
は
ず
し

て
だ
ら
り
と
さ
げ
て
あ
る
。

　

こ
の
張
る
日
は
、
尊
い
者
（
歳
の
神
）
や
臼
起
し
の
人
（
稲
の
神
）、
福
祭
文
の
人
（
福

の
神
）、
蚕
舞
（
コ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ョ
ウ
）
の
人
（
蚕
神
）
が
や
っ
て
く
る
日
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
神
霊
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

門
木
（
門
松
）
の
注
連
縄
は
始
終
垂
ら
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
尊
い
者
（
神
霊
）

を
迎
え
る
と
き
だ
け
張
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
種
子
島
の
習
俗
で
よ
く
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
若
者
達
は
、
門
木
の
注
連
縄
の
外
側
か
ら
、
家
に
向
か
っ
て
福
祭
文
を
斉
唱

す
る
。
終
る
と
、
主
人
が
盆
に
盃
一
つ
の
せ
て
や
っ
て
き
て
礼
を
い
う
。
代
表
者
に
盃
を

振
る
舞
う
。

　

こ
う
し
て
、
次
々
に
民
家
を
回
り
、
最
後
は
公
民
館
に
各
班
と
も
集
ま
り
、
や
が
て
散

会
す
る
。

　
　

三
、
福
祭
文
の
事
例
と
歌
詞

　

①
次
は
、

　

中
種
子
町
野
間
満み

た
り
や
ま

足
山
の
福く

さ
い
も
ん

祭
文
。
平
成
二
七
年
正
月
に
も
歌
っ
た
も
の
で
、
鮫
島
勝

志
氏
の
協
力
で
収
録
す
る
。

　
「
年
頭
の
ご
祝
儀
申
し
入
り
申
す
（
代
表
者
が
挨
拶
。
次
か
ら
皆
で
歌
う
）。

　

候
そ
う
ら
い
よ
、
候
い
よ
（
又
は
、
イ
ヤ
ー
、
福く

さ
い
も
ん

祭
文
で
候
い
よ
）。
イ
ヤ
ー
、
い
つ
よ
り
も

今
年
は
、
イ
ヤ
ー
、
門
の
松
が
栄
え
た
。
イ
ヤ
ー
、
潤

う
る
お
い
が
よ
け
れ
ば
、
イ
ヤ
ー
、
四
方

の
隅
々
に
泉
酒
が
た
た
え
た
。
イ
ヤ
ー
、
飲
め
ど
も
汲
め
ど
も
尽
き
も
せ
ん
。
イ
ヤ
ー
、

黄こ
が
ね金
の
御み

し
ゃ
く杓
で
汲
み
う
け
引
き
う
け
、
祝
い
参
ら
す
る
。
イ
ヤ
ー
、
東
三
条
四
条
に
は
、

白し
ら
か
ね金
の
山
を
築つ

き
、
イ
ヤ
ー
、
西
三
条
四
条
に
は
黄
金
の
山
を
築つ

く
。
イ
ヤ
ー
、
銭
花
が

咲
い
た
ら
ば
、
黄
金
花
が
つ
ぼ
う
だ
。
イ
ヤ
ー
、
雪
豊
年
の
こ
と
な
れ
ば
、
イ
ヤ
ー
、
鳶

と
ん
び

宝
が
飛
び
来
た
。
イ
ヤ
ー
、
こ
れ
の
殿
の
御み

う
ち内
に
、
イ
ヤ
ー
、
鶴
と
亀
が
舞
い
来
た
。
イ

ヤ
ー
、
大
黒
舞
に
舞
い
込
む
。
イ
ヤ
ー
、
冨ふ

っ

（
福
）
貴き

蓬ほ
う
ら
い莱
（
宝
来
）
徳
あ
れ
と
は
、
冥

み
ょ
う

加が

に
叶
わ
せ
給た

ま

え
候

そ
う
ら

い
よ
。イ
ヤ
ー
、冨ふ

っ
き
ば
ん
ざ
い
え
ん
み
ょ
う

貴
万
歳
延
命
。ち
ょ
う
ど
、お
祝
い
お
込
め
あ
れ
。」
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数
人
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
若
者
達
が
一
団
と
な
っ
て
、
家
々
を
次
々
に
訪
問
し
、
注し

連め
な
わ縄
を
張
っ
た
門
木
の
前
で
声
高
ら
か
に
歌
う
。
新
年
の
七
日
の
夜
空
に
、
歌
声
は
ひ
び

い
て
い
く
。

　

歌
詞
は
四
部
門
か
ら
成
る
。
す
な
わ
ち
、

　
（
１
）
イ
ヤ
ー
、
候

そ
う
ら

い
よ
候
い
よ
。

　
（
２
）
イ
ヤ
ー
、
い
つ
よ
り
も
今
年
は
…
…
…
。

　
（
３
）
東
三
条
四
条
に
は
…
…
…
。

　
（
４
）
冨ふ

っ

貴き

蓬ほ
う
ら
い莱
徳
あ
れ
と
は
…
…
…
。

　

の
四
部
門
で
あ
り
、
泉
酒
、
黄
金
花
や
鶴
亀
な
ど
の
め
で
た
い
言
葉
が
並
ぶ
。
そ
し
て
、

歌
い
方
は
、「
イ
ヤ
ー
、
い
つ
よ
り
も
今
年
は
」
と
、
一
団
の
中
の
半
数
が
歌
う
と
、「
イ

ヤ
ー
、
門
の
松
が
栄
え
た
」
と
別
の
人
達
が
歌
う
。
こ
れ
は
、
万ま

ん
ざ
い歳
の
太
夫
と
才
蔵
の
掛

け
合
い
に
ひ
と
し
い
。

　

そ
し
て
、「
門
の
松
」
だ
か
ら
正
月
の
祝
い
歌
に
な
る
。
東
三
条
四
条
は
、
こ
の
歌
の

生
ま
れ
里
が
京
都
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。「
候

そ
う
ら
い
よ
」
は
室
町
時
代
を
表
わ
す
。
大
黒
舞

も
歌
わ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
冨ふ

っ
き
ば
ん
ざ
い
え
ん
み
ょ
う

貴
万
歳
延
命
を
祈
っ
て
い
て
、
全
体
が
お
め
で
た
い
。

　

こ
れ
ら
は
、
正
月
門
付
の
千せ

ん
ず秋
万ま

ん
ざ
い歳
の
系
統
を
ひ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
種
子
島
史
家
の
羽
生
道
潔
は
、『
種
子
島
家
年
中
行
事
』（
河
内
和
夫

写
、
熊
毛
文
学
会
発
行
、
一
九
六
四
年
）
に
、

　
「
慶
長
の
頃
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
年
）、
御
当
家
に
正
月
元
旦
、
赤
尾
木
千せ

ん
ず
ま
ん
ざ
い

寿
万
歳

参
ル
と
あ
り
、
是
れ
東
山
将
軍
御
時
代
（
一
四
四
九
～
一
七
七
三
）
の
御
余
風
に
て
、
古

き
御
家
の
し
る
し
、
感
賞
し
奉
る
事
也
」

　

と
書
い
て
い
る
。
こ
の
「
赤
尾
木
千
寿
万
歳
」
は
、
種
子
島
家
の
旧
臣
二
十
家
筋
の
者

で
は
な
い
か
と
、
道
潔
は
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
二
、三
男
家
に
至
っ
て
は
町
人
化
し
、
東
町
・
西
町
の
住
民
と
な
っ
た

者
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
赤
尾
木
千
寿
万
歳
は
、
東
町
・
西
町
の
町
人
達
が
島
主

の
種
子
島
家
の
館
を
訪
ね
て
舞
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
道
潔
は
、
福く

さ
い
も
ん

祭
文
に
つ
い
て
、

　
「
福く

さ
い財

も
の
と
し
て
、下し

も
べ部

の
者
共
、五
、七
人
も
組
合
い
、諸
家
の
門
を
か
ぞ
へ
回
り
て
、

そ
の
家
の
福ふ

っ
き貴
榮さ

か

ふ
る
祝
文
を
、
同
音
高
声
に
謡
ふ
や
う
の
事
も
あ
り
。
是
ら
の
事
、・・・

旧
島
の
し
る
し
と
も
謂い

い

つ
べ
し
。」

　
「
東
山
将
軍
年
中
行
事
恒
例
記
ニ
云
、
正
月
七
日
千せ

ん
ず秋

万ま
ん
ざ
い歳

参
ル
。
松
の
御
庭
に
こ
れ

を
舞
せ
ら
る
。」

　

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
で
、福
財
文
（
福
祭
文
）
は
、当
時
（
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
）

は
、
西
之
表
の
麓
で
も
や
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
つ
ま
り
、
福
祭
文
は
、
種
子
島
全
島

で
古
く
か
ら
見
ら
れ
た
門
付
祝
い
歌
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

東
山
将
軍
は
室
町
幕
府
第
八
代
将
軍
、足
利
義
政
の
時
代
（
一
四
四
九
～
一
四
七
三
年
）

の
頃
で
あ
る
。

　

次
か
ら
の
事
例
は
、一
九
六
三
年
発
表
の
筆
者
の
『
種
子
島
正
月
習
俗
（
一
）（
二
）』（
自

家
版
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

②
中
種
子
町
納
官
坂
元
の
福
祭
文

　

坂
元
で
は
、
七
日
の
晩
、
青
年
達
は
神
社
、
寺
、
公
民
館
の
順
に
、
福
祭
文
を
歌
っ
て

祝
う
。
な
お
、
上
下
の
二
組
に
分
れ
て
各
戸
を
回
っ
て
祝
う
。

　

そ
の
場
合
、
近
道
は
し
な
い
。
一
軒
一
軒
、
落
ち
が
な
い
よ
う
に
全
部
回
り
、
の
ち
二

組
が
ど
こ
か
で
出
会
う
。
そ
の
と
き
、
代
表
者
は
あ
ら
た
ま
っ
て
挨
拶
す
る
。
そ
れ
を
、

ヒ
キ
モ
ヤ
ー
（
弾ひ

き
催も

あ
い合
）
と
い
う
。

　

七
つ
祝
い
、
十
五
祝
い
、
新
築
祝
い
の
家
で
は
、
以
前
に
施せ

し主
（
主
人
）
か
ら
招
待
を

う
け
て
い
る
の
で
、
福
祭
文
を
歌
っ
た
あ
と
、
座
中
に
上
り
、
め
で
た
節
を
斉
唱
し
て
祝

い
、
ご
ち
そ
う
に
な
る
。

　

坂
元
の
福
祭
文
の
歌
詞
は
次
の
通
り
。

　
「
年
頭
の
御
祝
儀
、
門
祝
い
申
す
」（
以
上
は
ハ
ナ
ヒ
キ
と
い
っ
て
、
青
年
団
長
が
い
う
。

そ
し
て
、
勢せ

こ子
（
皆
）
が
歌
い
出
す
）。

　
「
候

そ
う
ら
い
や
、
候

そ
う
ろ

う
よ
。
イ
ヨ
ー
、
い
つ
よ
り
も
今
年
は
、
門
の
松
が
栄
え
た
。
イ
ヨ
ー
、

栄
え
た
も
道
理
よ
。
イ
ヨ
ー
、
こ
れ
の
お
庭
の
、
テ
イ
シ
ョ
ク
を
見
て
や
れ
ば
、
イ
ヨ
ー
、

東
三
条
四
条
に
は
、
黄こ

が
ね
し
ら
か
ね

金
白
金
の
山
を
築つ

き
、
イ
ヨ
ー
、
西
三
条
四
条
に
は
蓬
莱
山
の
山

を
築つ

き
、
イ
ヨ
ー
、
中
に
は
鶴
と
亀
が
舞
い
来
て
、
冨ふ

っ
き貴
召
し
て
候
よ
。
イ
ヨ
ー
、
こ
れ

の
殿
の
御み

う
ち内
を
見
て
や
れ
ば
、
イ
ヨ
ー
、
万
石
万
貫
、
九
つ
穀こ

く
ら倉
で
、
三
年
俵
に
候
よ
。

イ
ヨ
ー
、銭
花
が
つ
ぼ
う
で
、黄
金
花
が
開
い
た
。
イ
ヨ
ー
、開
い
た
も
道
理
よ
。
イ
ヨ
ー
、

潤う
る
おい
が
よ
け
れ
ば
、
イ
ヨ
ー
、
四
方
の
隅
々
に
泉
酒
が
た
た
え
た
。
イ
ヨ
ー
、
た
た
え
た

も
道
理
よ
。
イ
ヨ
ー
、
白し

ら
か
ね銀

の
盃
に
黄
金
の
茶
び
し
ゃ
く
で
汲
み
た
た
え
た
も
道
理
よ
。
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イ
ヨ
ー
、
お
祝
い
の
も
の
に
と
り
て
は
、
イ
ヨ
ー
、
ユ
ズ
リ
葉
、
モ
ロ
葉
、
ダ
イ
ダ
イ
、

丁
度
お
祝
い
お
込
め
あ
れ
。」

　

先
に
記
し
た
七
つ
祝
い
等
の
な
い
家
で
は
、以
上
を
門
木
の
所
で
歌
う
と
、施せ

し主
は
「
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
っ
て
、
一
同
に
一
ぱ
い
ず
つ
盃
を
上
げ
る
。
そ

し
て
、ヒ
キ
モ
ヤ
ー
に
な
っ
た
と
き
に
は
、一
組
の
代
表
が
、「
春
な
が
ら
に
参
り
申
そ
う
」

と
い
っ
て
、
一
同
、
次
の
家
へ
行
く
。

　

中
種
子
町
屋
久
津
で
は
、
節
分
の
よ
う
な
豆
ま
き
を
し
て
か
ら
、
福
祭
文
の
一
行
を
門

木
の
所
に
迎
え
る
。

　

そ
の
前
、
屋
久
津
で
は
鬼
追
い
を
す
ま
せ
る
。
そ
れ
は
、
家
族
中
で
、

　
「
鬼
は
ホ
カ
（
外
庭
）、
福
は
内
。
鬼
殿
は
よ
う
こ
そ
お
じ
ゃ
っ
た
、
明
年
も
お
じ
ゃ
れ
。

隠
れ
衰
、
隠
れ
笠
、
打
っ
出
の
小
槌
。
い
ろ
い
ろ
か
す
み
に
お
い
て
お
じ
ゃ
れ
。
取
っ
て

こ
ー
い
。
煎
っ
た
大
豆
の
生お

お

っ
た
と
き
お
じ
ゃ
れ
。」

　

と
い
っ
て
豆
を
ま
く
。
こ
の
あ
と
に
、
福
祭
文
を
迎
え
る
。
な
お
、
福
祭
文
は
ま
ず
、

集
落
の
神
社
に
上
げ
て
か
ら
各
戸
回
り
を
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
坂
元
も
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
神
社
、
寺
に
は
必
ず
上
げ
る
。

　

つ
ま
り
、
単
な
る
歌
祭
文
や
門
祭
文
で
な
く
て
、
神
様
に
上
げ
る
大
切
な
祭
文
な
の
で

あ
る
。

　

③
中
種
子
町
美み

ざ座
の
福く

さ
い
も
ん

祭
文

　

美
座
で
は
暗
く
な
っ
た
頃
、
青
年
団
、
賛
助
会
（
壮
年
）
の
人
達
が
美
座
神
社
に
集
ま

り
、
鳥
居
の
前
で
大
き
な
声
で
福
祭
文
を
ひ
く
（
弾ひ

く
。
但
し
、
歌
う
だ
け
を
い
い
、
楽

器
は
用
い
な
い
）。

　

す
る
と
、神
係
が
出
て
来
て
、「
二に

さ
ー歳
し
ゃ
、ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
ん
し
た
。
ど
う
か
中
ぁ

入
っ
ち
ぇ
、
祝
う
ち
ぇ
給た

も

ん
せ
」
と
い
う
。

　

皆
は
、「
え
い
や
な
あ
。
え
い
え
い
、
参
ろ
う
か
な
あ
」
と
歌
い
な
が
ら
、
両
手
を
振

り
振
り
、
拝
殿
に
踊
り
込
ん
で
い
く
。
す
る
と
、
神
係
が
、

　
「
踊
り
ゃ
あ
。お
い
じ
ゃ
り
申
せ
よ
。踊
り
は
止
む
る
ま
い
よ
う
。ハ
イ
リ
ャ
、ハ
イ
リ
ャ
、

サ
ア
サ
ア
」
と
歌
う
。

　

一
同
、上あ

が

っ
た
と
こ
ろ
で
、全
員
で
め
で
た
節
を
歌
い
、座
踊
（
何
で
も
よ
い
）
が
あ
っ

て
、
組
分
け
の
ク
ジ
引
き
を
す
る
。
や
が
て
、
神
主
が
、

　
「
長
い
お
客
は
亭
主
の
障
り
、
話
ょ
シ
ャ
ン
と
し
て
立
つ
が
よ
か
よ
ー
」
と
歌
う
。
す

る
と
、
皆
は
、

　
「
弾ひ

い
て
行
こ
う
ば
、
弾
い
ち
ぇ
行
け
」
と
歌
い
な
が
ら
退
場
す
る
。

　

そ
し
て
、
神
社
の
庭
で
六
組
に
分
か
れ
、
数
人
ず
つ
の
組
に
な
っ
て
、
家
々
を
訪
れ
、

門
木
の
所
で
福
祭
文
を
弾
い
て
回
る
。
歌
は
、
代
表
が
、「
年
頭
の
御
祝
儀
を
申
し
上
げ

ま
す
」
と
い
っ
て
か
ら
歌
う
。

　
「
イ
ヨ
ー
、
こ
れ
に
こ
そ
や
候

そ
う
ろ
よ
。
イ
ヨ
ー
、
く
さ
い
も
の
や
候
よ
。
イ
ヨ
ー
、
何
時

よ
り
も
今
年
は
、
イ
ヨ
ー
、
門
の
松
が
栄
え
た
。
イ
ヤ
、
栄
え
た
も
道
理
よ
。
イ
ヨ
ー
、

四
方
の
隅
々
に
泉
酒
が
た
た
え
た
。
イ
ヤ
、た
た
え
た
も
道
理
よ
。
イ
ヤ
、黄
金
の
柄ひ

杓し
ゃ
くで
、

引
き
受
け
飲
み
受
け
、
祝
い
参
ら
せ
よ
。
イ
ヤ
飲
め
ど
も
飲
め
ど
も
、
尽
き
も
せ
ず
。
イ

ヤ
、
歳
豊
年
の
こ
と
な
れ
ば
、
イ
ヨ
ー
、
米
の
俵
を
は
え
立
て
た
。
イ
ヨ
ー
、
東
三
条
四

条
に
は
、
黄
金
の
鉢
を
積
み
立
て
た
。
イ
ヨ
ー
、
西
三
条
四
条
に
は
、
白
金
の
山
を
突
き

立
て
た
。
イ
ヨ
ー
、
銭
花
が
咲
き
き
て
、
イ
ヨ
ー
、
黄
金
花
が
吹
き
き
て
、
イ
ヤ
、
福ふ

っ
き貴

知
っ
て
参
っ
て
、
イ
ヤ
、
冨
貴
西
東
配
れ
。
イ
ヨ
ー
、
こ
れ
の
主
君
の
お
家
に
、
イ
ヨ
ー
、

鶴
と
亀
が
舞
い
来
て
、
イ
ヤ
、
舞
い
来
た
も
道
理
よ
。
イ
ヤ
、
大
黒
舞
で
舞
い
込
む
。
イ

ヤ
、
今
日
の
お
祝
い
お
込
め
あ
れ
」

　

以
上
、
美
座
の
福
祭
文
で
あ
る
が
、
神
社
で
の
始
ま
り
が
面
白
い
。
歌
詞
は
満
足
山
と

よ
く
似
て
い
る
。

　

④
中
種
子
町
増
田
秋
佐
野
の
福
祭
文

　

集
落
を
門
付
し
て
回
る
一
組
を
Ａ
・
Ｂ
の
二
つ
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
歌
う
。
歌
も
一

番
、
二
番
、
三
番
…
…
…
と
分
け
て
歌
う
。

　
（
一
番
）
Ａ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
い
つ
よ
り
も
今
年
は
、
門
の
松
が
栄
え
た
。

　
　

  　
　

Ｂ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
栄
え
た
も
道
理
よ
。

　
（
二
番
）
Ａ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
四
方
の
隅
々
に
泉
酒
が
た
た
え
た
。

　
　

  　
　

Ｂ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
た
た
え
た
も
道
理
よ
。

　
（
三
番
）
Ａ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
銭
と
米
を
祝
う
こ
そ
や
、

　
　

  　
　

Ｂ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
祝
う
こ
そ
や
道
理
よ
。

　
（
四
番
）
Ａ
組
。
銭
と
花
が
つ
ぼ
う
で
、
小
銭
花
が
開
い
た
。

　
　

  　
　

Ｂ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
開
い
た
も
道
理
よ
。
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（
五
番
）
Ａ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
こ
れ
の
殿
の
御み

う
ち内

に
、
鶴
と
亀
が
舞
い
来
た
。

　
　

  　
　

Ｂ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
福ふ

っ
き貴
召
し
て
候
よ
。

　
（
六
番
）
Ａ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
こ
れ
こ
そ
や
候
よ
。

　
　

  　
　

Ｂ
組
。
ヒ
ヨ
ー
、
く
さ
い
も
の
（
福く

さ
い
も
ん

祭
文
）
や
候
よ
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
秋
佐
野
の
福
祭
文
は
歌
唱
法
が
お
も
し
ろ
い
。

　

⑤
南
種
子
町
平
山
西
之
町
の
福
祭
文

　

西
之
町
で
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
は
、
二
十
五
歳
以
下
、
小
学
生
以
上
の
男
子
全
員
が

組
を
分
け
て
回
っ
て
い
た
。

　
「
年
頭
の
御
祝
儀
を
申
し
上
げ
申
す
」
と
い
っ
て
か
ら
歌
う
。

　

大
人
が
「
イ
ヤ
ー
、
く
さ
い
も
の
や
候
よ
」
と
歌
う
と
、
子
供
が
、「
そ
れ
に
こ
そ
や

道
理
よ
」
と
歌
う
。
こ
う
し
て
、
大
人
と
子
供
が
交
互
に
歌
っ
て
い
く
。
歌
詞
は
、
こ
れ

ま
で
の
も
の
と
似
て
い
る
。

　

⑥
西
之
表
市
現げ

ん
な和
浅あ

ざ
こ
う川
の
福
祭
文

　

浅
川
は
、
丸
木
舟
や
動
力
船
を
持
つ
人
も
多
く
、
半
農
半
漁
の
集
落
で
あ
る
。
福
祭
文

の
歌
は
、
前
半
の
「
東
三
条
四
条
」
の
あ
た
り
ま
で
は
、
②
と
大
体
同
じ
で
あ
る
が
、
あ

と
は
、
船
を
持
つ
人
の
家
で
は
、
次
の
よ
う
に
歌
う
。

　
「
ヨ
ー
、
千
石
船
が
馳は

せ
こ
ん
だ
。
ヨ
ー
、
万
石
船
が
漕こ

ぎ
こ
ん
だ
。
ヨ
ー
、
え
い
や
、

や
ん
さ
れ
、
引
き
こ
ん
で
、
こ
れ
ほ
ど
め
で
た
い
御
祝
儀
に
お
受
け
な
さ
れ
て
、
ち
ょ
う

ど
お
祝
い
お
込
め
や
れ
。
ヨ
ー
福ふ

っ
き貴
召
し
て
は
候
よ
、
ヨ
ー
、
祝
い
込
め
て
や
候
よ
」

　

⑦
南
種
子
町
平
山
浜
田
の
福
祭
文

　

浜
田
の
場
合
、
船
を
持
つ
家
に
は
、
前
半
は
①
②
と
似
て
い
る
が
、
後
半
の
鶴
亀
の
歌

な
ど
の
と
こ
ろ
で
、「
イ
ヨ
ー
、
こ
れ
の
お
殿
の
御み

う
ち内
に
は
、
千
石
船
が
乗
り
込
ん
で
、

エ
イ
ヤ
、
サ
ラ
リ
と
積
み
受
け
た
（
青
年
）。
積
み
受
け
た
こ
そ
や
道
理
よ
（
子
供
）。
イ

ヨ
ー
、
福
貴
、
満
ぼ
く
、
德
あ
り
と
は
、
冥
賀
に
叶か

な

え
給
う
る
。
町

ち
ょ
う
の
お
祝
い
お
込
め
や

れ
（
全
員
）。」

　

浜
田
で
も
七
日
の
晩
は
、
神
社
か
ら
歌
い
は
じ
め
て
、
各
戸
を
回
る
。
歌
い
終
る
と
、

施せ

し主
（
主
人
）
が
門
木
の
所
に
や
っ
て
き
て
、
床
に
飾
っ
て
あ
っ
た
マ
ー
モ
ン
（
真
物
。

大
き
い
鏡
餅
）
を
く
れ
る
。
こ
れ
は
、
あ
と
で
皆
で
分
け
る
。

　
　

四
、
福
祭
文
の
分
布
地
域

　

福
祭
文
は
、
種
子
島
を
中
心
に
屋
久
島
、
硫
黄
島
で
見
ら
れ
、
大
隅
半
島
佐
多
の
一
部

で
も
歌
わ
れ
た
。
屋
久
島
で
は
、
一
月
七
日
昼
さ
が
り
、
各
集
落
ご
と
に
、
浜
で
鬼
火
焚

き
を
し
て
か
ら
、
夕
方
、
青
少
年
達
が
各
戸
を
回
っ
て
福く

さ
い
も
ん

祭
文
を
歌
い
、
祝
う
。

　

各
家
は
も
ち
ろ
ん
、
井
戸
、
漁
船
の
あ
る
家
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
句
を
並
べ
て
歌
い
、

神
社
、寺
、公
民
館
な
ど
に
も
別
の
文
句
で
歌
う
。種
子
島
の
福
祭
文
と
同
系
の
歌
で
あ
り
、

さ
ら
に
進
展
し
て
歌
詞
が
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
世
に
種
子
島
か
ら
伝
わ
り
、
長
い

間
に
進
展
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

屋
久
島
は
、
鹿
児
島
色
が
少
し
強
い
地
で
あ
る
が
、
宮
之
浦
に
島
津
氏
の
代
官
所
が
で

き
る
以
前
の
中
世
に
は
、
種
子
島
氏
が
支
配
し
て
い
て
、
種
子
島
と
似
た
文
化
が
あ
っ
た
。

硫
黄
島
も
同
じ
で
あ
る
。

　

福
祭
文
の
こ
の
三
島
に
お
け
る
分
布
は
、
中
世
種
子
島
氏
の
勢
力
の
分
布
と
重
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
薩
南
諸
島
に
お
け
る
こ
の
文
化
の
源
は
、
種
子
島
の
赤
尾
木
を
示
す
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
佐
多
の
小
集
落
に
も
チ
ラ
と
あ
る
こ
と
は
、
薩
摩
に
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
こ
と
を
示
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
薩
摩
に
は
他
に
は
、
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
屋
久
島
で
は
、
鬼
火
焚
き
に
よ
る
魔
祓
い
が
、
集
落
を
挙
げ
て
大
が
か
り

な
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
あ
と
で
や
る
福
招
き
の
福
祭
文
も
熱
心
で
あ
り
、
集
落
の

青
少
年
を
動
員
し
て
の
行
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

屋
久
島
の
鬼
火
焚
き
は
、
孟
宗
竹
を
立
て
、
脇
に
ハ
マ
ガ
シ
の
木
や
門
松
の
注し

め
な
わ

連
縄
、

割
り
木
な
ど
を
集
め
て
積
み
重
ね
た
、
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
り
、
薩
摩
の
鬼
火
焚
き
に

連
な
る
。

　

種
子
島
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
火
祭
り
は
し
な
い
で
、
昔

は
ジ
ロ
（
い
ろ
り
）
で
、
今
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
所
で
母
親
と
子
供
た
ち
が
ハ
マ
ガ
シ
の

葉
っ
パ
な
ど
焼
い
て
、
パ
チ
パ
チ
と
音
を
さ
せ
、
魔
を
祓
う
と
い
う
小
さ
い
火
祭
り
で
あ

る
。
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し
か
も
、
本
土
で
も
、
こ
の
小
さ
い
火
祭
り
が
も
と
で
、
大
き
な
火
祭
り
、
ド
ン
ド
ヤ
、

オ
ン
ビ
タ
キ
、
サ
ギ
ッ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
種
子
島
の
小
さ
な
火
祭
り
が
古
い
の
で
あ
る
。
こ
の
古
い
小
さ
な
火
祭
り
に

対
応
す
る
よ
う
に
、
福
祭
文
行
事
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
福
祭
文
の
由
来

は
古
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

高
野
辰
之
編『
日
本
歌
謡
集
成
』に
は
、「
祝
歌
く
さ
い
も
ん
」を
豊
富
に
の
せ
て
あ
る
が
、

末
尾
に
「
熊
毛
郡
」
と
の
み
で
あ
る
の
で
、
ど
こ
か
分
ら
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
の
ノ
ー

ト
を
参
照
し
て
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、屋
久
島
宮
之
浦
の「
く
さ
い
も
ん
」で
あ
る
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
福
祭
文
の
全
国
的
分
布
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
資
料
不
足
か
も
し
れ
な

い
が
、
い
ろ
い
ろ
当
っ
て
み
て
も
、
種
子
島
福
祭
文
と
同
じ
よ
う
な
祭
文
は
他
に
見
当
ら

な
い
。
一
部
の
用
語
や
「
候
」
語
は
似
た
も
の
が
で
て
き
て
も
、
そ
れ
以
上
の
文
に
は
出

会
わ
な
い
。

　

こ
ま
か
に
探
索
す
れ
ば
、
き
っ
と
似
た
よ
う
な
文
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
筆
者
の
非
力

で
は
致
し
方
な
い
。

　
　

五
、
福
祭
文
の
ま
と
め
―
意
義

　

①
福く

さ
い
も
ん

祭
文
は
、
中
世
室
町
時
代
の
千せ

ん
ず秋
万ま

ん
ざ
い歳
の
正
月
門
付
芸
の
伝
統
を
ひ
く
行
事
で
あ

り
、
歌
祭
文
で
あ
る
。

　

②
福
祭
文
の
行
事
は
、
前
日
六
日
に
ト
ゲ
の
あ
る
ダ
ラ
の
木
を
家
の
各
所
に
飾
り
、
正

月
七
日
昼
さ
が
り
に
は
、
ジ
ロ
で
ハ
マ
ガ
シ
の
葉
っ
パ
を
焼
い
て
パ
チ
パ
チ
い
わ
せ
、
家

の
悪
魔
を
追
い
は
ら
い
、
そ
し
て
夕
方
、
福
祭
文
の
一
行
を
迎
え
る
。

　

③
福
祭
文
の
歌
は
、
注し

め
な
わ

連
縄
を
張
っ
た
門
木
（
門
松
）
の
前
で
、
若
者
達
（
青
壮
年
。

地
域
に
よ
っ
て
高
校
生
、
若
者
達
。
西
之
表
周
辺
は
小
中
学
生
）
が
斉
唱
す
る
。

　

④
歌
詞
は
、
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
る
が
、
集
落
に
よ
っ
て
相
当
違
う
。
歌
い
方
も
本

来
は
同
じ
だ
と
思
う
が
、
変
異
が
あ
る
。

　

⑤
歌
詞
は
、
め
で
た
い
語
を
連
ね
、「
候
よ
」
が
よ
く
出
て
い
る
。
ま
た
、
東
三
条
四

条
と
か
西
三
条
四
条
の
語
も
出
て
い
て
、
全
体
に
室
町
時
代
の
門
付
万
歳
の
歌
祭
文
系
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

⑥
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）
の
種
子
島
の
史
家
羽
生
道
潔
に
よ
る
と
、
正

月
、
島
主
種
子
島
家
に
、
赤
尾
木
千せ

ん
ず寿
万ま

ん
ざ
い歳
の
人
達
（
東
町
・
西
町
の
人
達
）
が
訪
問
し

て
祝
っ
た
と
い
う
。

　

⑦
天
保
七
（
一
八
三
七
）
年
の
頃
は
、
西
之
表
の
麓
で
も
、
福
祭
文
の
門
付
を
す
る
若

者
達
が
や
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

⑧
西
之
表
市
の
沖
ヶ
浜
田
や
庄
司
浦
な
ど
で
は
、
神
社
や
公
民
館
に
福
祭
文
を
上
げ
る

と
き
は
、
若
者
達
は
社
前
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
（
正
座
し
て
）
斉
唱
す
る
。

　

⑨
福
祭
文
で
訪
問
し
た
家
で
、
七
つ
祝
い
、
十
五
祝
い
、
新
築
（
前
年
新
築
）
祝
い
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
座
敷
に
招
か
れ
る
。
座
敷
に
上
る
と
、
め
で
た
節
を
斉
唱
し
て
祝

い
、
ご
ち
そ
う
に
も
な
る
。

　

⑩
福
祭
文
は
、
種
子
島
の
他
に
、
屋
久
島
、
硫
黄
島
で
も
行
わ
れ
、
一
部
南
大
隅
に
も

あ
る
。屋
久
島
は
各
集
落
ご
と
に
盛
ん
で
あ
る
。屋
久
島
は
中
世
、種
子
島
氏
が
支
配
し
た
。

屋
久
島
は
近
世
、
種
子
島
氏
領
か
ら
薩
摩
直
轄
領
に
な
っ
て
か
ら
、
薩
摩
文
化
が
つ
よ
く

伝
播
し
た
。
福
祭
文
は
、
種
子
島
氏
時
代
の
文
化
に
属
し
、
中
世
的
な
文
化
で
あ
る
。

　

⑪
本
土
の
祭
文
語
り
系
の
歌
や
正
月
祝
い
歌
な
ど
は
全
国
的
に
多
い
け
れ
ど
も
、
種
子

島
の
福
祭
文
と
同
じ
歌
は
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
、
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
よ
う
だ
。
福
祭
文
は
、
別
記
の
蚕
舞
と
同
じ
よ
う
に
、
中
世
の
京

文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
歌
謡
で
あ
る
。

　
　

六
、
他

　

福
祭
文
は
正
月
祝
い
歌
で
あ
る
が
、
他
に
正
月
の
唱
え
言
と
し
て
「
水
迎
え
」
と
「
臼

起
し
」
の
文
句
が
あ
り
、
正
月
二
日
に
は
浦
の
船ふ

な
い
わ祝
い
歌
が
斉
唱
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
も
簡

単
に
述
べ
て
お
く
。

　

(1)　

水
迎
え

　

若
水
汲
み
と
も
い
う
。
筆
者
の
ノ
ー
ト
か
ら
抄
出
す
る
と
、
平
山
で
は
各
戸
ご
と
に
若

水
汲
み
を
し
、元
朝
は
主
人
、二
日
の
朝
は
主
婦
が
し
た
。
次
は
平
山
西
之
町ち

ょ
う

前
田
の
例
。

　

二
つ
の
タ
ン
ゴ
（
桶
）
に
シ
ベ
ナ
ワ
（
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
藁
筋
を
垂
ら
し
た
縄
）
を
く

く
り
つ
け
て
、
担
っ
て
カ
ワ
（
井
戸
）
に
行
き
、
片
方
の
タ
ン
ゴ
の
縄
を
ほ
ど
い
て
、
井

戸
の
脇
に
お
き
、
そ
の
上
に
餅
を
供
え
て
拝
む
。
そ
し
て
、「
年
男
の
年
改
ま
っ
て
、
初
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水
迎
え
始
め
る
時
は
、黄こ

が
ね金

の
柄ひ

し
ゃ
く杓

で
黄
金
汲
み
込
む
、黄
金
汲
み
込
む
」と
唱
え
て
汲
む
。

片
方
の
タ
ン
ゴ
に
数
杓
ず
つ
汲
み
、
家
に
担
っ
て
帰
り
、
そ
の
水
で
湯
を
わ
か
し
、
茶
を

飲
む
が
、
余
分
の
水
で
家
族
が
顔
を
洗
う
。

　

二
日
は
主
婦
が
行
っ
て
、
も
う
一
方
の
タ
ン
ゴ
の
シ
ベ
ナ
ワ
を
ほ
ど
き
、
水
を
汲
む
。

し
か
し
、
文
句
は
い
わ
な
い
。

　

中
種
子
町
の
油
久
の
宮
園
家
で
は
、
一
番
鶏ど

り

の
鳴
く
と
き
、
汲
み
泉か

わ

に
行
っ
て
水
迎
え

を
す
る
。
今
（
一
九
六
〇
年
頃
）
は
、
ど
の
家
に
も
近
く
に
井
戸
が
あ
る
が
、
水
迎
え
に

は
必
ず
昔
か
ら
の
汲
み
泉か

わ

に
行
く
。

　

男
は
元
朝
に
、
女
は
二
日
の
朝
、
行
く
。
そ
し
て
、
男
は
「
年
改
ま
っ
て
、
年
若
男
の

水
汲
み
初
め
、
水
は
汲
ま
ず
に
黄こ

が
ね金

汲
み
、
黄
金
汲
み
」
と
い
っ
て
汲
む
。

　

女
は
、「
年
改
ま
っ
て
、
年
若
女お

な
ご子
の
水
汲
み
始
め
、
南
さ
が
り
の
汲
み
泉か

わ

に
、
黄こ

が
ね金

の
タ
ン
ゴ
に
黄こ

が
ね金
の
柄ひ

し
ゃ
く杓
を
差
し
そ
え
て
、
水
は
汲
ま
ず
に
黄
金
汲
む
、
黄
金
汲
む
」
と

唱
え
る
。

　

南
種
子
町
西
之
の
砂
坂
で
は
、
若
水
汲
み
の
と
き
、「
南
さ
が
り
の
堀
り
川
に
、
白し

ら
か
ね金

の
ま
げ
桶
に
、
黄こ

が
ね金

の
し
ゃ
み
杓
を
あ
い
そ
え
て
、
水
は
汲
ま
ず
に
、
よ
ね
ぞ
汲
む
、
よ

ね
ぞ
汲
む
」
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
若
水
汲
み
の
文
句
は
、
節
は
つ
か
ず
に
、
た
だ
口
上
を
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
一
九
六
〇
年
頃
の
状
況
で
あ
る
が
、
平
成
の
現
在
は
、
水
道
が
普
及
し
て
い

る
の
で
若
水
汲
み
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
方
、
し
な
く
て
、
唱
え
言
も
し
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

(2)　

臼
起
し

　

一
月
二
日
の
早
朝
（
一
番
鶏
が
鳴
く
頃
）、臼
起
し
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
、ニ
ワ
（
土

間
）
の
片
隅
に
あ
る
臼
に
は
、
米
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
た
一
升
枡
と
、
餅
、
ユ
ズ
リ
葉
、
モ

ロ
葉
な
ど
を
結
び
つ
け
た
杵き

ね

を
お
き
、
シ
ベ
ナ
ワ
を
結
ん
で
あ
る
。

　

平
山
西
之
町ち

ょ
うで
は
、
何
人
か
ず
つ
組
ん
で
各
戸
を
回
る
が
、
家
の
ニ
ワ
（
土
間
）
の
戸

を
あ
け
て
、「
祝
い
申
そ
う
」
と
い
う
。
す
る
と
、
座
の
奥
か
ら
主
人
の
声
が
し
て
、「
お

祝
い
あ
れ
」
と
い
う
。
電
灯
も
消
し
て
い
て
、
く
ら
が
り
の
中
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
若
者
は
ニ
ワ
に
入
っ
て
シ
ベ
ナ
ワ
を
ほ
ど
き
、
餅
は
も
ら
い
、
枡
の
米
を
臼

の
中
に
移
し
、
杵
を
持
っ
て
、

　
「
年
男
の
年
改
ま
っ
て
、
初
臼
起
し
始
め
る
と
き
は
、
東
コ
ー
サ
が
峰
に
立
っ
た
る
尾

の
上
の
松
で
臼
切
り
て
、
そ
の
枝
々
で
杵
切
り
て
、
一
杵
つ
け
ば
千
と
ク
ボ
、
二
杵
つ
け

ば
万
と
ク
ボ
、
三
杵
つ
け
ば
限
り
な
し
。
サ
ッ
サ
つ
け
つ
け
、
こ
の
伊
勢
の
淨じ

ょ
う
ま
い米
。
こ
の

臼
祝
い
お
き
申
す
。」

　

と
唱
え
る
。
唱
え
言
を
す
る
間
、
杵
で
米
を
三
度
つ
き
、
臼
の
周
り
を
三
度
コ
ツ
コ
ツ

と
打
ち
、
そ
れ
を
く
り
返
す
。

　

主
人
は
こ
の
間
、
寝
た
ま
ま
で
、
姿
を
見
せ
な
い
。
も
ら
っ
た
餅
は
、
あ
と
で
皆
で
煮

て
食
う
。

　

臼
起
し
は
、
臼
返
し
と
も
い
う
。
逆
木
の
臼
（
根
元
が
上
に
な
っ
て
い
る
臼
）
は
、
歳

の
晩
に
は
伏
せ
て
祝
っ
て
あ
る
の
で
、二
日
の
早
朝
に
は
ひ
っ
く
り
返
し
て
臼
祝
い
す
る
。

逆
木
の
臼
を
作
る
わ
け
は
、
餅
を
つ
く
凹
み
を
広
く
と
る
た
め
で
あ
る
。

　

臼
起
し
の
唱
え
文
句
は
、
集
落
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
大
体
同
じ
よ
う
な

文
句
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
中
種
子
町
美み

ざ座
の
臼
起
し
を
見
学
し
た
が
、
早
朝
の
暗
が
り
で
、
若
者
が
き

て
ニ
ワ
の
臼
を
祝
う
さ
ま
は
、ま
る
で
歳
の
神
が
来
訪
し
て
祝
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
（
三
）
船
祝
い
歌

　

一
月
二
日
、
船
祝
い
が
種
子
島
の
各
浦
で
行
わ
れ
る
。
船
に
は
、
船
旗
を
立
て
、
日
の

丸
の
旗
も
立
て
て
あ
る
。

　

船
を
持
つ
浦
人
は
公
民
館
に
集
っ
て
船
祝
い
を
す
る
、
正
面
中
央
に
は
、
床
の
間
の
前

に
大
き
い
チ
ヌ
（
黒
鯛
）
を
二
匹
、
頭
を
突
き
合
わ
せ
て
お
き
、
大
根
刻
み
な
ど
も
お
い

て
飾
っ
て
あ
る
。

　

午
前
十
時
頃
、
浦
人
を
は
じ
め
来
賓
な
ど
が
畳
の
座
に
座
り
、
何
列
か
に
並
ぶ
。
各
自

の
前
に
は
膳
も
出
さ
れ
る
。

　

司
会
者
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓
の
挨
拶
な
ど
が
あ
っ
て
、
乾
杯
。
し
ば
ら
く
し
て
皆

正
座
し
、
め
で
た
節
斉
唱
。
そ
し
て
、
船
祝
い
歌
だ
。

　

浦
に
よ
っ
て
、
会
順
や
歌
も
違
う
が
、
西
之
表
市
塰あ

ま
ど
ま
り

泊
で
は
、
一
九
八
五
年
頃
は
、「
綱

ざ
ら
え
」
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
。
斉
唱
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
正
座
し
て
歌
う
。
塰
泊
で

は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
こ
の
他
に
「
祝
い
年
」、「
櫓
歌
」
も
歌
っ
た
。

　

で
は
、「
綱
ざ
ら
え
」
歌
を
記
す
。
綱
ざ
ら
え
と
は
、
綱
を
さ
ら
え
る
（
点
検
す
る
）
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と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
新
年
の
初
航
海
の
準
備
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
は
綱
ざ

ら
え
の
歌
詞
。

　
（
船
）
と
あ
る
は
、
船
頭
を
表
わ
し
、（
舵
）
は
舵
取
り
、（
水
）
は
水か

こ夫
を
表
わ
す
。

番
号
は
筆
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

網
ざ
ら
え

　

(1)　

イ
、（
船
）
艫と

も

へ
艫
へ
、
艫
に
申
す

　
　
　
　
　
（
舵
）
何
と
承

う
け
た
ま
わり
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
（
船
）
時
こ
ろ
、
潮
も
よ
い
そ
う
に
ご
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

オ
モ
テ
は
錨

い
か
り
に
向
き
ま
ー
す

　
　
　
　
　
（
舵
）
そ
れ
、
い
っ
さ
い
、
よ
う
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う

　
　
　

ロ
、（
船
）
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
レ
、
ヤ
ー
ゾ
ー
、
ヤ
ー
ゾ
ー
、　

ヤ
ー
ゾ
ー

　
　
　
　
　
（
水
）
ヤ
ー
ゾ
ー
、
ヤ
ー
ゾ
ー
、
ヤ
ー
ゾ
ー

　
　
　
　
　
（
船
）
イ
ー
ゾ
ー
、
イ
ー
ゾ
ー
、
イ
ー
ゾ
ー

　
　
　
　
　
（
水
）
イ
ー
ゾ
ー
、
イ
ー
ゾ
ー
、
イ
ー
ゾ
ー

　
　
　
　
　
（
船
）
エ
ー
ゾ
ー
、
エ
ー
ゾ
ー
、
エ
ー
ゾ
ー

　
　
　
　
　
（
水
）
エ
ー
ゾ
ー
、
エ
ー
ゾ
ー
、
エ
ー
ゾ
ー

　
　
　

ハ
、（
船
）
と
ー
り
か
じ

　
　
　
　
　
（
舵
）
お
っ
と
う

　
　
　
　
　
（
船
）
お
も
ー
か
じ

　
　
　
　
　
（
舵
）
お
っ
と
う

　
　
　
　
　
（
船
）
今
の
ー
か
ー
じ

　
　
　
　
　
（
舵
）
取
っ
て
候

　

(2)　

イ
、（
船
）
ヤ
ラ
イ
、
め
で
ー
た
い
な
あ
、
五
葉
は

　
　
　
　
　
　
　
　

め
ー
で
ー
た
ー
の
、
若

　
　
　
　
　
（
水
）
枝
も
、
ヒ
ヤ
ン
、
栄
ゆ
ー

　
　
　
　
　
（
船
）
ゆ
ー
る
ー
い

　
　
　
　
　
（
水
）
葉
も
、
し
い
げ
、
茂
る
ー

　
　
　
　
　
（
船
）
な
お
も
ー
、
め
で
ー
た
い
な
あ
、
上じ

ょ
う
げ下

　
　
　
　
　
　
　
　

め
ー
で
ー
た
の
ー
、
ヤ
ホ
ウ

　
　
　

  

ロ
（
水
）
思
う
、
ヒ
ヤ
ン
、
港

　
　
　
　
　
（
船
）
と
ー
に

　
　
　
　
　
（
水
）
そ
ー
よ
ー
、
そ
ん
、
そ
よ
ー
と

　
　
　
　
　
（
船
）
そ
よ
ー
に
ー
、
そ
よ
ー
そ
よ
ー
と
ー
、
吹
い
た
ー 

嵐
に
乗
―
り
出
ァ
す

　
　
　
　
　
（
水
）
そ
ー
れ
ー
も
、
ヒ
ヤ
ン
、
船
頭
ど
ん

　
　
　
　
　
（
船
）
ど
ー
の
ー
の
ー

　
　
　
　
　
（
水
）
幸

し
や
ー
わせ
、
や
っ
さ
の
え
ー
い

　

(3)　
　
　
（
船
）（
舵
）
嘉か

れ例
よ
し
ー
の
ー
、
船
に
、
灘な

だ

よ
し
を
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

乗
―
せ
ー
て
ー
、
船
頭
か
ー
ら

　
　
　
　
　
（
水
）
ヨ
イ
サ

　
　
　
　
　
（
船
）（
舵
）
船

せ
ん
ち
ゅ
う
じ
ゅ
う

中
衆
、
皆

み
ー
な
ー、
嘉か

れ例
よ
ー
し
ー　

ヤ
ー
ナ
ー

　

こ
の
綱
ざ
ら
え
歌
は
、
太
平
洋
戦
争
以
前
頃
ま
で
は
、
塰
泊
で
も
、
毎
年
正
月
二
日
の

日
の
出
の
頃
、
乗
組
員
一
団
は
船
上
に
並
ん
で
歌
っ
た
（
写
真
、
め
で
た
節
（
４
）
の
⑤
，

⑥
参
照
）。

　

こ
の
歌
は
、
正
月
二
日
に
、
船
具
を
点
検
し
、
そ
し
て
一
年
中
の
航
海
の
安
全
を
祈
る

歌
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
歌
は
、
(1) 

(2) 

(3)
の
三
段
か
ら
成
る
。
(1)
す
な
わ
ち
第
一
段
は
、
歌
で
は

な
く
、
掛
け
合
い
の
言
葉
で
あ
る
。
掛
け
合
い
は
、
表
に
い
る
船
頭
と
艫と

も

に
い
る
舵
取
り

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ロ
は
、
本
来
は
錨
綱
を
引
き
揚
げ
る
時
の
掛
け
声
で
あ
る
が
、
そ
の
ヤ
ー
ゾ
ー
、
イ
ー

ゾ
ー
、
エ
ー
ゾ
ー
は
独
特
の
節
が
つ
い
て
い
て
、
航
海
安
全
の
呪じ

ゅ
ご
ん言
と
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
は
、
取
り
舵
、
面
舵
の
操
船
儀
礼
で
あ
る
。

　

(2)
す
な
わ
ち
第
二
段
は
、
イ
の
め
で
た
節
と
ロ
の
帆
走
歌
か
ら
成
る
。
正
月
ら
し
い
め

で
た
節
が
そ
っ
く
り
入
っ
て
い
て
、
船
頭
と
水
夫
達
が
掛
け
合
い
で
歌
う
独
自
の
節
回
し

に
な
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
正
月
な
ど
に
座
敷
で
斉
唱
す
る
め
で
た
節
と
は
、
メ
ロ
デ
ィ
が
若
干
違
う
の

で
あ
る
。

　

(3)
す
な
わ
ち
第
三
段
は
、「
嘉か

れ
い例
よ
し
」
つ
ま
り
め
で
た
い
船
で
、「
灘な

だ

よ
し
」
す
な
わ

ち
風
波
の
立
た
な
い
運
の
よ
い
方
（
守
り
神
）
を
乗
せ
て
い
く
、
と
い
う
航
海
系
予
歌
で
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あ
る
。

　

こ
の
「
嘉
例
よ
し
」
の
歌
は
、
沖
縄
に
も
入
っ
て
い
て
、「
嘉か

り

ゆ

し

例
よ
し
」
と
い
う
。
沖

縄
南
端
の
八
重
山
諸
島
の
ユ
ン
タ
や
ジ
ラ
バ
な
ど
の
船
歌
の
中
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

網
ざ
ら
え
歌
は
沖
縄
に
は
な
い
。
沖
縄
に
は
、
中
世
の
頃
、
独
特
の
船
歌
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、「
綱
ざ
ら
え
」第
一
段
の
歌
は
、か
つ
て
四
国
や
山
口
県
の
一
部（
瀬
戸
内
海
の
島
）

に
も
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
宮
本
常
一
氏
の
本
に
あ
る
。
東
北
や
関
東
に
は
な
い
よ
う
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
歌
は
、
中
世
末
の
頃
、
関
西
で
歌
わ
れ
始
め
、
西
南
日
本
へ
伝
わ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
段
の
㋑
め
で
た
節
と
㋺
帆
走
歌
は
、
尾
張
（
名
古
屋
）
藩
や
浅
井
（
広
島
）
藩
に

も
あ
っ
た
ら
し
く
、
近
世
御
船
歌
集
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
綱
ざ
ら
え
の
歌
曲
は
、
仏
教
音
楽
の
声

し
ょ
う
み
ょ
う
明
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
れ
は
、
古
い
由

来
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　

南
日
本
に
お
け
る
船
祝
い
歌
の
残
存
状
況
は
、
ま
ず
、
種
子
島
で
は
終
戦
後
ま
で
は
塰

泊
、
池
田
、
洲
之
﨑
、
庄
司
浦
、
住
吉
、
浜
津
脇
、
島し
ま
ま間
の
七
港
に
伝
承
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
し
だ
い
に
消
失
し
、
一
九
八
五
年
頃
ま
で
は
塰
泊
、
池
田
、
庄
司
浦
、
住
吉
の

四
港
に
残
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
平
成
の
今
で
は
、
住
吉
だ
け
が
伝
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
歌
え

る
古
老
は
、
池
田
、
庄
司
浦
、
塰
泊
に
は
何
人
か
ず
つ
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
復
活
、
あ

る
い
は
記
録
保
存
は
今
の
う
ち
で
あ
り
、
急
が
れ
る
。
何
分
に
も
、
今
や
日
本
に
な
い
海

の
名
曲
で
あ
り
、
古
典
の
調
べ
な
の
で
あ
る
。

　

船
祝
い
歌
は
、
浦
に
よ
っ
て
内
容
（
歌
の
種
類
と
歌
詞
、
歌
曲
）
が
若
干
違
う
。
永
い

間
、
伝
承
し
て
い
る
間
に
し
だ
い
に
変
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
基
本
の
歌
い
方

は
共
通
し
て
い
る
。

　

薩
摩
半
島
南
九
州
市
知
覧
町
塩
屋
に
は
、
種
子
島
の
船
祝
い
歌
が
伝
播
し
、
最
後
に

「
シ
ョ
ン
ガ
節
」
が
歌
わ
れ
る
の
が
特
長
で
あ
る
。
シ
ョ
ン
ガ
節
は
、
南
日
本
を
中
心
と

す
る
祝
い
歌
で
、
そ
れ
が
少
し
ず
つ
変
化
し
な
が
ら
本
土
へ
北
上
伝
播
し
て
い
る
。

　

種
子
島
の
隣
り
の
屋
久
島
や
南
隣
の
ト
カ
ラ
列
島
に
も
船
祝
い
歌
は
伝
播
し
、
特
に

綱
ざ
ら
え
歌
が
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
は
歌
わ
れ
て
い
た
。
ト
カ
ラ
列
島
で
は
悪
石
島
に
、

一
九
七
〇
年
頃
ま
で
は
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
平
成
の
現
在
は
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
独
特
で
貴
重
な
船
祝
い
歌
、
特
に
綱
ざ
ら
え
歌
は
、
日
本
中
で
も
、
種
子
島
だ
け

に
伝
承
し
て
い
る
。
西
之
表
市
住
吉
の
浜
之
町
で
は
、
毎
年
、
集
落
で
船
祝
い
を
し
、
船

祝
い
歌
を
斉
唱
し
て
い
る
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
伝
承
者
は
、
塰
泊
、
池
田
、
庄
司
浦
な
ど
に
も
い
る
の
で
あ

る
。
わ
が
国
で
も
っ
と
も
古
い
、も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
船
祝
い
歌
で
あ
る
「
綱
ざ
ら
え
歌
」

を
、
完
全
に
消
滅
し
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に
、
早
急
に
保
存
対
策
を
取
る
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

綱
ざ
ら
え
歌
の
中
に
は
、
め
で
た
節
も
挿
入
さ
れ
、
独
特
の
節
回
し
で
歌
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
め
で
た
節
の
観
点
か
ら
も
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
述
べ
る
と
、
こ
の
種
子
島
の
船
祝
い
歌
は
、
尾
張
藩
や
浅
井
藩
の
古
い
記
録
に

も
の
っ
て
い
る
御
船
歌
で
あ
り
、
藩
主
御
用
船
の
正
月
の
と
も
づ
な
の
点
検
や
、
航
海
歌

を
歌
う
祝
賀
歌
で
あ
り
、
メ
ロ
デ
ィ
は
声し

ょ
う
み
ょ
う

明
の
影
響
を
う
け
て
壮
重
で
あ
る
。
し
か
し
、

船
主
と
水か

こ夫
の
掛
け
声
で
あ
る
ヤ
ー
ゾ
ー
、
イ
ー
ゾ
ー
、
エ
ー
ゾ
ー
は
、
不
思
議
な
メ
ロ

デ
ィ
と
祈
り
に
み
ち
た
歌
声
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
独
特
の
メ
ロ
デ
ィ
の
め
で
た
節
が
歌
わ
れ
、
船
は
ち
ょ
う
ど
吹
い
て
来
た
風

に
、
沖
へ
乗
り
出
す
。

　

嘉
例
よ
し
の
め
で
た
い
船
は
、
灘
よ
し
の
船
神
を
乗
せ
て
船
は
走
る
。
船
中
じ
ゅ
う
に

皆
、
め
で
た
く
幸
せ
な
こ
と
だ
、
と
い
う
祝
賀
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
野　

敏
見
）
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バックー舞（1） 1974. 1。島
しま

間
ま

、上
うえほう

方。舞手は小山種丸氏（大正 12 年生）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（座敷舞・蚕舞・めでた節他写真 156 〜 183 頁、撮影、下野敏見）

①　バックー（ 蟇
ひきがえる

）。 ②　「あ、バックー舞いは見―さいなあ、………」
　　（はやし）。

③　「今
こんにゃー

夜だんだ、夜
よ

もよか晩じゃと思うちぇ………」

⑤　「バックーどんが這
ほ

うちぇ行っこったーば、………」

④　「バックーどんの考えには、この向
むーき

に這
は

ー出
だ

―たあ」

⑥　「向
むーこ

の隅から黒ジョーだんどが、這
ほ

うちぇきちぇ、
　　  ………」

⑦　「まーた、向
むーこ

の隅から這
ほ

うちぇきちぇ………」 ⑧　「ちゅっちゅうちゃー、仕
し ー で

入―たぁ。まーた、向
むーこ

　　  の隅から、………」
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バックー舞（2） 1974. 1. （つづき）。島間、上方。舞手は小山種丸氏（大正 12 年生）

⑨　「玄関の敷居の下だんどうが良かんどうと思うちぇ」 ⑩　「夜
よ

もよか晩じゃ、南
は え

風の風の吹くよか晩じぇ、黒
　　  ジョーも、……….」

⑪　「むーこの隅から這
ほ

うちぇ、来た」

⑬　「まーた、むーこの隅からやっちぇ来ちぇ、チュッ
　　  ちゅうちゃ、しーでーちゃ、」

⑫　「「チュッ」ちゅうちゃー、仕
し ー で ー

入れたあ。………」

⑭　「まーた、むーこの隅からやっちぇ、きちぇ」

⑮　「チュッ、ちゅーちゃー、しーでーたあ」 ⑯　「血ぃも涙もなかもんじゃと、バックーどんな、こ
　　  の向

むーき

に返ったあ」
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ガニ舞（１）１９７０年。平山、仲之町。舞手は山田休三氏（明治２４年生）

①　舞い手は下
し も ざ

座の方から入り、座って軽く一礼し、
　　ユーチェ（湯手、手拭）を被る。

②　頬かむりした舞手は「ガーニ舞とはやされて………」
　　と科

せ り ふ

白を述べながら出て行く。

③　「もう日もくれた………」などいいながら、ガニ
　　  は座敷を這

は
っていく。

⑤　「まーだ日も高く、背なごなんども干しましょう」

④　「そして夜
よ

食
ばみ

なんどに出かきょう」と、這
は

って行く。

⑥　「まーた打ちくり返って、腹
はら

甲
ごう

なんども干しましょう」

⑦　「カラスという黒鳥が、前の榎
えのき

から飛びおりて………」 ⑧　「コーカバコー、コーカバコー、ガヮーガヮーと、………」
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ガニ舞（２）１９７０年 .  （つづき）。平山、仲之町。舞手は山田休三氏（明治２４年生）

⑨　「親ゆずりの古鋏、この向
むーき

にかまえたあ」 ⑩　「ガーニ舞は見―さいな」のはやしで構えている。

⑪　「それでも何が怖
お

じろうか」

⑬　「元の穴さな、ごそごそと」

⑫　「腰の骨に食いついて、脊
せき

の油を流
なーが

あたー」

⑭　一座の人々。右から山口重政氏、長田実氏
　　向井喜乃夫氏、﨑田東氏。

①ユーチェ（湯手、手拭）を盗
ぬすっと

人か
　ぶりし、両手の鋏をかまえる。

②「もう日も暮れた。夜
よ

食
ばみ

なんどに
　    出かきょう」

③「背
せ

の
な

甲
ごう

なんども干しましょう」

1966 年、上中の中央公民館、（平山の人達）舞手は山田休三氏（明治２４年生）
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ガニ舞（３）１９７２年８月。平山、広田。舞手は山田休三氏（明治２４年生）
　　　　　 　   岩

ゆ
穴
あな

仕上り（岩穴風呂［蒸し風呂］の慰労会）

①　「ガーニ舞をやるによって、はやしを皆様、たの
　　  みあぎょう」

②　「もう日も暮れた、もう日も暮れた、……….」

③　「まーだ日も高く、背
せ

の
な

甲
ごう

なんども干しましょう」

⑤　「親ゆずりの古鋏、こうの向
むーき

にかまえたあ」。画面の
　　向こうの人々は、よそ集落からやってきた見物人たち。

④　ちょっと解説が入り、そして「ガーニ舞は見―さ
　　いなあ」のはやし。

⑥　テープによる「ガーニ舞は見いさいなあ」しかし、
　　画面の左と手前に十数人の人々がいてはやす。

⑦　「それでも何が怖
お

じろうに、腰
こうし

の骨に食いついて、
　　  ………」

⑧　「元の穴さな、ごそごそ、ごそごそ」と逃げていき、
　　終了。
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鳥刺し舞（1）１９６７年。平山、中之町。順不同。舞手は山田休三氏（明治２４年生）

① 箒
ほうき

を鳥刺し棒にして、かまえる。 ② 「二日の日なんだ、鳥刺しなんど
　   に出かきょうよ」

③「前の野山を歩
さる

けば , ハトト（鳩
　   の鳥）がククックー」

④ 「この向
むーき

にかまえた」 ⑤  「刺そうまいかと思うた」 ⑥ 「上の野原を歩
さる

けば、ケンケン鳥
　    が一羽、ケンケンと」

⑦ 「もう一つはやしをたの
　    み上ぎょう」

⑧ 「こーまか鳥のことなれ
　    ば、左の袂

たもと
へ….」

⑩ 「やはぎ羽根もくるんど
　   う。……..」

⑨ 「おいども子供、どめくな」

− 161 −



鳥刺し舞（２）１９６２年、１．１。平山、中之町。舞手は山田休三氏（明治２４年生）

① 「先に餅をじっとつけて、この向
むーき

　　にかまえた」

① 「鳥刺し舞を見−さいな、………」 ② 「前の野原を歩
さる

けば、………」 ③ 「じーと刺して、おっとって………」

④ 「鳥刺し舞は見−さいな、………..」 ⑤ 「今日は正月元日で、二日の日な
　　んだ、………」

⑥ 「四日の日なんだ、鳥刺しなんで
　　行こうよ」

②　「ケンケン鳥が一羽、………刺そうばいと思う　
　  て、………」

1967 年、11.14。平山、中之町。順不同。舞手は山田休三氏（明治２４年生）
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鳥刺し舞（３）１９７２年、８。平山、広田。岩穴仕上り（慰労会）舞手は山田休三氏（明治２４年生）

①　「今日は正月２日」
　　（右から向井秋雄氏、向井康徳氏、坂口文典氏）

②　「山餅をば、べったりこーと、塗っつけて」

③　「鳥刺し舞は見−さいな、鳥刺し舞は見−さいな」 ④　「あのまた、上の小山の野っ原をば、また歩
さる

けーば、
　　  さるけーば」

① 「今日は正月元日で、二日の日な
　   んだ、………」

④  「この向
むーき

にかまえた。………」

② 「前の野山を歩
さる

けば、ハトトが
　　………」

⑤ 「鳥刺し舞は見−さいな。………」

③ 「この鳥刺しが耳ぃ、じっと入っ
　　て、………」

⑥ マイクを持ってはやす浜田の
　長田実氏

2009 年、3.21。（西之表市）鉄砲館前。平山の人たち。舞手は中畠一三氏（昭和３０年生）
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鳥刺し舞（4）1973 年、11. 22。西之表市、美浜町公民館。舞手は榎本宗秋氏、安城出身。

②  「ククークークーとぬっからかえ
　　 すところ」

③  「三日なる日には、上の小作場に
　　 ……….」

①  「このかーまえにかまえたあ」

④  「雀どんたちはいいことない、　
　 いいことない。………」

③　「先に餅をじっとつけて、この
　　  向

むーき
にかまえた。

①　「鳥刺し舞は見−さいな。鳥刺し舞は見−さいな」

②　「今日は正月で、二日の日なんだ、鳥刺しなんで出かきょうよ」

④　「上の野
のっぱら

原を歩
さる

けば、…………..」。左の人物は、岩坪香氏（茎永）

鳥刺し舞 (5)1967 年、4 月 8 日、平山。舞手は中畠十三氏（明治 45 年生）
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婆ジョウ舞（１）１９６２年、１．１。平山、山田休三氏。（明治 24 年生）順不同。

婆ジョウ舞（２）１９６２年、１．１。平山、中畠十三氏。（明治４５年生）順不同。

①　「姥
うば

あがれ、姥あがれと強
し

いれども、…………」 ②　「まっ向
こう

ばかり、こうばかり盛り立てて、積み立
　　  てて」

①　婆ジョウ、座敷に入って正座。そして一礼し、舞
　　い始める。

③　「今日は、野里の娘の請
しょう

用
よう

なんどと、あるによって、
　　  ………」

②　「婆ジョウ舞は見ーさいな、婆ジョウ舞は見−　
　 さいな」

④　「真っ向
こう

ばかりこうばかり、盛り立てて積み立て
　　  て、………」

⑤　「婆ジョウなんだ、片腰振って出かきょうよ」 ⑥　舞い終わって、一礼。
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婆ジョウ舞（３）１９７０年、３月。平山、舞手は中畠十三氏（明治４５年生）。

鳥刺し舞（6）1976 年。平山。

①　座敷の下座に座って一礼し、始まる。 ②　「娘の子を三人持ったれば、一人は野里に、………」

③　「婆ジョウ舞は見―さいなあ。………」
　　「今日は野里の娘の………」

① 左より（手拍子の人）向井喜乃夫氏、長田実氏、山口重政氏
　 長田氏の後、柳田桃太郎先生。右端後は坂口武志氏。

④　「今日は米里の娘の請
しょう

用
よう

なんどとあるによって
　　   ………」

⑤　「………見さいなあ」
　　「………婆ジョウなんだ片腰振って出かきょうよ」

②　「鳥刺し舞は見−さいなぁ」の囃手大勢。左から
　　 長田仙兵氏、﨑田東氏、向井喜乃夫氏、長田実氏。

③　「鳥刺し舞は見−さいなあ。鳥刺し舞は………..」
　　 （舞手は中畠十三氏）。
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婆ジョウ舞（４）（トッシー舞）１９７３年、１１．２２。
上
かみにし

西美
み

浜
はまちょう

町公民館。榎本宗秋氏（安城出身）

①　座敷へはいって一礼。 ②　「トッシー舞は見ーさいなあ、…」 ③　「おいじょう、おじゃらんかい。
　　  婆じょう、這

ほ
うて行かんかい。

　　   ………」

④　今度は粟
あわ

どこの聟の所から年
とし

　　請
じょうよう

用なんどと、………」
⑤　「こうばっかり、つぎ立てて、　
　　   盛り立てて、………..」

⑥　請
じょうよう

用好きのことなれば、この　
　　トッシーどんが……….」

⑦　「その聟のとりようは、一人は米里へ、１人は粟
　　  里へ、もう一人は浜里へ………」

⑧　「粟の飯をこうばっかり、こうばっかり、つぎ立
　　  てて、………」
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蚕
かーご

舞
まー

（１）１９６０年、１９５８年頃。１９６０年。１９６３年。平山。

③　白覆面をし、扇子を持ち、ゴー
　　（団子）をかついだヨメジョウ
　　（嫁女）。１９５８年頃。

④　ヨメジョウと伴
とも

の舞手
　　（１９６３年、１．１４。平山）

⑤　蚕舞を見にきた子供達
　　（１９６０年、１．１５。平山）

⑥　「寄せよ集めよ。………..」。
　　（１９６３年、平山）

⑦　「ツブラ蚕
ご

になる時や、………」
　　（１９６３年、平山）

⑧　「赤まゆ白まゆ、かがせ………」
　　（１９６３年、平山）

①　下の座で、蚕舞を見る人々（平山）。
　　右から向井長助氏、長田仙兵氏、中畠七右衛門氏、
　　長田兵二郎氏、日髙金六氏、山田重三氏の皆さん。
　　（１９６０年１．１５）

②　じろん間（いろりの間）に座って蚕舞を見る人た
　　ち。（１９６０年１．１５）
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蚕舞（２）１９６３年、１．１４。平山、仲之町。

①　大人も子供もうちそろって、蚕
かーご

舞
まー

の一行は行く。 ②　ヨメジョウを先頭に、一行は大根畑を通って、次
　　の家へ向かう。

③　蚕舞の一行が行くのを皆が出て見送っている。

⑤　ヨメジョウを先頭に、カンザーかるい。ゴーかつ
　　ぎが次の家へ。

④　ゴーをかつぎ、カンザーを背負った子供、ヨ　　
メジョウが行く。

⑥　次の家に次々入って行く人たち。

⑦　玄関口で、太鼓を叩き、蚕舞一行の到着を知らせ
　　る。太鼓打ちは向井喜乃夫氏。

⑧　これから玄関の方へ向かおうとするヨメジョウた
　　ち。右端の鉦

かね

打ちは向井長助氏。
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蚕舞（３）１９６３年、１．１４。平山、仲之町。

⑬　ヨメジョウ２人が玄関に現れ、
　　のぼる。

⑭　舞の途中で柱のゴーをとるヨメ
　　ジョウ。

⑮　ゴーをかつぎ、センスを開いて
　　優雅に舞うヨメジョウ。

⑨　ヨメジョウは家の中に入った。蚕舞を歌う人たち。
　　右より向井長助、長田仙兵、山田甚吾、向井正夫
　　の皆さん。

⑪　小鼓を打つ、山田重三氏、鍬の刃を持って打つ長
　　田仙兵氏。

⑩　祝いの家に向かい、蚕舞を歌う人びと。右から前
　　列は、向井長助、長田仙兵、向井正夫、向井喜乃夫、
　　長田実（左端）の皆さん。

⑫　蚕舞のヨメジョウ一行を迎えた家族。右から向井
　　嘉助、向井忠の皆さん。
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蚕舞（４）１９６３年、１．１４。平山、仲之町。

⑯　女装の男性ヨメジョウ２人で舞う。「夢に見てさ
　　え、ものゆきものよ」。白頭巾、女装は蚕の姿。

⑰　蚕の頭をして美女となった男性が、ゴーをかつい
　　で舞う。

⑱　「母じょさまかよ、娘じょうかよ」と優雅に舞う
　　ヨメジョウ。蚕になりきって舞う。

⑳　玄関に入って祝う子供たち。左の二人は代表
　　（長田愛邦君）。

⑲　「町
ちょう

のお祝い、お汲みやれ」で、床の間に一礼。

㉑　ヨメジョウからもらったゴーを持つ子供代表たち。

㉒　祝福の家の奥さんから正月の飾り餅をもらう子供
　　代表。

㉓　そらあ、次の家だ。走りかけ込む子供たち。
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蚕舞（５）　１９６９年。中種子町、坂井、東
ひがしめ

目。

１９６７年。平山、仲之町。 1970 年。平山、仲之町。

①　ヨメジョウが家に入って一礼。
　　そして、上

かみ

の座（表座）で舞う。
②　ゴーサシの代わりに柳の枝を　
　　持って舞うヨメジョウ。

①　ゴー、扇子を持って舞うヨメ　
　　ジョウ。

②　舞い終わって、家主から一
いっ

献
こん

いただくヨメジョウ。 ③　玄関前で一礼し、去るヨメジョウ。

②　蚕舞の舞姿

①　蚕
かーご

舞
まー

の一行。左より太鼓打ち（半渡氏）、ヨメジョ
　　ウ、鉦打ち。
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蚕舞（６）　１９７６年、１．１４。平山。

①　ヨメジョウがゴーをとって、舞い、ゲーマー（芸
　　回し）も、こっけいな仕草で踊る。

②　玄関の外から歌う人びと。右の太鼓は長田実氏、
　　鉦は向井康徳氏、小鼓は古田助夫氏。

③　ヨメジョウはゴーを肩に、センスを持って舞う。

⑤　ヨメジョウからゴーをもらう子供代表。

④　ヨメジョウの舞とゲーマーの踊りの絶妙な組み合
　　わせ。

⑥　ゴーを肩に、祝いの家を出て次の家へ。

⑦　長老たちもいっしょにヨメジョウが出て、次へ向
　　かう。

①　種子島家の三ツ鱗紋も鮮やかに、蚕舞を舞う。頭は
　　蚕の角の形に。室町時代の島主家での東町・西町の
　　千

せ ん ず

寿万
まんざい

才の蚕舞を思わせる。

2009 年、3 月
（西之表市の鉄砲館の庭で。平山の人たち）
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コノミヤジョウ（１）１９６７年、１．１４。西之表市、国
くにがみ

上、湊。

①　子供たちは、まず湊集落の氏神「塩釜神社」に参り、
　　コノミヤジョウの歌を奉納する。

②　左に同じ。塩釜神社に向かって並び、斉唱する。

①　民家に行き、門木のある玄関口のほうから斉唱。

③　コノミヤジョウの歌を斉唱したあと、団子を柳の
　　枝からはずして袋に入れる。

②　左と別な組の者たちも、この家の門木飾りの団子を
　　かざして、民家の入口で、コノミヤジョウを斉唱。

④　巡回がすむと、区長さん宅に招かれて、一
いっ

献
こん

いた
　　だく。

⑦　区長さん宅に集ったコノミヤジョウの子供たちの
　　慰労会。団子は皆で分ける。

⑧　子供たちを接待し、話をするために、区長さん宅
　　に集った古老たち。

1969 年、1．14。西之表市、湊。
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コノミヤジョウ（２）１９６４・１９６６・１９６９年、１．１４。西之表市、下西、川迎。

①　コノミヤジョウの子供たち（幼、小、中学生）。右の
　　門木にはコノミヤの団子をおいてある（1969、川迎）。

①　門木の注
し め

連縄
なわ

の前で、中学生のリードのもとに、
元気よく歌う。

②　この時は、注連縄は張ってある。団子は榎の枝に
　　差してある。①③⑧は同じ人びと（1969、川迎）。

③　コノミヤジョウを合唱する子供たち（1969、川迎）。

①　口をいっぱいあけて、コノミヤジョウの歌を斉唱。

②　コノミヤジョウの子供たち。今、歌っているところ。

④　コノミヤジョウに行く子供たちでごった返してい
　　る。これから幾班かに分かれて行く（1969、川迎）。

⑤　団子を差した大きな榎の枝を持つ中学生。こうし
　　た一団が集落を回って祝う（1969、川迎）。

1964 年、1．14。西之表市、下西、川迎。

1966 年、1．14。西之表市、下西、川迎。
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めでた節（１）１９７４年、１．６。火入れ祈祷、南種子町、西之、砂坂、他。

①　塩屋牧の一同が集って、塩釜の火入れ祈祷を祝う祭り。祝宴が始まり、しばらくして正座し、めでた節を斉唱する。
　　手拍子をとる。

④　盃が２、３杯まわったところで、全員正座し、手
　　拍子入りで、めでた節を斉唱。

② 平山、向井里のチィナビキ（露なびき）の座。祝宴が始まり、
　  しばらくして全員正座し、「めでた節」を拍手斉唱。

③ 現名、本村のシュータ突き（破魔行事）。開始直前、全員、
　 むしろに正座し、めでた節斉唱。手拍手を伴う。

1969年、1.15。シュータ突き、西之表市、現
げ ん な

和、本
ほんむら

村。

1974 年、1.1。チィナビキ、南種子町、平山、向井里。 1971年、4.4。宝満神社御田植祭り、直
なお

会
らい

。南種子町、茎永。
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西目出し（4）1972 年、8 月。広田。
岩
い

穴
わな

風
ぶ ろ

呂の上
あが

り（慰労会）に、岩穴の前にゴザを敷いて、関係者、見物人が囲む。舞手は堂原キクさん。順不同。）

④ 右足を出して、少し腰をかがめ、両手は下におろす
　 場面。

②　少しひざを曲げ、両手前出しの場面。

①　少しひざを曲げて、両手招きの場面。

③　右足浮かし、左手は押し手から招き手へ移る場面。

上
かみなか

中の舞台で踊り手（女性）４人、芸
げーまー

舞１人、太鼓打ちと歌い手数名。人物（右の男性、中畠十三氏、次、向井末義氏。）

① 左手は招き手で、ひざを少し曲
　 げて踊る場面。

② 右手が招き手である。 ③ 左足を出し、左手は押し手、右
　  手は招き手。

1968年、6月。（平山小学校落成式で広田の西目出し）

１９６６年、５月（上中の中央公民館で、平山の蚕舞）
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福
く

祭
さいもん

文（１）。１９６９年、１．７。西之表市、沖ケ浜田、他、各地。

①　塩釜神社の前にしゃがんで、福
く

祭
さいもん

文の歌を斉唱
　　する青年たち（沖ヶ浜田）。

②　公民館でも、庭の隅にかがんで、福祭文を斉唱し
　　て祝う（沖ヶ浜田）。

③　右上の②と同じ場面。青年たちは皆かがんで福祭
　　文を斉唱（沖ヶ浜田）。

④　青年たちは皆かがんで公民館に向かって福祭文を
　　斉唱（沖ヶ浜田）。

①　これも社前にかがんで福祭文の歌を全員奉納している所。

①　福祭文の斉唱の折、子供を介抱する中学生たち。

①　今、福祭文を皆で斉唱。左の大きな袋は、各戸で
　　もらった餅が入っている。

②　小中学生がいっしょに家々を回り、門松の所で福
　　祭文を斉唱。

1967 年、1．7。西之表市、庄司浦。

１９６８年、１．７。西之表市、上石寺。

１９６８年、１．７。西之表市、塰泊。
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福
く

祭
さいもん

文（２）１９６１〜１９７８年。１９６９年西之表市、沖ケ浜田①②。他、島内各地。

①　前頁②の場面と同じ。青年団の斉唱を受ける長老たち。 ②　前頁②と同じ場面で、正座して斉唱している青年たちもいる。

③ 門木の注連縄の所で皆で斉唱。もらった餅を袋に入れ、かついでいる。

⑤　注連縄の前で青年たちが福祭文を斉唱。子供たちが見ている。

④　門木の前で、家に向かって福祭文を斉唱している高校生たち。

⑥ 門木の注連縄を張った前から家に向かい、福祭文を斉唱する青年たち。

⑦ 門木もいろいろ。高校生と青年の一行が福祭文を家に向かって斉唱。 ⑧　少人数ながら、中、高生、青年たちが福祭文を今から斉唱。

1969 年。中種子町、美座。1968 年。西之表市、上石寺。

1961 年。中種子町、坂元。

1978 年。中種子町、坂井、本村。 1960 年頃。南種子町。

1965 年。中種子町、坂元。
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水迎え・臼起し。１９５９年頃〜１９７０年。島内各地。

① 水迎え（若水汲み）。平山、前田の
　 中畠泉氏。手前にユズリハ、餅、
　 焼酎、塩、潮

しゅ

井
えー

など）。

②　臼に注連縄。中にウラジロ、餅、
　　ミカンなど。

③　臼の下部は切り込みが入り、全
　　体が美しい。

④　臼の中には一升枡
ます

に餅を盛り、
　　ミカンをおき、ユズリハもおく。
　　脇に手

て

杵
ぎね

。③に同じ。
⑤ 早朝、一

いちばん

番鶏
どり

の鳴かぬうち（午前２時前）に、二人の若者が民家を訪れ、土間の臼の
中の籾

もみ

を祝い言
ごと

をいいながら搗く。真っ暗な中で臼を搗く。カメラのフラッシュで明るい。

⑥　臼に張った大きな注連縄。杵は、立て杵
ぎね

（手杵）
　　と横杵（打ち杵）、そして、小注連縄。

⑦　民家を次々に訪れて、臼の籾を搗きながら、祝い
　　言

ごと

をいう。

水迎え。1959 年頃。1.1、平山。 臼祝い。１９６９年、１.１、西之表市、川迎。臼祝い。1962 年、１. １、平山。

臼起し。1968 年、１. ２、西之表市、上
かみ

石寺。

臼祝い。1970 年、１. １、平山。 臼起し。1966 年、西之表市、下西。
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船祝い（１）１９７４年、１．２。西之表市、住吉、浜之町、他。

③　船祝いの供え物。生魚（鯛）、　
　　焼酎、膳など。

④　恵比須様 ⑤　船祝い

①　正月の船祝い。住吉港。日の丸、軍艦旗、船名旗
　　など。

⑥　船祝い（漁業組合長の挨拶）。

②　丸木舟の正月祝い（舟の中央に松、ユズリハ、ウ
　　ラジロなど立てて、正月を祝う。向こうにも２艘
　　見える）庄司浦港。

⑦　船祝い。船名旗ずらり。来賓たちが並ぶ。

１９７４年、１．２。船祝いの供え物と船祝い、西之表市、塰泊公民館。
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船祝い（２）１９７４年、１．２。西之表市、住吉、浜之町。

①　薩摩型木造漁船（舳
へさき

が外に突き出して美しい）が
　　多く並ぶ住吉漁港の船祝い。

②　住吉浜之町の船祝い。船旗と供え物。

③　松に鯛２匹、塩盛りの供え物。

⑤　船旗を神様（船
ふなだま

霊様）とし、読
ど

経
きょう

する法華宗の僧、
　　仏壇、船

ふなとう

人の方たち）。

④　供え物（餅、果物、菓子、赤飯）。

⑥　お経頂
ちょうだい

戴（法華経のお経を頭にいただき、仏の加
　　護を願う）。

⑦　全員正座し、盃一ぱい飲んで、めでた節を斉唱。
　　左列右端は師匠（和尚）さん。

⑧　めでた節がすむと、祝宴がはずむ。
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船祝い（３）１９６８年、１．２。西之表市、現名、庄司浦。

①　庄司浦港と丸木舟。 ②　丸木舟の正月祝い（松、ユズリハなどを帆柱の穴
　　に差す）。

③　大きな魚の頭を割った刺身。船
ふなだま

霊に供える。

⑤　船旗を掲げた船に、皆集って船祝い歌を歌う。左
　　は船頭と船主。右は水

か こ
夫と友人たち。

④　船霊へお供え、注
し め な わ

連縄、松、ユズリハ。湯
ゆ と う

筒、焼酎、
　　塩、飯、笹、刺身、里芋、コロビ（貝）など。

⑥　船頭、船主と、水
か こ

夫と友人たちが相対して船祝い
歌　　を歌う。

⑦　手拍子をとりながら船祝い歌を歌う人びと。 ⑧　めでた節を歌ったあと、直
なおらい

会（祝宴）は、さかん
　　になる。
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第
七
章
　
総
括

　

本
書
で
取
り
上
げ
た
芸
能
を
種
子
島
の
芸
能
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
ま
ず

種
子
島
の
芸
能
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

種
子
島
で
は
大
字
ご
と
に
、
ガ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
（
願
成
就
）
と
呼
ば
れ
る
秋
祭
（
収
穫
感

謝
祭
）
が
開
催
さ
れ
、
大
字
内
の
集
落
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
踊
が
奉
納
さ
れ
る
（
願
成

就
は
現
在
は
ど
こ
で
も
神
社
の
祭
礼
だ
が
、
藩
政
期
は
寺
院
だ
っ
た
場
合
も
あ
る
）。

　

た
と
え
ば
南
種
子
町
の
平
山
に
は
中
之
町
・
西
之
町
・
広
田
・
浜
田
の
四
集
落
が
あ
り
、

平
山
の
総
鎮
守
平
山
神
社
（
在
中
之
町
）
で
お
こ
な
わ
れ
る
願
成
就
に
は
、
四
集
落
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
踊
が
出
る
。
四
集
落
は
踊
り
の
規
模
に
応
じ
て
大
踊
・
中
踊
・
小
踊
と
区
分
さ

れ
る
複
数
の
踊
り
を
持
っ
て
い
る
。
中
踊
と
小
踊
の
区
分
は
曖
昧
だ
が
、
大
踊
は
そ
れ
ら

と
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
お
り
、
三
曲
ま
た
は
四
曲
か
ら
成
る
（
こ
れ
は
南
種
子
町
の
場

合
で
あ
っ
て
、
西
之
表
市
や
中
種
子
町
で
は
さ
ら
に
多
く
の
曲
を
持
っ
て
い
る
地
区
も
あ

る
）、
県
本
土
の
太
鼓
踊
に
相
当
す
る
大
規
模
の
組
踊
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
い
ず
れ
の
踊
り
も
主
役
は
青
年
だ
っ
た
が
、
現
在
は
壮
年
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ

以
上
の
年
配
者
も
加
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
人
口
減
少
の
続
く
現
在
、
集
落
の
青
壮
年
全

員
が
関
わ
ら
な
け
れ
ば
踊
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
平
山
で
は
大
踊
は
各
集
落
が
毎
年
奉
納

す
る
（
平
山
で
は
四
集
落
か
ら
四
つ
の
大
踊
が
出
た
）
の
が
本
来
だ
が
、
毎
年
は
た
い
へ

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
四
集
落
が
年
交
代
で
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
大

踊
の
順
番
が
ま
わ
っ
て
く
る
の
は
四
年
に
一
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
の
地
区
で
も
事

情
は
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。

　

中
踊
や
小
踊
は
各
集
落
か
ら
必
ず
い
く
つ
か
ず
つ
踊
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
県
本

土
の
芸
能
と
同
系
の
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
県
本
土
に
あ
っ
て
種
子
島
に
な
い
も
の
の

代
表
は
神
舞
（
全
国
的
に
は
神
楽
と
い
う
）
で
あ
る
。
種
子
島
に
少
し
だ
け
伝
承
者
の
い

る
「
神
楽
」
は
神
舞
の
歌
部
分
に
相
当
す
る
。

　

逆
に
、
種
子
島
に
あ
っ
て
県
本
土
に
な
い
踊
、
ま
た
は
本
土
と
は
か
な
り
様
相
を
異
に

す
る
芸
能
で
、
重
要
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
①
盆
踊
、
②
船
祝
歌
、
③
御
田
植
舞
、

本
書
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
④
座
敷
舞
と
⑤
蚕
舞
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
国
の
選
択
指
定
と
な
っ
て
い
る
の
が
③
④
⑤
で
、
平
成
二
十
六
年
三
月
に
出

た
③
の
報
告
書
に
続
い
て
、
今
回
の
本
報
告
書
で
は
④
と
⑤
を
メ
イ
ン
と
し
、
こ
れ
ら
の

催
行
に
付
随
し
て
歌
わ
れ
る
祝
歌
を
も
取
り
上
げ
た
。
本
書
の
章
ご
と
に
要
点
を
ま
と
め

る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
①
②
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　

古
い
盆
踊
は
種
子
島
各
地
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
西
之
表
市
横
山
と
南
種
子
町
西
之
に

残
っ
て
い
る
。
両
者
は
違
う
も
の
を
含
み
つ
つ
、
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
。
古
い
踊
念
仏

の
系
統
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
県
本
土
で
は
ま
っ
た
く
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
芸
能
で
あ

る
。

　

船
祝
歌
は
薩
摩
半
島
の
知
覧
町
や
い
ち
き
串
木
野
市
で
現
在
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

種
子
島
と
の
共
通
性
も
多
い
し
、
江
戸
期
に
は
全
国
各
藩
で
歌
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
か
ら
、
種
子
島
独
自
で
は
な
い
が
、
種
子
島
西
之
表
市
の
塰
泊
で
現
在
も
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
（
こ
こ
数
年
中
断
し
て
い
る
が
）
船
祝
行
事
で
伝
承
さ
れ
る
模
擬
操
船
と
そ
れ

に
続
く
歌
は
、
全
国
的
に
も
随
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
歌
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
歌

の
い
く
つ
か
が
こ
こ
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
、
種
子
島
各
集
落
の
祝
歌
（
本
書
の
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
）
と
な
っ
た
と
、
本
書
の
執
筆
委
員
で
も
あ
る
下
野
敏
見
氏
は
見
て
い
る
。
慧
眼
と

す
べ
き
で
、
具
体
的
に
音
楽
分
析
の
上
か
ら
こ
れ
を
実
証
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
種
子
島
で
独
自
の
輝
き
を
も
つ
芸
能
群
の
中
で
、
④
座
敷
舞
と
⑤
蚕

舞
は
他
に
例
を
見
な
い
希
少
種
で
あ
る
。
座
敷
舞
と
い
う
名
称
が
便
宜
的
な
そ
れ
で
あ
る

こ
と
は
本
文
中
に
述
べ
た
。
蚕
舞
も
座
敷
で
踊
る
の
だ
か
ら
座
敷
舞
と
言
っ
て
い
い
は
ず

だ
が
、
芸
態
も
性
格
も
ま
っ
た
く
違
う
の
で
、
こ
こ
で
は
地
元
の
言
い
方
で
あ
る
「
か
ー

ご
ま
ー
」
に
当
て
た
漢
字
表
記
「
蚕
舞
」
を
用
い
た
。

　

本
書
の
構
成
に
し
た
が
っ
て
、
章
ご
と
に
要
点
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　

第
一
章
は
事
業
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
。
昨
年
度
の
御
田
植
祭
に
続
く
調
査
報
告
書
で

あ
る
こ
と
、
事
業
の
内
容
（
調
査
や
委
員
会
の
模
様
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
は
地
域
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
。
芸
能
を
理
解
す
る
に
は
地
域
の
地
理
的
・

歴
史
的
な
概
要
を
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

第
三
章
で
座
敷
舞
を
取
り
上
げ
た
。
座
敷
舞
と
い
う
表
現
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
も
と

も
と
地
元
に
あ
る
言
葉
で
は
な
く
、
芸
能
研
究
の
術
語
で
も
な
い
。
昭
和
四
十
三
年
三
月

に
、
県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
る
と
き
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
も
そ
れ
を
踏
襲

し
た
。
種
子
島
全
域
に
点
々
と
あ
っ
た
こ
と
が
下
野
敏
見
氏
の
諸
報
告
で
明
ら
か
に
さ
れ
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て
い
る
が
、
現
在
は
南
種
子
町
の
平
山
と
島
間
に
わ
ず
か
な
が
ら
伝
承
者
が
い
る
。
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
舞
の
詞
章
の
す
べ
て
を
掲
載
し
、
他
地
区
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

源
流
が
中
世
に
遡
り
う
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
現
行
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
分
解
写

真
に
よ
っ
て
芸
態
を
説
明
し
た
。

　

第
四
章
は
小
正
月
行
事
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
蚕
舞
を
取
り
あ
げ
た
。
蚕
舞
は
南
種
子

町
全
域
で
お
こ
な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
八
地
区
の
う
ち
四
地
区
で
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
少
し
ず
つ
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
大
略
同
じ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
西

之
表
市
で
は
舞
を
伴
わ
ず
、
歌
も
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
こ
の
相
違
の
原
因
に
つ
い
て
考

え
る
た
め
に
、
種
子
島
家
の
養
蚕
振
興
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
た
。

　

第
三
章
で
取
り
上
げ
た
座
敷
舞
は
地
区
の
祝
賀
行
事
な
ど
の
宴
席
で
上
演
さ
れ
て
き
た

芸
能
で
あ
る
。
宴
席
に
は
一
定
の
進
行
の
順
序
が
あ
り
、
座
が
く
だ
け
る
前
に
厳
粛
な
祝

歌
を
歌
う
習
慣
が
あ
っ
た
。第
五
章
で
は
こ
の
祝
歌
を
取
り
上
げ
た
。数
曲
の
祝
歌
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
南
種
子
町
で
現
在
歌
わ
れ
る
の
は
「
め
で
た
節
」
で
、
歌

詞
と
歌
い
方
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
こ
う
し
た
祝
歌
は
、
か
つ
て
種
子
島
の

数
ヶ
所
の
浦
で
歌
わ
れ
た
船
祝
歌
の
系
統
で
あ
る
こ
と
は
、
下
野
敏
見
氏
に
よ
っ
て
早
く

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
音
楽
分
析
の
上
か
ら
そ
の
こ
と
を
追
跡
す
る
の
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
こ
と
も
、
本
書
作
成
の
過
程
で
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

南
種
子
町
に
は
こ
れ
と
は
別
系
統
の
祝
歌
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
「
西
目
だ
し
」
と
い

う
踊
の
付
く
祝
歌
の
録
音
が
平
山
に
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
再
生
し
て
踊
だ
け
を
踊
っ

て
い
る
地
区
も
あ
る
。
長
大
な
詞
章
が
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
わ
れ
る
も
の

で
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
は
録
音
に
よ
っ
て
も
十
分
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ル
ー

ツ
や
、
種
子
島
へ
の
流
入
経
路
も
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

さ
て
第
六
章
に
は
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
三
つ
の
芸
能
に
つ
い
て
、
下
野
敏
見
氏
に

よ
る
考
察
を
掲
げ
た
。
下
野
氏
は
高
校
教
員
と
し
て
種
子
島
に
赴
任
し
て
以
来
、
種
子
島

の
民
俗
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
。
中
で
も
芸
能
に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
重

要
性
を
説
き
続
け
、
特
別
の
愛
情
を
注
い
で
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
下
野
氏
の
種
子

島
民
俗
の
研
究
は
す
で
に
半
世
紀
以
上
に
渡
り
、
下
野
氏
自
身
が
民
俗
の
語
り
部
で
あ

り
、
民
俗
変
遷
の
目
撃
者
に
も
な
っ
て
い
る
。
本
章
は
そ
の
知
見
が
十
二
分
に
駆
使
さ
れ

た
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
し
て
現
在
望
み
う
る
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
論
考
と
な
っ
て
い
る
。        

　

第
一
節
「
座
敷
舞
」
で
は
七
舞
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
バ
ッ
ク
ー
舞
」「
ガ
ニ
舞
」「
鳥

刺
し
舞
」
に
つ
い
て
、
今
は
亡
き
古
い
伝
承
者
へ
の
聞
き
取
り
に
基
づ
く
、
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
他
の
四
舞
「
婆
ジ
ョ
ウ
舞
」「
仏
舞
」「
味
噌
舞
」「
大
黒

舞
」
に
つ
い
て
は
全
国
の
事
例
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
、
戦
国
末
期
～

近
世
初
期
の
島
津
家
重
臣
で
あ
っ
た
上
井
覚
兼
に
よ
る
日
記
の
記
述
か
ら
芸
能
部
分
に
焦

点
を
あ
て
た
考
察
、『
種
子
島
家
譜
』
か
ら
中
世
放
下
師
の
存
在
の
可
能
性
の
指
摘
、
種

子
島
家
臣
羽
生
道
潔
に
よ
る
『
種
子
島
家
年
中
行
事
』
を
史
料
と
し
た
大
黒
舞
・
恵
比
寿

舞
の
考
察
、
ト
カ
ラ
列
島
か
ら
奄
美
に
至
る
地
域
に
点
々
と
あ
る
同
系
芸
能
、
そ
し
て
沖

縄
の
京
太
郎
（
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
）
に
至
る
ま
で
、
そ
の
考
察
範
囲
に
は
寸
部
の
漏
れ
が
な

く
、
下
野
氏
が
達
し
た
芸
能
研
究
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

第
二
節
は
「
蚕
舞
」
で
あ
る
。
島
内
全
域
の
調
査
記
録
か
ら
か
つ
て
の
伝
承
状
況
を
記

述
し
た
上
で
、詞
章
の
分
析
、西
之
表
市
の
行
事
と
の
比
較
、前
掲
羽
生
道
潔
に
よ
る
『
種

子
島
家
年
中
行
事
』
に
基
づ
く
種
子
島
で
の
養
蚕
振
興
の
実
態
の
考
察
、
県
内
の
門
付
芸

能
と
の
関
連
の
指
摘
、
全
国
の
春
駒
芸
能
と
の
比
較
と
種
子
島
へ
の
伝
播
経
路
の
考
察
、

沖
縄
の
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
や
ル
ッ
ポ
ウ
と
の
関
連
、
な
ど
蚕
舞
を
取
り
巻
く
問
題
が
網
羅
さ

れ
て
い
る
。

　

第
三
節
は
「
め
で
た
節
」
で
、
こ
こ
で
記
述
さ
れ
て
い
る
祝
儀
の
場
の
記
述
は
、
今
や

地
元
民
か
ら
も
忘
却
の
か
な
た
に
押
し
や
ら
れ
て
い
る
内
容
に
充
ち
満
ち
て
い
る
。
そ
し

て
全
国
の
祝
歌
と
の
縦
横
の
比
較
は
下
野
氏
の
独
断
場
で
さ
え
あ
る
。

　

最
後
に
下
野
氏
提
供
に
よ
る
写
真
に
つ
い
て
、
そ
の
記
録
資
料
と
し
て
の
価
値
の
高
さ

に
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
い
。
も
っ
と
も
古
い
の
は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
三
十
五
年
に

か
け
て
の
平
山
の
蚕
舞
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
芸
能
の
数
々
の
写
真
が

収
録
さ
れ
、
記
録
写
真
集
と
し
て
も
本
書
の
意
義
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
本
書
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
南
種
子
町
の
方
々
、
平
山
や
島
間
の
伝
承
者

の
方
々
、
地
元
の
執
筆
委
員
・
調
査
協
力
の
方
々
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
文
化

庁
の
担
当
者
、
県
文
化
課
の
担
当
者
の
方
々
に
現
地
ま
で
ご
足
労
願
い
、
本
書
の
内
容
に

つ
い
て
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
担
当
事
務
局
で

あ
る
南
種
子
町
教
育
委
員
会
に
は
、
事
務
連
絡
を
始
め
、
調
査
や
委
員
会
の
設
定
、
そ
し

て
原
稿
の
収
集
・
整
理
・
校
正
と
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

総
括
担
当
者
と
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
原　

武
実
）
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附
載

　

附
載
で
は
、
種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
に
つ
い
て
、
保
存
会
の
情
報
、

関
連
新
聞
記
事
、
関
連
映
像
及
び
文
献
一
覧
を
記
し
た
い
。

　
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
に
つ
い
て

平
山
郷
土
文
化
保
存
会
の
歴
代
の
会
長
、
規
約
、
会
員
数
、
主
な
活
動

等
を
以
下
に
記
す
。

〇
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
歴
代
会
長

初
代
会
長　
　

向
井
長
助

二
代
目
会
長　

長
田
仙
兵

三
代
目
会
長　

長
田
實

四
代
目
会
長　

向
井
秋
雄

五
代
目
会
長　

中
畠
一
三

発
起
人
：
向
井
長
助
、
長
田
仙
兵
・
向
井
嘉
助

〇
平
山
郷
土
文
化
保
存
会　

規
約

（
名 

称
）

第
1
条 

本
会
は
、
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
と
称
す
る
。

（
事
務
所
）

第
2
条 

本
会
の
事
務
所
は
、
会
長
宅
に
置
く
。

（
目　

的
）

第
3
条 

本
会
は
、
平
山
地
区
内
の
有
形
・
無
形
の
文
化
財
の
保
存
・

伝
承
、
歴
史
・
年
中
行
事
・
慣
習
・
伝
説
等
の
保
存
・
継
承
、
及
び
記

録
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事　

業
）

第
4
条 

本
会
は
、第
三
条
の
目
的
達
成
の
た
め
、次
の
事
業
を
行
う
。

１
．
有
形
・
無
形
の
文
化
財
の
保
存
・
継
承
、
及
び
指
導
。

２
．
歴
史
・
年
中
行
事
・
慣
習
・
伝
説
等
の
掘
り
起
こ
し
、
保
存
・
継

承
、
及
び
記
録
。

３
．
そ
の
他
、
文
化
の
保
存
・
継
承
・
記
録
に
必
要
な
事
項
。

（
組
織
・
会
員
）

第
5
条 

本
会
は
、
第
三
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
も
の
を
も
っ
て
組

織
す
る
。

（
加
入
及
び
脱
退
）

第
6
条 

本
会
の
加
入
及
び
脱
退
は
自
由
と
す
る
。
但
し
、
地
区
公

民
館
文
化
部
長
及
び
集
落
公
民
館
長
は
加
入
す
る
も
の
と
す
る
。

１
．
第
4
条
の
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
人
材
に
加
入
を
要
請
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

（
役
員
）

第
7
条 

本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

会
長
1
名
、
副
会
長
1
名
、
会
計
1
名
、
監
事
2
名
、
理
事
若
干
名

（
役
員
の
選
出
）

第
8
条 

役
員
の
選
出
は
、
次
の
方
法
に
よ
っ
て
選
出
す
る
。

１
．
会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
監
事
は
、
役
員
会
で
選
出
し
総
会
の
承

認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

２
．
理
事
は
、
地
区
公
民
館
文
化
部
長
、
集
落
公
民
館
長
、
及
び
各
集

落
よ
り
２
名
を
選
出
す
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
9
条 

役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。

１
．
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
総
理
し
、
役
員
会
の
議
長
と

な
る
。

２
．
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
事
故
あ
る
時
は
こ
れ
を
代

理
す
る
。

３
．
会
計
は
、
本
会
の
経
理
を
総
括
す
る
。

４
．
監
事
は
、
本
会
の
会
務
・
経
理
を
監
査
し
、
総
会
に
報
告
す
る
。

５
．
理
事
は
、
会
務
の
協
議
・
運
営
お
よ
び
、
会
員
へ
の
連
絡
等
に
あ

た
る
。

（
役
員
の
任
期
）

第
10
条 

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
但
し
、

欠
員
に
よ
っ
て
就
任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。

１
．
地
区
公
民
館
文
化
部
長
及
び
集
落
公
民
館
長
は
、
そ
の
任
期
と
す

る
。

（
顧　

問
）

第
11
条 

本
会
に
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
顧
問
は
総
会
の
承

認
を
得
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

（
会　

議
）

第
12
条 

本
会
に
次
の
会
議
を
も
つ
。

１
．
総
会
は
、
原
則
と
し
て
年
一
回
開
催
す
る
。

２
．
役
員
会
は
、
三
役
お
よ
び
理
事
を
も
っ
て
構
成
し
、
必
要
に
応
じ

て
会
長
が
召
集
す
る
。

３
．
三
役
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
召
集
す
る
。

（
会　

計
）

第
13
条 

本
会
の
経
費
は
、
会
費
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
充

て
る
。

第
14
条 

本
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

（
設
立
年
月
日
）

第
15
条 

本
会
の
設
立
年
月
日
は
昭
和
三
十
八
年
一
月
二
十
五
日
と

す
る
。

付　

則

　
　
　
　

本
会
則
は
、昭
和
三
十
八
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

本
会
則
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

本
会
則
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。　

〇
平
山
郷
土
文
化
保
存
会　

活
動
年
表
（
註
１
）

昭
和
三
十
八
年
一
月　

平
山
郷
土
文
化
保
存
会　

発
足　

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
九
日　
「
南
種
子
町
平
山
の
座
敷
舞
」「
南
種

子
町
平
山
の
蚕
舞
」
が
鹿
児
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
四
年　

平
山
郷
土
民
俗
館
を
開
館
（
旧
平
山
小
校
舎
内
、
千

点
以
上
の
民
具
類
）

昭
和
四
十
五
年
三
月　

大
阪
万
国
博
覧
会
に
、
種
子
島
芸
能
会
場
よ
り

蚕
舞
い
、
鳥
刺
し
舞
い
、
西
目
出
し
、
あ
っ
ち
ゃ
め
ー
、
ち
く
て
ん
他

を
中
継
放
送

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
で
、
ち

く
て
ん
、
草
切
り
節
な
ど
を
披
露

昭
和
五
十
一
年
一
月　

秩
父
宮
雍
仁
親
王
妃
勢
津
子
殿
下
来
島
晩
餐
会

の
席
で
蚕
舞
い
・
座
敷
舞
い
披
露
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昭
和
五
十
一
年
三
月　

蚕
舞
い
・
鳥
刺
し
舞
い
の
現
地
公
開
記
録
（
文

化
庁
星
野
紘
調
査
官
外
）

昭
和
五
十
二
年
十
月　

第
一
七
回
鹿
児
島
県
民
俗
芸
能
大
会
出
演　

蚕

舞
い
・
鳥
刺
し
舞

昭
和
五
十
四
年　

映
画
「
鉄
砲
伝
来
の
島
・
た
ね
が
し
ま
」
作
成
の
た

め
蚕
舞
・
鳥
刺
し
舞
の
映
画
撮
影　

東
宝
映
画　

五
所
平
之
助
監
督　

　
　
　
　
　

昭
和
五
九
年
十
月　

鹿
児
島
県
芸
術
文
化
奨
励
賞

　
　
　
　
　

第
26
回
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
に
参
加

　
　
　
　
　

場
所
：
熊
本
県
立
劇
場
・
演
劇
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

日
時
：
昭
和
五
十
九
年
十
月
七
日(

日
）

　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
代
表(

鹿
児
島
県
か
ら
１
団
体
）

蚕
舞
・
座
敷
舞

平
成
元
年
一
月　

花
い
ろ
百
人
劇
場(

鹿
児
島
市
）
出
演

平
成
六
年
七
月　

文
化
庁
斉
藤
文
化
財
調
査
官
に
よ
る
蚕
舞
い
・
鳥
刺

し
舞
調
査

平
成
六
年
九
月　
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
う
た
と
お
ど
り
の
祭
典
』(
文
化

庁
主
催
・
国
立
劇
場
）
出
演

平
成
六
年
九
月　

文
化
庁
長
官(

遠
山
敦
子
）
よ
り
感
謝
状
受
賞

平
成
七
年　
「
種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
」
平
山
郷
土
文
化
保
存
会
が

国
の
記
録
な
ど
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択

平
成
十
一
年
八
月　

第
四
回
郷
土
芸
能
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
出
演

平
成
二
四
年　

西
之
表
市
旧
種
子
島
家
邸(

月
窓
亭)

落
成
式
典
で
鳥

刺
し
舞
、
蚕
舞
披
露

平
成
二
四
年
六
月　

文
化
庁
補
助
事
業
に
よ
る
国
の
記
録
作
成
開
始

平
成
二
四
年
十
月　

文
化
庁
金
子
文
化
財
調
査
官
に
よ
る
蚕
舞
い
・
鳥

刺
し
舞
調
査

　
　
　
　
　

註
１　

明
治
維
新
以
降
平
山
の
あ
ゆ
み
（
再
版
）　

平
山

　
　
　
　
　

郷
土
文
化
保
存
会
平
成
十
一
年)

を
も
と
に
、
情
報
を
追

　
　
　
　
　

加
し
作
成
。

　
関
連
新
聞
記
事

○
昭
和
五
十
九
年
十
月
四
日 

南
日
本
新
聞 

 

出
演
に
備
え
て
猛
練
習 

◇
九
州
民
俗
芸
能
大
会
の
県
代
表
に
◇ 

南
種
子
町
の
「
蚕
舞
」「
座
敷
舞
」 

 【
熊
毛
】
熊
毛
郡
南
種
子
町
平
山
の
民
俗
芸
能
「
蚕
舞
」
と
「
座
敷
舞
」

(

と
も
に
県
無
形
民
俗
文
化
財)

が
、
七
日
、
熊
本
市
で
開
か
れ
る
第

二
十
六
回
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
演
す

る
。 

　

地
元
で
「
カ
ー
ゴ
マ
ー
」
と
呼
ぶ
「
蚕
舞
」
は
、
蚕
に
ふ
ん
し
た
女

装
の
男
性
と
道
化
役
の
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
が
、
カ
ネ
、
太
鼓
の
歌
い
手
た
ち

と
一
緒
に
家
々
を
訪
れ
、
五
穀
豊
じ
ょ
う
と
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
小

正
月
行
事
。 

　
「
座
敷
舞
」
は
数
種
類
あ
る
が
、
今
回
出
演
す
る
の
は
鳥
刺
し
舞
。

ト
リ
モ
チ
を
つ
け
た
棒
で
ハ
ト
や
キ
ジ
を
捕
ら
え
る
さ
ま
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
演
じ
る
舞
い
で
、
祝
宴
を
ひ
き
た
て
る
出
し
物
。 

　

平
山
で
は
、
ど
ち
ら
も
保
存
会(

長
田
実
会
長)

が
継
承
し
て
お
り
、

大
会
に
は
長
田
さ
ん
ら
八
人
が
出
演
。「
蚕
舞
」
の
蚕
役
は
こ
の
道

五
十
年
の
向
井
秋
雄
さ
ん(

五
六)

、
鳥
刺
し
舞
は
三
年
前
に
父
親
か

ら
教
わ
っ
た
と
い
う
若
手
の
第
一
人
者
、
中
畠
一
三
さ
ん(

二
九)

が

舞
う
。 

　

平
山
地
区
で
は
、
民
俗
芸
能
の
豊
富
な
種
子
島
の
中
で
も
、
そ
の
宝

庫
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
大
阪
万
博
や
東
京
で
の
鹿
児
島
物
産
展

に
出
演
す
る
な
ど
舞
台
経
験
は
十
分
。「
鉄
砲
に
ロ
ケ
ッ
ト
、
若
島
津

で
知
ら
れ
る
種
子
島
だ
が
、
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
民
俗
芸
能
が
あ
る

こ
と
も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
出
演
者
た
ち
は
抜
か
り
な
く
練
習
を
積

ん
で
、
本
番
に
備
え
て
い
る
。 

 

○
昭
和
六
十
年
一
月
十
五
日 

南
日
本
新
聞 

 

蚕
の
化
身
、
優
雅
に
舞
う 

南
種
子
町 

カ
ー
ゴ
マ
ー
家
々
回
る 

 【
熊
毛
】
熊
毛
郡
南
種
子
町
平
山
の
民
俗
芸
能
「
カ
ー
ゴ
マ
ー
」(

蚕
舞)

が
十
四
、十
五
の
両
夜
、
地
区
の
各
家
々
を
訪
れ
、
島
の
の
ど
か
な
小

正
月
に
味
わ
い
を
添
え
た
。 

　

カ
ー
ゴ
マ
ー
は
蚕
の
化
身
で
あ
る
女
装
の
男
性
と
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
が
座

敷
に
あ
が
り
込
ん
で
舞
を
踊
る
行
事
。
三
百
年
ほ
ど
昔
、
養
蚕
振
興
を

鼓
舞
す
る
た
め
に
種
子
島
の
島
主
が
広
め
た
と
い
わ
れ
る
が
、
養
蚕
農

家
が
少
な
く
な
っ
た
い
ま
で
は
豊
作
や
お
家
繁
盛
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
来
訪
神
の
一
種
だ
が
、
蚕
に
ち
な
む
来
訪
神
は
全
国
で
も
珍

し
く
、
県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

　

こ
の
家
は
裕
福
ま
ゆ
の
家
と
見
か
け
申
す
よ
、
九
十
九
界
の
コ
ノ
ミ

ヤ
ジ
ョ
ウ(

蚕
の
宮
城)

を
ま
わ
し
ま
す
る
さ
き
に
…
…
。
家
を
訪
れ

た
十
数
人
の
青
壮
年
が
玄
関
先
で
太
鼓
、
カ
ネ
を
打
ち
鳴
ら
し
、
蚕
の

成
長
過
程
を
織
り
込
ん
だ
歌
を
朗
々
と
歌
い
始
め
る
と
、着
物
を
着
て
、

マ
ユ
に
似
せ
て
白
手
ぬ
ぐ
い
で
顔
を
覆
っ
た
女
装
の
男
性(

ヨ
メ
ジ
ョ

ウ)

が
座
敷
に
あ
が
り
、
扇
を
片
手
に
し
ず
し
ず
と
踊
り
出
す
。
や
が

て
、
道
化
師
役
の
ヒ
ョ
ッ
ト
コ(

ゲ
ー
マ
ー)

が
登
場
、
一
升
と
っ
く

り
を
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
面
白
お
か
し
く
踊
り
回
り
、
座
を
引
き
立
て

る
。 

　

ヒ
ョ
ッ
ト
コ
は
家
人
か
ら
酒
を
も
ら
っ
て
引
き
下
が
り
、
ヨ
メ
ジ
ョ

ウ
は
マ
ユ
を
表
す
モ
チ
花
飾
り
を
柱
か
ら
抜
き
取
っ
て
舞
を
収
め
る
。 

　

平
山
は
昨
年
、
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
受
け
る
な
ど
民
俗
芸
能
の
継

承
に
熱
心
な
所
。
十
五
夜
の
カ
ー
ゴ
マ
ー
に
は
青
壮
年
に
交
じ
っ
て
小

中
学
生
も
家
々
を
回
り
、
先
輩
た
ち
の
芸
を
学
ん
だ
。 

  

○
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
七
日 

南
日
本
新
聞 

 

蚕
の
化
身
、
優
雅
な
舞 

南
種
子
町
平
山
地
区 

豊
作
祈
り
「
カ
ー
ゴ
マ
ー
」 
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種
子
中
一
年)

と
向
井
純
也
君(

同
二
年)

。
二
人
一
組
が
交
互
で
、

昨
年
不
幸
の
な
か
っ
た
家
で
舞
っ
た
。 

　

家
人
が
正
座
し
て
待
っ
て
い
る
と
、蚕
の
化
身
と
ひ
ょ
っ
と
こ
が「
お

祝
い
申
す
」。
座
敷
に
上
が
っ
た
。
玄
関
口
で
は
青
壮
年
た
ち
が
か
ね
、

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、祝
い
歌
を
歌
う
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
た
り
、

あ
で
や
か
に
舞
う
化
身
。
蚕
の
化
身
ら
し
く
白
ず
き
ん
姿
だ
。
化
身
の

し
ぐ
さ
を
面
白
お
か
し
く
ま
ね
る
ひ
ょ
っ
と
こ
。
化
身
は
、
マ
ユ
を
模

し
た
モ
チ
を
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
枝
に
刺
し
た
「
メ
ノ
モ
チ
」
を
肩
に
か
つ

い
で
舞
い
、
さ
ら
に
あ
で
や
か
さ
を
引
き
立
た
せ
、
養
蚕
の
豊
作
を
予

祝
し
た
。 

　

蚕
の
化
身
が
、
小
正
月
に
予
祝
す
る
の
は
珍
し
い
民
俗
。
南
種
子
町

で
は
七
、八
年
前
ま
で
一
部
で
養
蚕
が
見
ら
れ
た
。
今
は
全
く
な
い
。

カ
ー
ゴ
マ
ー
だ
け
は
小
正
月
行
事
と
し
て
「
生
き
た
民
俗
」。
県
の
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

　
文
献
一
覧

種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
に
関
連
す
る
文
献
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 　

昭
和
三
年　

高
野
辰
之
編 『
日
本
歌
謡
集
成
』
第
五
巻　

春
秋
社 

　

昭
和
十
年　

旧
制
種
子
島
中
学
校
編 『
郷
土
研
究
』 

　

昭
和
十
五
年　

鹿
児
島
県 『
鹿
児
島
県
史
』
第
二
巻 

　

昭
和
二
十
八
年　

川
辺
町 『
川
辺
町
郷
土
誌
』 

　

昭
和
三
十
九
年　

羽
生
六
郎
左
衛
門
道
潔 

『
種
子
島
家
年
中
行
事
』

　
　
　
　
　
　
（
河
内
和
夫
に
よ
る
翻
刻
、
原
本
は
天
保
年
間
に
執
筆
） 

　

昭
和
三
十
九
年　

加
世
田
市 『
加
世
田
市
誌
』
上
巻 

　

昭
和
四
十
三
年　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会 
『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査

　
　
　
　
　
　

報
告
書
』
第
十
五
集 

　

昭
和
四
十
四
年　

下
野
敏
見 『
タ
ネ
ガ
シ
マ
風
物
誌
』　

未
来
社 

　

昭
和
四
十
七
年　

桑
山
太
市 『
新
潟
県
民
俗
芸
能
誌
』　

錦
正
社

　

昭
和
五
十
二
年　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会 

『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査

　
　
　
　
　
　

報
告
書
』
第
二
十
四
号 

 【
熊
毛
】
熊
毛
郡
南
種
子
町
平
山
に
、
三
百
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
小

正
月
行
事
「
カ
ー
ゴ
マ
ー(

蚕
舞)

」
が
十
五
、十
六
の
両
夜
あ
り
、
青

年
ら
の
太
鼓
や
カ
ネ
、
歌
に
合
わ
せ
、
蚕
の
化
身
が
優
雅
な
舞
を
披
露

し
た
。 

　

カ
ー
ゴ
マ
ー
は
平
山
の
四
部
落
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
わ
っ
て
お
り
、
浜
田

の
今
年
の
舞
い
手
は
、
浦
口
啓
二
郎
さ
ん(

二
五)

、
長
田
昭
一
郎
さ

ん(

二
七)

と
、
道
化
役
の
向
井
光
一
さ
ん(

二
八)

。
ま
ず
公
民
館
で

� 

リ
ハ
ー
サ
ル 

�
を
し
た
あ
と
、
各
家
庭
を
回
っ
た
。 

　

舞
は
二
人
一
組
で
、
浦
口
さ
ん
と
長
田
さ
ん
は
交
代
し
な
が
ら
の
出

演
。「
お
祝
い
申
す
、お
祝
い
申
す
」の
声
に
続
き
、カ
ネ
、太
鼓
が
鳴
り
、

歌
が
流
れ
る
と
、
女
性
の
晴
れ
着
を
つ
け
、
白
手
ぬ
ぐ
い
で
顔
を
隠
し

て
蚕
に
ふ
ん
し
た
舞
い
手(

ヨ
メ
ジ
ョ
ー)

が
座
敷
に
上
が
り
、
扇
片

手
に
し
ず
し
ず
と
舞
う
。
や
が
て
道
化
役
の
ヒ
ョ
ッ
ト
コ(
ゲ
ー
マ
ー)

が
登
場
、
一
升
と
っ
く
り
で
面
白
お
か
し
く
座
を
盛
り
上
げ
る
。
家
人

か
ら
焼
酎
を
も
ら
っ
た
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
は
退
出
、
舞
い
手
は
も
ち
を
さ
し

た
木
の
枝
と
扇
で
あ
で
や
か
に
舞
い
、
間
も
な
く
舞
を
終
え
る
。 

　

カ
ー
ゴ
マ
ー
は
養
蚕
振
興
の
た
め
約
三
百
年
前
、
種
子
島
の
島
守
が

広
め
た
と
さ
れ
、
今
で
は
豊
作
や
家
内
安
全
を
祈
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
蚕
に
ち
な
む
行
事
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
さ
れ
、県
は
四
十
三
年
、

無
形
文
化
財
に
指
定
。
平
山
各
部
落
の
青
年
ら
が
守
り
伝
え
て
い
る
。 

  

○
平
成
九
年
一
月
十
六
日 

南
日
本
新
聞 

 

蚕
の
精
と
ひ
ょ
っ
と
こ
登
場 

優
雅
に
マ
ユ
豊
作
予
祝 

種
子
島
で
カ
ー
ゴ
マ
ー 

  　

蚕
の
精
が
養
蚕
の
振
興
を
祝
福
、
舞
う
「
カ
ー
ゴ
マ
ー(

蚕
舞
い)

」

が
十
四
日
夜
、種
子
島
全
域
で
あ
り
、女
装
の
青
年
が
優
雅
な
舞
を
家
々

で
披
露
し
た
。 

　

南
種
子
町
平
山
の
浜
田
で
は
漁
協
職
員
、
山
口
政
昭
さ
ん(

三
七)

と
農
業
、
浦
口
啓
一
郎
さ
ん(

三
六)

が
、
色
あ
で
や
か
な
帯
締
め
に

女
装
し
た
蚕
の
化
身
役
、
道
化
役
の
ひ
ょ
っ
と
こ
に
長
田
興
樹
君(

南

　

昭
和
五
十
四
年　

下
野
敏
見 『
海
南
民
俗
研
究
』
第
三
号 

　

昭
和
五
十
四
年　

日
本
放
送
協
会
編『
日
本
民
謡
大
観
九
州
篇
南
部
』

　
　
　
　
　
　

日
本
放
送
出
版
協
会 

　

昭
和
五
十
五
年　

下
野
敏
見 『
南
九
州
の
民
俗
芸
能
』　 

未
来
社 

　

昭
和
五
十
六
年　

 『
民
俗
芸
能
辞
典
』 　

東
京
堂
出
版 

　

昭
和
五
十
六
年　

下
野
敏
見 

『
南
西
諸
島
の
民
俗
Ⅱ
』　

法
政
大
学

　
　
　
　
　
　

出
版
局 

　

昭
和
五
十
六
年　

下
野
敏
見 

『
種
子
島
の
民
俗
Ⅱ
』　

法
政
大
学
出

　
　
　
　
　
　

版
局 

　

昭
和
五
十
七
年　

下
野
敏
見 「
ヤ
マ
ト
・
琉
球
船
歌
の
構
造
と
展
開
」

　
　
　
　
　
　
『
鹿
大
史
学
』
第
三
十
号
（
な
お
、
こ
の
論
文
は
同
氏

　
　
　
　
　
　

の
『
ヤ
マ
ト
・
琉
球
民
俗
の
比
較
研
究
』
法
政
大
学
出

　
　
　
　
　
　

版
局
一
九
八
九
年
に
も
収
載
。） 

　

昭
和
五
十
八
年　

徳
永
和
喜 『
種
子
島
の
史
跡
』　

和
田
書
店 

　

平
成
四
年　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会 

『
鹿
児
島
県
の
民
俗
芸
能
ー
民

　
　
　
　
　
　

俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告
書
ー
』 

　

平
成
四
年　

小
野
重
朗 『
鹿
児
島
の
民
俗
暦
』　

海
鳥
社 

　

平
成
五
年　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
・
狂
言

　
　
　
　
　
　

歌
謡
） 

岩
波
書
店 

　

平
成
八
年　

小
沢
昭
一 『
放
浪
芸
雑
録
』　

白
水
社 

　

平
成
九
年　

南
種
子
町
教
育
委
員
会 『
み
な
み
た
ね
の
民
謡
』 

　

平
成
十
一
年　

平
山
郷
土
文
化
保
存
会 『
平
山
の
民
俗
芸
能
集
』  

　

平
成
十
四
年　

伊
集
院
町 『
伊
集
院
町
誌
』 

　

平
成
十
六
年　
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
下　

吉
川
弘
文
館 

　

平
成
二
十
年　

下
野
敏
見
『
種
子
島
民
俗
芸
能
集
』　

南
方
新
社 

（ 

　
　
　
　
　

昭
和
三
十
八
年
に
種
子
島
博
物
館
か
ら
タ
イ
プ
印
刷
さ
れ

　
　
　
　
　

た
冊
子
の
改
訂
増
補
版
。） 
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　南種子町郷土館収蔵 種子島南種子の座敷舞 関係映像資料一覧表
 
　本一覧表は、南種子町郷土館の収蔵する関係映像資料をまとめたものである。郷土館では、映像資料の
貸し出しを行っている。   　　　　　　　　　　　　     問い合わせ先：℡ 0997-26-1111 南種子町郷土館

映像
番号 ＤＶＤタイトル 収　録　内　容 撮　影　日 備　　考

3 平山郷土芸能ＤＶＤ（２） 蚕舞 平成 14 年 1 月 15 日 平山浜田集落

3 平山郷土芸能ＤＶＤ（２） 鳥刺し舞 平成 15 年 3 月 14 日 平山郷土文化保存会

3 平山郷土芸能ＤＶＤ（２） 蚕舞・鳥刺し舞 昭和 60 年 平山小学校
太陽スポーツ少年団

10 上中郷土芸能ＤＶＤ（２） 蚕舞 不明 上中仲西集落

32 平山の行事 蚕舞 平成 14 年 1 月 15 日 平山浜田集落

52 蚕舞保存版（平山浜田集落）蚕舞 平成 14 年 1 月 15 日 平山浜田集落

58 平山の行事（２） 蚕舞 平成 14 年 1 月 15 日 平山浜田集落

61 蚕舞（平山浜田集落） 蚕舞 平成 14 年 1 月 15 日 平山浜田集落

72 田口家落成 めでた節 平成 22 年 8 月 15 日 平山中之町集落

107 第1回民俗文化財調査委員会
懇親会 婆じょう舞・鳥刺し舞 平成 24 年 5 月 25 日 平山郷土文化保存会

108 ＮＨＫテレビ出演 鳥刺し舞・蚕舞
婆じょう舞 平成 6 年 9 月 24 日 平山郷土文化保存会

111 町文化協会東日本大震災
チャリティーコンサート

婆じょう舞・鳥刺し舞 平成 23 年 8 月 21 日 平山郷土文化保存会

111 町文化協会東日本大震災
チャリティーコンサート バックー舞 平成 23 年 8 月 21 日 島間伝統文化保存会

125 蚕舞（茎永） 蚕舞 平成 26 年 1 月 14 日 茎永校区青年団

126 蚕舞（上中大宇都集落） 蚕舞 平成 26 年 1 月 12 日 上中大宇都集落

127 蚕舞（上中上野集落） 蚕舞 平成 26 年 1 月 15 日 上中上野集落

128 蚕舞（上中上之平集落） 蚕舞 平成 26 年 1 月 18 日 上中上之平集落

129 蚕舞（上中大宇都集落） 蚕舞 不明 上中大宇都集落

130 第２回民俗調査委員会
懇親会

蚕舞・鳥刺し舞
婆じょう舞 平成 24 年 10 月 22 日 平山郷土文化保存会

131 アジア太平洋
「うたと踊りの祭典」 蚕舞・鳥刺し舞 平成 6 年 10 月 24 日 平山郷土文化保存会

135 蚕舞（平山広田集落） 蚕舞 平成 24 年 1 月 23 日 蚕舞，平山広田集落

136 蚕舞（平山浜田集落） 蚕舞 平成 26 年 1 月 14 日 蚕舞，平山浜田集落

137 鳥刺し舞 鳥刺し舞 平成 26 年 6 月 29 日 平山郷土文化保存会

138 婆じょう舞 婆じょう舞 平成 27 年 1 月 12 日 平山郷土文化保存会

139 バックー舞 バックー舞 平成 27 年 1 月 12 日 島間伝統文化保存会
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南
種
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町
民
俗
資
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調
査
報
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国
記
録
選
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民
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文
化
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調
査
報
告
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種
子
島
南
種
子
の
座
敷
舞
　
　
　
　

　
　

発　

行　

日　

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
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編
集
・
発
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種
子
町
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育
委
員
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